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第 I 部

使用する前に
• 機能設定の概要, 3 ページ

• 構成ツール, 11 ページ





第 1 章

機能設定の概要

• このガイドについて, 3 ページ

• 機能のクイックリファレンス, 3 ページ

• 電話機能一覧の生成, 8 ページ

このガイドについて

このガイドでは、Cisco Unified Communications Managerシステムで各種機能を設定するために実
行する必要があるタスクについて説明します。このガイドは、「初日」の設定（着信コールおよ

び発信コール、ダイヤルプラン、ネットワークリソースなど）をはじめとするコール制御システ

ムの設定後に利用します。コール制御システムについては、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
System Configuration Guide』を参照してください。

機能のクイックリファレンス

次の表に、このドキュメントで説明されている機能のアルファベット順のリストを記載し、各機

能に関する詳細な設定情報を確認できる本ガイド中のセクションを示します。使用している電話

でどの機能がサポートされているかを確認する方法については、下記の「関連項目」セクション

を参照してください。
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ドキュメント中の場所説明機能名（Feature Name）

コールの受信ユーザのハントグループへのログイ

ンを自動化するか、ユーザがハント

グループからログアウトすることを可

能にします。ユーザがハントグルー

プからログアウトすると、ハントグ

ループに入ってくるコールはそのユー

ザの電話をスキップし、ハントリス

トまたはハントグループ内の次の回

線に直接移ります。

ハントグループのアクセ

ス, （563ページ）

会議機能ユーザはアドホック会議を作成し、複

数の会議をリンクできます。

アドホック会議,（241ペー
ジ）

コールセンター機能エージェントデバイスへのメディア

接続が成功すると、自動的に録音済み

のアナウンスを再生します。

エージェントのグリーティ

ング, （145ページ）

ボイスメッセージング機能Cisco Unified IP Phoneで断続ダイヤル
トーンを再生し、ユーザに新しいボイ

スメッセージを通知します。

オーディオメッセージ受信

インジケータ, （217ペー
ジ）

コールセンター機能着信側の内線番号を検索して選択する

ことで、発信者が組織内の個人を特定

できます。

Auto-Attendant, （149ペー
ジ）

プレゼンスおよびプライバ

シー機能

ユーザは共有回線上にあるリモートで

アクティブなコールに入ることができ

ます。

割込み, （617ページ）

プレゼンスおよびプライバ

シー機能

ユーザは別のユーザのリアルタイム

ステータスをモニタできます。

BLFプレゼンス, （633ペー
ジ）

発信コールの受信に話中内線が使用可能な

場合、ユーザは通知を受信できます。

折り返し, （281ページ）

プレゼンスおよびプライバ

シー機能

コーリングユーザと接続済みユーザ

の両方に対して、番号と名前の情報表

示を制限します。

コール表示の制限, （651
ページ）

コールの受信Cisco IP Phoneで着信コールのさまざ
まな転送タイプを設定します。

コール自動転送,（409ペー
ジ）
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ドキュメント中の場所説明機能名（Feature Name）

コールの受信ユーザはコールを保留にし、システム

内の別の電話から取得できます。

コールパークとダイレクト

コールパーク, （457ペー
ジ）

コールの受信ユーザは自分以外の電話番号に着信し

たコールに応答できます。

コールピックアップ（Call
Pickup）, （429ページ）

コールの受信コール転送のさまざまなタイプを設定

します。

コール転送,（587ページ）

リモートワーカー機能ユーザはデスクフォンまたは携帯電

話機の着信コールに応答し、接続を維

持したままデスクフォンまたは携帯

電話で進行中のコールをピックアップ

できます。

Cisco Unified Mobility, （17
ページ）

カスタム機能コールアクセスとアカウンティング

を管理します。クライアント識別コー

ドは、アカウントと課金を支援するた

めに、ユーザにコードの入力を強制し

ます。強制承認コードは、特定のユー

ザが発信できるコールのタイプを統制

します。

クライアント識別コードと

強制承認コード,（705ペー
ジ）

カスタム機能Cisco Unified IP Phone用にカスタマイ
ズされた電話呼出音を作成します。

カスタム電話呼出音,（713
ページ）

リモートワーカー機能Cisco Unified Communications Manager
はデバイスがホームロケーションと

ローミングロケーションのどちらに

あるかを判別します。モバイルユー

ザは 1つのサイトから別のサイトへ
ローミングし、サイト固有の設定を得

ることができます。

デバイスモビリティ, （51
ページ）

プレゼンスおよびプライバ

シー機能

ユーザは着信コールを拒否するように

電話を設定すると同時に、引き続き

コールの通知を受けることができま

す。

サイレント,（667ページ）
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ドキュメント中の場所説明機能名（Feature Name）

リモートワーカー機能任意のエンドポイントと相互運用され

るユニファイドコミュニケーション

（UC）コンピュータテレフォニーイ
ンテグレーション（CTI）アプリケー
ションを展開します。

Extend and Connect, （63
ページ）

コールの受信ユーザが他の Cisco Unified IP Phoneか
ら自分のデスクフォン設定（ライン

アピアランス、サービス、短縮ダイヤ

ルなど）に一時的にアクセスできるよ

うにします。

エクステンションモビリ

ティ（ExtensionMobility）,
（487ページ）

コールの受信1つのクラスタで設定されたユーザが
別のクラスタにある Cisco IP Phoneに
ログインできます。

クラスタ間のエクステン

ションモビリティ

（Extension Mobility Cross
Cluster）, （513ページ）

コールの受信外部コールの外部デバイスへの転送を

制限し、電話料金の詐欺行為を防止し

ます。

外線コール転送の制限事項,
（605ページ）

コールの受信保留されているコールが指定された時

間制限を超過すると電話のユーザに警

告されます。

保留復帰, （555ページ）

発信発信専用、着信専用、または発信と着

信の両方を行うように電話を設定しま

す。この機能は Private Line Automatic
Ringdown（PLAR）の拡張です。

ホットライン, （295ペー
ジ）

ボイスメッセージング機能ユーザはコールをすぐにボイスメール

システムに転送できます。

即時転送, （223ページ）

発信発信者と定義済みの接続先の間に一方

向の音声パスを設定します。

インターコム, （373ペー
ジ）

コールの受信迷惑呼 ID（MCID）機能を設定して、
迷惑コールまたは脅迫コールを追跡し

ます。

迷惑呼 ID, （573ページ）

コールセンター機能アシスタントはマネージャに代わって

コールを処理し、マネージャ宛のコー

ルを代行受信して、適切にルーティン

グできます。

Manager Assistant, （161
ページ）
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ドキュメント中の場所説明機能名（Feature Name）

会議機能ユーザはアドバタイズされた会議を作

成して参加できます。

ミートミー会議,（259ペー
ジ）

カスタム機能ストリーミングソースからの音楽を

使用して、オンネットとオフネットの

ユーザを保留にします。

Music On Hold（保留音）,
（719ページ）

発信エンドポイントにページングサービ

スを提供します。

ページング,（337ページ）

コールの受信着信コールに対して常にプライマリ回

線を使用するようにシステムを設定し

ます。

プライム回線サポート, （
403ページ）

プレゼンスおよびプライバ

シー機能

電話が同じ回線（DN）を共有する場
合、ユーザがコールステータスを確

認し、コールに割り込むことができる

かどうかを設定します。

プライバシー, （683ペー
ジ）

プレゼンスおよびプライバ

シー機能

オフフックになるとすぐに事前設定さ

れた番号にダイヤルするように電話を

設定します。

Private Line Automatic
Ringdown, （689ページ）

モニタリングおよび録音エージェントの会話をアーカイブする

ように、レコーディングサーバを設

定します。

録音（Recording）, （123
ページ）

リモートワーカー機能リモートのバーチャルプライベート

ネットワーク（VPN）接続を使用する
ことで、リモートワーカーへの信頼

できる緊急コールサポートを提供し

ます。

リモートワーカー緊急コー

ル, （75ページ）

プレゼンスおよびプライバ

シー機能

コールが暗号化される場合、セキュア

通知トーンを再生するように電話を設

定します。

セキュアトーン,（697ペー
ジ）

カスタム機能セルフケアポータルへのユーザアク

セスと使用可能な設定および機能を設

定します。

セルフケアポータル, （
765ページ）

モニタリングおよび録音サイレントコールモニタリングを使

用すると、スーパーバイザが電話での

会話を傍受できます。

サイレントモニタリング,
（111ページ）
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ドキュメント中の場所説明機能名（Feature Name）

発信スピードダイヤルボタンと短縮ダイ

ヤルを設定します。

スピードダイヤルと短縮ダ

イヤル, （313ページ）

リモートネットワークアク

セス

在宅勤務を行う従業員用にセキュアな

VPN接続を設定します。
VPNクライアント, （91
ページ）

発信Cisco Unified IP PhoneユーザはWebア
プリケーションおよびデスクトップ

アプリケーションからコールを発信で

きます。

WebDialer, （317ページ）

リモートネットワークアク

セス

ユーザは自分のデスクフォンを使用

してWi-Fiホットスポットを提供でき
ます。

Wi-Fiホットスポット, （
89ページ）

リモートネットワークアク

セス

ユーザのWiFiプロファイルを設定し
ます。

ワイヤレス LAN（Wireless
LAN）, （83ページ）

関連トピック

電話機能一覧の生成, （8ページ）

電話機能一覧の生成

電話機能一覧のレポートを生成し、設定したい機能をどのデバイスがサポートしているのか判別

します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Reportingの管理（Cisco Unified Reporting Administration）]から [System Reports]を選
択してください。

ステップ 2 レポートのリストから、[Unified CM電話機能一覧（Unified CMPhone Feature List）]をクリックし
ます。

ステップ 3 次のいずれかの手順を実行します。

• [レポートの新規生成（Generate New Report）]（棒グラフのアイコン）を選択し、新しいレ
ポートを生成します。
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•レポートがすでにできていれば、[Unified CM電話機能一覧（Unified CMPhone Feature List）]
を選択します。

ステップ 4 [製品（Product）]ドロップダウンリストから、[All]を選択します。
ステップ 5 設定の対象となる機能の名前をクリックします。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
レポートが生成されます。
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第 2 章

構成ツール

• 構成ツールの概要, 11 ページ

• Cisco Unified CMの管理, 11 ページ

• Cisco Unified Communications Manager Serviceability, 12 ページ

構成ツールの概要

このガイドに記載されている手順では、次の 2つの構成ツールを使用する必要があります。

• Cisco Unified CMの管理

• Cisco Unified Serviceability

この章では、ツールの概要と、ツールへのアクセス方法を説明します。

Cisco Unified CM の管理
[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]は、Unified
Communications Managerノードの設定を個別に手動で変更できるWebベースのアプリケーション
です。このガイドでは、このアプリケーションを使用して機能を設定する手順について説明しま

す。

一括設定タスクを実行する必要があり、設定プロセスを自動化する場合には、Cisco Unified
Communications Manager一括管理ツール（BAT）を使用して、多数の設定変更を同時に実行でき
ます。詳細については、『Cisco Unified CommunicationsManager Bulk Administration Guide』（http:/
/www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。
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[Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] へのログイン
Cisco Unified Communications Managerにログインするには、次の手順を使用します。Cisco Unified
CommunicationsManagerにログインすると、Cisco Unified CommunicationsManagerの現在のライセ
ンスの状態を示すメッセージが表示されます。Cisco Unified Communications Managerでは、たと
えば、次のような状態を表示します。

• Cisco Unified Communications Managerは、現在、スターター（デモ）ライセンスで起動して
います、つきましては、適切なライセンスファイルをアップロードしてください。

• Cisco Unified Communications Managerのライセンスが現在不足しています、つきましては、
追加のライセンスファイルをアップロードしてください。

• Cisco Unified Communications Managerは現在、適切なソフトウェアの機能ライセンスを適切
に使用していません。この場合、Cisco CallManagerサービスは停止し、適切なソフトウェア
バージョンのライセンスをアップロードして Cisco CallManagerサービスを再起動するまで
開始できません。

サーバを参照して Cisco Unified Communications Manager Administrationにログインするには、次の
手順を使用します。

手順

ステップ 1 優先オペレーティングシステムのブラウザを開始します。

ステップ 2 Webブラウザのアドレスバーに、大文字と小文字を区別して次の URLを入力します。
https://<Unified CM サーバ名>:{8443}/ccmadmin/showHome.do

<Unified CM サーバ名>は、サーバの名前または IPアドレスです。

オプションで、ポート番号を指定できま

す。

（注）

ステップ 3 [セキュリティの警告（SecurityAlert]ダイアログボックスが表示されます。適切なボタンをクリッ
クします。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager Administrationのメインウィンドウで、Cisco Unified
Communications Managerのインストール時に指定したユーザ名とパスワードを入力し、ログイン
をクリックします。（両方のフィールドの内容をクリアするにはリセットをクリックします）

セキュリティ上の理由で、操作が行われない状態が 30分続くと Cisco Unified
CommunicationsManagerAdministrationからログアウトされますので、再度ログインして
ください。

（注）

Cisco Unified Communications Manager Serviceability
このガイドの一部の手順では、Cisco Unified Communications Managerノードでサービスを開始ま
たは再開するために Cisco Unified Serviceabilityアプリケーションを使用する必要があります。
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Webベースのトラブルシューティングツールである Cisco Unified Serviceabilityは次の機能を提供
します。

•トラブルシューティング用にアラームとイベントを保存し、アラームメッセージの定義を提
供する。

•トレース情報を、トラブルシューティング用にログファイル保存します。

• Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（Unified RTMT）を使用して、コンポーネントの動作
をリアルタイムで監視します。

•ユーザによる、またはユーザ処理の結果としてのシステムの設定変更を記録することによっ
て、監査機能を提供します。この機能は、Cisco Unified CommunicationsManagerおよび Cisco
Unity Connectionの情報保証機能をサポートします。

• [サービスの開始（ServiceActivation）]ウィンドウによりアクティブ化、非アクティブ化、お
よび表示を行うことができる機能サービスを提供します。

•日次レポート（警告サマリーやサーバ統計レポートなど）の生成とアーカイブ。

• Cisco Unified Communications Manager、IM and Presence Service、Cisco Unity Connectionが、シ
ンプルネットワーク管理プロトコル（SNMP）のリモート管理およびトラブルシューティン
グの管理対象デバイスとして機能できるようにします。

• 1つのノード（またはクラスタ内の全ノード）のログパーティションのディスク使用をモニ
タします。

•システム内のスレッドとプロセスの数をモニタする。キャッシュを使用してパフォーマンス
を向上させる。

• CiscoUnified CommunicationsManagerのみ：CiscoUnified CommunicationsManager CDRAnalysis
and Reportingを使用して、サービス品質、トラフィック、請求情報の Cisco Unified
Communications Managerレポートを生成します。

Cisco Unified Communications Manager Serviceability へのログイン
Cisco Unified Serviceabilityにログインするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 好みのオペレーティングシステムのブラウザを開始します。

ステップ 2 Webブラウザのアドレスバーに次の URLを大文字と小文字を区別して入力します。
https://<Unified CM-server-name>:{8443}/ccmadmin/showHome.do

<Unified CM-server-name>は、サーバの名前または IPアドレスです。
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ステップ 3 [セキュリティの警告（SecurityAlert]ダイアログボックスが表示されます。適切なボタンをクリッ
クします。

ステップ 4 CiscoUnifiedCommunicationsManagerのメインウィンドウで、ナビゲーションメニューから [Cisco
Unified Serviceability]を選択します。

ステップ 5 Cisco Unified Communications Managerのインストール中に指定したユーザ名とパスワードを入力
し、[ログイン（Login）]をクリックします。

セキュリティ上の理由で、操作が行われない状態が 30分続くとシステムからログアウ
トされますので、再度ログインしてください。

（注）
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第 II 部

リモートワーカー機能
• Cisco Unified Mobility, 17 ページ

• デバイスモビリティ, 51 ページ

• Extend and Connect, 63 ページ

• リモートワーカー緊急コール, 75 ページ





第 3 章

Cisco Unified Mobility

• Cisco Unified Mobilityの概要, 17 ページ

• Cisco Unified Mobilityの前提条件, 17 ページ

• Cisco Unified Mobilityの設定タスクフロー, 18 ページ

• Cisco Unified Mobilityの連携動作と制限事項, 43 ページ

• Cisco Unified Mobilityのトラブルシューティング, 50 ページ

Cisco Unified Mobility の概要
Cisco Unified Mobilityにより、ユーザはデスクフォンまたは携帯電話で着信コールに応答し、デ
スクフォンまたは携帯電話で接続を失わずに現在進行中のコールをピックアップできます。1つ
の企業電話番号で、ユーザのデスクフォン、携帯電話、およびソフトフォンなど、最大 10個の
デバイスに到達できます。モバイル音声アクセスとエンタープライズ機能アクセスにより、ユー

ザは各自の携帯電話からエンタープライズコールを発信できます。

Cisco Unified Mobility の前提条件
Cisco Unified Communications Managerロケールインストーラ（英語以外の電話ロケールまたは国
独自のトーンを使用する場合）。

シスコモビリティソリューションは、シスコ機器でのみ検証されています。このソリューショ

ンは他のサードパーティ製 PSTNゲートウェイとセッションボーダーコントローラ（SBC）
でも機能しますが、各機能はここで説明するように機能しない可能性があります。サードパー

ティ製 PSTNゲートウェイまたは SBCでこのソリューションを使用している場合、シスコテ
クニカルサポートが発生した問題を解決できない可能性があります。

注意
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Cisco Unified Mobility の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoUnifiedMobility機能をサポートするデバイ
スを特定するためにレポートを生成します。

電話機能一覧の生成, （8ページ）ステッ

プ 1   

パブリッシャノードでこのサービスをアクティ

ベートします。

Cisco Unified Mobile Voice Access
Serviceの有効化, （20ページ）

ステッ

プ 2   

モビリティユーザに関連付けるようにモビリ

ティソフトキーを設定することで、ユーザのデ

次のいずれかのタスクを実行して、モ

ビリティテンプレートを設定します。

ステッ

プ 3   
スクフォンからモビリティ機能を使用できます。•モビリティ用のソフトキーテン

プレートの設定, （21ページ）
設定する必要があるコールの状態は、オンフッ

クと接続中です。
•機能管理ポリシーの設定, （22
ページ）

ソフトキーテンプレートを設定する代替案とし

て、機能制御ポリシー手順を使用します。特定

の機能を有効または無効にする機能制御ポリシー

を設定して、電話機に表示されるソフトキーの

表示を制御できます。共通の機能セットを使用

させるユーザグループの機能制御ポリシーを作

成できます。たとえば、コールパーク機能と

コールピックアップ機能は一般に営業グループ

の従業員に使われますが、社内の従業員すべて

には使われません。これら 2つの機能のみ有効
にする機能制御ポリシーを作成し、営業グルー

プにそのポリシーを指定します。機能制御ポリ

シーを作成したら、そのポリシーを各電話機、

電話機のグループ、またはシステム内のすべて

の電話機に関連付けます。

デスクフォンからモバイルデバイスへコールを

転送できるようにユーザのシングルナンバー

リーチ（SNR）を設定します。

シングルナンバーリーチの設定, （
25ページ）を行うには、次のサブタ
スクを実行します。

ステッ

プ 4   

•ユーザのモビリティの設定, （
26ページ）

• IPフォンのモビリティの設定,
（27ページ）

•リモート接続先プロファイルの
設定, （28ページ）
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目的コマンドまたはアクション

•リモート接続先の設定, （29
ページ）

•アクセスリストの設定, （29
ページ）

モビリティを Jabberに設定することで、ユーザ
は自分のスマートフォンの Jabberクライアント

Cisco JabberClientでのモビリティの設
定, （31ページ）を行うには、次の
サブタスクを実行します。

ステッ

プ 5   
でエンタープライズ通信機能にアクセスできま

す。•モビリティプロファイルの設定,
（32ページ）

•デュアルモードデバイスの設定,
（32ページ）

•モビリティアイデンティティの
設定, （34ページ）

（任意）

モバイル音声アクセス（MVA）を設定すること
で、モバイルデバイスからコールするユーザに

モバイル音声アクセスの設定, （35
ページ）を行うには、次のサブタスク

を実行します。

ステッ

プ 6   

は自動音声応答（IVR）システムが提供され、•モバイル音声アクセスのサービ
スパラメータの設定, （36ペー
ジ）

デスクフォンからダイヤルするように企業を通

して発信できます。

•モバイル音声アクセスの電話番
号の設定, （36ページ）

•次のタスクのいずれかを実行す
ることで、モバイル音声アクセ

スのゲートウェイを設定します。

◦既存の H.323または SIP
ゲートウェイのシステムリ

モートアクセスの設定, （
37ページ）

◦新規 H.323ゲートウェイの
リモートアクセス用設定,
（39ページ）

（任意）

ユーザがリモート接続先から保留、復帰、転送、

および電話会議機能のようなコール中の機能に

エンタープライズ機能アクセスの設

定, （41ページ）
ステッ

プ 7   

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
19

Cisco Unified Mobility の設定タスクフロー



目的コマンドまたはアクション

アクセスする場合、エンタープライズ機能アク

セス（EFA）を設定します。MVAとは異なり、
この 2段階ダイヤリング機能はDTMFを使用す
るため、ユーザはエンタープライズ機能とコー

ル中の機能にアクセスするためのプロンプトが

なくても暗証番号と番号を入力する必要があり

ます。

（任意）

ユーザが社内から外に出る間もコールを維持す

るには、デュアルモード電話のハンドオフモビ

ハンドオフモビリティの設定, （42
ページ）

ステッ

プ 8   

リティを設定します。ユーザのデバイスがエン

タープライズWi-Fiネットワークから切断され、
モバイル音声や携帯電話ネットワークに再接続

しても、進行中のコールは中断せず保持されま

す。

（任意）

Cisco Unified Mobilityの動作を変更するには、
サービスパラメータを設定します。

モビリティサービスパラメータの設

定, （42ページ）
ステッ

プ 9   

Cisco Unified Mobile Voice Access Service の有効化
パブリッシャノードでこのサービスをアクティベートします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]を
選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。
ステップ 3 [移動（Go）]をクリックします。
ステップ 4 [CMサービス（CM Services）]で、[Cisco Unified Mobile Voice Access Service]チェックボックスを

オンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

モビリティ用のソフトキーテンプレートの設定, （21ページ）
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モビリティ用のソフトキーテンプレートの設定

モビリティユーザに関連付けるようにモビリティソフトキーを設定することで、ユーザのデスク

フォンからモビリティ機能を使用できます。設定する必要があるコールの状態は、オンフックと

接続中です。

同じテンプレートでモビリティソフトキーとMOVEソフトキーの両方を設定しないでくださ
い。デバイスで使用されているソフトキーの詳細については、電話設定ガイドを参照してくだ

さい。

ヒント

はじめる前に

Cisco Unified Mobile Voice Access Serviceの有効化, （20ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）
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ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

要件に応じて、次のタスクフローのいずれか 1つを行います。

•シングルナンバーリーチの設定, （25ページ）

• Cisco Jabber Clientでのモビリティの設定, （31ページ）

機能管理ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoUnifiedReportingにログインし、電話機能リ
ストレポートを実行して、機能管理ポリシーをサ

ポートしている電話機を判別します。

電話機能一覧の生成, （8ペー
ジ）

ステップ 1   

Cisco Unified IP Phoneの機能管理ポリシーを作成
します。

機能管理ポリシーの作成, （23
ページ）

ステップ 2   

機能管理ポリシーを作成したら、そのポリシーを

各電話機、電話機のグループ、またはシステム内

次のいずれかの作業を実行しま

す。

ステップ 3   

のすべての電話機に関連付ける必要があります。•電話への機能管理ポリシーの
適用, （24ページ）

個々の電話機の機能管理ポリシーは、クラスタ全

体の機能管理ポリシーをオーバーライドします。
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目的コマンドまたはアクション

一括管理ツールを使用して複数の電話

機に機能管理ポリシーを適用する方法

については、『Cisco Unified
Communications Manager Bulk
AdministrationGuide』を参照してくださ
い。

（注）•共通の電話プロファイルへの
機能管理ポリシーの適用, （
24ページ）

•すべての電話への機能管理ポ
リシーの適用, （25ページ）

機能管理ポリシーの作成

機能管理ポリシーを作成するには、次の手順に従います。Cisco Unified Communications Manager
で、複数の機能管理ポリシーを設定できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のポリシーの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし、
結果のリストから既存のポリシーを選択します。

•新しいポリシーを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

[機能管理ポリシーの設定（Feature Control Policy Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに機能管理ポリシーの名前を入力します。この名前には、最長 50文

字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダースコア（_）
を任意に組み合わせて含めることが可能です。各機能管理ポリシー名がシステムに固有の名前で

あることを確認します。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに機能管理ポリシーの簡単な説明を入力します。この説明には、
最長 50文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダース
コア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 5 [機能管理セクション（FeatureControl Section）]には、リストされている機能ごとに、システクの
デフォルトをオーバーライドするか、および設定を有効にするか無効にするかを選択します。

•この機能がデフォルトで有効になっていて、設定を無効にする場合は、[デフォルトのオー
バーライド（Override Default）]チェックボックスをオンにし、[設定の有効化（Enable
Setting）]チェックボックスをオフにします。
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•この機能がデフォルトで無効になっていて、設定を有効にする場合は、[デフォルトのオー
バーライド（Override Default）]チェックボックスをオンにし、[設定の有効化（Enable
Setting）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次のいずれかを実行します。

•電話への機能管理ポリシーの適用, （24ページ）

•共通の電話プロファイルへの機能管理ポリシーの適用, （24ページ）

•すべての電話への機能管理ポリシーの適用, （25ページ）

電話への機能管理ポリシーの適用

はじめる前に

•電話モデルが機能管理ポリシーをサポートしていることを確認します。詳細については、電
話機能一覧の生成, （8ページ）を参照してください。

•機能管理ポリシーの作成, （23ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定される電話のリストが表示されます。

ステップ 3 機能管理ポリシーを適用する電話を選択します。

ステップ 4 [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]ドロップダウンリストから、必要な機能管理ポリ
シーを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

共通の電話プロファイルへの機能管理ポリシーの適用

共通の電話プロファイルを使用すると、機能管理ポリシーを設定し、そのプロファイルを使用す

るネットワーク内のすべての電話にこれらの設定を適用できます。
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はじめる前に

機能管理ポリシーの作成, （23ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（CommonPhone Profile）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 機能管理ポリシーを適用する共通の電話プロファイルを選択します。

ステップ 4 [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]ドロップダウンリストから、必要な機能管理ポリ
シーを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

すべての電話への機能管理ポリシーの適用

はじめる前に

機能管理ポリシーの作成, （23ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]ドロップダウンリストから、必要な機能管理ポリ
シーを選択します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 5 [OK]をクリックします。

シングルナンバーリーチの設定

デスクフォンからモバイルデバイスへコールを転送できるようにユーザのシングルナンバーリー

チ（SNR）を設定します。
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はじめる前に

• Cisco Unified Mobile Voice Access Serviceの有効化, （20ページ）

•モビリティ用のソフトキーテンプレートの設定, （21ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

モビリティのユーザが使用できる機能や、使用可能な

リモート接続先の番号を指定するように設定します。

ユーザのモビリティの設定,
（26ページ）

ステップ 1   

着信コールがユーザのリモート接続先に到達できるよ

うに、モビリティの IP Phoneを設定します。
IPフォンのモビリティの設
定, （27ページ）

ステップ 2   

ユーザのリモート接続先として追加したすべて番号に

設定を適用するには、リモート接続先プロファイルを

設定します。

リモート接続先プロファイ

ルの設定, （28ページ）
ステップ 3   

モビリティのコールへの応答、コールピックアップに

利用可能で、2段階ダイヤリングのためのモバイル音
リモート接続先の設定, （
29ページ）

ステップ 4   

声アクセスとエンタープライズ機能アクセスを使用で

きる電話のリモート接続先を設定します。リモート接

続先は、電話に対応する番号です。リモート接続先に

は次のデバイスを含めることができます。

•携帯電話（シングルモードとデュアルモード）

•デスクの電話と同じクラスタにない会社電話番号

• PSTNの電話番号

（任意）

ユーザのリモート接続先への特定のコールを許可また

はブロックするには、アクセスリストを設定します。

アクセスリストの設定, （
29ページ）

ステップ 5   

ユーザのモビリティの設定

モビリティのユーザが使用できる機能や、使用可能なリモート接続先の番号を指定するように設

定します。

はじめる前に

モビリティ用のソフトキーテンプレートの設定, （21ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を
選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のユーザの設定を変更するには、検索条件を入力して [Find]をクリックし、結果のリス
トから既存のユーザを選択します。

•新しいユーザを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [モビリティの有効化（Enable Mobility）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 4 [Enable Mobile Voice Access]チェックボックスをオンにします。
ステップ 5 [デスクピックアップまでの最大待機時間（Maximum Wait Time for Desk Pickup）]フィールドに

は、携帯電話からデスクの電話機に転送されるコールをピックアップするまでに使用できる最大

時間をミリ秒単位で入力します。0を入力すると、卓上電話の転送機能は無効となります。
ステップ 6 [リモート接続先制限（Remote Destination Limit）]フィールドには、ユーザがシングルナンバー

リーチ（SNR）の宛先として持つことを許可されたリモート番号の数を入力します。
ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

IPフォンのモビリティの設定, （27ページ）

IP フォンのモビリティの設定

着信コールがユーザのリモート接続先に到達できるように、モビリティの IPPhoneを設定します。

はじめる前に

•モビリティ用のソフトキーテンプレートの設定, （21ページ）

•ユーザのモビリティの設定, （26ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存の電話の設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし、結果
のリストから既存の電話を選択します。
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•新しい電話を追加するには、[新規追加（AddNew）]をクリックして、[電話のタイプ（Phone
Type）]ドロップダウンリストから電話を選択します。

ステップ 3 [Next]をクリックします。
ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（SoftKeyTemplate）]ドロップダウンリストから、設定したモビリティ

ソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [所有者のユーザ ID（OwnerUser ID）]ドロップダウンリストから、モビリティを有効にしたユー
ザアカウントを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

リモート接続先プロファイルの設定, （28ページ）

リモート接続先プロファイルの設定

ユーザのリモート接続先として追加したすべて番号に設定を適用するには、リモート接続先プロ

ファイルを設定します。

はじめる前に

IPフォンのモビリティの設定, （27ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスプロファイル（Device Profile）] > [リモート接続先プロファイル（RemoteDestination Profile）]
を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [リモート接続先プロファイルの設定（Remote Destination Profile Configuration）]ウィンドウで各

フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘル

プを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [関連付け情報（Asociation Information）]の下にある、[新規 DNを追加（Add a New DN）]をク

リックします。

ステップ 6 [電話番号（Directory Number）]フィールドに、ユーザのデスクの電話の電話番号を追加します。

次の作業

リモート接続先の設定, （29ページ）
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リモート接続先の設定

モビリティのコールへの応答、コールピックアップに利用可能で、2段階ダイヤリングのための
モバイル音声アクセスとエンタープライズ機能アクセスを使用できる電話のリモート接続先を設

定します。リモート接続先は、電話に対応する番号です。リモート接続先には次のデバイスを含

めることができます。

•携帯電話（シングルモードとデュアルモード）

•デスクの電話と同じクラスタにない会社電話番号

• PSTNの電話番号

企業のユーザがリモート接続先からCisco Jabberへのコールを開始すると、CiscoTelePresenceVideo
Communication Server（VCS）に INVITEメッセージを送信することにより、Cisco Unified
Communications Managerは Cisco Jabberとのデータコールの確立を試行します。コールは VCSか
ら応答を受信するかどうかに関係なく確立されます。

はじめる前に

リモート接続先プロファイルの設定, （28ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]から、[デバイス（Device）] > [リモー
ト接続先（Remote Destination）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [リモート接続先の設定（Remote Destination Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定し

ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

（オプション）アクセスリストの設定, （29ページ）

アクセスリストの設定

ユーザのリモート接続先への特定のコールを許可またはブロックするには、アクセスリストを設

定します。

はじめる前に

シングルナンバーリーチの設定, （25ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [アクセスリスト（Access List）]を選択
します。

ステップ 2 新しいアクセスリストを指定するには、名前と説明を入力します。

ステップ 3 [オーナー（Owner）]ドロップダウンリストから IDを選択し、ユーザにアクセスリストを関連付
けます。

ステップ 4 次のいずれかのオプションを選択します。

• [許可（Allowed）]：アクセスリストのすべての番号が許可されます。

• [ブロック済み（Blocked）]：アクセスリストのすべての番号がブロックされます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [メンバーの追加（Add Member）]をクリックします。
ステップ 7 [フィルタマスク（Filter Mask）]ドロップダウンリストから、アクセスリストに適用するフィル

タを選択します。

• [使用不可（NotAvailable）]：使用不可のステータスをアドバタイズするすべての発信者がア
クセスリストに追加されます。

• [非公開（Private）]：非公開のステータスをアドバタイズするすべての発信者がアクセスリ
ストに追加されます。

• [電話番号（Directory Number）]：指定したすべての電話番号またはディレクトリ文字列がア
クセスリストに追加されます。このオプションを選択すると、[DNマスク（DN Mask）]
フィールドのすべての番号または番号文字列が追加されます。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。
ステップ 9 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]から、[デバイス（Device）] > [リモー

ト接続先（Remote Destination）]を選択して、作成したリモート接続先を再度開きます。
ステップ 10 次のいずれかの手順を実行します。

•許可アクセスリストを作成したら、発信者が [発信者が次のアクセスリストに登録されてい
る場合のみ、この接続先を呼び出す（Ring this destination only if caller is in）]ラジオボタンを
クリックして、ドロップダウンリストから作成したアクセスリストを選択します。

•拒否アクセスリストを作成したら、発信者が [発信者が次のアクセスリストに登録されてい
る場合は、この接続先を呼び出さない（Do not ring this destination if caller is in）]ラジオボタ
ンをクリックして、ドロップダウンリストから作成したアクセスリストを選択します。
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Cisco Jabber Client でのモビリティの設定
モビリティを Jabberに設定することで、ユーザは自分のスマートフォンの Jabberクライアントで
エンタープライズ通信機能にアクセスできます。

はじめる前に

• Cisco Unified Mobile Voice Access Serviceの有効化, （20ページ）

•モビリティ用のソフトキーテンプレートの設定, （21ページ）

手順

目的コマンドまたはアク

ション

システムに Jabberクライアントデバイスへの一貫した発信者
IDを送信させるには、モビリティプロファイルを設定します。

モビリティプロファ

イルの設定, （32ペー
ジ）

ステッ

プ 1   
技術的な見地から見ると、この発信者 IDは、モビリティアイ
デンティティまたは別のコールバック番号へのコールのDialvia
Office Reverse（DVO-R）コールバックポーションの間に送信
されます。モビリティ IDにモビリティプロファイルが割り当
てられていない場合、または [コールバック発信者 ID（Callback
Caller ID）]フィールドが空白のままである場合、システムは、
デフォルトのエンタープライズ機能アクセス番号を送信しま

す。

デュアルモードのデバイスを設定して、ユーザがまるで自分の

デスクの電話からダイヤルするようにモバイルデバイスから

デュアルモードデバ

イスの設定, （32ペー
ジ）

ステッ

プ 2   
コールを行い、会社からのコールを受信できるように、Dialvia
Office（DVO）を有効にします。

デバイス番号をモビリティ IDとして設定することで、iPhone
または Androidデバイスのモビリティ機能を統合します。シス

モビリティアイデン

ティティの設定, （34
ページ）

ステッ

プ 3   
テム内で携帯電話の番号をモビリティ IDとして設定した後は、
モバイルコネクトを利用して、ユーザの会社の電話番号への着

信コールがモバイル音声ネットワーク経由で iPhoneまたは
Androidのデュアルモードデバイスに転送されるようにするこ
とができます。モビリティ IDは、iPhoneまたは Androidデバ
イスの携帯電話番号です。必要に応じて、ボイスメールポリ

シーの動作を設定できます。
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モビリティプロファイルの設定

システムに Jabberクライアントデバイスへの一貫した発信者 IDを送信させるには、モビリティ
プロファイルを設定します。技術的な見地から見ると、この発信者 IDは、モビリティアイデン
ティティまたは別のコールバック番号へのコールの Dial via Office Reverse（DVO-R）コールバッ
クポーションの間に送信されます。モビリティ IDにモビリティプロファイルが割り当てられて
いない場合、または [コールバック発信者 ID（Callback Caller ID）]フィールドが空白のままであ
る場合、システムは、デフォルトのエンタープライズ機能アクセス番号を送信します。

はじめる前に

• Cisco Unified Mobile Voice Access Serviceの有効化, （20ページ）

•モビリティ用のソフトキーテンプレートの設定, （21ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [モビリティ（Mobility）] > [モビリティプロファイル（Mobility Profile）]の順に選択
します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [モビリティプロファイルの設定（Mobility Profile Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設

定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デュアルモードデバイスの設定, （32ページ）

デュアルモードデバイスの設定

デュアルモードのデバイスを設定して、ユーザがまるで自分のデスクの電話からダイヤルするよ

うにモバイルデバイスからコールを行い、会社からのコールを受信できるように、Dial via Office
（DVO）を有効にします。

はじめる前に

モビリティプロファイルの設定, （32ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。
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•既存のデュアルモードデバイスの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]
をクリックし、結果のリストから既存のデバイスを選択します。

•新しいデュアルモードデバイスを追加するには、次の手順を実行します。

1 [新規追加（Add New）]をクリックします。

2 [電話タイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、[Android用 Ciscoデュアルモー
ド（Cisco Dual Mode for Android）]、または [iPhone用 Ciscoデュアルモード（Cisco Dual
Mode for iPhone）]を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとその設
定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

製品固有の設定レイアウトフィールドの詳細については、http://www.cisco.com/go/jabberの Jabber
クライアントマニュアルを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

モビリティアイデンティティの設定, （34ページ）

関連トピック

デュアルモードデバイス設定フィールド, （33ページ）

デュアルモードデバイス設定フィールド

表 1：デュアルモードデバイス設定フィールド

説明フィールド

モビリティソフトキーテンプレートを選択します。[ソフトキーテンプレート
（Softkey Template）]

割り当てられた電話機ユーザのユーザ IDを選択します。ユーザ ID
は、呼詳細レコード（CDR）で、このデバイスから発信されるすべ
てのコールに対して記録されます。

[オーナーのユーザ ID
（Owner User ID）]

このデュアルモードフォンを割り当てるユーザのユーザ IDを選択
します。

モビリティユーザ ID
（Mobility User ID）
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説明フィールド

デバイスに適用するセキュリティプロファイルを選択します。

CiscoUnifiedCMAdministrationで設定されたすべての電話機にセキュ
リティプロファイルを適用する必要があります。電話機のセキュリ

ティ機能を有効にするには、デバイスタイプとプロトコルに応じた

新しいセキュリティプロファイルを設定してから、電話機に適用す

る必要があります。

デバイスのセキュリティ

プロファイル（Device
Security Profile）

設定されたリモート接続先にコールをルーティングするためのコー

ルコーリングサーチスペースと、このデバイスに対して設定され

たモビリティアイデンティティを選択します。

再ルーティング用コーリン

グサーチスペース

（Rerouting Calling Search
Space）

[モバイルデバイスの標準 SIPプロファイル（Standard SIP Profile for
Mobile Device）]を選択します。

[SIPプロファイル（SIP
Profile）]

モビリティアイデンティティの設定

デバイス番号をモビリティ IDとして設定することで、iPhoneまたは Androidデバイスのモビリ
ティ機能を統合します。システム内で携帯電話の番号をモビリティ IDとして設定した後は、モバ
イルコネクトを利用して、ユーザの会社の電話番号への着信コールがモバイル音声ネットワーク

経由で iPhoneまたは Androidのデュアルモードデバイスに転送されるようにすることができま
す。モビリティ IDは、iPhoneまたはAndroidデバイスの携帯電話番号です。必要に応じて、ボイ
スメールポリシーの動作を設定できます。

はじめる前に

デュアルモードデバイスの設定, （32ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 必要に応じて検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックして、作成したデュアルモードデバ
イスを選択します。

ステップ 3 [新規モビリティアイデンティティの追加（Add New Mobility Identity）]をクリックします。
ステップ 4 [モビリティアイデンティティの設定（Mobility Identity Configuration）]ウィンドウで各フィール

ドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照

してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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モバイル音声アクセスの設定

モバイル音声アクセス（MVA）を設定することで、モバイルデバイスからコールするユーザには
自動音声応答（IVR）システムが提供され、デスクフォンからダイヤルするように企業を通して
発信できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

モバイル音声アクセス（MVA）をアクティベートするには
サービスパラメータを有効にし、ユーザが企業に連絡する

ためにダイヤルする電話番号を指定します。

モバイル音声アクセスの

サービスパラメータの設定,
（36ページ）

ステッ

プ 1   

社外からダイヤルインするユーザに対して限られたプロン

プトを指定するには、モバイルボイスアクセス（MVA）を
モバイル音声アクセスの電

話番号の設定, （36ペー
ジ）

ステッ

プ 2   
設定します。ゲートウェイがコールを発信するユーザから

必要な数字を集めたあと、コールはこのウィンドウに設定

されているDNに転送されます。このDNは、内線にするこ
とができます。MVAサービスがゲートウェイからこの DN
にコールを転送するためにダイヤルピアを設定する必要が

あります。このDNは、DNがリーチできるゲートウェイの
着信コーリングサーチスペース（CSS）またはリモート接
続先プロファイルの CSSのパーティションにも配置する必
要があります。

システム要件に基づいて、MVAまたはEFAを経由して社外
からのコールを処理できるように新しいゲートウェイを追

加または既存ゲートウェイを設定できます。

次のいずれかのタスクを実

行して、ゲートウェイに

MVAまたはエンタープライ

ステッ

プ 3   

ズ機能アクセス（EFA）を
設定します。

システムの既存の H.323または SIP PSTNゲートウェイがあ
れば、MVAをこれに設定できます。この機能には、H.323
または SIP VoiceXML（VXML）ゲートウェイで応答および•既存の H.323または

SIPゲートウェイのシ 処理されるシステム設定の DID番号を呼び出すことによっ
てアクセスします。ゲートウェイを設定すると、MVAユーステムリモートアク
ザに再生される自動音声応答（IVR）のプロンプトをプルすセスの設定, （37ペー

ジ） るためにパブリッシャノードのvxmlスクリプトが使用され
ます。これらのプロンプトは、ユーザ認証とユーザが自分

•新規 H.323ゲートウェ
イのリモートアクセス

用設定, （39ページ）

の電話のキーパッドでダイヤルする必要がある番号の入力

を要求します。

既存の H.323または SIP PSTNゲートウェイがなく、モバイ
ル音声アクセスを設定する場合は、新しいH.323ゲートウェ
イを追加し、ヘアピニングメソッドを使用したMVA機能
を設定する必要があります。技術的な視点では、このメソッ

ドは着信コールを受信する 2番目のゲートウェイを使用し
てMVAサービスを適用し、システムがMVAサービスを適
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目的コマンドまたはアクション

用したあとに着信コールレッグが PSTNゲートウェイ（元
の送信元）へ返送します。

モバイル音声アクセスのサービスパラメータの設定

モバイル音声アクセス（MVA）をアクティベートするにはサービスパラメータを有効にし、ユー
ザが企業に連絡するためにダイヤルする電話番号を指定します。

はじめる前に

ユーザのモビリティの設定, （26ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [モバイル音声アクセスの有効化（Enable Mobile Voice Access）]サービスパラメータを [True]に

設定します。

ステップ 5 [モバイル音声アクセス番号（Mobile Voice Access Number）]サービスパラメータについては、企
業にアクセスするときにユーザがダイヤルするアクセス番号を入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

モバイル音声アクセスの電話番号の設定, （36ページ）

モバイル音声アクセスの電話番号の設定

社外からダイヤルインするユーザに対して限られたプロンプトを指定するには、モバイルボイス

アクセス（MVA）を設定します。ゲートウェイがコールを発信するユーザから必要な数字を集め
たあと、コールはこのウィンドウに設定されている DNに転送されます。この DNは、内線にす
ることができます。MVAサービスがゲートウェイからこのDNにコールを転送するためにダイヤ
ルピアを設定する必要があります。この DNは、DNがリーチできるゲートウェイの着信コーリ
ングサーチスペース（CSS）またはリモート接続先プロファイルのCSSのパーティションにも配
置する必要があります。
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はじめる前に

モバイル音声アクセスのサービスパラメータの設定, （36ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [モバイル音声アクセス（Mobile Voice Access）]を選択します。

ステップ 2 [モバイル音声アクセスの電話番号（Mobile Voice Access Directory Number）]に、ゲートウェイか
らのモバイル音声アクセスコールを受信する内部電話番号（DN）を入力します。
長さ 1～ 24桁の値を入力します。有効な値は 0～ 9です。

ステップ 3 [ローカリゼーション（Localization）]ペインで、矢印を使用して、選択するロケールをこのペイ
ンに、またはこのペインから移動します。

モバイル音声アクセスでは、[モバイル音声アクセス（Mobile Voice Access）]ウィンド
ウの [選択済みのロケール（Selected Locales）]ペインに表示されている最初のロケール
が使用されます。たとえば、[選択済みのロケール（Selected Locales）]ペインに [英語
（米国）（English United States）]が最初に表示されている場合、コール中に IVRを使
用すると Cisco Unified Mobilityユーザには英語が聞こえます。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次のいずれかの作業を実行します。

•既存の H.323または SIPゲートウェイのシステムリモートアクセスの設定, （37ページ）

•新規 H.323ゲートウェイのリモートアクセス用設定, （39ページ）

既存の H.323 または SIP ゲートウェイのシステムリモートアクセスの設定

システムの既存の H.323または SIP PSTNゲートウェイがあれば、MVAをこれに設定できます。
この機能には、H.323または SIP VoiceXML（VXML）ゲートウェイで応答および処理されるシス
テム設定のDID番号を呼び出すことによってアクセスします。ゲートウェイを設定すると、MVA
ユーザに再生される自動音声応答（IVR）のプロンプトをプルするためにパブリッシャノードの
vxmlスクリプトが使用されます。これらのプロンプトは、ユーザ認証とユーザが自分の電話の
キーパッドでダイヤルする必要がある番号の入力を要求します。

はじめる前に

モバイル音声アクセスの電話番号の設定, （36ページ）

手順

ステップ 1 PSTNから PRIの T1/E1コントローラを設定します。
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例：
controller T1 1/0
framing esf
linecode b8zs
pri-group timeslots 1-24

ステップ 2 PRI（T1/E1）のシリアルインターフェイスを設定します。

例：
interface Serial 1/0:23
ip address none
logging event link-status none
isdn switch-type primary 4ess
isdn incoming-voice voice
isdn bchan-number-order ascending
no cdp enable

ステップ 3 パブリッシャノードから VXMLアプリケーションをロードします。

例：

IOSバージョン 12.3(13)以降の設定例
application service CCM
http://<Unified CM Publisher IP Addr>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

例：

IOSバージョン 12.3(12)以前の設定例
call application voice Unified CCM
http://<Unified CM Publisher IP Addr>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

VXMLは、バージョン 12.2(11)で追加されましたが、12.3(8)、12.3(9)、12.3(14)T1および
12.2(15)などのバージョンでも VXMLは配信されています。

注意

ステップ 4 Cisco Unified Mobilityアプリケーションがシステムリモートアクセスに関連付けられるようにダ
イヤルピアを設定します。

例：

IOS 12.3(13)以降の設定例
dial-peer voice 58888 pots
service CCM (Cisco Unified Mobility VXML application)
incoming called-number 58888

例：

IOS 12.3(12)以前の設定例
dial-peer voice 100 pots
application CCM (Cisco Unified Mobility VXML application)
incoming called-number 58888

（58888は、モバイル音声アクセス（MVA）の番号を示しています）
ステップ 5 MVA DNにコールを転送するためにダイヤルピアを追加します。

例：

プライマリ Cisco Unified Communications Managerの設定例
dial-peer voice 101 voip
preference 1
destination-pattern <Mobile Voice Access DN>
session target ipv4:10.1.30.3
codec g711ulaw
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dtmf-relay h245-alphanumeric
no vad

例：

セカンダリ Unified Communications Managerの設定例（必要に応じて）
dial-peer voice 102 voip
preference 2
destination-pattern <Mobile Voice Access DN>
session target ipv4:10.1.30.4
codec g711ulaw
dtmf-relay h245-alphanumeric
no vad

コールを終了するための汎用ダイヤルピアがすでに設定されており、MVA DNとの整
合性がとれている場合は、この手順を実行する必要はありません。

（注）

例：

SIPゲートウェイ VoIPダイヤルピアの設定例
dial-peer voice 80 voip
destination-pattern <Mobile Voice Access DN>
rtp payload-type nse 99
session protocol sipv2
session target ipv4:10.194.107.80
incoming called-number .T
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw

新規 H.323 ゲートウェイのリモートアクセス用設定

既存のH.323または SIP PSTNゲートウェイがなく、モバイル音声アクセスを設定する場合は、新
しい H.323ゲートウェイを追加し、ヘアピニングメソッドを使用したMVA機能を設定する必要
があります。技術的な視点では、このメソッドは着信コールを受信する 2番目のゲートウェイを
使用してMVAサービスを適用し、システムがMVAサービスを適用したあとに着信コールレッ
グが PSTNゲートウェイ（元の送信元）へ返送します。

ヘアピニングを使用したモバイルボイスアクセスの場合、システムを呼び出しているユーザ

は発信者 IDによって自動的に特定されません。代わりに、ユーザはPINを入力する前にリモー
ト接続先番号を手動で入力する必要があります。その理由は、PSTNゲートウェイは、ヘアピ
ニングされたモバイルボイスアクセスゲートウェイに到達するために、まず Unified
CommunicationsManagerへの通話をルーティングする必要があるためです。このルートパスの
ため、携帯電話の番号からエンタープライズディレクトリ番号への発信者番号の変換は、モ

バイルボイスアクセスゲートウェイが通話を処理する前に行われます。その結果、このゲー

トウェイでは、発信者番号と設定されているリモート接続先の照合を行うことができず、その

ためユーザはリモート接続先番号の入力を求められます。

（注）

はじめる前に

モバイル音声アクセスの電話番号の設定, （36ページ）
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手順

ステップ 1 パブリッシャノードから VXMLアプリケーションをロードします。

例：

IOSバージョン 12.3 (13)およびそれ以降の設定例：
application service CCM
http://<Unified CM Publisher IP Addr>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

例：

IOSバージョン 12.3 (12)以前の設定例：
call application voice CCM
http://<Unified CM Publisher IP Addr>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

バージョン 12.2(11)で VXMLが追加されましたが、12.3(8)、12.3(9)、12.3(14)T1、および
12.2(15)などのその他のバージョンでは VXMLの問題があります。

注意

ステップ 2 Cisco Unified Mobilityアプリケーションをシステムのリモートアクセスに関連付けるように、ダ
イヤルピアを設定します。

例：

IOS 12.3 (13)およびそれ以降の設定例：
dial-peer voice 1234567 voip
service CCM
incoming called-number 1234567
codec g711u
session target ipv4:<ip_address of call manager>

例：

IOS 12.3 (12)およびそれ以前の設定例：
dial-peer voice 1234567 voip
application CCM
incoming called-number 1234567
codec g711u
session target ipv4:<ip_address of call manager>

ステップ 3 通話をモバイルボイスアクセス（MVA）DNに転送するため、ダイヤルピアを追加します。

例：

プライマリ Unified Communications Managerの設定例：
dial-peer voice 101 voip
preference 1
destination-pattern <Mobile Voice Access DN>
session target ipv4:10.1.30.3
voice-class h323 1
codec g711ulaw
dtmf-relay h245-alphanumeric
novad

例：

セカンダリ Unified Communications Managerの設定例（必要な場合）：
dial-peer voice 102 voip
preference 2
destination-pattern <Mobile Voice Access DN>
session target ipv4:10.1.30.4
voice-class h323 1
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codec g711ulaw
dtmf-relay h245-alphanumeric
novad

コールを終了するための汎用ダイヤルピアがすでに設定されており、MVA DNと一致
している場合は、この手順を実行する必要はありません。

（注）

ステップ 4 ヘアピンを設定します。
voice service voip
allow-connections h323 to h323

ステップ 5 Unified Communications Managerで、vxmlスクリプトがロード済みであるH.323ゲートウェイに、
着信MVA番号をリダイレクトするための新しいルートパターンを作成します。新しいルートパ
ターンを作成したパーティションにゲートウェイの着信 CSSがアクセスできることを確認してく
ださい。

エンタープライズ機能アクセスの設定

ユーザがリモート接続先から保留、復帰、転送、および電話会議機能のようなコール中の機能に

アクセスする場合、エンタープライズ機能アクセス（EFA）を設定します。MVAとは異なり、こ
の 2段階ダイヤリング機能は DTMFを使用するため、ユーザはエンタープライズ機能とコール中
の機能にアクセスするためのプロンプトがなくても暗証番号と番号を入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [エンタープライズ機能アクセスの有効化（Enable Enterprise FeatureAccess）]サービスパラメータ

を [はい（True）]に設定します。
ステップ 5 （任意） エンタープライズ機能アクセス（EFA）コードを変更します。

デフォルト値は次のとおりです。

•保留：*81

•特別な保留：*82

•再開：*83

•転送：*84

•会議：*85

•セッションハンドオフ：*74

•選択的な録音の開始：*86

•選択的な録音の停止：*87
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ステップ 6 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [モビリティ（Mobility）] > [エンタープライズ機能アクセス（EnterpriseFeatureAccess）]
の順に選択します。

ステップ 7 [番号（Number）]フィールドに、EFAに必要な一意の DID番号を入力します。この番号は、リ
モート接続先からの転送、会議、再開、2段階ダイヤルをサポートします。

ステップ 8 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、EFAに必要なDIDのパー
ティションを選択します。

ステップ 9 （任意） [説明（Description）]フィールドに、EFA番号を識別するための説明を入力します。
ステップ 10 （任意） この EFA番号を、このシステムのデフォルトにする場合は、[デフォルトのエンタープ

ライズ機能アクセス番号（Default Enterprise Feature Access Number）]チェックボックスをオンに
します。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

ハンドオフモビリティの設定

ユーザが社内から外に出る間もコールを維持するには、デュアルモード電話のハンドオフモビリ

ティを設定します。ユーザのデバイスがエンタープライズWi-Fiネットワークから切断され、モ
バイル音声や携帯電話ネットワークに再接続しても、進行中のコールは中断せず保持されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から [コールルーティング（Call Routing）] > [モビリティ（Mobility）] >
[ハンドオフの設定（Handoff Configuration]を選択します。

ステップ 2 [ハンドオフ番号（Handoff Number）]フィールドに、Wi-Fiとモバイル音声または携帯電話ネット
ワーク間のハンドオフ用のダイヤルイン方式（DID）番号を入力します。
国際エスケープ文字（+）から始まる番号の場合は、（+）の前にバックスラッシュ（\）を付ける
必要があります。例：\+15551234

ステップ 3 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、ハンドオフ DID番号が
属するパーティションを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

モビリティサービスパラメータの設定

Cisco Unified Mobilityの動作を変更するには、サービスパラメータを設定します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（システム -モビリティ）（Clusterwide Parameters (System -Mobility)）]

の下にリストされているサービスパラメータを設定します。

サービスパラメータの名前をクリックすると、サービスパラメータの完全な定義と、その設定オ

プションへのハイパーリンクが表示されます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Mobility の連携動作と制限事項

Cisco Unified Mobility の連携動作

表 2：Cisco Unified Mobility の連携動作

データのやり取り機能

Cisco Unified Mobilityは、サービスパラメータの設定内容に応じて、自動
コールピックアップと連動します。[自動コールピックアップが有効（Auto
Call Pickup Enabled）]サービスパラメータが [True]に設定されている場合
は、[ピックアップ（PickUp）]ソフトキーを押すだけで、コールをピック
アップできます。

このサービスパラメータが [False]に設定されている場合は、[ピックアップ
（PickUp）]、[Gピック（GPickUp）]、または [他グループ（OPickUp）]ソ
フトキーを押してから、[応答（Answer）]ソフトキーを押す必要がありま
す。

自動コールピック

アップ
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データのやり取り機能

Cisco Unified Mobilityは、次のように自動代替ルーティング（AAR）をサ
ポートします。

•ロケーションベースのサービス用の帯域幅が不足して拒否が発生した
場合は、拒否によってAARがトリガーされ、コールがPSTN経由で再
ルーティングされるため、発信者は電話を切ってリダイヤルする必要

がありません。

• ResourceReservationProtocol（RSVP）が原因で拒否が発生した場合は、
AARがリモート接続先へのコールに対してトリガーされず、コールが
中断されます。

自動代替ルーティ

ング

CiscoUnifiedMobilityとExtend andConnectの両方の機能が必要なユーザは、
リモートデバイスプロファイルとCTIリモートデバイスの両方のタイプの
オーナー IDが同じ場合に、それらに同じリモート接続先を設定できます。
この設定では、Cisco Unified Mobility機能と Extend and Connectを同時に使
用できます。

詳細については、「“Extend and Connect”」の章を参照してください。

Extend and Connect

外部コール制御が設定されている場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は次の Cisco Unified Mobility機能用の付加ルートサーバのルート決定に従
います。

• Cisco Unified Mobility

•モバイルボイスアクセス

•エンタープライズ機能アクセス

• Dial via Office

Cisco Unified Communications Managerは、次の Cisco Unified Mobility機能に
対してルーティングクエリを送信しません。

•携帯電話ピックアップ

•デスクピックアップ

•セッションハンドオフ

外部コール制御

エンタープライズ番号に固定されたリモート接続先へのダイレクトコール

の場合は、モバイルユーザがセッションハンドオフ機能を使用してデスク

フォンへコールをハンドオフできます。

インテリジェントセッション制御を実装する前に、CiscoUnifiedMobilityを
有効にする必要があります。

インテリジェント

セッション制御と

セッションハンド

オフ

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
44

Cisco Unified Mobility の連携動作と制限事項



データのやり取り機能

Cisco UnifiedMobilityは、ベーシックからプロフェッショナルまでのすべて
のユーザベースのライセンスに含まれています。

ライセンシング

リモート接続先に対するシングルナンバーリーチコールの場合は、発信側

のデバイスプールによって標準のローカルルートグループの選択が決定さ

れます。

[ローカルルートグ
ループ（Local
Route Groups）]

リモート接続先ごとに最大 2つのアクティブコールがサポートされます。
Cisco Unified Mobilityでは、リモート接続先ごとに Cisco Unified
Communications Manager経由の最大 2つのアクティブコールがサポートさ
れます。DTMFを使用して転送または会議を行うためにエンタープライズ
機能アクセス用電話番号（DID番号）を使用することもコールの一種です。
CiscoUnifiedMobilityユーザがリモート接続先向けの 2つのアクティブコー
ルの使用中、または、ユーザがDTMFを使用してリモート接続先からのコー
ルを転送中または会議中に、コールを受信した場合は、受信されたコール

がリモート接続先に到達しません。代わりに、無応答時転送（CFNA）が設
定されていた場合やコールが共有回線上で応答されなかった場合は、コー

ルがエンタープライズボイスメールに転送されます。

サポートされる

コールの数

Cisco Unified Mobilityは、Cisco Unified Border Element（CUBE）を使用した
SIPトランク経由の通話中機能を使用しない Cisco Unified Mobility機能をサ
ポートします。

Cisco Unified Border
Elementを使用した
SIPトランク

Cisco Unified Mobility の制限

表 3：Cisco Unified Mobility の連携動作

説明制約事項

自動応答が有効になっているとリモート接続先のコールは機能しません。自動応答（Auto
Answer）

ユーザのリモート接続先を設定した場合、未登録の不在転送（CFUR）の設
定を行う必要はありません。コール転送は、Cisco UnifiedMobilityのプロセ
スの一部として処理されます。

モバイルデバイスの CFUR設定はサポートされていません。代わりに話中
転送や無応答時転送ルールを使用します。

モバイルデバイスにCFURを設定すると取り込み中の切断理由が
返されます。

（注）

コール自動転送
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説明制約事項

Cisco Unified Communications Managerは Cisco Unified Mobilityでのコール
キューイングはサポートしていません。

[コールキューイン
グ（CallQueuing）]

ユーザはモバイル音声アクセスを使用し、会議コントローラとしてミート

ミー会議を開始できませんが、ミートミー会議に参加することはできます。

既存の会議コールが共有回線の IPフォンやデュアルモード電話、またはリ
モート接続先であるスマートフォンから開始された場合、コールが携帯電

話に送信された後またはデュアルモードのハンドオフの操作が発生した後

は、新規で会議の参加者を追加することはできません。新規の会議参加者

の追加を許可するには、[高度なアドホック会議有効化（Advanced Ad Hoc
ConferenceEnabled）]サービスパラメータを使用します。詳細については、
「関連項目」を参照してください。

[会議
（Conferencing）]

ユーザは携帯電話のデュアルトーン多重周波数（DTMF）を使用して+記号
をダイヤルし、国際番号用エスケープ文字を指定できます。

Cisco UnifiedMobilityは、電話番号に +文字が含まれるエンタープライズ IP
フォンに携帯電話から発信するための、IVRの DTMFを使用した +のダイ
ヤリングをサポートしません。

Cisco UnifiedMobilityは、電話番号に +文字が含まれるエンタープライズ IP
フォンに携帯電話から発信するための、2段階ダイヤリングの DTMFを使
用した +のダイヤリングをサポートしません。

携帯電話からの +
文字のダイヤル

デスクフォンでサイレント（DND）を有効にすると、デスクフォンをリ
モートで使用中の状態にすることはできず、次のシナリオではコールはア

ンカーされません。

•コールの拒否オプションでサイレントが有効になっている。

•デスクフォンの [サイレント（DND）]ソフトキーを押してサイレント
が有効化されている。

ただし、呼出音オフのオプション付きで DNDが有効になっている場合、
コールはアンカーされます。

デスクフォンでの

サイレントとリ

モート接続先への

ダイレクトコール
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説明制約事項

デュアルモードハンドオフと発信者 ID

デュアルモードハンドオフのハンドオフDN方法では、携帯電話ネッ
トワークで発信者 IDが必要です。モビリティソフトキーの方法で
は、発信者 IDは必要ありません。

デュアルモード電話と CTIアプリケーション

デュアルモード電話がWi-Fiエンタープライズモードのときは、どの
CTIアプリケーションもコントロールやモニタリングを行いません。

デュアルモード電話がWLANの範囲外になると、WLANの共有回線
コールでのデュアルモード電話の [リモートで使用中（InUseRemote）]
インジケータが消えます。

デュアルモード電話と SIP登録期間

デュアルモード電話では、[SIPステーションキープアライブインター
バル（SIP Station KeepAlive Interval）]サービスパラメータが指定す
る値ではなく、電話機に関連付けられている SIPプロファイルの [レ
ジスタのタイムアウト値（秒）（Timer Register Expires (seconds)）]
フィールドの値を使って Cisco Unified Communications Managerが登録
期間を決定します。モバイルデバイスの標準SIPプロファイルは、そ
のプロファイルの [レジスタのタイムアウト値（TimeRegisterExpires）]
フィールドで定義されているように登録期間を決定します。

デュアルモード電

話

携帯電話ネットワークからのエンタープライズ機能にはアウトオブバンド

DTMFが必要です。

クラスタ間 DNを SIPトランク（クラスタ間トランクまたはゲートウェイ
のいずれか）を介した IPフォンのリモート接続先として使用する場合、IP
フォンの設定の際に [DTMF受信が必要（Require DTMFReception）]チェッ
クボックスをオンにします。これにより、エンタープライズ機能アクセス

通話中機能に不可欠な DTMF番号がアウトオブバンドで受信できます。

携帯電話ネット

ワークからのエン

タープライズ機能

モバイル音声アクセスでは H.323ゲートウェイと SIP VoIPゲートウェイの
両方がサポートされています。

T1 CAS、FXO、FXS、BRIでは、Cisco UnifiedMobility機能はサポートされ
ていません。

ゲートウェイと

ポート

初期設定すると、Jabberデバイスは登録済みデバイスとしてカウントされま
す。これらのデバイスは、[登録済みデバイスの最大数（Maximum Number
of RegisteredDevices）]サービスパラメータで設定される、ノード内の登録
済みデバイスの数を増やします。

Jabberデバイス
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説明制約事項

CiscoUnifiedMobilityは最大 9つのロケールをサポートしています。10個以
上のロケールがインストールされている場合、[使用可能なロケール
（Available Locales）]ペインに表示されますが、[選択済みのロケール
（Selected Locales）]のペインには 9つまでしか保存できません。

シスコの以上のロケールが、モビリティに設定すると、この、次のメッセー

ジが表示されます:“更新に失敗しました。CHECK制約
（informix.cc_ivruserlocale_orderindex）に失敗しました（Update failed. Check
constraint (informix.cc_ivruserlocale_orderindex) failed.）」”

ロケール

（Locales）

ユーザがリモート接続先（スマートフォンまたは任意の他の電話のいずれ

か）から *81 DTMFコードを押してコールを保留にした場合、ユーザのデ
スクフォンには [復帰（Resume）]ソフトキーが表示されます。ただし、デ
スクフォンではデスクトップのコールピックアップ用のタイマーは適用さ

れません。エンドユーザがコールに応答するまでの時間として設定したタ

イムアウトが過ぎ、コールがドロップされない場合でも [復帰（Resume）]
キーは表示され続けます。

代わりに、ユーザはリモート電話でコールを切断する必要があります。こ

れにより、デスクフォンはデスクトップコールピックアップのタイマーを

適用し始めます（この設定を変更するには、[エンドユーザの設定（End
User Configuration）]ウィンドウの [デスクピックアップの最大待機時間
（Maximum Wait Time for Desk Pickup）]フィールドを使用します）。

デスクトップの

コールピックアッ

プの最大待機時間

Cisco Unified MobilityはMultilevel Precedence and Preemption（MLPP）とは
連動しません。コールがMLPPによってプリエンプション処理された場合
は、そのコールに対する Cisco Unified Mobility機能が無効になります。

Multilevel
Precedence and
Preemption

オーバーラップ送信パターンはインテリジェントセッション制御機能では

サポートされません。

オーバーラップ送

信

モビリティでは Qシグナリング（QSIG）はサポートされていません。Qシグナリング

QSIGパス置換はサポートされていません。QSIGパス置換

エンタープライズ機能アクセスサービスパラメータは標準の電話とスマー

トフォンに適用されます。ただし、一般にスマートフォンはワンタッチキー

を使用して適切なコードを送信します。Cisco UnifiedMobilityと共に使用す
るすべてのスマートフォンを、エンタープライズ機能アクセス用のデフォ

ルトのコードまたはスマートフォンのドキュメンテーションで指定されて

いるコードのいずれかを使用するように設定する必要があります。

サービスパラメー

タ
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説明制約事項

セッションハンドオフ機能には次の制限が適用されます。

•セッションハンドオフは携帯電話からデスクフォンに対してのみ行え
ます。デスクフォンから携帯電話へのセッションハンドオフの場合、

現在のリモート接続先のピックアップ方法の規定により、携帯電話へ

のコールの送信を使用する必要があります。

•音声通話のセッションハンドオフのみサポートされています。

セッションハンド

オフ

Cisco UnifiedMobility機能がサポートされるのは、一次群速度インターフェ
イス（PRI）公衆電話交換網（PSTN）接続のみです。

SIPトランクに対しては、Cisco Unified Mobilityは IOSゲートウェイまたは
クラスタ間トランクを介してサポートされます。

SIPトランク（SIP
Trunks）

インテリジェントセッション制御機能は直接の URIダイヤリングをサポー
トしていません。したがって、SIPURIへの発信はエンタープライズ番号に
アンカーすることはできません。

SIPURIとリモート
接続先への直接

コール

クラスタ環境では、シングルナンバーリーチを有効化または無効化するに

は、パブリッシャが到達可能である必要があります。パブリッシャがアク

ティブに実行されていない場合、一部の機能が動作しない可能性がありま

す。

パブリッシャノードが到達可能でない場合、モバイル音声アクセスは利用

できません。モバイル音声アクセス用の IVRのプロンプトはパブリッシャ
でのみ保存されています。

Unified
Communications
Managerのパブ
リッシャ依存機能

CiscoUnifiedMobilityサービスはビデオコールには拡張されません。デスク
フォンで受信したビデオコールを携帯電話で取ることはできません。

ビデオコール

Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータは、音声 XML（VXML）をサ
ポートしていません。そのため、これらのルータが Cisco Unified
Communications Managerを備えたユニファイドコミュニケーションゲート
ウェイとして機能するときは、モバイル音声アクセス（MVA）アプリケー
ションをサポートしません。

モバイルボイスア

クセス（MVA）

関連トピック

アドホック会議のサービスパラメータ, （247ページ）
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Cisco Unified Mobility のトラブルシューティング

デスクフォンでコールを再開できない

問題 リモート接続先（携帯電話）がスマートフォンではなく、この携帯電話へのコールが Cisco
Unified Communications Managerを使用して固定されている場合、ユーザは、携帯電話を切り、デ
スクフォンに [復帰（Resume）]ソフトキーが表示されてコールを再開できることを期待します。
ユーザは、デスクトップ電話機でこのコールを再開できません。

考えられる原因 携帯電話が切れたときに、発呼側がビジー音、リオーダー音、または切断音

を受信する場合、携帯電話のプロバイダーによってメディアが切断されなかった可能性があり

ます。プロバイダーから切断信号が送信されません。この可能性を確認するため、発信側が

45秒間待機するようにします。この待機時間の経過後に、サービスプロバイダーはタイムア
ウトになり切断信号を送信します。この時点で、Cisco Unified Communications Managerはコー
ルを再開するための [復帰（Resume）]ソフトキーを提供できます。

解決法

•次のコマンドをゲートウェイに追加します。
voice call disc-pi-off

• Cisco CallManagerサービスの場合は、[アクティブコールで PIとの切断時にメディアを維持
する（Retain Media on Disconnect with PI for Active Call）]サービスパラメータを [いいえ
（False）]に設定します。
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第 4 章

デバイスモビリティ

• デバイスモビリティの概要, 51 ページ

• デバイスモビリティの前提条件, 51 ページ

• デバイスモビリティの設定タスクフロー, 52 ページ

• デバイスモビリティの連携動作と制限事項, 60 ページ

デバイスモビリティの概要

デバイスモビリティを使用すれば、デバイスは、その場所に基づいて設定を想定できます。お使

いのシステムは、デバイスの IPサブネットを使用して、その正確な場所を特定します。クラスタ
内でデバイスモビリティを有効にすることで、モバイルユーザは、サイト間をローミングして、

サイト固有の設定を取得できます。システムは、このように動的に割り当てられた設定をコール

ルーティング、コーデックの選択、メディアリソースの選択などの機能に使用します。

デバイスモビリティの前提条件

• Cisco CallManagerサービスと同じノードで動作している Cisco Database Layer Monitorサービ
ス。

•クラスタ内の 1つ以上のノードで動作している Cisco TFTPサービス。

• Cisco Unified Communications Managerロケールインストーラ（英語以外の電話ロケールまた
は国独自のトーンを使用する場合）。

• SCCPまたは SIPのいずれかを実行している電話。
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デバイスモビリティの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

設定時の必要に応じて、次の手順を実行します。デバイス

ごとに、あるいは複数のデバイスでの有効化と無効化を組

デバイスモビリティの有効

化, （53ページ）を行うに
ステッ

プ 1   
み合わせて、デバイスモビリティがクラスタで有効にな

るように設定できます。

は、次のサブタスクのいず

れかまたは両方を実行しま

す。

•クラスタのデバイスモ
ビリティの有効化, （
54ページ）

•個々のデバイスのデバ
イスモビリティの設

定, （54ページ）

システムがどのネットワークリソースをデバイスに割り

当てるかを決定できるように、地理的場所を設定します。

物理的な場所の設定, （55
ページ）

ステッ

プ 2   
ユーザがホームの場所から移動すると、システムは、デバ

イスが、ローカルメディアリソースと、コールに正しく

対応する帯域幅を使用しているかどうかを確認します。

デバイスモビリティグループを設定して、ダイヤリング

パターンが類似しているサイトの論理グループを定義しま

デバイスモビリティグルー

プの設定, （56ページ）
ステッ

プ 3   
す（たとえば、US_dmgおよび EUR_dmg）。ネットワー
クの規模や範囲に応じて、デバイスモビリティグループ

が国、地域、州、プロビンス、市を表すように指定するこ

ともできます。たとえば、世界的なネットワークを持つ企

業であれば、個々の国を表すデバイスモビリティグルー

プを選択できます。一方、国内または地域でのネットワー

クを持つ企業は、州、プロビンス、市を表すデバイスモ

ビリティグループを定義できます。

デバイスモビリティに使用されるサブネットやデバイス

プールなどのデバイスモビリティ情報を設定します。電

デバイスモビリティ情報の

設定, （56ページ）
ステッ

プ 4   
話を登録する際、システムは、[デバイスモビリティ情報
の設定（DeviceMobility Info Configuration）]ウィンドウで
設定されたデバイスモビリティであるサブネットをデバ

イスの IPアドレスと比較します。最適な組み合わせでは、
IPサブネットマスクでの最大ビット数を使用します（最
長一致ルール）。たとえば、IPアドレス 9.9.8.2は、サブ

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
52

デバイスモビリティの設定タスクフロー



目的コマンドまたはアクション

ネット 9.9.0.0/16ではなくサブネット 9.9.8.0/24と一致しま
す。

Unified Communications Managerでは、デバイスの IPサブ
ネットに基づいてデバイスプールを IP Phoneに割り当て
ます。次の手順は、この動作を説明したものです。

デバイスモビリティのデバ

イスプールの設定, （57
ページ）

ステッ

プ 5   

• IP Phoneは、登録メッセージで自らの IPアドレスを
送信することにより、UnifiedCommunicationsManager
への登録を試行します。

• Unified Communications Managerは、デバイスの IPサ
ブネットを抽出し、デバイスモビリティ情報に設定

されているサブネットと照合します。

•サブネットが一致すると、Unified Communications
Managerは、デバイスプール設定に基づいて、デバ
イスに新規設定を提供します。

（任意）

デバイスの現在のデバイスモビリティの設定を表示して

確認するには、次の手順に従います。

ローミングデバイスプール

のパラメータの表示, （59
ページ）

ステッ

プ 6   

デバイスモビリティの有効化

設定時の必要に応じて、次の手順を実行します。デバイスごとに、あるいは複数のデバイスでの

有効化と無効化を組み合わせて、デバイスモビリティがクラスタで有効になるように設定できま

す。

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタ内の全デバイスでデバイスモビリティ

を有効にする場合、サービスパラメータを有

効にします。

クラスタのデバイスモビリティの

有効化, （54ページ）
ステップ 1   

個々のデバイスのデバイスモビリティを有効

にする場合、または個々のデバイスに異なる

値を指定する場合は、この手順を実行します。

個々のデバイスのデバイスモビリ

ティの設定, （54ページ）
ステップ 2   

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
53

デバイスモビリティの設定タスクフロー



クラスタのデバイスモビリティの有効化

クラスタ内の全デバイスでデバイスモビリティを有効にする場合、サービスパラメータを有効に

します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているノード
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[CiscoCallManagerサービス（CiscoCallManager
Service）]を選択します。

ステップ 4 クラスタのすべてのデバイスで [デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]サービス
パラメータを有効にするには、[オン（On）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

•個々のデバイスのデバイスモビリティの設定, （54ページ）

•物理的な場所の設定, （55ページ）

個々のデバイスのデバイスモビリティの設定

個々のデバイスのデバイスモビリティを有効にする場合、または個々のデバイスに異なる値を指

定する場合は、この手順を実行します。

[電話機の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウでデバイスモビリティモードを有効にすると、
デバイスモビリティモード電話機設定が [デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]
サービスパラメータ設定よりも優先されます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のデバイスの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし、
結果のリストから既存のデバイスを選択します。
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•新しいデバイスを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックし、[電話機のタイプ
（Phone Type）]ドロップダウンリストからデバイスを選択します。

ステップ 3 [デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]ドロップダウンリストから、値を選択し
ます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

物理的な場所の設定, （55ページ）

物理的な場所の設定

システムがどのネットワークリソースをデバイスに割り当てるかを決定できるように、地理的場

所を設定します。ユーザがホームの場所から移動すると、システムは、デバイスが、ローカルメ

ディアリソースと、コールに正しく対応する帯域幅を使用しているかどうかを確認します。

はじめる前に

デバイスモビリティの有効化, （53ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [物理
的な場所（Physical Location）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、物理的な場所を識別するための名前を入力します。

この名前には、最長 50文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、下
線（_）を任意に組み合わせて使用できます。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、物理的な場所の説明を入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デバイスモビリティグループの設定, （56ページ）
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デバイスモビリティグループの設定

デバイスモビリティグループを設定して、ダイヤリングパターンが類似しているサイトの論理

グループを定義します（たとえば、US_dmgおよび EUR_dmg）。ネットワークの規模や範囲に応
じて、デバイスモビリティグループが国、地域、州、プロビンス、市を表すように指定すること

もできます。たとえば、世界的なネットワークを持つ企業であれば、個々の国を表すデバイスモ

ビリティグループを選択できます。一方、国内または地域でのネットワークを持つ企業は、州、

プロビンス、市を表すデバイスモビリティグループを定義できます。

はじめる前に

物理的な場所の設定, （55ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [デバイ
スモビリティ（Device Mobility）] > [デバイスモビリティグループ（Device Mobility Group）]を
選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、デバイスモビリティグループを識別するための名前を入力しま

す。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、プロファイルの説明を入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デバイスモビリティ情報の設定, （56ページ）

デバイスモビリティ情報の設定

デバイスモビリティに使用されるサブネットやデバイスプールなどのデバイスモビリティ情報

を設定します。電話を登録する際、システムは、[デバイスモビリティ情報の設定（DeviceMobility
Info Configuration）]ウィンドウで設定されたデバイスモビリティであるサブネットをデバイスの
IPアドレスと比較します。最適な組み合わせでは、IPサブネットマスクでの最大ビット数を使用
します（最長一致ルール）。たとえば、IPアドレス 9.9.8.2は、サブネット 9.9.0.0/16ではなくサ
ブネット 9.9.8.0/24と一致します。

電話機レコードのデバイスプールがマッチングサブネットのデバイスプールと一致する場合、

システムはその電話がホームとなる場所にあるように検出し、電話はホームデバイスプールのパ

ラメータを保持します。
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電話機レコードのデバイスプールがマッチングサブネットのデバイスプールと一致しない場合、

システムはその電話がローミングであると検出します。

はじめる前に

デバイスモビリティグループの設定, （56ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [デバ
イスモビリティ（Device Mobility）] > [デバイスモビリティ情報（Device Mobility Info）]を選択
します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [デバイスモビリティ情報設定（Device Mobility Info Configuration）]ウィンドウで各フィールド

を設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デバイスモビリティのデバイスプールの設定, （57ページ）

デバイスモビリティのデバイスプールの設定

Unified Communications Managerでは、デバイスの IPサブネットに基づいてデバイスプールを IP
Phoneに割り当てます。次の手順は、この動作を説明したものです。

• IP Phoneは、登録メッセージで自らの IPアドレスを送信することにより、Unified
Communications Managerへの登録を試行します。

• UnifiedCommunicationsManagerは、デバイスの IPサブネットを抽出し、デバイスモビリティ
情報に設定されているサブネットと照合します。

•サブネットが一致すると、UnifiedCommunicationsManagerは、デバイスプール設定に基づい
て、デバイスに新規設定を提供します。

はじめる前に

デバイスモビリティ情報の設定, （56ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [デバイ
スプール（Device Pool）]の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。
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•既存のデバイスプールの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリッ
クし、結果のリストから既存のデバイスプールを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ローミングデバイスプールのパラメータの表示, （59ページ）

関連トピック

デバイスモビリティのデバイスプールフィールド, （58ページ）

デバイスモビリティのデバイスプールフィールド

説明フィールド

ドロップダウンリストから、このデバイスプールの物理的な場所を選

択します。システムは、デバイスモビリティ機能と物理的な場所を使

用して、特定の地理的な場所に関係するパラメータを識別します。

物理ロケーション

ドロップダウンリストから、デバイスモビリティグループを選択しま

す。

デバイスモビリティグ

ループ

ドロップダウンリストから、デバイスが同じデバイスモビリティグ

ループ内でローミングしているときに、デバイスのコーリングサーチ

スペースとして使用されるコーリングサーチスペースを選択します。

デバイスモビリティ

コーリングサーチス

ペース

ドロップダウンリストから、自動代替ルーティング（AAR）の実行時
に使用するデバイスのコーリングサーチスペースを選択します。AAR
コーリングサーチスペースは、帯域幅不足が原因でコールがブロック

された場合に、収集された（発信側）番号の他のルーティング方法を決

定するために検索されるルートパーティションのコレクションです。

[AARコーリングサー
チスペース（AAR
Calling Search Space）]

ドロップダウンリストから、このデバイスのAARグループを選択しま
す。AARグループは、帯域幅不足のためにブロックされるコールをルー
ティングするために使用するプレフィックス番号を提供します。AAR
グループ設定を [なし（None）]にすると、ブロックされたコールの再
ルーティングは行われません。

[AARグループ（AAR
Group）]
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説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をローカライズできます。選択

した発呼側トランスフォーメーション CSSに、このデバイスプールに
割り当てる発呼側トランスフォーメーションパターンが含まれている

ことを確認してください。

コールを発信する前に、デバイスは番号分析を使用してトラ

ンスフォーメーションを適用する必要があります。デバイス

設定ウィンドウで、[なし（None）]を選択して、[デバイス
プールの発呼側トランスフォーメーション CSSの使用（Use
Device Pool Calling Party Transformation CSS）]チェックボック
スをオンにした場合は、変換が一致せず、適用されません。

ルーティングに使用されていないパーティション内の発呼側

トランスフォーメーションパターンが設定されていることを

確認してください。

（注）

[発呼側トランスフォー
メーション CSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

この設定により、デバイスの着信者番号をローカライズできます。選択

した着信側トランスフォーメーション CSSに、このデバイスプールに
割り当てる着信側トランスフォーメーションパターンが含まれている

ことを確認してください。

[なし（None）]を選択した場合は、変換が一致せず、適用さ
れません。ルーティングに使用されていないパーティション

内の着信側トランスフォーメーションパターンが設定されて

いることを確認してください。

（注）

[着信側トランスフォー
メーション CSS
（Called Party
Transformation CSS）]

ローミングデバイスプールのパラメータの表示

デバイスの現在のデバイスモビリティの設定を表示して確認するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Search）]をクリックし、デバイスモビリティモードが有効なデバイ
スを見つけます。

ステップ 3 [デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]の横の [現在のデバイスモビリティの設定
を表示する（View Current Device Mobility Settings）]をクリックします。
ローミングデバイスプールの設定が表示されます。デバイスがローミングしない場合には、ホー

ムの場所の設定が表示されます。
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デバイスモビリティの連携動作と制限事項

デバイスモビリティの連携動作

表 4：デバイスモビリティの連携動作

データのやり取り機能

発信側の正規化は、一部の電話機のダイヤリング機能を強化し、コールが

複数の地理的場所にルーティングされる場合のコールバック機能を改善し

ます。つまり、この機能を使用すれば、着信側が電話機の通話履歴ディレ

クトリ内の電話番号を変更しなくてもコールバックできます。加えて、発

信側の正規化を使用すれば、電話番号のグローバル化とローカル化が可能

になるため、正しい発信者番号が電話機に表示されます。

発信側の正規化

デバイスが同じデバイスモビリティグループ内をローミングしている場合

は、Cisco Unified Communications Managerがデバイスモビリティ CSSを使
用してローカルゲートウェイに到達します。ユーザが電話で不在転送

（CFA）を設定し、CFA CSSが [なし（None）]に設定され、CFA CSSアク
ティベーションポリシーが [デバイス/回線CSSのアクティブ化を使用（With
Activating Device/Line CSS）]に設定されている場合は、デバイスの場所に
応じて、次のように動作が異なります。

•デバイスがホームの場所に設置されている場合は、デバイスCSSと回
線 CSSが CFA CSSとして使用されます。

•デバイスが同じデバイスモビリティグループ内をローミングしている
場合は、ローミングデバイスプールからのデバイスモビリティ CSS
と回線 CSSが CFA CSSとして使用されます。

•デバイスが別のデバイスモビリティグループ内をローミングしている
場合は、デバイス CSSと回線 CSSが CFA CSSとして使用されます。

ローミング
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デバイスモビリティの制限事項

表 5：デバイスモビリティの制限事項

説明制約事項

デバイスモビリティ機能は、Cisco Unified Communications Managerに登録
されているデバイスの IPv4アドレスによって異なります。

•デバイスモビリティを使用するために、電話にはダイナミック IPv4ア
ドレスが必要です。

•ネットワークアドレス変換（NAT）またはポートアドレス変換（PAT）
を使用してデバイスに IPアドレスが割り当てられている場合、登録時
に提供する IPアドレスは、デバイスの実際の IPアドレスに一致しな
い可能性があります。

[IPアドレス（IP
Address）]

デバイスモビリティがサポートするのは IPv4アドレスのみであるため、デ
バイスモビリティでは、IPv6の IPアドレッシングモードのみの電話を使
用することはできません。

IPv6
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第 5 章

Extend and Connect

• Extend and Connectの概要, 63 ページ

• Extend and Connectの前提条件, 64 ページ

• Extend and Connectの設定タスクフロー, 64 ページ

• Extend and Connectの連携動作と制限事項, 72 ページ

Extend and Connect の概要
Extend andConnect機能により、管理者はあらゆるエンドポイントと相互運用するユニファイドコ
ミュニケーション（UC）コンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）アプリケーショ
ンを導入できます。Extend and Connectにより、ユーザは、ロケーションを問わずどのデバイスか
らでも UCアプリケーションにアクセスできます。

Unified CommunicationsManagerの Extend and Connect機能には、次のUC機能が含まれています。

•着信エンタープライズコールの受信

•発信（Make Call）

•切断

•保留と復帰

•リダイレクトと転送

•すべてのコールの転送

•サイレント

•デュアルトーン多重周波数（DTMF）の再生（アウトオブバンドおよびインバンド）

•打診転送、会議

•リモート接続先の追加、編集、および削除

•リモート接続先の「アクティブ」または「非アクティブ」の設定
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•永続的接続（Persistent Connection）

•ウィスパーアナウンスメントの再生

Extend and Connect の前提条件
• Cisco Jabberリリース 9.1(1)以降

• Cisco Unified Workspace License（CUWL）Standard、CUWL Professional、または Cisco User
Connect License（UCL）- Enhanced

Extend and Connect の設定タスクフロー
この項では、Cisco Unified Communications Managerユーザに Extend and Connect機能をプロビジョ
ニングするために必要な手順について説明します。Cisco Jabber for Windowsユーザの Extend and
Connectのプロビジョニングについては、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
jabber-windows/products-installation-guides-list.htmlの『Cisco Jabber for Windows Installation and
Configuration Guide』を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

ユーザのモビリティを有効にして、CTIリ
モートデバイスを使用できるようにします。

ユーザアカウントの設定, （65
ページ）

ステップ 1   

CTIデバイスは、CiscoUCアプリケーション
と連動するオフクラスタ電話です。

アクセス制御グループのアクセス許可を追加

します。

ユーザ権限の追加, （65ページ）ステップ 2   

ユーザが Cisco UCアプリケーションで使用
できるオフクラスタ電話を設定します。

CTIリモートデバイスの作成, （
66ページ）

ステップ 3   

CTIリモートデバイスに電話番号を関連付け
ます。

デバイスへの電話番号の追加, （
68ページ）

ステップ 4   

ユーザが所有する他の電話を表す数値アドレ

スまたはディレクトリ URIを追加します。
（オプション）リモート接続先の

追加, （68ページ）
ステップ 5   

リモート接続先が正常にユーザに追加された

かどうかを確認します。

（オプション）リモート接続先の

確認, （69ページ）
ステップ 6   

CTIリモートデバイスにエンドユーザアカ
ウントを関連付けます。

ユーザとデバイスの関連付け, （
70ページ）

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

UnifiedCommunicationsManagerからデバイス
名と設定を取得します。

CCMIPプロファイルの作成, （71
ページ）

ステップ 8   

ユーザアカウントの設定

Unified Communications Managerの新規または既存のユーザには、CTIリモートデバイスを使用で
きるようにユーザのモビリティを有効化する必要があります。ユーザのモビリティが有効でない

場合、そのユーザを CTIリモートデバイスの所有者として割り当てることはできません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を
選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•新しいユーザを設定するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

•既存のユーザを選択するには、[次の条件でユーザを検索（Find User Where）]フィールドに
適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]を選択してユーザのリストを取得し、リストから
ユーザを選択します。

LDAP統合またはローカル設定から、新しいユーザアカウントを追加できま
す。

（注）

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [モビリティ情報（Mobility Information）]セクションを探します。
ステップ 4 [モビリティを有効にする（Enable Mobility）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ユーザ権限の追加, （65ページ）

ユーザ権限の追加

エンドユーザを Unified Communications Managerでアクティブにしてから、アクセスコントロー
ルグループ権限を追加します。
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はじめる前に

ユーザアカウントの設定, （65ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を
選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 3 ユーザを一覧から選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [権限情報（Permissions Information）]セクションを探します。
ステップ 5 [アクセスコントロールグループに追加（Add to Access Control Group）]をクリックします。

[アクセスコントロールグループの検索と一覧表示（Find and List Access Control Groups）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 6 [検索（Find）]をクリックします。
標準ユーザのアクセスコントロールグループのリストが表示されます。

ステップ 7 次の権限の隣にあるチェックボックスをオンにします。

• [標準 CCMエンドユーザ（Standard CCM End-Users）]

• [標準 CTIを有効にする（Standard CTI Enabled）]

ステップ 8 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
ウィンドウが閉じ、アクセスコントロールグループがユーザアカウントに追加されます。

ステップ 9 [保存（Save）] をクリックします。

次の作業

CTIリモートデバイスの作成, （66ページ）

CTI リモートデバイスの作成
ユーザ権限の追加, （65ページ）
CTIリモートデバイスは、ユーザがCisco UCアプリケーションと一緒に使用できるオフクラスタ
電話を代表するデバイスタイプです。デバイスタイプには、1つ以上の回線（電話番号）と 1つ
以上のリモート接続先が設定されます。

UnifiedCommunicationsManagerは、拡張機能と接続機能を使用して、公衆電話交換網（PSTN）の
電話や構内交換機（PBX）などのデバイスへのコールを制御します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
66

Extend and Connect の設定タスクフロー



手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから [CTIリモートデバイス（CTI Remote

Device）]を選択します。続いて [次へ（Next）]をクリックします。
[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]ドロップダウンリストから対象のユーザ IDを選択しま
す。

[オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]ドロップダウンリストには、モビリティの有
効化が利用可能なユーザのみが表示されます。

（注）

UnifiedCommunicationsManagerは、[デバイス名（DeviceName）]フィールドにユーザ IDとCTIRD
接頭辞（CTRIDusernameなど）を入力します。

ステップ 5 必要に応じて、[デバイス名（Device Name）]フィールドのデフォルト値を編集します。
ステップ 6 [説明（Description）]フィールドに分かりやすい説明を入力します。

Cisco Jabberによって、デバイスの説明がユーザに表示されます。Cisco Jabberユーザが
同一モデルのデバイスを複数持っている場合、UnifiedCommunicationsManagerの説明に
よってそれらを区別できます。

（注）

ステップ 7 [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]セクションの [再ルーティングコーリング
サーチスペース（Rerouting Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、適切なオプショ
ンを選択してください。

[再ルーティングコーリングサーチスペース（Rerouting Calling Search Space）]ドロップダウン
リストは、再ルーティング用のコーリングサーチスペースを定義します。これにより、ユーザは

CTIリモートデバイスからコールを発信および受信できるようになります。

ステップ 8 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドを設定します。フィールドと
その設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
電話番号を関連付け、リモート接続先を追加するためのフィールドが、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウに表示されます。

次の作業

次の作業を実行します。

•リモート接続先の追加, （68ページ）

•デバイスへの電話番号の追加, （68ページ）

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
67

Extend and Connect の設定タスクフロー



デバイスへの電話番号の追加

電話番号（DN）は、CTIリモートデバイスで回線として設定される数値アドレスです。通常、
DNはユーザのプライマリ電話番号を表します（2000または + 1 408 200 2000など）。

CTIリモートデバイスに電話番号を追加するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[割り当て情報（Association Information）]セ
クションに移動します。

ステップ 2 [新規 DNを追加（Add a new DN）]をクリックします。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [電話番号（Directory Number）]フィールドで、電話番号を指定します。
ステップ 4 その他の必須フィールドすべてを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細について

は、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

リモート接続先の追加

リモート接続先は、ユーザが所有する他の電話を示す数値アドレスまたは Directory URIとなりま
す（たとえば、ホームオフィスの回線またはその他の PBXの電話）。リモート接続先が、オフ
クラスタデバイスである可能性があります。Cisco Unified Communications Managerは、自動的に
CTIリモートデバイスのすべてのリモート接続先番号にアプリケーションダイヤルルールを適用
します。デフォルトで、デバイスあたり4つのリモート接続先がサポートされます。[エンドユー
ザ設定（End User Configuration）]ウィンドウで、デバイスあたり最大数 10個のリモート接続先
に設定できます。

どのリモート接続先で Jabberクライアントが有効に設定されているかは、Cisco Unified
CommunicationsManagerインターフェイスの [電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンド
ウで確認できます。

（注）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
68

Extend and Connect の設定タスクフロー



Unified Communications Managerのユーザは、Cisco Jabberインターフェイスを使用してリモー
ト接続先を追加できます。詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/jabber-windows/products-installation-guides-list.htmlの『Cisco Jabber for
Windows Installation and Configuration Guide』を参照してください。

（注）

• Unified CommunicationsManagerは、Cisco Jabberユーザがクライアントインターフェイス
で追加したリモート接続先にコールをルートできるかどうかを自動的に確認します。

• Unified Communications Managerは、Cisco Unified Communications Manager Administration
インターフェイスで追加したリモート接続先がコールをルートできるかどうかについて

は確認しません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話を次の条件で検索（FindPhonewhere）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]
を選択して電話の一覧を取得します。

ステップ 3 一覧から CTIリモートデバイスを選択します。
[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]セクションを探します。
ステップ 5 [新規リモート接続先の追加（Add a New Remote Destination）]を選択します。

[リモート接続先情報（Remote Destination Information）]ウィンドウが開きます。

ステップ 6 [接続先番号（Destination Number）]フィールドに接続先番号を入力します。
Cisco Jabberクライアントでリモート接続先を使用するには、接続先名を JabberRDとして設定す
る必要があります。

ステップ 7 [リモート接続先情報（Remote Destination Information）]ウィンドウの残りのフィールドを設定
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

リモート接続先の確認

リモート接続先がユーザに正常に追加されたかどうかを確認するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話を次の条件で検索（Find Phone where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]をクリックして電話のリストを取得します。

ステップ 3 一覧から CTIリモートデバイスを選択します。
[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連するリモート接続先（Associated Remote Destinations）]セクションに移動し、リモート接続
先が使用可能であることを確認します。。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [デバイス情報（Device Information）]
セクションに、リモート接続先が Cisco Jabberでアクティブになっているか、または制
御されているかが表示されます。

（注）

ユーザとデバイスの関連付け

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を
選択します。

ステップ 2 [ユーザを次の条件で検索（Find Users where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 3 ユーザを一覧から選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]セクションを探します。
ステップ 5 [デバイスの割り当て（Device Association）]をクリックします。

[ユーザデバイス割り当て（User Device Association）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 適切な CTIリモートデバイスを探して選択します。
ステップ 7 関連付けを完了するには、[選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]をクリックします。
ステップ 8 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスで [ユーザの設定に戻る（Back to

User）]を選択してから、[検索（Go）]をクリックします。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示され、選択し割り当てたデバ
イスが、[制御するデバイス（Controlled Devices）]ペインに表示されます。
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次の作業

CCMIPプロファイルの作成, （71ページ）

CCMIP プロファイルの作成
Cisco Jabberでは、Cisco Unified Communications Managerからデバイス名と設定を取得するため、
Cisco IP Phone（CCMCIP）プロファイルが必要です。CCMCIPプロファイルの詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlにある『Configuration and Administration of IM
and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』の関連項目を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IMとプレゼンスの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]また
は [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開き
ます。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [CCMCIPプロファイル（CCMCIP Profile）]
の順に選択します。

CiscoUnifiedPresenceのバージョンによっては、このパスが次のようになります。[アプリケーショ
ン（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [CCMCIPプロファイル（CCMCIP
Profile）]。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 4 プロファイルの名前を [名前（Name）]フィールドに指定します。
ステップ 5 プライマリの Unified Communications Managerインスタンスのホスト名または IPアドレスを [プラ

イマリ CCMCIPホスト（Primary CCMCIP Host）]フィールドに指定します。
ステップ 6 バックアップの Unified Communications Managerインスタンスのホスト名または IPアドレスを

[バックアップ CCMCIPホスト（Backup CCMCIP Host）]フィールドに指定します。
ステップ 7 [サーバ証明書の確認（Server Certificate Verification）]はデフォルト値のままとします。
ステップ 8 [プロファイルにユーザを追加（Add Users to Profile）]をクリックします。
ステップ 9 CCMCIPゲートウェイプロファイルに適切なユーザを追加します。
ステップ 10 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。
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Extend and Connect の連携動作と制限事項

Extend and Connect 連携動作

表 6：Extend and Connect 連携動作

データのやり取り機能

Directory URIを CTIリモートデバイスのDN、リモート接続先、またはその
両方として設定します。

DirectoryURIダイ
ヤリング

Extend and Supportは、Cisco Unified IP Phoneとリモート接続先間のアクティ
ブコールの移動をサポートしません。

Unified Mobilityと Extend and Connectの両方の機能が必要な場合は、リモー
トデバイスプロファイルと CTIリモートデバイスに同じリモート接続先を
設定できますが、それは両方のタイプのオーナー IDが同じ場合です。この
設定では、Cisco Mobility機能と Extend and Connectを同時に使用できます。
両方のデバイスタイプで同じリモート接続先を設定する機能は、CiscoUnified
CommunicationsManagerリリース 10.0(1)以降を使用してサポートされます。

Cisco Dual-mode for iPhone、Cisco Dual-mode for Android、Carrier-integrated
Mobileのデバイスタイプでは、Cisco Extend and Connect機能で使用するり
モード接続先を設定しないでください。同じリモート接続先アドレスを区別

するためにプレフィックスを使用しないでください。たとえば、91-4085555555
と +1-4085555555は同じ番号として処理します。

Unified Mobility

Extend and Connect機能を使用すれば、以下の条件下で、リモート接続先の
電話機でハントコールを受信できます。

•ユーザが Cisco Unified IP Phoneを所有している。

• CiscoUnified IP Phoneがハントコール（loginned/HLog）への応答に使用
できる。

• Cisco Jabberが Extend and Connectモードで実行している。

ハントリスト
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データのやり取り機能

•発信者 ID情報（名前と電話番号）は、Jabberクライアントに表示され
ます。

•使用しているキャリアとトランクの設定によっては、この情報がデバイ
スに表示されることもあります。

•リモート接続先への発信 Dial via Officeコールには、名前として Voice
Connectが、番号としてトランク DIDが表示されます。

•トランクDIDは、Unified CMのトランクパターン、ルートパターン、
またはCiscoゲートウェイで設定します。この設定は、キャリアによっ
て割り当てられることもあります。トランク DIDが設定されていない
場合は、番号フィールドが空白として表示されます。

•必要な通話相手への発信コールでは、Unified Communications Manager
で設定されているCTIリモートデバイスの表示名と電話番号（DN）が
表示されます。

•着信側にリモート接続先番号が表示されることはありません。

発信者 ID情報

Extend and Connect の制限事項

表 7：Extend and Connect の制限事項

説明制約事項

CTIリモートデバイスあたり 10個までリモート接続先を設定でき
ます。

デフォルトで、デバイスあたり 4つのリモート接続先が
サポートされます。デバイスごとにリモート接続先の最

大数を 10個まで設定できます。

（注）

リモート接続先の最大数

•リモート接続先番号は、オフクラスタデバイスを表している
必要があります。

•リモート接続先は、オフクラスタURIにすることができます。

オフクラスタデバイス

電話番号をリモート接続先番号として設定することはできません。電話番号

CiscoJabberを使用して設定されたリモート接続先を保存する前に、
設定されたダイヤルプランによってリモート接続先にルーティン

グ可能かどうかを確認します。

Cisco Jabber
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説明制約事項

アプリケーションダイヤルルールは、CiscoUnifiedCommunications
Manager Administrationインターフェイスと Cisco Jabberで CTIリ
モートデバイスに設定された、すべてのリモート接続先に適用さ

れます。

アプリケーションダイヤルルールでサポートするように

設定された番号形式（nn-nnn-nnnn、E.164、その両方な
ど）をエンドユーザに通知します。

（注）

アプリケーションダイヤル

ルール

リモート接続先番号は、クラスタ内で一意にする必要があります。

複数のユーザが同じリモート接続先番号を使用すること

はできません。

（注）

リモート接続先番号

•リモート接続先番号は、CTIリモートデバイスの再ルーティ
ングコーリングサーチスペースを使用して検証されます。

• Cisco Unified Communications Manager Administrationインター
フェイスと AXLインターフェイスを使用して設定されたリ
モート接続先は検証されません。

リモート接続先検証
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第 6 章

リモートワーカー緊急コール

• リモートワーカー緊急コールの概要, 75 ページ

• リモートワーカー緊急コールの前提条件, 75 ページ

• リモートワーカー緊急コールの設定タスクフロー, 76 ページ

リモートワーカー緊急コールの概要

リモートワーカー緊急コール機能により、顧客はリモートバーチャルプライベートネットワー

ク（VPN）接続を使用した信頼性の高い緊急コールサポートをリモートワーカーに提供できま
す。オフプレミスユーザからの緊急コールは公安応答局（PSAP）にルーティングされ、各コール
ではユーザが提供するロケーション情報が配信されます。

この機能を使用するには、デバイス登録が中断されるたびにリモートワーカーがロケーションを

確認または更新する必要があります。最初に、オフプレミス向けデバイス（顧客のネットワーク

にリモート接続するデバイス）にカスタマイズ可能な免責事項通知が表示されます。この通知は、

正しいロケーション情報を提供するようユーザに指示します。ロケーション情報が提供されると、

指定したデバイスに現在関連付けられているオフプレミスロケーションが表示されます。ユーザ

は現在のロケーションを確認するか、または保存されている別のロケーションをデバイスのディ

スプレイで選択します。新規ロケーションの場合、ユーザに対し、新規ロケーションを作成する

ための Cisco Emergency Responder Off-Premises User Webページが表示されます。

管理者はこのプロセスを完了する前に、デバイスがコールできる接続先を、設定されている 1つ
の接続先だけに制限できます。この操作により、デバイスのユーザは免責事項に同意し、現在の

ロケーション情報を提供した後で、デバイスを通常どおり使用できるようになります。

リモートワーカー緊急コールの前提条件

リモートワーカー緊急コール機能を設定する前に Cisco Emergency Responderで Intrado（サード
パーティ製アプリケーション）を設定する必要があります。CiscoEmergencyResponderでの Intrado
の設定の詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
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emergency-responder/products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Emergency Responder
Administration Guide』を参照してください。

リモートワーカー緊急コールの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

構外デバイスをデバイスのオーナーに関連付けま

す。

リモートワーカーとしてのユー

ザの設定, （76ページ）
ステップ 1   

これらのパラメータは、コーリングサーチスペー

スと接続先番号を指定します。これらは、ユーザ

緊急コールの代替ルーティング

の指定, （77ページ）
ステップ 2   

がロケーションを設定しないことを選択した、登

録済みの構外デバイスから発信されたコールのルー

ティングを制限するために使用されます。これら

のパラメータが設定されていない場合、コールは

通常どおりルーティングされます。

エンドユーザを、デバイスのロケーションを入力

したアプリケーションサーバに直接接続します。

アプリケーションサーバの設

定, （78ページ）
ステップ 3   

構外のエンドユーザの電話機に表示される E911
メッセージを設定します。

E911メッセージの設定, （78
ページ）

ステップ 4   

リモートワーカーとしてのユーザの設定

はじめる前に

Cisco EmergencyResponderで Intradoを設定していることを確認します。Cisco EmergencyResponder
での Intradoの設定の詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
emergency-responder/products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Emergency Responder
Administration Guide』を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機を検索するのに適切な検索条件を入力して、[検索（Find）]をクリックします。
検索基準に一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 リモートワーカー緊急コールを設定する電話機を選択します。
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[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]セクションで、[オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]ド

ロップダウンリストから適切なユーザ IDを選択して、[リモートデバイス（Remote Device）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

緊急コールの代替ルーティングの指定, （77ページ）

緊急コールの代替ルーティングの指定

コーリングサーチスペースと接続先番号を設定するには、次の手順を実行します。これらのパラ

メータは、ユーザがロケーションを設定していない構外に登録してあるデバイスからのコールの

ルーティングを制限するために使用されます。これらのパラメータを設定しない場合、コールは

通常どおりにルーティングされます。

はじめる前に

リモートワーカーとしてのユーザの設定, （76ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communications Manager Administration]から、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [クラスタワイドパラメータ（構外のロケーションへの緊急コール）（Clusterwide Parameters
（Emergency Calling for Required Off-premise Location））]セクションで[緊急コールの接続先の指
定（Alternate Destination for Emergency Call）]を指定します。

ステップ 5 [緊急コール用コーリングサーチスペースの指定（Alternate Calling Search Space for Emergency
Call）]を指定します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

アプリケーションサーバの設定, （78ページ）
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アプリケーションサーバの設定

E911プロキシがCisco Emergency Responderと通信できるようにするには、アプリケーションサー
バを設定する必要があります。E911プロキシは、ユーザがデバイスの場所を入力するアプリケー
ションサーバにユーザを転送するために使用されます。

はじめる前に

緊急コールの代替ルーティングの指定, （77ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [アプリ
ケーションサーバ（Application Server）]の順に選択します。
[アプリケーションサーバの検索と一覧表示（Find and List Application Servers）]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[アプリケーションサーバ（Application Server）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [アプリケーションサーバのタイプ（Application Server Type）]ドロップダウンリストで [CERの
ロケーション管理（CER Location Management）]を選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 5 [名前（Name）]フィールドで、設定するアプリケーションサーバを特定する名前を指定します。
ステップ 6 [IPアドレス（IP Address）]フィールドに、設定するサーバの IPアドレスを入力します。
ステップ 7 [使用可能なアプリケーションユーザ（Available Application Users）]のリストから、アプリケー

ションユーザを選択し、下向きの矢印をクリックします。

ステップ 8 [エンドユーザのURL（EndUser URL）]フィールドに、このアプリケーションサーバに関連付け
られるエンドユーザの URLを入力します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

E911メッセージの設定, （78ページ）

E911 メッセージの設定
次の手順を使用して、構外デバイスの E911メッセージを選択して編集します。
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手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理（CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration）]
で、[システム（System）] > [E911メッセージ（E911 Messages）]を選択します。

ステップ 2 E911メッセージの必要な言語リンクを選択します。
[E911メッセージの設定（E911 Messages Configuration）]ページには、利用規約、免責事項、およ
びエラーメッセージが表示されます。

ステップ 3 必要に応じて、構外デバイスに表示される E911メッセージを編集できます。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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第 III 部

リモートネットワークアクセス
• ワイヤレス LAN（Wireless LAN）, 83 ページ

• Wi-Fiホットスポット, 89 ページ

• VPNクライアント, 91 ページ





第 7 章

ワイヤレス LAN（Wireless LAN）

• ワイヤレス LANの概要, 83 ページ

• ワイヤレス LANの設定タスクフロー, 83 ページ

ワイヤレス LAN の概要
この機能は、電話機でWi-Fiパラメータを設定するユーザの手間を省きます。ユーザに代わって
Wi-Fiプロファイルを設定できます。デバイスは、自動的に、システムからWi-Fi設定をダウン
ロードして適用できます。VPN接続と HTTPプロキシの設定に関連した新しいセキュリティ層を
含む、ネットワークアクセスプロファイルを設定できます。

ワイヤレス LAN の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ワイヤレス LANプロファイルのデバイス
を特定するためにレポートを生成します。

電話機能一覧の生成, （8ページ）ステップ 1   

（任意）

ワイヤレス LANプロファイルにリンクす
るVPNおよびHTTPプロキシを設定するに

ネットワークアクセスプロファイルの

設定, （84ページ）
ステップ 2   

は、ネットワークアクセスプロファイルを

設定します。

共通Wi-Fi設定で無線LANプロファイルを
設定し、企業のデバイスまたはデバイス

プールに適用します。

無線 LANプロファイルの設定, （85
ページ）

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

ワイヤレス LANプロファイルをまとめて
グループ化します。

ワイヤレスLANプロファイルグループ
の設定, （85ページ）

ステップ 4   

デバイスリンクが完了すると、TFTPは既
存のデバイスコンフィギュレーションファ

デバイスまたはデバイスプールへの無

線 LANプロファイルグループのリン
ステップ 5   

イルにワイヤレスLANプロファイルグルーク, （86ページ）を行うには、次のサ
ブタスクのいずれかを実行します。 プを追加し、デバイス（またはデバイス

プールに結び付けられたデバイス）がダウ

ンロードします。
•デバイスへのワイヤレスLANプロ
ファイルグループのリンク, （86
ページ）

•デバイスプールへのワイヤレス
LANプロファイルグループのリン
ク, （87ページ）

ネットワークアクセスプロファイルの設定

ワイヤレス LANプロファイルにリンクできるように VPNおよび HTTPプロキシを設定する場合
は、ネットワークアクセスプロファイルを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イス設定（Device Settings）] > [ネットワークアクセスプロファイル（Network Access Profile）]の
順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ネットワークアクセスプロファイルの設定（Network Access Profile Configuration）]ウィンドウ

のフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘ

ルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

無線 LANプロファイルの設定, （85ページ）
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無線 LAN プロファイルの設定
共通Wi-Fi設定で無線LANプロファイルを設定し、企業のデバイスまたはデバイスプールに適用
します。

はじめる前に

（オプション）ネットワークアクセスプロファイルの設定, （84ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [無線 LANプロファイル（Wireless LAN Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [無線 LANプロファイルの設定（Wireless LAN Profile Configuration）]ウィンドウで各フィールド

を設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ワイヤレス LANプロファイルグループの設定, （85ページ）

ワイヤレス LAN プロファイルグループの設定
ワイヤレス LANプロファイルをまとめてグループ化します。

はじめる前に

無線 LANプロファイルの設定, （85ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [ワイヤレス LANプロファイルグループ（Wireless LAN Profile
Group）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ワイヤレス LANプロファイルグループ設定（Wireless LAN Profile Group Configuration）]ウィン

ドウで各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラ

インヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

デバイスまたはデバイスプールへの無線 LANプロファイルグループのリンク, （86ページ）

デバイスまたはデバイスプールへの無線 LAN プロファイルグループのリンク
デバイスリンクが完了すると、TFTPは、デバイス（またはデバイスプールに関連するデバイス）
がダウンロードする既存のデバイスコンフィギュレーションファイルに無線 LANグループを追
加します。

手順

目的コマンドまたはアクション

デバイスへのワイヤレスLANプロファイルグループのリンク,
（86ページ）

ステップ 1   

デバイスプールへのワイヤレス LANプロファイルグループの
リンク, （87ページ）

ステップ 2   

デバイスへのワイヤレス LAN プロファイルグループのリンク

はじめる前に

ワイヤレス LANプロファイルグループの設定, （85ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のデバイスの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし、
結果のリストから既存のデバイスを選択します。

•新しいデバイスを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックして、[電話のタイプ
（Phone Type）]ドロップダウンリストからデバイスタイプを選択します。

ステップ 3 [ワイヤレス LANプロファイルグループ（Wireless LAN Profile Group）]ドロップダウンリストか
ら、作成したワイヤレス LANプロファイルグループを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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デバイスプールへのワイヤレス LAN プロファイルグループのリンク

デバイスレベルおよびデバイスプールレベルでワイヤレス LANプロファイルグループをリンク
する場合、システムはデバイスプール設定を使用します。

はじめる前に

ワイヤレス LANプロファイルグループの設定, （85ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、、[システム（System）] > [デバ
イスプール（Device Pool）]の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のデバイスプールの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリッ
クし、結果のリストから既存のデバイスプールを選択します。

•新しいデバイスプールを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ワイヤレス LANプロファイルグループ（Wireless LAN Profile Group）]ドロップダウンリストか
ら、作成したワイヤレス LANプロファイルグループを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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第 8 章

Wi-Fi ホットスポット

• Wi-Fiホットスポットの概要, 89 ページ

• Wi-Fiホットスポットプロファイルの設定, 89 ページ

Wi-Fi ホットスポットの概要
この機能により、タブレットやスマートフォンなどのWi-Fiデバイスをデスクの電話を通じてネッ
トワークに接続できるように、デスクの電話を使用してWi-Fiホットスポットを提供できます。
デスクの電話は、Wi-Fi-ホットスポット設定を Cisco Unified Communications Managerから自動的
にダウンロードでき、この設定はこれらのデバイスに適用されます。

Wi-Fi ホットスポットプロファイルの設定

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理（CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration）]
で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [Wi-Fiホットスポットプロファ
イル（Wi-Fi Hotspot Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [Wi-Fiホットスポットプロファイルの設定（Wi-Fi Hotspot Profile Configuration）]ウィンドウで各

フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘル

プを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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第 9 章

VPN クライアント

• VPNクライアントの概要, 91 ページ

• VPNクライアントの前提条件, 91 ページ

• VPNクライアントの設定タスクフロー, 92 ページ

VPN クライアントの概要
Cisco Unified IP Phone向け Cisco VPN Clientにより、在宅勤務の従業員のためのセキュアな VPN
接続が実現します。Cisco VPN Clientの設定はすべて [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）]で設定します。社内で電話を設定したら、ユーザはその電話をブロードバンド
ルータにつなぐだけで瞬時に組織のネットワークに接続できます。

VPNメニューとそのオプションは、米国無制限輸出対象バージョンの Cisco Unified
Communications Managerでは利用できません。

（注）

VPN クライアントの前提条件
電話を事前にプロビジョニングし、社内ネットワーク内で初期接続を確立して電話の設定を取得

します。設定はすでに電話に取り込まれているため、これ以降はVPNを使用して接続を確立でき
ます。
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VPN クライアントの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco IOSの前提条件を満たします。Cisco IOS
VPNを設定するには、このアクションを実行し
ます。

Cisco IOSの前提条件の完了, （
93ページ）

ステップ 1   

IP Phoneで VPNクライアントの Cisco IOSを設
定します。Cisco IOSVPNを設定するには、この
アクションを実行します。

IPフォンをサポートするための
Cisco IOS SSL VPNの設定 , （93
ページ）

ステップ 2   

AnyConnectのASA前提条件を満たします。ASA
VPNを設定するには、このアクションを実行し
ます。

AnyConnect用のASA前提条件の
充足, （95ページ）

ステップ 3   

IP Phoneで VPNクライアントの ASAを設定し
ます。ASAVPNを設定するには、このアクショ
ンを実行します。

IP Phoneでの VPNクライアント
用の ASAの設定, （96ページ）

ステップ 4   

ユーザがリモート電話のファームウェアや設定

情報をアップグレードする際は、長い遅延を回

VPNゲートウェイごとにVPNコ
ンセントレータを設定します。

ステップ 5   

避するため、ネットワーク内で TFTPサーバま
たは Cisco Unified Communications Managerサー
バの近くでVPNコンセントレータをセットアッ
プします。これがネットワーク内で不可能な場

合、代替 TFTPサーバまたはロードサーバを
VPNコンセントレータの横にセットアップする
こともできます。

VPNコンセントレータの証明書をアップロード
します。

VPNコンセントレータの証明書
のアップロード, （99ページ）

ステップ 6   

VPNゲートウェイを設定します。VPNゲートウェイの設定, （99
ページ）

ステップ 7   

VPNグループを作成した後、設定したVPNゲー
トウェイのいずれかをそのグループに追加でき

ます。

VPNグループの設定, （101ペー
ジ）

ステップ 8   

VPNプロファイルを設定する必要があるのは、
複数のVPNグループを使用している場合だけで

次のいずれかを実行します。ステップ 9   

• VPNプロファイルの設定,
（103ページ）

す。[VPN Profile]フィールドは、[VPN Feature
Configuration]フィールドよりも優先されます。

• VPN機能のパラメータの設
定, （105ページ）
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目的コマンドまたはアクション

共通の電話プロファイルにVPNグループおよび
VPNプロファイルを追加します。

共通の電話プロファイルへのVPN
の詳細の追加, （107ページ）

ステップ 10   

CiscoVPNクライアントを実行するには、サポー
トされている Cisco Unified IP Phoneでファーム

Cisco Unified IP Phoneのファーム
ウェアを、VPNをサポートして

ステップ 11   

ウェアリリース 9.0(2)以降が稼動している必要いるバージョンにアップグレード

します。 があります。ファームウェアのアップグレード

方法の詳細については、使用している Cisco
Unified IP Phoneモデルの『CiscoUnified IP Phone
Administration Guide for Cisco Unified
CommunicationsManager』を参照してください。

Cisco Unified IP Phoneを VPNに接続します。VPNをサポートしている Cisco
Unified IP Phoneを使用し、VPN
接続を確立します。

ステップ 12   

Cisco IOS の前提条件の完了
IP電話で VPNクライアントの Cisco IOS設定を作成する前に、次の手順を実行してください。

手順

ステップ 1 Cisco IOSソフトウェアバージョン 15.1(2)T以降をインストールします。
機能セット/ライセンス：IOS ISR-G2用 Universal (Data & Security & UC)

機能セット/ライセンス：IOS ISR用の高度なセキュリティ

ステップ 2 SSL VPNライセンスをアクティベートします。

次の作業

IPフォンをサポートするための Cisco IOS SSL VPNの設定 , （93ページ）

IP フォンをサポートするための Cisco IOS SSL VPN の設定

はじめる前に

Cisco IOSの前提条件の完了, （93ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco IOSをローカルで設定します。
a) ネットワークインターフェイスを設定します。
例：

router(config)# interface GigabitEthernet0/0
router(config-if)# description "outside interface"
router(config-if)# ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
router(config-if)# duplex auto
router(config-if)# speed auto
router(config-if)# no shutdown
router#show ip interface brief (shows interfaces summary)

b) 次のコマンドを使用してスタティックルートとデフォルトルートを設定します。
router(config)# ip route <dest_ip> < mask> < gateway_ip>

例：

router(config)# ip route 10.10.10.0 255.255.255.0 192.168.1.1

ステップ 2 CAPF証明書を生成および登録して LSCの入った IPフォンを認証します。
ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerから CAPF証明書をインポートします。

a) Cisco Unified OS Administrationから、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]を選択します。

この場所は、Unified Communications Managerのバージョンによって変わる可能性が
あります。

（注）

b) Cisco_Manufacturing_CAおよびCAPF証明書を見つけます。.pemファイルをダウンロードし、.txt
ファイルとして保存します。

c) Cisco IOSソフトウェア上にトラストポイントを作成します。
hostname(config)# crypto pki trustpoint trustpoint_name
hostname(config-ca-trustpoint)# enrollment terminal
hostname(config)# crypto pki authenticate trustpoint

Base 64で暗号化された CA証明書を求められた場合は、ダウンロードした .pemファイルのテ
キストをBEGIN行およびEND行とともにコピーし、貼り付けます。他の証明書について、こ
の手順を繰り返します。

d) 次のCisco IOS自己署名証明書を生成してCiscoUnified CommunicationsManagerに登録するか、
または CAからインポートする証明書で置き換えます。

•自己署名証明書を生成します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# crypto key generate rsa general-keys label <name>
<exportable -optional>Router(config)# crypto pki trustpoint <name>
Router(ca-trustpoint)# enrollment selfsigned
Router(ca-trustpoint)# rsakeypair <name> 1024 1024
Router(ca-trustpoint)#authorization username subjectname commonname
Router(ca-trustpoint)# crypto pki enroll <name>
Router(ca-trustpoint)# end
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• Cisco Unified Communications Managerの VPNプロファイルでホスト IDチェックを有効に
して自己署名証明書を生成します。

例：

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# crypto key generate rsa general-keys label <name>
<exportable -optional>Router(config)# crypto pki trustpoint <name>
Router(ca-trustpoint)# enrollment selfsigned
Router(config-ca-trustpoint)# fqdn <full domain
name>Router(config-ca-trustpoint)# subject-name CN=<full domain
name>, CN=<IP>Router(ca-trustpoint)#authorization username
subjectname commonname
Router(ca-trustpoint)# crypto pki enroll <name>
Router(ca-trustpoint)# end

•生成された証明書を Cisco Unified Communications Managerに登録します。

例：

Router(config)# crypto pki export <name> pem terminal

端末からテキストをコピーして .pemファイルとして保存し、これを Cisco Unified OSの
管理を使って Cisco Unified Communications Managerにアップロードします。

ステップ 4 AnyConnectを Cisco IOSにインストールします。
AnyConnectパッケージを cisco.comからダウンロードし、フラッシュにインストールします。

例：

router(config)#webvpn install svc
flash:/webvpn/anyconnect-win-2.3.2016-k9.pkg

ステップ 5 VPN機能を設定します。
電話機で証明書とパスワード認証の両方を使用する場合は、電話機のMACアドレスを
持つユーザを作成します。ユーザ名の照合では、大文字と小文字が区別されます。次

に、例を示します。

username CP-7975G-SEP001AE2BC16CB password k1kLGQIoxyCO4ti9 encrypted

（注）

次の作業

VPNゲートウェイごとに VPNコンセントレータを設定します。

AnyConnect 用の ASA 前提条件の充足
IP電話で VPNクライアントの ASA設定を作成する前に、次の手順を実行してください。
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手順

ステップ 1 ASAソフトウェア（バージョン 8.0.4以降）および互換性のある ASDMをインストールします。
ステップ 2 互換性のある AnyConnectパッケージをインストールします。
ステップ 3 ライセンスをアクティベートします。

a) 次のコマンドを実行して、現在のライセンスの機能を確認してください。
show activation-key detail

b) 必要に応じて、追加の SSLVPNセッションとLinksys電話が有効になっている新しいライセン
スを取得します。

ステップ 4 デフォルト以外の URLをもったトンネルグループが設定されていることを次のように確認して
ください。

tunnel-group phonevpn type remote-access
tunnel-group phonevpn general-attribute
address-pool vpnpool

tunnel-group phonevpn webvpn-attributes
group-url https://172.18.254.172/phonevpn enable

デフォルト以外の URLを設定するときは、次のことを考慮してください。

• ASAの IPアドレスがパブリック DNSにエントリしている場合、これを完全修飾ドメイン名
（FQDN）に置き換えることができます。

• Cisco Unified Communications Managerの VPNゲートウェイでは、単一 URL（FQDNまたは
IPアドレス）のみ使用できます。

•証明書 CNまたはサブジェクト代行名が必要な場合は、グループ URLの FQDNまたは IPア
ドレスを一致させます。

• ASA証明書の CNや SANが FQDNや IPアドレスと一致しない場合は、Cisco Unified
Communications Managerのホスト IDチェックを無効にします。

IP Phone での VPN クライアント用の ASA の設定

ASA証明書を置き換えると、Cisco Unified CommunicationsManagerは使用できなくなります。（注）

IP Phoneで VPNクライアント用に ASAを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ローカル設定
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a) ネットワークインターフェイスを設定します。
例：

ciscoasa(config)# interface Ethernet0/0
ciscoasa(config-if)# nameif outside
ciscoasa(config-if)# ip address 10.89.79.135 255.255.255.0
ciscoasa(config-if)# duplex auto
ciscoasa(config-if)# speed auto
ciscoasa(config-if)# no shutdown
ciscoasa#show interface ip brief (shows interfaces summary)

b) スタティックルートとデフォルトルートを設定します。
ciscoasa(config)# route <interface_name> <ip_address> <netmask> <gateway_ip>

例：

ciscoasa(config)# route outside 0.0.0.0 0.0.0.0 10.89.79.129

c) DNSを設定します。
例：

ciscoasa(config)# dns domain-lookup inside
ciscoasa(config)# dns server-group DefaultDNS
ciscoasa(config-dns-server-group)# name-server 10.1.1.5 192.168.1.67 209.165.201.6

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerおよび ASAに必要な証明書を生成して登録します。
Cisco Unified Communications Managerから次の証明書をインポートします。

• CallManager：TLSハンドシェイク時の Cisco UCMの認証（混合モードのクラスタでのみ必
要）。

• Cisco_Manufacturing_CA：Manufacturer Installed Certificate（MIC;製造元でインストールされ
た証明書）を使用した IP Phoneの認証。

• CAPF：LSCを使用した IP Phoneの認証。

Cisco Unified Communications Managerのこれらの証明書をインポートするには、次の手順を実行
します。

a) Cisco Unified OS Administrationから、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]を選択します。

b) 証明書Cisco_Manufacturing_CAとCAPFを見つけます。.pemファイルをダウンロードし、.txt
ファイルとして保存します。

c) ASAでトラストポイントを作成します。
例：

ciscoasa(config)# crypto ca trustpoint trustpoint_name
ciscoasa(ca-trustpoint)# enrollment terminal
ciscoasa(config)# crypto ca authenticate trustpoint_name

Base 64でエンコードされたCA証明書を求められた場合は、ダウンロードした.pemファイル
内のテキストをBEGIN行およびEND行とともにコピーして、貼り付けます。他の証明書につ
いて、この手順を繰り返します。

d) 次の ASA自己署名証明書を生成して Cisco Unified Communications Managerに登録するか、ま
たは CAからインポートする証明書で置き換えます。
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•自己署名証明書を生成します。

例：

ciscoasa> enable
ciscoasa# configure terminal
ciscoasa(config)# crypto key generate rsa general-keys label <name>
ciscoasa(config)# crypto ca trustpoint <name>
ciscoasa(ca-trustpoint)# enrollment self
ciscoasa(ca-trustpoint)# keypair <name>
ciscoasa(config)# crypto ca enroll <name>
ciscoasa(config)# end

• Cisco Unified Communications Managerの VPNプロファイルでホスト IDチェックを有効に
して自己署名証明書を生成します。

例：

ciscoasa> enable
ciscoasa# configure terminal
ciscoasa(config)# crypto key generate rsa general-keys label <name>
ciscoasa(config)# crypto ca trustpoint <name>
ciscoasa(ca-trustpoint)# enrollment self
ciscoasa(ca-trustpoint)# fqdn <full domain name>
ciscoasa(config-ca-trustpoint)# subject-name CN=<full domain name>,CN=<IP>
ciscoasa(config)# crypto ca enroll <name>
ciscoasa(config)# end

•生成された証明書を Cisco Unified Communications Managerに登録します。

例：

ciscoasa(config)# crypto ca export <name> identity-certificate

端末からテキストをコピーして .pemファイルとして保存し、CiscoUnifiedCommunications
Managerにアップロードします。

ステップ 3 VPN機能を設定します。次の項に示したサンプルの ASA設定の概要を設定のガイドとして利用
できます。

電話機で証明書とパスワード認証の両方を使用する場合は、電話機のMACアドレスを
持つユーザを作成します。ユーザ名の照合では、大文字と小文字が区別されます。次

に、例を示します。

ciscoasa(config)# username CP-7975G-SEP001AE2BC16CB password k1kLGQIoxyCO4ti9
encrypted
ciscoasa(config)# username CP-7975G-SEP001AE2BC16CB attributes
ciscoasa(config-username)# vpn-group-policy GroupPhoneWebvpn
ciscoasa(config-username)#service-type remote-access

（注）

ASA 証明書の設定

ASA証明書の設定の詳細については、http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_
configuration_example09186a0080bef910.shtmlを参照してください
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VPN コンセントレータの証明書のアップロード
VPN機能をサポートするためにセットアップする際に、ASAで証明書を作成します。生成された
証明書を PCまたはワークステーションにダウンロードしてから、このセクションで説明されて
いる手順で Cisco Unified Communications Managerにアップロードします。Cisco Unified
Communications Managerは、電話と VPN間の信頼リストの証明書を保存します。

ASAは SSLハンドシェイク中にこの証明書を送信し、Cisco Unified IP Phoneがこの証明書を電話
と VPN間の信頼リストに格納されている値と比較します。

Cisco Unified IP Phoneは、製造元でインストールされる証明書（MIC）をデフォルトで送信しま
す。認証局プロキシ機能（CAPF）サービスを設定すると、Cisco Unified IP Phoneはローカルで有
効な証明書（LSC）を送信します。

デバイスレベルの証明書認証を使用するには、ASAにルートMICまたは認証局プロキシ機能
（CAPF）をインストールして、Cisco Unified IP Phoneが信頼されるようにします。

Cisco Unified Communications Managerに証明書をアップロードするには、Cisco Unified OS
Administrationを使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]から [セキュリティ（Security）] > [証
明書の管理（Certificate Management）]を選択します。
[証明書の一覧（Certificate List）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [証明書のアップロード]をクリックします。
[証明書のアップロード（Upload Certificate）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [証明書目的（Certificate Purpose）]ドロップダウンリストで、[電話と VPN間の信頼
（Phone-VPN-trust）]を選択します。

ステップ 4 [参照（Browse）]をクリックして、アップロードするファイルを選択します。
ステップ 5 [ファイルのアップロード]をクリックします。
ステップ 6 アップロードする別のファイルを選択するか、[閉じる（Close）]をクリックします。

証明書の管理の詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.htmlの
『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

次の作業

VPNゲートウェイの設定, （99ページ）

VPN ゲートウェイの設定
VPNゲートウェイを追加、更新またはコピーするには、次の手順を実行します。
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はじめる前に

VPNゲートウェイごとに VPNコンセントレータが設定されていることを確認します。VPNコン
セントレータの設定後、VPNコンセントレータの証明書をアップロードします。詳細について
は、VPNコンセントレータの証明書のアップロード, （99ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、 [詳細機能
（Advanced Features）] > [VPN] > [VPNゲートウェイ（VPN Gateway）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

a) 新しいプロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
b) 既存の VPNゲートウェイをコピーするには、適切なプロファイルを見つけ、コピーする VPN
ゲートウェイの横にある [コピー（Copy）]ボタンをクリックします。

c) 既存のプロファイルを更新するには、適切な VPNゲートウェイを見つけて、設定を変更しま
す。

[新規追加（Add New）]をクリックすると、各フィールドがデフォルト設定になっている設定
ウィンドウが表示されます。[コピー（Copy）]をクリックすると、設定ウィンドウにコピーさ
れた設定が表示されます。

ステップ 3 [VPNゲートウェイ設定（VPN Gateway Configuration）]ウィンドウでフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

VPNグループの設定, （101ページ）

関連トピック

VPNクライアントの VPNゲートウェイフィールド, （100ページ）

VPN クライアントの VPN ゲートウェイフィールド

説明フィールド

VPNゲートウェイの名前を入力します。[VPNゲートウェイ名（VPN Gateway Name）]

VPNゲートウェイの説明を入力します。[VPNゲートウェイの説明（VPN Gateway
Description）]
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説明フィールド

ゲートウェイのメインの VPNコンセントレー
タの URLを入力します。

VPNコンセントレータにグループ
URLを設定し、この URLをゲート
ウェイURLとして使用する必要があ
ります。

（注）

設定についての情報は、以下のような VPNコ
ンセントレータのドキュメンテーションを参照

してください。

•『SSL VPN Client (SVC) on ASA with ASDM
Configuration Example』

[VPNゲートウェイの URL（VPN Gateway
URL）]

↑キーと↓キーを使用して、ゲートウェイに証明
書を割り当てます。ゲートウェイに証明書を割

り当てないと、VPNクライアントはこのコンセ
ントレータへの接続に失敗します。

VPNゲートウェイには最大 10の証明
書を割り当てることができます。各

ゲートウェイに少なくとも1つの証明
書を割り当てる必要があります。

Phone-VPN-trust権限に関係付けられ
た証明書だけが、使用可能な VPN証
明書のリストに表示されます。

（注）

[このゲートウェイの VPN証明書（VPN
Certificates in this Gateway）]

VPN グループの設定
VPNグループを追加、更新、またはコピーするには、次の手順を実行します。

はじめる前に

VPNゲートウェイの設定, （99ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理（CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration）]
で、[拡張機能（Advanced Features）] > [VPN] > [VPNグループ（VPN Group）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

a) 新しいプロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
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b) 既存のVPNグループをコピーするには、適切なプロファイルを見つけて、コピーするVPNグ
ループの横にある [コピー（Copy）]ボタンをクリックします。

c) 既存のプロファイルを更新するには、適切な VPNグループを見つけて、その設定を変更しま
す。

[新規追加（AddNew）]をクリックすると、各フィールドにデフォルト設定が含まれた設定ウィ
ンドウが表示されます。[コピー（Copy）]をクリックすると、コピーした設定が含まれた設定
ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [VPNグループの設定（VPN Group Configuration）]ウィンドウ内の各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次のいずれかの作業を実行します。

• VPNプロファイルの設定, （103ページ）

• VPN機能のパラメータの設定, （105ページ）

関連トピック

VPNクライアントの VPNグループフィールド, （102ページ）

VPN クライアントの VPN グループフィールド

定義（Definition）フィールド

VPNグループの名前を入力します。[VPNグループ名（VPN Group Name）]

VPNグループの説明を入力します。[VPNグループの説明（VPNGroupDescription）]

スクロールして、すべての使用可能なVPNゲー
トウェイを確認できます。

[使用可能なすべての VPNゲートウェイ（All
Available VPN Gateways）]
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定義（Definition）フィールド

↑キーと↓キーを使用して、使用可能なVPNゲー
トウェイをこの VPNグループの内外に移動し
ます。

VPNクライアントで重要なエラーが発生し、特
定のVPNゲートウェイに接続できない場合は、
リストの次の VPNゲートウェイへの移動を試
みます。

1つの VPNグループに最大 3つの
VPNゲートウェイを追加できます。
また、VPNグループ内の証明書の合
計数は 10以下にする必要がありま
す。

（注）

[この VPNグループ内で選択されたゲートウェ
イ（Selected VPN Gateways in this VPN Group）]

VPN プロファイルの設定
VPNプロファイルの追加、更新、またはコピーを行うには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理（CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration）]
で、[拡張機能（Advanced Features）] > [VPN] > [VPNプロファイル（VPN Profile）]を選択しま
す。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

a) 新しいプロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
b) 既存のプロファイルをコピーするには、適切なプロファイルを検索し、VPNプロファイルの横
にある[コピー（Copy）]ボタンをクリックします。

c) 既存のプロファイルを更新するには、該当するフィルタを [VPNプロファイルの検索（Find
VPN Profile Where）]で指定し、[検索（Find）]をクリックして設定を変更します。
[新規追加（Add New）]をクリックすると、各フィールドにデフォルト設定が入力された設定
ウィンドウが表示されます。[コピー（Copy）]をクリックすると、コピーした設定が入力され
た設定ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [VPNプロファイル設定（VPN Profile Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

VPNクライアントの VPNプロファイルフィールド, （104ページ）
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VPN クライアントの VPN プロファイルフィールド

定義（Definition）フィールド

VPNプロファイルの名前を入力します。[名前（Name）]

VPNプロファイルの説明を入力します。説明

このチェックボックスをオンにすると、VPNクライアントは、
社内ネットワークの外にいることを検出した場合に限り動作し

ます。

デフォルト：無効

[自動ネットワーク検出を有効
化（Enable Auto Network
Detect）]

最大伝送ユニット（MTU）のサイズをバイト数で入力します。

デフォルト値：1290バイト

[ MTU]

このフィールドは、システムがVPNトンネルの作成中にログイ
ンを待つ、またはオペレーションに接続して完了するまでの時

間を指定します。

デフォルトは 30秒です。

[接続の失敗（Fail toConnect）]

このチェックボックスをオンにすると、ゲートウェイの証明書

の subjectAltNameまたは CNは、VPNクライアントが接続され
ている相手の URLと一致する必要があります。

デフォルト：有効

[ホスト IDチェックを有効化
（Enable Host ID Check）]

ドロップダウンリストから、クライアント認証方法を選択しま

す。

•ユーザおよびパスワード

•パスワードのみ

•証明書（LSCまたはMIC）

[クライアント認証方法（Client
Authentication Method）]

このチェックボックスをオンにすると、ログインの失敗、ユー

ザによる手動のパスワードのクリア、電話のリセットまたは電

源が切れるまで、ユーザのパスワードは電話に保存されます。

[イネーブルパスワード永続化
（Enable Password Persistence）]
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VPN 機能のパラメータの設定

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理（CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration）]
で、 [詳細機能（Advanced Features）] > [VPN] > [VPN機能設定（VPN Feature Configuration）]を選
択します。

ステップ 2 [VPN機能設定（VPN Feature Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールド
とその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次の作業を実行します。

• Cisco Unified IP Phoneのファームウェアを、VPNをサポートしているバージョンにアップグ
レードします。ファームウェアのアップグレード方法の詳細は、ご使用の Cisco Unified IP
Phoneのモデルの『 Cisco Unified IP Phone Administration Guide』を参照してください。

• VPNをサポートしている Cisco Unified IP Phoneを使用し、VPN接続を確立します。

関連トピック

VPN機能のパラメータ, （105ページ）

VPN 機能のパラメータ

[デフォルト（Default）]フィールド

Trueの場合、VPNクライアントは、社内ネッ
トワークの外にいることを検出した場合に限り

動作します。

デフォルト：[いいえ（False）]

[自動ネットワーク検出を有効化（Enable Auto
Network Detect）]

このフィールドは最大伝送ユニットを指定しま

す。

デフォルト値は 1290バイトです。

最小値は 256バイトです。

最大値は 1406バイトです。

[ MTU]
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[デフォルト（Default）]フィールド

このフィールドは、システムがキープアライブ

メッセージを送信するレートを指定します。

これがゼロ以外で、 Cisco Unified
CommunicationsManagerで指定された
値より少ない場合、VPNコンセント
レータのキープアライブ設定はこの

設定を上書きします。

（注）

デフォルトは 60秒です。

最小値：0

最大値：120秒

[キープアライブ（Keep Alive）]

このフィールドは、システムが VPNトンネル
の作成中にログインを待つ、またはオペレー

ションに接続して完了するまでの時間を指定し

ます。

デフォルトは 30秒です。

最小値：0

最大値：600秒

[接続の失敗（Fail to Connect）]

ドロップダウンリストから、クライアント認証

方法を選択します。

•ユーザおよびパスワード

•パスワードのみ

•証明書（LSCまたはMIC）

デフォルト：ユーザおよびパスワード

[クライアント認証方法（Client Authentication
Method）]

Trueの場合、リセットボタンまたは “**# **”
がリセットに使用されると、ユーザパスワード

は電話機内に保存されます。電話機の電源が切

断されたり、工場出荷時の状態にリセットする

と、パスワードは保存されず電話にクレデン

シャルの入力が求められます。

デフォルト：[いいえ（False）]

イネーブルパスワード永続化（EnablePassword
Persistence）

Trueの場合、ゲートウェイの証明書の
subjectAltNameまたはCNがVPNクライアント
が接続する URLに一致する必要があります。

デフォルト：[はい（True）]

[ホスト IDチェックを有効化（Enable Host ID
Check）]
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共通の電話プロファイルへの VPN の詳細の追加

はじめる前に

VPNプロファイルの設定, （103ページ）

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]の順に選択します。
[共通の電話プロファイルの検索と一覧表示（Find and List Common Phone Profiles）]ウィンドウが
開きます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。
検索条件に一致する共通の電話プロファイルの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 4 VPNの詳細を追加する共通の電話プロファイルをクリックします。
[共通の電話プロファイルの設定（Find and List Common Phone Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [VPN情報（VPNInformation）]セクションで、適切な [VPNグループ（VPNGroup）]および [VPN
プロファイル（VPN Profile）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

[設定を適用（Apply Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 8 [OK]をクリックします。

次の作業

次の作業を実行します。

• Cisco Unified IP Phoneのファームウェアを、VPNをサポートしているバージョンにアップグ
レードします。ファームウェアのアップグレード方法の詳細は、ご使用の Cisco Unified IP
Phoneのモデルの『 Cisco Unified IP Phone Administration Guide』を参照してください。

• VPNをサポートしている Cisco Unified IP Phoneを使用し、VPN接続を確立します。
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第 IV 部

モニタリングおよび録音
• サイレントモニタリング, 111 ページ

• 録音（Recording）, 123 ページ





第 10 章

サイレントモニタリング

• サイレントモニタリングの概要, 111 ページ

• サイレントモニタリングの前提条件, 112 ページ

• サイレントモニタリングの設定タスクフロー, 112 ページ

• サイレントモニタリングの連携動作と制限事項, 120 ページ

サイレントモニタリングの概要

サイレントコールモニタリングを使用すると、スーパーバイザが電話での会話を傍受できます。

これが最も一般的に使用されるのは、コールエージェントが顧客と会話するコールセンターで

す。コールセンターでは、コールセンターのエージェントが提供するカスタマーサービスの品

質を保証できるようにする必要があります。サイレントモニタリングにより、スーパーバイザ

は、両方の通話者の声を聞くことができますが、どちらの通話者にもスーパーバイザの声は聞こ

えません。

サイレントモニタリングを呼び出すことができるのは、JTAPIまたは TAPIインターフェイスを
介したCTIアプリケーションのみです。Cisco Unified Contact Center ExpressやCisco Unified Contact
CenterExpressなどのシスコの多数のアプリケーションには、サイレントモニタリングの機能があ
ります。コールをモニタするCTIアプリケーションには、アプリケーションユーザまたはエンド
ユーザのアカウントに対応するモニタリング権限があるはずです。

サイレントモニタリングはコールベースです。スーパーバイザがサイレントモニタリングセッ

ションを呼び出すと、以下が発生します。

•スーパーバイザは、モニタする特定のコールを選択します。

•アプリケーションからの開始モニタリング要求により、スーパーバイザの電話はオフフック
となり、エージェントに対するモニタリングコールが自動的にトリガーされます。

•エージェントの電話はモニタリングコールに自動で応答します。モニタリングコールは、
エージェントに表示されません。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
111



セキュアサイレントモニタリング

セキュアサイレントモニタリングを設定することもできます。セキュアサイレントモニタリン

グにより、暗号化されたメディア（sRTP）コールのモニタリングが可能です。コールのモニタリ
ングは、監視対象のコールのセキュリティステータスに関係なく、エージェントの電話の機能に

より決定される最高レベルのセキュリティを使用して常に確立されます。セキュリティの最高レ

ベルは顧客、エージェント、およびスーパーバイザ間のいずれかのコールでのセキュアメディア

キーの交換により維持されます。保護されたメディアを使用したコールのモニタリングにより、

約 4000 bpsのさらなる帯域幅のオーバーヘッドが伝送されますが、これは標準的なセキュアメ
ディア（sRTP）コールと同様です。

エージェントの電話で暗号化が有効になっている場合、セキュアサイレントモニタリングを可能

にするにはスーパーバイザの電話でも暗号化が有効になっている必要があります。エージェント

の電話で暗号化が有効になっているがスーパーバイザの電話では有効になっていない場合、モニ

タリング要求は失敗します。

Whisper のコーチング

Cisco Unified Communications Managerは、ウィスパーコーチング、顧客が聞いていなくてもモニ
タリングセッションが実行されている一方で、スーパーバイザはエージェントと会話できるサイ

レントモニタリングでの CTI強化もサポートしています。ウィスパーコーチングは CTIアプリ
ケーションでのみ開始できます。サイレントモニタリングが既に設定されている場合、ウィス

パーコーチングには Cisco Unified Communications Managerの追加設定は必要ありません。

サイレントモニタリングの前提条件

サイレントモニタリングを呼び出すことができるのは、外部 CTIアプリケーションのみです。
Cisco Unified Contact Center Enterpriseや Cisco Unified Contact Center Expressなどのシスコアプリ
ケーションは、サイレントモニタリングセッションを開始できます。詳細については、次を参照

してください。

• Cisco Unified Contact Center Enterprise：Cisco Unified Contact Center Enterpriseでサイレントモ
ニタリングをセットアップする方法の詳細については、『Cisco Remote Silent Monitoring
Installation and AdministrationGuide』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-installation-guides-list.html）を参照してください。

• Cisco Unified Contact Center Express：Cisco Unified Contact Center Expressのサイレントモニタ
リングをセットアップする方法の詳細については、『CiscoUnifiedCCXAdministrationGuide』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-express/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してください。

サイレントモニタリングの設定タスクフロー

このタスクフローは、CTIアプリケーションでモニタリング機能を使用するために、CiscoUnified
Communications Managerで実行しなければならないタスクについて説明します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

電話機能リストのレポートを実行して、どの

電話機でサイレントモニタリングがサポート

されているかを判別します。

電話機能一覧の生成, （8ページ）ステップ 1   

エージェントの電話機で組み込みのブリッジ

をオンにします。サービスパラメータを使用

次のいずれかの手順を実行します。ステップ 2   

•クラスタ全体の電話での組み込
みブリッジの有効化,（113ペー
ジ）

してクラスタ全体のデフォルトを設定する

か、または個々の電話機で組み込みのブリッ

ジを有効化できます。

個々の電話機のブリッジ設定は、

クラスタ全体のデフォルト設定を

上書きします。

（注）•電話での組み込みブリッジの有
効化, （114ページ）

サイレントモニタリングを許可するグループ

にスーパーバイザを追加します。

スーパーバイザのモニタリング権限

の有効化, （115ページ）
ステップ 3   

スーパーバイザの電話機でモニタリングコー

リングサーチスペースを設定します。

モニタリングコーリングサーチス

ペースの割り当て, （115ページ）
ステップ 4   

コールの参加者に通知トーンを再生するかど

うかを設定します。

サイレントモニタリングの通知トー

ンの設定, （116ページ）
ステップ 5   

これはオプションです。コールを暗号化する

場合、セキュアサイレントモニタリングを

設定します。

セキュアサイレントモニタリング

の設定, （117ページ）
ステップ 6   

Cisco Unified Contact Center Expressでサイレ
ントモニタリングを設定します。

Cisco Unified Contact Center Express
の設定タスクフロー,（119ページ）

ステップ 7   

クラスタ全体の電話での組み込みブリッジの有効化

組み込みブリッジのクラスタ全体のサービスパラメータを有効に設定すると、クラスタ内のすべ

ての電話で組み込みブリッジのデフォルト設定が有効に変わります。ただし、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウの組み込みブリッジ設定は、クラスタ全体のサービスパラメータを上
書きします。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、CallManagerサービスが実行されているサーバを
選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [有効な組み込みブリッジ（Builtin Bridge Enable）]サービスパラメータを [オン（On）]に設定し

ます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

個々の電話に組み込みブリッジを設定するには、次を参照してください。電話での組み込みブ

リッジの有効化, （114ページ）

または、次を参照してください。スーパーバイザのモニタリング権限の有効化, （115ページ）

電話での組み込みブリッジの有効化

個々の電話で組み込みブリッジを有効にするには、次の手順を使用します。個々の電話の組み込

みブリッジ設定は、クラスタ全体のサービスパラメータを上書きします。

はじめる前に

クラスタ内のすべての電話で組み込みブリッジをデフォルトに設定するには、サービスパラメー

タを使用します。詳細は、クラスタ全体の電話での組み込みブリッジの有効化,（113ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 エージェント電話を選択します。

ステップ 4 [組み込みブリッジ（Built in Bridge）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを
選択します。

• [オン（On）]：組み込みブリッジが有効になります。

• [オフ（Off）]：組み込みブリッジが無効になります。
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• [デフォルト（Default）]：[組み込みブリッジの有効化（BuiltinBridge Enable）]クラスタ全体
サービスパラメータの設定が使用されます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

スーパーバイザのモニタリング権限の有効化, （115ページ）

スーパーバイザのモニタリング権限の有効化

スーパーバイザがエージェントのカンバセーションをモニタできるようにするには、スーパーバ

イザはモニタリングが許可されるグループの一部である必要があります。

はじめる前に

次のいずれかの手順を実行して、エージェントの電話でビルトインブリッジを有効にします。

•クラスタ全体の電話での組み込みブリッジの有効化, （113ページ）

•電話での組み込みブリッジの有効化, （114ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [エンドユーザ（End User）]を選択します。

ステップ 2 スーパーバイザをユーザの一覧から選択します。

ステップ 3 [権限情報（Permissions Information）]セクションで [アクセスコントロールグループに追加（Add
to Access Control Group）]をクリックします。

ステップ 4 [標準 CTI許可コールモニタリング（Standard CTI Allow Call Monitoring）]および [標準 CTIを有
効にする（Standard CTI Enabled）]ユーザグループを追加します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

モニタリングコーリングサーチスペースの割り当て, （115ページ）

モニタリングコーリングサーチスペースの割り当て

モニタリングを機能させるには、モニタリングコーリングサーチスペースをスーパーバイザの

電話回線に割り当てる必要があります。モニタリングコーリングサーチスペースには、スーパー

バイザの電話回線およびエージェントの電話回線の両方を含める必要があります。
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はじめる前に

スーパーバイザのモニタリング権限の有効化, （115ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックしてスーパーバイザの電話機を選択します。
左側のナビゲーションウィンドウに、スーパーバイザの電話機で利用可能な電話回線が表示され

ます。

ステップ 3 モニタリングに使用されるスーパーバイザの電話回線ごとに、次の手順を実行します。

a) 電話回線をクリックします。[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウ
に、電話回線の設定情報が表示されます。

b) [モニタリングコーリングサーチスペース（Monitoring Calling Search Space）]ドロップダウン
リストボックスから、スーパーバイザの電話回線およびエージェントの電話回線の両方を含む

コーリングサーチスペースを選択します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

サイレントモニタリングの通知トーンの設定, （116ページ）

サイレントモニタリングの通知トーンの設定

特定の管轄区域では、コールがモニタされていることを示す通知トーンを、エージェント、顧客、

あるいはその両方向けに再生する必要があります。デフォルトで、Cisco Unified Communications
Managerでは通知トーンが鳴りません。通知トーンを有効にするには、サービスパラメータを設
定する必要があります。

はじめる前に

モニタリングコーリングサーチスペースの割り当て, （115ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスから、CallManagerサービスを実行している
サーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 次のサービスパラメータの値を設定します。
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•エージェントに対して通知トーンを再生するには、[観察対象のターゲットにモニタリング通
知トーンを再生（Play Monitoring Notification Tone To Observed Target）]サービスパラメータ
の値を [True]に変更します。

•顧客に対して通知トーンを再生するには、[観察対象の接続先にモニタリング通知トーンを再
生（Play Monitoring Notification Tone To Observed Connected Parties）]サービスパラメータの
値を [True]に変更します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 サービスパラメータの設定を変更したら、エージェントの電話をリセットします。

次の作業

sRTPを使用する安全なコールをモニタするには、次の手順を参照してください。

セキュアサイレントモニタリングの設定, （117ページ）

セキュアサイレントモニタリングの設定

sRTPを使用したセキュアサイレントモニタリングを設定するには、暗号化を含む電話機のセキュ
リティプロファイルを設定し、それをスーパーバイザの電話機と、モニタ対象のすべてのエー

ジェントの電話機に適用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

エージェントの電話機とスーパーバイザの電

話機に暗号化を含む電話セキュリティプロ

ファイルを設定します。

暗号化電話セキュリティプロファイ

ルの設定 , （117ページ）
ステップ 1   

エージェントの電話機とスーパーバイザの電

話機に暗号化された電話セキュリティプロ

ファイルを適用します。

電話へのセキュリティプロファイル

の割り当て, （118ページ）
ステップ 2   

暗号化電話セキュリティプロファイルの設定

セキュアサイレントモニタリングを設定するには、スーパーバイザの電話機とエージェントの電

話機の電話セキュリティプロファイルで、[デバイスセキュリティモード（DeviceSecurityMode）]
に [暗号化済（Encrypted）]を指定するよう設定する必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [セキュ
リティ（Security）] > [電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい電話セキュリティプロファイルを作成しま
す。

• [検索（Find）]をクリックし、既存の電話セキュリティプロファイルを選択します。

ステップ 3 新しい電話セキュリティプロファイルを作成したら、[電話セキュリティプロファイルタイプ
（Phone Security Profile Type）]ドロップダウンリストボックスからお使いの電話モデルを選択し
ます。

ステップ 4 電話セキュリティプロファイルの [名前（Name）]を入力します。
ステップ 5 [デバイスセキュリティモード（Device Security Mode）]ドロップダウンリストボックスから、

[暗号化済（Encrypted）]を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 スーパーバイザの電話機とエージェントの電話機の電話セキュリティプロファイルを設定するま

で、上記の手順を繰り返します。

次の作業

電話へのセキュリティプロファイルの割り当て, （118ページ）

電話へのセキュリティプロファイルの割り当て

次の手順を実行して、電話に電話セキュリティプロファイルを割り当てます。セキュアサイレン

トモニタリングを機能させるには、電話セキュリティプロファイルをエージェントの電話とスー

パーバイザの電話の両方に割り当てる必要があります。

はじめる前に

暗号化電話セキュリティプロファイルの設定 , （117ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、電話セキュリティプロファイルを設定するエージェント電話を
選択します。

ステップ 3 [デバイスセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]ドロップダウンリストから、設
定したセキュリティプロファイルを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 スーパーバイザの電話に対しても、前述の手順を繰り返します。

Cisco Unified Contact Center Express の設定タスクフロー
このタスクフローでは、Cisco Unified Contact Center Expressのサイレントモニタリングを設定す
るタスクについて説明します。詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-contact-center-express/products-installation-and-configuration-guides-list.html
の『Cisco Unified CCX Administration Guide』を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

[ユーザ管理（UserManagement）]Webページを使
用して、ユーザにスーパーバイザ権限を割り当て

ます。

モニタリングスーパーバイザを

作成します。

ステップ 1   

[リモートモニタ設定（Remote Monitor
Configuration）]Webページを使用して、モニタで

スーパーバイザにリソースおよ

びコンタクトサービスキューを

割り当てます。

ステップ 2   

きるリソースおよびCSQのリストをスーパーバイ
ザに割り当てます。

リモートモニタリングアプリケーションは、

UnifiedCCXPremiumシステムに付属しています。
リモートモニタリングアプリ

ケーションを設定します。

ステップ 3   

スーパーバイザがエージェントの会話をモニタで

きるようにリモートモニタリング機能を使用する

場合は、リモートモニタリングアプリケーション

を設定する必要があります。

[統合 CCXスーパーバイザ（Unified CCX
Supervisor）] Webページでコンタクトサービス
キュー IDを表示します。

リモートモニタリングのコンタ

クトサービスキューを表示しま

す。

ステップ 4   
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サイレントモニタリングの連携動作と制限事項

サイレントモニタリングの連携動作

データのやり取り機能

モニタされるエージェントコールがコールプリザベーションになると、

Cisco Unified Communications Managerはモニタリングコールもコールプ
リザベーションモードにします。

コールプリザベーショ

ン

接続先のスーパーバイザデバイスが、モニタされているエージェントの

セキュリティ機能を超えている限り、CiscoUnifiedCommunicationsManager
はセキュアモニタリングセッションの転送をサポートします。

セキュアモニタリング

コールの転送

録音およびモニタリングされるコールに関しては、録音トーンがモニタ

リングトーンよりも優先されます。コールの録音およびモニタが行われ

ると、録音トーンだけ再生されます。

録音トーン

セキュアトーンが設定されていてコールがセキュアな場合、モニタリン

グトーンが設定されているかどうかに関係なく、コールの開始時にコー

ル参加者にセキュアトーンが再生されます。

セキュアトーンとモニタリングトーンの両方が設定されていると、セ

キュアトーンが一度再生され、続いてモニタリングトーンが再生され

ます。

セキュアトーン、モニタリングトーン、および録音トーンすべてが設

定されていて、コールが録音およびモニタされている場合、セキュア

トーンが一度再生され、続いて録音トーンが再生されます。モニタリン

グトーンは再生されません。

セキュアトーン

サイレントモニタリングの制限事項

制約事項機能

Cisco Unified Communications Managerでは、サイレントモニタリン
グでの割り込みはサポートしていません。エージェントコールがモ

ニタされている場合、共有回線からの割り込みコールが失敗しま

す。エージェントコールへの割り込みがすでに行われている場合、

モニタリングコールが失敗します。

割込み
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制約事項機能

Cisco Unified Communications Managerでは、クラスタ間トランク経
由でのセキュアなサイレントモニタリングの転送をサポートしてい

ません。

クラスタ間トランク経由で

のセキュアなサイレントモ

ニタリングの転送
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第 11 章

録音（Recording）

• 録音の概要, 123 ページ

• 録音の前提条件, 125 ページ

• 録音の設定タスクフロー, 125 ページ

• 録音の連携動作と制限事項, 141 ページ

録音の概要

コール録音は、Cisco Unified Communications Managerの機能の 1つで、録音サーバがエージェン
トの会話を記録できるようにします。コール録音は、コールセンターや金融機関などの企業には

不可欠な機能の 1つです。コール録音機能は、エージェントと顧客のRTPメディアストリームの
コピーを SIPトランクを介して録音サーバに送信します。幅広い音声分析アプリケーションに適
切に対応できるように、各メディアストリームは個別に送信されます。

Cisco Unified Communications Managerは IPフォンベースの録音やネットワークベースの録音機能
を提供しています。

• IPフォンベースの録音では、録音メディアのソースは電話機です。電話機は、2つのメディ
アストリームをレコーディングサーバに分岐させます。

•ネットワークベースの録音では、録音メディアのソースは電話機またはゲートウェイです。
ネットワークベースの録音を実装すると、お使いのネットワークのゲートウェイは、SIPト
ランクを介して Cisco Unified Communications Managerと接続する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerは単一クラスタと複数クラスタの両方の環境でのコールの
録音をサポートしており、以下の 3つの異なる録音モードを提供しています。

•自動サイレント録音：自動サイレント録音は、ラインアピアランスのすべてのコールを自動
的に録音します。Cisco Unified Communications Managerは、アクティブな録音セッションが
確立されたことを示す視覚的な表示を電話機上に出さずに自動的に録音セッションを起動し

ます。
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•選択的サイレント録音：スーパーバイザはCTI対応デスクトップを介して録音セッションを
開始または停止できます。また、レコーディングサーバは、事前に定義済みのビジネスルー

ルとイベントに基づいてセッションを起動できます。アクティブな録音セッションが確立さ

れたことを示す視覚的な表示は電話機上に出ません。

•選択的ユーザコールの録音：エージェントがどのコールを録音するかを選択できます。エー
ジェントはCTI対応デスクトップ経由か、ソフトキーまたはプログラム可能な回線キーを使
用して録音セッションを起動します。選択的ユーザ録音を使用すると、Cisco IPPhone上に録
音セッションのステータスメッセージが表示されます。

録音メディアソースの選択

ネットワークベースの録音を設定すると、エージェントの電話回線の録音メディアの優先ソース

として電話またはゲートウェイを設定する必要があります。ただし、導入方法によっては、Cisco
Unified CommunicationsManagerは、録音メディアソースとしてユーザの望む選択肢を選ばない可
能性があります。次の表に、Cisco Unified Communications Managerが録音メディアソースを選択
するために使用するロジックを表示します。

表 8：録音メディアソースの選択

選択された優先メディ

アソース

コールパスのゲート

ウェイか?
メディアタイプ

（Media Type）
優先メディアソース

ゲートウェイ[はい（Yes）]非セキュア（RTP）ゲートウェイ

電話[いいえ（No）]

電話[はい（Yes）]セキュア（sRTP）

電話[いいえ（No）]

電話[はい（Yes）]非セキュア（RTP）電話

電話[いいえ（No）]

電話[はい（Yes）]セキュア（sRTP）

電話[いいえ（No）]

最初の選択が利用できない場合の代替録音メディアソース

Cisco Unified Communications Managerが選択する録音メディアソースが利用できない場合、Cisco
Unified Communications Managerは代替ソースの利用を試行します。次の表に、Cisco Unified
Communications Managerが録音メディアの代替ソースを選択するために使用するロジックを表示
します。
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表 9：最初の選択が利用できない場合の代替録音メディアソース

電話を優先ゲートウェイを優先選択された優先メディアソー

ス

電話コールパスの最初のゲートウェ

イ

最初の試行

コールパスの最初のゲートウェ

イ

コールパスの最後のゲートウェ

イ

2番目の試行

コールパスの最後のゲートウェ

イ

電話3番目の試行

録音の前提条件

• Cisco IP Phoneの対応機種：録音に対応している Cisco Unified IP Phoneの一覧を表示するに
は、Cisco Unified Reportingにログインし、[Unified CM Phone機能一覧（Unified CM Phone
FeatureList）]のレポートを実行して機能に [録音（Record）]を選択します。詳細な手順につ
いては、電話機能一覧の生成, （8ページ）を参照してください。

•ゲートウェイの対応機種：録音に対応しているゲートウェイの詳細については、https://
developer.cisco.com/web/sip/wiki/-/wiki/Main/Unified+CM+Recording+Gateway+Requirementsを参
照してください。

録音の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

録音プロファイルを作成します。録音プロファイルの作成, （127ペー
ジ）

ステップ 1   

レコーダーに会議ブリッジ IDを提供する
場合は、SIPプロファイルを設定します。

これはオプションです。録音のための

会議ブリッジ IDを使用した SIPプロ
ファイルの設定, （127ページ）

ステップ 2   

レコーダーを SIPトランクデバイスとし
て設定します。

録音に使用するSIPトランクの設定, （
128ページ）

ステップ 3   

レコーダーにルーティングするルートパ

ターンを作成します。

録音のルートパターンの設定, （129
ページ）

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

録音用のエージェント電話回線を設定しま

す。

録音のためのエージェントプロファイ

ル回線の設定, （129ページ）
ステップ 5   

エージェントの電話を録音メディアのソー

スとして使用するには、電話のビルトイン

エージェントの電話のビルトインブ

リッジを有効にします。次のいずれか

ステップ 6   

ブリッジを録音用に有効にする必要がありのタスクを実行して、録音用のビルト

インブリッジを有効にします。 ます。サービスパラメータを使用して、

ビルトインブリッジのデフォルトをクラ•クラスタでの組み込みブリッジの
有効化 , （130ページ）

スタ全体に設定したり、個々の電話のビル

トインブリッジを有効にしたりできます。

個々の電話のビルトインブリッ

ジの設定により、クラスタ全体

のデフォルトがオーバーライド

されます。

（注）•電話での組み込みブリッジの有効
化, （131ページ）

ゲートウェイにユニファイドコミュニケー

ションのサービスを設定します。

録音向けのゲートウェイの有効化, （
132ページ）

ステップ 7   

通話の録音時に、通知音を再生するかどう

かを設定します。

録音通知トーンの設定, （133ページ）ステップ 8   

レコーディングサーバの冗長性を設定し

ます。レコーディングサーバの冗長性を

これはオプションです。ルートグルー

プを使用した録音の冗長性の設定, （
133ページ）

ステップ 9   

設定する方法は多数あります。導入内容に

適した冗長方式については、ベンダーに確

認してください。

電話の [録音（Record）]機能ボタンまたは
ソフトキーを設定します。

電話で機能ボタンを使用するか、ソフ

トキーを使用するかに応じて、次のい

ずれかの手順を実行します。

ステップ 10   

•録音機能ボタンの設定,（135ペー
ジ）

• [録音（Record）]ソフトキーの設
定, （137ページ）
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録音プロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
ス設定（Device Settings）] > [録音プロファイル（Recording Profile）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、録音プロファイルの名前を入力します。
ステップ 4 [録音コーリングサーチスペース（Recording Calling Search Space）]フィールドで、レコーディン

グサーバ用に設定されたルートパターンを持つパーティションを含むコーリングサーチスペー

スを選択します。

ステップ 5 [録音宛先アドレス（Recording Destination Address）]フィールドに、レコーディングサーバ用に
設定されたルートパターンを持つパーティションを含むレコーダの電話番号または URLを入力
します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

録音のための会議ブリッジ IDを使用した SIPプロファイルの設定, （127ページ）

録音のための会議ブリッジ ID を使用した SIP プロファイルの設定
Cisco Unified Communications Managerで会議ブリッジ IDをレコーダーに配信する場合は、次の手
順を実行して SIPプロファイルを設定します。

はじめる前に

録音プロファイルの作成, （127ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profiles）]を選択します。

ステップ 2 ネットワークに使用する SIPプロファイルを選択します。
ステップ 3 [会議ブリッジ IDを配信する（Deliver Conference Bridge Identifier）]チェックボックスをオンにし

ます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

録音に使用する SIPトランクの設定, （128ページ）

録音に使用する SIP トランクの設定
次の手順を実行して、[SIPトランク設定（SIPTrunkConfiguration）]ウィンドウでレコーディン
グサーバ情報を指定します。

はじめる前に

録音のための会議ブリッジ IDを使用した SIPプロファイルの設定, （127ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [トラン
ク（Trunk）]を選択します。

ステップ 2 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから [SIPトランク（SIP Trunk）]を選択
します。

ステップ 3 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [なし（None）]を選択します。
ステップ 4 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストから、ネットワークで使用する SIPプロ

ファイルを選択します。

ステップ 5 SIP情報ペインの [宛先アドレス（Destination Address）]フィールドに、レコーディングサーバの
IPアドレス、完全修飾ドメイン名あるいは DNS SRVレコードを入力します。

ステップ 6 [録画情報（Recording Information）]ペインから、次のいずれかのオプションを選択します。

•なし—トランクは録音には使用されません。

•このトランクをレコーディング対応ゲートウェイに接続する

•このトランクをレコーディング対応ゲートウェイのある他のクラスタに接続する

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

メインのレコーディングサーバを設定しているか、あるいは、冗長性のために複数のレコーディ

ングサーバを設定しているかによって、次の手順のいずれかを実行してください。

•録音のルートパターンの設定, （129ページ）

•ルートグループへの録音サーバの追加, （134ページ）
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録音のルートパターンの設定

この手順では、録音専用のルートパターンの設定について説明します。録音サーバにルートする

ルートパターンを設定する必要があります。

はじめる前に

録音に使用する SIPトランクの設定, （128ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいルートパターンを作成します。
ステップ 3 [ルートパターンの設定（Route PatternConfiguration）]ウィンドウ内の各フィールドを設定しま

す。詳細なフィールドの説明については、オンラインヘルプシステムを参照してください。

ステップ 4 通話録音するには、次のフィールドに値を入力します。

• [パターン（Pattern）] —録音プロファイルから録画宛先アドレスに一致するパターンを入力
します。

• [ゲートウェイ/ルートリスト（Gateway/Route List）] —レコーディングサーバまでを示した
SIPトランクまたはルートリストを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

録音のためのエージェントプロファイル回線の設定, （129ページ）

録音のためのエージェントプロファイル回線の設定

はじめる前に

録音のルートパターンの設定, （129ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 エージェントの電話を選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 左側の [関連付け（Association）]ペインで、エージェントの電話回線をクリックします。
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[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが開き、エージェントの電話回線
の設定が表示されます。

ステップ 5 [録音オプション（Recording Option）]ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを
選択します。

• [通話録音の無効化（Call Recording Disabled）]：この電話回線の通話は録音されません。

• [通話録音の自動有効化（Automatic Call Recording Enabled）]：この電話回線の通話はすべて
録音されます。

• [通話録音の選択的有効化（Selective Call Recording Enabled）]：この電話回線の選択された通
話のみ録音されます。

ステップ 6 [録音プロファイル（Recording Profile）]ドロップダウンリストから、エージェントに対して設定
されている録音プロファイルを選択します。

ステップ 7 [録音メディアソース（Recording Media Source）]ドロップダウンリストから、録音メディアの優
先ソースとしてゲートウェイまたは電話を使用するかどうかを選択します。

ステップ 8 マルチレベル優先順位およびプリエンプション（MLPP）も設定している場合は、[話中トリガー
（Busy Trigger）]フィールドを最小値の [3]に設定します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次のいずれかの手順を実行して、電話のビルトインブリッジを有効にします。

•クラスタでの組み込みブリッジの有効化 , （130ページ）

•電話での組み込みブリッジの有効化, （131ページ）

クラスタでの組み込みブリッジの有効化

クラスタ全体のサービスパラメータ [組み込み型ブリッジ（Built-in-Bridge）]を有効にすると、ク
ラスタ内のすべての電話で [組み込み型ブリッジ（Built-in-Bridge）]のデフォルト設定が有効にな
ります。ただし、個々の電話の [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウでの [組み込み型
ブリッジ（Built-in-Bridge）]の設定は、該当する電話でデフォルトオプションが選択されていな
い場合、クラスタ全体のサービスパラメータ設定を上書きします。

はじめる前に

録音のためのエージェントプロファイル回線の設定, （129ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、CallManagerサービスが実行されているサーバを
選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [有効な組み込みブリッジ（Builtin Bridge Enable）]サービスパラメータを [オン（On）]に設定し

ます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

個々の電話の組み込みブリッジを設定するには、次を参照してください。電話での組み込みブ

リッジの有効化, （131ページ）

あるいは、次を参照してください。録音向けのゲートウェイの有効化, （132ページ）

電話での組み込みブリッジの有効化

個々の電話機で組み込みブリッジを有効にするには、次の手順を使用します。デフォルトのオプ

ションが選択されていない場合、[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [組み込み
ブリッジ設定（Built in Bridge setting）]がクラスタ全体のサービスパラメータを上書きします。

はじめる前に

次の情報を参照してください。録音のためのエージェントプロファイル回線の設定, （129ペー
ジ）

必要に応じて、サービスパラメータを使用して、クラスタ全体での組み込みブリッジのデフォル

トを設定します。詳細の参照先：クラスタでの組み込みブリッジの有効化 , （130ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 エージェント電話を選択します。

ステップ 4 [組み込みブリッジ（Built in Bridge）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを
選択します。

• [オン（On）]：組み込みブリッジが有効になります。

• [オフ（Off）]：組み込みブリッジが無効になります。
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• [デフォルト（Default）]：[組み込みブリッジの有効化（BuiltinBridge Enable）]クラスタ全体
サービスパラメータの設定が使用されます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

録音向けのゲートウェイの有効化, （132ページ）

録音向けのゲートウェイの有効化

録音用にゲートウェイを設定するには、ユニファイドコミュニケーションゲートウェイサービ

スを有効にする必要があります。次のタスクフローには、ユニファイドコミュニケーションゲー

トウェイサービスを有効にするためのプロセスの概要が含まれています。

はじめる前に

電話での組み込みブリッジの有効化, （131ページ）

手順

ステップ 1 デバイスで Cisco Unified Communications Manager IOSサービスを設定します。
ステップ 2 XMFプロバイダーを設定します。
ステップ 3 ユニファイドコミュニケーションゲートウェイサービスを確認します。

例を含む詳細な設定手順については、次のいずれかのドキュメントの「CiscoUnifiedCommunications
ゲートウェイサービス」の章を参照してください。

• ASRルータについては、『CiscoUnified Border Element (Enterprise) Protocol-Independent Features
and SetupConfigurationGuide』を参照してください。http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/
ios/voice/cube_proto/configuration/xe-3s/cube-proto-xe-3s-book/voi-cube-uc-gateway-services.htmlに
ある『Cisco IOS XE Release 35』

• ISRルータについては、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/cube_proto/
configuration/15-mt/cube-proto-15-mt-book/voi-cube-uc-gateway-services.htmlにある『Cisco Unified
Border Element Protocol-Independent Features and Setup Configuration Guide, Cisco IOS Release
15M&T』を参照してください。

次の作業

録音通知トーンの設定, （133ページ）
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録音通知トーンの設定

法的なコンプライアンスのため、周期的なトーンの形で明確な通知をエージェント、発信者、ま

たはその両方に聴覚的に伝達し、録音セッションが進行中であることを示すことができます。こ

のトーンを無効にすることもできます。

録音トーンとモニタリングトーンの両方の設定が同じコールに対して有効になっている場合、

録音トーンの設定は、モニタリングトーンの設定を上書きします。

（注）

はじめる前に

録音向けのゲートウェイの有効化, （132ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサーバ
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 通知トーンをエージェントに対して再生するには、[録音通知トーンを監視対象のターゲット（エー

ジェント）に対して再生する（Play Recording Notification Tone to Observed Target (agent)）]サービ
スパラメータを [True]に設定します。

ステップ 5 通知トーンを顧客に対して再生するには、[録音通知トーンを監視対象の接続済み参加者（顧客）
に対して再生する（Play Recording Notification Tone To Observed Connected Parties (customer)）]サー
ビスパラメータを [True]に設定します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

これはオプションです。ルートグループを使用した録音の冗長性の設定, （133ページ）

ルートグループを使用した録音の冗長性の設定

このタスクフローでは、ルートグループを使用して録音の冗長性を設定する方法について説明し

ます。導入での録音の冗長性を設定する方法については、ベンダーにお問い合わせください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

各録音サーバに個別のSIPトランクを設
定します。

録音に使用する SIPトランクの設定,
（128ページ）

ステップ 1   

録音 SIPトランクをルートグループに
追加します。

ルートグループへの録音サーバの追

加, （134ページ）
ステップ 2   

録音ルートグループをルートリストに

追加します。

ルートリストへのルートグループの

追加, （135ページ）
ステップ 3   

そのルートリストに録音コールをルー

ティングするルートパターンを設定し

ます。

録音のルートパターンの設定, （129
ページ）

ステップ 4   

ルートグループへの録音サーバの追加

録音に使用する SIPトランクの設定, （128ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルート（Call Route）] >
[ルートハント/リスト（RouteHunt/List）] > [ルートグループ（RouteGroup）]の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のルートグループを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいルートグループを作成します。

ステップ 3 [ルートグループの設定（Route Group Configuration）]ウィンドウのフィールドを完成させます。
フィールドとそのオプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [使用可能なデバイス（Available Devices）]ペインで、各レコーディングサーバが [選択されたデ
バイス（Selected Devices）]ペインに表示されるまで、レコーディングサーバを設定した SIPト
ランクごとに SIPトランクを選択して [ルートグループに追加（Add to Route Group）]を選択しま
す。

ステップ 5 各レコーディングサーバの優先順位設定を調整するには、上矢印および下矢印を使用します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ルートリストへのルートグループの追加, （135ページ）
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ルートリストへのルートグループの追加

はじめる前に

ルートグループへの録音サーバの追加, （134ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートリスト（Route List）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの選択肢を実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のルートリストを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいルートリストを作成します。

ステップ 3 [ルートグループの追加（Add Route Group）]をクリックします。
[ルートリスト詳細（Route List Details）]設定ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ルートグループ（Route Group）]ドロップダウンリストから、録音サーバ用に作成したルート
グループを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [ルートリストの設定（Route List Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドに入力します。

フィールドの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

録音のルートパターンの設定, （129ページ）

録音機能ボタンの設定

電話機に機能ボタンがある場合、電話機に録音機能ボタンを割り当てるには、次の手順を使用し

ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

[録音（Record）]ボタンを含む電話ボタ
ンテンプレートを設定します。

録音の電話ボタンテンプレートの設定,
（136ページ）

ステップ 1   

録音用に作成した電話ボタンテンプレー

トを電話に関連付けます。

電話と電話ボタンテンプレートの関連

付け, （137ページ）
ステップ 2   

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
135

録音の設定タスクフロー



録音の電話ボタンテンプレートの設定

録音機能ボタンを含む電話ボタンテンプレートを作成します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。
[電話ボタンテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
サポートされている電話のテンプレートの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。作成しない場合

は次のステップに進みます。

a) 電話モデルのデフォルトテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
b) [電話ボタンテンプレート情報（PhoneButtonTemplate Information）]フィールドに、テンプレー
トの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加する場合は、次の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

電話と電話ボタンテンプレートの関連付け, （137ページ）
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電話と電話ボタンテンプレートの関連付け

[録音（Record）]ボタン用に作成した電話ボタンテンプレートを電話に関連付けます。

はじめる前に

録音の電話ボタンテンプレートの設定, （136ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索/一覧表示（FindandList Phones）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するための [（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボックスが表
示されます。

[録音（Record）] ソフトキーの設定
電話機でソフトキーを使用する場合、次のタスクを実行して、電話機に [録音（Record）]ソフト
キーを追加します。[録音（Record）]ソフトキーは機能ハードキーテンプレートを備えた Cisco
Chaperone Phoneに接続されたコールの状態にのみ使用できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

[録音（Record）]ソフトキーが含まれたソ
フトキーテンプレートを設定します。

録音のソフトキーテンプレートの設定,
（138ページ）

ステップ 1   

ソフトキーテンプレートを電話に直接、

または共通デバイス設定に関連付けます。

次のいずれかの手順を実行します。ステップ 2   

•電話機とソフトキーテンプレートの
関連付け, （139ページ）

そのあとに、共通デバイス設定を電話機

のグループに関連付けることができます。
•共通デバイス設定とソフトキーテン
プレートの関連付け,（139ページ）
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録音のソフトキーテンプレートの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

次のいずれかの作業を実行します。

•電話機とソフトキーテンプレートの関連付け, （139ページ）

•共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け, （139ページ）

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

[録音（Record）]ソフトキーが含まれているソフトキーテンプレートを電話機と直接関連付ける
ことで、電話機に [録音（Record）]ソフトキーを割り当てることができます。

はじめる前に

録音のソフトキーテンプレートの設定, （138ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

このタスクフローは、共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを関連付けることにより、電

話に [録音（Record）]ソフトキーを追加する方法を説明します。

はじめる前に

録音のソフトキーテンプレートの設定, （138ページ）
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手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加,（245
ページ）

ステップ 1   

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （246ページ）ステップ 2   

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

はじめる前に

録音のソフトキーテンプレートの設定, （138ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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次の作業

電話への共通デバイス設定の追加, （141ページ）

電話への共通デバイス設定の追加

はじめる前に

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け, （139ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

録音の連携動作と制限事項

連携動作と制限事項機能

録音およびモニタリングされるコールに関しては、録音トーンがモニタリ

ングトーンよりも優先されます。両方が設定されていて、コールの録音お

よびモニタリングの両方が行われる場合、録音トーンが再生されます。

モニタリングトーン

（Monitoring Tones）

また、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）も設定している場合、
録音を行うエージェント電話回線の [ビジートリガー（Busy Trigger）]の
設定は少なくとも 3に設定する必要があります。

Multilevel Precedence
and Preemption
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連携動作と制限事項機能

セキュアトーンが設定されている場合、録音トーンが設定されているかど

うかに関わらず、通話の両側でセキュアコールの最初にセキュアトーン

が再生されます。

セキュアトーンと録音トーンの両方が設定されていてコールがセキュアで

ある場合、コールの最初にセキュアトーンが 1回再生され、続いて録音
トーンが再生されます。

セキュアトーン、録音トーン、モリタリングトーンのすべてが設定され

ており、コールがセキュアで録音とモニタリングが行われる場合、セキュ

アトーンが1回再生され、続いて録音トーンが再生されます。モニタリン
グトーンは再生されません。

セキュアトーン

エージェント：Customer Voice Portalを経由してルーティングされる顧客
のコールは、エージェントの電話機を録音ソースとして使用して録音でき

ます。

Customer Voice Portal

ゲートウェイを録音ソースとして使用している場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerとゲートウェイ間に SIPプロキシサーバを配置す
ることはできません。

SIPプロキシサーバ

録音のセッションはそれぞれBusyHourCallCompletion（BHCC）のレート
に 2コールを追加し、CTIリソースへの影響を最小限に抑えます。

Busy Hour Call
Completionレート
（Busy Hour Call
Completion Rate）

選択的な録音が設定されている場合、Media Senseサーバでは転送中のコ
ンサルトコールは録音されません。たとえば、エージェントと顧客間の

コールが録音中であり、エージェントが次のエージェントにコールの転送

を開始した場合、コールが転送される前にこの2つのエージェント間で発
生するコンサルトコールは録音されません。

コンサルトコールが必ず録音されるようにするには、エージェントはコン

サルトコールの開始時に [録音（Record）]ソフトキーを押す必要があり
ます。

MediaSenseを使用し
た選択的な録音
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第 V 部

コールセンター機能
• エージェントのグリーティング, 145 ページ

• Auto-Attendant, 149 ページ

• Manager Assistant, 161 ページ





第 12 章

エージェントのグリーティング

• エージェントグリーティングの概要, 145 ページ

• エージェントグリーティングの前提条件, 145 ページ

• エージェントのグリーティング設定のタスクフロー, 146 ページ

• エージェントグリーティングのトラブルシューティング, 148 ページ

エージェントグリーティングの概要

エージェントグリーティングにより、Cisco Unified Communications Managerは、エージェントデ
バイスへのメディア接続が成功した後で、録音済みのアナウンスを自動的に再生できます。エー

ジェントグリーティングは、エージェント側にもカスタマー側にも聞こえます。

グリーティングの録音プロセスは、ボイスメールのメッセージの録音に似ています。コンタクト

センターのセットアップ方法に応じて、発信者のタイプごとに再生される異なるグリーティング

を録音できます（たとえば、英語を話す人には英語のグリーティング、イタリア語を話す人には

イタリア語のグリーティングなど）。

デフォルトでは、エージェントデスクトップにログインするときにエージェントグリーティング

が有効になりますが、必要に応じてオフまたはオンにできます。

エージェントグリーティングの前提条件

• Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール。http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-installation-guides-list.htmlにある
『Cisco Unified Contact Center Enterprise Installation and Upgrade Guide』を参照してください。

• Cisco Unified Customer Voice Portalのインストール。http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-customer-voice-portal/products-installation-guides-list.htmlにある
『Installation and Upgrade Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照してください。
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エージェントのグリーティング設定のタスクフロー

エージェントのグリーティング設定タスクは、CiscoUnifiedContactCenter Enterprise（UnifiedCCE）
および Cisco Unified Customer Voice Portal（Unified CVP）で完了します。次のタスクの詳細な手順
を表示するには、『Cisco Unified Contact Center Enterprise Features Guide』（http://www.cisco.com/
c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-feature-guides-list.html）
の「Agent Greeting」セクションを参照してください。

はじめる前に

ビルトインブリッジを有効にしてください。詳細を表示するには、ビルトインブリッジの設定,
（147ページ）を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

エージェントのグリーティングはUnifiedCVPメ
ディアサーバを使用して、プロンプトおよびグ

リーティングファイルを格納して提供します。

エージェントのグリーティングの

メディアサーバを設定します。

ステップ 1   

•メディアサーバとして機能
するサーバを設定します。

• UnifiedCVPでメディアサー
バを追加します。

•ファイルを記述するメディ
アサーバを設定します。

Unified CVP Release 9.0(1)と共に出荷される .tcl
スクリプトファイルには、エージェントのグリー

Voice Extensible Markup Language
（VXML）ゲートウェイに .tclス
クリプトを再パブリッシュしま

す。

ステップ 2   

ティングをサポートするための更新が含まれて

います。これらの更新されたファイルを VXML
ゲートウェイに再パブリッシュする必要があり

ます。

VXMLゲートウェイへのスクリプトの再パブリッ
シュはUnifiedCVPアップグレードでの標準作業
です。Unified CVPのアップグレードとスクリプ
トの再パブリッシュを行わなかった場合、エー

ジェントのグリーティングを使用する前にスク

リプトを再パブリッシュする必要があります。

十分なパフォーマンスを保証するには、VXML
ゲートウェイで最大に許容されるキャッシュの

VXMLゲートウェイのキャッシュ
サイズを設定します。

ステップ 3   

サイズを設定します。最大サイズは 100メガバ
イトです。デフォルトは 15キロバイトです。
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目的コマンドまたはアクション

VXMLゲートウェイで最大に許容されるキャッ
シュのサイズの設定に失敗すると、メディアサー

バへのトラフィックの増加に対するパフォーマ

ンスが遅くなる可能性があります。

エージェントがグリーティングの録音時に聞く

各ボイスプロンプトのオーディオファイルを作

成します。

グリーティングを録音するための

ボイスプロンプトを作成します。

ステップ 4   

エージェントのグリーティングの録音および再

生を完了します。

コールタイプを設定します。ステップ 5   

エージェントのグリーティングの録音および再

生を完了します。

着信番号を設定します。ステップ 6   

スクリプトをスケジュールしま

す。

ステップ 7   

Unified CVPと対話するためのエージェントのグ
リーティングレコードとプレイスクリプトの場

合、ネットワークVRUスクリプトが必要です。

ネットワーク VRUスクリプトを
定義します。

ステップ 8   

（オプション）サンプルのエー

ジェントグリーティングのスク

リプトをインポートします。

ステップ 9   

エージェントグリーティングの再生スクリプト

を使用するために Unified CCEコールルーティ
ングスクリプトを変更します。

Unified CCEコールルーティング
スクリプトを変更します。

ステップ 10   

ビルトインブリッジの設定

個々の電話の [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [組み込みブリッジ（Built in
Bridge）]フィールドの設定は、[組み込みブリッジの有効化（Builtin Bridge Enable）]クラスタ全
体サービスパラメータの設定を上書きします。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 エージェント電話を選択します。

ステップ 4 [組み込みブリッジ（Built in Bridge）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを
選択します。

• [オン（On）]：組み込みブリッジが有効になります。

• [オフ（Off）]：組み込みブリッジが無効になります。

• [デフォルト（Default）]：[組み込みブリッジの有効化（BuiltinBridge Enable）]クラスタ全体
サービスパラメータの設定が使用されます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

エージェントグリーティングのトラブルシューティング

エージェントグリーティングの問題をトラブルシューティングする方法については、『Agent
Greeting and Whisper Announcement Feature Guide for Cisco Unified Contact Center Enterprise Guide』
（http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cust_contact/contact_center/ipcc_enterprise/
ipccenterprise8_5_1/configuration/guide/agwa85fg.pdf）の「Troubleshooting Agent Greeting」を参照し
てください。“”
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第 13 章

Auto-Attendant

• 自動応答の概要, 149 ページ

• Cisco Unity Connectionの設定, 150 ページ

• Cisco Unified CCXの設定, 157 ページ

• Cisco Unity Expressの設定, 159 ページ

自動応答の概要

自動応答により、発信者は受付と対話せずに組織内のユーザを見つけることができます。発信者

に対して再生される音声ガイダンスをカスタマイズできます。

自動応答は Cisco Unified Communications Managerと連携して、特定の内線番号へのコールを受信
します。このソフトウェアは、発信者と対話し、連絡しようとしている組織内の通話相手の内線

番号を発信者が検索して選択できるようにします。

自動応答には次の機能があります。

•通話に応答する

•ユーザが設定可能なウェルカム音声ガイダンスを再生します。

•発信者に次の 3つのアクションの 1つを実行するように求めるメインメニューの音声ガイダ
ンスを再生します。

◦オペレータにつなぐ場合は「0」を押します。

◦内線番号を入力する場合は「1」を押します。

◦名前をスペルで入力する場合は「2」を押します。

発信者が名前をスペルで入力することを選択した場合（2を押した場合）、システムは
入力された文字を、使用可能な内線番号に設定されている名前と比較します。結果は次

のいずれかになります。

•一致する名前が存在する場合、システムは一致したユーザへの転送をアナウンス
し、発信者がデュアルトーン多重周波数（DTMF）キーを押して転送を停止できる
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よう2秒間待機します。発信者が転送を停止しない場合は、明示的な確認を行いま
す（名前を確認する音声ガイダンスを再生し、そのユーザのプライマリエクステ

ンションにコールを転送します）。

•複数のユーザに一致した場合、システムは正しい内線番号を選択するよう発信者に
求めます。

•非常に多くのユーザが一致する場合、システムはさらに文字を入力するよう発信者
に求めます。

•一致する名前が存在しない場合、つまりユーザが誤ったオプションを押した場合に
は、システムは音声ガイダンスでユーザが誤ったオプションを押したことを通知

し、ユーザに対し正しいオプションを押すように指示します。

•発信者が接続先を指定した場合、システムはコールを転送します。

•回線が通話中であるか、現在使用されていない場合、システムは発信者に通知し、メインメ
ニューの音声ガイダンスを再生します。

自動応答ソリューションは、次のように、自動音声応答機能を備えたさまざまなシスコ製品を使

用して 3通りの方法で導入できます。

• Cisco Unity Connection（CUC）を使用した自動応答：顧客に最も広く利用されている自動応
答ソリューション構成です。

• Cisco Unified Contact Center Express（Unified CCX）を使用した自動応答

• Cisco Unity Express（CUE）を使用した自動応答

Cisco Unity Connection の設定
Cisco Unity Connectionサーバは、外部発信者と内部発信者の両方に自動応答機能を提供します。
自動応答機能では、オペレータや受付が介入することなく、発信者が内線番号に自動で転送され

ます。

自動応答機能にはメニューシステムがあります。また、発信者が特定の番号（通常は「“0”」）を
ダイヤルして実際のオペレータに接続することもできます。個々のサイトロケーションをサポー

トするために、複数の自動応答機能を実装できます。Cisco Unity Connectionでは自動応答はカス
タムアプリケーションツリー構造になっています。この構造は、複数のコールハンドラを作成し

てリンクすることで作成されます。自動応答は、入力点と出口点、および発信者が選択するDTMF
入力に基づく中間ルーティング決定によって定義されます。

自動応答のデフォルトの動作と例の詳細については、『System Administration Guide for Cisco Unity
Connection』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。
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Cisco Unity Connection の設定タスクフロー
このタスクフローを使用して、Cisco Unity Connectionを使用する自動応答を設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

[CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]
で、このタスクを実行します。企業のダイヤルイン（DID）

CTIルートポイントの設
定, （152ページ）

ステップ 1   

番号（ボード番号）にマッピングする CTIルートポイン
トを作成します。

コールハンドラは、コールへの応答、録音済みプロンプト

による発信者へのグリーティング、発信者への情報および

自動応答システムコール

ハンドラの設定, （153
ページ）

ステップ 2   

オプションの提供、コールのルーティング、およびメッ

セージの取得を行います。

[編集（Edit）] > [グリーティング（Greetings）]
の順に選択することによって、自動応答コール

ハンドラのグリーティングをカスタマイズでき

ます。グリーティングのカスタマイズの詳細に

ついては、『System Administration Guide for Cisco
Unity Connection』（http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/unity-connection/
products-maintenance-guides-list.html）を参照して
ください。

（注）

発信者入力オプションを使用すると、ユーザの内線番号、

緊急連絡先番号、コールハンドラ、インタビューハンド

発信者入力オプションの

設定, （153ページ）
ステップ 3   

ラ、またはディレクトリハンドラを表す単一の数字を指定

できます。発信者が内線番号をすべて入力するのではな

く、コールハンドラグリーティング中に 1つのキーを押
すと、Cisco Unity Connectionがそれに応じて応答します。
さまざまな異なるキーを発信者入力オプションとして設定

することで、コールハンドラグリーティングで発信者に

選択メニューが提供されます。

コールハンドラグリーティング中に発信者がオペレータ

と会話できるようにするには、オペレータの内線番号を設

定します。

オペレータコールハンド

ラの内線番号の設定, （
154ページ）

ステップ 4   

発信者がオペレータと会話するために 0を押したときに
コールがオペレータに転送されるようにするには、標準

コール転送ルールを変更します。

オペレータの標準コール

転送ルールの変更, （155
ページ）

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

デフォルトのシステム転送規制テーブルを更新します。デ

フォルトのシステム転送規制テーブルは、発信者システム

デフォルトのシステム転

送規制テーブルの更新,
（156ページ）

ステップ 6   

転送に使用できる番号を制限します。これにより、身元不

明発信者を指定の番号に転送できます。

CTI ルートポイントの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から [デバイス（Device）] > [CTI
ルートポイント（CTI Route Point）]を選択します。
[CTIルートポイントの検索と一覧表示(Find andList CTIRoute Points)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[CTIルートポイントの設定(CTI Route Point Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、ルートポイントのデバイス名を入力します
ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストから、[デフォルト（Default）]を選択し

ます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
「Add successful」というメッセージが表示されます。

ステップ 6 [割り当て（Association）]エリアで、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]をク
リックします。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [電話番号（Directory Number）]フィールドに、会社の DNDと一致する電話番号を入力します。
ステップ 8 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、必要なルートパーティ

ションを選択します。

ステップ 9 [コール転送とコールピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup Settings）]エリアで、[す
べて転送（Forward All）]に関して、適切なコーリングサーチスペースを選択し、[ボイスメール
（Voice Mail）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

自動応答システムコールハンドラの設定, （153ページ）
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自動応答システムコールハンドラの設定

はじめる前に

次のことを確認します。 CTIルートポイントの設定, （152ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationの左側にある Cisco Unity Connectionツリーで、[コール管理
（Call Management）]に移動し、[システムコールハンドラ（System Call Handlers）]を選択しま
す。

[コールハンドラの検索（Search Call Handlers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[新しいコールハンドラ（New Call Handler）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [表示名（Display Name）]フィールドに「AutoAttendant」と入力します。
ステップ 4 [拡張（Extension）]フィールドに、CTIルートポイントに関して指定したものと同じ内線番号を

入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
[コールハンドラの基本の編集（AutoAttendant）（Edit Call Handler Basics (AutoAttendant)）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 6 必須フィールドを編集して [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

発信者入力オプションの設定, （153ページ）

発信者入力オプションの設定

はじめる前に

次のことを確認します。

• CTIルートポイントの設定, （152ページ）

•自動応答システムコールハンドラの設定, （153ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unity Connectionの管理（Cisco Unity Connection Administration）]の左側にある Cisco Unity
Connectionツリーから、[呼管理（CallManagement）]に移動し、[システムコールハンドラ（System
Call Handlers）]を選択します。
[コールハンドラの検索（Search Call Handlers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [AutoAttendant]をクリックします。
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[コールハンドラの基本情報の編集（AutoAttendant）（Edit Call Handler Basics (AutoAttendant)）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [編集（Edit）] > [発信者入力（Caller Inputs）]を選択します。
[発信者入力（Caller Input）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [キー（Key）]列で [0]をクリックします。
[発信者入力の編集（0）（Edit Caller Input (0)）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [コールハンドラ（Call Handler）]オプションボタンをクリックし、ドロップダウンリストから
[オペレータ（Operator）]を選択して、[転送試行（Attempt Transfer）]オプションボタンをクリッ
クします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
「更新された発信者入力（Updated Caller Input）」ステータスメッセージが表示されま
す。

ステップ 7 [編集（Edit）] > [発信者入力（Caller Inputs）]を選択します。
[発信者入力（Caller Input）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [キー（Key）]列で [1]をクリックします。
[発信者入力の編集（0）（Edit Caller Input (0)）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [メッセージ交換（Conversation）]オプションボタンで、ドロップダウンリストから [発信者シス
テム転送（Caller System Transfer）]を選択します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。
「更新された発信者入力（Updated Caller Input）」ステータスメッセージが表示されま
す。

次の作業

オペレータコールハンドラの内線番号の設定, （154ページ）

オペレータコールハンドラの内線番号の設定

はじめる前に

次のことを確認します。

• CTIルートポイントの設定, （152ページ）

•自動応答システムコールハンドラの設定, （153ページ）

•発信者入力オプションの設定, （153ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection管理画面で、左側の Cisco Unity Connectionツリーから [呼管理（Call
Management）]を選択し、[システムコールハンドラ（System Call Handlers）]を選択します。
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[コールハンドラの検索（Search Call Handlers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [オペレータ（Operator）]をクリックします。
[コールハンドラの基本情報の編集（オペレータ）（Edit Call Handler Basics (Operator)）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 3 オペレータの内線番号を [内線番号（Extension）]フィールドに入力し、[保存（Save）]をクリッ
クします。

「更新された発信者入力（Updated Caller Input）」ステータスメッセージが表示されま
す。

次の作業

オペレータの標準コール転送ルールの変更, （155ページ）

オペレータの標準コール転送ルールの変更

はじめる前に

次のことを確認します。

• CTIルートポイントの設定, （152ページ）

•自動応答システムコールハンドラの設定, （153ページ）

•発信者入力オプションの設定, （153ページ）

•オペレータコールハンドラの内線番号の設定, （154ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unity Connectionの管理（Cisco Unity Connection Administration）]の左側にある Cisco Unity
Connectionツリーから、[呼管理（Call Management）]に移動して [システムのコールハンドラ
（System Call Handlers）]を選択します。
[コールハンドラの検索（Search Call Handlers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [オペレータ（Operator）]をクリックします。
[コールハンドラの基本情報の編集（オペレータ）（Edit Call Handler Basics (Operator)）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 3 [編集（Edit）]メニューで、[転送ルール（Transfer Rules）]を選択します。
[転送ルール（Transfer Rules）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [標準（Standard）]をクリックします。
[転送ルールの編集（標準）（Edit Transfer Rule (Standard)）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [コールの転送先（Transfer Calls to）]オプションで、[内線（Extension）]オプションボタンをク
リックしてから、設定したオペレータ内線番号を入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

デフォルトのシステム転送規制テーブルの更新, （156ページ）

デフォルトのシステム転送規制テーブルの更新

はじめる前に

次のことを確認します。

• CTIルートポイントの設定, （152ページ）

•自動応答システムコールハンドラの設定, （153ページ）

•発信者入力オプションの設定, （153ページ）

•オペレータコールハンドラの内線番号の設定, （154ページ）

•オペレータの標準コール転送ルールの変更, （155ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationの左側にあるCisco Unity Connectionツリーで、[システム設定
（System Settings）]に移動し、[規制テーブル（Restriction Tables）]を選択します。
[規制テーブルの検索（Search Restriction Tables）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [デフォルトのシステム転送（Default System Transfer）]をクリックします。
[規制テーブルの基本の編集（デフォルトのシステム転送）（Edit Restriction Table Basics (Default
System Transfer)）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [順番（Order）]列の 6に関して [ブロック（Blocked）]列のチェックボックスをオフにします。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unity Connection 自動応答のトラブルシューティング
Cisco Unity Connectionを使用した自動応答のトラブルシューティングの詳細については、次の参
照先を参照してください。

• http://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/voice-unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/107517-calltrf.html

• http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/8x/troubleshooting/guide/8xcuctsgx/
8xcuctsg110.html

• http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/8x/troubleshooting/guide/8xcuctsgx/
8xcuctsg040.html
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• http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/8x/troubleshooting/guide/8xcuctsgx/
8xcuctsg180.html

Cisco Unified CCX の設定
自動応答は、Cisco Unified Contact Center Express（統合 CCX）の 5シートバンドルに標準として
組み込まれています。

Cisco Unified CommunicationsManagerでサポートされる Cisco Unified CCXのバージョンについ
ては、http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/uc_system/unified/communications/system/
versions/IPTMtrix.htmlを参照してください。

（注）

スクリプトの概要については、『Cisco Unified Contact Center Express Getting Started with Scripts』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-express/
products-programming-reference-guides-list.html）を参照してください。

Cisco Unified CCX の前提条件
•自動応答を使用する前に、Cisco Unified CCXをインストールして設定する必要があります。
CiscoUnifiedCCXは、ソフトウェアと、このソフトウェアからテレフォニーシステムへの接
続を制御します。

• Cisco Unified Communications Managerでユーザを設定します。

Cisco Unified CCX 自動応答タスクフロー
自動応答の設定タスクは Cisco Unified Contact Center Express（Unified CCX）で完了します。次の
タスクの詳細な手順を表示するには、『Cisco Unified CCX Administration Guide』および『Cisco
Unified Contact Center Express Getting Started with Scripts』（それぞれ http://www.cisco.com/c/en/us/
support/customer-collaboration/unified-contact-center-express/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlおよび http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-contact-center-express/products-programming-reference-guides-list.html）
を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

Unified CCXシステムはUnified CMTelephonyコール制御グ
ループを使用して、Unified CCXサーバが発着信するコー

Unified CM Telephonyの
コールコントロールグ

ループを設定します。

ステッ

プ 1   
ルの対応に使用する一連のCTIポートをまとめてプールし
ます。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

Cisco Mediaサブシステムは、Unified CCX Engineのサブシ
ステムです。Cisco Mediaサブシステムは、CMTメディア

Cisco Media Termination
（CMT）ダイアログコン
トロールグループを追加

します。

ステッ

プ 2   
リソースを管理します。CMTチャネルは、Unified CCXが
メディアを再生または録音するのに必要です。

Cisco Mediaサブシステムは、ダイアロググループを使用
してアプリケーション間のリソースを整理して共有しま

す。ダイアロググループはダイアログチャネルのプール

です。そのプールでは、各チャネルが発信者とのダイアロ

グ対話を実行するために使用されます。その間に、発信者

はタッチトーン電話のボタンを押すことで自動プロンプト

に応答します。

すべてのメディアターミネーション文字列は“auto”
で始まり、コール制御グループと同じ IDが含まれ
ます（CMTダイアロググループではなく）。デ
フォルトのメディアターミネーションが設定され、

IDが異なる場合、次の手順を実行します。

注意

Unified CCXスクリプトアプリケーションは、Unified CCX
Editorで作成したスクリプトに基づくアプリケーションで

Ciscoスクリプトアプリ
ケーションを設定します。

ステッ

プ 3   
す。これらのアプリケーションは、すべての Unified CCX
システムに付属しており、UnifiedCCXEditorで作成したス
クリプトを実行します。

Unified CM Telephonyトリガーは、コールに対応するテレ
フォニーおよびメディアリソースを選択してコールを処理

Unified CM Telephonyトリ
ガーをプロビジョニングし

ます。

ステッ

プ 4   
するアプリケーションスクリプトを起動することで、特定

のルートポイントに着信したコールに応答します。

[Cisco Unified CCX Administration]ページを使用すると、既
存の自動応答インスタンスを必要に応じて変更できます。

自動応答をカスタマイズし

ます。

ステッ

プ 5   

Cisco Unified CCXにより、Cisco Unified CCXAdministration
の [メディアの設定（Media Configuration）]ウィンドウの

•既存の自動応答イン
スタンスを変更しま

す。 自動応答プロンプトをカスタマイズできます。ここでは、

ウェルカム音声ガイダンスの録音、ウェルカムプロンプト

の設定、音声名のアップロードが可能です。
•自動応答プロンプト
を設定します。
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Cisco Unified CCX 自動応答のトラブルシューティング
CiscoUnifiedCCXを使用した自動応答のトラブルシューティングについては、http://docwiki.cisco.com/
wiki/List_of_Troubleshooting_Tips_for_Unified_CCX_7.0#Cisco_Unified_Communications_Manager_
Automated_Attendantを参照してください（Windowsバージョンだけに適用されます）。

Cisco Unity Express の設定
Cisco Unity Expressを使用した自動応答設定については、『Cisco Unity Express VoiceMail and Auto
Attendant CLI Administrator Guide for 3.0 and Later Versions』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unity-express/products-maintenance-guides-list.html）の「Configuring Auto
Attendants」の章を参照してください。“”

サンプル自動応答スクリプトの導入については、『Getting StartedwithCiscoUnified IP IVR』（http:/
/www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-express/
products-installation-guides-list.html）の「Deployment of sample script aa.aef」の章を参照してくださ
い。“”

自動応答の例については、『Cisco Unity Express Guide to Writing and Editing Scripts for 7.0 and Later
Versions』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-express/
products-maintenance-guides-list.html）の「AutoAttendant Script Example」の章を参照してください。
“”

自動応答の設計に関する考慮事項については、『Cisco Unity Express Design Guide』（http://
www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-express/
products-implementation-design-guides-list.html）の「Auto Attendant Design Considerations」の章を参
照してください。“”

Cisco Unity Express 自動応答のトラブルシューティング
CiscoUnity Connectionを使用した自動応答のトラブルシューティングについては、『Excerpts from
Cisco IP Communications Express: CallManager Express with CiscoUnity Express』（http://www.cisco.com/
c/en/us/support/unified-communications/unity-express/tsd-products-support-design.html）の
「“Troubleshooting Cisco Unity Express Automated Attendant”」を参照してください。
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第 14 章

Manager Assistant

• Cisco Unified Communications Manager Assistantの概要, 161 ページ

• Manager Assistantの前提条件, 163 ページ

• Manager Assistantのプロキシ回線のタスクフロー, 164 ページ

• Manager Assistantの共有回線のタスクフロー, 175 ページ

• Manager Assistantの連携動作と制限事項, 200 ページ

• Cisco Unified Communications Manager Assistantのトラブルシューティング , 204 ページ

Cisco Unified Communications Manager Assistant の概要
CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant機能は、アシスタントがマネージャの代理でコール
を処理し、マネージャコールを代行受信して適切にルーティングするために使用できるプラグイ

ンです。

Manager Assistantでは最大 3500人のマネージャと 3500人のアシスタントがサポートされていま
す。このユーザ数に対応するため、1つの Cisco Unified Communications Managerクラスタで最大
3つのManager Assistantアプリケーションを設定し、マネージャとアシスタントを各アプリケー
ションインスタンスに割り当てることができます。

Manager Assistantでは、共有回線とプロキシ回線がサポートされています。

Manager Assistant のアーキテクチャ

Manager Assistantのアーキテクチャは次の項目で構成されています。

• Cisco IP Manager Assistantサービス：Cisco Unified Communications Managerのインストール
後に、CiscoUnifiedServiceabilityインターフェイスからこのサービスをアクティブにします。

• AssistantConsoleインターフェイス：アシスタントが各自のコンピュータからManagerAssistant
の機能にアクセスして、マネージャのコールを処理できます。Manager Assistantは、アシス
タント宛のコールと最大 33人のマネージャ宛のコールを処理します。
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• Cisco Unified IP Phoneインターフェイス：マネージャとアシスタントはソフトキーと [Cisco
Unified IP Phone Services]ボタンを使用して、Manager Assistantの機能にアクセスできます。

Manager Assistantの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide
for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

Manager Assistant データベースアクセスアーキテクチャ

データベースには、Manager Assistant設定情報がすべて保管されています。マネージャまたはア
シスタントがログインすると、Cisco IP Manager Assistantサービスはそのマネージャとアシスタン
トに関連するすべてのデータをデータベースから取得し、メモリに格納します。このデータベー

スには 2種類のインターフェイスがあります。

•マネージャインターフェイス：マネージャの電話で、[マネージャの設定（Manager
Configuration）]以外のマネージャ機能を使用できます。Cisco IP Manager Assistantサービス
の開始時に、Manager AssistantによりマネージャがCisco IPManager Assistantサービスに自動
でログインされます。

マネージャは、サイレントや即時転送などの Cisco Unified Communications
Manager機能にもアクセスできます。

（注）

•アシスタントインターフェイス：アシスタントは、アシスタントコンソールアプリケーショ
ンと Cisco Unified IP Phoneを使用してManager Assistantの機能にアクセスします。Assistant
Consoleアプリケーションは、応答、転送、保留などのコール制御機能を提供します。アシ
スタントは Assistant Consoleを使用して、ログインとログアウト、アシスタント設定、およ
び [マネージャの設定（Manager Configuration）]ウィンドウ（マネージャ設定に使用）の表
示を行います。

Manager Assistantの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide
for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

ソフトキー

Manager Assistantでは次のソフトキーがサポートされています。

•リダイレクト

•ボイスメールへの転送

•サイレント

Manager Assistantでは次のソフトキーテンプレートがサポートされています。

• [標準マネージャ（Standard Manager）]：プロキシモードのマネージャをサポートします。

• [標準共有モードマネージャ（Standard Shared Mode Manager）]：共有モードのマネージャを
サポートします。
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• [標準アシスタント（StandardAssistant）]：プロキシモードまたは共有モードのアシスタント
をサポートします。

• [標準ユーザ（Standard User）]：[標準ユーザ（Standard User）]テンプレートでは、コール処
理（[保留（Hold）]や [ダイヤル（Dial）]など）ソフトキーが使用可能です。

Manager Assistant の共有回線の概要
共有回線モードでManager Assistantを設定すると、マネージャとアシスタントは電話番号を共有
します。ここでは例として、8001とします。アシスタントは共有電話番号でマネージャのコール
を処理します。マネージャが8001でコールを受信した場合、マネージャの電話機およびアシスタ
ントの電話機の両方が鳴ります。

共有回線モードに適用されないManager Assistantの機能には、[デフォルトアシスタント選択
（Default Assistant Selection）]、[アシスタントウォッチ（Assistant Watch）]、[コールフィルタリ
ング（Call Filtering）]、[すべてのコールの転送（Divert All Calls）]などがあります。アシスタン
トは、アシスタントコンソールアプリケーションでこれらの機能を確認したり、アクセスしたり

できません。

Manager Assistant プロキシ回線の概要
プロキシ回線モードでManager Assistantを設定すると、アシスタントはプロキシ番号を使用して
マネージャのコールを処理します。プロキシ番号は、マネージャの電話番号ではありませんが、

システムによって選択された代替番号であり、アシスタントがマネージャのコールを処理するた

めに使用します。プロキシ回線モードでは、マネージャとアシスタントにはManager Assistantで
使用できるすべての機能へのアクセスが与えられます。これには、デフォルトでのアシスタント

選択、アシスタントモニタ、コールフィルタリング、すべての通話の転送が含まれます。

Manager Assistant の前提条件
• Manager Assistantは、次のブラウザとプラットフォームをサポートします。

◦ Cisco Unified Communications Manager Assistant Administrationおよび Assistant Consoleは
Microsoft Internet Explorer 7.0以降、Firefox 3.x以降、および Safari 4.x以降でサポートさ
れています。

◦ Windows XP、Windows Vista、Windows 7、または Apple Mac OS Xを実行しているコン
ピュータで、お客様は上で指定したブラウザのいずれかを開くことができます。

•他言語のManager Assistant機能を表示するには、Manager Assistantを設定する前にロケール
のインストーラをインストールします。

•アシスタントコンソールアプリケーションは、Windows 7、Windows XP、またはWindows
Vistaを実行するコンピュータでサポートされます。JRE1.4.2_05が Program
Files\Cisco\Cisco Unified Communications Managerに存在することが必要で
す。
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•電話とユーザ、およびユーザに関連付けられているデバイスを設定する必要があります。ま
た、マネージャとアシスタントとの間の共有ラインアピアランスについては、マネージャの

プライマリ回線とアシスタントのセカンダリ回線で同じ電話番号を設定する必要がありま

す。

•マネージャとアシスタントを一括で追加するには Cisco Unified Communications Manager一括
管理ツールをインストールします。詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
Bulk Administration Guide』を参照してください。

Manager Assistant のプロキシ回線のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified CM Assistant設定ウィ
ザードの実行, （164ページ）

ステップ 1   

プロキシ回線のマネージャの設定とア

シスタントの割り当て,（172ページ）
ステップ 2   

プロキシ回線のアシスタントライン

アピアランスの設定, （174ページ）
ステップ 3   

アシスタントは、アシスタントコンソール

アプリケーションと Cisco Unified IP Phone
Assistant Consoleプラグインのインス
トール, （199ページ）

ステップ 4   

を使用して Cisco Unified Communications
Manager Assistant機能にアクセスします。
Assistant Consoleは、応答、転送、保留な
どのコール制御機能を提供します。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/

マネージャアプリケーションとアシ

スタントコンソールアプリケーショ

ンを設定します。

ステップ 5   

unified-communications-manager-callmanager/
products-user-guide-list.htmlで『CiscoUnified
CommunicationsManager Assistant User Guide
for Cisco Unified Communications Manager』
を参照してください。

Cisco Unified CM Assistant 設定ウィザードの実行
Cisco Unified CM Assistant設定ウィザードを実行すると、パーティション、コーリングサーチス
ペース、およびルートポイントを自動的に作成できます。また、ウィザードによって、マネー

ジャの電話機、アシスタントの電話機、およびその他すべてのユーザの電話機の一括管理ツール

（BAT）テンプレートも作成されます。BATテンプレートを使用して、マネージャ、アシスタン
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ト、およびその他すべてのユーザを設定できます。BATの詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Bulk Administration Guide』を参照してください。

はじめる前に

設定ウィザードが一括管理ツールと同じサーバ（Cisco Unified Communications Managerサーバ）
で実行されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[アプリケーション
（Application）] > [CiscoUnifiedCMAssistant設定ウィザード（CiscoUnifiedCMAssistant Configuration
Wizard）]の順に選択します。

ステップ 2 [次へ（Next）]をクリックして、Cisco Unified CMAssistant設定ウィザードのプロセスを開始しま
す。

ステップ 3 [マネージャ用のパーティション（Partition for Managers）]ウィンドウで、名前と説明を入力して
[次へ（Next）]をクリックします。また、デフォルトのパーティション名および説明を使用する
こともできます。

ステップ 4 [CTIルートポイント用のパーティション（Partition for CTI Route Point）]ウィンドウで、名前と
説明を入力して [次へ（Next）]をクリックします。また、デフォルトのCTIルートポイント名を
使用することもできます。

ステップ 5 [すべてのユーザ用のパーティション（Partition for All Users）]ウィンドウで、名前と説明を入力
して [次へ（Next）]をクリックします。また、すべてのユーザのデフォルトのパーティション名
および説明を使用することもできます。

ステップ 6 [インターコムパーティション（Intercom Partition）]ウィンドウで、名前と説明を入力して [次へ
（Next）]をクリックします。また、デフォルトのインターコムパーティション名を使用するこ
ともできます。

ステップ 7 [アシスタントコーリングサーチスペース（Assistant Calling Search Space）]ウィンドウで、名前
と説明を入力します。また、デフォルトのコーリングサーチスペース名および説明を使用するこ

ともできます。

このコーリングサーチスペースの [ルートパーティション（Route Partitions）]の下にある [使用
可能なパーティション（Available Partitions）]と [選択されたパーティション（Selected Partition）]
ボックスに、アシスタントコーリングサーチスペースのパーティションが自動的にリストされ

ます。デフォルト値を使用するか、[使用可能なパーティション（Available Partitions）]ボックス
から適切なパーティションを選択できます。1つのボックスから他のボックスにパーティション
を移動するには、上矢印および下矢印を使用します。

ステップ 8 [Next]をクリックします。
ステップ 9 [全員のコーリングサーチスペース（Everyone Calling Search Space）]ウィンドウで、名前と説明

を入力します。また、全員のコーリングサーチスペースのデフォルトの名前および説明を使用す

ることもできます。

このコーリングサーチスペースの [ルートパーティション（Route Partitions）]の下にある [使用
可能なパーティション（Available Partitions）]と [選択されたパーティション（Selected Partition）]
ボックスに、アシスタントコーリングサーチスペースのパーティションが自動的にリストされ

ます。デフォルト値を使用するか、[使用可能なパーティション（Available Partitions）]ボックス
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から適切なパーティションを選択できます。1つのボックスから他のボックスにパーティション
を移動するには、上矢印および下矢印を使用します。

ステップ 10 [Next]をクリックします。
システムで設定されている既存のコーリングサーチスペースがある場合、[既存のコーリングサー
チスペース（Existing Calling Search Spaces）]ウィンドウが表示されます。表示されない場合は、
次の手順に進みます。

Manager Assistantでは、既存のコーリングサーチスペースに対して Generated_Route Pointおよ
びGenerated_Everyoneというプレフィックスを持つパーティションを追加する必要があります。
[使用可能なコーリングサーチスペース（AvailableCalling Search Spaces）]および [選択されたコー
リングサーチスペース（Selected Calling Search Spaces）]ボックスに、これらのパーティションが
自動的にリストされます。1つのボックスから他のボックスにパーティションを移動するには、
上矢印および下矢印を使用します。

管理者がパーティション名を変更した場合、既存のコーリングサーチスペースに追加

されたプレフィックスも変更されることがあります。

（注）

ステップ 11 [Next]をクリックします。
ステップ 12 [CTIルートポイント（CTI Route Point）]ウィンドウで、[CTIルートポイント名（CTI route point

name）]フィールドに名前を入力します。または、デフォルトの CTIルートポイント名を使用し
ます。

ステップ 13 ドロップダウンリストから、適切なデバイスプールを選択します。

ステップ 14 ルートポイント電話番号を入力します。または、デフォルトのルートポイント電話番号を使用し

ます。

ステップ 15 ドロップダウンリストから、適切な番号計画を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 16 [電話サービス（Phone Services）]ウィンドウで、プライマリ電話サービス名を入力します。また

は、デフォルトの電話サービス名を使用します。

ステップ 17 ドロップダウンリストから、プライマリ Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバを
選択するか、サーバ名または IPアドレスを入力します。

ステップ 18 セカンダリ電話サービス名を入力します。または、デフォルトの電話サービス名を使用します。

ステップ 19 ドロップダウンリストから、セカンダリ Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバを
選択するか、サーバ名または IPアドレスを入力して、[次へ（Next）]をクリックします。
[確認（Confirmation）]ウィンドウが表示されます。ここには、選択したすべての情報が表示され
ます。情報が正しくなければ、設定プロセスをキャンセルするか、前の設定ウィンドウに戻るこ

とができます。

ステップ 20 [終了（Finish）]をクリックします。
完了すると、最終的なステータスを示すウィンドウが表示されます。

設定ウィザードで生成されたエラーは、トレースファイルに送信されます。次のCLIコマンドを
使用して、このファイルにアクセスします。file get activelog tomcat/logs/ccmadmin/log4j

次の作業

Cisco Unified CM Assistant設定ウィザードで作成されるのは、Cisco IP Manager Assistantサービス
パラメータのみです。残りのサービスパラメータは、手動で入力する必要があります。サービス
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パラメータの詳細については、プロキシ回線のManager Assistantサービスパラメータ, （167ペー
ジ）を参照してください。

プロキシ回線の Manager Assistant サービスパラメータ

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。Cisco IP Manager Assistantサービスが
アクティブであるサーバを選択して、[?]をクリックして詳細な説明を表示します。

説明設定

Cisco IP Manager Assistant（アクティブ）パラメータ

このパラメータは、この Cisco IPMAサーバがコールの処理に使用するプ
ライマリ CTIManagerの IPアドレスを指定します。

デフォルト値はありません。

CTIManager（プライ
マリ）IPアドレス

このパラメータは、プライマリ CTIManagerがダウンしている場合に、こ
の Cisco IPMAサーバがコールの処理に使用するバックアップ CTIManager
の IPアドレスを指定します。

デフォルト値はありません。

CTIManager（バック
アップ）IPアドレス

このパラメータは、インテリジェントコールルーティングのためにマネー

ジャのプライマリ回線へのすべてのコールを代行受信するために、この

Cisco IPMAサーバが使用する CTIルートポイントのデバイス名を指定し
ます。

シスコは、IPMAサービスを実行しているすべてのサーバで同じ CTIルー
トポイントデバイスを使用することをお勧めします。マネージャまたは

アシスタントがプロキシモードを使用するように設定されると、CTIルー
トポイントデバイス名を設定する必要があります。

プロキシモードの

ルートポイントデ

バイス名

このサービスパラメータは、このManager Assistantが CTIManagerへのセ
キュアな接続を開くために使用するアプリケーションユーザ

IPMASecureSysUserの Application CAPF Profileのインスタンス IDを指定
します。

[CTIManager Connection Security Flag]が有効になっている場合、このパラ
メータを設定します。

CAPF Profile Instance
ID for Secure
Connection to
CTIManager

クラスタ全体のパラメータ（すべてのサーバに適用するパラメータ）

[（Advanced）]をクリックして非表示のパラメータを表示しま
す。

重要

このパラメータは、プライマリ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定し
ます。

デフォルト値はありません。

Cisco IPMAサーバ
（プライマリ）IPア
ドレス
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説明設定

このパラメータは、バックアップ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定
します。バックアップサーバは、プライマリ IPMAサーバが失敗すると
IPMAサービスを提供します。

デフォルト値はありません。

Cisco IPMAサーバ
（バックアップ）IP
アドレス

このパラメータは、IPMAAssistantConsoleソケットが接続を開く際に接続
するCisco IPMAサーバで TCP/IPポートを指定します。ポートの競合が存
在する場合、パラメータを変更できます。

デフォルト値：2912

Cisco IPMAサーバ
ポート

このパラメータは、Cisco IPMAサーバが IPMA Assistant Consoleにキープ
アライブメッセージ（通常はハートビートと呼ばれる）を送信する間隔

を秒単位で指定します。IPMAAssistantConsoleは、このパラメータに指定
されている時間が過ぎた後で、サーバからのハートビートの受信に失敗す

るとフェールオーバーを開始します。

デフォルト値：30秒

Cisco IPMA Assistant
Consoleハートビー
ト間隔

このパラメータは、Cisco IPMAサーバからの応答を受信するまで IPMA
Assistant Consoleが待機する時間を秒単位で指定します。

デフォルト値：30秒

Cisco IPMA Assistant
Console要求のタイ
ムアウト

このパラメータは、Cisco IPMA無応答（RNA）転送が有効かどうかを指
定します。有効な値は [True（True）]（Cisco IPMAは無応答のコールを次
に利用可能なアシスタントに転送します）または [False（False）]（Cisco
IPMAはコールを転送しません）です。

このパラメータは、[Cisco IPMA RNAタイムアウト（Cisco IPMA RNA
Timeout）]パラメータと連動します。つまり、コールは [Cisco IPMA RNA
タイムアウト（Cisco IPMA RNA Timeout）]パラメータで指定された時間
が過ぎると転送されます。ボイスメールプロファイルを回線に指定する

と、アシスタントに転送することができない無応答コールが、このタイ

マーが時間切れになるとボイスメールに送信されます。

デフォルト値：False

Cisco IPMA RNA転
送コール

このパラメータは、Cisco IPMA Assistantの電話で英数字のユーザ IDまた
は数字のユーザ IDを使用するかどうかを指定します。

デフォルト値：True

英数字のユーザ ID
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説明設定

このパラメータは、Cisco IPMAサーバが、応答のないコールを次の応答
可能なアシスタントに転送するまで待機する時間を秒単位で指定します。

このパラメータは、[Cisco IPMARNA転送コール（Cisco IPMARNAForward
Calls）]パラメータと連動します。つまり、転送が行われるのは [Cisco
IPMA RNA転送コール（Cisco IPMA RNA Forward Calls）]パラメータが
[True（True）]に設定される場合のみです。

デフォルト値：10秒

Cisco IPMA RNAの
タイムアウト

このパラメータは、Cisco IPManager Assistantサービスの CTIManager接続
が有効かどうかを指定します。これを有効にすると、Cisco IPMAは、ア
プリケーションユーザ IPMASecureSysUserのインスタンス ID（[CTIManager
へのセキュアな接続のCAPFプロファイルインスタンス ID（CAPF Profile
Instance ID for Secure Connection to CTIManager）]サービスパラメータで指
定される）に設定される CAPFプロファイルを使用して CTIManagerへの
セキュアな接続を開きます。

デフォルト値：[非セキュア（Non Secure）]

セキュリティを有効にするには、[CTIManagerへのセキュアな接続のCAPF
プロファイルインスタンス ID（CAPFProfile Instance ID for SecureConnection
to CTIManager）]サービスパラメータでインスタンス IDを選択する必要
があります。

CTIManager
Connection Security
Flag

このパラメータは、コールが選択されたプロキシアシスタントに到達で

きない場合に、意図するマネージャに戻すために、CiscoUnified IPManager
Assistantアプリケーションがコールをリダイレクトするかどうかを指定し
ます。

デフォルト値：False

アシスタントに到達

できない場合のマ

ネージャへのコール

のリダイレクト

クラスタ全体の詳細パラメータ

同じ Cisco IPMAサーバの IPアドレスが複数のプールに表示されないように、各プール
に一意の IPアドレスを設定します。

重要

このパラメータは、Cisco IP Manager Assistantサービスの複数のインスタ
ンスの実行で拡張性を実現する必要があるかどうかを指定します。これを

有効にすると、Cisco IPMAはプール 2およびプール 3で設定されたその
他のノードで実行できます。

複数のアクティブモードを有効にするには、Cisco IPMAインスタンスを
さらに実行するノードの IPアドレスを入力する必要があります。これら
のノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します。

デフォルト値：False

EnableMultipleActive
Mode
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説明設定

複数のアクティブモードを有効にすると、このパラメータは、Cisco IPMA
の 2番目のインスタンスのプライマリ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを
指定します。

このノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定しま
す。

プール 2：Cisco
IPMAサーバ（プラ
イマリ）IPアドレス

複数のアクティブモードを有効にすると、このパラメータは、Cisco IPMA
の 2番目のインスタンスのバックアップ Cisco IPMAサーバの IPアドレス
を指定します。バックアップサーバは、プライマリ IPMAサーバが失敗
すると IPMAサービスを提供します。

このノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定しま
す。

プール 2：Cisco
IPMAサーバ（バッ
クアップ）IPアドレ
ス

複数のアクティブモードを有効にすると、このパラメータは、Cisco IPMA
の 3番目のインスタンスのプライマリ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを
指定します。

このノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定しま
す。

プール3：Cisco
IPMAサーバ（プラ
イマリ）IPアドレス

複数のアクティブモードを有効にすると、このパラメータは、Cisco IPMA
の 3番目のインスタンスのプライマリ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを
指定します。バックアップサーバは、プライマリ IPMAサーバが失敗す
ると IPMAサービスを提供します。

このノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定しま
す。

プール3：Cisco
IPMAサーバ（バッ
クアップ）IPアドレ
ス

クラスタ全体のパラメータ（ソフトキーテンプレート）

マネージャおよびアシスタントにManager Assistant自動設定を使用するには、次のパラ
メータを設定します。

重要

このパラメータは、自動設定時にアシスタントデバイスに割り当てられ

るアシスタントソフトキーテンプレートを指定します。このパラメータ

で指定した値は、[Cisco IPMA Assistant設定（Cisco IPMA Assistant
Configuration）]ページで [自動設定（Automatic Configuration）]チェック
ボックスがオンのときに使用されます。

アシスタントソフト

キーテンプレート

このパラメータは、自動設定時にマネージャデバイスに割り当てられる

マネージャソフトキーテンプレートを指定します。このパラメータは、

プロキシモードを使用するマネージャにのみ適用されます。

プロキシモードのマ

ネージャソフトキー

テンプレートの管理

クラスタ全体のパラメータ（プロキシモードの IPMAのデバイス設定のデフォルト）
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説明設定

このパラメータは、IPMAが自動設定時にマネージャのデバイスで処理す
るマネージャの回線に割り当てられるパーティションを定義します。使用

するパーティションが [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）]にすでに追加されていることを確認します。[Cisco IPMA
設定ウィザード（Cisco IPMA Configuration Wizard）]が実行されている場
合、この値が入力されます。このパラメータは、プロキシモードを使用

するマネージャにのみ適用されます。

マネージャパーティ

ション

このパラメータは、自動設定時にすべてのプロキシ回線とアシスタント

デバイス上のインターコム回線、およびマネージャデバイス上のインター

コム回線で設定されるパーティションを指定します。使用するパーティ

ションが [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]に
すでに追加されていることを確認します。[Cisco IPMA設定ウィザード
（Cisco IPMA Configuration Wizard）]が実行されている場合、この値が入
力されます。このパラメータは、プロキシモードを使用するマネージャ

またはアシスタントにのみ適用されます。

すべてのユーザパー

ティション

このパラメータは、自動設定時に IPMAが処理するマネージャデバイス
上のマネージャ回線とインターコム回線、およびアシスタントデバイス

上のアシスタントインターコム回線で設定されるコーリングサーチス

ペースを指定します。使用するコーリングサーチスペースが [CiscoUnified
CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]にすでに追加されているこ
とを確認します。[Cisco IPMA設定ウィザード（Cisco IPMA Configuration
Wizard）]が実行されている場合、この値が入力されます。このパラメー
タは、プロキシモードを使用するマネージャまたはアシスタントにのみ

適用されます。

IPMAコーリング
サーチスペース

このパラメータは、自動設定時にアシスタントデバイス上のプロキシ回

線に設定されるマネージャコーリングサーチスペースを定義します。こ

のコーリングサーチスペースは、システムにすでに存在するコーリング

サーチスペースである必要があります。[CiscoIPMA設定ウィザード（Cisco
IPMAConfigurationWizard）]が実行されている場合、この値が入力されま
す。このパラメータは、プロキシモードを使用するアシスタントにのみ

適用されます。

マネージャのコーリ

ングサーチスペー

ス

このパラメータは、自動設定時にマネージャまたはアシスタントデバイ

スが登録される IP Phoneサービスを定義します。[Cisco IPMA設定ウィ
ザード（Cisco IPMA Configuration Wizard）]が実行されている場合、この
値が入力されます。このパラメータは、プロキシモードを使用するマネー

ジャまたはアシスタントにのみ適用されます。

Cisco IPMAのプライ
マリ電話サービス
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説明設定

このパラメータは、自動設定時にマネージャまたはアシスタントデバイ

スが登録されるセカンダリ IP Phoneサービスを定義します。[Cisco IPMA
設定ウィザード（Cisco IPMA Configuration Wizard）]が実行されている場
合、この値が入力されます。このパラメータは、プロキシモードを使用

するマネージャまたはアシスタントにのみ適用されます。

Cisco IPMAのセカン
ダリ電話サービス

クラスタ全体のパラメータ（プロキシモードでのプロキシ電話番号の範囲）

このパラメータは、IPMAのアシスタント設定時にプロキシ電話番号の自
動生成で開始番号として使用される開始電話番号を指定します。自動生成

されたプロキシ回線番号がアシスタントに使用されると、次のアシスタン

ト用に次の数が生成されるという具合に続きます。このパラメータは、プ

ロキシモードを使用するアシスタントにのみ適用されます。

開始電話番号

（Starting Directory
Number）

このパラメータは、IPMAのアシスタント設定時のプロキシ電話番号の自
動生成の終了電話番号を指定します。設定はこの番号で停止します。この

パラメータは、プロキシモードを使用するアシスタントにのみ適用され

ます。

終了電話番号

（Ending Directory
Number）

クラスタ全体のパラメータ（プロキシモードでのプロキシ電話番号の範囲）

このパラメータは、プロキシDNの生成プロセスにおいて、マネージャの
電話番号（DN）から削除される文字数を指定します。プロキシ DNを生
成すると、一部の桁の削除とプレフィックスの追加が行われる場合があり

ます。桁の削除は左側から行われます。このパラメータは、プロキシモー

ドを使用するアシスタントにのみ適用されます。

[マネージャDNから
削除される文字数

（Number of
Characters to be
Stripped fromManager
DN）]

このパラメータは、プロキシDNの生成プロセスにおいて、マネージャの
DNに追加されるプレフィックスを指定します。プロキシ DNを生成する
と、桁の一部削除とプレフィックスの追加が行われる場合があります。こ

のパラメータは、プロキシモードを使用するアシスタントにのみ適用さ

れます。

マネージャ DNのプ
レフィックス

プロキシ回線のマネージャの設定とアシスタントの割り当て

新しいユーザの設定とデバイスのユーザへの関連付けについては、http://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/voice_ip_comm/cucm/admin/10_0_1/ccmcfg/CUCM_BK_C95ABA82_00_admin-guide-100.htmlを参
照してください。
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アシスタントのアシスタント情報を設定する前に、マネージャ情報が設定されていることを確

認してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を
選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

検索結果には Cisco Unified Communications Managerで設定されているすべてのエンドユーザが表
示されます。

ステップ 3 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [マネージャの設定（Manager
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

既存のアシスタント設定情報を表示するには、[関連付けられているアシスタント
（Associated Assistants）]リストのアシスタント名をクリックし、[詳細の表示（View
Details）]をクリックします。[Cisco Unified CMアシスタント -アシスタントの設定
（Cisco Unified CM Assistant - Assistant Configuration）]ウィンドウが表示されます。マ
ネージャ設定情報に戻るには、[関連付けられているマネージャ（AssociatedManagers）]
リストのマネージャ名をクリックし、[詳細の表示（ViewDetails）]をクリックします。

ヒント

[Cisco Unified CMアシスタント -マネージャの設定（Cisco Unified CM Assistant - Manager
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デバイス名/プロファイル（Device Name/Profile）]ドロップダウンリストから、デバイス名また
はデバイスプロファイルを選択し、デバイス名またはデバイスプロファイルをマネージャに関連

付けます。Manager Assistantによるエクステンションモビリティの詳細については、Manager
Assistantの連携動作, （200ページ）を参照してください。

マネージャが在宅勤務する場合は、[モバイルマネージャ（Mobile Manager）]チェック
ボックスをクリックし、必要に応じて、[デバイス名/プロファイル（DeviceName/Profile）]
ドロップダウンリストからデバイスプロファイルを選択します。デバイスプロファイ

ルを選択した後は、マネージャは、ManagerAssistantにアクセスする前にエクステンショ
ンモビリティを使用して電話にログインする必要があります。

（注）

ステップ 5 [インターコム回線（Intercom Line）]ドロップダウンリストから、マネージャのインターコム回
線アピアランスを選択します（該当する場合）。

選択したインターコム回線は、Manager AssistantとCiscoUnified CommunicationsManager
のインターコム機能に適用されます。

（注）

ステップ 6 [アシスタントプール（Assistant Pool）]ドロップダウンリストから、適切なプール番号（1～ 3）
を選択します。

ステップ 7 [使用可能な回線（Available Lines）]選択ボックスから、Manager Assistantで制御する回線を選択
し、下矢印をクリックしてその回線を [選択済みの回線（Selected Lines）]選択ボックスに表示さ
せます。Manager Assistantで制御する回線を最大 5つ設定します。

[選択済みの回線（Selected Lines）]選択ボックスから回線を削除してManager Assistant
による制御を解除するには、上矢印をクリックします。

ヒント
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ステップ 8 ソフトキーテンプレートを自動設定し、Manager Assistantで制御される選択された回線およびイ
ンターコム回線のManager Assistant電話サービス、コーリングサーチスペース、およびパーティ
ションと、Cisco IPManagerAssistantサービスパラメータに基づくマネージャ電話機のインターコ
ム回線用のスピーカフォンによる自動応答を登録するには、[自動設定（AutomaticConfiguration）]
チェックボックスをオンにします。

インターコムの自動設定は、CiscoUnified IPPhone 7940および 7960用のManagerAssistant
インターコム機能を使用する場合にのみ適用されます。

（注）

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスをオンにしている場合、サービスパラ
メータが無効なときは、メッセージが表示されます。サービスパラメータが有効であることを確

認します。自動設定が正常に完了すると、マネージャデバイスがリセットされます。デバイスプ

ロファイルを設定した後は、マネージャは、設定を有効にするためにデバイスからログアウトし

てログインしなおす必要があります。

プロキシ回線のアシスタントラインアピアランスの設定

プロキシ回線は、アシスタントの Cisco Unified IP Phoneに表示される電話回線を指定します。
Manager Assistantは、プロキシ回線を使用してマネージャへのコールを管理します。管理者は、
アシスタントの電話の回線をプロキシ回線として動作するように手動で設定できます。または、

[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスを有効にして DNを作成し、アシスタン
トの電話に回線を追加することもできます。

いずれかのアシスタントのアシスタント情報を設定する前に、マネージャ情報を設定し、マ

ネージャにアシスタントを割り当てる必要があります。

（注）

アシスタントの電話にプロキシ回線を自動で設定するには、[プロキシ電話番号の範囲（Proxy
Directory Number Range）]セクションと [プロキシ電話番号のプレフィックス（Proxy Directory
Number Prefix）]セクションでサービスパラメータを設定します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を
選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

検索結果に、Cisco Unified Communications Managerで設定されているすべてのエンドユーザが表
示されます。

ステップ 3 選択したアシスタントのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。
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[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [アシスタントの設定（Assistant

Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[自動設定（AutomaticConfiguration）]チェックボックスをオンにすると、システムは、
Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータの設定に基づいて、ソフトキーテンプ
レートとインターコム回線を自動的に設定します。さらに、システムは、インターコム

回線のスピーカーフォンで自動応答を設定します。

（注）

[アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [デバイス名（DeviceName）]ドロップダウンリストから、アシスタントに関連付けるデバイス名
を選択します。

ステップ 6 [インターコム回線（Intercom Line）]ドロップダウンリストから、アシスタントの着信インター
コムラインアピアランスを選択します。

ステップ 7 [プライマリ回線（PrimaryLine）]ドロップダウンリストから、アシスタントのプライマリ回線を
選択します。

ステップ 8 マネージャ回線をアシスタント回線に関連付けるには、[アシスタント回線へのマネージャの関連
付け（Manager Association to Assistant Line）]選択ボックスから次の手順を実行します。
a) [使用可能な回線（Available Lines）]ドロップダウンリストから、マネージャ回線に関連付け
るアシスタント回線を選択します。

b) [マネージャ名（Manager Names）]ドロップダウンリストから、このプロキシ回線を適用する
事前設定されたマネージャ名を選択します。

c) [マネージャ回線（ManagerLines）]ドロップダウンリストから、このプロキシ回線を適用する
マネージャ回線を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
更新はすぐに有効になります。[自動設定（Automatic Configuration）]をオンにすると、アシスタ
ントのデバイスは自動的にリセットされます。

Manager Assistant の共有回線のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Manager Assistantによって使用される回線
のパーティションを設定します。

Manager Assistant共有回線サポートの
パーティションの設定, （177ページ）

ステップ 1   

マネージャおよびアシスタントの回線の

コーリングサーチスペースを設定します。

ManagerAssistantの共有回線サポートの
コーリングサーチスペースの設定, （
179ページ）

ステップ 2   

マネージャおよびアシスタントに対して自

動設定を使用するには、次のパラメータを

設定します。

Cisco IPManager Assistantサービスパラ
メータの設定, （180ページ）

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（オプション）インターコムの設定ステップ 4   

•インターコムパーティションの設
定, （181ページ）

•インターコムコーリングサーチ
スペースの設定, （377ページ）

•インターコム電話番号の設定, （
386ページ）

•インターコムトランスレーション
パターンの設定, （379ページ）

多数のマネージャおよびアシスタントをサ

ポートする必要がある場合には、複数の

（オプション）複数のManagerAssistant
プールの設定, （183ページ）

ステップ 5   

プールを設定します。マネージャとアシス

タントを最大 2500ペアとして管理するア
クティブな Cisco IP Manager Assistantサー
バを最大で 3台設定できます。

混合モードで動作するには、次の手順に従

います。

（オプション）Manager AssistantのCTI
へのセキュアな TLS接続の設定

ステップ 6   

• IPMASecureSysUserアプリケーショ
ンユーザの設定, （185ページ）

• CAPFプロファイルの設定 , （186
ページ）

• Cisco IP Manager Assistantの設定,
（188ページ）

Cisco Unified Communications Manager
Assistantでは、マネージャからのコールを

CTIルートポイントの設定, （189ペー
ジ）

ステップ 7   

インターセプトし、ルーティングするのに

CTIルートポイントの作成が必要です。

マネージャおよびアシスタントの IP
Phoneサービスの設定, （189ページ）

ステップ 8   

マネージャ、アシスタント、および全

ユーザの電話ボタンテンプレートの設

定, （194ページ）

ステップ 9   

共有回線モードのマネージャの設定と

アシスタントの割り当て, （196ペー
ジ）

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

共有回線のアシスタントラインアピア

ランスの設定, （197ページ）
ステップ 11   

アシスタントはアシスタントコンソール

アプリケーションと Cisco Unified IP Phone
Assistant Consoleプラグインのインス
トール, （199ページ）

ステップ 12   

を使用して Cisco Unified Communications
Manager Assistant機能にアクセスします。
Assistant Consoleアプリケーションは、応
答、転送、保留などの呼制御機能を提供し

ます。

『Cisco Unified Communications Manager
Assistant User Guide for Cisco Unified

マネージャアプリケーションとアシス

タントコンソールアプリケーションを

設定します。

ステップ 13   

Communications Manager』を参照してくだ
さい。 http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-user-guide-list.html

Manager Assistant 共有回線サポートのパーティションの設定
Generated_Everyone、Generated_Managers、および Generated_Route_Pointの 3つのパーティション
を作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。
ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有の

パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用で
きます。パーティション名に関するガイドラインについては、「関連項目」の項を参照してくだ

さい。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用できません。
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説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自動
でパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。
ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける

スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デバ
イスのタイムゾーンと [スケジュール（Time Schedule）]が比較され、パーティションが着信
コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ドロッ
プダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケジュール
（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用できるかどうか
が判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

Manager Assistant共有回線サポートのパーティション名のガイドライン, （178ページ）

Manager Assistant 共有回線サポートのパーティション名のガイドライン

コーリングサーチスペースのパーティションのリストは最大 1024文字に制限されています。つ
まり、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。次の
表を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリングサーチスペースに追加できる

パーティションの最大数を決定します。

表 10：パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402文字

2563文字

2044文字

1725文字

。。。。
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パーティションの最大数パーティション名の長さ

9210文字

6415文字

Manager Assistant の共有回線サポートのコーリングサーチスペースの設定
コーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられるルートパーティションの番号

付きリストです。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようとする際

に検索できるパーティションが決定されます。

2つのコールコーリングサーチスペース（Generated_CSS_I_Eおよび Generated_CSS_M_E）を作
成する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長50文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダー
スコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。

•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパーティ
ションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使
用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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Cisco IP Manager Assistant サービスパラメータの設定
マネージャおよびアシスタントにManager Assistant自動設定を使用するには、Cisco IP Manager
Assistantサービスパラメータを設定します。インストールされている各Cisco IPManager Assistant
サービスのすべての Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータと汎用パラメータに対して、
クラスタ全体のパラメータを指定する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
[サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティブ
になっているサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Manager Assistant（Cisco IP Manager
Assistant）]サービスを選択します。
パラメータがリストされた [サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 4 [Cisco IP Manager Assistantパラメータ（Cisco IP Manager Assistant Parameters）]、[クラスタ全体の
パラメータ（すべてのサーバに適用されるパラメータ）（Clusterwide Parameters (Parameters that
apply toall servers)）]、および [クラスタ全体のパラメータ（ソフトキーテンプレート）（Clusterwide
Parameters (Softkey Templates)）]を設定します。
詳細な説明ついては、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

インターコムの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

インターコムパーティションの設定, （181ページ）ステップ 1   

インターコムコーリングサーチスペースの設定, （182ペー
ジ）

ステップ 2   

インターコム電話番号の設定, （182ページ）ステップ 3   

インターコムトランスレーションパターンの設定,（183ペー
ジ）

ステップ 4   
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インターコムパーティションの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]ウィンドウで、
[コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコムルートパー
ティション（Intercom Route Partition）]を選択します。
[インターコムパーティションの検索と一覧表示（Find and List Intercom Partitions）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。
[新規インターコムパーティションの追加（AddNew IntercomPartition）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 [インターコムパーティション情報（IntercomPartition Information）]セクションの [名前（Name）]
ボックスに、追加するインターコムパーティションの名前と説明を入力します。

複数のパーティションを入力するには、各パーティションエントリごとに 1行を使い
ます。最大 75のパーティションを入力できます。名前と説明には合計 1475文字を使用
できます。パーティション名は、50文字以内です。各行のパーティション名と説明を
区別するには、カンマ（,）を使用します。説明を入力しないと、Cisco Unified
Communications Managerはパーティション名を説明として使用します。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 設定するパーティションを探します。

[インターコムパーティションの設定（Intercom Partition Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 6 [インターコムパーティションの設定（IntercomPartitionConfiguration）]フィールドエリアのフィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクション

を参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
[インターコムパーティションの設定（Intercom Partition Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 8 適切な設定値を入力します。[インターコムパーティションの設定（IntercomPartitionConfiguration）]
パラメータの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
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インターコムコーリングサーチスペースの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インター
コムコーリングサーチスペース（Intercom Calling Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。
ステップ 3 [インターコムコーリングサーチスペース（Intercom Calling Search Space）]フィールドエリアの

フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセク

ションを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

インターコム電話番号の設定

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコム電話番号
（Intercom Directory Number）]を選択します。
[インターコム電話番号の検索と一覧表示（Find and List Intercom Directory Numbers）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 2 特定のインターコム電話番号を検索するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし
ます。

検索基準に一致するインターコム電話番号の一覧が表示されます。

ステップ 3 次のいずれかのタスクを実行します。

a) インターコム電話番号を追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。
b) インターコム電話番号を更新するには、更新するインターコム電話番号をクリックします。

[インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 4 [インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）]フィールドエリアの
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセク

ションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 7 [電話のリセット（Reset Phone）]をクリックします。
ステップ 8 デバイスを再起動します。

再起動中に、ゲートウェイのコールがドロップされることがあります。
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インターコムトランスレーションパターンの設定

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコムトランスレー
ションパターン（Intercom Translation Pattern）]を選択します。
[インターコムトランスレーションパターンの検索/一覧表示（Find and List Intercom Translation
Patterns）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかのタスクを実行します。

a) 既存のインターコムトランスレーションパターンをコピーするには、設定するパーティショ
ンを探し、インターコムトランスレーションパターンの横にある [コピー（Copy）]ボタンを
クリックしてコピーします。

b) 新しいインターコムトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加（AddNew）]ボ
タンをクリックします。

ステップ 3 [インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern Configuration）]
フィールドエリアのフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細について

は、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
選択したパーティション、ルートフィルタおよび番号計画の組み合わせを使用するインターコム

トランスレーションパターンが一意であることを確認します。重複入力を示すエラーを受け取っ

たら、ルートパターンまたはハントパイロット、トランスレーションパターン、電話番号、コー

ルパーク番号、コールピックアップ番号、またはミートミー番号の設定ウィンドウを確認しま

す。

[インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern Configuration）]
ウィンドウに、新しく設定したインターコムトランスレーションパターンが表示されます。

複数の Manager Assistant プールの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
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[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスから、Cisco IP Manager Assistantサービスがア
クティブになっているサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Manager Assistant ]サービスを選択し
ます。

パラメータを一覧表示する [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンド
ウが開きます。

ステップ 4 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。
[クラスタ全体のパラメータ（すべてのサーバに適用されるパラメータ）（Clusterwide Parameters
（Parameters that apply to all servers））]の高度なパラメータが表示されます。

ステップ 5 [クラスタ全体のパラメータ（すべてのサーバに適用されるパラメータ）（Clusterwide Parameters
（Parameters that apply to all servers））]で、複数のマネージャアシスタントプールを追加する次
のパラメータを設定します。

a) [複数のアクティブモードの有効化（EnableMultiple ActiveMode）]：デフォルト値は [False]で
す。このパラメータを [True]に設定すると、管理者は、複数のプールを使用して最大 7000名
のマネージャおよびアシスタントを設定できます。

b) プール 2：Cisco IPMAサーバ（プライマリ）IPアドレス：デフォルトではありません。管理者
は、この IPアドレスを手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大 2500
名のマネージャおよびアシスタントを割り当てることができます。

c) プール 2：Cisco IPMAサーバ（バックアップ）IPアドレス：デフォルトではありません。管理
者は、この IPアドレスを手動で入力する必要があります。

d) プール 3：Cisco IPMAサーバ（プライマリ）IPアドレス：デフォルトではありません。管理者
は、この IPアドレスを手動で入力する必要があります。このアドレスに最大 2500名のマネー
ジャおよびアシスタントを割り当てることができます。

e) プール 3：Cisco IPMAサーバ（バックアップ）IPアドレス：デフォルトではありません。管理
者は、この IPアドレスを手動で入力する必要があります。

詳細な説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

Manager Assistant の CTI へのセキュアな TLS 接続の設定
Manager Assistantは、WDSecureSysUserアプリケーションユーザクレデンシャルを使用して CTI
へのセキュアな TLS接続を確立し、コールを発信します。

セキュアな TLS接続を確立するようにWDSecureSysUserアプリケーションユーザを設定するに
は、次の作業を実行します。

はじめる前に

• Cisco CTL Clientをインストールし、設定します。

CTL Clientの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を参
照してください。
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• [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウの [ク
ラスタセキュリティモード（Cluster Security Mode）]を 1に設定します（混合モード）。シ
ステムを混合モードで動作させることは、システムの他のセキュリティ機能に影響を与えま

す。システムが現在混合モードで動作していない場合、これらの相互作用を理解していない

ときは、混合モードに切り替えないでください。詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』を参照してください。

•最初のノードでのみ Cisco認証局プロキシ機能（CAPF）サービスをアクティブにします。

手順

目的コマンドまたはアクション

IPMASecureSysUserアプリケーションユー
ザを設定します。

IPMASecureSysUserアプリケーショ
ンユーザの設定, （185ページ）

ステップ 1   

IPMASecureSysUserアプリケーションユー
ザの認証局プロキシ機能（CAPF）プロファ
イルを設定します。

CAPFプロファイルの設定 , （186
ページ）

ステップ 2   

Cisco IP Manager Assistantサービスのサー
ビスパラメータを設定します。

Cisco IP Manager Assistantの設定, （
188ページ）

ステップ 3   

IPMASecureSysUser アプリケーションユーザの設定

IPMASecureSysUserアプリケーションユーザを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [アプリケーションユーザ（Application User）]を選択します。
[アプリケーションユーザの検索と一覧表示（Find and List Application Users）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 [アプリケーションユーザの検索と一覧表示のアプリケーション（Find and List Application Users

Application）]ウィンドウから、[WDSecureSysUser]を選択します。

ステップ 4 [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウの各フィールドを
設定し、[保存（Save）]をクリックします。
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CAPF プロファイルの設定

認証局プロキシ機能（CAPF）は、セキュリティ証明書を発行して、認証するタスクを実行するコ
ンポーネントです。アプリケーションユーザの CAPFプロファイルを作成すると、プロファイル
は設定の詳細を使用してアプリケーションの安全な接続を開きます。

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [アプリケーションユーザ CAPFプロファイル（Application User CAPF Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•新しいCAPFプロファイルを追加するには、[検索対象（Find）]ウィンドウで [新規追加（Add
New）]をクリックします。

•既存のプロファイルをコピーするには、適切なプロファイルを見つけ、[コピー（Copy）]列
内にあるそのレコード用の [コピー（Copy）]アイコンをクリックします

既存のエントリを更新するには、適切なプロファイルを見つけて表示します。

ステップ 3 関連する CAPFプロファイルフィールドを設定または更新します。フィールドとその設定オプ
ションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 セキュリティを使用するアプリケーションユーザおよびエンドユーザごとに、この手順を繰り返

します。

次の作業

Cisco IP Manager Assistantの設定, （188ページ）

関連トピック

CAPFプロファイルの設定, （186ページ）

CAPF プロファイルの設定

説明設定

ドロップダウンリストから、CAPF操作のアプリケーションユーザを選択しま
す。この設定には、設定されているアプリケーションユーザが表示されます。

この設定は、[エンドユーザ CAPFプロファイル（End User CAPF Profile）]ウィ
ンドウには表示されません。

Application
User
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説明設定

ドロップダウンリストから、CAPF操作のエンドユーザを選択します。この設
定には、設定済みのエンドユーザが表示されます。

この設定は、[アプリケーションユーザ CAPFプロファイル（Application User
CAPF Profile）]ウィンドウには表示されません。

エンドユーザ

ID（End User
ID）

1～ 128文字の英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）を入力します。インスタンス ID
は、認証操作のユーザを指定します。

1つのアプリケーションに複数の接続（インスタンス）を設定できます。アプリ
ケーションと CTIManagerとの接続を保護するため、アプリケーション PC（エ
ンドユーザの場合）またはサーバ（アプリケーションユーザの場合）で実行さ

れるそれぞれのインスタンスに固有の証明書があることを確認します。

このフィールドは、WebサービスとアプリケーションをサポートするCTIManager
サービスパラメータへのセキュアな接続のCAPFプロファイルインスタンス ID
に関連します。

インスタンス

ID（Instance
ID）

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [保留中の操作なし（NoPendingOperation）]：証明書の操作が行われない場
合に表示されます。（デフォルト設定）

• [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]：このオプションを選択
すると、アプリケーションに新しい証明書がインストールされるか、既存

のローカルで有効な証明書がアップグレードされます。

証明書の操作

（Certificate
Operation）

証明書の操作が [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]の場合、認証
モードとして [認証ストリング（By Authentication String）]が指定されます。つ
まり、ユーザ/管理者によって [JTAPI/TSP設定（JTAPI/TSP Preferences）]ウィン
ドウに CAPF認証文字列が入力された場合にのみ、ローカルで有効な証明書の
インストール/アップグレードまたはトラブルシューティングが CAPFによって
実行されます。

認証モード

（Authentication
Mode）

独自の認証文字列を作成するには、一意の文字列を入力します。

各文字列は 4～ 10桁である必要があります。

ローカルで有効な証明書のインストールまたはアップグレードを実行する場合、

アプリケーション PCの JTAPI/TSP設定 GUIに管理者が認証文字列を入力する
ことが必要です。この文字列は 1回の使用のみサポートされており、このイン
スタンスで使用した文字列を再び使用することはできません。

認証文字列

（Authentication
String）

認証文字列を自動的に生成するには、このボタンをクリックします。4～ 10桁
の認証文字列が [認証文字列（Authentication String）]フィールドに表示されま
す。

文字列の生成

（Generate
String）
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説明設定

ドロップダウンリストから、証明書のキーサイズを選択します。デフォルト設

定は 1024です。キーサイズのそのほかのオプションは 512です。

キーの生成の優先順位を低く設定すると、操作の実行中にもアプリケーション

が機能します。キーの生成には最大 30分かかります。

キーサイズ

（ビット）

（Key Size
(Bits)）

このフィールドはすべての証明書操作でサポートされ、操作の実行日時を指定

します。

表示される値は、最初のノードに適用されます。

この設定は、証明書の操作を完了する必要がある期間のデフォルトの日数を指

定する [CAPF操作有効期間（日数）（CAPF Operation Expires in (days)）]エン
タープライズパラメータと併用します。このパラメータはいつでも更新できま

す。

操作の完了期

限（Operation
Completes by）

このフィールドには、保留中、失敗、成功といった証明書の操作の進行状況が

表示されます。

このフィールドに表示される情報は変更できません。

証明書の操作

ステータス

（Certificate
Operation
Status）

Cisco IP Manager Assistant の設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティブ
になっているサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Manager Assistant][Cisco WebDialer
Web]サービスを選択します。
パラメータのリストが表示されます。

ステップ 4 [CTIManager Connection Security Flag]パラメータおよび [CAPF Profile Instance ID for Secure Connection
to CTIManager]パラメータを選択して更新します。
パラメータの説明を表示するには、パラメータ名のリンクをクリックします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 サービスがアクティブになっているサーバごとに、この手順を繰り返します。
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CTI ルートポイントの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から [デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]を
選択します。

[CTIルートポイントの検索と一覧表示（Find and List CTI Route Points）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、デバイス名を入力します。
ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストから、[デフォルト（Default）]を選択し

ます。

ステップ 5 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから
[Generated_CSS_M_E]を選択します。

ステップ 6 [デバイスプールの発呼側トランスフォーメーション CSSを使用（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
Add successfulステータスメッセージが表示されます。

ステップ 8 [関連付け（Association）]エリアで、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]をク
リックします。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [電話番号（Directory Number）]フィールドに電話番号を入力します。
ステップ 10 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから [Generated_Route_Point]を

選択します。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

マネージャおよびアシスタントの IP Phone サービスの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
サービス（Phone Services）]を選択します。
[IP Phoneサービスの検索と一覧表示（Find and List IP Phone Services）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
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[IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 マネージャおよびアシスタント用のサポートされる電話ごとに、必須フィールドに入力して、[保
存（Save）]をクリックします。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目の
セクションを参照してください。

Update successfulメッセージが表示されます。

関連トピック

Cisco IP Phoneサービス設定フィールド, （190ページ）

Cisco IP Phone サービス設定フィールド

説明フィールド

サービス情報（Service Information）

サービスの名前を入力します。サービスがエンタープライズサブス

クリプションとしてマークされていない場合、サービスに登録できる

領域（Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルなど）にそ
のサービス名が表示されます。

サービス名として入力できる文字数は最大で 128文字です。

JavaMIDletサービスの場合、サービス名は、JavaApplicationDescriptor
（JAD）ファイルで定義されている名前と正確に一致している必要が
あります。

CiscoUnified CommunicationsManagerでは、複数の IP Phone
サービスを同じ名前で作成できます。電話ユーザのほとん

どまたは全員に十分な知識がある場合、および管理者が常

に IP Phoneサービスを設定する場合を除き、このように作
成しないことが推奨されます。AXLなどのサードパーティ
ツールが設定のために IP Phoneサービスのリストにアクセ
スする場合は、IP Phoneサービスに一意の名前を使用する
必要があることに注意してください。

（注）

サービス URLがカスタマイズされた外部 URLをポイント
している場合、電話のデバイスロケールに基づいてサービ

ス名をローカライズすることはできません。サービス名は

英語のアルファベット文字でのみ表示されます。

（注）

サービス名（Service
Name）

電話機がUnicodeを表示できない場合に表示するサービスの名前を入
力します。

ASCIIサービス名（ASCII
Service Name）

そのサービスで提供されるコンテンツの説明を入力します。説明には

任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）と一重
引用符（'）は使用できません。

サービスの説明（Service
Description）
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説明フィールド

IP Phoneサービスアプリケーションが保存されているサーバの URL
を入力します。このサーバは、Cisco Unified Communications Manager
クラスタに含まれるサーバから独立している必要があります。Cisco
Unified Communications Managerサーバまたは Cisco Unified
Communications Managerに関連付けられているサーバ（TFTPサーバ
やディレクトリデータベースパブリッシャサーバなど）は指定しな

いでください。

サービスを使用するには、Cisco Unified Communications Managerクラ
スタの電話機がサーバとネットワーク接続されている必要がありま

す。

シスコの署名付き Java MIDletの場合は、JADファイルをダウンロー
ド可能な場所を入力します。たとえば、Java MIDletの通信先である
Webサーバやバックエンドアプリケーションサーバです。

シスコ提供のデフォルトサービスの場合は、サービスURLはデフォ
ルトでは「Application:Cisco/<サービス名>」と表示されます。
たとえば、Application:Cisco/CorporateDirectoryです。シ
スコが提供するデフォルトサービスのサービスURLを変更する場合
は、[サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]に [両方
（Both）]を設定していることを確認してください。この設定は、[電
話（Phone）]、[エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameter）]、および [共通の電話プロファイルの設定（CommonPhone
Profile Configuration）]ウィンドウに表示されます。たとえば、カス
タムの社内ディレクトリを使用するには、

Application:Cisco/CorporateDirectoryをカスタムディレ
クトリの外部サービス URLに変更するので、この場合は [サービス
のプロビジョニング（Services Provisioning）]の値を [両方（Both）]
に設定します。

サービス URL（Service
URL）
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説明フィールド

Cisco Unified IP Phoneサービスアプリケーションが保存されている
サーバのセキュアなURLを入力します。このサーバは、CiscoUnified
CommunicationsManagerクラスタに含まれるサーバから独立している
必要があります。Cisco Unified Communications Managerサーバまたは
Cisco Unified Communications Managerに関連付けられているサーバ
（TFTPサーバやパブリッシャデータベースサーバなど）は指定し
ないでください。

サービスを使用するには、Cisco Unified Communications Managerクラ
スタの電話機がサーバとネットワーク接続されている必要がありま

す。

セキュアサービス URLを指定しない場合、デバイスは非
セキュアなURLを使用します。セキュアなURLと非セキュ
アなURLの両方を指定した場合、デバイスはその機能に基
づいて適切な URLを選択します。

（注）

セキュアサービス URL
（Secure-Service URL）

サービスアプリケーションのタイプ（XMLまたは JavaMIDlet）を選
択します。

Java MIDletを選択した場合は、更新された設定ファイルを電話機が
受信すると、電話機はシスコの署名付きMIDletアプリケーション
（JADおよび JAR）を指定のサービス URLから取得してそのアプリ
ケーションをインストールします。

サービスカテゴリ

（Service Category）

サービスが電話の [サービス（Services）]、[ディレクトリ
（Directories）]、または [メッセージ（Messages）]ボタンまたはオプ
ションのいずれにプロビジョニングされるか（電話にこれらのボタン

またはオプションがある場合）を選択します。ご使用の電話でこれら

のボタンまたはオプションがサポートされているかどうかを判断する

には、ご使用の電話のモデルに対応する『Cisco Unified IP Phone
Administration Guide』を参照してください。

サービスタイプ（Service
Type）

このフィールドでは、サービスのベンダーまたは製造元を指定できま

す。XMLアプリケーションの場合は省略可能ですが、シスコの署名
付き Java MIDletの場合は入力必須です。

シスコの署名付き Java MIDletの場合は、このフィールドに入力され
た値とMIDlet JADファイル内で定義されているベンダーとが正確に
一致している必要があります。

シスコ提供のデフォルトサービスの場合は、このフィールドはブラ

ンクとして表示されます。

入力できるのは最大 64文字です。

サービスベンダー

（Service Vendor）
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説明フィールド

アプリケーションのバージョン番号を入力します。

XMLアプリケーションの場合は、このフィールドは省略可能であり、
参考としてだけ使用されます。シスコの署名付き Java MIDletの場合
は、次の点に注意してください。

•バージョンを入力する場合は、入力したサービスバージョンと
JADファイル内で定義されているバージョンとが正確に一致す
る必要があります。ここで入力したバージョンと電話機にイン

ストールされているバージョンが異なる場合は、電話機はMIDlet
のアップグレードまたはダウングレードを試行します。

•このフィールドがブランクの場合は、バージョンは [サービス
URL（ServiceURL）]から取得されます。このフィールドをブラ
ンクのままにしておくと、電話機がCiscoUnifiedCommunications
Managerに再登録するたびに、およびシスコの署名付き Java
MIDletが起動するたびに JADファイルがダウンロードされるよ
うになります。したがって、管理者が [サービスバージョン
（Service Version）]フィールドを手動で更新しなくても、常に
最新バージョンのシスコ署名付き Java MIDletが電話機で実行さ
れます。

シスコ提供のデフォルトサービスの場合は、このフィールドはブラ

ンクとして表示されます。

このフィールドには、数字とピリオドを入力できます（最大16ASCII
文字）。

サービスバージョン

（Service Version）

このチェックボックスにより、[CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnified
CM Administration）]から設定を削除せずに（およびデータベースか
らサービスを削除せずに）、サービスを有効化または無効化できま

す。

このチェックボックスをオフにすると、サービスは電話機設定ファイ

ルおよび電話機から削除されます。

有効（Enable）

サービスパラメータ情報
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説明フィールド

このペインには、この IP Phoneサービスに適用されるサービスパラ
メータがリストされます。このペインのサービスパラメータを設定

するには、次のボタンを使用します。

• [新規パラメータ（NewParameter）]：このボタンをクリックする
と、[CiscoUnified IPPhoneサービスパラメータの設定（Configure
Cisco Unified IP Phone Service Parameter）]ウィンドウが表示され
ます。このウィンドウでは、IP Phoneサービスの新規サービス
パラメータを設定します。

• [パラメータの編集（EditParameter）]：[パラメータ（Parameters）]
ペインに表示されるサービスパラメータを強調表示してこのボ

タンをクリックすると、[CiscoUnified IPPhoneサービスパラメー
タの設定（Configure Cisco Unified IP Phone Service Parameter）]
ウィンドウが表示されます。このウィンドウでは、この IPPhone
サービスの選択されたサービスパラメータを編集できます。

• [パラメータの削除（Delete Parameter）]：[パラメータ
（Parameters）]ペインに表示されるサービスパラメータを強調
表示してこのボタンをクリックすると、この IP Phoneサービス
からサービスパラメータが削除されます。削除の確認を求める

ポップアップウィンドウが表示されます。

パラメータ

マネージャ、アシスタント、および全ユーザの電話ボタンテンプレートの設定

この項の手順は、マネージャとアシスタント向けに電話機のボタンを設定する方法について説明

します。

手順

目的コマンドまたはアクション

この手順を実施することで、マネージャと

アシスタントボタン機能を回線または短縮

ダイヤルキーに割り当てることができます。

Manager Assistantの電話ボタンテン
プレートの設定, （195ページ）

ステップ 1   

電話機でマネージャおよびアシスタントボ

タンを設定するには、次の手順を実行しま

す。

電話とManager Assistantボタンテン
プレートの関連付け, （196ページ）

ステップ 2   
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Manager Assistant の電話ボタンテンプレートの設定

Manager Assistant機能の電話ボタンテンプレートを設定するには、この手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。
[電話ボタンテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
サポートされている電話のテンプレートの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。作成しない場合

は次のステップに進みます。

a) 電話モデルのデフォルトテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
b) [電話ボタンテンプレート情報（PhoneButtonTemplate Information）]フィールドに、テンプレー
トの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加する場合は、次の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

電話とManager Assistantボタンテンプレートの関連付け, （196ページ）
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電話と Manager Assistant ボタンテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索/一覧表示（FindandList Phones）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するための [（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボックスが表
示されます。

共有回線モードのマネージャの設定とアシスタントの割り当て

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を
選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerで設定されているすべてのエンドユーザが検索結果に表示
されます。

ステップ 3 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [マネージャの設定（Manager
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[マネージャの設定（Manager Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 Cisco IPManagerAssistantサービスパラメータに基づいて、マネージャの電話のインターコム回線
のスピーカーフォンでソフトキーテンプレートと [自動応答（Auto Answer）]を自動設定するに
は、[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスをオンにします。

インターコムの [自動設定（Automatic Configuration）]は、Cisco Unified Communications
Manager Assistantのインターコム機能が Cisco Unified IP Phone 7940および 7960で使用
されている場合にのみ適用されます。

（注）
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ステップ 5 [共有回線を使用（Uses Shared Lines）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 6 マネージャとデバイス名またはデバイスプロファイルを関連付けるには、[デバイス名/プロファ

イル（DeviceName/Profile）]ドロップダウンリストから、デバイス名またはデバイスプロファイ
ルを選択します。

マネージャが在宅勤務している場合には、[モバイルマネージャ（Mobile Manager）]
チェックボックスをオンにして、[デバイス名/プロファイル（Device Name/Profile）]ド
ロップダウンリストからデバイスプロファイルを選択します。デバイスプロファイル

を選択すると、マネージャは、Manager Assistantにアクセスする前に、Cisco Extension
Mobilityを使用して電話にログインする必要があります。

（注）

Extension MobilityとManager Assistantに関する詳細については、関連項目を参照してください。

ステップ 7 [インターコム回線（Intercom Line）]ドロップダウンリストから、マネージャのインターコムラ
インアピアランスを選択します（該当する場合）。

選択したインターコム回線は、Manager Assistantと Cisco Unified Communications Managerのイン
ターコム機能に適用されます。

ステップ 8 [アシスタントプール（Assistant Pool）]ドロップダウンリストから、該当するプール番号（1か
ら 3まで）を選択します。

ステップ 9 アシスタントをマネージャに割り当てるには、[利用可能なアシスタント（Available Assistants）]
選択ボックスからアシスタントの名前を選択し、下向き矢印をクリックして [関連付けられたアシ
スタント（Associated Assistants）]選択ボックスに移動させます。
アシスタント名を強調表示してから、[詳細情報の表示（View Details）]リンクをクリックするこ
とにより、[アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウに移動できます。

ステップ 10 Manager Assistantによって制御される回線を設定するには、[使用可能な回線（Available Lines）]
リストボックスから該当する回線を選択し、下向き矢印をクリックして [選択した回線（Selected
Lines）]リストボックスに移動させます。
制御される回線が、常に共有回線 DNであることを確認します。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。
[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスをオンにした場合、サービスパラメータ
が無効になると、メッセージが表示されます。サービスパラメータが有効であることを確認して

ください。自動設定が正常に完了すると、マネージャデバイスがリセットされます。デバイスプ

ロファイルを設定した場合、マネージャは、ログアウトしてからデバイスにログインして、変更

を有効にする必要があります。

関連トピック

Manager Assistantの連携動作と制限事項, （200ページ）

共有回線のアシスタントラインアピアランスの設定

管理者は、共有ラインアピアランスを使用して 1つまたは複数の回線を設定できます。Cisco
Unified Communications Managerシステムでは、電話番号が同じパーティション内の複数のデバイ
スに表示される場合、その電話番号は共有回線とみなされます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を
選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerで設定されているすべてのエンドユーザが検索結果に表示
されます。

ステップ 3 選択したアシスタントのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。

[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [アシスタントの設定（Assistant

Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[アシスタントの設定（AssistantConfiguration）]ウィンドウが表示されます。[自動設定（Automatic
Configuration）]チェックボックスをオンにすると、システムは、Cisco IPManager Assistantサービ
スパラメータの設定に基づいて、ソフトキーテンプレートとインターコム回線を自動的に設定し

ます。さらに、システムは、インターコム回線のスピーカーフォンで [自動応答（Auto Answer）]
を設定します。

ステップ 5 [デバイス名（DeviceName）]ドロップダウンリストから、アシスタントに関連付けるデバイス名
を選択します。

ステップ 6 [インターコム回線（Intercom Line）]ドロップダウンリストから、アシスタントのインターコム
ラインアピアランスを選択します。

ステップ 7 [プライマリライン（Primary Line）]ドロップダウンリストから、アシスタントのプライマリラ
インを選択します。

a) 既存のマネージャの設定情報を表示するには、[関連付けられたマネージャ（Associated
Managers）]リストでマネージャ名を強調表示してから、[詳細情報の表示（View Details）]を
クリックします。

[マネージャの設定（Manager Configuration）]ウィンドウが表示されます。
b) [アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウに戻るには、アシスタント名を強
調表示してから、[マネージャの設定（Manager Configuration）]ウィンドウで [詳細情報の表示
（View Details）]リンクをクリックします。

[関連付けられたマネージャ（AssociatedManager）]選択リストボックスに、以前に設定されたマ
ネージャの名前が表示されます。

ステップ 8 マネージャ回線をアシスタント回線に関連付けるには、[アシスタント回線へのマネージャの関連
付け（Manager Association to Assistant Line）]選択ボックスで、次の手順を実行します。
a) [使用可能な回線（Available Lines）]ドロップダウンリストから、マネージャ回線に関連付け
るアシスタント回線を選択します。

b) [マネージャ名（Manager Names）]ドロップダウンリストから、このプロキシ回線を適用する
事前設定されたマネージャ名を選択します。

c) [マネージャ回線（ManagerLines）]ドロップダウンリストから、このプロキシ回線を適用する
マネージャ回線を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
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更新はすぐに有効になります。[自動設定（Automatic Configuration）]を選択すると、アシスタン
トデバイスが自動的にリセットされます。

Assistant Console プラグインのインストール

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[アプリケーション（Application）] > [プラグイン（Plugins）]の順
に選択します。

[プラグインの検索と一覧表示（Find and List Plugins）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
インストール可能なアプリケーションプラグインの一覧が表示されます。

ステップ 3 Cisco Unified CM Assistant Consoleの [ダウンロード（Download）]リンクをクリックして、実行可
能ファイルを特定の場所に保存します。

ステップ 4 実行可能ファイルを実行します。

WindowsVista PCにアプリケーションをインストールすると、セキュリティウィンドウ
が表示されることがあります。インストールの続行を許可します。

（注）

[Cisco Unified CallManager Assistant Console]インストールウィザードが表示されます。

ステップ 5 [概要（Introduction）]ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [ライセンス契約書（License Agreement）]ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 アプリケーションをインストールする場所を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
デフォルトでは、C:\Program Files\Cisco\ Unified CallManager Assistant
Consoleにアプリケーションがインストールされます。

（注）

ステップ 8 [インストール前の概要（Pre-installation Summary）]ウィンドウで概要を確認し、[インストール
（Install）]をクリックします。
インストールが開始されます。

ステップ 9 インストールが完了したら、[終了（Finish）]をクリックします。
ステップ 10 コンソールにログインするために必要なユーザ名とパスワードをアシスタントに提供します。

ステップ 11 Assistant Consoleを起動するには、デスクトップのアイコンをクリックするか、[プログラム開始
（Start...Programs）]メニューから [Cisco Unified Communications Manager Assistant] > [Assistant
Console]を選択します。

ステップ 12 [Cisco Unified Communications Manager Assistantの設定（Cisco Unified Communications Manager
Assistant Settings）]ウィンドウの [詳細（Advanced）]タブで、Assistant Consoleのトレースを有効
化できます。

ステップ 13 Cisco IPManager AssistantサービスがアクティブになっているCiscoUnified CommunicationsManager
サーバのポート番号および IPアドレスまたはホスト名をアシスタントに提供します。コンソール
に初めてログインするアシスタントは、[Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバ
ポート（Cisco Unified Communications Manager Assistant Server Port）]フィールドと [Cisco Unified
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CommunicationsManager Assistantサーバホスト名または IPアドレス（CiscoUnified Communications
Manager Assistant Server Hostname or IP Address）]フィールドに情報を入力する必要があります。

Manager Assistant の連携動作と制限事項

Manager Assistant の連携動作

データのやり取り機能

一括管理ツールを使用して、ユーザを個々に追加するのではなく

多数のユーザ（マネージャおよびアシスタント）を一度に追加で

きます。

一括管理ツールのテンプレートは、Cisco Unified IP Phones向け
に [Cisco Unified CM Assistant設定ウィザード（Cisco Unified CM
Assistant Configuration Wizard）]で作成され、Cisco Unified
Communications Managerインターコム回線のみをサポートしま
す。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk
Administration Guide』を参照してください。

一括管理ツール

発信側の正規化機能を設定している場合、Manager Assistantは
ローカライズおよびグローバル化されたコールを自動的にサポー

トします。ManagerAssistantはローカライズされた発信者番号を
ユーザインターフェイスに表示できます。また、マネージャ宛

の着信通話の場合、フィルタパターンの一致が発生すると、

ManagerAssistantはローカライズおよびグローバル化された発信
者番号を表示できます。

発信側の正規化

Manager Assistantと Ciscoエクステンションモビリティ機能を同
時に使用できます。エクステンションモビリティを使用して

Cisco Unified IP Phoneにログインすると、その電話の Cisco IP
ManagerAssistantサービスは自動的に有効になります。その後、
Manager Assistant機能にアクセスできます。

Ciscoエクステンションモビリティの詳細については、エクステ
ンションモビリティ（Extension Mobility）, （487ページ）を参
照してください。

エクステンションモビリティ

（Extension Mobility）
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データのやり取り機能

ManagerAssistantは IPv6をサポートしないため、ManagerAssistant
では電話の [IPアドレッシングモード（IP AddressingMode）]が
[IPv6のみ（IPv6 Only）]の電話を使用することはできません。
電話でManager Assistantを使用するには、電話で [IPアドレッシ
ングモード（IP Addressing Mode）]を [IPv4のみ（IPv4 Only）]
または [IPv4と IPv6（IPv4 and IPv6）]に設定していることを確
認してください。

Internet Protocol Version 6
（IPv6）

Manager Assistantによって CDR Analysis and Reporting（CAR）
ツールに統計情報が提供され、変更ログに設定の変更の概要が示

されます。

管理者は、Unified CMのAssistantChangeLog*.txtでマネージャま
たはアシスタント設定に行った変更の概要を表示できます。マ

ネージャは、URLからマネージャの設定へアクセスすることで、
デフォルトを変更できます。アシスタントは、Assistant Console
からマネージャのデフォルトを変更できます。URLおよびマネー
ジャの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Assistant User Guide』を参照してください。

マネージャまたはアシスタントが変更を加えると、その変更は

ipma_changeLogxxx.logと呼ばれるログファイルに送信されます。
ログファイルは、Cisco IP Manager Assistantサービスを実行する
サーバに存在します。次のコマンドを使用してログファイルを取

得します。file get activelog tomcat/logs/ipma/log4j/

ログファイルのダウンロードの詳細については、『Cisco Unified
Real -Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してくだ
さい。

レポートツール

ManagerAssistantは、マネージャとアシスタントの通話終了の統
計とインベントリレポートをサポートします。CARツールは通
話終了の統計をサポートします。Cisco Unified Serviceabilityはイ
ンベントリレポートをサポートします。

詳細については、次のガイドを参照してください。

•『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

•『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and
Reporting Administration Guide』

CDR Analysis and Reporting
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データのやり取り機能

次の点において、共有回線サポートを持つManagerAssistantおよ
びMLPPの間の連携動作について説明します。

•システムは、ManagerAssistantによるコールの処理において
コールの優先順位を保持します。たとえば、アシスタント

がコールを転送すると、システムはコールの優先順位を保

持します。

•優先順位の高いコールのフィルタリングは、他のすべての
コールと同様に発生します。コールの優先順位は、コール

がフィルタ処理されるかどうかには影響しません。

• ManagerAssistantにはコールの優先順位に関する情報がない
ため、Assistant Consoleでコールの優先順位が改めて示され
ることはありません。

Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）

Manager Assistantは、次の 2つのタイプのインターコムをサポー
トします。

• Manager Assistantインターコム（Cisco Unified IP Phone 7940
および 7960で使用）。DN設定およびエンドユーザ（マ
ネージャとアシスタント）の設定ウィンドウを使用して、

このインターコム機能を設定できます。

• Cisco Unified Communications Managerインターコム（Cisco
Unified IP Phone 7940および 7960で使用）。インターコム
パーティション、インターコムコーリングサーチスペー

ス、インターコム電話番号、インターコムトランスレーショ

ンパターン、DN、およびエンドユーザ（マネージャとア
シスタント）の設定ウィンドウを使用して、このインター

コム機能を設定できます。

インターコム

メッセージ受信インジケータ機能は、プロキシ回線サポートのみ

と連携して動作します。

メッセージ受信インジケータ（MWI）のオンまたはオフ番号に
は、コーリングサーチスペースのマネージャ回線のパーティショ

ンが必要です。パーティションは、それぞれのコーリングサー

チスペース内で任意の優先順位に設定できます。

メッセージ受信インジケータ
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データのやり取り機能

Time-of-Day機能は、プロキシ回線サポートのみと連携して動作
します。

Time-of-Dayルーティングは、コールが作成された時間に応じて、
コールをそれぞれの場所にルーティングします。たとえば、営業

時間中は、コールはマネージャのオフィスにルーティングされ、

それ以降の時間は、コールはボイスメールサービスに直接送信

されます。

Time-of-Dayのルーティングの詳細については、『System
Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を
参照してください。

Time-of-Dayルーティング

Manager Assistant の制限事項

制約事項機能

Microsoft Internet Explorer 7（以降）を持つコンピュータにアシスタ
ントコンソールアプリケーションをインストールするには、

Assistant Consoleをインストールする前に、Microsoft Java仮想マシ
ン（JVM）をインストールします。

アシスタントコンソールア

プリケーション

Assistant Consoleでは、ハントグループまたはキュー、録音とモニ
タリング、ワンタッチコールピックアップ、およびオンフック転

送（転送を完了するために [転送（Transfer）]ソフトキーを押して
オンフックにすることでコールを転送する機能）はサポートされま

せん。

コール管理機能
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制約事項機能

Manager AssistantはCiscoUnified IP Phones 7940と 7960を除くCisco
Unified IP Phones 7900シリーズの SIPをサポートします。

Manager Assistantは、複数のCisco IPManager Assistantサーバ（プー
ル）を設定して、最大3500名のマネージャと3500名のアシスタン
トをサポートします。複数のプールを有効にする場合、マネージャ

およびそのマネージャに設定されたアシスタントが同じプールに属

している必要があります。

Cisco Unified IP Phone 7960と 7940は Cisco Unified Communications
Manager Assistantインターコム回線機能のみをサポートします。
Cisco Unified IP Phone 7900（7940と 7960を除く）は Cisco Unified
CommunicationsManagerインターコム機能のみをサポートします。

1名のマネージャには最大10名のアシスタントを指定でき、1名の
アシスタントは最大 33名のマネージャをサポートできます（各マ
ネージャに 1つのCisco Unified CommunicationsManagerの制御回線
がある場合）。

Manager Assistantは Cisco Unified Communications Managerクラスタ
あたり最大3500名のマネージャと3500名のアシスタントをサポー
トします。

Cisco IP Phone

アップグレード後に、着信インターコム回線を使用するManager
Assistantユーザは Cisco Unified CommunicationsManagerインターコ
ム機能に自動的にアップグレードされません。

システムはCiscoUnified CommunicationsManagerインターコム機能
と通常回線の間のコールをサポートしていません（ManagerAssistant
インターコム回線として設定される可能性があります）。

インターコム

ManagerAssistantは、シングルサインオン環境ではサポートされま
せん。

シングルサインオン

Cisco Unified IP Phone 7940、7942、および 7945は、2つの回線また
は短縮ダイヤルボタンのみサポートします。

スピードダイヤル

Cisco Unified Communications Manager Assistant のトラブルシューティ
ング

ここでは、Manager Assistantとクライアントデスクトップのトラブルシューティングツール、お
よびManager Assistantのトラブルシューティングについて説明します。
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参照先ツールの説明

トレースファイルは、Cisco IPManager Assistantサービスを実行
するサーバに存在します。

これらのファイルは次のいずれかの方法でサーバからダウンロー

ドできます。

• CLIコマンド file get activelog tomcat/logs/ipma/log4jを使用
する。

• Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）のトレー
ス収集機能を使用する。詳細については、『Cisco Unified
Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照して
ください。

デバッグトレースをイネーブルにするには、[Cisco Unifiedサー
ビスアビリティ（Cisco Unified Serviceability）] > [トレース
（Trace）] > [設定（Configuration）]を選択します。

Cisco Unified CM Assistantサー
バのトレースファイル

クライアントのデスクトップ上にある

$INSTALL_DIR\logs\ACLog*.txt（UnifiedCMAssistantのAssistant
Consoleと同じ場所）。

デバッグトレースを有効にするには、Assistant Consoleの [設定
（Settings）]ダイアログボックスに移動します。[詳細設定
（Advanced）]パネルで、[トレースを有効にする（EnableTrace）]
チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、デバッグト

レースだけが有効になります。エラートレースは常に

オンになっています。

（注）

Cisco IPMAクライアントのト
レースファイル

クライアントのデスクトップ上にある

$INSTALL_DIR\InstallLog.txt（Assistant Consoleと同じ場所）。
Cisco IPMAクライアントのイ
ンストールトレースファイル

クライアントのデスクトップ上にある

$INSTALL_DIR\UpdatedLog.txt（Unified CMAssistant Consoleと
同じ場所）。

Cisco IPMAクライアントの
AutoUpdaterトレースファイル

デフォルトでは、C:\Program Files\Cisco\Unified
Communications Manager Assistant Console\

インストールディレクトリ

発信側にリオーダー音が聞こえる

問題

発信側に次のリオーダー音またはメッセージが聞こえます。
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「ダイヤルしたコールを完了できません。（This call cannot be completed as

dialed.）」

考えられる原因

発信側回線のコーリングサーチスペースが適切に設定されていません。

ソリューション

回線のコーリングサーチスペースを確認します。設定の詳細については、『System Configuration
Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

また、Cisco Dialed Number Analyzerサービスを使用して、コーリングサーチスペース内の不備を
確認することもできます。詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerDialedNumber
Analyzer Guide』を参照してください。

フィルタリングをオン/オフにするとコールがルーティングされない

問題

コールが適切にルーティングされません。

考えられる原因 1

Cisco CTI Managerサービスが停止している可能性があります。

ソリューション 1

[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center - Feature Services）]から、Cisco CTI Managerおよび Cisco IP Manager Assistantサービスを再
起動します。

考えられる原因 2

Cisco Unified Communications Manager Assistantルートポイントが適切に設定されていません。

ソリューション 2

Cisco Unified Communications Manager Assistant CTIルートポイントの電話番号と、Cisco Unified
Communications Manager Assistantに設定されているすべてのマネージャのプライマリ電話番号に
一致するようにワイルドカードを使用します。

考えられる原因 3

マネージャの電話機のステータスウィンドウに「フィルタ使用不可（Filtering Down）」とい
うメッセージが表示されます。このメッセージは、Cisco Unified Communications Manager Assistant
CTIルートポイントが削除されているか、稼働していない可能性があることを示します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
206

Cisco Unified Communications Manager Assistant のトラブルシューティング



ソリューション 3

次の手順を実行して、CTIルートポイントを設定し、Cisco IPManager Assistantサービスを再起動
します。

1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から [デバイス（Device）] > [CTI
ルートポイント（CTI Route Point）]を選択します。

2 該当するルートポイントを見つけるか、または新しいルートポイントを追加します。設定の

詳細については、『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参
照してください。

3 [CiscoUnifiedServiceability]> [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center - Feature Services）]から、Cisco CTI Managerおよび Cisco IP Manager Assistantサービス
を再起動します。

Cisco IP Manager Assistant Service に到達できない

問題

Assistant Consoleを開くと、次のメッセージが表示されます。

Cisco IPMA サービスに到達できません（Cisco IPMA Service Unreachable）

考えられる原因 1

Cisco IP Manager Assistantサービスが停止している可能性があります。

ソリューション #1

[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center—Feature Services）]から Cisco Unified Communications Manager Assistantを再起動します。

考えられる原因 2

プライマリおよびセカンダリ Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバが DNS名とし
て設定されていますが、それらの DNS名が DNSサーバで設定されていません。

ソリューション #2

次の手順を実行して DNS名を置き換えます。

1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]で、[システム（System）] > [サー
バ（Server）]の順に選択します。

2 サーバの DNS名を対応する IPアドレスに置き換えます。

3 [CiscoUnifiedServiceability]> [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center—Feature Services）]からCiscoUnified CommunicationsManager Assistantを再起動します。
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考えられる原因 3

Cisco CTI Managerサービスが停止している可能性があります。

ソリューション #3

[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center—Feature Services）]から Cisco Unified Communications Manager Assistantを再起動します。

考えられる原因 4

Cisco Unified Communications Manager Assistantサービスがセキュアモードで CTI接続をオープン
するように設定されていますが、セキュリティ設定が完了していない可能性があります。

この状況が発生した場合は、アラームビューアまたはCiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant
サービスログに次のメッセージが表示されます。

IPMA サービスが初期化できません。プロバイダーを取得できませんでした（IPMA Service

cannot initialize - Could not get Provider）

ソリューション #4

Cisco IP Manager Assistantサービスのサービスパラメータで、セキュリティ設定を確認します。

[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center—Feature Services）]から Cisco Unified Communications Manager Assistantを再起動します。

Cisco IP Manager Assistant Service を初期化できない

問題

Cisco IP Manager Assistantサービスで CTI Managerへの接続をオープンできず、次のメッセージが
表示されます。

IPMA サービスが初期化できません。プロバイダーを取得できませんでした（IPMA Service

cannot initialize - Could not get Provider）

考えられる原因

Cisco IPManagerAssistantサービスでCTIManagerへの接続をオープンできません。アラームビュー
アまたは Unified CM Assistantサービスログでメッセージを確認できます。

ソリューション

[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center - Feature Services）]から、Cisco CTI Managerおよび Cisco IP Manager Assistantサービスを再
起動します。
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Web からの Assistant Console のインストールが失敗する

問題

Webからの Assistant Consoleのインストールが失敗します。次のメッセージが表示されます。

例外：java.lang.ClassNotFoundException: InstallerApplet.class（Exception:

java.lang.ClassNotFoundException: InstallerApplet.class）

考えられる原因

Cisco Unified Communications Manager Assistant Consoleの標準インストールでMicrosoft JVMの代
わりに Sun Javaプラグイン仮想マシンを使用するとエラーの原因となります。

ソリューション

管理者は、Sun Javaプラグインをサポートしている JSPページである次の URLにユーザを誘導し
てください。

https://<servername>:8443/ma/Install/IPMAConsoleInstallJar.jsp

HTTP ステータス 503：アプリケーションは現在使用できません

問題

http://<サーバ名>:8443/ma/Install/IPMAConsoleInstall.jspで次のエラーメッセージが表示されま
す。

HTTP ステータス 503：アプリケーションは現在使用できません（HTTP Status 503 - This

Application is Not Currently Available）

考えられる原因

Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティブになっていないか、または実行されていません。

ソリューション

Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティブになっていることを確認します。確認するには、
[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [サービスの開始（Service Activation）]で、サー
ビスのアクティベーションステータスをチェックします。

Cisco IP Manager Assistantサービスがすでにアクティブになっている場合は、[Cisco Unified
Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control Center—Feature
Services）]から Cisco Unified Communications Manager Assistantを再起動します。
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マネージャがログアウトしてもサービスが動作している

問題

マネージャが Cisco Unified Communications Manager Assistantからログアウトしても、サービスは
継続して実行されています。マネージャの IP Phoneのディスプレイの表示が消えます。フィルタ
リングがオンになっていますがコールはルーティングされません。マネージャがログアウトした

ことを確認するには、Cisco Unified Real-TimeMonitoring Toolを使用してアプリケーションログを
表示します。Cisco IP Manager Assistantサービスがログアウトされたことを示す、Cisco Javaアプ
リケーションからの警告がないかどうかを調べます。

考えられる原因

マネージャがソフトキーを 1秒間に 5回以上押しました（最大許容回数は 4回）。

ソリューション

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理者は、マネージャの設定を更新する必要があります。
次の手順を実行して問題を修正します。

1 CiscoUnified CMの管理で、[ユーザの管理（UserManagement）] > [エンドユーザ（EndUser）]
を選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

2 [検索（Search）]フィールドにマネージャ名を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

3 検索結果リストから、更新するマネージャを選択します。

[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

4 [関連リンク（RelatedLinks）]ドロップダウンリストから [Cisco IPMAマネージャ（Cisco IPMA
Manager）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

5 マネージャの設定に必要な変更を行い、[更新（Update）]をクリックします。

マネージャがアシスタントプロキシ回線で鳴っているコールを代行受信できない

問題

マネージャがアシスタントプロキシ回線で呼び出しているコールを代行受信できません。

考えられる原因

プロキシ回線のコーリングサーチスペースが適切に設定されていません。

ソリューション

アシスタント電話機のプロキシ回線のコーリングサーチスペースを確認します。次の手順を実行

して問題を修正します。
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1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]から、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]検索ウィンドウが表示されます。

2 アシスタント電話機をクリックします。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

3 電話機と電話番号（回線）のコーリングサーチスペース設定を確認し、必要に応じて更新し

ます。

ページが見つかりません（No Page Found）

問題

http://<サーバ名>:8443/ma/Install/IPMAConsoleInstall.jspで次のエラーメッセー
ジが表示されます。

ページが見つかりません（No Page Found）

考えられる原因 1

ネットワークに問題があります。

ソリューション 1

クライアントがサーバに接続していることを確認します。URLで指定されているサーバ名に対し
て pingを実行し、到達可能であることを確認します。

考えられる原因 2

URLのつづりが間違っています。

ソリューション 2

URLでは大文字と小文字が区別されるため、URLが指示にある URLと正確に一致していること
を確認します。

システムエラーが発生しました。システム管理者にお問い合わせください。（System
Error - Contact System Administrator）

問題

Assistant Consoleを開くと、次のメッセージが表示されます。

システム エラーが発生しました。システム管理者にお問い合わせください。（System Error

- Contact System Administrator）
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考えられる原因 1

CiscoUnifiedCommunicationsManagerのアップグレードが考えられます。CiscoUnifiedCommunications
Managerをアップグレードするときに、システムではAssistant Consoleは自動的にアップグレード
されません。

ソリューション 1

[スタート（Start）] > [プログラム（Programs）] > [Cisco Unified Communications Manager Assistant]
> [Assistant Consoleのアンインストール（Uninstall Assistant Console）]を選択してコンソールをア
ンインストールし、URL https://<server-name>:8443/ma/Install/IPMAConsoleInstall.jspからコン
ソールを再インストールします。

考えられる原因 2

ユーザがデータベースに正しく設定されていません。

ソリューション 2

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]を使用してユーザ IDとパスワード
が Cisco Unified Communications Managerのユーザとして実行されていることを確認します。

考えられる原因 3

アシスタントからマネージャを削除したときに、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）]でアシスタントに空白行が残されました。

ソリューション 3

[アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウでプロキシ行を再割り当てします。

[Cisco IP Manager Assistant サービスがダウンしているときにマネージャにコールで
きない（Unable to Call Manager When Cisco IP Manager Assistant Service is Down）]

問題

Cisco IP Manager Assistantサービスがダウンしているときに、コールがマネージャに適切にルー
ティングされません。

考えられる原因

Cisco Unified Communications Manager Assistant CTIルートポイントで [無応答時転送（Call Forward
No Answer）]がイネーブルになっていません。

ソリューション

次の手順を実行して、Cisco Unified Communications Manager Assistantルートポイントを適切に設
定します。
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1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から [デバイス（Device）] > [CTI
ルートポイント（CTI Route Point）]を選択します。

[CTIルートポイントの検索と一覧表示（Find and List CTI Route Points）]検索ウィンドウが表
示されます。

2 [検索（Find）]をクリックします。

設定済み CTIルートポイントのリストが表示されます。

3 更新する Cisco Unified Communications Manager Assistant CTIルートポイントを選択します。

4 [CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）]ウィンドウの [関連付け
（Association）]領域で、更新する回線をクリックします。

5 [コール転送とコールピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup Settings）]セクション
で、[無応答時転送（Forward No Answer Internal、内部）]チェックボックスおよび [無応答時転
送（Forward No Answer External、外部）]チェックボックスをオンにし、[カバレッジ/接続先
（Coverage/Destination）]フィールドに CTIルートポイントの DNを入力します（たとえば、
ルートポイント DN 1xxxの場合、CFNAに 1xxxを入力します）。

6 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから [CSS-M-E]
（または、該当するコーリングサーチスペース）を選択します。

7 [更新（Update）]をクリックします。

ユーザ認証に失敗する

問題

Assistant Consoleからログインウィンドウを使用してサインインするときにユーザ認証に失敗し
ます。

考えられる原因

次の原因が考えられます。

•データベースでユーザが正しく管理されていない。

•アシスタントまたはマネージャとしてユーザが正しく管理されていない。

ソリューション

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]を使用してユーザ IDとパスワード
が Cisco Unified Communications Managerのユーザとして実行されていることを確認します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantユーザ情報を関連付けることによって、ユーザをア
シスタントまたはマネージャとして実行する必要があります。ユーザ情報には、[CiscoUnifiedCM
Administration]で [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択してア
クセスします。
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第 VI 部

ボイスメッセージング機能
• オーディオメッセージ受信インジケータ, 217 ページ

• 即時転送, 223 ページ





第 15 章

オーディオメッセージ受信インジケータ

• オーディオメッセージ受信インジケータの概要, 217 ページ

• オーディオメッセージ受信インジケータの前提条件, 217 ページ

• オーディオメッセージ受信インジケータ設定のタスクフロー, 218 ページ

• オーディオメッセージ受信インジケータのトラブルシューティング, 220 ページ

オーディオメッセージ受信インジケータの概要

ユーザに新しいボイスメッセージを通知するために、Cisco Unified IP Phoneで断続ダイヤルトー
ンを再生するようにオーディオメッセージ受信インジケータ（AMWI）を設定できます。ボイス
メッセージが残されている回線で電話がオフフックになるたびに、断続ダイヤルトーンが鳴りま

す。

クラスタ内のすべての電話機または特定の電話番号でAMWIを設定できます。電話番号レベルの
設定は、クラスタ全体の設定よりも優先されます。

オーディオメッセージ受信インジケータの前提条件

AMWIは、電話ファームウェアリリース 8.3(1)以降が動作している Cisco Unified IP Phoneでのみ
設定できます。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
217



オーディオメッセージ受信インジケータ設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

オーディオメッセージ受信インジケータ

機能をサポートするデバイスを特定する

ためにレポートを生成します。

電話機能一覧の生成, （8ページ）ステップ 1   

クラスタ内のすべての電話で AMWIのデ
フォルト設定を行います。

オーディオメッセージ受信インジケー

タのサービスパラメータの設定,（218
ページ）

ステップ 2   

デバイスに関連付けられている電話番号

の AMWIを設定します。
電話番号のオーディオメッセージ受信

インジケータの設定, （219ページ）
ステップ 3   

SIPプロファイルのAMWIを設定します。
SIP電話の AMWIを設定するには、次の
手順を実行します。

SIPプロファイルでのオーディオメッ
セージ受信インジケータの設定,（219
ページ）

ステップ 4   

オーディオメッセージ受信インジケータのサービスパラメータの設定

この手順では、クラスタ内のすべての電話機にAMWIデフォルト設定を実行する方法について説
明します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサーバ
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -全般）（Clusterwide Parameters ( Feature - General)）]セクショ

ンで、[オーディオメッセージ受信インジケータのポリシー（Audible Message Waiting Indication
Policy）]サービスパラメータを選択します。このパラメータによって、クラスタ内の全デバイス
でオーディオメッセージ受信インジケータをオンにするかオフにするか決定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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電話番号のオーディオメッセージ受信インジケータの設定

デバイスに関連付けられている電話番号用に AMWIを設定するには、次の手順に従ってくださ
い。

個々の電話番号での AMWI設定は、クラスタ全体の設定より優先されます。（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [関連付け（Association）]セクションで、[新規DNを追加（Add a new DN）]をクリックします。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [オーディオメッセージ受信インジケータのポリシー（Audible Message Waiting Indicator Policy）]
を選択します。次のいずれかのオプションを選択します。

•オフ（Off）

• [オン（On）]：このオプションを選択すると、ハンドセットを取り上げたときにユーザは断
続ダイヤルトーンを受信します。

• [デフォルト（Default）]：このオプションを選択すると、電話機はシステムレベルで設定さ
れたデフォルトを使用します。

ステップ 4 [電話番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウの残りのフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

SIP プロファイルでのオーディオメッセージ受信インジケータの設定
SIPプロファイルで AMWIを設定するには、次の手順に従います。

個々の SIPプロファイルでの AMWIの設定は、クラスタ全体の設定を上書きします。（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。
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[SIPプロファイルの検索と一覧表示（Find and List VPN Profile）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。
ウィンドウに検索条件と一致する SIPプロファイルのリストが表示されます。

ステップ 3 更新する SIPプロファイルをクリックします。
[SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 電話がオフフックで、メッセージを受信している場合の断続ダイヤルトーンを有効にするには、

[メッセージがある場合は断続音（Stutter Message Waiting）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

オーディオメッセージ受信インジケータのトラブルシューティング

電話でオーディオメッセージ受信インジケータが再生されない

問題 新着ボイスメッセージをユーザに通知する断続ダイヤルトーンが電話で再生されません。

解決法

ユーザが SCCP電話を使用している場合には、次の点を確認してください。

•電話ファームウェアのリリースが 8.3(1)以降であることを確認します。

•ユーザがオフフックになった回線と電話の AMWI設定を確認します。

• Cisco CallManagerサービスがサーバ上で実行されていることを確認します。

•電話と Cisco Unified Communications Managerの間のスニファトレースを確認します。トーン
タイプが 42の StartToneメッセージが電話で受信されることを確認します。

ユーザが SIP電話を使用している場合には、次の点を確認してください。

•電話ファームウェアのリリースが 8.3(1)以降であることを確認します。

•回線（電話番号）の設定を確認します。電話には、line1_msgWaitingAMWI : 1、
line2_msgWaitingAMWI : 0などの設定が表示される必要があります。

• [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]の [SIPプロファイルの設定（SIP
ProfileConfiguration）]ウィンドウで [メッセージがある場合は断続音（StutterMessageWaiting）]
チェックボックスがオンになっていることを確認します。

ローカライズされた AMWI トーンが特定のロケールで再生されない
問題 英語以外のロケールに設定されている電話機で、ローカライズされたトーンが再生されま

せん。
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解決法 次の点をチェックします。

• Cisco Unified CMの管理から、[デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]
ウィンドウ（[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [デバイスプロ
ファイル（Device Profile）]）の [ユーザロケール（User Locale）]を確認します。

•ロケールの変更後、ユーザは電話機をリセットする必要があります。

• user/local/cm/tftp /<locale name> directoryを確認し、AMWIトーンがローカ
ライズされた g3-tones.xmlファイルで定義されていることを確認します。
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第 16 章

即時転送

• 即時転送の概要, 223 ページ

• 即時転送の前提条件, 224 ページ

• 即時転送の設定タスクフロー, 225 ページ

• 連携動作と制限事項, 232 ページ

• 即時転送のトラブルシューティング, 236 ページ

即時転送の概要

即時転送機能とは、コールをボイスメールシステムに即時に転送できるようにする Cisco Unified
Communications Managerの補足サービスです。即時転送機能によりコールが転送されると、回線
が新しいコールの発信または着信に使用できるようになります。即時転送機能にアクセスするに

は、IPフォンで [即転送（iDivert）]または [転送（Divert）]ソフトキーを使用します。

即時転送には次の機能があります。

•コールを次の方法でボイスメールシステムに転送します。

◦従来の即転送では、即転送機能を起動したユーザのボイスメールボックスにコールが転
送されます。

◦拡張即転送では、即転送機能を起動したユーザのボイスメールボックスまたは元の着信
側のボイスメールボックスのいずれかに、コールが転送されます。

• [コールオファリング（CallOffering）]、[コール保留中（Call onHold）]、または [コール（ア
クティブ）（Call Active）]状態にある着信コールを転送します。

• [コール（アクティブ）（CallActive）]および [コール保留中（Call onHold）]状態の発信コー
ルを転送します。
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CTIアプリケーションでは即時転送機能を使用できませんが、即時転送と同じ機能を実行する
CTIリダイレクト操作があります。アプリケーション開発者は、即時転送にCTIリダイレクト
操作を使用できます。

（注）

即時転送の前提条件

•ボイスメールプロファイルとハントパイロットを設定する必要があります。
ボイスメールプロファイルとハントパイロットの設定方法については、『SystemConfiguration
Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

•以下のデバイスが即時転送をサポートします。

◦ Skinny Client Control Protocol（SCCP）を使用する Cisco Unity Connectionなどのボイス
メッセージングシステム。

◦ [クラスタ全体で従来の即転送を使用する（Use Legacy Immediate Divert）]とクラスタ全
体で [即転送中の QSIGを許可する（Allow QSIG During iDivert）]サービスパラメータ
の設定による QSIGデバイス（QSIG対応 H.323デバイス、MGCP PRI QSIG T1ゲート
ウェイ、およびMGCP PRI QSIG E1ゲートウェイ）。

◦次の表に、[転送（Divert）]ソフトキーまたは [即転送（iDivert）]ソフトキーを使用す
る電話を示します。

表 11：即転送ソフトキーを使用する Cisco Unified IP Phone

ソフトキーテンプ

レートで設定するも

の

[即転送（iDivert）]
ソフトキー

[転送（Divert）] ソフ
トキー

Cisco Unified IP Phone
モデル

iDivertXCisco Unified IP
Phone 6900シリーズ
（6901と 6911を除
く）

iDivertXCisco Unified IP
Phone 7900シリーズ

デフォルトで設定さ

れる

XCisco Unified IP
Phone 8900シリーズ

デフォルトで設定さ

れる

XCisco Unified IP
Phone 9900シリーズ
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Cisco Unified IP Phones 8900および 9900シリーズには、デフォルトで、[転送（Divert）]ソフ
トキーが割り当てられます。

（注）

即時転送の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

さまざまなデバイスやアプリケーションの即時転送

を有効にするサービスパラメータを設定します。

即時転送のサービスパラメータ

の設定, （226ページ）
ステッ

プ 1   

ソフトキーテンプレートを作成および設定し、そ

のテンプレートに [即転送（iDivert）]ソフトキーを
追加します。

即時転送のソフトキーテンプレー

トの設定, （227ページ）
ステッ

プ 2   

これはオプションです。ソフトキーテンプレート

を電話で使用可能にするには、この手順または次の

共通デバイス設定とソフトキー

テンプレートの関連付け, （229
ステッ

プ 3   
手順を実行する必要があります。共通デバイス設定ページ）を行うには、次のサブタ

スクを完了します。 を使用して設定オプションを電話に適用する場合

は、この手順に従ってください。•共通デバイス設定へのソフ
トキーテンプレートの追加,
（230ページ）

これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用

できるようにする際に、最も一般的に使用されてい

る方法です。
•電話機と共通デバイス設定
の関連付け, （231ページ）

これはオプションです。ソフトキーテンプレート

と共通デバイス設定を関連付けるための代替手段、

電話機とソフトキーテンプレー

トの関連付け, （231ページ）
ステッ

プ 4   
つまり共通デバイス設定との連携のために、次の手

順を使用します。ソフトキーテンプレートを適用

して、[共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]での割り当てや、他のデフォルト
のソフトキーの割り当てを上書きする必要がある場

合は、次の手順を [共通デバイス設定（Common
Device Configuration）]と共に使用します。
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即時転送のサービスパラメータの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサーバ
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定しま

す。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してくだ

さい。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

即時転送のサービスパラメータフィールド, （226ページ）

即時転送のサービスパラメータフィールド

説明フィールド

IP Phoneの即転送のテキスト表示のためのタイ
マーを制御するために、0～ 100（1と 100を含
む）の数値を入力します。このサーバまたは

Cisco CallManagerサービスと即転送が設定され
ているクラスタ内の各サーバに対してこのタイ

マーを設定します。このサービスパラメータの

デフォルト値は 10秒です。

[コールパークの表示タイマー（CallParkDisplay
Timer）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のいずれかのオ

プションを選択します。

• [はい（True）]：即転送機能を呼び出すユー
ザは、着信コールを自分独自のボイスメー

ルボックスのみに転送できます。

• [いいえ（FALSE）]：即転送により、元の
着信側のボイスメールボックスまたは即

転送機能を呼び出すユーザのボイスメー

ルボックスのいずれかへの着信コールの転

送が可能です。

このサービスパラメータのデフォルト値は [は
い（True）]です。

[レガシーの即転送の使用（UseLegacy Immediate
Divert）]

ドロップダウンリストから、次のいずれかのオ

プションを選択します。

• [はい（True）]：即転送は、コールを
QSIG、SIP、および QSIG対応 H.323デバ
イスに到達できるボイスメールシステム

に転送します。

• [いいえ（FALSE）]：即転送は、QSIGま
たは SIPトランクを介したボイスメール
システムへのアクセスをサポートしていま

せん。

このサービスパラメータのデフォルト値は [い
いえ（FALSE）]です。

[即転送中の QSIGの許可（Allow QSIG During
iDivert）]

コールの転送先を選択するために即転送ソフト

キーユーザに与えられる時間を指定するために

5～ 30（5と 30を含む）の数字を入力します。
ユーザが転送先を選択しない場合、コールは接

続されたままになります。このサービスパラ

メータのデフォルト値は 5秒です。

[即転送ユーザ応答タイマー（Immediate Divert
User Response Timer）]

即時転送のソフトキーテンプレートの設定

着信コールまたは発信コールを転送するには、ソフトキーテンプレートを設定し、そのテンプ

レートに [即時転送（iDivert）]ソフトキーを割り当てます。[即時転送（iDivert）]ソフトキーは、
次のコール状態で設定できます。
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•接続されている状態

•保留

•呼び出し

即時転送は、次のコール状態をサポートします。

•着信：

◦コールのオファー（ソフトキーテンプレートでは呼び出しとして示される）。

◦保留されているコール

◦通話中のコール

•発信：

◦保留されているコール

◦通話中のコール

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）
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ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加, （230ページ）

•電話機とソフトキーテンプレートの関連付け, （231ページ）

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを電話機設定に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、

この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、次を参照してください。電話機とソフトキーテンプレートの関連付

け, （231ページ）
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手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加,（230
ページ）

ステップ 1   

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （231ページ）ステップ 2   

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （231ページ）
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電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

この手順は任意です。この手順を代わりに使用して、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設

定と関連付けることができます。また、この手順は共通デバイス設定とも連動しています。ソフ

トキーテンプレートを適用して、共通デバイス設定での割り当てや、他のデフォルトのソフト

キーの割り当てを上書きする必要がある場合に使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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連携動作と制限事項

即時転送の連携動作

データのやり取り機能

即時転送は、コールのタイプ（たとえば、優先

コールなど）に関係なく、コールをボイスメッ

セージングメールボックスに転送します。

代替パーティ転送（コールの優先順位）がアク

ティブ化されると、無応答時転送（CFNA）は
非アクティブ化されます。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

[電話番号の設定（Directory Number
Configuration）]ウィンドウで [無応答時転送
（Forward No Answer）]が設定されていない場
合、コール転送はクラスタ全体の CFNAタイ
マーサービスパラメータ [無応答時転送タイ
マー（Forward No Answer Timer）]を使用しま
す。

コールが転送されるのと同時にユーザが [即転
送（iDivert）]ソフトキーを押すと、コールは
ボイスメッセージメールボックスではなく、

割り当てられたコール転送電話番号に転送され

ます（これはタイマーが短すぎたためです）。

この状況を解決するには、CFNAタイマーサー
ビスパラメータに十分な時間（例：60秒）を
設定します。

コール転送

即時転送は CDRのフィールド（たとえば、
joinOnbehalfOfおよび
lastRedirectRediectOnBehalfOfなど）の [代表
（Onbehalf）]の即時転送コード番号を使用しま
す。

呼詳細レコード（CDR）

ユーザAがユーザBに発信し、ユーザBがコー
ルをパークすると、ユーザ Bはコールを取得
し、[即転送（iDivert）]または [転送（Divert）]
ソフトキーを押すことで、コールをボイスメッ

セージングメールボックスに送信することを決

定します。ユーザ Aはユーザ Bのボイスメッ
セージメールボックスのグリーティングを取得

します。

コールパークとダイレクトコールパーク
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データのやり取り機能

会議参加者が [即転送（iDivert）]ソフトキーを
押すと、残りの会議参加者は即時転送イニシ

エータのボイスメッセージングメールボック

スのグリーティングを受信します。会議タイプ

には、アドホック、ミートミー、割り込み、C
割り込み、および参加があります。

会議

ハントリストパイロットを通じて（ハンティ

ングアルゴリズムの一部として）電話に直接届

くコールの場合、[レガシー即転送の使用（Use
Legacy Immediate Divert）]クラスタ全体サービ
スパラメータが Trueに設定されていれば、[即
転送（iDivert）]ソフトキーはグレー表示にな
ります。それ以外の場合、グレー表示にはなり

ません。

ハントリストパイロットを通じて（ハンティ

ングアルゴリズムの一部として）電話に直接届

かないコールの場合、[レガシー即転送の使用
（Use Legacy Immediate Divert）]クラスタ全体
サービスパラメータがTrueまたは Falseに設定
されていれば、[即転送（iDivert）]ソフトキー
はグレー表示にはなりません。

ハントリスト

[レガシー即転送の使用（Use Legacy Immediate
Divert）]クラスタ全体サービスパラメータが
Falseに設定され、[自動コールピックアップ有
効化（Auto Call Pickup Enabled）]クラスタ全体
サービスパラメータが Trueに設定され、コー
ルピックアップグループのユーザがコールピッ

クアップを使用してコールに応答する場合、[即
転送（iDivert）]ソフトキーが押されると、IP
フォンのディスプレイにユーザの選択肢は何も

表示されません。

自動コールピックアップ
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即時転送の制限事項

説明制約事項

ボイスメールシステムとのQSIG統合を使用し
ている場合は、ボイスメールパイロットとボイ

スメールマスクのどちらかまたはその両方を含

むボイスメールプロファイルで、[これをシス
テムのデフォルトボイスメールプロファイル

にする（Make this the default Voice Mail Profile
for the System）]チェックボックスをオフのま
まにする必要があります。デフォルトの [ボイ
スメールプロファイル（Voice Mail Profile）]
設定が、常に [ボイスメールなし（No Voice
Mail）]に設定されていることを確認します。

ボイスメールプロファイル（Voice Mail
Profile）

不在転送（CFA）と話中転送（CFB）がアクティ
ブになっている場合、システムは即時転送をサ

ポートしません（CFAと CFBが即時転送より
優先されます）。

不在転送（CFA）と話中転送（CFB）
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説明制約事項

即転送は、ローカルまたは SCCP接続経由でボ
イスメールシステムに到達したときに、ボイス

メールポートのビジー状態を検出します。

即時転送は、ビジーボイスメールポー

トにコールを転送できません。ボイス

メールポートは、ルートまたはハン

トリストのメンバーとして存在でき

ます。

コールはビジーボイスメールシステ

ムに転送できませんが、元のコールは

維持されます。即転送を呼び出した電

話機に、コールが転送されなかったこ

とを示す「“ビジー（Busy）”」メッ
セージが表示されます。

ボイスメールシステムにQSIGまたは
SIPトランク経由で到達した場合は、
即転送を検出できますが、コールは維

持されません。[クラスタ全体で即転
送中のQSIGを許可する（AllowQSIG
During iDivert clusterwide）]サービス
パラメータが [True]に設定されている
場合、または [クラスタ全体で従来の
即転送を使用する（Use Legacy
Immediate Divert clusterwide）]サービ
スパラメータが [False]に設定されて
いる場合、即時転送は QSIGまたは
SIPトランク経由で到達可能なボイス
メールシステムへのアクセスをサポー

トします。[クラスタ全体で即転送中
の QSIGを許可する（Allow QSIG
During iDivert clusterwide）]サービス
パラメータが [False]に設定されてお
り、[クラスタ全体で従来の即転送を
使用する（Use Legacy ImmediateDivert
clusterwide）]サービスパラメータが
[True]に設定されている場合、即時転
送は QSIGまたは SIPトランク経由の
ボイスメールシステムへのアクセス

をサポートしません。

（注）

ビジーボイスメールシステム

システムは、悪意のある発信者 IDと即時転送
機能の併用をサポートしません。

迷惑呼の発信者 ID
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説明制約事項

[即転送（iDivert）]ソフトキーを押すと、無応
答時転送タイムアウトに関連した競合状態が発

生します。たとえば、無応答時転送タイムアウ

ト直後にマネージャが [即転送（iDivert）]ソフ
トキーを押すと、コール転送によりコールが事

前に設定されている電話番号に転送されます。

しかし、マネージャが無応答時転送タイムアウ

トの前に [即転送（iDivert）]ソフトキーを押し
た場合は、即時転送によってコールがマネー

ジャのボイスメッセージングメールボックスに

転送されます。

無応答時転送タイムアウト

発信側と着信側は、両方が同時に [即転送
（iDivert）]ソフトキーを押した場合に、コー
ルをボイスメールボックスに転送できます。

発信元と着信側

会議の参加者の 1人が [即転送（iDivert）]ソフ
トキーを押すと、残りのすべての参加者が [即
転送（iDivert）]を押した参加者の発信グリー
ティングを受信します。会議タイプには、ミー

トミー、アドホック、C割り込み、参加が含ま
れます。

会議タイプ

コールに対する最後のアクションが自動ピック

アップ、コール転送、コールパーク、コール

パーク復帰、電話会議、ミートミー会議、ある

いは離脱または参加操作を実行するアプリケー

ションだった場合、拡張即転送はボイスメール

ボックスを選択する画面を着信側に提示しませ

ん。代わりに、拡張即転送は、着信側に関連付

けられたボイスメールボックスにコールを即時

転送します。

離脱または参加操作

即時転送のトラブルシューティング

キーがアクティブでない

問題

ユーザが [即転送（iDivert）]を押すと、電話機に次のメッセージが表示されます。

キーがアクティブでない
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考えられる原因

[即転送（iDivert）]を押したユーザの音声メッセージングプロファイルに音声メッセージングパ
イロットがありません。

解決法

ユーザの音声メッセージングプロファイルに音声メッセージングパイロットを設定します。

一時エラー発生

問題

ユーザが [即転送（iDivert）]を押すと、電話機に次のメッセージが表示されます。

一時エラー発生

考えられる原因

音声メッセージングシステムが機能していないか、またはネットワークに問題があります。

解決法

音声メッセージングシステムのトラブルシューティングを行います。トラブルシューティングま

たは音声メッセージングのマニュアルを参照してください。

ビジー

問題

ユーザが [即転送（iDivert）]を押すと、電話機に次のメッセージが表示されます。

ビジー

考えられる原因

このメッセージは音声メッセージングシステムが取り込み中であることを示しています。

解決法

音声メッセージングポートを追加設定するか、再実行してください。
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第 VII 部

会議機能
• アドホック会議, 241 ページ

• ミートミー会議, 259 ページ

• 開催中の会議（Conference Now）, 269 ページ





第 17 章

アドホック会議

• アドホック会議の概要, 241 ページ

• アドホック会議のタスクフロー, 241 ページ

• 会議の連携動作と制限事項, 252 ページ

アドホック会議の概要

アドホック会議では、会議の開催者（場合によっては別の参加者）が会議に参加者を追加できま

す。

アドホック会議には基本の会議と高度な会議の 2種類があります。基本のアドホック会議では、
会議の開始者が会議の開催者の役割を果たし、他の参加者を追加または削除できる唯一の参加者

となります。高度なアドホック会議では、全参加者が他の参加者を追加または削除できます。高

度なアドホック会議では、複数のアドホック会議をリンクすることもできます。

高度なアドホック会議では、個人の参加者と同様にアドホック会議を他のアドホック会議に追加

して、複数のアドホック会議をリンクできます。[高度なアドホック会議を有効にする（Advanced
AdHoc Conference Enabled）]サービスパラメータが [いいえ（False）]に設定されている場合に複
数の会議をリンクしようとすると、IP電話にメッセージが表示されます。個人の参加者をアドホッ
ク会議に追加する場合に使用できる方法で、アドホック会議を他のアドホック会議に追加するこ

ともできます。

アドホック会議のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ソフトキーテンプレートに [電話会議リスト
（Conference List）]、[参加（Join）]、[最後の会議

会議用のソフトキーテンプレー

トの設定, （242ページ）
ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

参加者を削除（Remove Last Conference Party）]ソフ
トキーを追加します。

これはオプションです。ソフトキーテンプレート

を電話で使用可能にするには、この手順または次の

ソフトキーテンプレートと共通

デバイスの関連付け, （244ペー
ステップ 2   

手順を実行する必要があります。共通デバイス設定ジ）を行うには、次のサブタス

クを完了します。 を使用して設定オプションを電話に適用する場合

は、この手順に従ってください。これは、電話機で•共通デバイス設定へのソフ
トキーテンプレートの追

加, （245ページ）

ソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

•電話機と共通デバイス設定
の関連付け,（246ページ）

これはオプションです。ソフトキーテンプレート

と共通デバイス設定を関連付けるための代替手段、

電話機とソフトキーテンプレー

トの関連付け, （246ページ）
ステップ 3   

つまり共通デバイス設定との連携のために、次の手

順を使用します。ソフトキーテンプレートを適用

して、[共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]での割り当てや、他のデフォルトの
ソフトキーの割り当てを上書きする必要がある場合

は、次の手順を [共通デバイス設定（CommonDevice
Configuration）]と共に使用します。

高度な電話会議機能を有効にし、参加者の最大人数

を指定し、会議の接続をいつドロップするかを指定

します。

アドホック会議の設定, （247
ページ）

ステップ 4   

複数ライン同時通話機能を有効にして電話会議を作

成します。

複数ライン同時通話機能の設定,
（251ページ）

ステップ 5   

会議用のソフトキーテンプレートの設定

次の手順を使用して、以下の会議用ソフトキーを使用できるようにします。
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コール状態（Call States）説明ソフトキー

オンフック（On Hook）

接続されている状態

アドホック会議内にある参加者

の電話番号のリストを表示しま

す。[Cisco Unified CMの管理
（Cisco Unified Communications
ManagerAdministration）]で設定
されている場合は、参加者の名

前が表示されます。

会議リスト（ConfList）

保留（On Hold）最大15の確立されたコール（合
計で16）を参加させて会議を作
成します。

参加

オンフック（On Hook）

接続されている状態

会議コントローラは、会議リス

トを呼び出し、[削除
（Remove）]ソフトキーを使用
して会議の参加者を削除できま

す。

会議の最後の参加者の削除

（Remove）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）
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ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•ソフトキーテンプレートと共通デバイスの関連付け, （244ページ）

•電話機とソフトキーテンプレートの関連付け, （246ページ）

ソフトキーテンプレートと共通デバイスの関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを電話機設定に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、

この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、以下を行います。電話機とソフトキーテンプレートの関連付け,（246
ページ）
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手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定に会議のソフトキーテン

プレートを追加するには、次の手順を実行

します。

共通デバイス設定へのソフトキーテ

ンプレートの追加, （245ページ）
ステップ 1   

会議のソフトキーの共通デバイス設定を電

話にリンクするには、次の手順を実行しま

す。

電話機と共通デバイス設定の関連付

け, （246ページ）
ステップ 2   

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （246ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

この手順は任意です。この手順を代わりに使用して、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設

定と関連付けることができます。また、この手順は共通デバイス設定とも連動しています。ソフ

トキーテンプレートを適用して、共通デバイス設定での割り当てや、他のデフォルトのソフト

キーの割り当てを上書きする必要がある場合に使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。
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アドホック会議の設定

高度なアドホック会議の設定により、開催者以外の参加者が他の参加者を追加および削除したり、

全参加者がアドホック会議をリンクしたりできます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [（クラスタ全体のパラメータ（機能 -電話会議）（Clusterwide Parameters (Features - Conference)）]

エリアの各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連

項目のセクションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

アドホック会議のサービスパラメータ, （247ページ）

アドホック会議のサービスパラメータ

アドホック会議の主要なサービスパラメータを次の表に示します。その他の会議サービスパラ

メータについては、[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの [詳
細設定（Advanced）]オプションを参照してください。会議サービスパラメータは [クラスタ全体
のパラメータ（機能 -会議）（Clusterwide Parameters (Feature - Conference)）]の下に表示されま
す。
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表 12：アドホック会議のサービスパラメータ

説明サービスパラメータ

[アドホック会議の削除（Drop Ad Hoc Conference）]は、電話料
金の詐欺行為を防止します。このような詐欺行為では、内部の

会議開催者は会議から切断されますが、外部発信者は接続され

たままになります。このサービスパラメータの設定値は、アド

ホック会議が削除される条件を指定します。

• [なし（Never）]：会議が削除されることはありません（意
図しない会議の終了を防ぐため、デフォルトオプションを

使用することが推奨されます）。

• [会議にオンネット参加者がいなくなった時点（When No
OnNet Parties Remain in the Conference）]：アクティブな会
議の最後のオンネット参加者がコールを切断するかまたは

会議から退席すると、その会議が削除されます。Cisco
Unified CommunicationsManagerにより、その会議に割り当
てられていたすべてのリソースが解放されます。

• [会議の開催者が退席した時点（When Conference Controller
Leaves）]：主要開催者（会議作成者）がコールを切断する
と、アクティブな会議が終了します。Cisco Unified
Communications Managerにより、その会議に割り当てられ
ていたすべてのリソースが解放されます。

このサービスパラメータを [なし（Never）]に設定す
ることが推奨されます。その他の設定では、意図しな

い会議の終了が発生する可能性があります。

[アドホック会議の削除（Drop Ad Hoc Conference）]
サービスパラメータの効果は、SIPを実行している
Cisco Unified IP Phone 7940または 7960から開始され
た会議コールと、SIPを実行しているサードパーティ
の電話から開始された会議コールでは異なります

。

（注）

[アドホック会議の削除（Drop
Ad Hoc Conference）]

このパラメータは、1つのアドホック会議に参加可能な最大参
加者数を指定します。

デフォルト値：4

[アドホック会議の最大参加者
数（Maximum Ad Hoc
Conference）]

このパラメータは、高度なアドホック会議機能が有効であるか

どうかを指定します。これには、開催者以外の参加者が他の参

加者を追加および削除できる機能や、全参加者がアドホック会

議をリンクできる機能などが含まれます。

[高度なアドホック会議の有効
化（AdvancedAdHocConference
Enabled）]
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説明サービスパラメータ

このパラメータは、3つ以上のアドホック会議を1つのアドホッ
ク会議に非線形で直接リンクできるかどうか（3つ以上の会議
を 1つの会議にリンクできるかどうか）を決定します。

[非線形アドホック会議リンク
の有効化（Non-linear Ad Hoc
Conference Linking Enabled）]

このパラメータは、会議の開催者の [デバイスセキュリティ
モード（Device SecurityMode）]が [認証（Authenticated）]また
は [暗号化（Encrypted）]のいずれかに設定されており、2人以
上の会議参加者がビデオに対応している場合に、Cisco Unified
CommunicationsManagerが、アドホック会議コールに暗号化オー
ディオ会議ブリッジまたは非暗号化ビデオ会議ブリッジのいず

れを選択するかを決定します。このリリースでは暗号化ビデオ

会議ブリッジがサポートされていないため、Cisco Unified
Communications Managerは暗号化オーディオ会議ブリッジと非
暗号化ビデオ会議ブリッジのいずれかを選択する必要がありま

す。デフォルト値は [はい（True）]です。

[ビデオ会議の代わりに暗号化
音声会議を選択する（Choose
Encrypted Audio Conference
Instead Of Video Conference）]

このパラメータは、ビデオ会議ブリッジを割り当てるためにア

ドホック会議に存在している必要があるビデオ対応会議参加者

の数を指定します。ビデオ対応参加者の数がこのパラメータで

指定されている数よりも少ない場合、Cisco Unified
Communications Managerはオーディオ会議ブリッジを割り当て
ます。ビデオ対応参加者の数がこのパラメータに指定されてい

る数以上の場合、Cisco Unified Communications Managerは、ビ
デオ会議ブリッジが使用可能であれば、設定されているメディ

アリソースグループリスト（MRGL）からビデオ会議ブリッ
ジを割り当てます。値 0を指定すると、会議にビデオ対応参加
者がいない場合を含め、常にビデオ会議ブリッジが割り当てら

れます。オーディオブリッジを使用して確立された会議に追加

のビデオ対応参加者が参加すると、この会議はオーディオブ

リッジのままで、ビデオに変換されることはありません。デフォ

ルト値は 2です。

[ビデオ会議割り当てのための
最小ビデオ対応参加者数

（Minimum Video Capable
Participants To Allocate Video
Conference）]
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説明サービスパラメータ

このパラメータは、メディアリソースグループリスト

（MRGL）でビデオ会議ブリッジの優先度がオーディオ会議ブ
リッジよりも高い場合に、CiscoUnifiedCommunicationsManager
が音声のみのアドホック会議コールに対し、ビデオ会議ブリッ

ジが使用可能であればビデオ会議ブリッジを選択するかどうか

を指定します。MRGLでオーディオ会議ブリッジの優先度がす
べてのビデオ会議ブリッジよりも高い場合には、Cisco Unified
Communications Managerはこのパラメータを無視します。この
パラメータは、ローカル会議ブリッジがビデオブリッジであり

（かつMRGLで高い優先度が設定されており）、オーディオ会
議ブリッジがリモートロケーションでのみ使用可能な場合に便

利です。このような状況でこのパラメータを有効にすると、

Cisco Unified Communications Managerは音声のみの会議コール
に対しても最初にローカルビデオ会議ブリッジの使用を試行し

ます。デフォルト値は [False]です。

[ビデオ会議ブリッジの優先度
が高い場合に音声のみの会議に

ビデオ会議ブリッジを割り当て

る（Allocate Video Conference
Bridge For Audio Only
Conferences When The Video
Conference Bridge Has Higher
Priority）]

このパラメータは、SIPトランクでのクリックツー会議機能を
Cisco Unified Communications Managerで有効にするかどうかを
指定します。クリックツー会議機能により、サードパーティの

アプリケーションがSIPアウトオブダイアログREFERメソッド
を使用して会議をセットアップし、SIPSUBSCRIBE/NOTIFYに
より会議イベントパッケージのために SIPトランクに登録でき
るようになります。

このパラメータを有効にすると、この機能をサポートす

るようにコーディングされている CTIアプリケーショ
ンに悪影響を及ぼす可能性があります。

警告

デフォルト値：False

[サードパーティアプリケー
ションでクリックツー会議機能

を有効にする（Enable
Click-to-Conference for
Third-Party Applications）]

このパラメータは、SIP会議ブリッジ（Cisco TelePresence MCU
や Cisco TelePresence Conductorなど）でホストされるアドホッ
ク会議とミートミー会議に対して生成される会議 IDにプレ
フィックスとして追加される最大 8桁の番号（例：0001）を定
義します。このフィールドには、Cisco Unified Communications
Managerが管理する SIP会議ブリッジが、ネットワーク内の複
数クラスタによって共有される場合に、管理者が値を指定する

必要があります。アドホック会議とミートミー会議の会議 IDが
一意であるようにするため、すべてのクラスタに固有のプレ

フィックスを設定する必要があります。会議リソースがクラス

タ間で共有されない場合、このフィールドに値を指定されない

ことがあります。

[クラスタ会議プレフィックス
ID（Cluster Conferencing Prefix
Identifier）]

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
250

アドホック会議のタスクフロー



複数ライン同時通話機能の設定

複数ライン同時通話機能では、ユーザが（異なる電話番号、または同じ電話番号で異なるパーティ

ションの）複数の電話回線のコールに参加して会議を作成できます。

はじめる前に

電話機が複数ライン同時通話機能をサポートするモデルかどうかを確認します。電話機能一覧の

生成, （8ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [デフォルトデバイスプロファイル（Default Device Profile）]を選
択します。

[デフォルトデバイスプロファイルの設定（Default Device Profile Configuration）]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 2 [デバイスプロファイルタイプ（Device Profile Type）]ドロップダウンリストから、電話機のモ
デルを選択します。

ステップ 3 [デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリストから、関連する SCCPまたは SIP
プロトコルを選択します。

ステップ 4 [複数ライン同時通話機能（Join Across Lines）]を [オン（On）]に設定します。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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会議の連携動作と制限事項

会議の連携動作

データのやり取り機能

会議を開始するには、[C割込（cBarge）]ソフ
トキーを押すか、またはシングルボタン C割
り込み機能が有効な場合にはアクティブコール

の共有回線ボタンを押します。C割り込みが開
始されると、共有会議ブリッジが使用可能な場

合には、このブリッジを使用して割り込みコー

ルが設定されます。元のコールが分割され、会

議ブリッジに参加します。参加者全員のコール

情報が [会議（Conference）]に変わります。

割り込み先コールが会議コールになり、割り込

み対象デバイスが会議の開催者になります。会

議の開催者は、会議にさらに参加者を追加する

か、または参加者を削除できます。

いずれかの参加者がコールを解放すると、会議

には 2人の参加者が残されます。この残り 2名
の参加者に対し短い中断が発生し、これらの参

加者はポイントツーポイントコールとして再接

続されます。これにより、共有会議リソースが

解放されます。

[C割込（cBarge）]を使用した会議

会議の開催者が会議の転送、パーク、または他

の参加者へのリダイレクトを行うと、コールを

取得する参加者が、会議の実質的な開催者とな

ります。実質的な開催者は、会議への参加者の

追加や、会議に追加されている参加者の削除は

できませんが、会議の転送、パーク、または他

の参加者へのリダイレクトを行うことができま

す。会議が他の参加者にリダイレクトされる

と、そのリダイレクト先の参加者が、会議の実

質的な開催者となります。この実質的な開催者

がコールを終了すると、会議が終了します。

コールパーク、コール転送、およびリダイレク

トの連携動作
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データのやり取り機能

[参加者（ConfList）]および [削除（Remove）]
ソフトキー機能は、SCCP電話でのみ使用でき
ます。SIP電話では [詳細を表示（Show
Details）]ボタンに類似の機能が設定されてい
ます。

SIP電話のソフトキー表示

会議の制限事項

アドホック会議には次の制限事項が適用されます。

制約事項機能

Cisco Unified Communications Managerでは、
Cisco Unified Communications Managerサーバあ
たり最大 100の同時アドホック会議がサポート
されています。

Cisco Unified Communications Managerでは、ア
ドホック会議あたり最大64人の参加者がサポー
トされています（十分な会議リソースが使用可

能である場合）。リンクされたアドホック会議

の場合、システムでは各会議が 1人の参加者と
して扱われます。

アドホック会議

Cisco Unified Communications Managerは、新規
参加者が追加されると「ビープ」音を鳴らし、

アドホック会議から新規参加者が退席すると

「ビープビープ」音を鳴らします。““””参加者
がアドホック会議に追加されるときに、SIPを
実行している電話のユーザにはビープ音が聞こ

えないことがあります。参加者がアドホック会

議から退席するときに、SIPを実行している電
話のユーザには「ビープビープ」音が聞こえな

いことがあります。“”ユーザにビープ音が聞こ
えない原因は、Cisco Unified Communications
Managerが会議プロセス中に接続のセットアッ
プと切断にかかる時間にあります。

SIPを実行する電話のアドホック会議リンクを
起動するには、会議機能と転送機能を使用する

必要があります。直接転送と参加はサポートさ

れていません。SIPを実行する電話には、Cisco
Unified IP Phone 7911、7941、7961、7970、およ
び 7971があります。

SIP電話でのアドホック会議：

• Cisco Unified IP Phone 7911

• Cisco Unified IP Phone 7941

• Cisco Unified IP Phone 7961

• Cisco Unified IP Phone 7970

• Cisco Unified IP Phone 7971
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制約事項機能

SIP電話でのアドホック会議：

• Cisco Unified IP Phone 7940

• Cisco Unified IP Phone 7960

•サードパーティの電話
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制約事項機能

•電話には、個々のコールが会議コールとし
て表示されます。Cisco Unified IP Phones
7940と 7960では、ローカル会議コールを
作成できますが、アドホック会議コールは

作成できません。

•会議リスト（ConfList）は使用できません。

•会議への最後の参加者の削除（RmLstC）
機能は使用できません。

•アドホック会議の削除機能はサポートされ
ていません。

• SIPプロファイルの [会議参加が有効
（Conference Join Enabled）]パラメータ
は、会議開催者がローカルでホストされて

いる会議を退席するときの、SIPを実行す
る電話の動作を制御します。[会議参加が
有効（Conference Join Enabled）]チェック
ボックスがオフの場合、会議開催者がアド

ホック会議コールを終了すると、すべての

レッグが切断されます。[会議参加が有効
（Conference Join Enabled）]チェックボッ
クスがオンの場合、残り2人の参加者が接
続されたままの状態になります。

• [アドホック会議の削除（Drop Ad Hoc
Conference）]パラメータの設定によって、
SCCPを実行する電話から開始される会議
コールに対して適用されるのと同じ制御レ

ベルを実現するため、管理者は、SIPを実
行する電話（Cisco Unified IP Phone 7940ま
たは 60）から開始される会議に対し、[会
議参加が有効（Conference Join Enabled）]
SIPプロファイルパラメータと [オフネッ
ト間転送のブロック（BlockOffNet toOffNet
Transfer）]サービスパラメータを組み合
わせて使用できます（SIPを実行する電話
は、会議コールからドロップアウトすると

転送を実行するため、[オフネット間転送
のブロック（Block OffNet to OffNet
Transfer）]を使用して 2つのオフネット電
話がコールに残ることができないようにす

ることで、電話料金の詐欺行為を防止でき
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制約事項機能

ます）。

• Cisco Unified Communications Managerは、
新規参加者が追加されると「ビープ」音を

鳴らし、アドホック会議から新規参加者が

退席すると「ビープビープ」音を鳴らし

ます。“”“”参加者がアドホック会議に追加
されるときに、SIPを実行している電話の
ユーザにはビープ音が聞こえないことがあ

ります。参加者がアドホック会議から退席

するときに、SIPを実行している電話の
ユーザには「ビープビープ」音が聞こえ

ないことがあります。“”ユーザにビープ音
が聞こえない原因は、Cisco Unified
CommunicationsManagerが会議プロセス中
に接続のセットアップと切断にかかる時間

にあります。
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制約事項機能

パブリッシャ（CmA11）とサブスクライバ
（CmA2）を使用して Call Managerクラスタを
設定します。

電話 A、B、Cは CmA1に登録されています。
電話 Dは CmA2に登録されています。

• A（1000）、B（4000）、C（5000）、D
（6000）間で、Aを開催者として、コンサ
ルタティブまたはブラインドアドホック

会議を設定します。

• Cma2をシャットダウンします。

•電話 Dは通話保護モードになります。[終
了（End Call）]ソフトキーを押します。

•電話 A、B、Cが会議に参加しています。

•電話 A、B、Cが会議に参加しています。

•電話 Aを切断します。これで電話 Bと C
がダイレクトコールになります。問題：

電話BとCはまだ会議に参加しています。

•電話 Aを切断します。これで電話 Bと C
がダイレクトコールになります。問題：

電話BとCはまだ会議に参加しています。

•電話 Bを切断します。電話 Cにはコール
はありません。電話 Bと Cはまだ会議に
参加しています。問題：電話 Cはまだ会
議に参加しています。

2人の参加者が接続している場合でも電話に [会
議（To Conference）]が表示される
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第 18 章

ミートミー会議

• ミートミー会議の概要, 259 ページ

• ミートミー会議のタスクフロー, 259 ページ

• ミートミー会議の制限, 266 ページ

ミートミー会議の概要

ユーザはミートミー会議を使用して、電話会議を設定するか、電話会議に参加できます。電話会

議を設定するユーザは、会議コントローラと呼ばれます。電話会議に参加するユーザは、参加者

と呼ばれます。

ミートミー会議のタスクフロー

はじめる前に

ルータに付属されていた構成ドキュメンテーションを参照し、ミートミー会議のタスクフローに

進む前に、必要な設定を確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ソフトキーテンプレートにミートミーソフト

キーを追加します。

ミートミー会議のソフトキーテンプ

レートの設定, （260ページ）
ステップ 1   

これはオプションです。ソフトキーテンプレー

トを電話で使用可能にするには、この手順また

は次の手順を実行する必要があります。

共通デバイス設定とソフトキーテン

プレートの関連付け, （261ページ）
を行うには、次のサブタスクを完了

します。

ステップ 2   

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
259



目的コマンドまたはアクション

•共通デバイス設定へのソフト
キーテンプレートの追加,（262
ページ）

•電話機と共通デバイス設定の関
連付け, （263ページ）

これはオプションです。ソフトキーテンプレー

トと共通デバイス設定を関連付けるための代替

共通デバイス設定（Common Device
Configuration）電話機とソフトキーテ
ンプレートの関連付け,（263ページ）

ステップ 3   

手段、つまり共通デバイス設定との連携のため

に、次の手順を使用します。ソフトキーテン

プレートを適用して、[共通デバイス設定
（Common Device Configuration）]での割り当
てや、他のデフォルトのソフトキーの割り当て

を上書きする必要がある場合は、次の手順を

[共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]と共に使用します。

高度な会議を有効にし、参加者の最大数を指定

し、会議の接続をドロップする時刻を指定しま

す。

ミートミー会議番号の設定,（264ペー
ジ）

ステップ 4   

ミートミー会議のソフトキーテンプレートの設定

オフフック発信状態でミートミーソフトキーを使用可能にするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。
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a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加, （262ページ）

•電話機とソフトキーテンプレートの関連付け, （263ページ）

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを電話機設定に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、
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この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、電話機とソフトキーテンプレートの関連付け,（263ページ）を参照し
てください。

はじめる前に

ミートミー会議のソフトキーテンプレートの設定, （260ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加,（262
ページ）

ステップ 1   

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （263ページ）ステップ 2   

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。
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•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （263ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

はじめる前に

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加, （262ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

次の作業

ミートミー会議番号の設定, （264ページ）

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

この手順は任意です。この手順を代わりに使用して、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設

定と関連付けることができます。また、この手順は共通デバイス設定とも連動しています。ソフ

トキーテンプレートを適用して、共通デバイス設定での割り当てや、他のデフォルトのソフト

キーの割り当てを上書きする必要がある場合に使用します。

はじめる前に

ミートミー会議のソフトキーテンプレートの設定, （260ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

次の作業

ミートミー会議番号の設定, （264ページ）

ミートミー会議番号の設定

Cisco Unified Communications Managerの管理者は、ミートミー会議の電話番号の範囲をユーザに
提供します。これにより、ユーザがその機能にアクセスできるようになります。ユーザは、ミー

トミー番号またはパターンに指定された範囲から電話番号を選択して、ミートミー会議を確立し、

会議コントローラになります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ミートミー番号/パターン（Meet-Me Number/Pattern）]を選択します。
[ミートミー番号の検索/一覧表示（Find and List Meet-Me Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。
すべての一致するレコードが表示されます。

ステップ 3 レコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかの作業を実行します。

•ミートミー番号またはパターンをコピーするには、コピーするミートミー番号またはパター
ンをクリックします。[ミートミー番号/パターンの設定（Meet-Me Number/Pattern
Configuration）]ウィンドウが表示されます。[コピー（Copy）]をクリックします。

•ミートミー番号/パターンを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックしま
す。
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•既存のミートミー番号/パターンを更新するには、更新するミートミー番号またはパターンを
クリックします。

ステップ 5 適切な設定値を入力します。

フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

ミートミー番号およびパターンの設定, （265ページ）

ミートミー番号およびパターンの設定

説明フィールド

ミートミー番号または番号の範囲を入力します。

範囲を設定するには、角カッコ内でダッシュを使用し、その後ろに数値を入

力します。たとえば、範囲 1000～ 1050を設定するには、10[0-5]0と入力し
ます。

[電話番号または
パターン

（Directory
Number or
Pattern）]

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、
パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、山カッコ（<>）は使用できま
せん。

説明
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説明フィールド

パーティションを使用してミートミー番号/パターンへのアクセスを制限する
には、ドロップダウンリストボックスから必要なパーティションを選択し

ます。

ミートミー番号またはパターンへのアクセスを制限しない場合、パーティ

ションに対して [<なし>（<None>）]を選択します。

[最大リストボックス項目（MaxListBox Items）]エンタープライズパラメー
タを使用して、このドロップダウンリストボックスに表示されるパーティ

ションの番号を設定できます。[最大リストボックス項目（Max List Box
Items）]エンタープライズパラメータで指定された数を超えるパーティショ
ンがある場合、ドロップダウンリストボックスの隣に [検索（Find）]ボタ
ンが表示されます。[パーティションの検索/一覧表示（FindandListPartitions）]
ウィンドウを表示するには、[検索（Find）]ボタンをクリックします。

リストボックスの最大項目数を設定するには、[システム
（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択し、[CCMAdminパラメータ（CCMAdmin
Parameters）]の下の [リストボックスの最大項目数（Max List Box
Items）]フィールドを更新します。

（注）

ミートミー番号またはパターンとパーティションの組み合わせに、

CiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタ内で重複のないこと
を確認します。

（注）

パーティション

ドロップダウンリストボックスから、このミートミー番号/パターンに対す
る最小のミートミー会議セキュリティレベルを選択します。

•非セキュアな電話機を使用している参加者が会議に参加することをブ
ロックするには、[認証のみ（Authenticated）]を選択します。

•認証された電話機または非セキュアな電話機を使用している参加者が会
議に参加することをブロックするには、[暗号化（Encrypted）]を選択し
ます。

•すべての参加者に会議への参加を許可するには、[非セキュア（Non
Secure）]を選択します。

この機能を使用するには、セキュアな会議ブリッジが設定され、

使用可能であることを確認します。

（注）

[最小セキュリ
ティレベル

（Minimum
Security Level）]

ミートミー会議の制限

Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Unified Communications Managerサーバごとに最大
で 100の同時ミートミー会議をサポートします。
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その電話会議に指定された参加者の最大数を超過すると、他の発信者は電話会議に参加できませ

ん。
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第 19 章

開催中の会議（Conference Now）

• 開催中の会議の概要, 269 ページ

• 開催中の会議の前提条件, 270 ページ

• 開催中の会議のタスクフロー, 270 ページ

• 連携動作と制限事項, 276 ページ

開催中の会議の概要

開催中の会議機能では、外部と内部両方の発信者が開催中の会議の IVR電話番号（一元化された
会議アシスタント番号）をダイヤルすることにより会議に参加できます。IVRアプリケーション
は、発信者に対しアナウンスを再生して会議への参加を指示します。

会議の確立に使用される会議番号は、セルフサービスユーザ IDと同一です。管理者がエンドユー
ザのウィンドウで会議番号を設定します。セルフサービスユーザ IDは通常、ユーザのプライマ
リエクステンション番号と同一です。

ホスト（エンドユーザ）から会議番号、タイムスロット、および参加者アクセスコードがすべ

ての参加者に提供されます。ホストには会議へ参加するために PINが必要ですが、参加者には不
要です。参加者がホストより前に会議にダイヤルすると、保留音（MOH）が参加者に対して再生
されます。

ホストが会議番号とPINの両方を正しく入力すると、ホストのMRGL（メディアリソースグルー
プリスト）に基づいて会議ブリッジが割り当てられます。会議開始前に参加する参加者は、同じ

会議ブリッジにリダイレクトされます。

ホストは安全な会議コールのために参加者アクセスコードを設定できます。詳細については、

『Cisco Unified Communications Self Care Portal Guide』の開催中の会議のアクセスコードの設定に
関するトピックを参照してください。
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開催中の会議の前提条件

この機能を使用するには、自動音声応答（IVR）リソースを設定する必要があり、IVRリソースの
利用が可能になっている必要があります。

開催中の会議のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

会議をホストするには、機能グループ

テンプレートでオプションを有効にし

ます。

[エンドユーザによる会議のホストを有
効化（Enable End User to Host Conference
Now）], （270ページ）

ステップ 1   

（任意）新規ユーザを追加するために

使用します。

ユーザ/電話のクイック追加, （271ペー
ジ）

ステップ 2   

ホストは、会議番号と出席者コードを

設定できます。

エンドユーザによる開催中の会議のホ

ストの設定, （271ページ）
ステップ 3   

開催中の会議を設定するために使用し

ます。

開催中の会議の設定, （272ページ）ステップ 4   

[エンドユーザによる会議のホストを有効化（Enable End User to Host Conference Now）]

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]から、[ユーザ管理（UserManagement）]
> [ユーザ/電話の追加（User/PhoneAdd）] > [機能グループテンプレート（FeatureGroupTemplate）]
の順に選択します。

[機能グループテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Feature Group Templates）] ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。
すべての一致するレコードが表示されます。

ステップ 3 レコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
270

開催中の会議の前提条件



[機能グループテンプレートの設定（Feature Group Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 ユーザが会議をホストできるようにするには、[機能（Features）]セクションの [エンドユーザに
よる会議のホストを有効化（Enable End User to Host Conference Now）]チェックボックスをオン
にします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ユーザ/電話のクイック追加, （271ページ）

ユーザ/電話のクイック追加

はじめる前に

[エンドユーザによる会議のホストを有効化（Enable EndUser toHost ConferenceNow）], （270ペー
ジ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]から、[ユーザ管理（UserManagement）]
> [ユーザ/電話の追加（User/PhoneAdd）] > [ユーザ/電話のクイック追加（QuickUser/PhoneAdd）]
を選択します。

[ユーザの検索/一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ユーザ/電話のクイック追加（Quick User/Phone Add）]ウィンドウのフィールドを設定します。

フィールドと設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

（オプション）エンドユーザによる開催中の会議のホストの設定, （271ページ）

エンドユーザによる開催中の会議のホストの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を
選択します。
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[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 2 既存のユーザを選択するには、[ユーザを次の条件で検索（FindUserwhere）]フィールドで適切な

フィルタを指定し、[検索（Find）]をクリックしてユーザのリストを取得した後、リストからユー
ザを選択します。

Cisco Unified Communications Managerで設定されているすべてのエンドユーザが検索結果に表示
されます。

ステップ 3 ユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。

[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 [開催中の会議情報（Conference Now Information）]セクションを見つけます。
ステップ 5 [エンドユーザによる会議のホストを有効化（Enable End User to Host Conference Now）]チェック

ボックスをオンにします。

[機能グループのテンプレート（Feature Group Template）]で [エンドユーザによる会議のホストを
有効化（Enable End User to Host Conference Now）]が有効にされている場合、新しく追加された
ユーザにデフォルトの設定が継承されます。

ステップ 6 [会議番号（Meeting Number）]は、[エンドユーザ設定（End User Configuration）]の [セルフサー
ビスユーザ ID（Self-Service User ID）]フィールドの設定時に自動的に生成されます。この番号
は、[セルフサービスユーザ ID（Self-Service User ID）]フィールドで変更されたユーザの電話番
号です。

ステップ 7 （オプション）[出席者のアクセスコード（Attendees Access Code）]を入力します。
ホストは安全な会議コールのために参加者アクセスコードを設定できます。その後、ユーザはセ

ルフケアポータルへのアクセスコードを変更できます。設定フィールドの詳細については、『Cisco
Unified Communications Self Care Portal User Guide』を参照してください。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

開催中の会議の設定, （272ページ）

開催中の会議の設定

はじめる前に

エンドユーザによる開催中の会議のホストの設定, （271ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [開催中の会議（Conference
Now）]を選択します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
272

開催中の会議のタスクフロー



[開催中の会議の設定（Conference Now Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [開催中の会議の設定（Conference Now Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

開催中の会議の設定, （273ページ）

開催中の会議の設定

説明フィールド

外部の発信者が番号にアクセスできるように、

DID（ダイヤルイン）番号を Cisco Unified
Communications Managerクラスタに入力しま
す。番号とパーティションの組み合わせは、ク

ラスタ内で一意である必要があります。

[Conference Now IVR電話番号（Conference Now
IVR Directory Number）]
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説明フィールド

パーティションを使用して、開催中の会議の番

号またはパターンへのアクセスを制限するに

は、ドロップダウンリストから必要なパーティ

ションを選択します。

開催中の会議の番号またはパターンへのアクセ

スを制限しない場合は、パーティションとして

[<なし>（<None>）]を選択します。

ドロップダウンリストに表示されるパーティ

ションの数を設定するには、[リストボックス
の最大項目数（Max List Box Items）]エンター
プライズパラメータを使用します。[最大リス
トボックス項目（MaxListBox Items）]エンター
プライズパラメータで指定された数を超える

パーティションがある場合、ドロップダウンリ

ストボックスの隣に [検索（Find）]ボタンが表
示されます。[検索（Find）]ボタンをクリック
すると、[パーティションの検索と一覧表示
（Find and List Partitions）]ウィンドウが表示さ
れます。

リストボックスの最大項目数を設定

するには、[システム（System）] > [エ
ンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択し、[CCMAdmin
パラメータ（CCMAdminParameters）]
の下の [リストボックスの最大項目数
（Max List Box Items）]フィールドを
更新します。

（注）

Cisco Unified Communications Manager
クラスタ内で、開催中の会議の番号

またはパターンとパーティションの

組み合わせに重複がないことを確認

します。

（注）

[ルートパターン（Route Pattern）]

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定で
きますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、山カッコ（<>）
は使用できません。

説明
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説明フィールド

整数値を選択して、キューでの最大待機時間を

分単位で設定します。デフォルト値は 15分で
す。このフィールドの値の範囲は 1～ 60分で
す。

このフィールドでは、ホストが会議に参加する

までの参加者の最大待機時間を指定します。

タイマーが時間切れになってもホストが会議に

参加しない場合、参加者は自動的に切断されま

す。

[参加者が切断されるまでのホストの最大待機時
間（MaximumWait Time For Host Until Participant
is Disconnected）]

ドロップダウンリストから保留音（MOH）ソー
スを選択します。デフォルト値は[NULL]です。

何も選択しない場合、サービスパラメータで設

定されたデフォルトのネットワーク保留

MOH/MOHソースが使用されます。

MOHソースはユニキャストまたはマルチキャ
ストとして設定されます。発信者のメディアリ

ソースグループリスト（MRGL）のマルチキャ
ストまたはユニキャストの設定が優先されま

す。

MOH設定が変更されても、キューを待機して
いる既存の発信者には影響しません。

キュー内の今後の発信者はすべて、更新された

設定に基づいてMOHをリッスンします。

[参加者が待機中のMOH音源（MOH Source
While Participant is Waiting）]
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連携動作と制限事項

開催中の会議の連携動作

データのやり取り機能

モビリティユーザが、リモート接続先からエン

タープライズ機能アクセスDID番号にダイヤル
します。コールが接続されると、リモート接続

先の電話を使用してDTMF番号がPSTNゲート
ウェイ経由で Cisco Unified Communications
Managerに送信されます。

Cisco Unified Communications Managerでは最初
に、#キーの前に入力されるユーザ PINが認証
されます。ユーザPINの認証が正常に完了した
ら、1と #キーを押して 2段階ダイヤルコール
であることを示し、その後電話番号を入力しま

す。ダイヤルした電話番号が開催中の会議の

IVR電話番号であり、ユーザが会議ホストであ
る場合、ユーザはPINをもう一度入力する必要
があります。

モビリティEFA（エンタープライズ機能アクセ
ス）

コールはエンタープライズ PSTN H.323または
SIPゲートウェイ経由で Cisco Unified
Communications Managerに転送されます。IVR
がユーザに対し、ユーザ ID、#キー、PIN、#
キー、番号 1（モバイル音声アクセスコールに
するため）、該当する電話番号をこの順序で入

力するよう指示します。電話番号が開催中の会

議の IVR電話番号であり、ユーザが会議ホスト
である場合、ユーザはPINをもう一度入力する
必要があります。

ユーザがリモート接続先から直接ダイ

ヤルする場合、ユーザに対してPINの
入力は指示されません。ただし、ユー

ザが異なる電話からモバイル音声アク

セス電話番号にダイヤルすると、コー

ル発信前にPINを入力するよう指示さ
れます。ユーザが開催中の会議の IVR
電話番号をコールすると、PINをもう
一度入力するよう指示されます。

（注）

モビリティMVA（モバイル音声アクセス）
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開催中の会議の制限事項

制約事項機能

ホストは参加者をミュートできません。開催中の会議（Conference Now）

参加者はDTMF番号を入力して音声をミュート
にすることはできません。

開催中の会議（Conference Now）

開催中の会議の参加者のリストはサポートされ

ていません。

開催中の会議（Conference Now）

1つの会議の最大参加者数は、既存の
CallManagerサービスパラメータ [最大ミート
ミー会議ユニキャスト（Maximum MeetMe
Conference Unicast）]により制御されます。こ
れは内部と外部の両方の発信者に適用されま

す。

開催中の会議（Conference Now）

同時に実行できる開催中の会議インスタンスと

ミートミー会議インスタンスの合計最大数は、
Cisco Unified Communications Manager
CallManagerノードあたり 100です。

開催中の会議（Conference Now）

保留ビデオはサポートされません。開催中の会議（Conference Now）

IPVMSソフトウェア会議ブリッジでは、コー
デックG.711（ALawおよびULaw）とワイドバ
ンド 256kだけがサポートされています。発信
側デバイスとソフトウェア会議ブリッジの間で

コーデックが一致していない場合、トランス

コーダが割り当てられます。

開催中の会議（Conference Now）

会議参加者の参加音と退出音を再生するには、

次のうち 1つ以上の条件を満たしている必要が
あります。

•少なくとも 1人の会議参加者が Cisco IP
Phoneを使用している。

•割り当てられているソフトウェア会議ブ
リッジが IPVMSである。

開催中の会議（Conference Now）
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制約事項機能

会議ブリッジが設定されている場合、ホストが

在席しているかどうかに関係なく、残りの参加

者で会議が続行されます。ホストが参加者アク

セスコードを設定している場合、ホストが会議

に再度参加しようとすると、参加者アクセス

コードの入力を求めるアナウンスが再生されま

す。ホストは参加者のスケジュールを設定する

ことや、参加者をミュートにすることはできま

せん。したがってホストステータスは無効にな

ります。

開催中の会議（Conference Now）

ホストが会議に参加する最初のユーザである場

合は、音声アナウンスは再生されません。ただ

し、ホストが内部の IPフォンから開催中の会
議にダイヤルすると、IPフォンに「会議（To
Conference）」を示すビジュアルが表示されま
す。“”

ホストが外部の電話から開催中の会

議に参加する場合、電話にはビジュ

アルは表示されません。

（注）

開催中の会議（Conference Now）
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第 VIII 部

発信
• 折り返し, 281 ページ

• ホットライン, 295 ページ

• スピードダイヤルと短縮ダイヤル, 313 ページ

• WebDialer, 317 ページ

• ページング, 337 ページ

• インターコム, 373 ページ





第 20 章

折り返し

• コールバックの概要, 281 ページ

• コールバックの前提条件, 282 ページ

• コールバックの設定タスクフロー, 282 ページ

• コールバックの連携動作と制限事項, 289 ページ

• コールバックのトラブルシューティング, 291 ページ

コールバックの概要

コールバック機能により、話中の内線番号がコールを受信できるようになった時点で通知を受信

できます。

電話と同じ Cisco Unified Communications Managerクラスタ内にある接続先の電話、または QSIG
トランクまたはQSIG対応クラスタ間トランクを介したリモートPrivate IntegratedNetworkExchange
（PINX）にある接続先の電話のコールバックをアクティブにできます。

コールバック通知を受信するには、話中音またはリングバックトーンが再生されている間に [コー
ルバック（CallBak）]ソフトキーまたは機能ボタンを押します。リオーダー音の再生中にコール
バックをアクティブにできます。リオーダー音は、「応答なし」タイマーが期限切れになると再

生されます。

一時停止/再開

コールバック機能により、コールバックを発信したユーザが話中の場合にコール完了サービスを

一時停止できます。発信元ユーザが利用可能になると、そのユーザに対してコール完了サービス

が再開されます。

コールバックでは、クラスタ間トランクと、クラスタ間 QSIGトランクまたは QSIG対応クラ
スタ間トランクの両方で、コールバック一時停止/コールバック再開の通知がサポートされて
います。

（注）
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コールバックの前提条件

コールバック機能を使用するには、接続先の電話が次のいずれかの場所に配置されている必要が

あります。

•ユーザの電話と同じ Cisco Unified Communications Managerクラスタ内

•リモート PINX over QSIGトランク上

•リモート PINX over QSIG対応クラスタ間トランク上

英語以外の電話ロケールまたは国別のトーンを使用する場合は、ロケールをインストールする必

要があります。

•コールバック機能をサポートするデバイスは次のとおりです。

◦ Cisco Unified IP Phone 6900、7900、8900、および 9900シリーズ（6901と 6911を除く）

◦ Cisco IP Phone 7800および 8800シリーズ

◦ Cisco VGC Phone（Cisco VG248ゲートウェイを使用）

◦ Ciscoアナログ電話アダプタ（ATA）186および 188

◦ Cisco VG224エンドポイントの Busy Subscriber

◦ Cisco VG224エンドポイントの No Answer

•サポートされている電話にコールを転送する CTIルートポイント

コールバックの設定タスクフロー

電話がソフトキーとボタンのどちらをサポートするかによって、次のタスクフローの 1つを実行
します。

次の表を使用して、コールバック対応 IPフォンで [コールバック（CallBack）]ソフトキーまたは
ボタンのどちらを設定するかを判別します。

表 13：コールバックソフトキーとボタンを使用する Cisco IP Phone

コールバックボタンコールバックソフトキーCisco 電話モデル

XXCiscoUnified IP Phone 6900シリーズ（6901
と 6911を除く）

XCisco Unified IP Phone 7900シリーズ

XXCisco IP Phone 7800および 8800シリーズ
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コールバックボタンコールバックソフトキーCisco 電話モデル

XXCisco Unified IP Phone 8900シリーズ

XXCisco Unified IP Phone 9900シリーズ

XCisco IP Communicator

手順

目的コマンドまたはアクション

[コールバック（CallBack）]ソフトキーをテン
プレートに追加し、共通デバイス設定または電

コールバック用のソフトキーテン

プレートの設定, （283ページ）
ステップ 1   

話機を使用してソフトキーを設定するには、こ

の手順を実行します。

電話機に [コールバック（CallBack）]ボタンを
追加して設定するには、この手順を実行しま

す。

[コールバック（CallBack）]ボタン
の設定, （287ページ）

ステップ 2   

コールバック用のソフトキーテンプレートの設定

CallBackソフトキーには次のコール状態があります。

•オンフック（On Hook）

•発信（Ring Out）

•接続転送（Connected Transfer）

以下の手順を使用して、CallBackソフトキーを使用できるようにします。

はじめる前に

電話機がコールバックをサポートしていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。
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a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定とコールバックソフトキーテンプレートの関連付け, （284ページ）

•電話機とコールバックソフトキーテンプレートの関連付け, （286ページ）

共通デバイス設定とコールバックソフトキーテンプレートの関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。
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•ソフトキーテンプレートを電話機設定に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、

この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、電話機とコールバックソフトキーテンプレートの関連付け,（286ペー
ジ）を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定にコールバックソフト

キーテンプレートを追加するには、次の手

順を実行します。

共通デバイス設定へのコールバックソ

フトキーテンプレートの追加, （285
ページ）

ステップ 1   

コールバックソフトキーの共通デバイス設

定を電話にリンクするには、次の手順を実

行します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け,
（286ページ）

ステップ 2   

共通デバイス設定へのコールバックソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。
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[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （286ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とコールバックソフトキーテンプレートの関連付け

オプション：ソフトキーテンプレートと共通デバイス設定を関連付けるための代替手段、つまり

共通デバイス設定との連携のために、次の手順を使用します。ソフトキーテンプレートを適用し

て、共通デバイス設定での割り当てや、他のデフォルトのソフトキーの割り当てを上書きする必

要がある場合は、次の手順を共通デバイス設定と共に使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
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[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

[コールバック（CallBack）] ボタンの設定
この項の手順では、[コールバック（CallBack）]ボタンを設定する方法を説明します。

手順

目的コマンドまたはアクション

[コールバック（CallBack）]ボタン機能を回
線または短縮ダイヤルキーに割り当てるに

は、次の手順を実行します。

コールバックの電話ボタンテンプ

レートの設定, （287ページ）
ステップ 1   

電話の [コールバック（CallBack）]ボタン
を設定するには、次の手順を実行します。

電話機とボタンテンプレートの関連

付け, （288ページ）
ステップ 2   

コールバックの電話ボタンテンプレートの設定

回線または短縮ダイヤルキーに機能を割り当てるには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。
[電話ボタンテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
サポートされている電話のテンプレートの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。作成しない場合

は次のステップに進みます。

a) 電話モデルのデフォルトテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
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b) [電話ボタンテンプレート情報（PhoneButtonTemplate Information）]フィールドに、テンプレー
トの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加する場合は、次の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

電話機とボタンテンプレートの関連付け, （288ページ）

電話機とボタンテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索/一覧表示（FindandList Phones）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するための [（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボックスが表
示されます。
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コールバックの連携動作と制限事項

コールバックの連携動作

データのやり取り機能

コールバック通知画面から発信したコールは、着信側DNで
設定されているコール転送の設定値をすべて上書きします。

コールバックリコールタイマーが期限切れになる前にコー

ルを発信する必要があります。このようにしないと、コール

はコール転送の設定値を上書きしません。

コール転送

Cisco Unified IP Phone 7960と 7940でのみ、コールバック通
知の動作が異なります。その他のすべてのSIP電話とすべて
の SCCP電話では、オンフック通知とオフフック通知がサ
ポートされています。

Cisco Unified Communications Managerが、SIP 7960または
7940電話で回線が使用可能になったことを認識する唯一の
方法は、Cisco Unified Communications Managerが電話から受
信する SIP INVITEメッセージをモニタすることです。電話
から Cisco Unified Communications Managerに SIP INVITEが
送信され、電話がオンフックになると、Cisco Unified
CommunicationsManagerが音声およびコールバック通知画面
をCisco Unified IP Phone 7960および 7940（SIP）ユーザに送
信します。

SIPを実行する電話でのコールバッ
ク通知
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データのやり取り機能

コールバックは、発信側または着信側で [DND拒否
（DND-Reject）]が [オフ（Off）]に設定されている場合は
通常どおりに機能します。[DND拒否（DND-Reject）]が [オ
ン（On）]に設定されている場合にのみ、動作が異なりま
す。

•発信側で [DND拒否（DND-Reject）]がオンである：
ユーザ Aがユーザ Bに対してコールを発信し、コール
バックを起動します。ユーザAはDND-Rになります。
ユーザ Bが利用可能になった後でも、ユーザ Aのコー
ルバック通知が引き続き表示されます。つまりDNDス
テータスに関係なく、他の参加者が利用可能であるか

どうかがユーザに通知されます。

•着信側で [DND拒否（DND-Reject）]がオンである：
ユーザ Aがユーザ Bにコールを発信し、ユーザ Bは
[DND拒否（DND-Reject）]を [オン（On）]に設定して
います。ユーザ Aにはファストビジー音が聞こえま
す。ユーザAはビジーエンドポイントでコールバック
を開始できます。ユーザ Bが [DND拒否
（DND-Reject）]であり、オフフックになってからオン
フックになると、ユーザ Aは「ユーザ Bと通話できま
すがユーザBはDND-Rです（User B is available now but
on DND-R）」という通知を受け取ります。“”ユーザ A
がキャンセルしない場合、ユーザ Bが [DND拒否
（DND-Reject）]を [オフ（Off）]に設定するまで、コー
ルバックにより引き続きユーザ Bがモニタされます。

サイレント（DND）

Ciscoエクステンションモビリティユーザがログインまたは
ログアウトすると、コールバックに関連付けられているアク

ティブコールの完了はすべて自動的にキャンセルされます。

コールバックが着信側の電話からアクティブにされた後で、

システムからこの着信側の電話が削除される場合、発信者が

[ダイヤル（Dial）]ソフトキーを押すと、リオーダー音が聞
こえます。ユーザはコールバックをキャンセルまたは再度ア

クティブにすることができます。

Ciscoエクステンションモビリティ
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コールバックの制限事項

制約事項機能

コールバックは SIPトランクではサポートされていませんが、QSIG対
応 SIPトランクではサポートされています。

SIPトランク（SIP
Trunks）

コールバックでは、発信側と着信側の名前と番号に、スペースと 0から
9までの数字がサポートされています。コールバックを使用する場合、
発信側と着信側の名前と番号にはシャープ記号（#）やアスタリスク（*）
は使用できません。

発信側または着信側の

名前と番号でサポート

されている文字

すべてのコールをボイスメッセージングシステムに転送する場合、コー

ルバックをアクティブにすることはできません。

[ボイスメール
（Voicemail）]

コールバックのトラブルシューティング

このセクションでは、さまざまなシナリオでの問題、考えられる原因、および解決策と、コール

バックについて IP Phoneに表示されるエラーメッセージについて説明します。

[コールバック（CallBack）] ソフトキーを押してからコールバックが発生するまでの
間の電話のプラグの取り外し/リセット

問題

[コールバック（CallBack）]ソフトキーを押してから、コールバックがアクティブになる前に電話
のプラグを抜くかリセットしました。

考えられる原因

Cisco Unified Communications Managerによってコールバックのアクティベーションがキャンセル
されます。

ソリューション

発信者の電話を登録すると、リセット後、発信者の電話には [コールバックのアクティベーション
（Call Back activation）]ウィンドウは表示されません。アクティブなコールバックサービスを表
示するには、[コールバック（CallBack）]ソフトキーを押す必要があります。電話にコールバック
通知が発生します。
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発信者が対応可能通知に気付かずに電話機をリセットする

問題

クラスタ内コールバックまたはクラスタ間コールバックのシナリオで、発信者が対応不可のユー

ザ（ユーザ Bとする）に対してコールバックを開始しました。ユーザ Bが対応可能になると、発
信側の電話機に対応可能通知画面が表示されます。発信者が何らかの理由で対応可能通知に気付

かず、電話機がリセットされました。

たとえば、発信者が別のユーザ（ユーザCとする）に連絡し、ユーザCが通話中だったため [コー
ルバック（CallBack）]ソフトキーを押します。発信側の電話機に置換/保持画面が表示されます
が、ユーザ Bの対応可能通知がすでに発生したことが画面に示されません。

考えられる原因

ユーザが電話機をリセットしました。

ソリューション

電話機のリセット後、アクティブなコール中でないときに電話機のコールバック通知を確認しま

す。[折返し（Callback）]ソフトキーを押します。

コールバックのエラーメッセージ

ここでは、IPフォンの画面に表示されるエラーメッセージについて説明します。

コールバックがアクティブでない

問題

次のエラーメッセージが表示されます。

CallBack is not active.Press Exit to quit this screen.

考えられる原因

ユーザがアイドル状態で [コールバック（Callback）]ソフトキーを押しました。

ソリューション

エラーメッセージで指定された推奨アクションを実行してください。

コールバックがすでにアクティブになっている

問題

次のエラーメッセージが表示されます。
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コールバックはすでに xxxx でアクティブになっています。[OK] を押して yyyy でアクティ

ブにしてください。[終了（Exit）] を押してこの画面を終了してください（CallBack is
already active on xxxx.Press OK to activate on yyyy.Press Exit to quit

this screen.）

考えられる原因

ユーザがコールバックをアクティブにしようとしましたが、すでにアクティブになっています。

問題

エラーメッセージで指定された推奨アクションを実行してください。

コールバックをアクティブにできない

問題

次のエラーメッセージが表示されます。

xxxx でコールバックをアクティブにできません（CallBack cannot be activated for

xxxx.）

考えられる原因

ユーザがコールバックをアクティブにしようとしたときに、CiscoUnifiedCommunicationsManager
データベースで内線番号が使用できないか、接続先への QSIGルートが存在せず（つまり、内線
番号が非 QSIGトランク経由で接続されたリモートプロキシに属している）、データベース内で
内線番号が見つかりません。

ソリューション

ユーザが再試行する必要があります。または、管理者が Cisco Unified CM Administrationに電話番
号を追加する必要があります。

キーがアクティブではありません（Key Not Active）

問題

コール中に、[コールバック（CallBack）]ソフトキーが電話に表示され、ユーザは電話が鳴る前に
[コールバック（CallBack）]ソフトキーを押します。ですが、電話に以下のエラーメッセージが
表示されます。

キーがアクティブではありません（Key Not Active）

考えられる原因

ユーザが [折返し（Callback）]ソフトキーを押すタイミングが適切でない可能性があります。
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ソリューション

ユーザは呼び出し音またはビジー信号を聞いたあとで [折返し（Callback）]ソフトキーを押す必
要があります。間違ったタイミングでソフトキーを押すと、電話機にエラーメッセージが表示さ

れることがあります。
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第 21 章

ホットライン

この章では、ホットライン機能の使用および設定方法について説明します。

• ホットラインの概要, 295 ページ

• ホットラインのシステム要件, 296 ページ

• ホットラインの設定タスクフロー, 296 ページ

• ホットラインのトラブルシューティング, 310 ページ

ホットラインの概要

ホットライン機能はPrivateLineAutomaticRingdown（PLAR）機能を拡張し、ユーザがオフフック
したとき（または NewCallソフトキーや回線キーが押されたとき）に、すぐに所定の番号をダイ
ヤルするよう電話機を設定できるようにします。電話機ユーザは、PLAR用に設定された電話機
から他の番号をダイヤルすることはできません。ホットラインは、PLARを使用する電話機に対
して、次の新たな制限と管理者コントロールを追加します。

•コールを受信するホットラインデバイス（ホットラインを使用するように設定されたデバイ
ス）は、他のホットラインデバイスからしかコールを受信せず、ホットライン以外の発信者

を拒否します。

•ホットライン電話機は、コールのみ、受信のみ、またはコールと受信の両方に設定できま
す。

•ソフトキーテンプレートを電話機に適用することにより、ホットライン電話機上で使用可能
な機能を制限できます。

•アナログホットライン電話機は、着信フックフラッシュ信号を無視します。

ルートクラスシグナリング

ホットラインは、ルートクラスシグナリングを使用して、ホットライン電話機が他のホットライ

ン電話機からのコールしか受信できないようにします。ルートクラスは、コールのトラフィック
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のクラスを識別する DSNコードです。ルートクラスを通して、ルーティングや終端に関する特
殊な要件が下流のデバイスに通知されます。ホットライン電話機は、同じルートクラスを持つ

ホットライン電話機からのコールしか受信できません。

通話の発信者名確認

ホットラインは、発信者 IDに基づく、設定可能な通話の発信者名確認も提供します。設定可能な
通話の発信者名確認を使用すれば、受信側のホットライン電話機は、発信者 ID情報に基づいて
コールを検査し、スクリーニングリストにある発信者にのみ接続を許可できます。

ホットラインのシステム要件

Cisco Unified Communications Managerには、次のホットラインシステム要件があります。

•クラスタ内の各サーバの Cisco Unified Communications Manager 8.0(1)以降

• MGCPゲートウェイ POTS電話（FXS）

• SCCPゲートウェイ POTS電話（FXS）

Cisco Feature Navigatorを使用すると、Cisco IOSおよび Catalyst OSソフトウェアイメージがサ
ポートする特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラットフォームを確

認できます。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセス
します。

Cisco Feature Navigatorにアクセスするには Cisco.comアカウントは必要ありません。

ヒント

ホットラインの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Reportingにログインし、電話機
能リストレポートを実行して、ホットライン

をサポートする電話を決定します。

電話機能一覧の生成, （8ペー
ジ）

ステップ 1   

これはオプションです。ホットライン電話の

機能を制限する場合は、必要な機能だけを許

可するソフトキーテンプレートを作成します。

カスタムソフトキーテンプレート

の作成, （297ページ）
ステップ 2   

電話をホットラインデバイスとして有効にし

ます。

電話でのホットラインの設定, （
298ページ）

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

ホットライン機能をサポートするルートクラ

スシグナリングを設定します。

ルートクラスシグナリングの設定

タスクフロー, （298ページ）
ステップ 4   

これはオプションです。ホットライン電話の

機能をコールの発信またはコールの受信のみ

発信専用または受信専用のホット

ラインの設定タスクフロー,（304
ページ）

ステップ 5   

に制限する場合は、発信と受信の設定を行い

ます。

これはオプションです。コーリングサーチス

ペースとパーティションを使用して、ホット

コーリングサーチスペースでの

コールスクリーニングの設定 , （
307ページ）

ステップ 6   

ライン電話のコールスクリーニングリストを

設定します。

カスタムソフトキーテンプレートの作成

ホットラインを設定すると、ホットライン電話で使用可能にする機能だけを表示するソフトキー

テンプレートをカスタマイズできます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerには、呼処理およびアプリケーション用の標準のソフトキー
テンプレートが含まれています。カスタムソフトキーテンプレートを作成する場合は、標準テン

プレートをコピーして、必要に応じて変更します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 ドロップダウンリストからソフトキーテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックして

新しいテンプレートを作成します。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、ソフトキーテンプレート
を特定する一意の名前を入力します。

ステップ 5 テンプレートの使用方法を表す説明を入力します。説明には、任意の言語で最大50文字を指定で
きますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ
（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 6 このソフトキーテンプレートを標準のソフトキーテンプレートとして指定するには、[デフォル
トのソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンにします。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、デフォルトの指定を解除してからでないと、そのソフトキーテンプレートは削

除できません。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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ソフトキーテンプレートがコピーされると、[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template
Configuration）]ウィンドウが再表示されます。

ステップ 8 （任意） [アプリケーションの追加（Add Application）]ボタンをクリックします。
ステップ 9 Cisco Unified IP Phone LCD画面上のソフトキーの位置を設定します。
ステップ 10 設定を保存するには、[保存（Save）]をクリックします。

次の作業

電話でのホットラインの設定, （298ページ）

電話でのホットラインの設定

電話をホットラインデバイスとして有効にするには、次の手順を使用します。

はじめる前に

これはオプションです。ホットライン電話に対して使用可能にする機能のみを表示するカスタム

ソフトキーテンプレートを作成する場合は、カスタムソフトキーテンプレートの作成,（297ペー
ジ）を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ホットラインデバイスとして有効にする電話を選択します。
ステップ 3 [ホットラインデバイス（Hotline Device）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 4 ホットライン電話専用のカスタムソフトキーテンプレートを作成したら、[ソフトキーテンプレー

ト（Softkey Template）]ドロップダウンリストからソフトキーテンプレートを選択します。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

デバイスプールにソフトキーテンプレートを割り当てて、そのデバイスプールを電話

に割り当てることもできます。

（注）

次の作業

ルートクラスシグナリングの設定タスクフロー, （298ページ）

ルートクラスシグナリングの設定タスクフロー

ホットラインコールのルートクラスシグナリングを設定するには、このタスクフローを実行し

ます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

トランクとゲートウェイのルートクラスシグナ

リングのクラスタ全体のデフォルトを有効に設

定します。

クラスタでのルートクラスシグナ

リングの有効化, （299ページ）
ステップ 1   

個々のトランクとゲートウェイの設定

は、クラスタ全体のデフォルトを上書

きします。このサービスパラメータを

使用してクラスタ全体でルートクラス

シグナリングを有効にすると、ルート

クラスシグナリングは、個々のトラン

クまたはゲートウェイで無効化できま

す。

（注）

個々のトランクのルートクラスシグナリングを

有効にします。

トランクでのルートクラスシグナ

リングの有効化, （300ページ）
ステップ 2   

MGCP T1/CASまたはMGCP PRIゲートウェイ
のルートクラスシグナリングを有効にします。

ゲートウェイでのルートクラスシ

グナリングの有効化, （301ペー
ジ）

ステップ 3   

ホットラインルートクラスのSIPシグナリング
ラベルを設定します。

ホットラインルートクラスのシグ

ナリングラベルの設定,（302ペー
ジ）

ステップ 4   

ホットラインコールをルーティングするルート

パターンのルートクラスを設定します。

ホットラインルートパターンでの

ルートクラスの設定, （303ペー
ジ）

ステップ 5   

これはオプションです。ホットラインコールで

トランスレーションパターンを使用する場合

ホットライントランスレーション

パターンでのルートクラスの設定,
（303ページ）

ステップ 6   

は、トランスレーションパターンのルートクラ

スを設定します。

クラスタでのルートクラスシグナリングの有効化

[有効なルートクラストランクシグナリング（Route Class Trunk Signaling Enabled）]サービスパ
ラメータを [True]に設定すると、ルートクラスシグナリングをサポートするクラスタ内の全トラ
ンクまたはゲートウェイのデフォルトのルートクラスシグナリングが有効に設定されます。
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個々のゲートウェイおよびトランクの設定は、クラスタ全体のデフォルト設定を上書きしま

す。クラスタでのルートクラスシグナリングを有効にするこのサービスパラメータを使用す

ると、個々のトランクまたはゲートウェイでルートクラスシグナリングを無効にすることも

できます。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [有効なルートクラストランクシグナリング（Route Class Trunk Signaling Enabled）]サービスパ
ラメータを [True]に設定します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

個々のトランクまたはゲートウェイでルートクラスシグナリングを設定するには、次の手順を使

用します。

トランクでのルートクラスシグナリングの有効化, （300ページ）

ゲートウェイでのルートクラスシグナリングの有効化, （301ページ）

トランクでのルートクラスシグナリングの有効化

個々のトランクのルートクラスシグナリングを有効にするには、次の手順を使用します。個々の

トランクの設定は、クラスタワイドサービスパラメータ設定を上書きします。

はじめる前に

クラスタでのルートクラスシグナリングの有効化, （299ページ）手順に従って、クラスタワイ
ドサービスパラメータを使用し、クラスタ内の全トランクにデフォルトのルートクラスシグナ

リング設定を設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [トラ
ンク（Trunks）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Search）]をクリックして、ルートクラスシグナリングを有効にする SIPトランクを選択
します。

ステップ 3 [ルートクラスシグナリングの有効化（Route Class Signaling Enabled）]ドロップダウンリスト
ボックスから、次のオプションのいずれかを選択します。
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• [デフォルト（Default）]—このトランクは [ルートクラスシグナリングの有効化（RouteClass
Signaling Enabled）]サービスパラメータの設定を使用します。

• [オフ（Off）] —このトランクに対して、ルート クラスシグナリングが無効です。

• [オン（ON）] —このトランクに対して、ルート クラスシグナリングが有効です。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ゲートウェイでのルートクラスシグナリングの有効化, （301ページ）

ゲートウェイでのルートクラスシグナリングの有効化

この手順を使用して、個々のMGCP PRIまたはMGCP T1/CASゲートウェイでルートクラスシグ
ナリングを有効にします。個々のゲートウェイの設定は、クラスタ全体のサービスパラメータの

設定よりも優先されます。

はじめる前に

クラスタでのルートクラスシグナリングの有効化, （299ページ）の手順に従い、クラスタ全体
のサービスパラメータを使用して、クラスタ内のゲートウェイのデフォルトルートクラスシグ

ナリング設定を指定します。

トランクでのルートクラスシグナリングの有効化, （300ページ）の手順を実行して、個々のト
ランクのルートクラスシグナリングを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [ゲート
ウェイ（Gateways）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、ルートクラスシグナリングを設定するゲートウェイを選択しま
す。

ステップ 3 [ルートクラスシグナリングの有効化（Route Class Signaling Enabled）]ドロップダウンリスト
ボックスから、次のオプションのいずれかを選択します。

•デフォルト（Default）：このゲートウェイは、クラスタ全体のサービスパラメータの [ルー
トクラスシグナリングの有効化（Route Class Signaling Enabled）]を使用します。

•オフ（Off）：このゲートウェイでルートクラスシグナリングが無効になります。
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•オン（On）：このゲートウェイでルートクラスシグナリングが有効になります。

ステップ 4 音声コールの音声ルートクラスをエンコードする場合は、[音声ルートクラスのエンコード（Encode
Voice Route Class）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ホットラインルートクラスのシグナリングラベルの設定, （302ページ）

ホットラインルートクラスのシグナリングラベルの設定

使用するホットラインルートクラスの SIPシグナリングラベル値を設定する必要があります。

はじめる前に

トランクとゲートウェイのルートクラスシグナリングを有効にします。詳細は、クラスタでの

ルートクラスシグナリングの有効化, （299ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、CallManagerサービスを実行しているサーバを選
択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。
ステップ 5 [SIPルートクラス命名機関（SIP Route Class Naming Authority）]サービスパラメータフィールド

に、命名機関を表す値と、SIPシグナリングでルートクラスを表すために使用されるラベルのコ
ンテキストを入力します。デフォルト値は [cisco.com]です。

ステップ 6 [SIPホットラインボイスルートクラスラベル（SIP Hotline Voice Route Class Label）]サービス
パラメータフィールドに、ホットラインボイスルートクラスを表すラベルを入力します。デフォ

ルト値は [hotline]です。
ステップ 7 [SIPホットラインデータルートクラスラベル（SIP Hotline Data Route Class Label）]サービスパ

ラメータフィールドに、ホットラインデータルートクラスを表すラベルを入力します。デフォ

ルト値は [ccdata]です。
ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ホットラインルートパターンでのルートクラスの設定, （303ページ）
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ホットラインルートパターンでのルートクラスの設定

この手順では、ホットラインデバイスに特有のコールルーティング手順について説明します。

ネットワークでのルートパターンおよびトランスレーションパターンの設定方法の詳細は、『Cisco
Unified Communications Manager System Configuration Guide』を参照してください。

ホットラインコールをルーティングする予定のルートパターンごとに、そのルートパターンの

ルートクラスを [ホットラインボイス（Hotline Voice）]または [ホットラインデータ（Hotline
Data）]に設定する必要があります。

はじめる前に

ホットラインルートクラスのシグナリングラベルの設定, （302ページ）

この手順を実行する前に、ルートパターンを使用してネットワークコールルーティングを設定

してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Patterns）]の順に選択しま
す。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ネットワークのルートパターンのリストを表示します。
ステップ 3 ホットラインコールのルーティングに使用される各 T1/CASルートパターンについて、次のよう

に設定します。

a) [ルートパターンの検索と一覧表示（Find and List Route Patterns）]ウィンドウから、ルートパ
ターンを選択します。

b) [ルートクラス（Route Class）]ドロップダウンリストボックスから、[ホットラインボイス
（Hotline Voice）]または [ホットラインデータ（Hotline Data）]のいずれかをこのルートパ
ターンのルートクラスとして選択します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ホットライントランスレーションパターンでのルートクラスの設定, （303ページ）

ホットライントランスレーションパターンでのルートクラスの設定

はじめる前に

この手順を実行する前に、ルートパターンとトランスレーションパターンを指定してネットワー

クコールルーティングを設定しておく必要があります。

ホットラインルートパターンでのルートクラスの設定, （303ページ）の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[コールルーティング（Call Routing） > [トランスレーションパター
ン（Translation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 クラスタのトランスレーションパターンを表示するには、[検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 ホットライン番号で使用するトランスレーションパターンごとに、次の手順を実行します。

a) [ルートクラス（Route Class）]ドロップダウンリストボックスから、[ホットラインボイス
（Hotline Voice）]または [ホットラインデータ（Hotline Data）]を選択します。

b) [保存（Save）]をクリックします。

発信専用または受信専用のホットラインの設定タスクフロー

このタスクフローの設定例では、ホットラインの電話を発信専用、または受信専用のどちらかに

設定する方法について説明します。

手順

目的コマンドまたはアクション

2つのパーティションを作成します。1つは
空で、もう 1つは新しいCSSに割り当てま
す。

発信専用/受信専用のホットラインの
パーティションの設定, （304ページ）

ステップ 1   

新しいコーリングサーチスペースを作成

し、新しい CSSの 1つをこの CSSに割り
発信専用/受信専用のホットラインの
コーリングサーチスペースの設定, （
305ページ）

ステップ 2   

当てます。このCSSには他のパーティショ
ンは含まれません。

発信専用に設定する場合、空のパーティショ

ンを電話回線に割り当てます。受信専用に

次のいずれかの手順を実行します。ステップ 3   

•発信専用ホットライン電話の設定,
（306ページ）

設定するには、その電話に新しいCSSを割
り当てます。

•受信専用ホットライン電話の設定,
（306ページ）

発信専用/受信専用のホットラインのパーティションの設定

ホットライン電話を発信専用または受信専用に設定する場合、2つのパーティションを作成する
必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 新しいパーティションを作成します。

ステップ 4 パーティションの一意の名前と説明を入力します。たとえば、IsolatedPartitionのように入力しま
す。

このパーティションを CSSに割り当てることはできませ
ん。

（注）

ステップ 5 [Save]をクリックします。
ステップ 6 手順 2から 5までを繰り返し、2番目のパーティションを作成します。たとえば、EmptyPartition

のように入力します。

このパーティションは、電話回線に割り当てられず、NoRouteCSSに割り当てられま
す。

（注）

次の作業

発信専用/受信専用のホットラインのコーリングサーチスペースの設定, （305ページ）

発信専用/受信専用のホットラインのコーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチを作成し、作成した 2つのパーティションのいずれかをコーリングサーチス
ペースに割り当てる必要があります。

はじめる前に

発信専用/受信専用のホットラインのパーティションの設定, （304ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 コーリングサーチスペースの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。
ステップ 4 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]リストボックスから、矢印を使用して

[EmptyPartition]パーティションを選択します。
パーティションがこのコーリングサーチスペースのみに割り当てられ、電話回線に割

り当てられていないことを確認します。

（注）
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ステップ 5 [Save]をクリックします。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•発信専用ホットライン電話の設定, （306ページ）

•受信専用ホットライン電話の設定, （306ページ）

発信専用ホットライン電話の設定

パーティションとコーリングサーチスペースを設定した後、ホットライン電話を発信専用に設定

するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

発信専用/受信専用のホットラインのコーリングサーチスペースの設定, （305ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ホットライン電話を選択します。
ステップ 3 左側のナビゲーションウィンドウで、電話回線をクリックします。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、作成した空のパーティ

ションを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

受信専用ホットライン電話の設定

コーリングサーチスペースとパーティションをすでに作成している場合、次の手順を実行して、

ホットライン電話機をコールの受信専用に設定します。

はじめる前に

発信専用/受信専用のホットラインのコーリングサーチスペースの設定, （305ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ホットライン電話機を選択します。
ステップ 3 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、前の手順で作

成した新しい CSSを選択します。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

コーリングサーチスペースでのコールスクリーニングの設定

パーティション内にあるホットライン電話だけが互いにコールできるようにする固有の CSSを割
り当てて、（回線間で）イントラスイッチされたホットラインコールのコールスクリーニングを

設定します。

それぞれのパターンが許可またはスクリーニングする各番号パターンと一致するトランスレー

ションパターンを作成して、コールスクリーニングを設定することもできます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

ホットライン電話回線用の新しいパーティ

ションを作成します。

ホットラインコール発信者名確認のた

めのパーティションの設定, （307ペー
ジ）

ステップ 1   

スクリーニングリストの新しいCSSを作
成します。CSSには、許可するホットラ

ホットラインコール発信者名確認のた

めのコーリングサーチスペースの作成,
（309ページ）

ステップ 2   

イン番号だけを含むパーティションを含

める必要があります。

新しいCSSとパーティションをホットラ
イン電話に割り当てます。

ホットライン電話でのコール発信者名

確認の設定, （310ページ）
ステップ 3   

ホットラインコール発信者名確認のためのパーティションの設定

コーリングサーチスペースを使用したホットライン電話機のコール発信者名確認を設定するに

は、発信者名の確認を許可するホットライン番号のみを対象としたパーティションをセットアッ

プする必要があります。
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ホットラインコールの発信者確認リストのために新しいパーティションを作成する必要がある場

合、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。
ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有の

パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用で
きます。パーティション名に関するガイドラインについては、「関連項目」の項を参照してくだ

さい。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用できません。
説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自動
でパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。
ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける

スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デバ
イスのタイムゾーンと [スケジュール（Time Schedule）]が比較され、パーティションが着信
コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ドロッ
プダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケジュール
（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用できるかどうか
が判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ホットラインコール発信者名確認のためのコーリングサーチスペースの作成, （309ページ）
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ホットラインコール発信者名確認のためのコーリングサーチスペースの作成

次の手順を実行して、通話の発信者名確認リストでホットライン電話用の新しいコーリングサー

チスペースを作成します。このCSS用に選択したパーティション内のホットライン番号のみが、
通話の発信者名確認リストで許可するホットライン番号であることを確認します。スクリーニン

グで除外するホットライン番号がこの CSSのパーティションに含まれないようにします。

はじめる前に

ホットラインコール発信者名確認のためのパーティションの設定, （307ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長50文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダー
スコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。

•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパーティ
ションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使
用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ホットライン電話でのコール発信者名確認の設定, （310ページ）
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ホットライン電話でのコール発信者名確認の設定

ホットラインコールスクリーニング用にコーリングサーチスペースおよびパーティションをす

でに設定している場合は、この手順を実行してホットライン電話機にコーリングサーチスペース

およびパーティションを割り当てます。

はじめる前に

ホットラインコール発信者名確認のためのコーリングサーチスペースの作成, （309ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ホットライン電話機を選択します。
ステップ 3 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストボックスから、ホッ

トラインコールスクリーニングリスト用に作成した新しいコーリングサーチスペースを選択し

ます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 左側のナビゲーションウィンドウから、ホットラインコールに使用する電話回線をクリックしま

す。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 6 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストボックスから、設定するコー

リングサーチスペースに含まれるパーティションを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ホットラインのトラブルシューティング

次の表に、ホットラインコールが正しくダイヤルされない場合のトラブルシューティング情報を

示します。

表 14：ホットラインコールが正しくダイヤルされない場合のトラブルシューティング

ソリューション問題

PLAR設定を確認します。ダイヤルトーン

• PLAR設定を確認します。

•両端の電話機がホットライン電話機として
設定されていることを確認します。

リオーダートーンまたはVCA（クラスタ内コー
ル）
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ソリューション問題

• PLAR設定を確認します。

•両端の電話機がホットライン電話機として
設定されていることを確認します。

•トランクでルートクラスシグナリングが
イネーブルになっていることを確認しま

す。

• CASゲートウェイのルートクラストラン
スレーションの設定を確認します。

リオーダートーンまたは VCA（クラスタ内ま
たは TDMコール）

次の表に、発信者 IDに基づくコールスクリーニングが機能しない場合のトラブルシューティン
グ情報を示します。

表 15：発信者 ID に基づくコールスクリーニングの問題のトラブルシューティング

ソリューション問題

•発信者 IDを確認します。

•パターンをスクリーンCSSに追加します。

コールが許可されない

パターンをスクリーン CSSから削除します。コールが許可される
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第 22 章

スピードダイヤルと短縮ダイヤル

• スピードダイヤルと短縮ダイヤルの概要, 313 ページ

• スピードダイヤルと短縮ダイヤルの設定タスクフロー, 314 ページ

スピードダイヤルと短縮ダイヤルの概要

管理者は、ユーザに対して短縮ダイヤルボタンを表示する場合、または特定のユーザが割り当て

られていない電話を設定する場合に、電話の短縮ダイヤル番号を設定できます。ユーザは Cisco
UnifiedCommunicationsセルフケアポータルで各自の電話の短縮ダイヤルボタンを変更できます。
短縮ダイヤルエントリを設定すると、一部の短縮ダイヤルエントリが IPフォンの短縮ダイヤル
ボタンに割り当てられ、その他の短縮ダイヤルエントリが固定短縮ダイヤルに使用されます。

ユーザが番号のダイヤルを開始すると、[短縮（AbbrDial）]ソフトキーが表示されます。ユーザ
は、固定短縮ダイヤルの適切なインデックス（コード）を入力することで、任意の短縮ダイヤル

エントリにアクセスできます。

電話の短縮ダイヤル設定は電話の物理ボタンに関連付けられていますが、固定短縮ダイヤル設定

は電話のボタンには関連付けられていません。

スピードダイヤルの一時停止

短縮ダイヤルを使用すると、強制承認コード（FAC）、クライアント識別コード（CMC）、ダイ
ヤル中のポーズ、または付加的なディジット（ユーザ内線、会議のアクセスコード、ボイスメー

ルのパスワードなど）を必要とする接続先にダイヤルできます。設定済みの短縮ダイヤルを押す

と、電話機は接続先番号とのコールを確立し、ダイヤル中のポーズを入れて、指定された FAC、
CMC、および付加的なディジットを送信します。

ダイヤル中のポーズを短縮ダイヤルに含めるには、短縮ダイヤル文字列の一部としてカンマ（,）
を含めます。カンマは、ポスト接続DTMF番号の一時停止期間として機能するほか、接続先アド
レスと FACコードまたは CMCコード間のデリミタとしても機能します。文字列に含める各カン
マは、追加の 2秒間のポーズを表します。たとえば、2個のカンマ（,,）は、4秒間のポーズを表
します。このポーズは、短縮ダイヤル文字列の中の他のディジットと、FACおよび CMCを区別
するためにも使用できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

スピードダイヤル機能と短縮ダイヤル機能

をサポートするデバイスを特定するための

レポートを作成します。

電話機能一覧の生成, （8ページ）ステップ 1   

スピードダイヤル番号と短縮ダイヤル番号

を設定します。

スピードダイヤルと短縮ダイヤル

の設定, （314ページ）
ステップ 2   

スピードダイヤルと短縮ダイヤルの設定

全部で 199のスピードダイヤルおよび短縮ダイヤルを設定できます。電話機の物理的なボタンに
スピードダイヤルを設定します。短縮ダイヤルでアクセスするスピードダイヤル番号の短縮ダイ

ヤルを設定します。同じウィンドウでスピードダイヤルエントリと短縮ダイヤルインデックス

を設定できます。

FACや CMCと同様に、ポスト接続 DTMFのディジットをスピードダイヤルに含めて設定できま
す。

スピードダイヤルと短縮ダイヤルを設定するには、次の手順を実行します。

すべての Cisco IP Phoneで短縮ダイヤルをサポートしているわけではありません。詳細につい
ては、電話のユーザガイドを参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。スピードダイヤルボタンを
設定する電話を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、ウィンドウ上部の関連リンクのドロップダウ
ンリストから [スピードダイヤルの追加/更新（Add/Update SpeedDials）]を選択し、[移動（Go）]
をクリックします。

[スピードダイヤルと短縮ダイヤルの設定（Speed Dial and Abbreviated Dial Configuration）]ウィン
ドウが電話機に表示されます。

ステップ 3 [番号（Number）]フィールドに、ユーザがスピードダイヤルボタンまたは短縮ダイヤルの短縮ダ
イヤルインデックスを押すときにダイヤルされる番号を入力します。0～ 9の数字、*、#、およ
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び +（国際エスケープ文字）を入力できます。スピードダイヤルにポーズを含めるには、DTMF
のディジットを送信する前にデリミタとしてカンマ（,）を入力できます。文字列に含める各カン
マは、追加の 2秒間のポーズを表します。たとえば、2個のカンマ（,,）は、4秒間のポーズを表
します。このポーズは、スピードダイヤル文字列の中の他の数字と、FACおよび CMCを区別す
るためにも使用できます。

スピードダイヤル文字列に FACおよび CMCを含めるとき、次の要件が満たされてい
ることを確認してください。

（注）

•スピードダイヤル文字列では、FACが常にCMCよりも前に来る必要があります。

• FACおよびDTMFのディジットを含むスピードダイヤルには、スピードダイヤル
ラベルが必要です。

•文字列内のFACおよびCMCのディジット間に入力できるカンマは 1つだけです。

ステップ 4 [ラベル（Label）]フィールドで、スピードダイヤルボタンまたは短縮ダイヤル番号に対して表示
するテキストを入力します。

このフィールドは、どの電話でも使用できるわけではありません。このフィールドが

Cisco Unified IP Phoneで使用可能かどうかを判断するには、使用している電話機モデル
のユーザマニュアルを参照してください。

（注）

ステップ 5 （オプション）スピードダイヤルにポーズを設定する場合、FAC、CMC、および DTMFのディ
ジットが電話画面に表示されないようにラベルを追加する必要があります。
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第 23 章

WebDialer

• WebDialerの概要, 317 ページ

• WebDialerの前提条件, 317 ページ

• WebDialerの設定タスクフロー, 318 ページ

• WebDialer連携動作と制限事項, 331 ページ

• WebDialerのトラブルシューティング, 332 ページ

WebDialer の概要
CiscoWebDialerは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerノードにインストールされ、CiscoUnified
Communications Managerと共に使用されます。これにより、Cisco Unified IP PhoneユーザはWeb
およびデスクトップアプリケーションからコールを発信できます。

Cisco WebDialerは社員名簿にあるハイパーリンクされた電話番号を使用します。そのため、相手
の電話番号をWebページでクリックすればコールを発信できます。

Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルの [ディレクトリ（Directory）]ウィンドウで、
以下のような URLを使用して Cisco WebDialerを起動します。
https://<IP address of Cisco Unified Communications Manager server>:8443/webdialer/
Webdialer

WebDialer の前提条件
Cisco WebDialerでは、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• CTI対応の Cisco Unified IP Phone
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手順

目的コマンドまたはアクション

WebDialerサービスをアクティベートしま
す。

WebDialerの有効化, （319ページ）ステップ 1   

WebDialerトレースを表示するには、ト
レースを有効にします。

（オプション）WebDialerトレースの有
効化, （320ページ）

ステップ 2   

WebDialer servletを設定します。（オプション）WebDialer Servletの設
定, （320ページ）

ステップ 3   

HTTPS over HTTPインターフェイスを使
用して開発するマルチクラスタアプリ

（オプション）リダイレクタ Servletの
設定, （321ページ）

ステップ 4   

ケーションを使用する場合、リダイレク

タ servletを設定します。

Cisco WebDialerのリダイレクタを設定し
ます。

（オプション）WebDialerアプリケー
ションサーバの設定, （322ページ）

ステップ 5   

WebDialerはWDSecureSysUserアプリケー
ションのユーザクレデンシャルを使用し

（オプション）CTIへのセキュア TLS
接続の設定, （322ページ）には、次の
サブタスクを実行します。

ステップ 6   

て、CTIへのセキュアな TLS接続を確立
して発信します。システムが混合モード• WDSecureSysUserアプリケーショ

ンユーザの設定, （323ページ）
で稼動している場合、次の手順に従いま

す。
•（オプション） CAPFプロファイ
ルの設定 , （186ページ）

•（オプション） Cisco IP Manager
Assistantの設定, （188ページ）

Cisco Unified Communicationsのセルフケ
アポータルメニューのロケールフィール

WebDialerの言語ロケールの設定 , （326
ページ）

ステップ 7   

ドを設定し、WebDialerの表示言語を定義
します。

Web Dialer機能に問題がある場合、管理
者に警告します。

WebDialerアラームの設定, （327ペー
ジ）

ステップ 8   

アプリケーションに複数のクラスタが必

要な場合、アプリケーションのダイヤル

ルールを設定します。

（オプション）アプリケーションダイ

ヤルルールの設定, （328ページ）
ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

各WebDialerユーザを Cisco Unified
CommunicationsManagerの標準エンドユー
ザグループに追加します。

標準 CCMエンドユーザグループへの
ユーザの追加, （328ページ）

ステップ 10   

makeCallProxy HTML over HTTPインター
フェイスを使って、Cisco WebDialerを使

（オプション）プロキシユーザの設定,
（329ページ）には、次のサブタスクを
実行します。

ステップ 11   

用するアプリケーションを開発する場合、

プロキシユーザを作成します。• WebDialerエンドユーザの追加, （
330ページ）

•認証プロキシ権限の割り当て, （
330ページ）

WebDialer の有効化

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]を
選択します。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストから、リストされている Cisco Unified Communications
Managerサーバを選択します。

ステップ 3 [CTIサービス（CTIServices）]から、[CiscoWebDialerWebサービス（CiscoWebDialerWebService）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
ステップ 5 CiscoUnifiedServiceabilityから、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能サービス（Control

Center - Feature Services）]を選択して、CTI Managerサービスがアクティブでスタートモードに
なっていることを確認します。

WebDialerを正しく機能させるには、CTIManagerサービスをアクティブにして、スタートモード
にする必要があります。

次の作業

WebDialerトレースの有効化, （320ページ）
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WebDialer トレースの有効化
Cisco WebDialerのトレースを有効にするには、Cisco Unified Serviceability管理アプリケーション
を使用します。トレースの設定は、WebDialer Servletと Redirector Servletの両方に適用されます。
トレースを収集するには、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）を使用します。

WebDialerトレースファイルにアクセスするには、次の CLIコマンドを使用します。

• file get activelog tomcat/logs/webdialer/log4j

• file get activelog tomcat/logs/redirector/log4j

トレースの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してくださ
い。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerアプリケーションのナビゲーションドロップダウンリスト
から、[Cisco Unified Serviceability]を選択して [実行（Go）]をクリックします。

ステップ 2 [トレース（Trace）] > [設定（Configuration）]を選択します。
ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、トレースを有効にするサーバを選択します。
ステップ 4 [サービスグループ（ServiceGroup）]ドロップダウンリストから、[CTIサービス（CTIServices）]

を選択します。

ステップ 5 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[CiscoWebDialerWebサービス（CiscoWebDialer
Web Service）]を選択します。

ステップ 6 [トレースの設定（Trace Configuration）]ウィンドウで、トラブルシューティングの要件に応じて
トレースの設定を変更します。

WebDialerトレースの構成時の設定の詳細については、『Cisco Unified Serviceability
Administration Guide』を参照してください。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

WebDialer Servletの設定, （320ページ）

WebDialer Servlet の設定
WebDialer Servletは、特定のクラスタ内のCisco Unified CommunicationsManagerのユーザがコール
を発信および完了できるようにする Java Servletです。
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手順

ステップ 1 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。
ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco WebDialer Webサービスパラメータを設定

する Cisco Unified Communications Managerサーバを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[CiscoWebDialer]Webサービスを選択します。
ステップ 4 関連するWebDialer Webサービスのパラメータを設定します。パラメータの詳細については、オ

ンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 新しいパラメータ値を有効にするには、Cisco WebDialer Webサービスを再起動してください。

次の作業

リダイレクタ Servletの設定, （321ページ）

リダイレクタ Servlet の設定
リダイレクタ Servletは Javaベース Tomcat Servletです。Cisco WebDialerユーザが要求を行うと、
リダイレクタ Servletが Cisco Unified Communications Managerのクラスタでその要求を検索し、
Cisco Unified Communications Managerのクラスタ内にある特定の Cisco WebDialerサーバにその要
求をリダイレクトします。リダイレクタ Servletは、HTML over HTTPSインターフェイスを使用
して開発されたマルチクラスタアプリケーションでのみ使用できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、リダイレクタ Servletを設定する Cisco Unified
Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[CiscoWebDialerWebサービス（CiscoWebDialer
Web Service）]を選択します。

ステップ 4 関連するWebDialer Webサービスのパラメータを設定します。パラメータの詳細については、オ
ンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 新しいパラメータ値を有効にするには、Cisco WebDialer Webサービスを再起動してください。
WebDialer Webサービスの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を
参照してください。

次の作業

WebDialerアプリケーションサーバの設定, （322ページ）
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WebDialer アプリケーションサーバの設定
アプリケーションサーバは Redirector Servletを設定するために必要です。Redirectorは、1つのク
ラスタに複数のCiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバを設定している場合にのみ必要です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理アプリケーションサーバ（Cisco Unified Communications Manager
Administration Application server）]ウィンドウで、[システム（System）] > [アプリケーションサー
バ（Application Server）]を選択します。

ステップ 2 [アプリケーションサーバタイプ（Application Server Type）]ドロップダウンリストから、[Cisco
WebDialerアプリケーションサーバ（Cisco WebDialer application server）]を選択します。
選択したサーバは、CiscoWebDialerWebサービスの [サービスパラメータの設定（Service Parameter
Configuration）]ウィンドウの [WebDialerの一覧（List of WebDialers）]フィールドに表示されま
す。

CTI へのセキュア TLS 接続の設定
WebDialerはWDSecureSysUserアプリケーションユーザクレデンシャルを使用して、CTIへのセ
キュア TLS接続を確立して発信します。セキュア TLS接続を確立するためのWDSecureSysUser
アプリケーションユーザを設定するには、次のタスクを実行します。

はじめる前に

• Cisco CTLクライアントをインストールして設定します。CTLクライアントの詳細について
は、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を参照してください。

• [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウの [ク
ラスタセキュリティモード（Cluster Security Mode）]を 1に設定します（混合モード）。シ
ステムを混合モードで稼働すると、システムのその他のセキュリティ機能に影響を及ぼしま

す。現在、システムが混合モードで稼動していない場合は、それらの相互作用を理解するま

で混合モードに切り替えないでください。詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』を参照してください。

•最初のノードで Cisco Certificate Authority Proxy Functionサービスをアクティブにします。

手順

目的コマンドまたはアクション

WDSecureSysUserアプリケーションユー
ザを設定します。

WDSecureSysUserアプリケーション
ユーザの設定, （323ページ）

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

WDSecureSysUserアプリケーションユー
ザの CAPFプロファイルを設定します。

CAPFプロファイルの設定 ,（186ペー
ジ）

ステップ 2   

Cisco IPManager Assistantサービスのサー
ビスパラメータを設定します。

Cisco IP Manager Assistantの設定, （
188ページ）

ステップ 3   

WDSecureSysUser アプリケーションユーザの設定

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [アプリケーションユーザ（Application User）]を選択します。
[アプリケーションユーザの検索と一覧表示（Find and List Application Users）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 [アプリケーションユーザの検索と一覧表示のアプリケーション（Find and List Application Users

Application）]ウィンドウから、[WDSecureSysUser]を選択します。

ステップ 4 [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウの各フィールドを
設定し、[保存（Save）]をクリックします。

次の作業

CAPFプロファイルの設定 , （186ページ）

CAPF プロファイルの設定

認証局プロキシ機能（CAPF）は、セキュリティ証明書を発行して、認証するタスクを実行するコ
ンポーネントです。アプリケーションユーザの CAPFプロファイルを作成すると、プロファイル
は設定の詳細を使用してアプリケーションの安全な接続を開きます。

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [アプリケーションユーザ CAPFプロファイル（Application User CAPF Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•新しいCAPFプロファイルを追加するには、[検索対象（Find）]ウィンドウで [新規追加（Add
New）]をクリックします。
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•既存のプロファイルをコピーするには、適切なプロファイルを見つけ、[コピー（Copy）]列
内にあるそのレコード用の [コピー（Copy）]アイコンをクリックします

既存のエントリを更新するには、適切なプロファイルを見つけて表示します。

ステップ 3 関連する CAPFプロファイルフィールドを設定または更新します。フィールドとその設定オプ
ションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 セキュリティを使用するアプリケーションユーザおよびエンドユーザごとに、この手順を繰り返

します。

次の作業

Cisco IP Manager Assistantの設定, （188ページ）

関連トピック

CAPFプロファイルの設定, （186ページ）

CAPF プロファイルの設定

説明設定

ドロップダウンリストから、CAPF操作のアプリケーションユーザを選択しま
す。この設定には、設定されているアプリケーションユーザが表示されます。

この設定は、[エンドユーザ CAPFプロファイル（End User CAPF Profile）]ウィ
ンドウには表示されません。

Application
User

ドロップダウンリストから、CAPF操作のエンドユーザを選択します。この設
定には、設定済みのエンドユーザが表示されます。

この設定は、[アプリケーションユーザ CAPFプロファイル（Application User
CAPF Profile）]ウィンドウには表示されません。

エンドユーザ

ID（End User
ID）

1～ 128文字の英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）を入力します。インスタンス ID
は、認証操作のユーザを指定します。

1つのアプリケーションに複数の接続（インスタンス）を設定できます。アプリ
ケーションと CTIManagerとの接続を保護するため、アプリケーション PC（エ
ンドユーザの場合）またはサーバ（アプリケーションユーザの場合）で実行さ

れるそれぞれのインスタンスに固有の証明書があることを確認します。

このフィールドは、WebサービスとアプリケーションをサポートするCTIManager
サービスパラメータへのセキュアな接続のCAPFプロファイルインスタンス ID
に関連します。

インスタンス

ID（Instance
ID）
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説明設定

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [保留中の操作なし（NoPendingOperation）]：証明書の操作が行われない場
合に表示されます。（デフォルト設定）

• [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]：このオプションを選択
すると、アプリケーションに新しい証明書がインストールされるか、既存

のローカルで有効な証明書がアップグレードされます。

証明書の操作

（Certificate
Operation）

証明書の操作が [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]の場合、認証
モードとして [認証ストリング（By Authentication String）]が指定されます。つ
まり、ユーザ/管理者によって [JTAPI/TSP設定（JTAPI/TSP Preferences）]ウィン
ドウに CAPF認証文字列が入力された場合にのみ、ローカルで有効な証明書の
インストール/アップグレードまたはトラブルシューティングが CAPFによって
実行されます。

認証モード

（Authentication
Mode）

独自の認証文字列を作成するには、一意の文字列を入力します。

各文字列は 4～ 10桁である必要があります。

ローカルで有効な証明書のインストールまたはアップグレードを実行する場合、

アプリケーション PCの JTAPI/TSP設定 GUIに管理者が認証文字列を入力する
ことが必要です。この文字列は 1回の使用のみサポートされており、このイン
スタンスで使用した文字列を再び使用することはできません。

認証文字列

（Authentication
String）

認証文字列を自動的に生成するには、このボタンをクリックします。4～ 10桁
の認証文字列が [認証文字列（Authentication String）]フィールドに表示されま
す。

文字列の生成

（Generate
String）

ドロップダウンリストから、証明書のキーサイズを選択します。デフォルト設

定は 1024です。キーサイズのそのほかのオプションは 512です。

キーの生成の優先順位を低く設定すると、操作の実行中にもアプリケーション

が機能します。キーの生成には最大 30分かかります。

キーサイズ

（ビット）

（Key Size
(Bits)）

このフィールドはすべての証明書操作でサポートされ、操作の実行日時を指定

します。

表示される値は、最初のノードに適用されます。

この設定は、証明書の操作を完了する必要がある期間のデフォルトの日数を指

定する [CAPF操作有効期間（日数）（CAPF Operation Expires in (days)）]エン
タープライズパラメータと併用します。このパラメータはいつでも更新できま

す。

操作の完了期

限（Operation
Completes by）
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説明設定

このフィールドには、保留中、失敗、成功といった証明書の操作の進行状況が

表示されます。

このフィールドに表示される情報は変更できません。

証明書の操作

ステータス

（Certificate
Operation
Status）

Cisco IP Manager Assistant の設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティブ
になっているサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Manager Assistant][Cisco WebDialer
Web]サービスを選択します。
パラメータのリストが表示されます。

ステップ 4 [CTIManager Connection Security Flag]パラメータおよび [CAPF Profile Instance ID for Secure Connection
to CTIManager]パラメータを選択して更新します。
パラメータの説明を表示するには、パラメータ名のリンクをクリックします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 サービスがアクティブになっているサーバごとに、この手順を繰り返します。

WebDialer の言語ロケールの設定
CiscoWebDialerの言語ロケールを設定するには、Cisco Unified Communicationsセルフケアポータ
ルを使用します。デフォルトの言語は英語です。

手順

ステップ 1 CiscoUnified Communicationsセルフケアポータルで、[全般設定（General Settings）]タブをクリッ
クします。

ステップ 2 [言語（Language）]をクリックします。
ステップ 3 [表示言語（Display Language）] ドロップダウンリストから、言語ロケールを選択して、[保存

（Save）]をクリックします。
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WebDialer アラームの設定
Cisco WebDialerサービスは、Cisco Tomcatを使用してアラームを生成します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityで、[アラーム（Alarm）] > [設定（Configuration）]の順に選択します。
ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、アラームを設定するサーバを選択し、[移動（Go）]

をクリックします。

ステップ 3 [サービスグループ（Services Group）]ドロップダウンリストから、[プラットフォームサービス
（Platform Services）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 4 [サービス（Services）]ドロップダウンリストから、[Cisco Tomcat（Cisco Tomcat）]を選択し、
[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 5 設定でクラスタがサポートされる場合は、[すべてのノードに適用（Apply to All Nodes）]チェッ
クボックスをオンにして、クラスタ内の全ノードにアラーム設定を適用します。

ステップ 6 「アラーム設定」の説明に従って設定を行います。この項ではモニタおよびイベントレベルにつ

いても説明されています。

アラーム設定の詳細については、『Cisco Unified Serviceability Guide』を参照してくださ
い。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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アプリケーションダイヤルルールの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ダイヤルルール（Dial Rules）] > [アプリケーションダイヤルルール（Application
Dial Rules）]の順に選択します。

ステップ 2 [名前（Name）]フィールドに、ダイヤルルールの名前を入力します。
ステップ 3 [説明（Description）]フィールドに、ダイヤルルールの説明を入力します。
ステップ 4 [開始番号（Number Begins With）]フィールドに、このアプリケーションダイヤルルールを適用

する電話番号の先頭部分の数字を入力します。

ステップ 5 [桁数（Number of Digits）]フィールドに、このアプリケーションダイヤルルールを適用するダイ
ヤル番号の長さを入力します。

ステップ 6 [削除する合計桁数（Total Digits to be Removed）]に、ダイヤルルールに適用する、Cisco Unified
Communications Managerによってダイヤル番号の開始部分から削除される桁数を入力します。

ステップ 7 [プレフィックスパターン（Prefix With Pattern）]に、アプリケーションダイヤルルールに適用す
る、ダイヤル番号に付加するパターンを入力します。

ステップ 8 [アプリケーションダイヤルルールの優先順位（ApplicationDial Rule Priority）]で、ダイヤルルー
ルの優先順位を上位、下位、中位から選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

標準 CCM エンドユーザグループへのユーザの追加
Cisco Unified Communications Managerの [ユーザディレクトリ（User Directory windows）]ウィン
ドウの Cisco WebDialerリンクを使用するには、標準の Cisco Unified Communications Managerエン
ドユーザグループに各ユーザを追加する必要があります。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザグループ（User Group）]の順に選択します。
ステップ 2 [ユーザグループの検索/一覧表示（Find and List User Group）]ウィンドウで、[検索（Find）]をク

リックします。

ステップ 3 [Standard CCM End Users]をクリックします。
ステップ 4 [ユーザグループの設定（User Group Configuration）]ウィンドウで [グループにエンドユーザを追

加（Add End Users to Group）]をクリックします。
ステップ 5 [ユーザの検索/一覧表示（Find andListUsers）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。

特定のユーザの条件を入力できます。

ステップ 6 ユーザグループに 1人以上のユーザを追加するには、次のいずれかの手順を実行します。
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• 1人以上のユーザを追加するには、各ユーザの横にあるチェックボックスをオンにしてから
[選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。

•すべてのユーザを追加するには、[すべて選択（SelectAll）]をクリックして [選択項目の追加
（Add Selected）]をクリックします。

ユーザは、[ユーザグループの設定（UserGroupConfiguration）]ウィンドウの [グループ（Group）]
テーブルの [ユーザ（Users）]に表示されます。

プロキシユーザの設定

makeCallProxy HTML over HTTPインターフェイスを使用して、Cisco WebDialerを使用するための
アプリケーションを開発している場合、プロキシユーザを作成します。makeCallProxyインター
フェイスについては、『Cisco WebDialer API Reference Guide』の「makeCallProxy」の項を参照し
てください。

手順

目的コマンドまたはアクション

新規のユーザの追加。ユーザが存在する

場合は、次のタスクに進むことができま

す。

（オプション）WebDialerエンドユー
ザの追加, （330ページ）

ステップ 1   

エンドユーザに認証プロキシ権限を割り

当てます。

認証プロキシ権限の割り当て, （330
ページ）

ステップ 2   
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WebDialer エンドユーザの追加

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [エンドユーザ（End User）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [姓（Last Name）]に入力します。
ステップ 4 [パスワード（Password）]に入力し、確認します。
ステップ 5 [暗証番号（PIN）]に入力し、確認します。
ステップ 6 [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドに入力します。

フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

認証プロキシ権限の割り当て, （330ページ）

認証プロキシ権限の割り当て

次の手順を実行して、既存のユーザの認証プロキシ権限を有効にします。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザグループ（User Group）]の順に選択します。
[ユーザグループの検索/一覧表示（Find and List User Group）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 [標準EM認証プロキシ権限（StandardEMAuthenticationProxyRights）]リンクをクリックします。

[ユーザグループの設定（User Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 [グループにエンドユーザを追加（Add End Users to Group）]をクリックします。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックします。特定のユーザの条件を追加することもできます。
ステップ 6 1人以上のユーザにプロキシ権限を割り当てるには、次のいずれかの手順を実行します。
ステップ 7 単一ユーザを追加するには、ユーザを選択し、[選択項目の追加（Add Selected）]を選択します。
ステップ 8 リストに表示されるすべてのユーザを追加するには、[すべて選択（Select All）]をクリックして

[選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
ユーザは、[ユーザグループの設定（UserGroupConfiguration）]ウィンドウの [グループ（Group）]
テーブルの [ユーザ（Users）]に表示されます。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
330

WebDialer の設定タスクフロー



WebDialer 連携動作と制限事項

WebDialer の連携動作

データのやり取り機能

CMCの使用時には、トーンが再生されたら適切なコードを入力する必要が
あります。入力しないと、IPフォンが切断され、ユーザに対してリオーダー
音が再生されます。

クライアント識別

コード（CMC）

FACの使用時には、トーンが再生されたら適切なコードを入力する必要が
あります。入力しないと、IPフォンが切断され、ユーザに対してリオーダー
音が再生されます。

強制承認コード

（FAC）

Cisco WebDialerは、最新のダイヤルルールを追跡および使用するために、
ApplicationDialRuleデータベーステーブルの変更通知を使用します。

ApplicationDialRule
テーブル

Web Dialerは、次の方法で CMCと FACをサポートします。

•ユーザは、WD HTMLページまたは SOAP要求のダイヤルテキスト
ボックスに接続先番号を入力してから、電話機に手動で CMCまたは
FACを入力できます。

•ユーザは、WD HTMLページまたは SOAP要求のダイヤルテキスト
ボックスに、接続先番号に続けて、FACまたはCMCを入力できます。

たとえば、接続先番号が 5555、FACが 111、CMCが 222の場合は、
5555111#（FAC）、5555222#（CMC）、または5555111222#（CMCとFAC）
をダイヤルすることにより、コールを発信できます。

（注） • WebDialerは、接続先番号の検証を行いません。電話機が必
要な検証を処理します。

•ユーザがコードを入力しない場合、または誤ったコードを入
力した場合、コールは失敗します。

•ユーザが特殊文字を含むDNを使ってWebAppからコールを
発信した場合は、特殊文字を削除するとコールが正常に動作

します。SOAP UIにはこのルールは該当しません。

クライアント識別

コードと強制承認

コード
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WebDialer の制限事項

制約事項機能

CiscoWebDialerでは、Cisco Computer Telephony
Integration（CTI）でサポートされるSkinnyClient
Control Protocol（SCCP）および Session Initiation
Protocol（SIP）を実行する電話がサポートされ
ています。

いくつかの古い電話モデルでは、SIP
を実行する CiscoWeb Dialerがサポー
トされていません。

（注）

電話機

WebDialer のトラブルシューティング

認証エラー

問題

Cisco WebDialerには次のメッセージが表示されます。

認証に失敗しました。もう一度入力してください（Authentication failed, please try again）

考えられる原因

ユーザが入力したユーザ IDまたはパスワードが正しくありません。

ソリューション

ログイン時に各自の Cisco Unified Communications Managerユーザ IDとパスワードを使用している
ことを確認してください。

サービスが一時的に使用できない

問題

Cisco WebDialerには次のメッセージが表示されます。

サービスは一時的に使用できない状態です。あとでもう一度実行してください（Service temporarily
unavailable, please try again later）
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考えられる原因

同時 CTIセッションの制御制限 3に達したため、Cisco CallManagerサービスが過負荷になりまし
た。

ソリューション

しばらくしてから接続を再試行します。

ディレクトリサービスがダウンしている

問題

Cisco WebDialerには次のメッセージが表示されます。

サービスは一時的に使用できない状態です。あとでもう一度実行してください:ディレクトリサー
ビスがダウンしています（Service temporarily unavailable, please try again later: Directory service down）

考えられる原因

Cisco Communications Managerのディレクトリサービスがダウンしている可能性があります。

ソリューション

しばらくしてから接続を再試行します。

Cisco CTIManager がダウンしている

問題

Cisco WebDialerには次のメッセージが表示されます。

サービスは一時的に使用できない状態です。あとでもう一度実行してください：CiscoCTIManager
がダウンしています（Service temporarily unavailable, please try again later: Cisco CTIManager down）

考えられる原因

Cisco Web Dialerに設定されている Cisco CTIManagerサービスがダウンしました。

ソリューション

しばらくしてから接続を再試行します。

セッションの期限切れ、再ログイン

問題

Cisco WebDialerには次のメッセージが表示されます。
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セッションの期限が切れました。もう一度ログインしてください（Session Expired, Please Login
Again）

考えられる原因

次のいずれかの場合に、Cisco Web Dialerセッションの期限が切れます。

• WebDialer servletの設定後

• Cisco Tomcatサービスの再起動時

ソリューション

自分の Cisco Unified Communications Managerユーザ IDとパスワードを使用してログインします。

ユーザがログインしているデバイスがありません（User Not Logged in on Any Device）

問題

Cisco Web Dialerで次のメッセージが表示されます。

ユーザがログインしているデバイスがありません（User Not Logged in on Any Device）

考えられる原因

ユーザが Cisco WebDialerの初期設定ウィンドウで Cisco Extension Mobilityの使用を選択していま
すが、いずれの IP Phoneにもログインしていません。

ソリューション

•電話にログインしてから Cisco WebDialerを使用します。

• [ExtensionMobilityを使用する（UseExtensionMobility）]オプションを選択する代わりに、ダ
イアログボックスの Cisco WebDialer初期設定リストからデバイスを選択します。

デバイス/回線を開くことができない

問題

ユーザがコールを発信しようとすると、Cisco WebDialerには次のメッセージが表示されます。

ユーザがログインしているデバイスがありません（User Not Logged in on Any Device）

考えられる原因

•ユーザが選択した Cisco Unified IP Phoneが Cisco Unified Communications Managerに登録され
ていません。たとえば、アプリケーションを起動する前に、Cisco IP SoftPhoneを優先デバイ
スとして選択しています。
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•新しい電話機があるユーザが、すでに稼働していない古い電話機を選択しています。

ソリューション

Cisco Unified Communications Managerに登録され、稼働している電話機を選択します。

転送先に到達できない

問題

Cisco WebDialerの [通話終了（End Call）]ウィンドウに次のメッセージが表示されます。

転送先に到達できません（Destination Not Reachable）

考えられる原因

•ユーザが間違った番号をダイヤルしました。

•適切なダイヤルルールが適用されていません。たとえば、ユーザが95550100ではなく5550100
をダイヤルしました。

ソリューション

ダイヤルルールを確認します。
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第 24 章

ページング

• ページングの概要, 337 ページ

• ページングの前提条件, 338 ページ

• Basic Pagingの設定タスクフロー, 339 ページ

• Advanced Notificationページングのタスクフロー , 340 ページ

ページングの概要

Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Paging Serverと統合して Cisco Unified IP Phoneや
さまざまなエンドポイントに Basic Pagingサービスを提供するように設定できます。Cisco Paging
Server製品は、InformaCast仮想アプライアンスを介して提供され、次の導入オプションを提供し
ます。

• InformaCast Basic Paging

• InformaCast Advanced Notification

• InformaCast Mobile

InformaCast Basic Paging
InformaCast Basic Pagingは、電話機間のライブオーディオポケットベルを個々の Cisco IP電話ま
たは最大 50台の電話グループに同時に提供します。InformaCast Basic Pagingは、すべての Cisco
Unified Communications Managerユーザとすべての Cisco Business Edition 6000および Cisco Business
Edition 7000ユーザに無料で提供されます。

InformaCast Advanced Notification
InformaCast Advanced Notificationは、フル装備の緊急通知と、無制限の Cisco IP Phoneとテキスト
およびオーディオメッセージを使用するさまざまなデバイスやシステムにリーチできるページン

グソリューションです。
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次のような機能があります。

•アナログ PAシステムと IPスピーカへの接続

•『Support for Cisco Jabber』

• 911緊急コールのモニタリング、録音および通知

•ダイナミック電話会議

•メッセージの確認およびレポートによるイベントのアカウンタビリティ

•非常ボタンの実装

•ビルディングの避難またはロックダウン

•設備の統合（照明の制御、ドアのロック）

•セキュリティの統合（Motion検出、アクセス、火災）

•汎用、およびシフトまたはベルスケジューリング

ユーザは InformaCast Advanced Notification機能にアクセスするためのライセンスキーを購入する
必要があります。

InformaCast Mobile
InformaCast Mobileは、iOSまたは Androidで動作するモバイルデバイスにユーザが画像、テキス
ト、および事前に録音された音声を送信することを可能にするクラウドベースサービスです。ま

た、このサービスは、InformaCast Advanced Notificationと双方向で統合されます。

次の機能が含まれています。

• iOSまたはAndroidで動作するモバイルデバイスを介して InformaCastメッセージを送受信す
る機能

• InformaCast Advanced Notificationとの双方向の統合

•メッセージの確認と開封確認

•無料の通話または SMSメッセージング

InformaCastMobileはSinglewire Softwareから直接購入する必要があります。詳細およびダウンロー
ドについては、SinglewireのWebサイトを参照してください。

すでに InformaCast Advanced Notificationと統合するように Cisco Unified Communications Manager
を設定している場合は、Cisco Unified Communications Managerの追加の設定は不要です。

ページングの前提条件

Cisco Paging Serverはマルチキャスト環境で動作するように設計されています。マルチキャスト用
にネットワークを設定する必要があります。
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ページングをサポートするCiscoUnified IPPhoneの一覧については、以下のリンクにあるSinglewire
の『Compatibility Matrix』の「Cisco Unified IP Phones」のセクションを参照してください。

http://www.singlewire.com/compatibility-matrix.html。

Basic Paging の設定タスクフロー
InformaCast Basic Pagingを導入するために Cisco Paging Serverと統合するように Cisco Unified
Communications Managerを設定するには、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerで
SNMPを設定します。

SNMPサービスの有効化, （342ペー
ジ）

ステップ 1   

デフォルトコーデックをG.711に設定し
ます。

デフォルトコーデック G.711の設定,
（346ページ）

ステップ 2   

デバイスプールを設定します。ページング用デバイスプールの設定,
（347ページ）

ステップ 3   

Basic Pagingのルートパーティションを
設定します。

InformaCastページングのルートパー
ティションの設定, （349ページ）

ステップ 4   

Basic Pagingのコーリングサーチスペー
スを設定します。

InformaCastページングのコーリング
サーチスペースの設定,（350ページ）

ステップ 5   

CTIポートを設定します。ページングに対応した CTIポートの設
定, （354ページ）

ステップ 6   

AXLユーザグループ/アクセスコント
ロールグループを設定します。

AXLアクセスを使うアクセスコント
ロールグループの設定,（357ページ）

ステップ 7   

アプリケーションユーザを設定します。ページングに対応したアプリケーショ

ンユーザの設定, （358ページ）
ステップ 8   

個々の電話機でWebアクセスを有効に
するか、共通電話機プロファイルを使用

次のいずれかの手順で、電話機のWeb
アクセスを有効にします。

ステップ 9   

して、そのプロファイルを使用する電話•電話機でのWebアクセス有効化,
（360ページ）

機のグループのWebアクセスを有効化
できます。

•共通の電話プロファイルでのWeb
アクセスの有効化,（360ページ）

InformaCastがブロードキャストを Cisco
Unified IP Phoneにプッシュするときに電

認証 URLの設定, （361ページ）ステップ 10   

話機が InformaCastで認証されるように、
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目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerの
認証 URLを、InformaCastを指し示すよ
うに設定します。

Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco Paging Serverの設定手順の詳細については、次
のWebサイトにある InformaCast Virtual Appliance Basic Pagingのインストール/ユーザガイドを参
照してください。 http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/paging-server/
products-maintenance-guides-list.html

Advanced Notification ページングのタスクフロー
InformaCast Advanced Notificationページングの導入と統合するようにCisco Unified Communications
Managerを設定するには、次の作業を実行します。Advanced Notificationの導入には、次の機能を
含めることができます。

• InformaCastページング

• CallAware

• PushToTalk

•レガシーページングデバイス

• Facebook、Twitter、会議などのプラグイン

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerで SNMP
サービスを設定します。

ページングに対応した SNMPの設
定, （342ページ）

ステップ 1   

これはオプションです。レガシーページング

デバイスに接続する場合は、MTPを含むメディ
アリソースグループを設定します。

レガシーページングのメディアリ

ソースの設定, （344ページ）
ステップ 2   

ページングデバイスのデフォルトコーデック

およびデバイスプールとして、G.711を使用す
るページングの領域を設定します。

ページングの地域の設定, （346
ページ）

ステップ 3   

ページング導入のためのパーティションとコー

リングサーチスペースを設定します。

ページングのパーティションとコー

リングサーチスペースの設定, （
348ページ）

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

CallAwareを導入している場合は、CallAware
リダイレクトごとに CTIルートポイントを設
定します。

CallAwareの CTIルートポイント
の設定, （352ページ）

ステップ 5   

CallAwareを導入している場合は、クラスタ全
体のサービスパラメータを使用して、または

次のいずれかの手順を使用して、

ビルトインブリッジを有効にしま

す。

ステップ 6   

電話自体に対してビルトインブリッジを有効

にします。•クラスタでの組み込みブリッ
ジの有効化, （353ページ） 個々の電話の [電話の設定（Phone

Configuration）] ウィンドウの設定に
より、クラスタ全体のサービスパラ

メータがオーバーライドされます。

（注）

•電話での組み込みブリッジの
有効化, （353ページ）

InformaCastページングおよびCallAwareリダイ
レクト用の CTIポートを設定します。

ページングに対応した CTIポート
の設定, （354ページ）

ステップ 7   

レガシーページングデバイスに接続している

場合は、レガシーデバイスに接続する SIPト
ランクを設定します。

レガシーページングデバイスの

SIPトランクの設定,（356ページ）
ステップ 8   

AXL APIへのアクセスを含むアクセス制御グ
ループを設定します。

AXLアクセスを使うアクセスコン
トロールグループの設定, （357
ページ）

ステップ 9   

アプリケーションユーザを設定します。

InformaCast、CallAware、PushToTalkには異な
ページングに対応したアプリケー

ションユーザの設定, （358ペー
ジ）

ステップ 10   

るアプリケーションユーザを設定する必要が

あります。

電話のWebアクセスを有効にします。個々の
電話のWebアクセスを有効にするか、または

次のいずれかの手順を実行します。ステップ 11   

•電話機でのWebアクセス有効
化, （360ページ）

共通の電話プロファイルを使用して、電話グ

ループのWebアクセスを有効化できます。
•共通の電話プロファイルでの
Webアクセスの有効化, （360
ページ）

Cisco Unified Communications Managerの認証
URLを InformaCastをポイントするように設定

認証 URLの設定, （361ページ）ステップ 12   

し、InformaCastから Cisco Unified IP Phoneに
ブロードキャストがプッシュされたときに、そ

の電話が InformaCastで認証されるようにしま
す。
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目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified IP Phoneに対する PushToTalkサー
ビスの統合を設定します。

PushToTalkサービスの統合の設定,
（364ページ）

ステップ 13   

これはオプションです。ページング電話番号に

ディレクトリ URIを割り当てます。これで、
電話へのDirectoryURIの割り当て,
（372ページ）

ステップ 14   

ページングの導入で URIダイヤリングを実装
できます。

InformaCastAdvancedNotification導入オプションの詳細については、InformaCastAdvancedNotification
の製品マニュアルを参照してください。サポートについては、SinglewireのWebサイト（http://
www.singlewire.com）を参照してください。

ページングに対応した SNMP の設定
Basic Pagingまたは Advanced Notificationの導入のため、クラスタで SNMPサービスを設定するに
は、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタで SNMPその他のサービス
を有効にします。

SNMPサービスの有効化,（342ページ）ステップ 1   

SNMPコミュニティ文字列を設定し
ます。

InformaCast SNMPコミュニティ文字列の
作成, （343ページ）

ステップ 2   

SNMP サービスの有効化

Basic Paging（基本ページング）またはAdvancedNotification（高度な通知）の導入でページングを
設定するには、クラスタの各ノードで SNMPを有効にする必要があります。さらに、次のサービ
スを有効にする必要があります。

• Cisco CallManager SNMPサービス：クラスタ内の全ノードで有効にします。

• Cisco CallManager：クラスタ内の全ノードで有効にします。

• Cisco AXL Webサービス：少なくとも 1つのノードで有効にします。

• Cisco CTIManager：少なくとも 1つのノードで有効にします。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityにログインして、[ツール（Tools）] > [サービスの開始（Service
Activation）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Serve）]ドロップダウンリストから、SNMPを設定するサーバを選択します。
ステップ 3 [Cisco CallManager SNMPサービス（Cisco CallManager SNMP Service）] および [Cisco CallManager]

に対応するチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 クラスタ内の少なくとも 1つのサーバで、[Cisco CTIManager]サービスと [Cisco AXLWeb]サービ
スに対応するチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [OK]をクリックします。
ステップ 7 クラスタ内の全ノードに対して、これまでの手順を繰り返します。

次の作業

InformaCast SNMPコミュニティ文字列の作成, （343ページ）

InformaCast SNMP コミュニティ文字列の作成

SNMPコミュニティ文字列を設定するため、Basic Pagingまたは Advanced Notificationを導入する
には、次の手順を実行します。

はじめる前に

SNMPサービスの有効化, （342ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]で、[SNMP] > [V1/V2c] > [コミュニティ文字列（Community String）]
の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストボックスからサーバを選択し、[検索（Find）]をクリッ
クします。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 4 [コミュニティ文字列名（Community String Name）]フィールドに、ICVAと入力します。
ステップ 5 [アクセス権限（Access Privileges）]ドロップダウンメニューから、[読み取り専用（ReadOnly）]

を選択します。

ステップ 6 [すべてのノードに適用（Apply to All Nodes）]チェックボックスがアクティブな場合、オンにし
ます。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 8 [OK]をクリックします。
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次の作業

Basic Pagingの場合、次に移動しますデフォルトコーデック G.711の設定, （346ページ）

Advanced Notificationの場合、次に移動しますレガシーページングのメディアリソースの設定,
（344ページ）

レガシーページングのメディアリソースの設定

レガシーページングデバイスを含む Advanced Notification導入を実装する場合、InformaCastがレ
ガシーページングデバイスにブロードキャスト送信できるよう、次のタスクを実行してメディア

リソースとMTPを設定します。

はじめる前に

ページングに対応した SNMPの設定, （342ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

MTPを含むメディアリソースグループ
を設定します。

メディアリソースグループの作成, （
344ページ）

ステップ 1   

メディアリソースグループをメディア

リソースグループリストに追加します。

メディアリソースグループリストの

作成, （345ページ）
ステップ 2   

メディアリソースグループの作成

レガシーのページングデバイスに接続する [高度な通知（AdvancedNotification）]の導入を設定す
る場合、次の手順を実行します。メディアターミネーションポイント（MTP）のリソースを含む
メディアリソースグループを設定する必要があります。MTPは、レガシーのページングインター
フェイスに接続する必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 グループの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。
ステップ 4 矢印を使用して、[使用可能なメディアリソース（Available Media Resources）]領域から [選択さ

れたメディアリソース（Selected Media Resources）]領域に [MTP]を移動します。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

メディアリソースグループリストの作成, （345ページ）

メディアリソースグループリストの作成

レガシーページングインターフェイスに接続するためにメディアリソースグループとMTPを設
定した場合、自分のメディアリソースグループが含まれているメディアリソースグループを設

定します。

はじめる前に

メディアリソースグループの作成, （344ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationで [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースの
グループリスト（Media Resource Group List）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 リストの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。
ステップ 4 矢印を使用して、作成したメディアリソースグループを [選択したメディアリソースグループ

（Selected Media Resource Groups）]エリアに移動します。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デフォルトコーデック G.711の設定, （346ページ）
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ページングの地域の設定

基本的なページングであってもAdvancedNotificationを導入したページングであっても、ページン
グの導入には地域を設定する必要があります。

はじめる前に

基本的なページング向けページングに対応した SNMPの設定, （342ページ）

Advanced Notification向けレガシーページングのメディアリソースの設定, （344ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

その他の地域へのコール用にG.711コーデッ
クを使用する地域を作成します。

デフォルトコーデック G.711の設
定, （346ページ）

ステップ 1   

ページングのデバイスプールを設定し、そ

のデバイスプールに対して作成した地域を

割り当てます。

ページング用デバイスプールの設

定, （347ページ）
ステップ 2   

デフォルトコーデック G.711 の設定

他の地域へのコールのデフォルトコーデックとして G.711を使用する InformaCast地域を作成す
る必要があります。

はじめる前に

ページングに対応した SNMPの設定, （342ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [地域情
報（Region Information）] > [地域（Region）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに ICVAと入力します。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [地域（Regions）]テキストボックスで、[Ctrl]キーを押しながら選択した地域をすべてクリック

することで、すべての地域を選択します。

ステップ 6 [最大オーディオビットレート（MaximumAudioBitRate）]ドロップダウンリストボックスから、
[64 kbps (G.722, G.711)]を選択します。

ステップ 7 [ビデオコールの最大セッションビットレート（MaximumSession Bit Rate for Video Calls）]列で、
[なし（None）]オプションボタンをクリックします。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ページング用デバイスプールの設定, （347ページ）

ページング用デバイスプールの設定

ページング導入用のデバイスプールを設定するには、基本ページングと高度な通知の導入の両方

でこの手順を実行します。

はじめる前に

デフォルトコーデック G.711の設定, （346ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [デバイ
スプール（Device Pool）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [デバイスプール名（Device Pool Name）]フィールドに、ICVAと入力します。
ステップ 4 [Cisco Unified Communications Managerグループ（Cisco Unified Communications Manager Group）]

ドロップダウンリストボックスから、InformaCast仮想アプライアンスが通信する Cisco Unified
Communications Managerクラスタを含むグループを選択します。

ステップ 5 [日/時グループ（Date/Time Group）]ドロップダウンリストボックスから、日/時グループを選択
します。時刻によるダイヤル制限が実行されていなければ、[CMLocal（CMLocal）] を選択しま
す。

ステップ 6 [地域（Region）]ドロップダウンリストボックスから、[ICVA（ICVA）]を選択します。
ステップ 7 レガシーのページングデバイスを含む高度な通知を導入している場合、[メディアリソースグルー

プリスト（Media Resource Group List）]ドロップダウンリストボックスから、MTPを含めるよ
うに設定したメディアリソースグループリストを選択します。

ステップ 8 [SRSTリファレンス（SRST Reference）]ドロップダウンリストボックスから、[無効（Disable）]
を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ページングのパーティションとコーリングサーチスペースの設定, （348ページ）

ページングのパーティションとコーリングサーチスペースの設定

ページングのパーティションとコーリングサーチスペース（CSS）を次のように設定するには、
次の作業を実行します。

•基本的なページングの導入では、InformaCastページング用に単一パーティションと CSSを
作成します。

•高度な通知の導入では、InformaCastページング用に単一パーティションと CSSを作成しま
す。CallAwareを導入する場合、CallAwareリダイレクトごとに一意のパーティションと CSS
の組み合わせも設定する必要があります。

はじめる前に

ページングの地域の設定, （346ページ）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
348

Advanced Notification ページングのタスクフロー



手順

目的コマンドまたはアクション

InformaCastページングのルートパーティショ
ンを設定します。

InformaCastページングのルートパー
ティションの設定, （349ページ）

ステップ 1   

InformaCastページングのコーリングサーチ
スペースを設定します。

InformaCastページングのコーリング
サーチスペースの設定, （350ペー
ジ）

ステップ 2   

これはオプションです。高度な通知の導入で

CallAwareを導入する場合、CallAwareリダ
CallAwareのルートパーティション
の設定, （350ページ）

ステップ 3   

イレクトごとにルートパーティションを設

定します。

これはオプションです。高度な通知の導入で

CallAwareを導入する場合、CallAwareリダ
CallAware向けコーリングサーチス
ペースの設定, （351ページ）

ステップ 4   

イレクトごとにコーリングサーチスペース

を設定します。

InformaCast ページングのルートパーティションの設定

Basic Pagingまたは Advanced Notificationの導入のいずれかで、InformaCastページングのルート
パーティションを作成します。

はじめる前に

ページング用デバイスプールの設定, （347ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class ofControl）] > [ルートパーティション（RoutePartitions）]
を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドで、パーティション次の名前と説明を入力します。

ICVA-CTIOutbound,ICVA-Do not add to any phone CSS
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

InformaCastページングのコーリングサーチスペースの設定, （350ページ）
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InformaCast ページングのコーリングサーチスペースの設定

Basic Pagingあるいは Advanced Notification導入のいずれの場合も、InformaCastページングのコー
リングサーチスペースを設定するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

InformaCastページングのルートパーティションの設定, （349ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに ICVAと入力します。
ステップ 4 [利用可能なパーティション（AvailablePartitions）]リストボックスから [選択されたパーティショ

ン（Selected Partitions）]リストボックスへ、矢印を使用して次のパーティションを移動させま
す。

• InformaCastページングに作成したパーティション

•ユーザの内線番号とアナログページングの内線番号を含むパーティション

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

CallAwareのない Basic Pagingまたは Advanced Notificationページングに対応した CTIポートの設
定, （354ページ）

CallAwareのある Advanced Notification CallAwareのルートパーティションの設定, （350ページ）

CallAware のルートパーティションの設定

Advanced Notificationページングの導入で CallAwareを導入する場合、各 CallAwareに一意のパー
ティションを設定するため、次の手順を実行します。

はじめる前に

InformaCastページングのコーリングサーチスペースの設定, （350ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドで、パーティションに次の名前と説明を入力します。

ICVA-Redirect1-CA,ICVA Redirect 1 CallAware
ステップ 4 [Save]をクリックします。
ステップ 5 追加のコールのリダイレクトごとに新しいパーティションを作成し、[名前（Name）]フィールド

に入力するリダイレクト番号を増やしていきます。たとえば、ICVA-Redirect2-CAなどです。

次の作業

CallAware向けコーリングサーチスペースの設定, （351ページ）

CallAware 向けコーリングサーチスペースの設定

高度な通知導入でCallAwareを導入する場合、各CallAwareリダイレクトに固有のコーリングサー
チスペース（CSS）を設定する必要があります。

はじめる前に

CallAwareのルートパーティションの設定, （350ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに「ICVA-Redirect1-CA」と入力します。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 各コールリダイレクトに個別のCSSを設定するまで、上記の手順を繰り返します。各CSS用に、

[名前（Name）]フィールドのリダイレクト番号をインクリメントします。たとえば、
「ICVA-Redirect2-CA」のようにします。

次の作業

CallAwareの CTIルートポイントの設定, （352ページ）
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CallAware の CTI ルートポイントの設定
この手順は、CallAwareを含む Advanced Notificationページングを導入している場合のみ実行しま
す。CallAwareリダイレクトごとに CTIルートポイントを設定する必要があります。

はじめる前に

ページングのパーティションとコーリングサーチスペースの設定, （348ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]を
選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [デバイス名（DeviceName）]フィールドに、ルートポイントの名前を入力します。この名前は、

InformaCast仮想アプライアンスに設定する、対応するルートポイント名と一致している必要があ
ります。

ステップ 4 ルートポイントの [説明（Description）]を入力します。例：ICVA Redirect 1 CallAware
ステップ 5 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストから、[ICVA]を選択します。
ステップ 6 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストボックスから、この

CallAwareリダイレクトに対して設定するコーリングサーチスペースを選択します。
ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 8 [関連付け（Association）]エリアで、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]をク

リックします。

ステップ 9 [電話番号（Directory Number）]フィールドに、CallAwareがモニタする電話番号を入力します。
ステップ 10 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストボックスから、この CallAware

リダイレクトに対して設定するパーティションを選択します。

ステップ 11 [コール転送とコールピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup Settings）]エリアの [すべ
て転送（Forward All）]フィールドは空のままにします。

ステップ 12 残りのコール転送オプションごとに、次の設定を行います。

a) [接続先（Destination）]テキストボックスに、コールのリダイレクト先の電話番号を入力しま
す。

b) [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストボックスから、
このリダイレクトに対して作成した CSSを選択します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 13 この手順を CallAwareリダイレクトごとに繰り返します。

次の作業

電話のビルトインブリッジを有効にするには、次のいずれの手順を実行します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
352

Advanced Notification ページングのタスクフロー



•クラスタでの組み込みブリッジの有効化, （353ページ）

•電話での組み込みブリッジの有効化, （353ページ）

クラスタでの組み込みブリッジの有効化

CallAwareを含む高度な通知ページングの導入がある場合は、この手順を実行します。クラスタ全
体のサービスパラメータを使用して組み込みブリッジを有効にするこの手順により、クラスタ内

のすべての電話機の組み込みブリッジのデフォルト設定が「有効」に変更されます。ただし、個々

の電話機における [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウの組み込みブリッジ設定は、ク
ラスタ全体の設定をオーバーライドします。

はじめる前に

CallAwareの CTIルートポイントの設定, （352ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、CallManagerサービスが実行されているサーバを
選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [有効な組み込みブリッジ（Builtin Bridge Enable）]サービスパラメータを [オン（On）]に設定し

ます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

電話での組み込みブリッジの有効化, （353ページ）

電話での組み込みブリッジの有効化

CallAwareを使用する Advanced Notificationページングを導入している場合、次の手順を実行し
て、個々の電話の組み込みブリッジを有効にします。

また、サービスパラメータを使用すると、組み込みブリッジのクラスタ全体のデフォルト設定を

有効にすることもできます。ただし、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの個々の電
話の組み込みブリッジ設定は、クラスタ全体のサービスパラメータのデフォルトを上書きしま

す。

はじめる前に

クラスタでの組み込みブリッジの有効化, （353ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 エージェント電話を選択します。

ステップ 4 [組み込みブリッジ（Built in Bridge）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを
選択します。

• [オン（On）]：組み込みブリッジが有効になります。

• [オフ（Off）]：組み込みブリッジが無効になります。

• [デフォルト（Default）]：[組み込みブリッジの有効化（BuiltinBridge Enable）]クラスタ全体
サービスパラメータの設定が使用されます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ページングに対応した CTIポートの設定, （354ページ）

ページングに対応した CTI ポートの設定
ページング導入のための CTIポートを設定するには、次の手順を実行します。必要な CTIポート
の番号は、導入のタイプとアプリケーションの使用方法によって異なります。

• Basic Pagingを導入するには、InformaCastページング用に少なくとも 2つの CTIポートを作
成する必要があります。

• AdvancedNotificationを導入するには、InformaCastページング用に少なくとも 2つのCTIポー
トを作成し、CallAware用に少なくとも 2つの CTIポートを作成する必要があります。

はじめる前に

Basic Pagingの場合 InformaCastページングのコーリングサーチスペースの設定, （350ページ）

Advanced Notificationの場合電話での組み込みブリッジの有効化, （353ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストボックスから [CTIポート（CTI Port）]を

選択します。

ステップ 4 [デバイス名（DeviceName）]フィールドに、CTIポートの名前を入力しますたとえば、InformaCast
ポートの場合には ICVA-IC-001、CallAwareポートの場合には ICVA-CA-001と入力します。

ステップ 5 [説明（Description）]フィールドに、ポートの説明を入力します。たとえば、InformaCastRecording
Port（InformaCast録音ポート）または CallAware CTI port for Call Monitoring（コールモニタリン
グ用 CallAware CTIポート）のように入力します。

ステップ 6 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストボックスから、[ICVA]を選択します。
ステップ 7 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストボックスから [ICVA]

を選択します。

ステップ 8 [デバイスのセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]ドロップダウンリストボック
スから、[Cisco CTIポート：標準 SCCP非セキュアプロファイル（Cisco CTI Port - Standard SCCP
Non-Secure Profile）]を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 [OK]をクリックします。
ステップ 11 左の関連付け領域で、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]をクリックします。
ステップ 12 [電話番号（Directory Number）]フィールドに電話番号を入力します。この電話番号は、ページン

グコールの作成以外の目的には使用できません。電話に割り当てるべきではなく、ダイヤルイン

の範囲内に含めるべきでもありません。

ステップ 13 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストボックスから、次のいずれか
のポートを選択します。

• InformaCastには、[ICVA-CTIOutbound]を選択します。

• CallAwareには、CallAwareパーティションを選択します。たとえば、[ICVA-Redirect1-CA]を
選択します。

ステップ 14 [表示（内線発信者 ID）（Display（InternalCaller ID））]テキストボックスに、設定するポートの
タイプに応じて InformaCastまたは CallAwareと入力します。

ステップ 15 [ASCII表示（内線発信者 ID）（ASCII Display（Internal Caller ID）]テキストボックスに、設定す
るポートのタイプに応じて InformaCastまたは CallAwareと入力します。

ステップ 16 CallAwareを含む Advanced Notificationを導入している場合、[コーリングサーチスペースのモニ
タリング（Monitoring Calling Search Space）]ドロップダウンリストボックスから、CallAwareの
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リダイレクトのために作成した CSSを選択します。たとえば、[ICVA-Redirect1-CA]を選択しま
す。

ステップ 17 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 18 必要な CTIポートごとに、この手順を繰り返します。

次の作業

Basic Pagingの場合、次に移動します AXLアクセスを使うアクセスコントロールグループの設
定, （357ページ）

Advanced Notificationの場合、次に移動しますレガシーページングデバイスの SIPトランクの設
定, （356ページ）

レガシーページングデバイスの SIP トランクの設定
高度な通知ページングを導入していて、レガシーページングデバイスに接続する場合は、この手

順を実行します。レガシーページングインターフェイスを有効にするには、SIPトランクを設定
する必要があります。

はじめる前に

ページングに対応した CTIポートの設定, （354ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [トラン
ク（Trunk）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [トランクタイプ（TrunkType）]ドロップダウンリストボックスから、[SIPトランク（SIPTrunk）]

を選択します。

ステップ 4 [Next]をクリックします。
ステップ 5 [デバイス名（Device Name）]テキストボックスに、ICVAと入力します。
ステップ 6 [説明（Description）]フィールドに、トランクの説明を入力します。
ステップ 7 [デバイスプール（DevicePool）]ドロップダウンメニューから、[ICVA（ICVA）]を選択します。
ステップ 8 [コーリングサーチスペース（CallingSearchSpace）]ドロップダウンリストボックスから、[ICVA

（ICVA）]を選択します。
ステップ 9 [SIP情報（SIP Information）]領域で、[宛先アドレス（Destination Address）]テキストボックスに

InformaCast仮想アプライアンス IPアドレスを入力します。
ステップ 10 [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]ドロップダウンリスト

ボックスから、[非セキュア SIPトランクプロファイル（Non Secure SIP Trunk Profile）]を選択し
ます。

ステップ 11 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストボックスから、[標準 SIPプロファイル
（Standard SIP Profile）]を選択します。

ステップ 12 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

AXLアクセスを使うアクセスコントロールグループの設定, （357ページ）

AXL アクセスを使うアクセスコントロールグループの設定
AXLアクセスを含むアクセスコントロールグループを作成するのにBasic PagingまたはAdvanced
Notificationを導入するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

Basic Pagingの場合、ページングに対応した CTIポートの設定, （354ページ）

Advanced Notification場合、レガシーページングデバイスの SIPトランクの設定, （356ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] >
[アクセスコントロールグループ（Access Control Group）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]テキストボックスに ICVAユーザグループを入力します。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンで、[検索/一覧表示に戻る（Back to Find/List）]を

選択し、[移動（Go）]をクリックします。
ステップ 6 [権限（Roles）]欄で、新しいアクセスコントロールグループに対応する [i]アイコンをクリック

します。

ステップ 7 [グループに権限を割り当て（Assign Role to Group）]をクリックします。
ステップ 8 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 9 [標準AXL APIアクセス（Standard AXL API Access）]チェックボックスを選択し、[選択したもの

を追加（Add Selected）]をクリックします。
ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ページングに対応したアプリケーションユーザの設定, （358ページ）

ページングに対応したアプリケーションユーザの設定

Basic Pagingの導入または Advanced Notificationの導入に対応したアプリケーションユーザを設定
するには、次の手順を実行します。

• Basic Pagingの場合は、InformaCastアプリケーションユーザを設定します。

• Advanced Notificationの場合、InformaCast、CallAware、および PushToTalk機能を導入してい
る場合は、機能ごとに異なるアプリケーションユーザを作成する必要があります。

はじめる前に

AXLアクセスを使うアクセスコントロールグループの設定, （357ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で [ユーザの管理（User Management）] > [アプリケーションユーザ
（Application User）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ユーザ ID（User ID）]テキストボックスに、アプリケーションユーザのユーザ IDを入力しま

す。例：ICVA InformaCast、ICVA CallAware、または ICVA PushToTalk。
ステップ 4 [Password]および [Confirm Password]フィールドにパスワードを入力します。
ステップ 5 [使用可能デバイス（Available Devices）]リストボックスで、導入のために作成したCTIポートを

クリックし、矢印を使用してデバイスを [制御デバイス（Controlled Devices）]リストボックスに
移動します。たとえば、InformaCastの場合は [ICVA-IC-001]、CallAwareの場合は [ICVA-CA-001]
を選択します。

ステップ 6 [アクセスコントロールグループに追加（Add to Access Control Group）]ボタンをクリックしま
す。

ステップ 7 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 8 以下のチェックボックスをオンにします（他に指示がない限り、すべてのアプリケーションユー

ザに対してこれらのアクセス許可を選択します）。

• [ICVAユーザグループ（ICVA User Group）]

• [標準CTIによるコールのモニタリングを許可（StandardCTIAllowCallMonitoring）]：CallAware
または PushToTalkアプリケーションユーザのみ

• [標準 CTIによるすべてのデバイスの制御（Standard CTI Allow Control of All Devices）]

• [標準 CTIによる接続時の転送および会議をサポートする電話の制御（Standard CTI Allow
Control of Phones supporting Connected Xfer and conf）]

• Standard CTI Allow Control of Phones supporting Rollover Mode

• [標準 CTIを有効にする（Standard CTI Enabled）]

ステップ 9 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 11 Advanced Notificationを導入している場合は、この手順のすべてのステップを繰り返して、

InformaCast、CallAware、および PushToTalkのアプリケーションユーザを設定します。

次の作業

次のいずれかの手順を実行して、電話でのWebアクセスを有効にします。

•電話機でのWebアクセス有効化, （360ページ）

•共通の電話プロファイルでのWebアクセスの有効化, （360ページ）
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電話機での Web アクセス有効化
CiscoUnified IP PhoneのWebアクセスを有効にするには、Basic PagingまたはAdvancedNotification
の導入で次の手順を実行します。また、プロファイルを使用した電話のグループのWebアクセス
を有効にするには、共通の電話プロファイルを使用することもできます。詳細は、共通の電話プ

ロファイルでのWebアクセスの有効化, （360ページ）を参照してください。

はじめる前に

ページングに対応したアプリケーションユーザの設定, （358ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、Webアクセスを有効にする電話を選択します。
ステップ 3 [Webアクセス（WebAccess）]ドロップダウンメニューの [プロダクト設定レイアウト指定（Product

Specific Configuration Layout）]エリアで [有効（Enabled）]を選択します。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

Basic Pagingまたは Advanced Notificationについては、次を参照してください。認証 URLの設定,
（361ページ）

共通の電話プロファイルでの Web アクセスの有効化
共通の電話プロファイルを使用する Cisco Unified IP PhoneのグループにWebアクセスを許可する
には、Basic Pagingまたは Advanced Notificationの導入のいずれかで、この手順を実行します。ま
た、個々の電話機のWebアクセスを有効にすることもできます。詳細は、電話機でのWebアク
セス有効化, （360ページ）を参照してください。

はじめる前に

ページングに対応したアプリケーションユーザの設定, （358ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（CommonPhone Profile）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、Webアクセスを有効にする電話機のグループに適用するプロファ
イルを選択します。

ステップ 3 [製品固有の設定レイアウト（Product Specific Configuration Layout）]エリアで、[Webアクセス
（Web Access）]ドロップダウンリストから [有効化（Enable）]を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [設定を適用（Apply Config）]をクリックして、共通の電話プロファイルを使用する電話機をリ

セットします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

Basic Pagingまたは Advanced Notificationについては、次を参照してください。認証 URLの設定,
（361ページ）

認証 URL の設定
次のタスクを実行して imformaCastを指定する認証URLを設定すると、imformaCastがCiscoUnified
Communications Managerではなく、InformaCastで認証した電話機である Cisco Unified IP Phonesに
ブロードキャストするようになります。

手順

目的コマンドまたはアクション

InformaCastを指定するように Cisco Unified
Communications Managerの認証 URLを設定し
ます。

認証 URLの設定, （362ペー
ジ）

ステップ 1   

電話機が新しい設定を使用するように導入中

の電話機をリセットします。

電話のリセット,（362ページ）ステップ 2   

導入中の電話機が新しい認証URLの設定を使
用することを確認します。

電話のテスト, （363ページ）ステップ 3   
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認証 URL の設定

Cisco Unified CommunicationsManagerの認証URLが InformaCast仮想アプライアンスを指すように
設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [エン
タープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2

ステップ 3 [電話 URLパラメータ（Phone URL Parameters）]エリアにスクロールし、[URL認証（URL
Authentication）]フィールドに http://<IP Address>:8081/InformaCast/phone/authと入力します。ここ
で <IP Address>は InformaCast仮想アプライアンスの IPアドレスです。

[URL認証（URL Authentication）]フィールドの既存の URLをメモします。InformaCast
の設定時に必要になる場合があります。詳細については InformaCastのマニュアルを参
照してください。

（注）

ステップ 4 [安全な電話URLパラメータ（Secured PhoneURLParameters）]エリアにスクロールし、[安全な認
証URL（Secured AuthenticationURL）]フィールドに http://<IPAddress>:8081/InformaCast/phone/auth
と入力します。ここで <IP Address>は InformaCast仮想アプライアンスの IPアドレスです。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

電話のリセット, （362ページ）

電話のリセット

InformaCast仮想アプライアンスをポイントするように認証 URLを設定した後、電話をリセット
する必要があります。この手順では、デバイスプールの電話を手動でリセットする方法について

説明します。電話をリセットする多くの方法があります。たとえば、一括管理ツールを使用して、

業務時間外にリセットを実施するようスケジュール設定できます。一括管理ツールの詳細につい

ては、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration Guide』を参照してください。

はじめる前に

認証 URLの設定, （362ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [電話の場所（FromPhoneWhere）]ボックスで、[デバイスプール（DevicePool）]を選択します。
ステップ 3 他のドロップダウンメニューとフィールド項目を、使用中の電話を含むデバイスプールを立ち上

げる設定にします。

ステップ 4 [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 5 リセットするデバイスプールを選択します。

ステップ 6 [選択したアイテムのリセット（Reset Selected）]をクリックします。
ステップ 7 [リセット（Reset）]をクリックします。

次の作業

電話のテスト, （363ページ）

電話のテスト

電話機が InformaCast仮想アプライアンスで認証されていることを確認します。

はじめる前に

電話のリセット, （362ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [電話の検索と一覧表示（Find andList Phones）]ウィンドウのドロップダウンメニューとフィール
ドを使用して、新しい認証 URLを使用する必要のある電話機の検索をフィルタリングし、[検索
（Find）]をクリックします。

ステップ 3 新しい設定を使用する必要がある電話機に関して、[IPv4アドレス（IPv4 Address）]列の [IPアド
レス（IP Address）]リンクをクリックします。

ステップ 4 [ネットワーク構成（Network Configuration）]をクリックします。
[ネットワーク構成（Network Configuration）]ページが表示されます。

ステップ 5 [認証URL（AuthenticationURL）]フィールドに、[URL認証（URLAuthentication）]エンタープラ
イズパラメータに関して入力した InformaCast仮想アプライアンスの IPアドレスが表示されてい
ることを確認します。正しいURLが表示されない場合は、認証URLを設定する必要があります。
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次の作業

Basic Pagingについては、この時点でページングサービスの使用を開始できます。

高度な通知については、PushToTalkサービスの統合の設定, （364ページ）を参照してください。

関連トピック

認証 URLの設定, （362ページ）

PushToTalk サービスの統合の設定
Cisco Unified Communications Managerに Advanced Notificationページングの導入をすでに設定して
いる場合は、次のタスクを実行して PushToTalkサービスを追加します。

はじめる前に

統合していない場合は、PushToTalk専用のアプリケーションユーザを設定します。詳細の参照
先：ページングに対応したアプリケーションユーザの設定, （358ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerに
PushToTalk電話サービスを設定します。

PushToTalkサービス定義の作成, （
365ページ）

ステップ 1   

PushToTalkサービスの [電話グループ
（Phone Group）]パラメータを設定しま
す。

PushToTalkの PhoneGroupパラメー
タの設定, （365ページ）

ステップ 2   

PushToTalkサービスの [確認のスキップ
（SkipConfirmation）]パラメータを設定し
ます。

PushToTalkの SkipConfirmパラメー
タの設定, （366ページ）

ステップ 3   

PushToTalkサービスの [電話番号（Directory
Number）]パラメータを設定します。

PushToTalkの [電話番号（Directory
Number）]パラメータの設定, （367
ページ）

ステップ 4   

PushToTalkサービス用の電話を設定しま
す。

PushToTalkサービスへの電話の割り
当て, （368ページ）

ステップ 5   

PushToTalkサービス用のワイヤレスフォ
ンを設定します。

PushToTalkのワイヤレスフォンの設
定, （369ページ）

ステップ 6   

InformaCast仮想アプライアンスから
PushToTalkオーディオファイルをダウン

PushToTalkのオーディオファイルの
インストール, （371ページ）

ステップ 7   

ロードして、Cisco Unified Communications
Managerにアップロードします。
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PushToTalk サービス定義の作成

PushToTalkサービスを有効にするには、Cisco Unified IP Phoneにテキストとグラフィックを含む
インタラクティブコンテンツを表示できるように、PushToTalkのサービス定義を作成する必要が
あります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [電話サービス（Phone Services）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 サービスの [サービス名（Service Name）]を入力します。たとえば、PushToTalkのように入力し

ます。

ステップ 4 サービスの [サービスの説明（Service Description）]を入力します。たとえば、インターコム機能
のように入力します。

ステップ 5 [サービスの URL（Service URL）]テキストボックスに、http://<InformaCast Virtual Appliance IP
Address>:8085/PushToTalk/PhoneMenu.action?sep=#DEVICENAME#と入力します。

ステップ 6 [有効（Enable）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

PushToTalkを電話ごとにカスタマイズできるパラメータを設定するには、次の手順を実行します。

• PushToTalkの PhoneGroupパラメータの設定, （365ページ）

• PushToTalkの SkipConfirmパラメータの設定, （366ページ）

• PushToTalkの [電話番号（Directory Number）]パラメータの設定, （367ページ）

PushToTalk の PhoneGroup パラメータの設定

利用可能な電話グループのサブセットのみが表示されるように、このサービスのパラメータに登

録された電話を制限することを可能にするPhoneGroupパラメータを設定するには、次の手順を実
行します。

はじめる前に

PushToTalkサービス定義の作成, （365ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [電話サービス（Phone Services）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、PushToTalk用に作成したサービスを選択します。
ステップ 3 [新規パラメータ（New Parameter）]ボタンをクリックします。
ステップ 4 [パラメータ名（Parameter Name）]テキストボックスに PhoneGroupIdsと入力します。
ステップ 5 [パラメータの表示名（Parameter Display Name）]テキストボックスにデフォルトの電話グループ

を入力します。

ステップ 6 [パラメータの説明（ParameterDescription）]テキストボックスに、“すべての電話グループよりも
少ない数に電話を制限する場合には、電話グループ IDを入力します”のようなテキストを入力し
ます。

ステップ 7 [パラメータが必要（Parameter is Required）]チェックボックスのチェックを外します。
ステップ 8 [パラメータがパスワード（コンテンツをマスク）（Parameter is a Password (mask contents)）]チェッ

クボックスのチェックを外します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 [Cisco IP Phoneサービスパラメータの設定（Configure Cisco IP Phone Service Parameter）]ウィンド

ウを閉じます。

ステップ 11 [サブスクリプションの更新（Update Subscriptions）]をクリックします。
ステップ 12 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

PushToTalkの SkipConfirmパラメータの設定, （366ページ）

PushToTalk の SkipConfirm パラメータの設定

この手順は、PushToTalkの SkipConfirmパラメータを設定するために使用します。SkipConfirmパ
ラメータを使用すると、ワイヤレスフォンのサイドボタン、またはデスクフォンの [サービス
（Services）]ボタンを押すことによって、（PhoneGroupIdsパラメータとともに）すぐにPushToTalk
セッションに入ることができます。

はじめる前に

PushToTalkの PhoneGroupパラメータの設定, （365ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [電話サービス（Phone Services）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、PushToTalk用に作成した電話サービスを選択します。
ステップ 3 [新しいパラメータ（New Parameter）]をクリックします。
ステップ 4 [パラメータ名（Parameter Name）]テキストボックスに SkipConfirmと入力します。
ステップ 5 [パラメータ表示名（Parameter Display Name）]テキストボックスに SkipConfirmationと入力しま

す。

ステップ 6 [デフォルト値（Default Value）]テキストボックスに Nと入力します。
ステップ 7 [パラメータの説明（Parameter Description）]テキストボックスに、「“単独の特定の PushToTalk

電話グループに制限する場合は確認ページをスキップ（Y/N）”」のようなテキストを入力します。
ステップ 8 [パラメータが必要（Parameter is required）]チェックボックスのチェックを外します。
ステップ 9 [パラメータがパスワード（コンテンツをマスク）（Parameter is a Password (mask contents)）]チェッ

クボックスのチェックを外します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 11 [Cisco IP Phoneサービスパラメータの設定（Configure Cisco IP Phone Service Parameter）]ウィンド

ウを閉じます。

ステップ 12 [サブスクリプションを更新（Update Subscriptions）]ボタンをクリックします。
ステップ 13 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

PushToTalkの [電話番号（Directory Number）]パラメータの設定, （367ページ）

PushToTalk の [電話番号（Directory Number）] パラメータの設定

[高度な通知（Advanced Notification）]の導入の際に、PushToTalkサービスの [電話番号（Directory
Number）]パラメータを設定するには、次の手順を実行します。[電話番号（Directory Number）]
パラメータを使用すると、ワイヤレスフォンのサイドボタンを押すか、デスクフォンの [サービ
ス（Services）]ボタンを押して、PushToTalkセッションを即座に入力できるようになります。

はじめる前に

PushToTalkの SkipConfirmパラメータの設定, （366ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [電話サービス（Phone Services）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Search）]をクリックし、PushToTalkに設定するサービスを選択します。
ステップ 3 [新規パラメータ（New Parameter）]ボタンをクリックします。
ステップ 4 [パラメータ名（Parameter Name）]テキストボックスに DNと入力します。
ステップ 5 [パラメータの表示名（Parameter Display Name）]テキストボックスに Directory Numberと入力し

ます。

ステップ 6 [パラメータの説明（Parameter Description）]テキストボックスに、“If skipping confirmation page
when limiting to a specific phone group, use this directory number when starting a one-to-one or intercom
session（特定の電話グループに制限しているときに確認ページをスキップする場合には、1対1の
インターコムセッションを開始する際に、この電話番号を使用します）”のようなテキストを入力
します。

ステップ 7 [パラメータを要求する（Parameter is Required）]チェックボックスのチェックを外します。
ステップ 8 [パラメータをパスワードにする（マスクコンテンツ）（Parameter is a Password (mask contents)）]

チェックボックスのチェックを外します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 [Cisco IP Phoneサービスパラメータの設定（Configure Cisco IP Phone Service Parameter）]ウィンド

ウを閉じます。

ステップ 11 [サブスクリプションの更新（Update Subscriptions）]ボタンをクリックします。
ステップ 12 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

PushToTalkサービスへの電話の割り当て, （368ページ）

PushToTalk サービスへの電話の割り当て

次の手順を使用して、PushToTalkサービスに電話を割り当て、ユーザが PushToTalkセッションを
初期化するときの [（Phone Group）]、[（Skip Confirmation）]、および [（Directory Number）]パ
ラメータの設定方法をカスタマイズします。

はじめる前に

PushToTalkの [電話番号（Directory Number）]パラメータの設定, （367ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、PushToTalkに使用する電話を選択します。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから、[登録/登録解除
（Subscribe/Unsubscribe）]を選択して [移動（Go）]をクリックします。
[Cisco IP Phoneサービス（Cisco IP Phone Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [サービスの選択（Select a Service）]ドロップダウンリストボックスで [PushToTalk]を選択し、
[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 5 [サービス名（Service Name）]と [ASCIIサービス名（ASCII Service Name）]フィールドをデフォ
ルト値のままにしておきます。

ステップ 6 電話を PushToTalkの特定の電話グループに制限する場合、[電話グループのデフォルト（Phone
Group Default）]テキストボックスに、含める電話グループ IDを入力します。

フィールドを空にしておくと、PushToTalkセッションを開始するたびに [電話グループ
（Phone Groups）]メニューが表示されます。

（注）

ステップ 7 PushToTalkセッションの入力時に電話で確認画面をスキップする場合、[確認のスキップ（Skip
Confirmation）]フィールドに Yを入力します。

Nを入力すると、PushToTalkセッションを開始するたびに確認の開始が表示されま
す。

（注）

ステップ 8 電話で1対1またはインターコムセッションを即時に開始する場合、[電話番号（DirectoryNumber）]
テキストボックスで、1対 1またはインターコムセッションの電話番号を入力します。

フィールドを空にしておくと、1対 1またはインターコム PushToTalkセッションを開始
するときに電話インターフェイスで電話番号を入力する必要があります。

（注）

ステップ 9 [登録（Subscribe）]をクリックします。
ステップ 10 [Cisco IP Phoneサービス（Cisco IP Phone Services）]ウィンドウを閉じます。
ステップ 11 [リセット（Reset）]をクリックします。

[デバイスリセット（Device Reset）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 12 [リセット（Reset）]をクリックします。

次の作業

PushToTalkのワイヤレスフォンの設定, （369ページ）

PushToTalk のワイヤレスフォンの設定

PushToTalkサービスをワイヤレスフォンに割り当て、PushToTalk機能がワイヤレスフォンから
起動されるときの [電話グループ（PhoneGroup）]、[確認のスキップ（SkipConfirmation）]、[電話
番号（Directory Number）]パラメータの設定方法を設定するには、次の手順を使用します。
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はじめる前に

PushToTalkサービスへの電話の割り当て, （368ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ワイヤレスフォンを選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [アプリケーションURL（ApplicationURL）]テキストボックスに、[電話グループ（PhoneGroup）]、
[確認のスキップ（Skip Confirmation）]、[電話番号（Directory Number）]パラメータを設定し、
PushToTalkの機能が電話から起動されたときに PushToTalkの動作方法を制御するための URLを
入力します。各 URLについては、次の表を参照してください。

入力する URLPushToTalk の目的の動作

http://<InformaCast IP Address>:8085/PushToTalk/
PhoneMenu.action?sep=#DEVICENAME#

[電話グループ（Phone Group）]メ
ニューでは、電話グループの選択

を求められます。

http://<InformaCast IP Address>:8085/PushToTalk/
PhoneMenu.action?sep=#DEVICENAME#;PhoneGroupIds=x

xは電話グループを表しています。例：PhoneGroupIds=3,5

[電話グループ（Phone Group）]メ
ニューをバイパスします。電話グ

ループはURLにある電話グループ
に限定されます。

http://<InformaCast IP Address>:8085/PushToTalk/
PhoneMenu.action?sep=#DEVICENAME#;PhoneGroupIds=x;SkipConfirm=Y

xは電話グループを表しています。例：PhoneGroupIds=3,5

[電話グループ（Phone Group）]メ
ニューをバイパスし、標準の

PushToTalkセッションの確認画面
をバイパスします。

http://<InformaCast IP Address>:8085/PushToTalk/
PhoneMenu.action?sep=#DEVICENAME#;PhoneGroupIds=x;SkipConfirm=Y;DN=xx

xは電話グループを表し、xxは 1対 1またはインターコム
PushToTalkセッションの電話番号を表しています。例：
PhoneGroupIds=3,5;SkipConfirm=Y;DN=2004

[電話グループ（Phone Group）]メ
ニュー、確認画面、1対 1または
インターコム PushToTalkセッショ
ンの電話番号の選択をバイパスし

ます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックします。

[デバイスリセット（Device Reset）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 [リセット（Reset）]をクリックします。
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次の作業

PushToTalkのオーディオファイルのインストール, （371ページ）

PushToTalk のオーディオファイルのインストール

PushToTalkがセッションアクティビティを示すために使用する次のオーディオファイルをインス
トールするには、次の手順を実行します。

• PTT_start.raw

• PTT_accept.raw

• PTT_change.raw

• PTT_end.raw

• PTT_active.raw

はじめる前に

電話で PushToTalkサービスを設定するには、以下の手順のいずれかを実行します。

• PushToTalkサービスへの電話の割り当て, （368ページ）

• PushToTalkのワイヤレスフォンの設定, （369ページ）

手順

ステップ 1 SFTPクライアントを使用して、InformaCast仮想アプライアンスの次のデフォルトの場所から、5
つの PushToTalkオーディオファイルにアクセスしま
す。/usr/local/singlewire/PushToTalk/web/sounds

ステップ 2 SFTPクライアントを使用して、Cisco Unified Communications Manager TFTPサーバがアクセスで
きる場所にファイルをダウンロードします。

ステップ 3 [Cisco Unified Operating Systemの管理（Cisco Unified Operating System Administration）]にログイン
し、[ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [TFTPファイルの管理（TFTP File
Management）]を選択します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。
ステップ 5 PushToTalkオーディオファイルを保存した場所を [参照（Browse）]します。
ステップ 6 オーディオファイルごとに次の手順を実行します。

a) オーディオファイルを選択します。
b) [ディレクトリ（Directory）]フィールドで、ファイルが常駐するサブディレクトリを入力しま
す。

c) [ファイルのアップロード]をクリックします。

ステップ 7 次の手順を実行して、TFTPサービスを再起動します。
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a) CiscoUnified Serviceabilityで[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能サービス（Control
Center - Feature Services）]を選択します。

b) [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスから、TFTPサービスを実行しているサー
バを選択します。

c) [Cisco TFTP]オプションボタンをクリックします。
d) [リスタート（Restart）]ボタンをクリックします。
e) [OK]をクリックします。

次の作業

これはオプションです。電話への Directory URIの割り当て, （372ページ）

電話への Directory URI の割り当て
電話機にDirectory URIを割り当てるには次の手順を使用し、その電話機でURIダイヤルを使用で
きるようにします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、Directory URIを割り当てる電話を選択します。
[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 左側に表示される [情報の関連付け（Association Information）]ペインで、電話回線をクリックし
ます。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ディレクトリ URI（Directory URIs）]セクションで、[URI]テキストボックスに Directory URIを
入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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第 25 章

インターコム

• インターコムの概要, 373 ページ

• インターコムの前提条件, 374 ページ

• インターコムの設定タスクフロー, 374 ページ

• インターコムの連携動作と制限事項, 394 ページ

• インターコムのトラブルシューティング, 398 ページ

インターコムの概要

インターコムは、従来の回線と短縮ダイヤルの機能を組み合わせた電話回線タイプです。インター

コム回線を使用すると、ユーザは別のユーザのインターコム回線にコールできます。この別のユー

ザは、片通話ウィスパーに自動で応答します。受信者は、ウィスパーコールを認識し、双方向イ

ンターコムコールを開始します。

インターコム回線を使用して、インターコムパーティション内の任意のインターコム回線をダイ

ヤルできます。あるいはインターコムパーティション外部のインターコム回線をターゲットとす

るように回線を事前設定できます。

インターコムにより、ユーザは事前に定義したターゲットへコールを発信できます。着信側は、

ミュートがオンになっているスピーカーフォンモードで自動的にこのコールに応答します。これ

により、開始者と宛先の間に一方向音声パスがセットアップされます。したがって着信側がビジー

またはアイドルであるかに関係なく、開始者が短いメッセージを送信できます。

インターコムコールに対して自動応答する場合、着信側の音声が発信者に戻されないようにする

ため、Cisco Unified Communications Managerにはウィスパーインターコムが実装されています。
ウィスパーインターコムにより、発信側から着信側への片通話だけが行われます。着信側から発

信者へ通話するには、着信側が手動でキーを押す必要があります。

自動応答トーンは、送信側と受信側の両方でウィスパーインターコム状態が開始することを通知

します。
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インターコムとデフォルトデバイス

インターコム回線ごとにデフォルトデバイスが必要です。インターコム回線は、指定されたデ

フォルトデバイスにしか表示されません。

管理者がインターコム回線をデバイスに割り当てると、まだ設定されていなければ、システムが

そのデバイスをインターコム回線用のデフォルトデバイスとして設定します。管理者は、イン

ターコム回線用のデフォルトデバイスを変更できます。管理者がデフォルトデバイスを別のデバ

イスに変更すると、インターコム回線が元のデバイスに割り当てられていても、そのデバイスか

ら削除されます。

インターコム回線は、デバイスプロファイルに割り当てることができます。ユーザがデバイスプ

ロファイルを使用してインターコム回線のデフォルトデバイスと一致するデフォルトデバイスに

ログインしている場合にだけ、インターコム回線が使用可能になります。そうでない場合は、ユー

ザのログイン時にインターコム回線が表示されません。

インターコムの前提条件

インターコム機能には次のシステム要件があります。

• Cisco Unified IP Phoneファームウェアリリース 8.3(1)以降

インターコムの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

新しいインターコムのパーティションを追

加するか、既存のパーティションを設定し

ます。

インターコムパーティションの設定,
（375ページ）

ステップ 1   

新しいインターコムのコーリングサーチ

スペースを追加します。

インターコムコーリングサーチス

ペースの設定, （377ページ）
ステップ 2   

新しいインターコムのトランスレーション

パターンを追加するか、既存のインターコ

インターコムトランスレーションパ

ターンの設定, （379ページ）
ステップ 3   

ムのトランスレーションパターンを設定

します。

インターコムの電話番号を追加または更新

します。

インターコム電話番号の設定, （386
ページ）

ステップ 4   

インターコム回線と短縮ダイヤルを設定し

ます。

インターコム回線と短縮ダイヤルの

設定, （393ページ）
ステップ 5   
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インターコムパーティションの設定

はじめる前に

電話モデルが特定のリリースおよびデバイスパックのインターコム機能をサポートすることを確

認します。電話機能一覧の生成, （8ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]ウィンドウで、
[コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコムルートパー
ティション（Intercom Route Partition）]を選択します。
[インターコムパーティションの検索と一覧表示（Find and List Intercom Partitions）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。
[新規インターコムパーティションの追加（AddNew IntercomPartition）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 [インターコムパーティション情報（IntercomPartition Information）]セクションの [名前（Name）]
ボックスに、追加するインターコムパーティションの名前と説明を入力します。

複数のパーティションを入力するには、各パーティションエントリごとに 1行を使い
ます。最大 75のパーティションを入力できます。名前と説明には合計 1475文字を使用
できます。パーティション名は、50文字以内です。各行のパーティション名と説明を
区別するには、カンマ（,）を使用します。説明を入力しないと、Cisco Unified
Communications Managerはパーティション名を説明として使用します。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 設定するパーティションを探します。

[インターコムパーティションの設定（Intercom Partition Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 6 [インターコムパーティションの設定（IntercomPartitionConfiguration）]フィールドエリアのフィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクション

を参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
[インターコムパーティションの設定（Intercom Partition Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 8 適切な設定値を入力します。[インターコムパーティションの設定（IntercomPartitionConfiguration）]
パラメータの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
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次の作業

インターコムコーリングサーチスペースの設定, （377ページ）

関連トピック

インターコムパーティション設定フィールド, （376ページ）

インターコムパーティション設定フィールド

表 16：インターコムパーティション設定フィールド

説明フィールド

選択したインターコムパーティションの名前がこのボックスに表示

されます。

[名前（Name）]

選択したインターコムパーティションの説明を入力すると、その説

明がここに表示されます。インターコムパーティションを追加した

ときに説明を入力しなかった場合は、ここでその説明を追加できま

す。

説明

ドロップダウンリストが、[コールルーティング（Call Routing）] >
[コントロールのクラス（Class of Control）] > [タイムスケジュール
（Time Schedule）]で追加できるタイムスケジュールを使用して作
成されます。

タイムスケジュール（Time
Schedule）

•タイムゾーンを発信側デバイスと同じにするには、[発信側デ
バイス（OriginatingDevice）]の横にあるラジオボタンをクリッ
クします。

•特定のタイムゾーンを設定するには、[特定のタイムゾーン
（Specific Time Zone）]ラジオボタンをクリックして、ドロッ
プダウンリストから正しいタイムゾーンを選択します。

タイムゾーン
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インターコムコーリングサーチスペースの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インター
コムコーリングサーチスペース（Intercom Calling Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。
ステップ 3 [インターコムコーリングサーチスペース（Intercom Calling Search Space）]フィールドエリアの

フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセク

ションを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

インターコムトランスレーションパターンの設定, （379ページ）

関連トピック

インターコムコーリングサーチスペース設定フィールド, （377ページ）

インターコムコーリングサーチスペース設定フィールド

表 17：インターコムコーリングサーチスペース設定フィールド

説明フィールド

[インターコムコーリングサーチスペース名（IntercomCallingSearch
Space Name）]フィールドに名前を入力します。この名前には、最
長 50文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフ
ン（-）、およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて使用す
ることが可能です。各コーリングサーチスペース名がシステムに

固有の名前であることを確認します。

使用するインターコムコーリングサーチスペースに対し

て簡潔でわかりやすい名前を使用します。

CompanynameLocationCalltype形式を使用すると、通常、
十分なレベルの詳細さが得られ、コーリングサーチス

ペースをすばやく簡単に特定できる短さです。たとえば、

CiscoDallasMetroCSは、ダラスにあるシスコオフィスか
らのフリーダイヤルの LATA（Local Access and Transport
Area）間通話向けのコーリングサーチスペースを示しま
す。

（注）

[名前（Name）]
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説明フィールド

[説明（Description）]フィールドに説明を入力します。この説明に
は、任意の言語で最長 50文字を指定でき、スペース、ピリオド
（.）、ハイフン（-）、およびアンダースコア（_）を任意に組み合
わせて使用することが可能ですが、二重引用符（“）、パーセント
記号（%）、アンパサンド（&）、および山カッコ（<>）を含める
ことはできません。

説明

[このコーリングサーチスペースのインターコムルートパーティション（IntercomRoutePartitions
for this Calling Search Space）]

[使用可能なインターコムパーティション（Available Intercom
Partitions）]リストボックスでインターコムパーティションを選択
し、2つのリストボックスの間にある矢印ボタンをクリックして、
[選択されたインターコムパーティション（Selected Intercom
Partition）]リストボックスに追加します。

インターコムパーティションの範囲を一度に追加するには、範囲内

の最初のインターコムパーティションをクリックし、Shiftキーを
押した状態で、範囲内の最後のインターコムパーティションをク

リックします。2つのリストボックスの間の矢印ボタンをクリック
して、パーティションの範囲を追加します。

連続していない複数のインターコムパーティションを追加するに

は、Ctrlキーを押した状態で、複数のインターコムパーティション
をクリックします。2つのリストボックスの間の矢印ボタンをク
リックして、選択したインターコムパーティションを追加します。

インターコムパーティション名の長さにより、インター

コムコーリングサーチスペースに追加できるインターコ

ムパーティションの最大数が制限されます。インターコ

ムパーティションの設定, （375ページ）インターコム
パーティション名が固定長の場合の、インターコムコー

リングサーチスペースに追加できるパーティションの最

大数の例を示します。

（注）

[使用可能なインターコム
パーティション（Available
Intercom Partitions）]

インターコムパーティションの優先度を変更するには、[選択され
たインターコムパーティション（Selected Intercom Partitions）]リス
トボックスでインターコムパーティション名を選択します。リス

トの右側にある矢印をクリックして、リスト内のインターコムパー

ティションを上下に移動します。

[選択されたインターコム
パーティション（Selected
Intercom Partitions）]（優先
度の高い順）
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インターコムトランスレーションパターンの設定

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコムトランスレー
ションパターン（Intercom Translation Pattern）]を選択します。
[インターコムトランスレーションパターンの検索/一覧表示（Find and List Intercom Translation
Patterns）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかのタスクを実行します。

a) 既存のインターコムトランスレーションパターンをコピーするには、設定するパーティショ
ンを探し、インターコムトランスレーションパターンの横にある [コピー（Copy）]ボタンを
クリックしてコピーします。

b) 新しいインターコムトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加（AddNew）]ボ
タンをクリックします。

ステップ 3 [インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern Configuration）]
フィールドエリアのフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細について

は、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
選択したパーティション、ルートフィルタおよび番号計画の組み合わせを使用するインターコム

トランスレーションパターンが一意であることを確認します。重複入力を示すエラーを受け取っ

たら、ルートパターンまたはハントパイロット、トランスレーションパターン、電話番号、コー

ルパーク番号、コールピックアップ番号、またはミートミー番号の設定ウィンドウを確認しま

す。

[インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern Configuration）]
ウィンドウに、新しく設定したインターコムトランスレーションパターンが表示されます。

次の作業

インターコム電話番号の設定, （386ページ）

関連トピック

インターコムトランスレーションパターン設定フィールド, （379ページ）

インターコムトランスレーションパターン設定フィールド

表 18：トランスレーションパターン設定フィールドの設定

説明フィールド

パターン定義
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説明フィールド

[インターコムトランスレーションパターン（Intercom Translation
Pattern）]フィールドに数値とワイルドカードを含む（スペースは含
まない）インターコムトランスレーションパターンを入力します。

たとえば、NANPの場合、一般的なローカルアクセスには 9.@、一
般的なプライベートネットワークの番号計画には 8XXXを入力しま
す。有効な文字には、大文字の A、B、C、Dと、国際的なエスケー
プ文字 +を表す \+などがあります。このフィールドを空白のままに
する場合は、[パーティション（Partition）]ドロップダウンリスト
ボックスからパーティションを選択する必要があります。

選択されたインターコムパーティション、ルートフィル

タ、番号計画の組み合わせを使用するインターコムトラン

スレーションパターンが一意であることを確認します。

（注）

重複エントリを示すメッセージを受信した場合は、ルートパターン/
ハントパイロット、トランスレーションパターン、電話番号、コー

ルパーク番号、コールピックアップ番号、ミートミー番号をチェッ

クします。または、重複エントリを示すメッセージを受信した場合

は、ルートプランレポートをチェックします。

インターコムトランス

フォーメーションパター

ン（Intercom Translation
Pattern）

インターコムパーティションを選択します。インターコムパーティ

ションを割り当てない場合は、[なし（None）]を選択します。[なし
（None）]を選択した場合は、[インターコムトランスレーションパ
ターン（Intercom Translation Pattern）]フィールドに値を入力する必
要があります。

[最大リストボックス項目数（Max List Box Items）]エンタープライ
ズパラメータを使用することにより、このドロップダウンリストに

表示するインターコムパーティションの数を設定できます。[最大リ
ストボックス項目数（Max List Box Items）]エンタープライズパラ
メータで指定された数より多くのインターコムパーティションが存

在する場合は、ドロップダウンリストの横に [検索（Find）]ボタン
が表示されます。[検索（Find）]ボタンをクリックすると、[パーティ
ションの検索と一覧表示（Find and List Partitions）]ウィンドウが表
示されます。インターコムパーティション名を検索して選択しま

す。

最大リスト項目数を設定するには、[システム（System）]
> [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]
を選択して、[CCMAdminパラメータ（CCMAdmin
Parameters）]を選択します。

（注）

インターコムトランスレーションパターン、ルートフィ

ルタ、インターコムパーティションの組み合わせが Cisco
UnifiedCommunicationsManagerクラスタ内で一意であるこ
とを確認します。

（注）

パーティション
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説明フィールド

インターコムトランスレーションパターンの説明を入力します。説

明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符
（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、山カッコ（<>）
は使用できません。

説明

番号計画を選択します。

インターコムトランスレーションパターンに@ワイルドカードが
含まれている場合は、番号計画を選択できます。番号計画を選択す

るオプション操作によって、特定の番号パターンに制限されます。

[番号計画（Numbering
Plan）]

オプションのルートフィルタを選択すると、特定の番号パターンに

制限されます。ルートパターンとハントパイロット内のワイルド

カードと特殊文字に関するトピックを参照してください。

表示されるルートフィルタは、[番号計画（NumberingPlan）]ドロッ
プダウンリストから選択された番号計画によって異なります。

250を超えるルートフィルタが存在する場合は、ドロップダウンリ
ストボックスの横に [検索（Find）]ボタンが表示されます。[検索
（Find）]ボタンをクリックすると、[ルートフィルタの選択（Select
Route Filters）]ウィンドウが表示されます。名前を含むフィールド
のリスト項目に、部分的なルートフィルタ名を入力します。[使用す
る項目の選択（Select item to use）]ボックスに表示されたルートフィ
ルタのリストで必要なルートフィルタ名をクリックし、[選択項目の
追加（Add Selected）]をクリックします。

最大リストボックス項目数を設定するには、[システム
（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択して、[CCMAdminパラメータ
（CCMAdmin Parameters）]を選択します。

（注）

[ルートフィルタ（Route
Filter）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、このインターコムトランスレーション

パターンに関するMLPP優先設定を選択します。

• [エグゼクティブオーバーライド（ExecutiveOverride）]：MLPP
コールに関する最高優先設定。

• [フラッシュオーバーライド（Flash Override）]：MLPPコール
に関する 2番目に高い優先設定。

• [フラッシュ（Flash）]：MLPPコールに関する 3番目に高い優
先設定。

• [即時（Immediate）]：MLPPコールに関する 4番目に高い優先
設定。

• [優先順位（Priority）]：MLPPコールに関する 5番目に高い優
先設定。

• [ルーチン（Routine）]：MLPPコールに関する最低優先設定。

• [デフォルト（Default）]：入力優先レベルをオーバーライドせ
ずに、そのまま通過させます。

[MLPP優先度（MLPP
Precedence）]

必要に応じて、ドロップダウンリストから、インターコムトランス

レーションパターンを追加するインターコムコーリングサーチス

ペースを選択します。

[最大リストボックス項目数（Max List Box Items）]エンタープライ
ズパラメータを使用することにより、このドロップダウンリストに

表示されるインターコムコーリングサーチスペースの数を設定で

きます。[最大リストボックス項目数（MaxListBox Items）]エンター
プライズパラメータで指定された数より多くのインターコムコーリ

ングサーチスペースが存在する場合は、ドロップダウンリストの

横に [検索（Find）]ボタンが表示されます。[検索（Find）]ボタン
をクリックすると、[コーリングサーチスペースの検索と一覧表示
（Find and List Calling Search Space）]ウィンドウが表示されます。

[コーリングサーチスペー
ス（Calling Search Space）]
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説明フィールド

[ルートオプション（Route Option）]接続先は、このインターコム
トランスレーションパターン（9.@や 8[2-9]XXなど）をコールの
ルーティングに使用するのか、コールのブロックに使用するのかを

示します。[このパターンをルーティング（Route this pattern）]また
は [このパターンをブロック（Block this pattern）]ラジオボタンを選
択します。

[このパターンをブロック（Block this pattern）]ラジオボタンを選択
した場合は、このインターコムトランスレーションパターンでコー

ルをブロックする理由を選択する必要があります。次のドロップダ

ウンリストから値を選択します。

• [エラーなし（No Error）]

• [未割り当ての番号（Unallocated Number）]

• Call Rejected

• [番号の変更（Number Changed）]

• [番号形式が無効（Invalid Number Format）]

•優先レベルの超過

[ルートオプション（Route
Option）]

外部ダイヤルトーンは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerがコー
ルをローカルネットワークの外にルーティングすることを示しま

す。オフネットワークと見なすインターコムトランスレーション

パターンごとにこのチェックボックスをオンにします。

[外部ダイヤルトーンの提
供（Provide Outside Dial
Tone）]

ダイヤルプランに重複パターンが含まれている場合は、CiscoUnified
CommunicationsManagerが、桁間タイマーが切れるまでコールをルー
ティングしません（一連の番号をダイヤルして現在の一致を選択で

きる場合も同様）。Cisco Unified Communications Managerがすぐに
コールをルーティングする必要がある場合は、このチェックボック

スをオンにして、桁間タイミングを中断します。

デフォルトで、[緊急優先（Urgent Priority）]チェックボックスはオ
ンになっています。ダイヤルプランに重複パターンまたは !を含む
可変長パターンが含まれていなければ、このチェックボックスをオ

フにしないことをお勧めします。

緊急優先（UrgentPriority）

[発呼側トランスフォーメーション（Calling Party Transformations）]

発信コールの発信側回線 ID（CLID）に完全な外線電話番号を使用す
る場合に、このチェックボックスをオンにします。

[発呼側の外線電話番号マ
スクを使用（Use Calling
Party's External Phone
Number Mask）]
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説明フィールド

トランスフォーメーションマスク値を入力します。有効なエントリ

には、0～ 9の数字、ワイルドカード文字のアスタリスク（*）と
シャープ（#）、国際エスケープ文字（+）、空白が含まれます。こ
のフィールドが空白で、先行するフィールドがオフになっている場

合は、発呼側トランスフォーメーションが実行されません。

[発呼側トランスフォー
メーションマスク

（Calling Party Transform
Mask）]

プレフィックス番号を入力します。有効なエントリには、0～ 9の
数字、ワイルドカード文字のアスタリスク（*）とシャープ（#）、
国際エスケープ文字（+）が含まれます。

追加されるプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ

スにルーティングするディレクトリ番号に影響を与えませ

ん。

（注）

[プレフィックス番号（発
信コール）（Prefix Digits
(Outgoing Calls)）]

Cisco Unified Communications Managerは、発信側回線 IDの表示
（CLIP/CLIR）を補足サービスとして使用して、発信者の電話番号を
コール単位で許可または制限します。

Cisco Unified Communications Managerでこのインターコムトランス
レーションパターンに一致する発信側電話番号を着信側電話機の

ディスプレイ上に表示することを許可するのか制限するのかを選択

します。

発信側回線 IDの表示を変更しない場合は、[デフォルト（Default）]
を選択します。CiscoUnified CommunicationsManagerで発信者番号の
表示を許可する場合は、[許可（Allowed）]を選択します。Cisco
Unified Communications Managerで発信者番号の表示をブロックする
場合は、[非許可（Restricted）]を選択します。

このパラメータと [接続側回線 IDの表示（Connected Line
IDPresentation）]パラメータは、[プレゼンテーションイン
ジケータを無視（内線コールのみ）（Presentation Indicators
(internal calls only)）]デバイスレベルパラメータと組み合
わせて、コール表示制限を設定するために使用します。ま

た、これらの設定を使用すれば、コールごとに発信側また

は接続先の回線表示情報を選択的に表示または制限できま

す。[プレゼンテーションインジケータを無視（内線コー
ルのみ）（Presentation Indicators (internal calls only)）]フィー
ルドに関する情報については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』
を参照してください。

（注）

[発信側回線 IDの表示
（Calling Line ID
Presentation）]
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説明フィールド

Cisco Unified Communications Managerは、発呼者名の表示
（CNIP/CNIR）を補足サービスとして使用して、発信者名をコール
単位で許可または制限します。

Cisco Unified Communications Managerでこのインターコムトランス
レーションパターンに一致する発信者名を着信側電話機のディスプ

レイ上に表示することを許可するのか制限するのかを選択します。

発呼者名の表示を変更しない場合は、[デフォルト（Default）]を選
択します。CiscoUnified CommunicationsManagerで発呼者名情報を表
示する場合は、[許可（Allowed）]を選択します。Cisco Unified
CommunicationsManagerで発呼者名情報表示をブロックする場合は、
[非許可（Restricted）]を選択します。

[発呼者名の表示（Calling
Name Presentation）]

[接続側トランスフォーメーション（Connected Party Transformations）]

Cisco Unified Communications Managerは、接続側回線 IDの表示
（COLP/COLR）を補足サービスとして使用して、着信者の電話番号
をコール単位で許可または制限します。

Cisco Unified Communications Managerでこのインターコムトランス
レーションパターンに一致する着信側電話番号を発信側電話機の

ディスプレイ上に表示することを許可するのか制限するのかを選択

します。

接続側回線 IDの表示を変更しない場合は、[デフォルト（Default）]
を選択します。着信側電話番号を表示する場合は、[許可（Allowed）]
を選択します。CiscoUnified CommunicationsManagerで着信側電話番
号の表示をブロックする場合は、[非許可（Restricted）]を選択しま
す。

[接続側回線 IDの表示
（Connected Line ID
Presentation）]

Cisco Unified Communications Managerは、接続先名の表示
（CONP/CONR）を補足サービスとして使用して、着信側名をコール
単位で許可または制限します。

Cisco Unified Communications Managerでこのインターコムトランス
レーションパターンに一致する接続先名を発信側電話機のディスプ

レイ上に表示することを許可するのか制限するのかを選択します。

接続先名の表示を変更しない場合は、[デフォルト（Default）]を選
択します。接続先名を表示する場合は、[許可（Allowed）]を選択し
ます。Cisco Unified Communications Managerで接続先名の表示をブ
ロックする場合は、[非許可（Restricted）]を選択します。

[接続先名の表示
（Connected Name
Presentation）]

[着信側トランスフォーメーション（Called Party Transformations）]
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説明フィールド

このインターコムトランスレーションパターンに一致する番号削除

命令を選択します。詳細については、Cisco Unified Communications
Managerシステムガイド [英語]を参照してください。

表示される削除番号は、[番号計画（Numbering Plan）]ド
ロップダウンリストから選択された番号計画によって異な

ります。

（注）

[番号の削除（Discard
Digits）]

トランスフォーメーションマスク値を入力します。有効なエントリ

には、0～ 9の数字、ワイルドカード文字のアスタリスク（*）と
シャープ（#）、国際エスケープ文字（+）、空白が含まれます。
フィールドが空白の場合は、トランスフォーメーションが実行され

ません。ダイヤル番号がダイヤルされたとおりに正確に送信されま

す。

[着信側トランスフォー
メーションマスク（Called
Party Transform Mask）]

プレフィックス番号を入力します。有効なエントリには、0～ 9の
数字、ワイルドカード文字のアスタリスク（*）とシャープ（#）、
国際エスケープ文字（+）、空白が含まれます。

追加されるプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ

スにルーティングするディレクトリ番号に影響を与えませ

ん。

（注）

[プレフィックス番号（発
信コール）（Prefix Digits
(Outgoing Calls)）]

インターコム電話番号の設定

インターコム電話番号には、パターン（352XXなど）を割り当てることができます。インターコ
ム電話番号にパターンを割り当てる場合は、ユーザの混乱を避けるために、インターコム DNの
設定フィールド（[回線テキストラベル（Line Text Label）]、[ディスプレイ（内部発信者 ID）
（Display (Internal Caller ID)）]、[外部電話番号マスク（External Phone Number Mask）]）にテキス
トまたは数字を追加します。これらのフィールドは、インターコム電話番号を追加し、そのイン

ターコム電話番号と電話を関連付けた場合にのみ、そのインターコム電話番号に対して表示され

ます。

たとえば、ユーザ名を回線テキストラベルおよび内部発信者 IDに追加し、外部回線番号を外線
番号マスクに追加した場合、コール情報の表示時には、352XXではなく、JohnChanと表示されま
す。

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコム電話番号
（Intercom Directory Number）]を選択します。
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[インターコム電話番号の検索と一覧表示（Find and List Intercom Directory Numbers）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 2 特定のインターコム電話番号を検索するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし
ます。

検索基準に一致するインターコム電話番号の一覧が表示されます。

ステップ 3 次のいずれかのタスクを実行します。

a) インターコム電話番号を追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。
b) インターコム電話番号を更新するには、更新するインターコム電話番号をクリックします。

[インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 4 [インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）]フィールドエリアの
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセク

ションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
ステップ 7 [電話のリセット（Reset Phone）]をクリックします。
ステップ 8 デバイスを再起動します。

再起動中に、ゲートウェイのコールがドロップされることがあります。

次の作業

インターコム回線と短縮ダイヤルの設定, （393ページ）

関連トピック

インターコム電話番号設定フィールド, （387ページ）

インターコム電話番号設定フィールド

次の表では、[インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）]ウィンド
ウで使用可能なフィールドを説明します。

表 19：インターコム電話番号の設定

説明フィールド

インターコム電話番号情報
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説明フィールド

ダイヤル可能な電話番号を入力します。値には、数字、ルートパ

ターンワイルドカード、および（.）と（@）を除く特殊文字を含
めることができます。

入力したインターコム電話番号は複数のインターコムパーティショ

ンで表示される可能性があります。

国際番号用エスケープ文字+を使用する場合は、インターコム電話
番号の先頭に \+を入力します。このフィールドでは \+はワイルド
カードを表しません。その代わりに \+はダイヤルされる番号を表し
ます。

インターコム電話番号

（Intercom Directory
Number）

インターコム電話番号が属するインターコムパーティションを選択

します。[インターコム電話番号（IntercomDirectoryNumber）]フィー
ルドに入力するインターコム電話番号が選択されたインターコム

パーティション内で一意であることを確認します。

このドロップダウンリストに表示されるインターコムパーティショ

ンの数は [最大リスト項目（Max List Items）]エンタープライズパ
ラメータを使用して設定できます。[最大リスト項目（Max List
Items）]エンタープライズパラメータの指定よりも多くのインター
コムパーティションが存在する場合、ドロップダウンリストの横

に [検索（Find）]ボタンが表示されます。[検索（Find）]ボタンを
クリックすると、[パーティションの検索と一覧表示（Find and List
Partition）]ウィンドウが表示されます。[次を含む名前のリスト項目
（List items where Name contains）]フィールドにインターコムパー
ティション名の一部を入力します。[使用する項目の選択（Select
item to use）]ボックスに表示されるインターコムパーティションの
リストで必要なインターコムパーティションをクリックし、[選択
項目の追加（Add Selected）]をクリックします。

最大リストボックス項目を設定するには、[システム
（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）][CCMAdmin]パラメータを選択します。

（注）

[ルートパターン（Route
Pattern）]

インターコム電話番号およびインターコムルートパーティション

の説明を入力します。説明には、任意の言語で最大 50文字を指定
できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサン
ド（&）、山カッコ（<>）は使用できません。

説明
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説明フィールド

発信側電話機に表示する名前を入力します。

この設定は、QSIGプロトコルの IDサービスをサポートし、共有ま
たは非共有のディレクトリ番号に適用されます。シェアドラインア

ピアランスでディレクトリ番号のアラート名を設定する場合、着信

側の PINXで電話機の呼出音が鳴ると、システムは次のタスクを実
行します。

•ディレクトリ番号に割り当てられている発信者の名前を転送し
ます。

•トランスレーションパターンに設定された接続者名 ID表示禁
止（CONR）を適用します（制限されている場合）。発信側の
PINXは、ルートパターンの設定に応じてCONRを修正する場
合があります。

[呼び出し表示（Alerting Name）]を設定しないと、発信側電話機に
「“名前を利用できません（Name Not Available）”」という意味の
メッセージが表示される場合があります。[表示（内線発信者 ID）
（Display (InternalCaller ID)）]フィールドに名前を入力しない場合、
[アラート名（Alerting Name）]フィールドの情報が [表示（内線発
信者 ID）（Display (Internal Caller ID)）]フィールドに表示されま
す。

[元のダイヤル番号を常に表示（Always Display Original Dialed
Number）]サービスパラメータを Trueに設定した場合、アラート
名は発信側電話機には表示されず、オリジナルのダイヤル番号だけ

が表示されます。

[呼び出し表示（Alerting
Name）]

このフィールドは [呼び出し表示（AlertingName）]フィールドと同
じ情報を提供しますが、入力をASCII文字に限定する必要がありま
す。Unicode（国際化）文字をサポートしないデバイスでは [ASCII
呼び出し表示（Alerting Name ASCII）]フィールドの内容が表示さ
れます。

ASCII呼び出し表示
（ASCII Alerting Name）

このチェックボックスをオンにすると、このインターコム電話番号

と関連付けられたデバイスでCTIが回線の制御とモニタを行うこと
が可能になります。

[CTIからのデバイスの制御
を許可（Allow Control of
Device from CTI）]
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説明フィールド

このインターコム電話番号とデバイスを関連付けた後で、このペイ

ンにはこのインターコム電話番号に関連付けられたデバイスが表示

されます。

インターコム電話番号を関連付けられるデバイスは最大

で 1台です。
（注）

このインターコムの電話番号に関連付けられたデバイスを編集する

には、[デバイスの関連付け（Associated Devices）]ペインでデバイ
ス名を選択し、[デバイスの編集（Edit Device）]ボタンをクリック
します。選択したデバイスの [電話の設定（Phone Configuration）]
ウィンドウまたは [デバイスプロファイルの設定（Device Profile
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

このインターコム電話番号で定義されたラインアピアランスを編集

するには、[デバイスの関連付け（Associated Devices）]ペインでデ
バイス名を選択し、[ラインアピアランスの編集（Edit Line
Appearance）]ボタンをクリックします。[電話番号の設定（Directory
Number Configuration）]ウィンドウまたは [デバイスプロファイル
の設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウが更新され、選択
したデバイスのこのDNに対するラインアピアランスが表示されま
す。

[デバイスの関連付け解除（Dissociate Devices）]ペインのデバイス
のリストからデバイスをこのインターコム電話番号に関連付けるに

は、[デバイスの関連付け解除（Dissociate Devices）]ペインでデバ
イスを選択し、2つのペインの間にある上矢印をクリックして、[デ
バイスの関連付け（Associated Devices）]ペインに追加します。

[デバイスの関連付け
（Associated Devices）]

デバイスからインターコム電話番号の関連付けを解除することを選

択した場合、このペインにはこのインターコム電話番号の関連付け

を解除したデバイスが表示されます。

[デバイスの関連付け（Associated Devices）]ペインでデバイスを選
択し、2つのペインの間にある下矢印をクリックして、[デバイスの
関連付け解除（Dissociate Devices）]ペインに追加します。

[デバイスの関連付け解除
（Dissociate Devices）]

インターコム電話番号の設定
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、該当するインターコムコー

リングサーチスペースを選択します。インターコムコーリング

サーチスペースは、このインターコム電話番号からコールを発信で

きる番号を検索するための、インターコムパーティションのリスト

で構成されます。選択した値は、このインターコム電話番号を使用

するすべてのデバイスに適用されます。

変更により、[コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]
フィールドに表示される番号が更新されます。

不在転送、話中転送、無応答時転送、カバレッジなし時転送、およ

び CTI障害時転送の電話番号用にコーリングサーチスペースを設
定できます。選択した値は、この電話番号を使用するすべてのデバ

イスに適用されます。

不在転送を正しく機能させるには、プライマリ不在転送コーリング

サーチスペースまたはセカンダリ不在転送コーリングサーチスペー

スのいずれかまたは両方を設定する必要があります。システムはこ

れらの連結フィールド（プライマリ CFA CSS +セカンダリ CFA
CSS）を使用して、CFA宛先を検証し、コールを CFA宛先に転送
します。

システムがパーティションとコーリングサーチスペース

を使用する場合、他のコール転送コーリングサーチスペー

スも設定することをお勧めします。コールがコール転送先

に転送またはリダイレクトされるとき、設定済みのコール

転送コーリングサーチスペースがコールの転送に使用さ

れます。転送コーリングサーチスペースが 1つもない場
合、システムがパーティションとコーリングサーチスペー

スを使用すると転送操作が失敗する可能性があります。た

とえば、話中転送の接続先を設定する場合、話中転送の

コーリングサーチスペースも設定する必要があります。

話中コーリングサーチスペースを設定せず、話中転送先

がパーティション内にある場合、転送操作が失敗すること

があります。

（注）

電話の [不在（CFwdAll）]ソフトキーを使用してコールを転送する
と、回線CSSとデバイスCSSの自動組み合わせは使用されません。
設定されたプライマリ CFA CSSとセカンダリ CFA CSSのみが使用
されます。これらのフィールドがどちらもなしの場合、組み合わせ

は2つのヌルパーティションとなり、操作失敗の原因となる場合が
あります。

ユーザが自分の電話で転送することを制限する場合、[不在転送コー
リングサーチスペース（Forward All Calling Search Space）]フィー
ルドから制限的なコーリングサーチスペースを選択する必要があ

ります。

[コーリングサーチスペー
ス（Calling Search Space）]
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説明フィールド

BLFプレゼンスグループ機能でこのフィールドを設定します。

ドロップダウンリストボックスから、このインターコム電話番号

の BLFプレゼンスグループを選択します。選択したグループは、
このインターコム電話番号をモニタできるデバイス、エンドユー

ザ、アプリケーションユーザを指定します。

BLFプレゼンスグループのデフォルト値は [標準のプレゼンスグ
ループ（Standard Presence group）]であり、インストール時に設定
されます。Cisco Unified CMの管理で設定されるBLFプレゼンスグ
ループは、ドロップダウンリストにも表示されます。

プレゼンス認証は、BLFプレゼンスグループと連携して、グループ
間のプレゼンス要求を許可またはブロックします。

[BLFプレゼンスグループ
（BLF Presence Group）]

このインターコム電話番号の自動応答機能を有効にするには、次の

いずれかを選択します。

•ヘッドセットで自動応答

•スピーカフォンで自動応答

[ヘッドセットで自動応答（Auto Answer with headset）]ま
たは [スピーカーフォンで自動応答（Auto Answer with
speakerphone）]を選択するときは、ヘッドセットまたは
スピーカーフォンが有効であることを確認します。

（注）

共有回線を持つデバイスに自動応答を設定しないでくだ

さい。

（注）

CTIPortデバイスのインターコム回線の場合、
autoanswer-speakerphoneおよび autoanswer-headsetは自動
応答がオンであることを意味します。スピーカーフォン

またはヘッドセットのオプションはCTIPortデバイスには
適用されず、これは回線を自動応答できることを示すだ

けです。アプリケーションにはCTIPortデバイスのメディ
アを終了する責任があり、どちらのタイプの出力デバイ

スでもメディアを終了できます。

（注）

自動応答（Auto Answer）
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、このインターコム電話番号のデフォル

トのアクティブデバイスを選択します。選択したデバイスは、この

インターコム電話番号がデフォルトでアクティブになる電話を指定

します。ドロップダウンリストにはインターコムをサポートするデ

バイスのみが表示されます。

このインターコム電話番号がインターコム回線としてア

クティブになるためには、デフォルトのアクティブデバ

イスを指定する必要があります。

（注）

CiscoExtensionMobility用に設定されたデバイスプロファ
イルにインターコム電話番号が指定される場合、そのイ

ンターコム電話番号がインターコム回線として表示され

るのは、デバイスがインターコム機能をサポートする限

り、ユーザがそのデバイスプロファイルを使用して指定

されたデフォルトのアクティブデバイスにログインする

ときのみです。

（注）

[デフォルトのアクティブ
デバイス（Default Activated
Device）]

インターコム回線と短縮ダイヤルの設定

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone
ButtonTemplate）]を選択し、インターコム回線を既存の電話ボタンテンプレートに追加するか、
または新しいテンプレートを作成します。

インターコム回線はプライマリ回線としては設定できませ

ん。

（注）

ステップ 2 [ボタン情報（Button Information）]エリアの [機能（Feature）]ドロップダウンリストから [イン
ターコム（Intercom）]を選択します。

ステップ 3 [ボタン情報（Button Information）]エリアの [機能（Feature）]ドロップダウンリストから [短縮ダ
イヤル（Speed Dial）]を選択します。

定義済みの接続先（短縮ダイヤル）を指定してインターコム回線を設定して、高速アク

セスを許可できます。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
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インターコムの連携動作と制限事項

インターコムの連携動作

データのやり取り機能

Cisco Unified Communications Manager管理者は
一括管理ツールを使用して、多数のインターコ

ムユーザを個別に追加する代わりに一度に追加

できます。詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Bulk Administration
Guide』を参照してください。

一括管理ツール

インターコム接続先が割り込み対象の場合で

も、Cisco Unified IP Phoneはウィスパーイン
ターコムをサポートできます。

接続先発信者がインターコムボタンを押してイ

ンターコム発信者との通話を選択すると、元の

コールは保留状態になり、割り込み発信側が解

放されます。

割込み

インターコムコールは接続先の電話機でサイレ

ントよりも優先されます。

サイレント（DND）

コールが保持されると、エンドユーザが通話を

切断してからでないと、Cisco Unified
Communications Managerで電話機を再登録でき
ません。

インターコムコールがウィスパーモードの場

合、一方向のメディアを表し、終端側にはユー

ザがまったくいない可能性があります。した

がって、応答モードのインターコムコールのみ

が保持されます（ウィスパーインターコムは保

持されません）。

コール保持

Cisco Unified IP Phoneが SRSTで登録される場
合、電話機はインターコム回線を登録しませ

ん。したがって、電話機が SRSTで登録されて
もこの機能は使用できません。

Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony
（SRST）
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データのやり取り機能

Cisco Unified Communications Manager Assistant
構成ウィザードを使用すると、Cisco Unified
Communications Manager Assistantの設定にか
かる時間を短縮し、エラーを除去できます。管

理者が構成ウィザードを正常に実行して完了す

ると、パーティション、コーリングサーチス

ペース、ルートポイント、およびトランスレー

ションパターンが自動的に作成されます。

Cisco Unified Communications Manager Assistant

CTI/JTAPI/TSPを使用して、インターコム回線
向けに事前設定されたターゲットの電話番号を

設定または変更できます。ターゲットの電話番

号が Cisco Unified Communications Managerの管
理を通じて更新または再設定された場合、通知

を受信します。

インターコム回線がアプリケーションによって

制御されるように設定しない場合、

CTI/JTAPI/TSPは後方互換であることに注意し
てください。インターコム回線がアプリケー

ションユーザリスト内で設定されている場合、

変更を行い、互換性をテストする必要がある場

合があります。

[CTI]

インターコム機能は Cisco Extension Mobilityと
対話します。ユーザがログインするために使用

するデバイスプロファイルにプロビジョニング

されたインターコム回線が含まれる場合、Cisco
ExtensionMobilityを使用して機能をサポートす
る電話機にログインするユーザに対して、シス

テムはインターコム回線を提供します。電話機

はそのインターコム回線のデフォルトのデバイ

スである必要があります。

Ciscoエクステンションモビリティ

インターコムは、IPアドレッシングモードが
IPv4のみまたは IPv4および IPv6の電話機をサ
ポートします。インターコムコールの際、応答

モードは、発信者がインターコムコールを開始

するときに使用されるメディアストリームと同

じ IPバージョンでメディアストリームを確立
します。

Internet Protocol Version 6（IPv6）
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データのやり取り機能

インターコム電話番号（回線）は、インターコ

ム回線ごとに 1つのデバイスに制限されます。
Cisco Extension Mobilityは広く使用されていま
す。モバイルユーザはインターコム機能が必要

になりますが、単一のデバイスでのみ使用可能

にする必要があります。インターコム回線を通

常のデバイスまたはExtensionMobilityプロファ
イルのどちらかに割り当てることができます

が、システムはインターコム回線が通常のデバ

イスまたはExtensionMobilityプロファイルのど
ちらかに関連付けられることを強制する必要が

あります。

インターコム電話番号（回線）

ExtensionMobilityプロファイルは複数の電話機
で同時に使用できます。どのデバイスがこのイ

ンターコム回線を表示できるかを指定するに

は、[インターコム電話番号の設定（Intercom
Directory Number Configuration）]ウィンドウの
[デフォルトのアクティブデバイス（Default
Activated Device）]フィールドを使用します
（[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）] > [コールルーティング（Call
Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [イン
ターコム電話番号の設定（Intercom Directory
Number Configuration）]）。Extension Mobility
に使用されないインターコム回線についても

[デフォルトのアクティブデバイス（Default
Activated Device）]フィールドの設定が必要で
す。

Extension Mobilityプロファイル

インターコムの制限事項

インターコム機能には、次のような制限事項が適用されます。

制約事項機能

インターコムコールを保留にすることは許可さ

れません。

保留

インターコムコールを転送することはできませ

ん。

コール自動転送
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制約事項機能

インターコムコールを転送することは許可され

ません。

転送

インターコムコールを即時転送することは許可

されません。

iDivert

コールピックアップグループにインターコム

コールは含まれません。

コールピックアップ/ダイレクトコールピック
アップ

インターコムはサイレント（DND）よりも優先
します。

DND

十分な帯域幅がない場合、インターコムコール

は失敗します。

Bandwidth

2つのインターコムコールがターゲットに振り
向けられた場合、最初のコールは接続され、2
番目のコールは失敗して話中音が出力されま

す。

コールターゲット

インターコムでは割り込みとC割り込みは機能
しません。

割り込みと C割り込み

インターコムコールを電話会議に含めることは

許可されません。

[会議（Conferencing）]

アクティブなコールがモニタまたは記録されて

いるときに、ユーザはインターコムコールを受

信も発信もできません。

モニタリングおよび録音

ビデオはインターコムではサポートされませ

ん。

[ビデオ（Video）]

コーリングサーチスペースなどの項目または

ルートパターンに割り当てられたインターコム

パーティションは削除できません。

インターコムパーティション

デバイス、回線（DN）、トランスレーション
パターン、またはその他の項目が使用している

インターコムコーリングサーチスペースは削

除できません。

インターコムコーリングサーチスペース
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インターコムのトラブルシューティング

インターコム回線のダイヤルアウト時のビジートーン

問題

ユーザがインターコム回線でダイヤルアウトするときに、電話機でビジートーンが再生されま

す。

考えられる原因

DNが発信者番号と同じインターコムパーティション内にありません。

ソリューション

• DNが発信番号と同じインターコムパーティションにあることを確認します。

•同じインターコムパーティションにある場合は、ダイヤルアウトしたDNが別の電話機で設
定され、その電話機が同じ Cisco Unified Communications Managerクラスタに登録されている
ことを確認してください。

インターコムコールが、スピーカー、ハンドセット、またはヘッドセットでの応答

機能を使用できない

問題

ヘッドセット、ハンドセット、またはスピーカーを使用時に、インターコムコールを応答モード

にすることができません。

考えられる原因

これは仕様上の問題です。インターコムコールを接続状態にするには、対応する回線ボタンを押

す方法しかありません。

ソリューション

スピーカー、ハンドセット、またはヘッドセットを使用してコールを終了できます。
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SCCP のトラブルシューティング

電話機にインターコム回線が表示されない

問題

インターコム回線が電話機に表示されません。

考えられる原因

電話機のバージョンが 8.3(1)よりも前か、ボタンテンプレートが電話機に割り当てられていない
可能性があります。

ソリューション

•電話機のバージョンを調べ、8.3(1)以降であることを確認します。

•ボタンテンプレートが電話機に割り当てられているかどうかを確認します。

• Cisco Unified Communications Managerと電話機間のスニファトレースをキャプチャします。
ボタンテンプレートの応答時に、インターコム回線が電話機に送信されるかどうかを確認し

ます（ボタン定義 = Ox17）。

電話機が SRST にフォールバックしてもインターコム回線が表示されない

問題

Cisco Unified Communications Manager Release 6.0(x)以降で設定された電話に 2つのインターコム
回線があります。Cisco Unified Communications Managerが停止し、SRSTにフォールバックしま
す。しかし、インターコム回線が表示されません。

考えられる原因

SRSTの SCCPバージョンで SCCPバージョン 12がサポートされていません。

ソリューション

• SRSTの SCCPバージョンを確認します。SRSTで SCCPバージョン 12がサポートされてい
る場合は、インターコム回線がサポートされます。

• SRSTで SCCPバージョン 12がサポートされている場合は、スニファトレースをキャプチャ
し、電話から送信されたボタンテンプレートにインターコム回線が含まれていることを確認

します。
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SIP のトラブルシューティング

SIP を実行している電話のデバッグ

デバッグコマンド Debug sip-messages sip-task gsmfsmIsm sip-adapterを使用します。

SIP を実行している電話機の設定

show config：電話機に対してこのコマンドを実行すると、インターコム回線が標準回線
（featureid-->23）として設定されているかどうかが表示されます。

Cisco Extension Mobility ユーザがログインしてもインターコム回線が表示されない

問題

CiscoExtensionMobilityユーザが電話機にログインしてもユーザのインターコム回線が表示されま
せん。

考えられる原因

[デフォルトのアクティブデバイス（Default Activated Device）]が正しく設定されていません。

ソリューション

• [デフォルトのアクティブデバイス（DefaultActivatedDevice）]がインターコムの電話番号に
対して設定されていることを確認します。

• [デフォルトのアクティブデバイス（DefaultActivatedDevice）]が、ログインしたデバイスと
一致することを確認します。

インターコム回線が電話に表示されない

問題

インターコム回線が設定され電話に割り当てられていますが、電話に表示されません。

考えられる原因

[デフォルトのアクティブデバイス（Default Activated Device）]の値がこのデバイスのインターコ
ム回線に設定されています。

ソリューション

設定が完了している場合は、電話をリセットしてください。
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第 IX 部

コールの受信
• プライム回線サポート, 403 ページ

• コール自動転送, 409 ページ

• コールピックアップ（Call Pickup）, 429 ページ

• コールパークとダイレクトコールパーク, 457 ページ

• エクステンションモビリティ（Extension Mobility）, 487 ページ

• クラスタ間のエクステンションモビリティ（Extension Mobility Cross Cluster）, 513 ページ

• 保留復帰, 555 ページ

• ハントグループのアクセス, 563 ページ

• 迷惑呼 ID, 573 ページ

• コール転送, 587 ページ

• 外線コール転送の制限事項, 605 ページ





第 26 章

プライム回線サポート

• プライム回線サポートの概要, 403 ページ

• プライム回線サポートの前提条件, 403 ページ

• プライム回線サポートの設定タスクフロー, 403 ページ

• プライム回線サポートの連携動作, 406 ページ

• プライム回線サポートのトラブルシューティング, 406 ページ

プライム回線サポートの概要

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]でプライム回線サポートを設定でき
ます。設定後、電話がオフフックのときに、いずれかの回線でコールを受信すると、システムは

常にコールのプライマリ回線を選択します。

プライム回線サポートの前提条件

プライム回線サポート機能と互換性のあるデバイスを次に示します。

Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ、8900シリーズ、および 9900シリーズ

サポートされているデバイスの詳細については、最新バージョンの『CiscoUnified IPPhoneGuide』
および『Cisco Unified IP Phone Administration Guide』を参照してください。

プライム回線サポートの設定タスクフロー

Cisco CallManagerサービス、またはデバイスとデバイスプロファイルに、プライム回線サポート
機能を設定するには、次のいずれかの手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

（オプション）Cisco CallManagerサービスにプライム
回線サポートを設定します。その場合、この機能はク

ラスタ全体に適用されます。

クラスタ全体のプライム回線

サポートの設定, （404ペー
ジ）

ステップ 1   

（オプション）クラスタ全体でプライム回線サポート

機能を有効にする必要がない場合には、クラスタ内の

特定のデバイスにこの機能を設定します。

デバイスのプライム回線サ

ポートの設定, （405ペー
ジ）

ステップ 2   

このパラメータを設定すると、オフフックに

なった場合、同じ電話の別の回線でコールの

呼出音が鳴ったとしても、第一の回線のみが

アクティブになります。そのため、他の回線

でのコールへの応答は行われません。

（注）

クラスタ全体のプライム回線サポートの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサーバ
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [常にプライム回線を使用（Always Use Prime Line）]クラスタ全体サービスパラメータから、次

のいずれかのオプションをドロップダウンリストから選択します。

• [はい（True）]：電話機がオフフックになると、プライマリ回線が選択され、アクティブ回
線になります。

• [いいえ（False）]：電話機がオフフックになると、IP Phoneがアクティブ回線として使用可
能な回線を自動的に選択します。

このサービスパラメータのデフォルト値は [いいえ（False）]です。

ステップ 5 SIP電話でこの変更を有効化するには、[CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]
で [設定の適用（ApplyConfig）]ボタンをクリックします（たとえば、[デバイス設定（Device
Configuration）]ウィンドウや [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）]ウィンドウの
ほか、[設定の適用（ApplyConfig）]がオプションになっているウィンドウにあります）。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
404

プライム回線サポートの設定タスクフロー



新しい設定が SIP電話に適用されない場合、SIPプライム回線サポートの機能変更は、
CiscoCallManagerサービスの次のリセットまたは影響を受ける各デバイスがリセットさ
れるまで実装されません。

（注）

デバイスのプライム回線サポートの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理にログインし、[デバイス（Device）] > [共通電話プロファイル（Common
Phone Profile）]を選択します。

ステップ 2 [検索と一覧表示（Find andList）]ウィンドウで、[常にプライム回線を使用する（AlwaysUsePrime
Line）]の設定を変更する電話を選択します。
[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）] ドロップダウンリストで、次のいずれ
かのオプションを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれかの回線でコールを受信する
と、電話のユーザは、コールを受信した回線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフフック）になっているときにいずれかの回線で
コールを受信すると、このコールにはプライマリ回線が選択されます。他の回線のコールの

呼び出し音は鳴り続けます。電話のユーザは、他の回線を選択してこれらのコールに応答す

る必要があります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified Communications Managerは Cisco CallManagerサービ
スをサポートする [常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）]サービスパラ
メータの設定を使用します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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プライム回線サポートの連携動作

データのやり取り機能

[デバイスプロファイル（Device Profile）]また
は [デフォルトのデバイスプロファイル設定
（Default Device Profile Configuration）]ウィン
ドウの [常にプライム回線を使用する（Always
Use Prime Line）]パラメータで [オン（On）]を
選択した場合、Cisco Extension Mobilityユーザ
は、Cisco Extension Mobilityをサポートするデ
バイスにログイン後にこの機能を使用できま

す。

[常にプライム回線を使用する（AlwaysUsePrime
Line）]

電話機の回線にすでにコールがある場合、Cisco
Unified Communications Managerは [コール最大
数（Maximum Number of Calls）]と [ビジート
リガー（Busy Trigger）]の設定を使用してコー
ルのルーティング方法を決定します。

[コール最大数（Maximum Number of Calls）]と
[ビジートリガー（Busy Trigger）]の設定

Cisco Unified CM Administrationの [自動応答
（Auto Answer）]ドロップダウンリストから
[ヘッドセットで自動応答（Auto Answer with
Headset）]または [スピーカフォンで自動応答
（Auto Answer with Speakerphone）]オプション
を選択した場合、[自動応答（AutoAnswer）]の
設定が [常にプライム回線を使用する（Always
UsePrimeLine）]パラメータより優先されます。

自動応答（Auto Answer）

プライム回線サポートのトラブルシューティング

プライム回線サポートを True に設定すると機能しない
問題 クラスタ全体のサービスパラメータ [常にプライム回線を使用する（AlwaysusePrimeLine）]
が [はい（True）]に設定されており、IPフォンがオフフックになると、プライマリ回線がアクティ
ブ回線になります。セカンダリ回線で電話の呼び出し音が鳴っている場合でも、ユーザがオフフッ

クになると、最初の回線だけがアクティブになります。電話はセカンダリ回線の着信コールには

応答しません。ただし、複数のラインアピアランスを備えた IPフォンを 7.1.2電話ロードで使用
すると、セカンダリ回線で呼び出し音が鳴る場合、電話はプライマリ回線を使用しません。ユー

ザがハンドセットを取ると、電話はセカンダリ回線のコールに応答します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
406

プライム回線サポートの連携動作



解決法 プライマリ回線の回線ボタンを押します。これにより、コール開始時にセカンダリ回線

が話中になりません。

[着信コールに応答できない（Unable To Answer Inbound Calls）]
問題 IP Phoneがオフフックになると、ユーザは着信コールに自動で応答することはできず、コー
ルに応答するために [応答（Answer）]ソフトキーを押す必要があります。

解決法 問題を解決するには、次の手順を実行します。

1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]で、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

4 クラスタ全体のパラメータ（デバイス -電話）で、[常にプライム回線を使用する（AlwaysUse
Prime Line）]を [いいえ（False）]に設定します。

[着信コールに自動的に応答する（Inbound Calls Are Answered Automatically）]
問題 着信コールを IP Phoneの共有回線で受信すると、ハンドセットを上げるとコールの応答が
即時に行われ、コールに応答するか、発信コールを行うかを選択できない。この動作は [自動回線
選択（Auto Line Select）]を無効に設定しても変わりません。

解決法 問題を解決するには、次の手順を実行します。

1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]で、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

4 クラスタ全体のパラメータ（デバイス -電話）で、[常にプライム回線を使用する（AlwaysUse
Prime Line）]を [いいえ（False）]に設定します。
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第 27 章

コール自動転送

• コール転送の概要, 409 ページ

• コール転送の設定タスクフロー, 411 ページ

• コール転送の連携動作と制限事項, 421 ページ

コール転送の概要

ユーザは Cisco Unified IP Phoneがコールを別の電話に転送するように設定できます。次のコール
転送タイプがサポートされています。

•帯域幅不足時転送：帯域幅不足が原因で電話番号へのコールが失敗すると、コールが転送さ
れます。また、公衆電話交換網（PSTN）をボイスメールシステムへの代替ルートとして使
用する自動代替ルーティング（AAR）接続先への転送機能が提供されます。

•代替宛先への転送：電話番号と転送先へのコールに応答がない場合にコールが転送されま
す。最終的な手段としてコールは代替接続先に転送されます。このコール転送タイプは「MLPP
代替パーティ接続先」とも呼ばれます。“”

•不在転送（CFA）：すべてのコールが 1つの電話番号に転送されます。

•話中転送（CFB）：回線が使用中であり、設定されている話中転送（CFB）トリガー値に到
達した場合にのみコールが転送されます。

•無応答時転送（CFNA）：設定されている [無応答時の呼び出し時間（No Answer Ring
Duration）]タイマーが期限切れになるか、接続先の登録が解除された後で、電話が応答しな
い場合にコールが転送されます。

•カバレッジなし時転送（CFNC）：ハントリストの電話番号をすべて使用したか、またはタ
イムアウトになった場合にコールが転送されます。カバレッジの関連ハントパイロットによ

り、最終転送に [個人の初期設定を使用（Use Personal Preferences）]“ ”が指定されます。

•未登録不在転送（CFU）：リモートWANリンクの障害が原因で電話が未登録の場合にコー
ルが転送されます。また、公衆電話交換網（PSTN）経由での自動再ルーティング機能が提供
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されます。発信者のタイプ（内部または外部）に基づいてコールを転送することもできま

す。

• CFA接続先オーバーライド：コールの転送先ユーザ（ターゲット）が、コールが転送される
ユーザ（イニシエータ）にコールを発信するときに、コールが転送されます。ターゲットに

コールが転送される代わりに、イニシエータの電話で呼出音が鳴ります。

不在転送（CFA ループ防止と CFA ループブレークアウトを含む）
不在転送（CFA）では、電話ユーザが 1つの電話番号にすべてのコールを転送できます。

CFAは内線コールと外線コールに設定できます。またコーリングサーチスペース（CSS）を設定
して、ボイスメールシステムやダイヤルした接続先番号にコールを転送できます。Cisco Unified
Communications Managerには、CFAのセカンダリコーリングサーチスペース設定フィールドが
あります。CFAのセカンダリ CSSと、CFAの既存の CSSとの組み合わせにより、代替 CSSシス
テム設定がサポートされます。CFAをアクティブにすると、CFA接続先の検証および CFA接続
先へのコールのリダイレクトには、CFAのプライマリ CSSとセカンダリ CSSだけが使用されま
す。これらのフィールドが空白の場合、ヌル CSSが使用されます。CFAのプライマリ CSSで設
定されている CSSフィールドと、CFAのセカンダリ CSSのフィールドだけが使用されます。電
話から CFAをアクティブにすると、CFAの CSSと CFAのセカンダリ CSSを使用して CFA接続
先が検証され、この CFA接続先がデータベースに書き込まれます。CFAがアクティブな場合、
CFA接続先は常に、CFAの CSSおよび CFAのセカンダリ CSSに対して検証されます。

Cisco Unified Communications Managerでは、CFAループが特定されると電話での CFAアクティブ
化が防止されます。たとえば、電話番号が1000の電話でユーザが [不在（CFwdALL）]ソフトキー
を押し、CFA接続先として 1001を入力し、1001がすべてのコールを電話番号 1002に転送し、
1002がすべてのコールを電話番号 1003に転送し、1003がすべてのコールを 1000に転送する場合
に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはコール転送ループを検出します。この状況では、Cisco
Unified Communications Managerはループが発生していることを特定し、電話番号 1000の電話で
CFAのアクティブ化を防止します。

同一電話番号が異なるパーティションに存在している場合、たとえばパーティション 1と 2に
電話番号 1000が存在している場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerではその電話でCFA
をアクティブにできます。

ヒント

CFAループは呼処理には影響しません。これは、Cisco Unified Communications Managerでは CFA
ループブレークアウトをサポートしており、これによりCFAループが特定されると、転送チェー
ンの電話番号の 1つで CFNA、CFBなどの転送オプションが CFAとともに設定されている場合で
も、コールが転送チェーン全体を通過し、不在転送ループを抜けて、ループが予期されていると

おりに完了することが保証されるためです。

たとえば、電話番号 1000の電話のユーザがすべてのコールを電話番号 1001に転送し、1001がす
べてのコールを電話番号 1002に転送し、1002がすべてのコールを電話番号 1000に転送すると、
CFAループが発生します。さらに、電話番号 1002では電話番号 1004への CFNAが設定されてい
るとします。電話番号 1003の電話のユーザが電話番号 1000にコールを発信すると、コールは
1001に転送され、さらに 1002に転送されます。CiscoUnified CommunicationsManagerはCFAルー
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プを特定し、ループを終了させるコールが電話番号 1002への接続を試行します。電話番号 1002
の電話のユーザがコールに応答する前に [無応答時の呼び出し時間（No Answer Ring Duration）]
タイマーが期限切れになると、Cisco Unified Communications Managerはコールを電話番号 1004に
転送します。

1つのコールについて Cisco Unified Communications Managerが複数の CFAループを特定すること
があります。この場合、各ループが特定されるたびにコールの接続が試行されます。

コール転送の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

管理者は、設計基準と要件に基づいて、特定の番号

へのコール転送を制限するようにパーティションを

設定できます。

コール転送のパーティション

の設定, （412ページ）
ステップ 1   

管理者は、設計基準と要件に基づいて、特定の番号

へのコール転送を制限するようにコーリングサーチ

スペースを設定できます。

コール転送のコーリングサー

チスペースの設定, （413ペー
ジ）

ステップ 2   

ハントが失敗したときにコールを転送できます（つ

まり、ハントパーティが応答せずにハントが終了し

ハントリストが使用できない

場合またはハントタイマーが

ステップ 3   

た場合。これは、リストのハント番号の電話が取ら期限切れになった場合のコー

ル転送の設定, （414ページ） れなかった、またはハントタイマーがタイムアウト

したことが原因です）。

帯域幅が不十分であるために発信された電話番号へ

のコールが失敗した場合、代替ルートとして公衆電

帯域幅不足時転送の設定, （
417ページ）

ステップ 4   

話交換網（PSTN）を使用して自動代替ルーティン
グ（AAR）の接続先に、またはボイスメールシス
テムに、コールを転送できます。

応答されなかったコールは、電話番号と転送された

接続先に転送できます。最終的な手段としてコール

は代替接続先に転送されます。

代替宛先への転送の設定, （
419ページ）

ステップ 5   

CFA、CFB、CFNA、CFNC、CFUなどの追加の転送
タイプを設定できます。これらすべての転送タイプ

その他のコール転送タイプの

設定, （420ページ）
ステップ 6   

は、[電話番号の設定（Directory Number
Configuration）]ウィンドウから設定できます。

管理者は、CFAの接続先が CFAの転送元に発信し
たときに CFAをオーバーライドできます。これに

コール転送の転送先オーバー

ライドの有効化, （421ペー
ジ）

ステップ 7   

より、CFAの接続先は、重要なコールがある場合に
転送元に到達できるようになります。
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目的コマンドまたはアクション

コール転送のパーティションの設定

パーティションを設定して、電話番号（DN）の論理グループと、到達可能性の特徴が類似した
ルートパターンを作成します。パーティションを作成することで、ルートプランが組織、場所、

コールタイプに基づいた論理サブセットに分割されることになり、コールルーティングが容易に

なります。複数のパーティションを設定できます。

設計基準と要件に基づいて特定の番号へのコール転送を制限するためにパーティションを設定し

ます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。
ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有の

パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用で
きます。パーティション名に関するガイドラインについては、「関連項目」の項を参照してくだ

さい。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用できません。
説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自動
でパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。
ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける

スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デバ
イスのタイムゾーンと [スケジュール（Time Schedule）]が比較され、パーティションが着信
コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ドロッ
プダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケジュール

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
412

コール転送の設定タスクフロー



（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用できるかどうか
が判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

コール転送のパーティション名のガイドライン, （413ページ）

コール転送のパーティション名のガイドライン

コーリングサーチスペースのパーティションのリストは最大 1024文字に制限されています。つ
まり、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。次の
表を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリングサーチスペースに追加できる

パーティションの最大数を決定します。

表 20：パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402文字

2563文字

2044文字

1725文字

。。。。

9210文字

6415文字

コール転送のコーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられるルートパーティションの番号

付きリストです。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようとする際

に検索できるパーティションが決定されます。

特定の番号へのコール転送を設計基準と要件に基づいて制限するには、コーリングサーチスペー

スを設定します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長50文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダー
スコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。

•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパーティ
ションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使
用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ハントリストが使用できない場合またはハントタイマーが期限切れになった場合の

コール転送の設定

ハントの概念はコール転送とは異なります。ハントを使用すると、Cisco Unified Communications
Managerが 1つ以上の番号リストにコールを転送でき、各リストは一定のアルゴリズムのセット
から選択されるハント順序を指定します。これらのリストからコールがハントパーティに転送さ

れ、パーティが応答できなかった、または話中であった場合、次のハントパーティでハントが再

開されます（次のハントパーティは現在のハントアルゴリズムによって異なります）。その後、

ハントは対象となる相手の無応答時転送（CFNA）、話中転送（CFB）、または不在転送（CFA）
の設定値を無視します。

コール転送では、着信側が応答できなかった、または話中でありハントが行われなかった場合に

コールをどのように転送するか（転送またはリダイレクト）を詳細に制御できます。たとえば、
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回線のCFNA値がハントパイロット番号に設定されている場合、その回線へのコールに応答がな
かったら、コールはハントパイロット番号に転送され、ハントが開始されます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt Pilot）]を選択します。
[ハントパイロットの検索と一覧表示（Find and List Hunt Pilots）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
設定済みのハントパイロットのリストが表示されます。

ステップ 3 ハントが失敗したときにコール処理を設定するパターンを選択します。

[ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ハントコール処理設定（Hunt Call Treatment Settings）]エリアで [ハントパイロットの設定（Hunt
Pilot Configuration）]のフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細につい
ては、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

コール転送に関するハントコール処理フィールド, （415ページ）

コール転送に関するハントコール処理フィールド

説明フィールド

ハントコール処理の設定（Hunt Call Treatment Settings）

[無応答時ハント転送（Forward Hunt No Answer）]フィールドまたは [話中ハント転送
（Forward Hunt Busy）]フィールドは、ルートリスト経由でコールを移動するために
設計されたものです。キューイングはルートリスト内で発信者を保持するために使用

されます。そのため、キューイングを有効にすると、[無応答時ハント転送（Forward
Hunt No Answer）]と [話中ハント転送（Forward Hunt Busy）]の両方が自動的に無効
になります。逆に、[無応答時ハント転送（Forward Hunt No Answer）]または [話中ハ
ント転送（Forward Hunt Busy）]を有効にすると、キューイングが自動的に無効にな
ります。

（注）
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説明フィールド

ハントリスト経由で配信されたコールが特定の期間応答を返さな

かった場合に、このフィールドでそのコールの転送先を指定しま

す。次のいずれかのオプションを選択します。

•無応答コールを転送しない（DoNotForwardUnansweredCalls）

• [回線グループメンバーの転送設定を使用（UseForwardSettings
ofLineGroupMember）]（[個人の初期設定を使用（UsePersonal
Preferences）]チェックボックスの代わり）

•無応答コールを転送する（Forward Unanswered Calls to）

◦ [宛先（Destination）] —コールを転送する必要がある電
話番号を入力します。

◦ [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）] —
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用される

コーリングサーチスペースをドロップダウンリストか

ら選択します。

• [最大ハントタイマー（Maximum Hunt Timer）] —キューイン
グを使用しないハンティングの最大時間を指定する値（秒単

位）を入力します。

有効な値は 1～ 3600です。デフォルト値は 1800秒（30分）
です。

このタイマーは、期限が切れる前に、ハントメンバーがコー

ルに応答するか、ハントリストが使い果たされた場合に、

キャンセルされます。このタイマーの値を指定しなかった場

合は、ハントメンバーが応答するか、ハントリストが使い果

たされるまで、ハンティングが継続されます。どちらのイベ

ントも発生しなかった場合は、最終処理用のコールが受信さ

れてから 30分間ハンティングが継続されます。

ハンティングが [転送最大ホップ数（Forward Maximum
HopCount）]サービスパラメータで指定されたホップ数
を超えた場合は、ハンティングが 30分の最大ハントタ
イマー値の前に期限切れになり、発信者にリオーダー音

が流されます。

（注）

無応答時ハント転送

（Forward Hunt No Answer）
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説明フィールド

ハントリスト経由で配信されたコールが特定の期間応答を返さな

かった場合に、このフィールドでそのコールの転送先を指定しま

す。次のいずれかのオプションを選択します。

•無応答コールを転送しない（DoNotForwardUnansweredCalls）

•回線グループメンバーの転送設定を使用（UseForwardSettings
of Line Group Member）

•無応答コールを転送する（Forward Unanswered Calls to）

◦ [宛先（Destination）] —コールを転送する必要がある電
話番号を入力します。

◦ [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）] —
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用される

コーリングサーチスペースをドロップダウンリストか

ら選択します。

話中ハント転送（Forward
Hunt Busy）

帯域幅不足時転送の設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]を選択します。
[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
設定済みの電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 帯域幅が不足しているときのコール転送を設定する電話番号を選択します。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [AAR設定（AAR Settings）]エリアのフィールドを設定します。フィールドとその設定オプショ
ンの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

コール転送に関する電話番号設定フィールド, （418ページ）

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
417

コール転送の設定タスクフロー



コール転送に関する電話番号設定フィールド

説明フィールド

コールをボイスメールに転送する場合にこの

チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにする

と、Cisco Unified Communications
Managerは、[宛先（Destination）]
フィールドと [コーリングサーチス
ペース（CallingSearchSpace）]フィー
ルドの値を無視します。

（注）

[ボイスメール（Voicemail）]

外部電話番号マスクを使用する代わりに、ダイ

ヤルする AAR接続先を決定するための接続先
マスクを入力します。

[AAR接続先マスク（AAR Destination Mask）]

ドロップダウンリストから AARグループを選
択します。これは、帯域幅不足のためにブロッ

クされるコールをルーティングするために使用

するプレフィックス番号を提供します。[なし
（None）]を選択した場合、サーバはブロック
されたコールを再ルーティングしようとしませ

ん。

この値は、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]から、[優先代
替パーティタイムアウト（Precedence Alternate
Party Timeout）]サービスパラメータを設定す
ることもできます。

[AARグループ（AAR Group）]

デフォルトで、電話番号設定によってコールの

AARレッグがコール履歴に保持されます。これ
により、ボイスメールシステムへの AAR転送
でユーザがボイスメッセージを残すよう確実に

促されます。

このチェックボックスをオンにすると、コール

のAARレッグがコール転送履歴に残されます。

この接続先を不在転送履歴に保持する（Retain
this destination in the call forwarding history）
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代替宛先への転送の設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]を選択します。
[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
設定済みの電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 代替宛先を設定する電話番号を選択します。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [MLPPの代理パーティと社外秘アクセスレベル設定（MLPPAlternate Party And Confidential Access
Level Settings）]エリアのフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細につ
いては、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

コール転送のためのMLPP代替パーティおよび社外秘アクセスレベル設定フィールド, （419
ページ）

コール転送のための MLPP 代替パーティおよび社外秘アクセスレベル設定フィールド

説明フィールド

ディレクトリ番号が優先コールを受信し、この

番号とそのコール転送先の両方が優先コールに

応答しない場合に、MLPP優先コールを転送す
る番号を入力します。

値には、数字、シャープ（#）およびアスタリ
スク（*）を使用できます。

転送先（Target、接続先）

ドロップダウンリストから、MLPP代替パー
ティのターゲット（接続先）番号に関連付ける

コーリングサーチスペースを選択します。

MLPPコーリングサーチスペース（MLPP
Calling Search Space）
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説明フィールド

このディレクトリ番号とそのコール転送先が優

先コールに応答しない場合に、MLPP優先コー
ルをこのディレクトリ番号の代替パーティに転

送するまでに待機する秒数（4～ 60）を入力し
ます。

この値は、CiscoUnifiedCMの管理の [システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]から、[優先代替パーティタイム
アウト（Precedence Alternate Party Timeout）]で
設定できます。

[MLPP無応答時の呼び出し時間（秒）（MLPP
No Answer Ring Duration (seconds)）]

その他のコール転送タイプの設定

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウから、不在転送（CFA）、話中転
送（CFB）、無応答時転送（CFNA）、カバレッジなし時転送（CFNC）、未登録不在転送（CFU）
を設定できます。

はじめる前に

コール転送機能を意図されたとおりに機能させるため、さまざまなパーティションの設定済みの

電話と電話番号に、コール転送コーリングサーチスペースも設定するよう推奨します。そうしな

いと、転送が失敗する場合があります。コール転送の接続先にコールが転送またはリダイレクト

されると、設定されているコール転送のコールサーチスペースがコール転送に使用されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerから、[コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号の
設定（Directory Number Configuration）]を選択します。
[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 CFA、CFB、CFNA、CFNC、CFUを設定するには、[電話番号の設定（Directory Number
Configuration）]ウィンドウの [コール転送とコールピックアップの設定（Call Forwarding and Call
PickupSettings）]フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、
「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

コール転送のフィールド
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コール転送の転送先オーバーライドの有効化

コール転送の転送先オーバーライドを有効にすると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはCFA
の宛先が発信者番号と一致したときにCFAの宛先を無視します。オーバーライドは、内部コール
と外部コールの両方に適用されます。

発信者番号が変換されている場合、発信者番号はCFAの宛先と一致せず、オーバーライドは発生
しません。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
[サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -保留復帰（Clusterwide Parameters (Feature - Hold Reversion)）]
領域で、[CFAの宛先オーバーライド（CFA Destination Override）]サービスパラメータ値を [はい
（True）]に設定します。

コール転送の連携動作と制限事項

コール転送の連携動作

データのやり取り機能

コールバック通知画面から発信したコールは、着信側 DNで設定
されているすべてのコール転送設定値をオーバーライドします。

コールバックリコールタイマーが期限切れになる前にコールを発

信する必要があります。このようにしないと、コールはコール転

送設定値をオーバーライドしません。

コールバック

接続番号表示制限は、このシステムから発信されるすべてのコー

ルに適用されます。この値を [True]に設定すると、このフィール
ドは既存の Cisco Unified Communications Managerアプリケーショ
ン、機能、および呼処理と透過的に連携して動作します。この値

は、システムの内部または外部で終了するすべてのコールに適用

されます。接続番号表示が更新され、不在転送または話中転送の

転送先にコールがルーティングされるか、コール転送または CTI
アプリケーションでリダイレクトされる場合、変更された番号ま

たはリダイレクトされた番号が表示されるようになりました。

コール表示の制限
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データのやり取り機能

CiscoUnified IP Phoneでは、サイレント（DND）機能がアクティブ
であることを示すメッセージがユーザに新しいボイスメッセージ

が届いていることを示すメッセージよりも優先されます。ただし、

不在転送機能がアクティブであることを通知するメッセージがDND
よりも優先されます。

サイレント

外部コール制御はトランスレーションパターンレベルでコールを

代行受信しますが、コール転送は電話番号レベルでコールを代行

受信します。外部コール制御が優先されます。コール転送が起動

されるコールの場合、トランスレーションパターンに外部コール

制御プロファイルが割り当てられていると、Cisco Unified
Communications Managerは付加ルートサーバにルーティングクエ
リを送信します。コール転送がトリガーされるのは、付加ルート

サーバが Cisco Unified Communications Managerに Continueオブリ
ゲーションと Permit決定を送信する場合だけです。

外部コール制御に対応した [コール転送ホップカウント
（Call Diversion Hop Count）]サービスパラメータと、
コール転送に対応した [コール転送コールホップカウン
ト（Call Forward Call Hop Count）]サービスパラメータ
は相互に独立しており、個別に機能します。

（注）

外部コール制御

Cisco Extension Mobility Cross Clusterはコール転送をサポートして
います。

クラスタ間のエクステン

ションモビリティ

（Extension Mobility Cross
Cluster）

Extend and Connectは不在転送をサポートしています。Extend and Connect

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの
[無応答時転送（Forward No Answer）]フィールドが設定されてい
ない場合、コール転送はクラスタ全体の CFNAタイマーサービス
パラメータ [無応答時転送タイマー（Forward No Answer Timer）]
を使用します。

コール転送と同時にユーザが [即転送（iDivert）]ソフトキーを押
すと、コールはボイスメールではなく、割り当てられているコー

ル転送電話番号に転送されます。これは、タイマーで設定されて

いる時間が短すぎるためです。この状況を解決するには、CFNAタ
イマーサービスパラメータに十分な時間（例：60秒）を設定しま
す。

即時転送
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データのやり取り機能

CiscoUnified CommunicationsManagerは、着信および転送デバイス
に関連付けられている地理位置 ID情報を使用して、論理パーティ
ションポリシーチェックを実行します。この処理はすべてのコー

ル転送に適用されます。

論理パーティション設定
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データのやり取り機能

Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）
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データのやり取り機能

話中転送

•必要に応じて、MLPP対応ステーションに事前設定の優先代
替パーティターゲットを設定できます。

• Cisco Unified Communications Managerは、優先コールに優先
代替パーティ転送手順を適用する前に、通常の方法で優先コー

ルを転送するため話中転送機能を適用します。

•複数の転送コール間ではコールの優先度が維持されます。

•着信優先コールの優先度が既存のコールの優先度より高い場
合は、プリエンプションが実行されます。優先コールの転送

先ステーションがコールを切断するまで、アクティブコール

のプリエンション側に対し、連続的なプリエンプショントー

ンが再生され続けます。コール切断後は、優先コールの転送

先ステーションに対し、優先呼び出し音が再生されます。転

送先ステーションは、オフフックになるとプリエンプション

コールに接続します。

無応答時転送

•優先レベルが [プライオリティ（Priority）]以上のコールの場
合、呼処理により、転送プロセスでコールの優先レベルが維

持され、転送先ユーザがプリエンプション処理されることが

あります。

•優先コールの転送先として代替パーティが設定されている場
合、優先コール代替パーティタイムアウトが期限切れになっ

た後で、呼処理により優先コールは代替パーティに転送され

ます。優先コールの転送先で [代替パーティ（AlternateParty）]
値が設定されていない場合、呼処理により優先コールが [無応
答時転送（Call Forward No Answer）]値に転送されます。

•通常、優先コールはボイスメールシステムではなくユーザに
ルーティングされます。管理者は、優先コールがボイスメー

ルシステムにルーティングされることを防ぐため、[優先コー
ルに標準 VM処理を使用する（Use Standard VM Handling For
Precedence Calls）]エンタープライズパラメータを設定しま
す。

着信優先コールの優先度が既存のコールの優先度以下の場合、呼

処理では通常のコール転送が実行されます。優先コールの転送先

ステーションがプリエンプティブ処理可能ではない場合（MLPPが
設定されていない場合）、呼処理ではコール転送が実行されます。

代替パーティ転送（APD）は、特殊なコール転送で構成されます。
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データのやり取り機能

ユーザがAPDに対して設定されていて、優先コールの転送先電話
番号（DN）が通話中か、応答しない場合、APDが実行されます。
MLPP APDは、優先コールだけに適用されます。MLPP APDコー
ルにより、優先コールの [DN無応答時転送（DN Call Forward No
Answer）]値は無効になります。

着信側デバイスの SIPプロファイルでのみプライバシーが設定さ
れており、不在転送（CFA）、話中転送（CFB）、または未登録不
在転送（CFUR）が有効である場合、設定されている呼び出し表示
が「“private”」の代わりに表示されます。コール転送で「“private”」
が表示されるようにするには、SIPプロファイルではなくトランス
レーションパターンまたはルートパターンで名前表示制限を設定

することが推奨されます。

通信履歴の元の着信側名

保護されている電話では不在転送がサポートされています。セキュアトーン

ユーザがコールを切り替えると、新しいコールがデスクフォンに

表示されます。デスクフォンが点滅している場合、デスクフォン

では切り替えたコールに対する不在転送がトリガーされません。

セッションハンドオフ
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コール転送の制限事項

制約事項機能

• [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications
Manager Administration）]またはCisco Unified Communications
セルフケアポータルで不在転送がアクティブになる場合、

Cisco Unified Communications Managerは CFAループを防止し
ません。

• Cisco Unified Communications Managerが不在転送ループを防
止するのは、CFAが電話からアクティブにされている場合、
不在転送コールのホップ数が、[転送の最大ホップ数（Forward
Maximum Hop Count）]サービスパラメータに指定されてい
る値を超えている場合、および転送チェーン内のすべての電

話で（CFB、CFNA、およびその他のコール転送オプション
ではなく）CFAがアクティブになっている場合です。

たとえば、電話番号 1000のユーザが電話番号 1001に不在転
送し、電話番号 1001では CFBと CFNAが電話番号 1002に
設定されており、電話番号 1002では CFAが電話番号 1000
に設定されている場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
ではコールが発信されます。これは、電話番号 1002が、電
話番号 1001の（CFAではなく）CFBおよび CFNA接続先と
して動作するためです。

•ボイスメールシステムに不在転送する場合は、コールバック
をアクティブにできません。

• [即転送（iDivert）]ソフトキーを押すと、[不在転送タイムア
ウト（Forward No Answer Timeout）]に関連する一般的では
ない状態が発生します。たとえば、無応答時転送タイムアウ

ト直後にマネージャが [即転送（iDivert）]ソフトキーを押す
と、コール転送によりコールが事前に設定されている電話番

号に転送されます。ただし、無応答時転送タイムアウト前に

マネージャが [即転送（iDivert）]ソフトキーを押すと、即時
転送によりコールがマネージャのボイスメールに転送されま

す。

コール自動転送

不在転送（CFA）と話中転送（CFB）がアクティブになっている
場合、システムは即時転送をサポートしません（CFAとCFBが即
時転送より優先されます）。

即時転送

インターコムコールを転送することはできません。インターコム
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制約事項機能

SIPを実行している電話（7906、7911、7941、7961、7970、およ
び 7971）がハントグループにログインしていて [不在転送（Call
ForwardAll）]がアクティブになっている場合、コールはSIPを実
行している電話に表示されます。

SIPを実行する 7940および 7960 IPフォンがハントグループにロ
グインし、不在転送がアクティブな場合、この電話はスキップさ

れ、回線グループの次の電話が呼び出されます。

ハントグループからのログ

アウト

論理パーティション処理は、次の状況では行われません。

•発信者と転送されたデバイスの両方が Voice over IP（VoIP）
電話の場合。

•地理位置情報または地理位置情報フィルタがどのデバイスに
も関連付けられていない場合。

論理パーティション設定

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）による補足サービス
のサポートにより、コール転送に関する次の制限事項が指定され

ます。

•着信MLPPコールの不在転送（CFA）サポートにより、MLPP
代替パーティ（MAP）ターゲットが設定されている場合に
は、着信側のMAPターゲットにコールが常に転送されます。
設定が誤っている場合（MAPターゲットが指定されていな
い場合）、コールは拒否され、発信側にリオーダー音が聞こ

えます。

•着信MLPPコールの無応答時転送（CFNA）サポートにより、
コールは CFNAターゲットに 1回転送されます。MAPター
ゲットが設定されている場合、最初のホップの後にコールに

対する応答がないと、コールは元の着信側のMAPターゲッ
トに転送されます。設定が誤っている場合（MAPターゲッ
トが指定されていない場合）、コールは拒否され、発信側に

リオーダー音が聞こえます。

•着信MLPPコールの話中転送（CFB）サポートにより、設定
されている転送ホップの最大数までコールが転送されます。

MAPターゲットが設定されている場合、最大ホップ数に達
すると、コールは元の着信側のMAPターゲットに転送され
ます。設定が誤っている場合（MAPターゲットが指定され
ていない場合）、コールは拒否され、発信側にリオーダー音

が聞こえます。

Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）
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第 28 章

コールピックアップ（Call Pickup）

• コールピックアップの概要, 429 ページ

• コールピックアップの設定タスクフロー, 431 ページ

• コールピックアップの連携動作と制限事項, 453 ページ

コールピックアップの概要

コールピックアップ機能により、ユーザは自分以外の電話番号に着信したコールに応答できま

す。

グループコールピックアップの概要

グループコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは別のグループ内の着信コールをピック

アップできます。Cisco Unified IP Phoneからこの機能をアクティブにした場合は、ユーザが適切
なコールピックアップグループ番号をダイヤルする必要があります。このタイプのコールピッ

クアップには [Gピック（GPickUp）]ソフトキーを使用します。ピックアップグループに複数の
コールが着信しているときに電話のグループコールピックアップ機能をユーザが起動すると、最

も長く鳴っていた着信コールに接続されます。電話のモデルに応じて、プログラム可能な機能ボ

タン [グループピックアップ（Group Pickup）]または [グループピックアップ（Group Pickup）]
ソフトキーのいずれかを使用して、着信コールをピックアップします。自動グループコールピッ

クアップが有効ではない場合、ユーザは [Gピックアップ（GPickUp）]ソフトキーを押し、別の
ピックアップグループのグループ番号をダイヤルし、コールに応答して接続する必要がありま

す。

他のグループピックアップの概要

他のグループピックアップ機能により、自身のグループに関連付けられているグループ内の着信

コールをピックアップできます。CiscoUnifiedCommunicationsManagerでは、ユーザがCiscoUnified
IPPhoneからこの機能をアクティブにすると、関連グループ内で着信コールが自動的に検索され、
このコールが接続されます。ユーザはこのタイプのコールピックアップに [他 Grp（OPickUp）]
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ソフトキーを使用します。自動他グループピックアップが有効な場合、コールを接続するには [他
Grp（OPickUp）]および [応答（Answer）]ソフトキーを押す必要があります。電話のモデルに応
じて、プログラム可能な機能ボタン [コールピックアップ（Call Pickup）]または [コールピック
アップ（Call Pickup）]ソフトキーのいずれかを使用して、着信コールをピックアップします。

複数の関連グループが存在する場合、1番目の関連グループが、コール応答の優先順位が最も高
いグループになります。たとえば、グループ A、B、および Cがグループ Xに関連付けられてい
る場合、コール応答の優先度はグループAが最も高く、グループ Cが最も低くなります。グルー
プ Xはグループ Aの着信コールをピックアップしますが、グループ Cで、グループ Aでの着信
コールよりも前に着信したコールがある可能性があります。

複数の着信コールが当該グループ内で発生する場合に最初にピックアップされるコールは、最

も長くアラート状態になっているコール（呼び出し時間が最も長いコール）です。他のグルー

プコールピックアップ機能では、複数の関連ピックアップグループが設定されている場合に

は呼び出し時間よりも優先度が優先されます。

（注）

ダイレクトコールピックアップの概要

ダイレクトコールピックアップ機能では、ユーザが [Gピック（GPickUp）]または [グループピッ
クアップ（Group Pickup）]ソフトキーを押し、呼び出し音が鳴っているデバイスの電話番号を入
力することで、そのDNで呼び出し中のコールに直接応答できます。自動ダイレクトコールピッ
クアップ機能が有効になっていない場合、ユーザは [Gピック（GPickUp）]ソフトキーを押し、
呼び出し音が鳴っている電話の DNにダイヤルし、コールに応答する必要があります。これによ
りユーザの電話で呼び出し音が鳴り、接続が確立されます。CiscoUnifiedCommunicationsManager
は関連グループメカニズムを使用して、ダイレクトコールピックアップ機能を使って着信コー

ルをピックアップするユーザの権限を制御します。ユーザの関連グループによって、そのユーザ

が属するピックアップグループに関連する 1つ以上のコールピックアップグループが指定され
ます。

DNからの呼び出しコールをユーザが直接ピックアップするには、ユーザの関連グループに、その
DNが属するピックアップグループが含まれている必要があります。2人のユーザがそれぞれ異な
る 2つのコールピックアップグループに属しており、一方のユーザの関連グループにもう一方の
ユーザのコールピックアップグループが含まれていない場合、そのユーザは、もう一方のユーザ

からのコールをピックアップするためにダイレクトコールピックアップを起動できません。

ユーザがダイレクトコールピックアップ機能を起動し、DNを入力して着信コールをピックアッ
プすると、そのユーザは指定した電話に着信するコールに接続されます。そのコールが、DNが属
するコールピックアップグループ内で最も長く鳴っているコールかどうかは問われません。特定

のDNで複数のコールが呼び出し音を鳴らし、ユーザがダイレクトコールピックアップを起動し
て DNからのコールをピックアップすると、ユーザは指定された DNで最も長く鳴っていた着信
コールに接続されます。
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BLF コールピックアップの概要
BLFコールピックアップ機能によって、Cisco Unified Communications Managerで、BLF DNから
のコールへの応答を待つ間、電話ユーザを通知できるようになります。BLFコールピックアップ
イニシエータ（コールに応答する電話）は、次に利用可能な回線または指定された回線として選

択されます。指定された回線を使用するには、BLFSDボタンが押されるまで、回線をオフフック
のままにする必要があります。ハントリストメンバー DNを BLF DNとして設定し、ハントリ
ストメンバーへの着信コールに BLFコールピックアップイニシエータが応答するように設定で
きます。ハントリストメンバーへの着信コールは、ハントリストからの着信の場合と、ダイレ

クトコールの場合があります。それぞれのケースの動作は、ハントリストメンバー DN、BLF
DN、ハントパイロット番号に対してコールピックアップを設定する方法によって異なります。
[有効な自動コールピックアップ（Auto Call Pickup Enabled）]サービスパラメータが無効に設定
されているときにコールピックアップが発生した場合、電話をオフフックのままにするか、ユー

ザが応答キーを押してコールに応答する必要があります。

電話の BLF SDボタンは、次のいずれかの状態になっています。

•アイドル：BLF DNへのコールがないことを示します。

•話中：BLF DNへの少なくとも 1つのアクティブなコールがありますが、アラートは存在し
ないことを示します。

•アラート：BLF DNへの少なくとも 1つの着信コールがあることを点滅によって示します。

BLF DNへの着信コールがある場合、BLFコールピックアップイニシエータである電話の BLF
SDボタンが点滅して、BLF DNへの着信コールがあることを示します。[自動コールピックアッ
プ（Auto Call Pickup）]が設定されている場合、ユーザがコールピックアップイニシエータであ
る電話の BLF SDボタンを押して着信コールに応答します。自動コールピックアップが設定され
ていない場合、電話をオフフックのままにするか、ユーザが応答キーを押してコールに応答する

必要があります。

コールピックアップの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

使用するコールピックアップ機能それぞれに、コー

ルピックアップグループを設定します。

コールピックアップグループの設

定, （434ページ）
ステッ

プ 1   

•コールピックアップ（Call Pickup）

•グループコールピックアップ

•他のコールピックアップ

•ダイレクトコールピックアップ
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目的コマンドまたはアクション

• BLFコールピックアップ

一意の名前と電話番号を持つグループを定義する必

要があります。

コールピックアップを有効にする電話に関連付け

られた電話番号に、作成した各コールピックアッ

電話番号へのコールピックアップ

グループの割り当て, （435ペー
ジ）

ステッ

プ 2   
プグループを割り当てます。この機能を使用する

には、電話番号をコールピックアップグループに

割り当てる必要があります。

作成したコールピックアップグループごとにこの

手順を繰り返します。

BLFコールピックアップを設定している場合、こ
の手順を実行します。

別のコールピックアップグループ

を作成し、ステップ 1, （431ペー
ステッ

プ 3   
ジ）で作成したBLFコールピック

別のコールピックアップグループを必ず

作成する必要があるわけではありません。

たとえば、イニシエータDNと接続先DN
の両方が含まれる単独のコールピック

アップグループを設定できます。このよ

うな場合、BLFコールピックアップグ
ループにそれ自体を関連付けます。

（注）
アップグループに関連付けます。

1つのコールピックアップグルー
プを複数の BLF DNコールピック
アップグループに関連付けること

ができます。

パーティションを設定して、到達可能性の特徴が類

似した電話番号（DN）の論理グループを作成しま
コールピックアップのパーティ

ションの設定, （435ページ）
ステッ

プ 4   
す。コールピックアップグループへのアクセスを

制限するためにパーティションを使用できます。

コールピックアップグループの番号をパーティショ

ンに割り当てると、そのパーティション内の番号に

ダイヤルできる電話のみが、コールピックアップ

グループを使用できます。

ダイレクトコールピックアップでは、この手順を

実行する必要があります。他の種類のコールピッ

クアップではこれはオプションです。

パーティションを設定する場合、コーリングサー

チスペースも設定する必要があります。コーリン

コーリングサーチスペースの設

定, （437ページ）
ステッ

プ 5   
グサーチスペースを設定し、発信側デバイスがコー

ルを終了しようとする際に検索できるパーティショ

ンを指定します。

ダイレクトコールピックアップでは、この手順を

実行する必要があります。他の種類のコールピッ

クアップではこれはオプションです。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
432

コールピックアップの設定タスクフロー



目的コマンドまたはアクション

回線グループメンバーにアラートを発信するコー

ルを取ることができるように、ハントパイロット

（オプション）ハントパイロット

へのコールピックアップグループ

の割り当て, （437ページ）

ステッ

プ 6   
DNにコールピックアップグループを割り当てま
す。コールピックアップグループに割り当てられ

たハントリストは、コールピックアップ、グルー

プコールピックアップ、BLFコールピックアッ
プ、他のグループピックアップ、ダイレクトコー

ルピックアップを使用できます。

ピックアップグループ内の他のメンバーがコール

を受信したときに通知を設定します。音声やビジュ

アル通知、あるいはその両方を設定できます。

（オプション）通知の設定：ステッ

プ 7   •コールピックアップ通知の設
定, （438ページ）

•電話番号のコールピックアッ
プ通知の設定,（441ページ）

• BLFコールピックアップ通知
の設定, （439ページ）

ダイレクトコールピックアップを設定する前に、

パーティションとコーリングサーチスペースを設

ダイレクトコールピックアップの

設定：

ステッ

プ 8   
定する必要があります。ダイレクトコールピック•時間帯の設定,（443ページ）
アップでは、ダイレクトコールピックアップ機能

•スケジュールの設定, （443
ページ）

を要求したユーザのコーリングサーチスペースに、

ユーザがコールをピックアップするDNのパーティ
ションを含める必要があります。•パーティションとスケジュー

ルの関連付け,（444ページ） 期間およびタイムスケジュールは、関連付けられ

たグループ内のメンバーがコールに応答可能な時刻

を指定します。

自動コール応答を有効にして、自動コール応答のタ

イマーを設定します。

（オプション）自動コール応答の

設定：

ステッ

プ 9   

•自動コールピックアップの設
定, （444ページ）

• BLF自動ピックアップの設
定, （445ページ）

使用するコールピックアップ機能向けに電話ボタ

ンテンプレートを設定します。

電話ボタンテンプレートの設定：ステッ

プ 10   •コールピックアップの電話ボ
タンテンプレートの設定, （
446ページ）

•短縮ダイヤル BLF

•コールピックアップ（Call Pickup）
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目的コマンドまたはアクション

•グループコールピックアップ•電話機とコールピックアップ
ボタンテンプレートの関連付

け, （447ページ）
•他のグループのピックアップ

ダイレクトコールピックアップでは、グループ

コールピックアップボタンを使用します。
• BLFコールピックアップイ
ニシエータのBLF短縮ダイヤ
ル番号の設定,（448ページ）

使用するコールピックアップ機能向けにソフトキー

を設定します。

コールピックアップのソフトキー

の設定, （448ページ）
ステッ

プ 11   

•コールピックアップ（Pickup）•コールピックアップのソフト
キーテンプレートの設定, （
449ページ）

•グループコールピックアップ（GPickup）

•他のグループピックアップ（OPickup）•共通デバイス設定とソフト
キーテンプレートの関連付

け, （450ページ）
ダイレクトコールピックアップでは、グループ

コールピックアップソフトキーを使用します。

•電話機とソフトキーテンプ
レートの関連付け ,（452ペー
ジ）

コールピックアップグループの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]を選択します。
[コールピックアップグループの検索と一覧表示（Find and List Call Pickup Groups）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[コールピックアップグループの設定（Call Pickup Group Configuration）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 3 [コールピックアップグループの設定（Call PickupGroupConfiguration）]ウィンドウ内の各フィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参

照してください。
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電話番号へのコールピックアップグループの割り当て

ここでは、電話番号にコールピックアップグループを割り当てる方法について説明します。コー

ルピックアップグループに割り当てられた電話番号だけが、コールピックアップ、グループコー

ルピックアップ、BLFコールピックアップ、他のグループピックアップ、ダイレクトコール
ピックアップを使用できます。パーティションがコールピックアップ番号と一緒に使用される場

合、コールピックアップグループに割り当てられた電話番号に、適切なパーティションを含む

コーリングサーチスペースがあることを確認します。

はじめる前に

コールピックアップグループの設定, （434ページ）

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [電話またはコールルーティング（Phone or Call Routing）] > [電話番号
（Directory Number）]を選択します。

ステップ 2 コールピックアップグループに割り当てる電話機または電話番号の検索に適した検索条件を入力

し、[検索（Find）]をクリックします。
検索基準に一致する電話機または電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 コールピックアップグループを割り当てる電話機または電話番号を選択します。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [関連付け情報（Association Information）]リス
トから、コールピックアップグループを割り当てる電話番号を選択します。

ステップ 5 [コール転送およびコールピックアップ設定（Call Forward and Call Pickup Settings）]エリアに表示
される [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]ドロップダウンリストから、目的の
コールピックアップグループを選択します。

ステップ 6 データベースに変更を保存するには、[保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次の作業を実行します。

•コールピックアップのパーティションの設定, （435ページ）

•コーリングサーチスペースの設定, （437ページ）

コールピックアップのパーティションの設定

パーティションをコールピックアップグループ番号に割り当てることにより、コールピックアッ

プグループへのアクセスを制限できます。この設定を使用する場合は、コールピックアップグ

ループ番号が割り当てられたパーティションを含むコーリングサーチスペースを持つ電話機だけ

が、そのコールピックアップグループに参加できます。パーティションとグループ番号の組み合

わせがシステム全体で一意であることを確認してください。複数のパーティションを作成できま

す。
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コールピックアップグループ番号をパーティションに割り当てると、そのパーティションに含ま

れる番号にダイヤルできる電話機だけがコールピックアップグループを使用できます。パーティ

ションがマルチテナント構成内のテナントを表す場合は、必ず、テナントごとにピックアップグ

ループを適切なパーティションに割り当ててください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有の
パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用で
きます。パーティション名に関するガイドラインについては、「関連項目」の項を参照してくだ

さい。

ステップ 3 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用できません。
説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自動
でパーティション名を入力します。

ステップ 4 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。
ステップ 5 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける

スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 6 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デバ
イスのタイムゾーンと [スケジュール（Time Schedule）]が比較され、パーティションが着信
コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ドロッ
プダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケジュール
（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用できるかどうか
が判断されます。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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コーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられるルートパーティションの番号

付きリストです。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようとする際

に検索できるパーティションが決定されます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長50文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダー
スコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。

•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパーティ
ションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使
用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ハントパイロットへのコールピックアップグループの割り当て

コールピックアップグループに割り当てられたハントリストだけが、コールピックアップ、グ

ループコールピックアップ、BLFコールピックアップ、他のグループピックアップ、ダイレク
トコールピックアップを使用できます。ハントパイロットにコールピックアップグループを割

り当てるには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt Pilot）]と選択します。

ステップ 2 コールピックアップグループに割り当てるハントパイロットの検索に適した検索条件を入力し、

[検索（Find）]をクリックします。検索条件に一致するハントパイロットのリストが表示されま
す。

ステップ 3 コールピックアップグループを割り当てるハントパイロットを選択します。

ステップ 4 [ハント転送設定（Hunt Forward Settings）]領域に表示される [コールピックアップグループ（Call
Pickup Group）]ドロップダウンリストボックスから、目的のコールピックアップグループを選
択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

コールピックアップ通知の設定

コールピックアップ通知は、システムレベル、コールピックアップグループレベル、個々の電

話レベルで設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

音声やビジュアルのアラートがピックアッ

プグループに送信される前に、元の着信

コールピックアップグループのコー

ルピックアップ通知の設定,（440ペー
ジ）

ステップ 1   

側がコールをピックアップできるように

します。

電話がアイドルであるか、またはアクティ

ブコールがあるときに提供される音声ア

ラートのタイプを設定します。

電話番号のコールピックアップ通知の

設定, （441ページ）
ステップ 2   

BLFコールピックアップ通知の設定,
（439ページ）

ステップ 3   
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BLF コールピックアップ通知の設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスで、Cisco CallManagerサービスを実行してい
るサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの [（クラスタ全体のパ

ラメータ（デバイス -電話機）（Clusterwide Parameters (Device - Phone)）]セクションからフィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクション

を参照してください。

関連トピック

BLFコールピックアップ通知のサービスパラメータフィールド, （439ページ）

BLF コールピックアップ通知のサービスパラメータフィールド

説明フィールド

このパラメータは、電話がアイドル状態（使用

されていない状態）であり、そのコールピック

アップグループでの着信コールについてアラー

トが必要な場合に提供されるオーディオ通知の

種類を決定します。有効な値は、次のとおりで

す。

• [無効（Disable）]

•一度鳴らす（Ring Once）

[アイドルステーションのコールピックアップ
グループオーディオアラートの設定（Call
Pickup Group Audio Alert Setting of Idle Station）]

このパラメータは、電話がビジー状態（使用さ

れている状態）であり、そのコールピックアッ

プグループでの着信コールについてアラートが

必要な場合に提供されるオーディオ通知の種類

を決定します。有効な値は、次のとおりです。

• Disable

•ビープ音のみ（Beep Only）

[ビジーステーションのコールピックアップグ
ループオーディオアラートの設定（Call Pickup
Group Audio Alert Setting of Busy Station）]
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説明フィールド

このパラメータは、電話がアイドル状態であ

り、BLFピックアップボタンでの着信コールに
ついてアラートが必要な場合に提供されるオー

ディオ通知の種類を決定します。有効な値は、

次のとおりです。

• [呼出音なし（No Ring）]

•一度鳴らす（Ring Once）

[アイドルステーションのBLFピックアップグ
ループオーディオアラートの設定（BLFPickup
Group Audio Alert Setting of Idle Station）]

このパラメータは、電話がビジー状態であり、

BLFピックアップボタンでの着信コールについ
てアラートが必要な場合に提供されるオーディ

オ通知の種類を決定します。有効な値は、次の

とおりです。

• [呼出音なし（No Ring）]

•ビープ音のみ（Beep Only）

[ビジーステーションの BLFピックアップグ
ループオーディオアラートの設定（BLFPickup
Group Audio Alert Setting of Busy Station）]

コールピックアップグループのコールピックアップ通知の設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]を選択します。
[コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [コールピックアップグループの設定（Call Pickup Group Configuration）]ウィンドウの [コール
ピックアップグループ通知の設定（Call Pickup Group Notification Settings）]セクションのフィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参

照してください。

コールピックアップの設定に影響を及ぼす機能の連携動作と制限については、コール

ピックアップの連携動作と制限事項, （453ページ）を参照してください。
（注）

関連トピック

コールピックアップのコールピックアップ通知のフィールド, （441ページ）
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コールピックアップのコールピックアップ通知のフィールド

説明フィールド

ドロップダウンリストから通知ポリシーを選択

します。選択可能なオプションは、[アラートな
し（No Alert）]、[オーディオアラート（Audio
Alert）]、[ビジュアルアラート（Visual
Alert）]、および [オーディオおよびビジュアル
アラート（Audio and Visual Alert）]です。

コールピックアップグループ通知ポリシー

（Call Pickup Group Notification Policy）

コールが最初に元の着信側に着信したときか

ら、コールピックアップグループの残りの番

号に通知が送信されるまでの時間差の秒数（1
～ 300の範囲の整数）を入力します。

コールピックアップグループ通知タイマー

（Call Pickup Group Notification Timer）

コールピックアップグループへの視覚的な通

知メッセージに発信者の識別情報を含める場合

には、このチェックボックスをオンにします。

これを設定できるのは、[コールピックアップ
グループ通知ポリシー（Call Pickup Group
Notification Policy）]が [ビジュアルアラート
（Visual Alert）]または [オーディオおよびビ
ジュアルアラート（Audio and Visual Alert）]に
設定されている場合だけです。

通知はデバイスのプライマリ回線だ

けに送信されます。

（注）

発呼側情報（Calling Party Information）

コールピックアップグループへの視覚的な通

知メッセージに元の受信側の識別情報を含める

場合には、このチェックボックスをオンにしま

す。これを設定できるのは、[コールピックアッ
プグループ通知ポリシー（Call Pickup Group
Notification Policy）]が [ビジュアルアラート
（Visual Alert）]または [オーディオおよびビ
ジュアルアラート（Audio and Visual Alert）]に
設定されている場合です。

受信側パーティー情報（Called Party
Information）

電話番号のコールピックアップ通知の設定

電話機がアイドル状態または使用中に提供される音声通知の種類を設定するには、次の手順を実

行します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択します。
[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 コールピックアップ通知を設定する電話番号をクリックします。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連付けられたデバイス（Associated Devices）]ペインでデバイス名を選択し、[ラインアピアラ
ンスの編集（Edit Line Appearance）]ボタンをクリックします。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが更新され、選択したデバイスの
DNに対するラインアピアランスが表示されます。

ステップ 5 [コールピックアップグループのオーディオアラート設定（電話アイドル）（Call Pickup Group
Audio Alert Setting(Phone Idle)）]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択してください。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]

• Disable

•一度鳴らす（Ring Once）

ステップ 6 [コールピックアップグループのオーディオアラート設定（電話アクティブ）（Call PickupGroup
AudioAlert Setting(PhoneActive)）]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択してください。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]

• [無効（Disable）]

•ビープ音のみ（Beep Only）

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

ダイレクトコールピックアップの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

自分のグループに関連付けられたグループのメ

ンバーの時間帯を設定します。

時間帯の設定, （443ページ）ステップ 1   

自分のグループに関連付けられたグループのメ

ンバーのスケジュールを設定します。

スケジュールの設定,（443ペー
ジ）

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

特定の時間内にコールを完了しようとする場合、

パーティションとスケジュールを関連付けてコー

パーティションとスケジュール

の関連付け, （444ページ）
ステップ 3   

リングデバイスの検索が行われる場所を決定し

ます。

時間帯の設定

時間帯を定義するには、次の手順を使用します。開始時間と終了時間を定義したり、年間カレン

ダー上の曜日または特定の日付として繰り返し間隔を指定することもできます。

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CommunicationsManager Administration）]で、[コールルー
ティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [時間帯（Time Period）]
を選択してください。

ステップ 2 [時間帯の設定（Time Period Configuration）]ウィンドウ内の各フィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

スケジュールの設定, （443ページ）

スケジュールの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [スケジュールの設定（Time Schedule）]
を選択します。

ステップ 2 [スケジュールの設定（Time Schedule）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ
の設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

次の作業

パーティションとスケジュールの関連付け, （444ページ）
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パーティションとスケジュールの関連付け

特定の時間中にコールを完了しようとする場合、パーティションとスケジュールを関連付けてコー

リングデバイスの検索が行われる場所を決定します。

はじめる前に

スケジュールの設定, （443ページ）

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティ
ション（Partition）]をクリックします。

ステップ 2 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける
スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

自動コール応答の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

コールピックアップ、グループピックアップ、そ

の他のグループピックアップ、ダイレクトコール

自動コールピックアップの設

定, （444ページ）
ステップ 1   

ピックアップ、およびBLFコールピックアップを
自動化できます。自動コール応答が有効になって

いない場合は、追加のソフトキーまたはダイヤル

グループ番号を押して接続を完了する必要があり

ます。

BLF自動ピックアップの設定,
（445ページ）

ステップ 2   

自動コールピックアップの設定

自動コールピックアップは、ユーザを着信コールに接続します。ユーザが電話機でソフトキーを

押すと、Cisco Unified Communications Managerはグループ内の着信コールを検索し、コール接続
を実行します。コールピックアップ、グループピックアップ、その他のグループピックアップ、
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ダイレクトコールピックアップ、および BLFコールピックアップを自動化できます。自動コー
ル応答が有効になっていない場合は、追加のソフトキーまたはダイヤルグループ番号を押して接

続を完了する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスで、Cisco CallManagerサービスを実行してい
るサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -コールピックアップ）（Clusterwide Parameters (Feature – Call

Pickup)）]セクションで、[自動コールピックアップ有効化（Auto Call Pickup Enabled）]ドロップ
ダウンリストから [はい（True）]または [いいえ（False）]を選択して、コールピックアップグ
ループの自動コール応答を有効または無効にします。

ステップ 5 [自動コールコールピックアップ有効化（Auto Call Pickup Enabled）]サービスパラメータが [いい
え（False）]の場合は、[コールピックアップ無応答タイマー（Call Pickup No Answer Timer）]
フィールドに 12〜 300の値を入力します。このパラメータは、コールピックアップ、グループ
コールピックアップ、またはその他のグループコールピックアップによってコールがピックアッ

プされたものの応答されなかった場合にコールが復元されるまでの時間を制御します。

ステップ 6 [ピックアップロケーティングタイマー（Pickup Locating Timer）]フィールドに 1〜 5の値を入力
します。このサービスパラメータは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerがクラスタ内の全ノー
ドからのすべてのアラートコールを特定までの最大時間を秒単位で指定します。その後、この情

報は、キュー内で最も長く待機していたコールを、PickUp、GPickUp、またはOPickUpソフトキー
を押した次のユーザに確実にまわすために使用されます。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

BLF 自動ピックアップの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスで、Cisco CallManagerサービスを実行してい
るサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 次のクラスタ全体サービスパラメータの値を設定します。

•アイドル状態のステーションの BLFピックアップオーディオアラート設定：コールピック
アップグループの自動コール応答を有効または無効にするには、ドロップダウンリストか
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ら [True]または [False]を選択します。このサービスパラメータのデフォルト値は [いいえ
（FALSE）]です。

•使用中のステーションの BLFピックアップオーディオアラートの設定：自動コールピック
アップ有効化サービスパラメータを [False]にする場合、12～ 300の値を入力します（包括
的）。このパラメータは、コールがコールピックアップ、グループコールピックアップお

よびその他のグループコールピックアップによって応答されずにピックアップされた場合、

コールを復元するためにかかる時間を制御します。

コールピックアップの電話ボタンの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

電話ボタンテンプレート

にコールピックアップ機

能を追加します。

コールピックアップの電話ボタンテンプレートの

設定, （446ページ）
ステップ 1   

電話機とコールピックアップボタンテンプレー

トの関連付け, （447ページ）
ステップ 2   

BLFコールピックアップイニシエータの BLF短
縮ダイヤル番号の設定, （448ページ）

ステップ 3   

コールピックアップの電話ボタンテンプレートの設定

電話ボタンテンプレートにコールピックアップ機能を追加するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。
[電話ボタンテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
サポートされている電話のテンプレートの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。作成しない場合

は次のステップに進みます。

a) 電話モデルのデフォルトテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
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b) [電話ボタンテンプレート情報（PhoneButtonTemplate Information）]フィールドに、テンプレー
トの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加する場合は、次の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

電話機とコールピックアップボタンテンプレートの関連付け, （447ページ）

電話機とコールピックアップボタンテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索/一覧表示（FindandList Phones）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するための [（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボックスが表
示されます。
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BLF コールピックアップイニシエータの BLF 短縮ダイヤル番号の設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 BLFコールピックアップイニシエータとして使用したい電話を選択します。
ステップ 3 [関連付け（Association）]ペインで、[BLF SD新規追加（Add a new BLF SD）]リンクを選択しま

す。

[話中ランプフィールド短縮ダイヤル設定（Busy Lamp Field Speed Dial Configuration）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 4 BLF DNボタンでモニタする [電話番号（Directory Number）]（BLF DN）を選択します。
ステップ 5 [コールピックアップ（Call Pickup）]チェックボックスで BLFコールピックアップと BLF短縮

ダイヤルにBLFSDボタンを使用するにチェックします。このチェックボックスをオフにすると、
BLF SDボタンは、BLF短縮ダイヤルにのみ使用されます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

コールピックアップのソフトキーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ソフトキーテンプレートに、Pickup、GPickup、お
よび OPickupソフトキーを追加します。

コールピックアップのソフトキー

テンプレートの設定, （449ペー
ジ）

ステッ

プ 1   

これはオプションです。ソフトキーテンプレート

を電話で使用可能にするには、この手順または次

共通デバイス設定とソフトキーテ

ンプレートの関連付け, （450ペー
ステッ

プ 2   
の手順を実行する必要があります。共通デバイスジ）を行うには、次のサブタスク

を完了します。 設定を使用して設定オプションを電話に適用する

場合は、次の手順に従ってください。これは、電•共通デバイス設定へのソフト
キーテンプレートの追加, （
451ページ）

話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法で

す。
•電話機と共通デバイス設定の
関連付け, （452ページ）

これはオプションです。ソフトキーテンプレート

と共通デバイス設定を関連付けるための代替手段、

電話機とソフトキーテンプレート

の関連付け , （452ページ）
ステッ

プ 3   
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目的コマンドまたはアクション

つまり共通デバイス設定との連携のために、次の

手順を使用します。ソフトキーテンプレートを割

り当てて、共通デバイス設定での割り当てや、他

のデフォルトのソフトキーをオーバーライドする

必要がある場合は、次の手順を共通デバイス設定

とともに使用します。

コールピックアップのソフトキーテンプレートの設定

次の手順を使用して、以下のコールピックアップソフトキーを使用できるようにします。

コール状態（Call States）説明ソフトキー

オンフック（On Hook）

オフフック（Off Hook）

グループ内の別の内線への

コールに応答できます。

コールピックアップ（[Pickup]）

オンフック（On Hook）

オフフック（Off Hook）

グループ外の内線へのコール

に応答できます。

グループコールピックアップ

（[GPickup]）

オンフック（On Hook）

オフフック（Off Hook）

グループに関連付けられてい

る他のグループで呼び出し中

のコールに応答できます。

他のグループピックアップ

（[OPickup]）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
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b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

次のいずれかの作業を実行します。

•共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け, （450ページ）

•電話機とソフトキーテンプレートの関連付け , （452ページ）

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、

この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
450

コールピックアップの設定タスクフロー



代替手段を使用するには、[ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける（Associate a Softkey
template with a Phone）]テンプレートを参照してください。

手順

ステップ 1 共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加, （451ページ）

ステップ 2 電話機と共通デバイス設定の関連付け, （452ページ）

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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コールピックアップの連携動作と制限事項

コールピックアップの連携動作

データのやり取り機能

ルートプランレポートには Cisco Unified
Communications Managerで設定されているパ
ターンと DNが表示されます。DNをコール
ピックアップグループに割り当てる前に、ルー

トプランレポートを使用して、重複している

パターンと DNを探します。

ルートプランレポート

パーティションをコールピックアップグルー

プ番号に割り当てると、デバイスコーリング

サーチスペースに基づいて、ユーザへのコール

ピックアップアクセスが制限されます。

コーリングサーチスペースとパーティション

関連付けられたグループのメンバーの [時刻
（Time of Day）]（TOD）パラメータにより、
メンバーは自分のグループと同じ時間帯にコー

ルを受け付けることができます。TODはタイム
スタンプをコーリングサーチスペースとパー

ティションに関連付けます。

時刻（TOD）

コールピックアップが自動コールピックアッ

プを通じて発生すると、システムにより 2つの
コール詳細レコード（CDR）が生成されます。
CDRの1つはクリアされる元のコールに適用さ
れ、もう 1つの CDRは接続される要求コール
に適用されます。

コールピックアップが非自動コールピックアッ

プで発生すると、システムにより 1つのコール
詳細レコードが生成され、接続される要求コー

ルに適用されます。

CDR検索は、特定の時間範囲とその他の検索条
件に一致するすべての CDRを返します。特定
の CDRに関連付けられるタイプのコールを検
索することもできます。検索結果にはコールが

ピックアップコールかどうかを示すコールタ

イプフィールドが表示されます。

コールアカウンティング
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データのやり取り機能

サービスパラメータ [自動コールピックアップ
有効化（Auto Call Pickup Enabled）]が falseに
設定された状態でコールピックアップが発生し

た場合、いずれかのピックアップソフトキーが

押されると、電話機に設定されたコール転送は

無視されます。コールピックアップ依頼者が

コールに応答しない場合、ピックアップ無応答

タイマーが切れた後、元のコールが復元されま

す。

コール自動転送

コールピックアップの制限

説明制約事項

異なるコールピックアップグループに電話の

別個の回線を割り当てることもできますが、

ユーザには複雑であるため、シスコはこの設定

をお勧めしません。

異なるコールピックアップグループへの別個

の電話回線

•コールピックアップグループ番号は、回
線またはDNに割り当てられると削除でき
ません。どの行がどのコールピックアッ

プグループ番号を使用しているかを決定

するには、[コールピックアップ構成（Call
Pickup Configuration）]ウィンドウの [依存
関係レコード（DependencyRecords）]を使
用します。コールピックアップグループ

番号を削除するには、各回線またはDNに
新しいコールピックアップグループ番号

を再割り当てします。

•コールピックアップグループ番号を更新
すると、Cisco Unified Communications
Managerはそのコールピックアップグルー
プに割り当てられているすべての電話番号

を自動的に更新します。

コールピックアップグループ番号
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説明制約事項

• SIPを実行するいくつかの Cisco Unified IP
Phoneでは、コールピックアップの通知を
サポートしていません。

•コールピックアップの通知がサポートさ
れるのは、SIPを実行するライセンスが付
与された、サードパーティの電話のみで

す。

SIP電話機

•ハントパイロット番号の呼び出しにより
行われたコールによりハントリストに属

するデバイスが鳴っている場合、ユーザは

ダイレクトコールピックアップ機能を使

用してそのようなコールに応答することは

できません。

•回線グループに属するDNへのコールは、
ダイレクトコールピックアップ機能を使

用してピックアップできません。

ダイレクトコールピックアップ

SIPを実行するいくつかのCiscoUnified IP Phone
では、コールピックアップの通知をサポートし

ていません。

BLFピックアップ

プレフィックスを [着信発呼者の国際番号プレ
フィックス -電話（Incoming Calling Party
International Number Prefix - Phone）]“ ”サービス
パラメータに設定していて、国際コールがコー

ルピックアップグループ内のあるメンバーに

発信される場合に、コールピックアップグルー

プ内の別のメンバーがそのコールに応答する

と、プレフィックスは発信側のフィールドに呼

び出されません。

着信発呼者の国際番号プレフィックス -電話
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第 29 章

コールパークとダイレクトコールパーク

• コールパークの概要, 457 ページ

• コールパークの前提条件, 458 ページ

• コールパークの設定タスクフロー, 459 ページ

• コールパークの連携動作と制限事項, 469 ページ

• コールパークのトラブルシューティング, 473 ページ

• ダイレクトコールパークの概要, 474 ページ

• ダイレクトコールパークの前提条件, 474 ページ

• ダイレクトコールパークの設定タスクフロー, 474 ページ

• ダイレクトコールパークの連携動作と制限事項, 480 ページ

• ダイレクトコールパークのトラブルシューティング, 483 ページ

コールパークの概要

コールパーク機能を使用すると、コールを保留にして、Cisco Unified Communications Managerシ
ステム内の別の電話機（たとえば、別のオフィスの電話機や、会議室の電話機）から取得できま

す。アクティブコールに対応している場合は、[パーク（Park）]ソフトキーを押すと、そのコー
ルをコールパーク内線番号にパークできます。システム内の別の電話からコールパーク内線番号

にダイヤルして、その通話を受けることができます。

コールパーク内線番号として使用するために、単一のディレクトリ番号を定義することも、ディ

レクトリ番号の範囲を定義することもできます。各コールパーク内線番号にパークできるコール

は 1つだけです。

コールパーク機能は Cisco Unified Communications Managerクラスタ内で機能します。クラスタ内
の各 Cisco Unified Communications Managerノードにはコールパーク内線番号が定義されている必
要があります。コールパーク内線番号として使用するために、単一のディレクトリ番号を定義す

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
457



ることも、ディレクトリ番号の範囲を定義することもできます。電話番号または番号範囲が一意

であることを確認します。

ユーザは、割り当てられているルートパターン（例：クラスタ間トランクのルートパターンは

80XX）とコールパーク番号（例：8022）にダイヤルし、別のCiscoUnifiedCommunicationsManager
クラスタからパークされているコールを取得できます。コーリングサーチスペースとパーティ

ションが正しく設定されていることを確認する必要があります。コールパークはクラスタ間で機

能します。

有効なコールパーク内線番号は、整数とワイルドカード文字 Xからなります。コールパーク内
線番号には最大でXXを設定できます（例：80XX）。これにより、最大 100件のコールパーク内
線番号を提供できます。コールがパーク中になると、Cisco Unified Communications Managerは次
に使用可能なコールパーク内線番号を選択し、電話にその番号を表示します。

コールパークの前提条件

クラスタ間でコールパークを使用する場合は、パーティションとコーリングサーチスペースを

設定しておく必要があります。

表 21：パークソフトキーテンプレートとコールパークボタンテンプレートをサポートしているCisco Unified
IP Phone

電話ボタンテンプレートでの

サポート

ソフトキーテンプレートでの

サポート

電話機のモデル

XXCisco Unified IP Phone 6900シ
リーズ（6901および 6911を除
く）

XCisco Unified IP Phone 7900シ
リーズ（7921、7925、7936、
7937を除く）

XXCisco Unified IP Phone 8900シ
リーズ

XXCisco Unified IP Phone 9900シ
リーズ

XCisco Unified IP Phone 7900シ
リーズ（7906、7911、7921、
7925、7936、7937を除く）
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プログラム可能な回線キー機能を使用して、回線1以外のすべての回線またはボタンでコール
パークを設定できます。

（注）

コールパークの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

（オプション）クラスタ全体のコールパーク

を設定するか、ステップ3の手順を使用してク
クラスタ全体のコールパークの設定,
（460ページ）

ステップ 1   

ラスタ内のサーバにコールパークを設定しま

す。

コールパーク番号を追加するためのパーティ

ションを作成します。

コールパークのパーティションの設

定, （461ページ）
ステップ 2   

クラスタ内のサーバでコールパークを使用す

るためのコールパーク番号を設定します。

コールパーク番号の設定,（462ペー
ジ）

ステップ 3   

ソフトキーテンプレートに [パーク（Park）]
ソフトキーを追加します。

コールパークのソフトキーテンプ

レートの設定, （464ページ）
ステップ 4   

これはオプションです。ソフトキーテンプレー

トを電話で使用可能にするには、この手順また

共通デバイス設定とソフトキーテン

プレートの関連付け ,（465ページ）
ステップ 5   

は次の手順を実行する必要があります。共通デを行うには、次のサブタスクを完了

します。 バイス設定を使用して設定オプションを電話に

適用する場合は、この手順に従ってください。•共通デバイス設定へのソフト
キーテンプレートの追加 , （
466ページ）

これは、電話機でソフトキーテンプレートを

使用できるようにする際に、最も一般的に使用

されている方法です。
•電話機と共通デバイス設定の関
連付け, （467ページ）

これはオプションです。ソフトキーテンプレー

トと共通デバイス設定を関連付けるための代替

電話とソフトキーの関連付け, （467
ページ）

ステップ 6   

手段、つまり共通デバイス設定との連携のため

に、次の手順を使用します。ソフトキーテン

プレートを適用して、[共通デバイス設定
（Common Device Configuration）]での割り当
てや、他のデフォルトのソフトキーの割り当て

を上書きする必要がある場合は、次の手順を
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目的コマンドまたはアクション

[共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]と共に使用します。

コールパークボタンの設定, （468
ページ）を行うには、次のサブタス

クを完了します。

ステップ 7   

•コールパークの電話ボタンテ
ンプレートの設定, （468ペー
ジ）

•電話機とボタンテンプレートの
関連付け, （469ページ）

クラスタ全体のコールパークの設定

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。
ステップ 2 目的のノードを [サーバ（Server）]、サービスを [Cisco CallManager]（アクティブ）として選択し

ます。

ステップ 3 [詳細設定（Advanced）]ボタンをクリックします。
詳細サービスパラメータがウィンドウに表示されます。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能：全般）（Clusterwide Parameter (Feature-General)）]セクション
で、[クラスタ全体のコールパーク番号/範囲の有効化（Enable cluster-wideCall ParkNumber/Ranges）]
を [True]に設定します。
デフォルト値は [False]です。このパラメータは、コールパーク機能をクラスタ全体に適用する
か、または特定の Unified CMノードに限定するかを決定します。

ステップ 5 Cisco CallManagerサービスとコールパークが設定されているクラスタ内の各サーバに対して、
[コールパーク表示タイマー（Call Park Display Timer）]を設定します。
デフォルトは 10秒です。このパラメータでは、コールをパークした電話機でコールパーク番号
を表示する時間を決定します。

ステップ 6 Cisco Unified Communications Managerサービスとコールパークが設定されているクラスタ内の各
サーバに対して、[コールパーク復帰タイマー（Call Park Reversion Timer）]を設定します。
デフォルトは 60秒です。このパラメータでは、コールをパーク状態に維持する時間を決定しま
す。このタイマーの期限が切れると、パークされたコールは、コールをパークしたデバイスに返

されます。ハントグループメンバーがハントパイロットを通じて着信したコールをパークした
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場合、そのコールはコールパーク復帰タイマーの期限が切れた時点でハントパイロットに返され

ます。

コールパーク表示タイマーよりも小さな値をコールパーク復帰タイマーに入力した場

合は、コールパーク番号が電話機に表示されないことがあります。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 8 すべての Cisco Unified Communications Managerサービスを再起動します。

次の作業

コールパークのパーティションの設定, （461ページ）

コールパークのパーティションの設定

パーティションを設定して、電話番号（DN）の論理グループと、到達可能性の特徴が類似した
ルートパターンを作成します。パーティションを作成することで、ルートプランが組織、場所、

コールタイプに基づいた論理サブセットに分割されることになり、コールルーティングが容易に

なります。複数のパーティションを設定できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。
ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有の

パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用で
きます。パーティション名に関するガイドラインについては、「関連項目」の項を参照してくだ

さい。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用できません。
説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自動
でパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。
ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける

スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。
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• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デバ
イスのタイムゾーンと [スケジュール（Time Schedule）]が比較され、パーティションが着信
コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ドロッ
プダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケジュール
（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用できるかどうか
が判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

コールパーク番号の設定, （462ページ）

コールパーク番号の設定

クラスタ内の複数のサーバにわたってコールパークを使用する場合は、各サーバにコールパーク

内線番号を設定する必要があります。

コールパーク電話番号、パーティション、範囲のそれぞれがCiscoUnifiedCommunicationsManager
内で重複のないことを確認します。デバイスが登録されている各 Cisco Unified Communications
Managerには、それぞれに固有のコールパーク電話番号と範囲が必要です。CiscoUnifiedCMの管
理は、コールパークの設定に使用したコールパーク番号も範囲も検証しません。無効な番号や範

囲、また重複の可能性がある範囲を特定するには、Cisco Unified Communications Managerの着信
番号アナライザツールを使用します。

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing） > [コールパーク（Call Park）]を選択します。
ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•新しいコールパーク番号を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

•コールパーク番号をコピーするには、コールパーク番号または番号の範囲を検索して、[コ
ピー（Copy）]アイコンをクリックします。

•コールパーク番号を更新するには、コールパーク番号または番号の範囲を検索します。

[コールパーク番号の設定（Call Park number configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 3 [コールパークの設定（CallParkconfiguration）]フィールド内の各フィールドを設定します。フィー

ルドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 4 新しいコールパーク番号や変更したコールパーク番号を保存するには、[保存（Save）]をクリッ
クします。
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次の作業

コールパークのソフトキーテンプレートの設定, （464ページ）

関連トピック

コールパーク設定フィールド, （463ページ）

コールパーク設定フィールド

説明フィールド

コールパーク内線番号を入力します。数字また

はワイルドカード文字Xを入力することもでき
ます（1つまたは 2つの Xを使用できます）。
たとえば、5555と入力して 5555という 1つの
コールパーク内線番号を定義するか、または

55XXと入力して 5500～ 5599のコールパーク
内線番号の範囲を定義します。

1つのコールパーク範囲の定義で、
最大 100のコールパーク番号を作成
できます。コールパーク番号が一意

になっていることを確認します。

（注）

Cisco Unified Communications Manager
サーバ間でコールパーク番号を重複

させることはできません。各 Cisco
Unified Communications Managerサー
バの番号範囲に重複がないことを確

認します。

（注）

コールパーク範囲は、コールの発信

元のサーバのリストから選択されま

す。たとえば、電話機 A（ノード A
に登録）が電話機 B（ノード Bに登
録）にコールし、電話機Bのユーザが
[パーク（Park）]を押した場合、電話
機 Bにはノード Aに存在する CSSの
コールパーク範囲が必要です。電話

機やゲートウェイがさまざまなノード

と通信し、サーバから発信されたコー

ルをパークする必要があるマルチノー

ド環境では、すべてのサーバからの

コールパーク範囲が含まれた CSSが
電話機に必要です。

（注）

コールパーク番号/範囲（Call Park
Number/Range）
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説明フィールド

このコールパーク番号について簡単に説明しま

す。説明には、任意の言語で最大 50文字を指
定できますが、二重引用符（"）、パーセント
記号（%）、アンパサンド（&）、山カッコ
（<>）は使用できません。

説明

パーティションを使用してコールパーク番号へ

のアクセスを制限する場合は、ドロップダウン

リストから必要なパーティションを選択しま

す。コールパーク番号へのアクセスを制限しな

い場合は、パーティションに対して [<なし>
（<None>）]を選択します。

コールパーク内線番号とパーティ

ションの組み合わせに、CiscoUnified
CommunicationsManager内で重複のな
いことを確認します。

（注）

パーティション

ドロップダウンリストを使用して、これらの

コールパーク番号を適用する Cisco Unified
Communications Managerを選択します。

Cisco Unified Communications Manager

コールパークのソフトキーテンプレートの設定

以下の手順を使用して、パークソフトキーを使用できるようにします。

パークソフトキーには次のコール状態があります。

•オンフック（On Hook）

•発信（Ring Out）

•接続転送（Connected Transfer）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
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c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け , （465ページ）

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを電話機設定に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、
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この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、電話機とソフトキーテンプレートの関連付けを参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加ステップ 1   

電話機と共通デバイス設定の関連付けステップ 2   

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （246ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話とソフトキーの関連付け

この手順は任意です。この手順を代わりに使用して、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設

定と関連付けることができます。また、この手順は共通デバイス設定とも連動しています。ソフ

トキーテンプレートを適用して、共通デバイス設定での割り当てや、他のデフォルトのソフト

キーの割り当てを上書きする必要がある場合に使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。
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コールパークボタンの設定

コールパークの電話ボタンテンプレートの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。
[電話ボタンテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
サポートされている電話のテンプレートの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。作成しない場合

は次のステップに進みます。

a) 電話モデルのデフォルトテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
b) [電話ボタンテンプレート情報（PhoneButtonTemplate Information）]フィールドに、テンプレー
トの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加する場合は、次の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

電話機とボタンテンプレートの関連付け, （288ページ）
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電話機とボタンテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索/一覧表示（FindandList Phones）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するための [（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボックスが表
示されます。

コールパークの連携動作と制限事項

コールパークの連携動作

データのやり取り機能

CTIアプリケーションはコールパーク機能
（コールパークDNでのアクティビティのモニ
タなど）にアクセスします。コールパークDN
をモニタするには、CTIアプリケーションに関
連付けられているエンドユーザまたはアプリ

ケーションを、Standard CTI Allow Call Park
Monitoringユーザグループに追加します。

CTIアプリケーション
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データのやり取り機能

保留音を使用すると、ユーザはコールを保留に

して、ストリーミングソースから提供される音

楽を再生できます。保留音では、次の 2種類の
保留が可能です。

•ユーザ保留：ユーザが保留ボタンまたは
[保留（Hold）]ソフトキーを押した場合、
システムはこの種類の保留を起動します。

•ネットワーク保留：ユーザが転送機能、会
議機能、またはコールパーク機能をアク

ティブにすると、このタイプの保留が自動

的に開始されます。

Music On Hold（保留音）

ルートプランレポートには、Cisco Unified
Communications Managerで設定されているパ
ターンと電話番号が表示されます。コールパー

クに電話番号を割り当てる前に、ルートプラン

レポートで重複するパターンと電話番号を確認

します。

ルートプランレポート

デバイスのコーリングサーチスペースに基づ

いて、コールパークアクセスをユーザに限定

するため、コールパーク電話番号または範囲を

パーティションに割り当てます。

コーリングサーチスペースとパーティション

コールパークでは、即時転送（[即転送
（iDivert）]または [即転送（Divert）]ソフト
キー）がサポートされています。たとえば、

ユーザ Aがユーザ Bにコールし、ユーザ Bが
このコールをパークするとします。ユーザBは
コールを取得してから、[即転送（iDivert）]ま
たは [即転送（Divert）]ソフトキーを押してコー
ルをボイスメッセージングメールボックスに送

信することを決定します。ユーザAに対しユー
ザ Bのボイスメールグリーティングが再生さ
れます。

即時転送
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データのやり取り機能

•コールパークによる割り込み：相手側の
電話（割り込み先の電話）がコールを制御

します。割り込み元は、相手側の電話に

「ピギーバッグ」します。“”相手側の電話
には、割り込み先であっても、一般的な機

能のほとんどが含まれています。したがっ

て、割り込み元は機能にアクセスできませ

ん。相手側がコールをパークすると、割り

込み元はそのコール（割り込み）を解放す

る必要があります。

•コールパークによる C割り込み：相手側
と割り込み元がピアとして動作します。C
割り込み機能は会議ブリッジを使用するた

め、ミートミー会議のように機能します。

相手側と割り込み元の両方の電話は、各自

の機能に完全にアクセスできます。

割込み

コールパークの [パーク（Park）]ソフトキーと
ダイレクトコールパークの両方を設定しない

ことが推奨されますが、この両方が設定される

可能性があります。この両方を設定する場合

は、コールパーク番号とダイレクトコールパー

ク番号が重複していないことを確認してくださ

い。

ダイレクトコールパーク

ユーザがQSIGクラスタ間トランクまたはQSIG
ゲートウェイトランクでコールをパークする

と、パークされた発信者（パーク対象）に対

し、[パーク番号（To parked number）]メッセー
ジは表示されません。電話には引き続き、元の

接続番号が表示されます。コールがパークされ

た場合、コールをパークしたユーザがそのコー

ルを取得できます。コールがパーク状態から取

得されると、コールは続行されますが、パーク

された発信者に対して新しい接続番号は表示さ

れません。

QSIGクラスタ間トランク

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
471

コールパークの連携動作と制限事項



コールパークの制限事項

制約事項機能

Cisco Unified Communications Managerが各コー
ルパーク内線番号にパークできるコールは1つ
だけです。

コールパーク

ノード間での共有回線デバイスの場合、デバイ

スが最初に登録したノードにその回線が登録さ

れます。たとえば、subscriber2のデバイスが最
初に登録され、subscriber2とパブリッシャノー
ドで回線が作成されると、その回線はsubscriber2
に属します。各ノードでコールパーク番号を設

定する必要があります。

共有回線

フェールオーバーまたはフォールバックを実現

するには、パブリッシャノードとサブスクライ

バノードでコールパーク番号を設定します。

この設定により、プライマリノードがダウンす

ると、回線デバイス関連付けがセカンダリノー

ドに変更され、このセカンダリノードのコール

パーク番号が使用されます。

バックアップ

ダイレクトコールパーク（またはコールパー

ク）が共有回線から開始され、コールがどのデ

バイスからも取得されない場合、パークされた

コールは常に共有回線の受信者（パークした

ユーザ）に戻されます。

ダイレクトコールパーク

共有回線とパーク復帰の発信者の間で会議コー

ルが設定されている場合、またはパーク復帰が

失敗した場合、（別の共有回線と発信者の間

の）2者コールが発生します。これは、パーク
復帰では Cisco Unified Communications Manager
により、回線を共有する両方のデバイスにコー

ルが拡大され、両方の参加者（会議にすでに参

加している参加者やパーク保留状態の参加者）

を会議に追加しようとするためです。参加者

が、会議にすでに参加している参加者を最初に

追加しようとすると、パーク復帰が失敗しま

す。パーク復帰が失敗しても、共有回線は通常

どおりコールに割り込むことができます。

会議
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制約事項機能

[サーバの設定（Server Configuration）]ウィン
ドウ（[システム（System）] > [サーバ
（Server）]）で、削除されるノードで Cisco
Unified CommunicationsManagerに対してコール
パーク番号が設定されている場合、ノードの削

除は失敗します。ノードを削除するには、Cisco
UnifiedCMの管理でコールパーク番号を削除す
る必要があります。

サーバの削除

コールパークのトラブルシューティング

[コールをパークできない（User Cannot Park Calls）]

問題

コールをパークできない。[パーク（Park）]ソフトキーまたは機能ボタンを押してもコールがパー
クされません。

ソリューション

クラスタ内の各 Cisco Unified Communications Managerに固有のコールパーク番号が割り当てられ
ていることを確認します。

コールパーク番号に割り当てられているパーティションと電話機の電話番号に割り当てられてい

るパーティションが一致しません。パーティションの詳細については、『SystemConfigurationGuide
for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

[コールパーク番号の表示時間が短すぎる（Call Park Number is Not Displayed Long
Enough）]

問題

コールパーク番号の表示時間が短すぎる。

ソリューション

コールパーク表示タイマーに、より長い時間を設定します。タイマーの詳細については、「関連

項目」の項を参照してください。

関連トピック

クラスタ全体のコールパークの設定, （460ページ）
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ダイレクトコールパークの概要

ダイレクトコールパークではユーザが設定した使用可能なダイレクトコールパーク番号にコー

ルを転送できます。設定されたダイレクトコールパーク番号は、クラスタ全体に存在します。ダ

イレクトコールパークのビジーランプフィールド（BLF）をサポートする電話機を設定すると、
特定のダイレクトコールパーク番号のビジーステータスおよびアイドルステータスをモニタで

きます。また、BLFはダイレクトコールパーク番号の短縮ダイヤルとしても使用できます。

Cisco Unified Communications Managerでは、各ダイレクトコールパーク番号でパークできるコー
ルは 1つだけです。パークされたコールを取得するには、設定された取得プレフィックスに続け
て、コールがパークされたダイレクトコールパーク番号をダイヤルする必要があります。

ダイレクトコールパークの前提条件

転送可能な電話からダイレクトコールパークを使用して、ユーザがコールをパークおよび取得で

きる。Cisco VG248 Analog Phone Gatewayもダイレクトコールパークをサポートしている。

次の IPフォン（SCCPおよび SIP）がダイレクトコールパーク BLFをサポートしている。

• Cisco Unified IP Phone 6900シリーズ（6901および 6911を除く）

• Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ（7906、7911、7936、7937を除く）

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925

• Cisco Unified IP Phone拡張モジュール（7914、7915、7916）

• Cisco Unified IP Color Key Expansion Module

• Cisco Unified IP Phone 8900シリーズ

• Cisco Unified IP Phone 9900シリーズ

次の電話（SCCP）がダイレクトコールパーク BLFをサポートしている。

Cisco Unified IP Phone 7940、7960

ダイレクトコールパークの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ダイレクトコールパークのクラスタ全体

のパラメータを設定します。

クラスタ全体のダイレクトコールパー

クの設定, （475ページ）
ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

1つのダイレクトコールパーク内線番号
または内線番号の範囲を追加、コピー、

更新します。

ダイレクトコールパーク番号の設定,
（475ページ）

ステップ 2   

BLF/ダイレクトコールパークの電話ボ
タンテンプレートを設定します。

BLF/ダイレクトコールパークボタン
の設定, （478ページ）

ステップ 3   

影響を受けるデバイスとダイレクトコー

ルパークを同期します

影響を受けるデバイスとダイレクト

コールパークの同期, （479ページ）
ステップ 4   

クラスタ全体のダイレクトコールパークの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 タイマーを設定するには、クラスタ全体のパラメータ（一般機能）セクションの [コールパーク
復帰タイマー（Call Park Reversion Timer）]フィールドを更新します。
デフォルトは 60秒です。このパラメータでは、コールをパーク状態に維持する時間を決定しま
す。このタイマーが期限切れになると、[ダイレクトコールパークの設定（Directed Call Park
Configuration）]ウィンドウで設定した内容に応じて、パークされたコールが元のデバイスに戻る
か、指定された別の番号に転送されます。

次の作業

ダイレクトコールパーク番号の設定, （475ページ）

ダイレクトコールパーク番号の設定

はじめる前に

ダイレクトコールパークの電話番号、パーティションおよび範囲が Cisco Unified Communications
Manager内で一意であることを確認します。ルート計画レポートを生成する前にこれを確認して
ください。パークソフトキーも有効にする場合には（推奨されていません）、コールパーク番号

とダイレクトコールパーク番号に重複が存在しないように確認してください。復帰番号が設定さ

れていない場合には、コールパークの復帰タイマーが時間切れになったあと、コールがパーカー

（パーキングパーティ）に戻されます。
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手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing） > [ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）]を選択し
ます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•新しいダイレクトコールパーク番号を追加するには、[新規追加（AddNew）]をクリックし
ます。

•ダイレクトコールパーク番号をコピーするには、ダイレクトコールパーク番号または番号
の範囲を検索して、[コピー（Copy）]アイコンをクリックします。

•ダイレクトコールパーク番号を更新するには、ダイレクトコールパーク番号または番号の
範囲を検索します。

[ダイレクトコールパーク番号設定（directed call park number configuration）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）]の設定エリアを設定します。フィールドとその
設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 4 新しいコールパーク番号や変更したコールパーク番号を保存するには、[保存（Save）]をクリッ
クします。

ダイレクトコールパーク番号を更新すると、Cisco Unified Communications Managerは、コール
パーク復帰タイマーが期限切れになった後のみ、この番号にパークされたコールを返します。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
[設定情報の適用（Apply Configuration Information）]ダイアログが表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
ステップ 7 BLFを使用してダイレクトコールパーク番号をモニタするには、[ダイレクトコールパーク番号

設定（directed call park number configuration）]ウィンドウの [再起動デバイス（Restart Devices）]
ボタンをクリックします。変更通知を使用している場合、この手順はオプションです。

次の作業

BLF/ダイレクトコールパークボタンの設定, （478ページ）

関連トピック

ダイレクトコールパークの構成時の設定, （477ページ）
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ダイレクトコールパークの構成時の設定

説明フィールド

ダイレクトコールパーク番号を入力します。数字（0～ 9）またはワイ
ルドカード文字（[]、-、*、^、#）と X（1つまたは 2つ）を入力でき
ます。たとえば、5555の単一のコールパーク番号を定義する場合は
5555と入力し、5500～ 5599のダイレクトコールパーク内線番号の範
囲を定義する場合は 55XXと入力します。ダイレクトコールパーク番
号が一意であり、コールパーク番号と重複していないことを確認して

ください。

番号（Number）

このダイレクトコールパーク番号または範囲の簡単な説明を入力しま

す。説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用
符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、山カッコ（<>）、
およびタブは使用できません。

説明

パーティションを使用してダイレクトコールパーク番号へのアクセス

を制限する場合は、ドロップダウンリストから必要なパーティション

を選択します。ダイレクトコールパーク番号へのアクセスを制限しな

い場合は、パーティションをデフォルトの [なし（None）]のままにし
ます。

ダイレクトコールパーク番号とパーティションの組み合わせ

が Cisco Unified Communications Manager内で一意であること
を確認してください。

（注）

パーティション

取得されなかった場合にパークされたコールを戻す番号を入力するか、

フィールドを空白のままにします。

復帰番号は数字のみで構成できます。ワイルドカードは使用

できません。

（注）

復帰番号（Reversion
Number）

ドロップダウンリストを使用して、コーリングサーチスペースを選択

するか、コーリングサーチスペースをデフォルトの [なし（None）]の
ままにします。

復帰コーリングサーチ

スペース（Reversion
Calling Search Space）

この必須フィールドには、パークされたコールを取得するためのプレ

フィックスを入力します。システムは取得用プレフィックスを使用し

て、パークされたコールを取得する作業と、ダイレクトパークを開始

する作業を識別する必要があります。

取得用プレフィックス

（Retrieval Prefix）
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BLF/ダイレクトコールパークボタンの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。
[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 設定ウィンドウが表示されたら、[関連情報（Association Information）]ペインの [新規BLF/ダイレ
クトコールパークの追加（Add new BLF Directed Call Park）]リンクをクリックします。

その電話機に適用された電話ボタンテンプレート、またはデバイスプロファイルが

BLF/ダイレクトコールパークをサポートしていない場合、リンクは [関連情報
（Association Information）]ペインに表示されません。

（注）

ステップ 3 [BLF/ダイレクトコールパーク（BLF/Directed Call Park）]フィールドエリアのフィールドを設定
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照して

ください。

ステップ 4 設定が完了したら、[保存（Save）]をクリックして、ウィンドウを閉じます。
電話番号は、[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [関連情報（Association
Information）]ペインに表示されます。

関連トピック

BLF/ダイレクトコールパークの設定フィールド, （478ページ）

BLF/ダイレクトコールパークの設定フィールド

表 22：BLF/ダイレクトコールパークボタンの設定フィールド

説明フィールド

[電話番号（DirectoryNumber）]ドロップダウンリストに、CiscoUnified
Communications Managerデータベースにあるダイレクトコールパー
ク番号が表示されます。

SCCPを実行している電話またはSIPを実行している電話の場合、ユー
ザが短縮ダイヤルボタンを押すときにシステムがダイヤルする番号

（および対応するパーティションが表示されている場合はこのパー

ティション）を選択します（例：3の6002）。特定のパーティション
なしで表示される電話番号は、デフォルトのパーティションに属して

います。

[電話番号（Directory
Number）]
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説明フィールド

[BLF]/[ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）]ボタンに表示
するテキストを入力します。

このフィールドは国際化をサポートしています。電話が国際化をサ

ポートしていない場合、[ラベルASCII（Label ASCII）]フィールドに
入力したテキストが使用されます。

ラベル（Label）

[BLF]/[ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）]ボタンに表示
するテキストを入力します。

ASCIIラベルは、[ラベル（Label）]フィールドに入力したテキストの
非国際化バージョンを表します。電話が国際化をサポートしていない

場合、このフィールドに入力したテキストが使用されます。

[ラベル ASCII（Label ASCII）]フィールドに、[ラベル
（Label）]フィールドのテキストとは異なるテキストを入
力すると、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified
CommunicationsManager Administration）] では、テキストが
異なっていても両方のフィールドの設定が受け入れられま

す。

（注）

ラベル ASCII（Label
ASCII）

影響を受けるデバイスとダイレクトコールパークの同期

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）]を選択
します。

[ダイレクトコールパークの検索と一覧表示（DirectedCall Parks）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。
検索条件に一致するダイレクトコールパークの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 4 該当する複数の電話機を同期させるダイレクトコールパークをクリックします。[ダイレクトコー
ルパーク設定（Directed Call Park Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 追加の設定変更を加えます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

[設定情報の適用（Apply Configuration Information）]ダイアログが表示されます。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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ダイレクトコールパークの連携動作と制限事項

ダイレクトコールパークの連携動作

ダイレクトコールパーク機能との連携動作を次の表で説明します。

データのやり取り機能

ダイレクトコールパークはデフォルトのネッ

トワーク保留MOHオーディオソースを保留音
に使用します。

Music On Hold（保留音）

デバイスのコーリングサーチスペースに基づ

いて、ダイレクトコールパークアクセスをユー

ザに限定するため、ダイレクトコールパーク

電話番号または範囲をパーティションに割り当

てます。

コーリングサーチスペースとパーティション

ダイレクトコールパークでは、即時転送（[即
転送（iDivert）]または [即転送（Divert）]ソフ
トキー）がサポートされています。たとえば、

ユーザ Aがユーザ Bにコールし、ユーザ Bが
このコールをパークするとします。ユーザBは
コールを取得してから、[即転送（iDivert）]ま
たは [即転送（Divert）]ソフトキーを押してコー
ルをボイスメッセージングメールボックスに送

信することを決定します。ユーザAはユーザB
のボイスメールグリーティングを受信します。

即時転送
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データのやり取り機能

•ダイレクトコールパークによる割り込み：
相手側の電話（割り込み対象の電話）が

コールを制御します。割り込み元は、相手

側の電話に「ピギーバッグ」します。“”相
手側の電話には、割り込み先であっても、

一般的な機能のほとんどが含まれていま

す。したがって、割り込み元は機能にアク

セスできません。相手側がダイレクトコー

ルパークを使用してコールをパークする

と、割り込み元はそのコール（割り込み）

を解放する必要があります。

•ダイレクトコールパークによる C割り込
み：相手側と割り込み元がピアとして動作

します。C割り込み機能は会議ブリッジを
使用します。これによりミートミー会議と

同様に機能します。相手側と割り込み元の

両方の電話は、各自の機能への完全なアク

セスを維持します。

割込み

コールパークの [パーク（Park）]ソフトキーと
ダイレクトコールパークの両方を設定しない

ことが推奨されますが、この両方が設定される

可能性があります。この両方を設定する場合

は、コールパーク番号とダイレクトコールパー

ク番号が重複していないことを確認してくださ

い。

ダイレクトコールパーク機能を使用してパー

クされた発信者（パーク対象）は、パーク中は

標準コールパーク機能を使用できません。

コールパーク
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ダイレクトコールパークの制限事項

制約事項機能

Cisco Unified Communications Managerでは、1
人の参加者が各ダイレクトコールパーク番号

でパークできるコールは 1つだけです。

デバイスが（[BLF]ボタンを使用して）モニタ
するように設定されているダイレクトコール

パーク番号は削除できません。ダイレクトコー

ルパーク番号または範囲が使用中であるため削

除できないことを通知するメッセージが表示さ

れます。どのデバイスが番号を使用しているか

を特定するには、[ダイレクトコールパークの
設定（Directed Call Park Configuration）]ウィン
ドウの [依存関係レコード（Dependency
Records）]リンクをクリックします。

ダイレクトコールパーク番号

ダイレクトコールパーク機能を使用してパー

クされた発信者（パーク対象）は、パーク中は

標準コールパーク機能を使用できません。

標準コールパーク機能

ダイレクトコールパーク BLFは、ダイレクト
コールパーク番号範囲をモニタできません。

ユーザはダイレクトコールパーク BLFを使用
して個々のダイレクトコールパーク番号だけ

をモニタできます。たとえば、ダイレクトコー

ルパーク番号範囲 8Xを設定している場合、ダ
イレクトコールパーク BLFを使用してその範
囲全体（80～ 89）をモニタすることはできま
せん。

ダイレクトコールパーク BLF
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制約事項機能

次の制限事項は、SIPを実行している電話のダ
イレクトコールパークに適用されます。

•ダイレクトコールパークは、SIPを実行
しているCiscoUnified IP Phone 7940と 7960
の [転送（Transfer）]ソフトキーを使用し
て起動されます。

• SIPを実行している Cisco Unified IP Phone
7940と 7960の [ブラインド転送（Blind
Transfer）]ソフトキーが使用される場合、
システムではダイレクトコールパークが

サポートされません。

• SIPを実行する Cisco Unified IP Phone 7940
と7960、およびSIPを実行するサードパー
ティの電話では、システムでダイレクト

コールパークBLFがサポートされません。

SIPを実行している電話のダイレクトコール
パーク

ダイレクトコールパークのトラブルシューティング

パークされたコールを取得できない

問題

パークされたコールを取得できない。パークされたコールを取得するためにダイレクトコール

パーク番号をダイヤルしたあと、ユーザに話中音が聞こえ、IP Phoneに「パークスロットが利用
できません（Park Slot Unavailable）」というメッセージが表示されます。

解決法

ユーザが取得用プレフィックスに続けてダイレクトコールパーク番号をダイヤルしているかどう

かを確認します。

[コールをパークできない（User Cannot Park Calls）]
問題

コールをパークできない。[転送（Transfer）]ソフトキー（使用可能な場合は [転送（Transfer）]
ボタン）を押し、ダイレクトコールパークをダイヤルしてもコールがパークされません。

解決法

コールパーク番号に割り当てられているパーティションと電話機の電話番号に割り当てられてい

るパーティションが一致していることを確認します。デバイスにパーティションとコーリング
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サーチスペースが正しく設定されていることを確認します。パーティションの詳細については、

『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

復帰タイマーが時間切れになった後でユーザに対してリオーダー音が再生される

問題

コールをパークできない。復帰タイマーが時間切れになったあと、ユーザにリオーダートーンが

聞こえる。

解決法

ユーザが、[転送（Transfer）]ソフトキー（使用可能な場合は [転送（Transfer）]ボタン）を押し
てからダイレクトコールパーク番号をダイヤルし、ダイレクトコールパーク番号をダイヤルし

たあとにもう一度 [転送（Transfer）]ソフトキー（使用可能な場合は [転送（Transfer）]ボタン）
を押すか、またはオンフックにしていることを確認します。ダイレクトコールパークは転送機能

であるため、ダイレクトコールパーク番号を単独でダイヤルできません。

TransferOn-hookEnabledサービスパラメータをTrueに設定している場合は、[転送（Transfer）]
ソフトキー（使用可能な場合は [転送（Transfer）]ボタン）を 2回押す代わりに、オンフック
にするだけで転送が完了します。

（注）

ユーザに対してリオーダー音またはアナウンスが再生される

問題

コールをパークできない。[転送（Transfer）]ソフトキー（使用可能な場合は [転送（Transfer）]
ボタン）を押し、ダイレクトコールパーク番号をダイヤルしたあと、ユーザにリオーダートー

ンまたはアナウンスが聞こえます。

解決法

ダイヤルした番号がダイレクトコールパーク番号として設定されていることを確認します。

[ユーザは範囲内の番号にコールをパークできない（User Cannot Park a Call at a Number
Within The Range）]

問題

ダイレクトコールパーク番号の範囲を設定したあと、範囲内の番号にコールをパークできない。

解決法

ダイレクトコールパーク番号の範囲を入力する構文を確認します。構文に誤りがあると、実際に

は範囲を設定していない場合でも、範囲を設定するように見えることがあります。
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パーク保留中のコールの復帰が早すぎる

問題

パーク保留中のコールの復帰が早すぎる。

解決法

コールパーク復帰タイマーの設定時間を長くしてください。

パークスロットが利用できない

問題

コールをパークできない。[転送（Transfer）]ソフトキー（使用可能な場合は [転送（Transfer）]
ボタン）を押し、ダイレクトコールパーク番号をダイヤルした後、ユーザにビジートーンが聞

こえ、IP Phoneに「パークスロットが利用できません（Park Slot Unavailable）」というメッセー
ジが表示されます。

解決法

ダイヤルしたダイレクトコールパーク番号が、パークされたコールでまだ使用されていないこと

を確認するか、または別のダイレクトコールパーク番号にコールをパークします。

パークされたコールが、コールをパークした番号に復帰しない

問題

パークされたコールが、コールをパークした番号に復帰しない。

解決法

ダイレクトコールパーク番号の設定を調べ、別の電話番号ではなく、コールをパークした番号に

復帰するように設定されていることを確認します。

番号または範囲が使用中であるため削除できない

問題

ダイレクトコールパーク番号または範囲を削除しようとすると、番号または範囲が使用中である

ため削除できないというメッセージが表示される。

解決法

デバイスが監視するように設定されている（[BLF]ボタンを使用）ダイレクトコールパーク番号
は削除できません。どのデバイスが番号を使用しているかを特定するには、[ダイレクトコール
パークの設定（Directed Call Park Configuration）]ウィンドウの [依存関係レコード（Dependency
Records）]リンクをクリックします。
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第 30 章

エクステンションモビリティ（Extension
Mobility）

• エクステンションモビリティの概要, 487 ページ

• Extension Mobilityの前提条件, 487 ページ

• エクステンションモビリティの設定タスクフロー, 488 ページ

• エクステンションモビリティの連携動作と制限事項, 505 ページ

• エクステンションモビリティのトラブルシューティング, 509 ページ

エクステンションモビリティの概要

CiscoExtensionMobilityにより、ユーザは、お持ちのシステムのその他の電話機から一時的にライ
ンアピアランス、サービス、スピードダイヤルなどの電話機の設定にアクセスできるようになり

ます。例えば、複数の従業員で単一の電話を使用しているような場合、個々のユーザが電話機に

ログインし、他のユーザアカウントの設定に影響を及ぼさずに自分の設定にアクセスできるよ

う、エクステンションモビリティを設定できます。

Extension Mobility の前提条件
•到達可能な TFTPサーバ。

• Extension Mobility機能がほとんどの Cisco Unified IP Phoneに拡張されている。電話のマニュ
アルを参照して、Cisco Extension Mobilityがサポートされていることを確認する。
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エクステンションモビリティの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

エクステンションモビリティ機能をサポートする

デバイスを特定するためにレポートを生成します。

電話機能一覧の生成, （8ペー
ジ）

ステップ 1   

エクステンションモビリティ

サービスの有効化, （489ペー
ジ）

ステップ 2   

ユーザが後でエクステンションモビリティにアク

セスするために登録できる、エクステンションモ

ビリティ IP電話サービスを設定します。

Cisco ExtensionMobility電話サー
ビスの設定, （489ページ）

ステップ 3   

エクステンションモビリティデバイスプロファ

イルを設定します。このプロファイルは、ユーザ

ユーザのエクステンションモビ

リティデバイスプロファイルの

作成, （490ページ）

ステップ 4   

がエクステンションモビリティにログインすると

きに物理デバイスにマッピングするバーチャルデ

バイスとして機能します。この物理デバイスは、

このプロファイルの特性を引き継ぎます。

ユーザが別の電話機から設定にアクセスできるよ

うに、デバイスプロファイルをユーザに関連付け

ユーザへのデバイスプロファイ

ルの関連付け, （498ページ）
ステップ 5   

ます。物理デバイスを関連付けるのと同じ方法で、

ユーザにユーザデバイスプロファイルを関連付け

ます。

エクステンションモビリティサービスに IP電話
とデバイスプロファイルを登録して、ユーザがエ

エクステンションモビリティへ

の登録, （499ページ）
ステップ 6   

クステンションモビリティにログインし、使用

し、ログアウトできるようにします。

ユーザが自身の電話機で PINを変更できるように
するには、変更クレデンシャル Cisco Unified IP

クレデンシャル変更 IP電話サー
ビスの設定, （500ページ）

ステップ 7   

Phoneサービスを設定し、ユーザ、デバイスプロ
ファイル、または IP電話を、変更クレデンシャル
電話サービスに関連付ける必要があります。

（任意）

エクステンションモビリティの動作を変更するに

は、サービスパラメータを設定します。

Extension Mobility（EM;エクス
テンションモビリティ）のサー

ビスパラメータの設定, （501
ページ）

ステップ 8   
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エクステンションモビリティサービスの有効化

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]を
選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。
ステップ 3 必要に応じて、次のサービスを有効化します。

a) [Cisco CallManager]
b) Cisco Tftp
c) Ciscoエクステンションモビリティ

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

Cisco Extension Mobility電話サービスの設定, （489ページ）

Cisco Extension Mobility 電話サービスの設定
ユーザが後でエクステンションモビリティにアクセスするために登録できる、エクステンション

モビリティ IP電話サービスを設定します。

はじめる前に

エクステンションモビリティサービスの有効化, （489ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
サービス（Phone Services）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [サービス名（Service Name）]フィールドに、サービスの名前を入力します。
ステップ 4 [サービス URL（Service URL）]フィールドにサービス URLを入力します。

形式は http://<IP Address>:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#で
す。IP Addressは、CiscoExtensionMobilityが有効化され実行されるCiscoUnifiedCommunications
Managerの IPアドレスです。

例：

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
489

エクステンションモビリティの設定タスクフロー



http://123.45.67.89:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#

ステップ 5 [サービスタイプ（Service Type）]フィールドで、サービスが [サービス（Services）]、[ディレク
トリ（Directories）]、または [メッセージ（Messages）]ボタンにプロビジョニングされるかどう
かを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ユーザのエクステンションモビリティデバイスプロファイルの作成, （490ページ）

ユーザのエクステンションモビリティデバイスプロファイルの作成

エクステンションモビリティデバイスプロファイルを設定します。このプロファイルは、ユー

ザがエクステンションモビリティにログインするときに物理デバイスにマッピングするバーチャ

ルデバイスとして機能します。この物理デバイスは、このプロファイルの特性を引き継ぎます。

はじめる前に

Cisco Extension Mobility電話サービスの設定, （489ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [デバイスプロファイル（Device Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のデバイスプロファイルを変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリッ
クし、結果のリストから既存のデバイスプロファイルを選択します。

•新しいデバイスプロファイルを追加するには、[新規追加（AddNew）]をクリックして、[デ
バイスプロファイルのタイプ（DeviceProfileType）]からオプションを選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。次に、[デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリスト
からデバイスプロトコルを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセク

ションを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [割り当て情報（Association Information）]領域で、 [新規 DNを追加（Add a New DN）]をクリッ

クします。

ステップ 6 [電話番号（Directory Number）]フィールドに電話番号を入力して、[保存（Save）]をクリックし
ます。

ステップ 7 [リセット（Reset）]をクリックし、プロンプトに従います。
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次の作業

ユーザへのデバイスプロファイルの関連付け, （498ページ）

関連トピック

エクステンションモビリティのデバイスプロファイルフィールド, （491ページ）

エクステンションモビリティのデバイスプロファイルフィールド

表 23：デバイスプロファイルの設定

説明フィールド

ユーザデバイスプロファイル情報（User Device Profile Information）

このフィールドには、このデバイスプロファイルが適用される製品タイ

プが表示されます。

[製品のタイプ
（Product Type）]

このフィールドには、このデバイスプロファイルが適用されるデバイス

プロトコルが表示されます。

デバイスプロトコル

（Device Protocol）

一意の名前を入力します。この名前には最大 50文字まで使用できます。デバイスプロファイ

ル名（Device Profile
Name）

デバイスプロファイルの説明を入力します。テキストとして、この特定

のユーザデバイスプロファイルに関する記述を使用します。

説明

ユーザが保留操作を開始したときに再生する音源を指定するには、[ユー
ザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio Source）]ドロップダウンリス
トボックスから音源を選択します。

音源が選択されなかった場合、CiscoUnified CommunicationsManagerは、
デバイスプールで定義された音源を使用し、デバイスプールで音源 ID
が指定されていない場合はシステムデフォルトを使用します。

[保留音オーディオソースの設定（Music On Hold Audio Source
Configuration）]ウィンドウで、音源を定義します。アクセスす
るには、[メディアリソース（Media Resources）] > [保留音オー
ディオソース（Music On Hold Audio Source）]を選択します。

（注）

ユーザ保留MOH音
源（User Hold MOH
Audio Source）
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、電話機ユーザインターフェイスに

関連付けるロケールを選択します。ユーザロケールは、ユーザをサポー

トする言語やフォントなどの一連の詳細情報を識別します。

CiscoUnified CommunicationsManagerは、ローカリゼーションをサポート
する電話機モデルでのみこのフィールドを使用可能にします。

ユーザロケールが指定されなかった場合、Cisco Unified
Communications Managerはデバイスプールに関連付けられた
ユーザロケールを使用します。

（注）

情報を英語以外の言語で（電話機上に）表示する必要がある場

合は、ユーザロケールを設定する前にロケールインストーラ

がインストールされていることを確認します。Cisco Unified
CommunicationsManagerロケールインストーラのドキュメント
を参照してください。

（注）

ユーザロケール

（User Locale）

[電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリ
ストから、電話ボタンテンプレートを選択します。

プレゼンスモニタリングのプロファイル用に BLF/スピードダ
イヤルを設定する場合は、BLF/スピードダイヤル用に設定した
電話ボタンテンプレートを選択します。設定を保存したら、[新
規 BLF SDを追加（Add a New BLF SD）]リンクが [関連付け情
報（Association Information）]ペインに表示されます。BLF/ス
ピードダイヤルの詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and Services Guide』を参照し
てください。

ヒント

[電話ボタンテンプ
レート（PhoneButton
Template）]

[ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリスト
ボックスで、表示されたリストからソフトキーテンプレートを選択しま

す。

[ソフトキーテンプ
レート（Softkey
Template）]

[プライバシー（Privacy）]ドロップダウンリストボックスから、プライ
バシーが必要な電話機ごとに [オン（On）]を選択します。詳細について
は、『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』
を参照してください。

プライバシー
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを選択

します。

• [オフ（Off）]：このデバイスは、ユーザがワンボタン割り込み/C割
り込み機能を使用することを許可しません。

• [割り込み（Barge）]：このオプションを選択すると、電話機の [ワン
ボタン割り込み（Single Button Barge）]共有回線ボタンを押して割
り込み機能を使用してコールに割り込むことができます。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは、サービスパラメータと
デバイスプールの設定から、ワンボタン割り込み機能/C割り込み設
定を継承します。

サーバパラメータとデバイスプールの設定が異なる場合

は、デバイスがサービスパラメータの設定から値を継承

します。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Features and
Services Guide』を参照してください。

ワンボタン割り込み

（Single Button
Barge）

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを選択

します。

• [オフ（Off）]：このデバイスは、ユーザが複数ライン同時通話機能
を使用することを許可しません。

• [オン（On）]：このデバイスは、ユーザが複数ライン同時通話する
ことを許可します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは、サービスパラメータと
デバイスプールの設定から、複数ライン同時通話設定を継承しま

す。

サーバパラメータとデバイスプールの設定が異なる場合

は、デバイスがサービスパラメータの設定から値を継承

します。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration
Guide』を参照してください。

回線をまたいで参加
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを選択

します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれかの
回線でコールを受信すると、電話のユーザは、コールを受信した回

線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフフック）になっている
ときにいずれかの回線でコールを受信すると、このコールにはプラ

イマリ回線が選択されます。他の回線のコールの呼び出し音は鳴り

続けます。電話のユーザは、他の回線を選択してこれらのコールに

応答する必要があります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified Communications Managerは
CiscoCallManagerサービスをサポートする [常にプライム回線を使用
する（Always Use Prime Line）]サービスパラメータの設定を使用し
ます。

[常にプライム回線を
使用する（Always
Use Prime Line）]

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを選択

します。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に電話のメッセージボタ
ンを押すと、電話のプライマリ回線がボイスメッセージを受信する

アクティブな回線になります。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話のメッセージボタ
ンを押すと、ボイスメッセージが設定されている回線からボイス

メッセージシステムに自動でダイヤルされます。Cisco Unified
Communications Managerは、常に、ボイスメッセージが設定された
最初の回線を選択します。ボイスメッセージが設定されている回線

が存在しない場合に電話のユーザが [メッセージ（Messages）]ボタ
ンを押すと、プライマリ回線が使用されます。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified CommunicationsManagerは、
Cisco CallManagerサービスをサポートする [ボイスメッセージには
常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line for Voice
Message）]サービスパラメータの設定を使用します。

[ボイスメッセージに
は常にプライム回線

を使用する（Always
Use Prime Line for
Voice Message）]
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説明フィールド

コール表示制限を設定し、内線コールに対して受信されたプレゼンテー

ション制限を無視するには、[プレゼンテーションインジケータを無視
（内線コールのみ）（Ignore Presentation Indicators (internal calls only)）]“ ”
チェックボックスをオンにします。

この設定は、トランスレーションパターンレベルで発信側回

線 IDプレゼンテーションと接続先回線 IDプレゼンテーション
の設定と組み合わせて使用します。これらの設定を組み合わせ

て使用すれば、コールごとに発信側または接続先の回線表示情

報を選択的に表示またはブロックするようにコール表示制限を

設定できます。コール表示制限の詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Features and Services Guide』を
参照してください。

ヒント

プレゼンテーション

インジケータを無視

（内線コールのみ）

（Ignore Presentation
Indicators (internal calls
only)）

サイレントを有効にする場合に、このチェックボックスをオンにします。サイレント

電話機上で DNDを有効にすると、このパラメータによって、DND機能
で着信コールをどのように処理するかを指定できます。

• [コール拒否（Call Reject）]：このオプションは、着信コール情報を
ユーザに提示しないようにします。[DND着信呼警告（DNDIncoming
Call Alert）]パラメータの設定に応じて、電話はビープを再生する
か、コールの点滅通知を表示します。

• [呼出音オフ（Ringer Off）]：このオプションは、呼出音をオフにし
ますが、ユーザがコールを受け付けられるように、着信コール情報

をデバイスに表示します。

• [共通の電話プロファイル設定を使用（Use Common Phone Profile
Setting）]：このオプションは、[共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]ウィンドウの [DNDオプション（DND Option）]設
定をこのデバイスで使用するように指定します。

SCCPを実行している 7940/7960電話の場合、選択できるのは
[呼出音オフ（RingerOff）]オプションだけです。携帯デバイス
とデュアルモード電話の場合、[コール拒否（CallReject）]オプ
ションのみを選択できます。携帯デバイスまたはデュアルモー

ド電話で [DNDコール拒否（DND Call Reject）]をアクティブ
にすると、デバイスにコール情報が表示されません。

（注）

DNDオプション
（DND Option）
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説明フィールド

DNDの [呼出音オフ（Ringer Off）]オプションまたは [コール拒否（Call
Reject）]オプションを有効にした場合、このパラメータは電話でコール
を表示する方法を指定します。

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [なし（None）]：このオプションは、[共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]ウィンドウの [DND着信呼警告（DND
IncomingCallAlert）]設定をこのデバイスで使用するように指定しま
す。

• [無効（Disable）]：このオプションは、コールを通知するビープ音
とフラッシュの両方を無効にしますが、DNDの [呼出音オフ（Ringer
Off）]オプションの場合、着信コール情報が表示されます。[DND
コール拒否（DND Call Reject）]オプションの場合、コールアラー
トが表示されず、デバイスに情報が送信されません。

• [ビープ音のみ（Beep Only）]：着信コールの場合、このオプション
によって、電話機でビープ音のみが再生されます。

• [フラッシュのみ（Flash Only）]：このオプションを選択した場合、
着信コールがあると、電話のフラッシュアラートだけが表示されま

す。

DND着信呼警告
（DND Incoming Call
Alert）

ドロップダウンリストボックスから、Extension Mobility Cross Cluster機
能のこのデバイスプロファイルに使用する既存のコーリングサーチス

ペース（CSS）を選択します。（新しい CSSを設定する、または、既存
の CSSを変更するには、Cisco Unified Communications Manager
Administrationで、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロール
のクラス（Class ofControl）] > [コーリングサーチスペース（CallingSearch
Space）]を選択します）。

デフォルト値は [なし（None）]です。

ホーム管理者がこの CSSを指定します。この CSSは、ユーザがこのリ
モート電話機にログインしたときに電話機に割り当てられるデバイスCSS
として使用されます。詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services Guide』を参照してください。

Extension Mobility
Cross Cluster CSS

拡張モジュール情報（Expansion Module Information）
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説明フィールド

拡張モジュールフィールド内の拡張モジュールドロップダウンリストか

ら電話テンプレートを選択することにより、1つか2つの拡張モジュール
をこのデバイスプロファイル用に設定できます。

電話ボタンテンプレートフィールドの横にある [表示（View）]
ボタンリストリンクを選択することにより、いつでも電話ボ

タンリストを表示できます。別のダイアログボックスがポップ

アップ表示され、その特定の拡張モジュールの電話ボタンが表

示されます。

（注）

該当する拡張モジュールまたは [なし（None）]を選択します。

[モジュール 1
（Module 1）]

該当する拡張モジュールまたは [なし（None）]を選択します。[モジュール 2
（Module 2）]

Multilevel Precedence and Preemption

このユーザデバイスプロファイルがMLPP優先コールに使用される場合
は、ドロップダウンリストボックスから [MLPPドメイン（MLPP
Domain）]を選択します。

[MLPPドメインの設定（MLPP Domain Configuration）]ウィン
ドウで、MLPPドメインを定義します。アクセスするには、[シ
ステム（System）] > [MLPPドメイン（MLPPDomain）]を選択
します。

（注）

[MLPPドメイン
（MLPP Domain）]

このユーザデバイスプロファイルがMLPP優先コールに使用される場合
は、[MLPP通知（MLPP Indication）]設定をデバイスプロファイルに割
り当てます。この設定は、優先トーンを再生可能なデバイスがMLPP優
先コールを発信するときにこの機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストボックスで、次のオプションの中からこのデバイ

スプロファイルに割り当てる設定を選択します。

1 [デフォルト（Default）]：このデバイスプロファイルは、関連するデ
バイスのデバイスプールからそのMLPP通知設定を継承します。

2 [オフ（Off）]：このデバイスは、MLPP優先コールの通知を処理しま
せん。

3 [オン（On）]：このデバイスプロファイルは、MLPP優先コールの通
知を処理します。

次の設定の組み合わせを使ってデバイスプロファイルを設定し

ないでください。[MLPP通知（MLPP Indication）]を [オフ
（Off）]または [デフォルト（Default）]（デフォルトがオフの
場合）に設定し、[MLPPプリエンプション（MLPPPreemption）]
を [強制（Forceful）]に設定。

（注）

[MLPP通知（MLPP
Indication）]
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説明フィールド

このユーザデバイスプロファイルをMLPP優先コールに使用する場合
は、[MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]設定をデバイスプロ
ファイルに割り当てます。この設定は、進行中のコールをプリエンプショ

ン処理可能なデバイスがMLPP優先コールを発信するときにこの機能を
使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストボックスで、次のオプションの中からこのデバイ

スプロファイルに割り当てる設定を選択します。

1 [デフォルト（Default）]：このデバイスプロファイルは、関連するデ
バイスのデバイスプールからそのMLPPプリエンプション設定を継承
します。

2 [無効（Disabled）]：このデバイスは、高優先コールの実行が必要なと
きに、低優先コールのプリエンプションの実行を許可しません。

3 [強制（Forceful）]：このデバイスは、高優先コールの実行が必要なと
きに、低優先コールのプリエンプションの実行を許可します。

次の設定の組み合わせを使ってデバイスプロファイルを設定し

ないでください。[MLPP通知（MLPP Indication）]を [オフ
（Off）]または [デフォルト（Default）]（デフォルトがオフの
場合）に設定し、[MLPPプリエンプション（MLPPPreemption）]
を [強制（Forceful）]に設定。

（注）

[MLPPプリエンプ
ション（MLPP
Preemption）]

ログアウト（デフォルト）プロファイル情報（Logged Out (Default) Profile Information）

[ログインユーザ ID（Login User ID）]ドロップダウンリストボックスか
ら、有効なログインユーザ IDを選択します。

デバイスプロファイルをログアウトプロファイルとして使用

する場合は、電話機に関連付けるログインユーザ IDを指定し
ます。ユーザがこのユーザデバイスプロファイルからログア

ウトすると、電話機が自動的にこのログインユーザ IDにログ
インします。

（注）

ログインユーザ ID
（Login User Id）

ユーザへのデバイスプロファイルの関連付け

ユーザが別の電話機から設定にアクセスできるように、デバイスプロファイルをユーザに関連付

けます。物理デバイスを関連付けるのと同じ方法で、ユーザにユーザデバイスプロファイルを関

連付けます。
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一括管理ツール（BAT）を使用して、Cisco Extension Mobilityの複数のユーザデバイスプロ
ファイルを一度に追加および削除できます。http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Bulk Administration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』を参照してください。

ヒント

はじめる前に

ユーザのエクステンションモビリティデバイスプロファイルの作成, （490ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [エンドユーザ（End User）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のユーザの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし、結
果のリストから既存のユーザを選択します。

•新しいユーザを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ExtensionMobility]で、作成したデバイスプロファイルを探して、それを [使用可能なプロファイ
ル（Available Profiles）]から [制御するプロファイル（Controlled Profiles）]に移動します。

ステップ 4 [ホームクラスタ（Home Cluster）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

エクステンションモビリティへの登録, （499ページ）

エクステンションモビリティへの登録

エクステンションモビリティサービスに IP電話とデバイスプロファイルを登録して、ユーザが
エクステンションモビリティにログインし、使用し、ログアウトできるようにします。

はじめる前に

ユーザへのデバイスプロファイルの関連付け, （498ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで次のいずれかのタスクを実行します。
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• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、検索条件を指定してから [検索（Find）]
をクリックし、エクステンションモビリティに使用する電話機を選択します。

• [デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [デバイスプロファイル（Device
Profile）]を選択し、検索条件を指定してから [検索（Find）]をクリックし、作成したデバイ
スプロファイルを選択します。

ステップ 2 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから、[サービスの登録/登録解除
（Subscribe/Unsubscribe Services）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [サービスを選択（Select a Service）]ドロップダウンリストから、[エクステンションモビリティ
（Extension Mobility）]サービスを選択します。

ステップ 4 [Next]をクリックします。
ステップ 5 [登録（Subscribe）]をクリックします。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックし、ポップアップウィンドウを閉じます。

次の作業

クレデンシャル変更 IP電話サービスの設定, （500ページ）

クレデンシャル変更 IP 電話サービスの設定
ユーザが自身の電話機で PINを変更できるようにするには、変更クレデンシャル Cisco Unified IP
Phoneサービスを設定し、ユーザ、デバイスプロファイル、または IP電話を、変更クレデンシャ
ル電話サービスに関連付ける必要があります。

はじめる前に

エクステンションモビリティへの登録, （499ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
サービス（Phone Services）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [サービス名（Service Name）]フィールドに、Change Credentialと入力します。
ステップ 4 [サービスURL（Service URL）]フィールドに、次の値を入力すると、サーバがクレデンシャル変

更 IP電話サービスが稼働するサーバとなります。
http://server:8080/changecredential/ChangeCredentialServlet?device=#DEVICENAME
#

ステップ 5 （任意） [セキュアサービス URL（Secure-Service URL）]フィールドに、次の値を入力すると、
サーバがクレデンシャル変更 IP電話サービスが稼働するサーバとなります。
https://server:8443/changecredential/ChangeCredentialServlet?device=#DEVICENAME
#
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ステップ 6 [IP電話サービス設定（IP Phone Services Configuration）]の残りのフィールドを設定し、[保存
（Save）]を選択します。

ステップ 7 CiscoUnified IPPhoneをクレデンシャル変更 IP電話サービスに登録するには、[デバイス（Device）]
> [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 8 [電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[関連リンク（Related Links）]ドロップダ
ウンリストから、[サービスの登録 /登録解除（Subscribe/Unsubscribe Services）]を選択します。

ステップ 9 [移動（Go）]をクリックします。
ステップ 10 [サービスの選択（Select a Service）]ドロップダウンリストから[クレデンシャル変更 IP電話サー

ビス（Change Credential IP phone service）]を選択します。
ステップ 11 [Next]をクリックします。
ステップ 12 [登録（Subscribe）]をクリックします。
ステップ 13 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

（オプション） ExtensionMobility（EM;エクステンションモビリティ）のサービスパラメータの
設定, （501ページ）

Extension Mobility（EM; エクステンションモビリティ）のサービスパラメータの設
定

エクステンションモビリティの動作を変更するには、サービスパラメータを設定します。

はじめる前に

エクステンションモビリティサービスの有効化, （489ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]フィールドで、Cisco Extension Mobilityサービスを実行しているノードを選択
します。

ステップ 3 [サービス（Service）]フィールドで、[Cisco Extension Mobility]を選択します。
ステップ 4 すべてのサービスパラメータを表示するには、[詳細設定（Advanced）]をクリックします。

サービスパラメータとその設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してくだ

さい。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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関連トピック

Extension Mobilityサービスパラメータ, （502ページ）

Extension Mobility サービスパラメータ

表 24：Extension Mobility サービスパラメータ

説明サービスパラメータ

ローカルログインの最大時間を指定するには、[True]を選択します。
この時間の経過後に、システムは自動的にデバイスをログアウトさ

せます。デフォルト設定の [False]は、ログインの最大時間が存在し
ないことを意味します。

自動ログアウトを設定するには、このサービスパラメータに [True]
を選択し、[クラスタ内最大ログイン時間（Intra-clusterMaximumLogin
Time）]サービスパラメータにシステムの最大ログイン時間を指定
する必要もあります。その後、CiscoUnified CommunicationsManager
は、すべてのログインに対して自動ログアウトサービスを使用しま

す。

クラスタ内最大ログイン時

間の強制（Enforce
Intra-clusterMaximumLogin
Time）

このパラメータは、ユーザがローカルにデバイスにログイン可能な

最大時間（8:00（8時間）や :30（30分）など）を設定します。

システムは、[クラスタ内最大ログイン時間の強制（EnforceIntra-cluster
MaximumLoginTime）]パラメータが [False]に設定されている場合、
このパラメータを無視します。

有効な値はHHH:MMの形式で 0:01～ 168:00です。ここで、HHHは
時間数を、MMは分数を表します。

クラスタ内最大ログイン時

間（Intra-cluster Maximum
Login Time）

同時に実行可能なログイン操作またはログアウト操作の最大数を指

定します。この数値により、CiscoExtensionMobilityサービスがシス
テムリソースを過剰に消費するのを防止します。デフォルト値の 5
は、ほとんどのケースで適切な値です。

同時要求の最大数

（Maximum Concurrent
Requests）
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説明サービスパラメータ

次のいずれかのオプションを選択します。

• [複数のログインを許可する（Multiple Logins Allowed）]：ユー
ザは、一度に複数のデバイスにログインできます。

• [複数のログインを許可しない（Multiple LoginsNotAllowed）]：
ユーザが一度ログインに成功すると、それ以降のログインの試

みが失敗します。

• [自動ログアウト（Auto Logout）]：ユーザが 2台目のデバイス
にログインすると、Cisco Unified Communications Managerが自
動的に 1台目のデバイスからユーザをログアウトさせます。

EMCCでは、複数のログインが常に許可されます。

クラスタ内複数ログイン動

作（Intra-cluster Multiple
Login Behavior）

ユーザ IDに英数字を含めることを許可するには、[True]を選択しま
す。[False]を選択すると、ユーザ IDには数字しか含めることができ
なくなります。

[英数字ユーザ ID（AlphanumericUser ID）]パラメータは、
システム全体に適用されます。英数字ユーザ IDと数字ユー
ザ IDを混在させることができます。システムは、英数字
キーパッドを使用して入力可能なユーザ IDしかサポート
しません。大文字と小文字が区別されるユーザ IDフィー
ルドでは、小文字を使用する必要があります。

（注）

英数字ユーザ ID
（Alphanumeric User ID）

[False]を選択した場合、システムは電話機にログインした最後のユー
ザを記憶しません。ユーザが一時的にしか電話機にアクセスしない

場合に、このオプションを使用します。電話機にログインした最後

のユーザを記憶するには、[True]を選択します。電話機に1人のユー
ザしかアクセスしない場合に、このオプションを使用します。

たとえば、CiscoExtensionMobilityを使用して、電話機から許可され
たコールのタイプを有効化できます。ログインしていない、オフィ

ス電話を使用しているユーザは、内線または緊急コールしか発信で

きません。ただし、CiscoExtensionMobilityを使用してログインする
と、市内、長距離、および国際コールを発信できます。このシナリ

オでは、電話機に定期的にログインするのはこのユーザだけです。

この場合は、ログインした最後のユーザ IDを記憶するように Cisco
Extension Mobilityを設定することには意味があります。

ログインした最後のユーザ

を記憶する（Remember the
Last User Logged In）
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説明サービスパラメータ

CiscoExtensionMobilityの手動ログインまたは手動ログアウト中に通
話履歴を消去するように指定するには、[True]を選択します。

ユーザが IPフォンで Cisco Extension Mobilityサービスを利用してい
る間は、すべてのコール（発信、着信、不在）が通話履歴に記録さ

れ、IPフォンのディスプレイに表示して確認できます。プライバシー
を保護するには、[通話履歴を全件消去（Clear Call Log）]サービス
パラメータを [True]に設定します。これにより、あるユーザがログ
アウトして、別のユーザがログインしたときに通話履歴が消去され

ることが保証されます。

Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）では、ユーザが電話機にロ
グインまたは電話機からログアウトするたびに通話履歴が消去され

ます。

通話履歴は、手動ログイン/ログアウト時にのみ消去されま
す。Cisco Extension Mobilityのログアウトが自動的にまた
は手動ログアウト以外の方法で発生した場合、通話履歴は

消去されません。

（注）

クラスタ内EM上の通話履
歴の消去（Clear Call Logs
on Intra-cluster EM）

このパラメータは、ログインまたはログアウトを要求している送信

元の IPアドレスを検証するかどうかを設定します。

このパラメータが [True]に設定された場合は、CiscoExtensionMobility
のログイン要求またはログアウト要求が発生した IPアドレスが検証
され、信頼できるかどうかが確認されます。

検証は、最初に、ログインまたはログアウトするデバイスのキャッ

シュに対して実行されます。

IPアドレスがキャッシュ内または信頼された IPアドレスのリスト内
で見つかった場合や IPアドレスが登録済みデバイスの場合は、デバ
イスがログインまたはログアウトできます。IPアドレスが見つから
なかった場合は、ログインまたはログアウトの試みがブロックされ

ます。

このパラメータが [False]に設定された場合は、CiscoExtensionMobility
のログイン要求またはログアウト要求が検証されません。

IPアドレスの検証は、デバイスへのログインまたはデバイスからの
ログアウトに必要な時間に影響する可能性がありますが、無許可の

ログインまたはログアウトの試みを阻止してセキュリティを強化で

きます。この機能は、特に、リモートデバイスの別の信頼されたプ

ロキシサーバからのログインと組み合わせて使用することをお勧め

します。

IPアドレスの検証
（Validate IP Address）
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説明サービスパラメータ

このパラメータは、テキストボックスとして表示されます（最大長

は 1024文字です）。テキストボックスには、信頼された IPアドレ
スまたはホスト名の文字列をセミコロンで区切って入力できます。

IPアドレス範囲と正規表現はサポートされません。

信頼された IPのリスト
（Trusted List of IPs）

このパラメータが [True]の場合は、Webプロキシを使用する Cisco
ExtensionMobilityのログイン操作とログアウト操作が許可されます。

このパラメータが [False]の場合は、プロキシ経由で受信されたCisco
ExtensionMobilityのログイン要求とログアウト要求が拒否されます。

選択した設定は、[IPアドレスの検証（Validate IPAddress）]パラメー
タが [True]に指定されている場合にのみ適用されます。

プロキシを許可する

（Allow Proxy）

このフィールドには、CiscoExtensionMobilityによって維持されるデ
バイスキャッシュのサイズを入力します。このフィールドの最小値

は 1000で、最大値は 20000です。デフォルト値は 10000です。

入力した値は、[IPアドレスの検証（Validate IP Address）]パラメー
タが [True]に指定されている場合にのみ適用されます。

ExtensionMobilityのキャッ
シュサイズ（Extension
Mobility Cache Size）

エクステンションモビリティの連携動作と制限事項

Cisco Extension Mobility の連携動作

表 25：Cisco Extension Mobility の連携動作

データのやり取り機能

Cisco Extension Mobilityを使用するマネージャは同時に Cisco Unified
Communications Manager Assistantを使用できます。マネージャは Cisco
ExtensionMobilityを使用してCiscoUnified IP Phoneにログインし、次にCisco
IP Manager Assistantサービスを選択します。Cisco IP Manager Assistantサー
ビスが開始すると、マネージャはアシスタントとCiscoUnifiedCommunications
Manager Assistantのすべての機能（コールフィルタリングやサイレントな
ど）にアクセスできます。

アシスタント

（Assistant）
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データのやり取り機能

ユーザデバイスプロファイルに BLF/スピードダイヤルボタンを設定する
と、デバイスにログイン後、Cisco Extension Mobilityをサポートする電話
は、BLF/スピードダイヤルボタンに BLFプレゼンスステータスを表示し
ます。

Extension Mobilityユーザがログアウトすると、Cisco Extension Mobilityをサ
ポートする電話は、設定されているログアウトプロファイルのBLF/スピー
ドダイヤルボタンに BLFプレゼンスステータスを表示します。

BLFプレゼンス

コール表示の制限を有効にした場合、Cisco ExtensionMobilityは通常どおり
機能します。ユーザがデバイスにログインするときのコール情報の表示ま

たは制限はそのユーザが関連付けられているデバイスプロファイルにより

異なります。ユーザがログアウトするときのコール情報の表示または制限

は、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウでその電話に対して定
義される設定により異なります。

Cisco Extension Mobilityでコール表示の制限を使用するには、[デバイスプ
ロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウと [電話の設定
（Phone Configuration）]ウィンドウの両方で、[プレゼンテーションインジ
ケータを無視（内線コールのみ）（Ignore Presentation Indicators (internal calls
only)）]チェックボックスをオンにします。

コール表示の制限

不在転送コーリングサーチスペース（CSS）の機能強化により、機能性を
失わずに Cisco Unified Communications Managerの新しいリリースにアップ
グレードできます。

[CFA CSSアクティベーションポリシー（CFA CSS Activation Policy）]サー
ビスパラメータがこの機能強化をサポートします。[サービスパラメータ設
定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、このパラメータは次の
2つのオプションとともに [クラスタ全体パラメータ（機能 -転送）
（Clusterwide Parameters (Feature - Forward)）]セクションに表示されます。

• [設定済み CSSを使用（With Configured CSS）]（デフォルト）

• With Activating Device/Line CSS

不在転送コーリン

グサーチスペース

ExtensionMobilityの場合、デバイスプロファイル設定にサイレント（DND）
着信通話アラートとサイレントステータスが含まれます。ユーザがログイ

ンしてサイレントを有効にすると、DND着信呼警告とサイレントステータ
スの設定が保存され、ユーザが再度ログインするとこれらの設定が使用さ

れます。

Extension Mobilityにログインしているユーザが DND着信呼警告
またはサイレントステータスの設定を変更しても、このアクショ

ンは実際のデバイス設定に影響しません。

（注）

サイレント
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データのやり取り機能

Cisco ExtensionMobilityはインターコム機能をサポートします。インターコ
ムをサポートするために、Cisco ExtensionMobilityはインターコム回線用に
設定されるデフォルトのデバイスを使用します。インターコム回線はデフォ

ルトのデバイスでのみ表示されます。

インターコム回線は、デバイスプロファイルに割り当てることができます。

ユーザがデフォルトのデバイス以外のデバイスにログインしたときは、イ

ンターコム回線は表示されません。

Cisco ExtensionMobilityのインターコムには次の追加の考慮事項が適用され
ます。

• Unified Communications Managerがインターコム回線をデバイスに割り
当て、デフォルトのデバイス値が空の場合、現在のデバイスがデフォ

ルトのデバイスとして選択されます。

• AXLがプログラムでインターコムDNを割り当てる場合、CiscoUnified
CMの管理を使用してデフォルトのデバイスを設定することにより、
インターコム DNを個別に更新する必要があります。

•インターコム回線のインターコムデフォルトデバイスとして設定され
ているデバイスを削除すると、インターコムデフォルトデバイスは削

除されたデバイスに設定されなくなります。

インターコム

CiscoExtensionMobilityは IPv4をサポートするので、IPアドレッシングモー
ドが IPv6のみの電話を Cisco Extension Mobilityに使用することはできませ
ん。電話で Cisco Extension Mobilityを使用する場合、電話の IPアドレッシ
ングモードに IPv4のみまたは IPv4と IPv6を設定する必要があります。

Internet Protocol
Version 6（IPv6）

[デバイスプロファイル（Device Profile）]または [デフォルトのデバイスプ
ロファイル設定（Default Device Profile Configuration）]ウィンドウの [常に
プライム回線を使用する（Always Use Prime Line）]パラメータで [オン
（On）]を選択した場合、CiscoExtensionMobilityユーザは、CiscoExtension
Mobilityをサポートするデバイスにログイン後にこの機能を使用できます。

プライム回線
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Cisco Extension Mobility の制限

表 26：Cisco Extension Mobility の制限

制約事項機能

Cisco ExtensionMobilityはすべてのログイン中のユーザ情報のキャッシュを
2分間保持します。キャッシュに存在するユーザに関する要求が Extension
Mobilityに届いた場合、ユーザはキャッシュからの情報で認証されます。た
とえば、ユーザがパスワードを変更してログアウトし、2分以内に再度ログ
インした場合、古いパスワードと新しいパスワードの両方が認識されます。

キャッシュ

Cisco Extension Mobilityのユーザがデバイスからログアウトすると、その
Cisco ExtensionMobilityユーザ用に有効になっているすべてのコールバック
サービスは自動的にキャンセルされます。

折り返し

ユーザがログインするときに表示される文字は、現在の電話機のロケール

によって異なります。たとえば、電話機が現在英語のロケール（電話機の

ログアウトプロファイルに基づく）の場合、[ユーザ ID（UserID）]には英
語の文字しか入力できません。

文字表示

Cisco Extension Mobilityは保留復帰機能をサポートしていません。保留復帰

Cisco Extension Mobilityには、ログインに物理 Cisco Unified IP Phoneが必要
です。Cisco ExtensionMobilityで設定されているオフィス電話のユーザは電
話機にリモートログインすることはできません。

IPフォン

ユーザまたはプロファイルに関連付けられているユーザロケールがロケー

ルまたはデバイスと異なる場合、ログインが正常に完了すると、電話機は

再起動してからリセットします。この動作は、電話機設定ファイルが再作

成されるために発生します。プロファイルとデバイス間のアドオンモジュー

ルの不一致でも同じ動作が発生します。

ロケール（Locale）

Cisco ExtensionMobilityが停止または再起動した場合、システムはログイン
間隔の時間が経過したすでにログイン中のユーザを自動的にログアウトし

ません。つまりユーザの自動ログアウトは 1日 1回のみ行われます。電話
機または Cisco Unified CMの管理から手動でこのようなユーザをログアウ
トさせることができます。

ログアウト

Cisco ExtensionMobilityおよび複数ライン同時通話機能サービスは、保護対
象の電話機では無効です。

セキュアトーン

標準 EM認証プロキシ権限のユーザグループにユーザを追加できますが、
追加されたユーザはプロキシによって認証する権限を持っていません。

ユーザグループ
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エクステンションモビリティのトラブルシューティング

エクステンションモビリティのトラブルシューティング

• Cisco Extension Mobilityトレースディレクトリを設定し、次の手順を実行してデバッグト
レースを有効にします。

a) CiscoUnified Serviceabilityから [トレース（Trace）] > [トレース設定（Trace Configuration）]
を選択します。

b) [Server（サーバ）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。
c) [設定されたサービス（Configured Services）]ドロップダウンリストから、[CiscoExtension

Mobility]を選択します。

• Cisco ExtensionMobilityサービスのURLを正しく入力したことを確認します。URLでは、小
文字と大文字が区別されます。

•設定手順をすべて適切に実行したことを確認します。

• CiscoExtensionMobilityユーザの認証で問題が発生する場合は、ユーザページに移動してPIN
を確認します。

次の作業

上記の手順で問題が解決しない場合は、次のトラブルシューティングのトピックを参照してくだ

さい。

認証エラー

問題 [エラー 201認証エラー（Error 201 Authentication Error）]“ ”が電話機に表示されます。

解決法 正しいユーザ IDと PINが入力されていることを確認する必要があります。また、ユーザ
IDと PINが正しいことをシステム管理者と一緒に確認する必要があります。

ユーザ ID または PIN が空です
問題 「エラー 202ユーザ IDまたは PINが空です（Error 202 Blank User ID or PIN）」が電話機に
表示されます。

解決法 有効なユーザ IDと PINを入力してください。

ビジー。再実行してください（Busy Please Try Again）
問題 「エラー 26ビジー。再実行してください（Error 26 Busy Please Try Again）」が電話機に表
示されます。
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解決法 同時ログイン/ログアウト要求の数が [同時要求の最大数（Maximum Concurrent requests）]
サービスパラメータより多いかどうかを確認します。大きい場合は同時要求の数を小さくしま

す。

同時ログイン/ログアウト要求の数を確認するには、Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolを
使用して ExtensionMobilityオブジェクト内のRequests In Progressカウンタを表示します。詳細
については、以下で『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照して
ください。 http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html

（注）

Database Error
問題 “「エラー 6データベースエラー」”が電話機に表示されます。

解決法 大量の要求が存在するどうかを確認してください。大量の要求が存在する場合は、Extension
Mobilityオブジェクトカウンタの Requests In Progressカウンタに高い値が表示されます。大量の
同時要求が原因で要求が拒否された場合は、Requests Throttledカウンタにも高い値が表示されま
す。詳細なデータベースログを収集します。

デバイスのログオンが無効（Dev Logon Disabled）
問題 「エラー 22デバイスのログオンが無効（Error 22 Dev Logon Disabled）」が電話機に表示さ
れます。

解決法 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウ（[デバイス（Device）] > [電話機
（Phone）]）で、[エクステンションモビリティの有効化（Enable Extension Mobility）]チェック
ボックスがオンになっていることを確認してください。

デバイス名が空白です

問題 「エラー 207デバイス名が空白です（Error 207 Device Name Empty）」“”が電話に表示され
ます。

解決法 Cisco Extension Mobilityに設定されている URLが正しいことを確認してください。詳細
については、「関連項目」を参照してください。

関連トピック

Cisco Extension Mobility電話サービスの設定, （489ページ）

EM サービス接続エラー
問題 「“エラー 207 EMサービス接続エラー（Error 207 EM Service Connection Error）”」が電話機
に表示されます。
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解決法 Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能（Control
Center—Feature）]を選択することにより、Cisco Extension Mobilityサービスが実行されているこ
とを確認してください。

ホストヲケンシュツデキマセン（Host Not Found）
問題 「“ホストを検出できません（Host Not Found）”」というエラーメッセージが電話機に表示
されます。

解決法 Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンターのネットワー
クサービス（Control Center—Network Services）]を選択することにより、Cisco Tomcatサービス
が実行していることを確認してください。

HTTP エラー（HTTP Error）
問題 HTTPエラー（503）が電話機に表示されます。

解決法

• [サービス（Services）]ボタンを押したときにこのエラーが表示された場合は、Cisco Unified
Serviceabilityで、[ツール（Tools）]> [コントロールセンターのネットワークサービス（Control
Center—Network Services）]を選択することにより、Cisco IP Phone Servicesサービスが実行し
ていることを確認してください。

• Extension Mobilityサービスを選択したときにこのエラーが表示された場合は、Cisco Unified
Serviceabilityで、[ツール（Tools）]> [コントロールセンターのネットワークサービス（Control
Center—Network Services）]を選択することにより、Cisco Extension Mobility Applicationサー
ビスが実行していることを確認してください。

電話機のリセット

問題 ユーザのログインまたはログアウト後、再起動する代わりに電話機がリセットされます。

考えられる原因 このリセットは、ロケールの変更が原因だと考えられます。

解決法 特に対処の必要はありません。ログインするユーザまたはプロファイルに関連付けられ

ているユーザロケールがロケールまたはデバイスと異なる場合、ログインが正常に完了すると、

電話機は再起動し、次にリセットします。このパターンは、電話機設定ファイルが再作成される

ために発生します。

ログイン後に電話サービスが使用できない

問題 ログイン後、電話サービスが使用できない。

考えられる原因 この問題は、電話機にユーザプロファイルがロードされたときにユーザプロ

ファイルに関連付けられたサービスがなかったために発生しています。

解決法
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•ユーザプロファイルに Cisco Extension Mobilityサービスが含まれていることを確認します。

• Cisco Extension Mobilityが含まれるように、ユーザがログインする電話機の設定を変更しま
す。電話機が更新されたあと、ユーザは電話サービスにアクセスできるようになります。

ログアウト後に電話サービスが使用できない

問題 ユーザがログアウトし、電話機がデフォルトデバイスプロファイルに戻った後、電話サー

ビスが使用できなくなる。

解決法

• [自動デバイスプロファイルと電話の設定間の同期（SynchronizationBetweenAutoDeviceProfile
and Phone Configuration）]エンタープライズパラメータが [True]に設定されていることを確
認します。

•電話機を Cisco Extension Mobilityサービスに登録します。

ユーザは既にログイン済み（User Logged in Elsewhere）
問題 「エラー 25ユーザは既にログイン済み（Error 25 User Logged in Elsewhere）」が電話機に表
示されます。

解決法 ユーザが別の電話機にログインしているかどうかを確認します。複数のログインを許可す

る必要がある場合は、[複数のログイン動作（MultipleLoginBehavior）]サービスパラメータが [複
数のログインを許可（Multiple Logins Allowed）]に設定されていることを確認します。

ユーザプロファイルなし

問題 “「エラー 205ユーザプロファイルなし（Error 205 User Profile Absent）」”が電話機に表示
されます。

解決法 デバイスプロファイルをユーザに関連付けます。
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第 31 章

クラスタ間のエクステンションモビリティ

（Extension Mobility Cross Cluster）

• Extension Mobility Cross Clusterの概要, 513 ページ

• Extension Mobility Cross Clusterの前提条件, 513 ページ

• Extension Mobility Cross Clusterの設定タスクフロー, 514 ページ

• Extension Mobility Cross Clusterの連携動作と制限事項, 540 ページ

• Extension Mobility Cross Clusterのトラブルシューティング, 546 ページ

Extension Mobility Cross Cluster の概要
Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）機能は、Extension Mobilityと同じ機能をユーザに提供し
ますが、あるクラスタ（ホームクラスタ）から移動して、別のリモートクラスタ（訪問先クラス

タ）上の一時的な電話機にログインできるようにします。そこから、ホームオフィスで IPフォン
を使用している場合のように、任意の場所から自分の電話機設定にアクセスすることができます。

Extension Mobility Cross Cluster の前提条件
• ExtensionMobility Cross Cluster（EMCC）の設定をサポートし、使用しているその他の呼制御
エンティティ（その他の Cisco Unified Communications Managerクラスタ、EMCCクラスタ間
サービスプロファイル、EMCCリモートクラスタサービスなど）

•非セキュアまたは混合モードに設定されたクラスタ。詳細については、Extension Mobility
CrossClusterとさまざまなクラスタバージョンのセキュリティモード, （543ページ）を参照
してください。

•セキュアモードまたは非セキュアモードでサポートされる電話機
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Extension Mobility Cross Cluster の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Extension Mobility Cross Cluster機能をサポー
トするデバイスを特定するために、レポート

を生成します。

電話機能一覧の生成, （8ページ）ステッ

プ 1   

ユーザがクラスタ内の他の電話機から自分の

電話機の設定（ラインアピアランス、サー

エクステンションモビリティの設定, （
516ページ）を行うには、次のサブタス
クを実行します。

ステッ

プ 2   
ビス、短縮ダイヤルなど）に一時的にアクセ

スできるように Extension Mobilityを設定し• Extension Mobility Cross Clusterの
サービスの有効化, （516ページ）

ます。ユーザがホームクラスタと訪問先ク

ラスタのどちらからでも設定にアクセスでき
• Extension Mobility電話サービスの
設定, （517ページ）

るように、ホームクラスタとリモートクラ

スタの両方でこのタスクフローを実行しま

す。• Extension Mobility Cross Clusterのデ
バイスプロファイルの設定, （518
ページ）

•ユーザに対する Extension Mobility
Cross Clusterの有効化, （526ペー
ジ）

•エクステンションモビリティへの
デバイスの登録, （526ページ）

ホームクラスタおよびリモートクラスタを

適切に設定するには、各クラスタの証明書を

Extension Mobility Cross Clusterの証明書
の有効化,（527ページ）を行うには、次
のサブタスクを実行します。

ステッ

プ 3   
同じ SFTPサーバと SFTPディレクトリにエ
クスポートし、参加クラスタのいずれか1つ•一括プロビジョニングサービスの

有効化, （528ページ）
でそれらを統合する必要があります。この手

順により、2つのクラスタ間で信頼が確立さ
れていることを確認できます。•一括証明書管理の設定および証明

書のエクスポート, （528ページ）

•証明書の統合, （529ページ）

•クラスタへの証明書のインポート,
（530ページ）

Extension Mobility Cross Clusterデバイス
およびテンプレートの設定, （531ペー

ステッ

プ 4   

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
514

Extension Mobility Cross Cluster の設定タスクフロー



目的コマンドまたはアクション

ジ）を行うには、次のサブタスクを実行

します。

•共通デバイス設定の作成,（531ペー
ジ）

• Extension Mobility Cross Clusterテン
プレートの設定, （532ページ）

•デフォルトテンプレートの設定,
（532ページ）

• Extension Mobility Cross Clusterデバ
イスの追加, （533ページ）

国、州、市の値などのデバイスロケーショ

ンに合った基準を指定する地理位置情報フィ

Extension Mobility Cross Clusterの位置情
報フィルタの設定, （534ページ）

ステッ

プ 5   
ルタを設定します。地理位置情報はデバイス

の場所を特定するために使用され、フィルタ

は地理位置情報のどの部分が重要であるかを

示します。

地理位置情報フィルタなどの設定した機能パ

ラメータの値を選択します。

Extension Mobility Cross Clusterの機能パ
ラメータの設定, （534ページ）

ステッ

プ 6   

クラスタ間 PSTNアクセスおよびRSVPエー
ジェントサービスの着信/発信トラフィック

Extension Mobility Cross Clusterのクラス
タ間SIPトランクの設定,（538ページ）

ステッ

プ 7   
を処理するトランクを設定します。1つのト
ランクで PSTNアクセスとRSVPエージェン
トサービスの両方を処理するよう設定でき

ます。または、サービスごとに1つずつトラ
ンクを設定することもできます。Extension
Mobility Cross Clusterに必要な SIPトランク
は最大 2つです。

クラスタ間サービスプロファイルを設定し

て、Extension Mobility Cross Clusterを有効化
Extension Mobility Cross Clusterのクラス
タ間サービスプロファイルの設定, （
539ページ）

ステッ

プ 8   
します。このプロファイルは、結果レポート

より上位の設定および結果レポートを提供す

るすべての設定を収集します。

ExtensionMobility Cross Clusterのリモートク
ラスタを設定します。この手順により、ホー

リモートクラスタサービスの設定, （
540ページ）

ステッ

プ 9   
ムクラスタとリモート（訪問先）クラスタ

を接続するリンクが確立します。
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エクステンションモビリティの設定

ユーザがクラスタ内の他の電話機から自分の電話機の設定（ラインアピアランス、サービス、短

縮ダイヤルなど）に一時的にアクセスできるように Extension Mobilityを設定します。ユーザが
ホームクラスタと訪問先クラスタのどちらからでも設定にアクセスできるように、ホームクラス

タとリモートクラスタの両方でこのタスクフローを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Extension Mobility Cross Clusterのサー
ビスの有効化, （516ページ）

ステップ 1   

ユーザを登録できるエクステンションモ

ビリティの電話サービスを作成します。

ExtensionMobility電話サービスの設定,
（517ページ）

ステップ 2   

ユーザが Extension Mobility Cross Cluster
にログインするときに、設定を実デバイ

Extension Mobility Cross Clusterのデバ
イスプロファイルの設定, （518ペー
ジ）

ステップ 3   

スに対してマッピングするためのデバイ

スプロファイルを作成します。

ユーザに対するExtensionMobilityCross
Clusterの有効化, （526ページ）

ステップ 4   

すべてのデバイスに対してエンタープラ

イズサブスクリプションを設定していな

エクステンションモビリティへのデバ

イスの登録, （526ページ）
ステップ 5   

い場合には、エクステンションモビリティ

をデバイスで有効にし、サービスに登録

します。

Extension Mobility Cross Cluster のサービスの有効化

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]を
選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。
ステップ 3 必要に応じて、次のサービスを有効化します。

a) [Cisco CallManager]
b) Cisco Tftp
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c) Ciscoエクステンションモビリティ

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

Extension Mobility電話サービスの設定, （517ページ）

Extension Mobility 電話サービスの設定

ユーザを登録できるエクステンションモビリティの電話サービスを作成します。

はじめる前に

Extension Mobility Cross Clusterのサービスの有効化, （516ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
サービス（Phone Services）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [サービス名（Service Name）]フィールドに、サービスの名前を入力します。

たとえば、Extension Mobilityまたは EMなどの名前を入力します。Java MIDletサービスの場合、
サービス名は、Java Application Descriptor（JAD）ファイルで定義されている名前と正確に一致し
ている必要があります。

ステップ 4 [サービス URL（Service URL）]フィールドに、次の形式でサービス URLを入力します。
http://<IP アドレス>:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&EMCC=#EMCC#

ステップ 5 （任意） HTTPSを使用して安全な URLを作成するには、次の形式でセキュアなサービス URL
を入力します。

https://<IP アドレス
>:8443/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&EMCC=#EMCC#

ステップ 6 [サービスカテゴリ（Service Category）]フィールドと [サービスの種類（Service Type）]フィール
ドのデフォルト値を使用します。

ステップ 7 [有効（Enable）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 8 （任意）すべての電話とデバイスのプロファイルにこの電話サービスを登録するために [エンター

プライズサブスクリプション（Enterprise Subscription）]チェックボックスをオンにします。
サービスを初めて設定する際にこのチェックボックスをオンにすると、この IPフォン
のサービスをエンタープライズサブスクリプションサービスとして設定することにな

ります。社内のすべての電話とデバイスのプロファイルは、自動的にこの IP電話サー
ビスを登録しますが、削除する場合には個々に登録する必要があります。

（注）
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ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

Extension Mobility Cross Clusterのデバイスプロファイルの設定, （518ページ）

Extension Mobility Cross Cluster のデバイスプロファイルの設定

ユーザが Extension Mobility Cross Clusterにログインするときに、設定を実デバイスに対してマッ
ピングするためのデバイスプロファイルを作成します。

はじめる前に

Extension Mobility電話サービスの設定, （517ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] >
[デバイスプロファイル（Device Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のデバイスプロファイルを変更するには、検索条件を入力し、[検索（Search）]をクリッ
クし、結果リストのデバイスプロファイル名をクリックします。

•新しいデバイスプロファイルを追加するには、[新規追加（AddNew）]をクリックし、[次へ
（Next）]をクリックし、[デバイスプロファイルタイプ（device profile type）]を選択し、
[次へ（Next）]をクリックし、[プロトコル（protocol）]を選択し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 3 [デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 新しいデバイスプロファイルに電話番号（DN）を追加します。

次の作業

ユーザに対する Extension Mobility Cross Clusterの有効化, （526ページ）

関連トピック

Extension Mobility Cross Clusterのデバイスプロファイルフィールド, （519ページ）
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Extension Mobility Cross Cluster のデバイスプロファイルフィールド

表 27：デバイスプロファイルの設定

説明フィールド

ユーザデバイスプロファイル情報（User Device Profile Information）

このフィールドには、このデバイスプロファイルが適用される製品タイ

プが表示されます。

[製品のタイプ
（Product Type）]

このフィールドには、このデバイスプロファイルが適用されるデバイス

プロトコルが表示されます。

デバイスプロトコル

（Device Protocol）

一意の名前を入力します。この名前には最大 50文字まで使用できます。デバイスプロファイ

ル名（Device Profile
Name）

デバイスプロファイルの説明を入力します。テキストとして、この特定

のユーザデバイスプロファイルに関する記述を使用します。

説明

ユーザが保留操作を開始したときに再生する音源を指定するには、[ユー
ザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio Source）]ドロップダウンリス
トボックスから音源を選択します。

音源が選択されなかった場合、CiscoUnified CommunicationsManagerは、
デバイスプールで定義された音源を使用し、デバイスプールで音源 ID
が指定されていない場合はシステムデフォルトを使用します。

[保留音オーディオソースの設定（Music On Hold Audio Source
Configuration）]ウィンドウで、音源を定義します。アクセスす
るには、[メディアリソース（Media Resources）] > [保留音オー
ディオソース（Music On Hold Audio Source）]を選択します。

（注）

ユーザ保留MOH音
源（User Hold MOH
Audio Source）

ドロップダウンリストボックスから、電話機ユーザインターフェイスに

関連付けるロケールを選択します。ユーザロケールは、ユーザをサポー

トする言語やフォントなどの一連の詳細情報を識別します。

CiscoUnified CommunicationsManagerは、ローカリゼーションをサポート
する電話機モデルでのみこのフィールドを使用可能にします。

ユーザロケールが指定されなかった場合、Cisco Unified
Communications Managerはデバイスプールに関連付けられた
ユーザロケールを使用します。

（注）

情報を英語以外の言語で（電話機上に）表示する必要がある場

合は、ユーザロケールを設定する前にロケールインストーラ

がインストールされていることを確認します。Cisco Unified
CommunicationsManagerロケールインストーラのドキュメント
を参照してください。

（注）

ユーザロケール

（User Locale）
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説明フィールド

[電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリ
ストから、電話ボタンテンプレートを選択します。

プレゼンスモニタリングのプロファイル用に BLF/スピードダ
イヤルを設定する場合は、BLF/スピードダイヤル用に設定した
電話ボタンテンプレートを選択します。設定を保存したら、[新
規 BLF SDを追加（Add a New BLF SD）]リンクが [関連付け情
報（Association Information）]ペインに表示されます。BLF/ス
ピードダイヤルの詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and Services Guide』を参照し
てください。

ヒント

[電話ボタンテンプ
レート（PhoneButton
Template）]

[ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリスト
ボックスで、表示されたリストからソフトキーテンプレートを選択しま

す。

[ソフトキーテンプ
レート（Softkey
Template）]

[プライバシー（Privacy）]ドロップダウンリストボックスから、プライ
バシーが必要な電話機ごとに [オン（On）]を選択します。詳細について
は、『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』
を参照してください。

プライバシー

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを選択

します。

• [オフ（Off）]：このデバイスは、ユーザがワンボタン割り込み/C割
り込み機能を使用することを許可しません。

• [割り込み（Barge）]：このオプションを選択すると、電話機の [ワン
ボタン割り込み（Single Button Barge）]共有回線ボタンを押して割
り込み機能を使用してコールに割り込むことができます。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは、サービスパラメータと
デバイスプールの設定から、ワンボタン割り込み機能/C割り込み設
定を継承します。

サーバパラメータとデバイスプールの設定が異なる場合

は、デバイスがサービスパラメータの設定から値を継承

します。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Features and
Services Guide』を参照してください。

ワンボタン割り込み

（Single Button
Barge）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
520

Extension Mobility Cross Cluster の設定タスクフロー



説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを選択

します。

• [オフ（Off）]：このデバイスは、ユーザが複数ライン同時通話機能
を使用することを許可しません。

• [オン（On）]：このデバイスは、ユーザが複数ライン同時通話する
ことを許可します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは、サービスパラメータと
デバイスプールの設定から、複数ライン同時通話設定を継承しま

す。

サーバパラメータとデバイスプールの設定が異なる場合

は、デバイスがサービスパラメータの設定から値を継承

します。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration
Guide』を参照してください。

回線をまたいで参加

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを選択

します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれかの
回線でコールを受信すると、電話のユーザは、コールを受信した回

線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフフック）になっている
ときにいずれかの回線でコールを受信すると、このコールにはプラ

イマリ回線が選択されます。他の回線のコールの呼び出し音は鳴り

続けます。電話のユーザは、他の回線を選択してこれらのコールに

応答する必要があります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified Communications Managerは
CiscoCallManagerサービスをサポートする [常にプライム回線を使用
する（Always Use Prime Line）]サービスパラメータの設定を使用し
ます。

[常にプライム回線を
使用する（Always
Use Prime Line）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを選択

します。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に電話のメッセージボタ
ンを押すと、電話のプライマリ回線がボイスメッセージを受信する

アクティブな回線になります。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話のメッセージボタ
ンを押すと、ボイスメッセージが設定されている回線からボイス

メッセージシステムに自動でダイヤルされます。Cisco Unified
Communications Managerは、常に、ボイスメッセージが設定された
最初の回線を選択します。ボイスメッセージが設定されている回線

が存在しない場合に電話のユーザが [メッセージ（Messages）]ボタ
ンを押すと、プライマリ回線が使用されます。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified CommunicationsManagerは、
Cisco CallManagerサービスをサポートする [ボイスメッセージには
常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line for Voice
Message）]サービスパラメータの設定を使用します。

[ボイスメッセージに
は常にプライム回線

を使用する（Always
Use Prime Line for
Voice Message）]

コール表示制限を設定し、内線コールに対して受信されたプレゼンテー

ション制限を無視するには、[プレゼンテーションインジケータを無視
（内線コールのみ）（Ignore Presentation Indicators (internal calls only)）]“ ”
チェックボックスをオンにします。

この設定は、トランスレーションパターンレベルで発信側回

線 IDプレゼンテーションと接続先回線 IDプレゼンテーション
の設定と組み合わせて使用します。これらの設定を組み合わせ

て使用すれば、コールごとに発信側または接続先の回線表示情

報を選択的に表示またはブロックするようにコール表示制限を

設定できます。コール表示制限の詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Features and Services Guide』を
参照してください。

ヒント

プレゼンテーション

インジケータを無視

（内線コールのみ）

（Ignore Presentation
Indicators (internal calls
only)）

サイレントを有効にする場合に、このチェックボックスをオンにします。サイレント
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説明フィールド

電話機上で DNDを有効にすると、このパラメータによって、DND機能
で着信コールをどのように処理するかを指定できます。

• [コール拒否（Call Reject）]：このオプションは、着信コール情報を
ユーザに提示しないようにします。[DND着信呼警告（DNDIncoming
Call Alert）]パラメータの設定に応じて、電話はビープを再生する
か、コールの点滅通知を表示します。

• [呼出音オフ（Ringer Off）]：このオプションは、呼出音をオフにし
ますが、ユーザがコールを受け付けられるように、着信コール情報

をデバイスに表示します。

• [共通の電話プロファイル設定を使用（Use Common Phone Profile
Setting）]：このオプションは、[共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]ウィンドウの [DNDオプション（DND Option）]設
定をこのデバイスで使用するように指定します。

SCCPを実行している 7940/7960電話の場合、選択できるのは
[呼出音オフ（RingerOff）]オプションだけです。携帯デバイス
とデュアルモード電話の場合、[コール拒否（CallReject）]オプ
ションのみを選択できます。携帯デバイスまたはデュアルモー

ド電話で [DNDコール拒否（DND Call Reject）]をアクティブ
にすると、デバイスにコール情報が表示されません。

（注）

DNDオプション
（DND Option）

DNDの [呼出音オフ（Ringer Off）]オプションまたは [コール拒否（Call
Reject）]オプションを有効にした場合、このパラメータは電話でコール
を表示する方法を指定します。

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [なし（None）]：このオプションは、[共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]ウィンドウの [DND着信呼警告（DND
IncomingCallAlert）]設定をこのデバイスで使用するように指定しま
す。

• [無効（Disable）]：このオプションは、コールを通知するビープ音
とフラッシュの両方を無効にしますが、DNDの [呼出音オフ（Ringer
Off）]オプションの場合、着信コール情報が表示されます。[DND
コール拒否（DND Call Reject）]オプションの場合、コールアラー
トが表示されず、デバイスに情報が送信されません。

• [ビープ音のみ（Beep Only）]：着信コールの場合、このオプション
によって、電話機でビープ音のみが再生されます。

• [フラッシュのみ（Flash Only）]：このオプションを選択した場合、
着信コールがあると、電話のフラッシュアラートだけが表示されま

す。

DND着信呼警告
（DND Incoming Call
Alert）
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Extension Mobility Cross Cluster機
能のこのデバイスプロファイルに使用する既存のコーリングサーチス

ペース（CSS）を選択します。（新しい CSSを設定する、または、既存
の CSSを変更するには、Cisco Unified Communications Manager
Administrationで、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロール
のクラス（Class ofControl）] > [コーリングサーチスペース（CallingSearch
Space）]を選択します）。

デフォルト値は [なし（None）]です。

ホーム管理者がこの CSSを指定します。この CSSは、ユーザがこのリ
モート電話機にログインしたときに電話機に割り当てられるデバイスCSS
として使用されます。詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services Guide』を参照してください。

Extension Mobility
Cross Cluster CSS

拡張モジュール情報（Expansion Module Information）

拡張モジュールフィールド内の拡張モジュールドロップダウンリストか

ら電話テンプレートを選択することにより、1つか2つの拡張モジュール
をこのデバイスプロファイル用に設定できます。

電話ボタンテンプレートフィールドの横にある [表示（View）]
ボタンリストリンクを選択することにより、いつでも電話ボ

タンリストを表示できます。別のダイアログボックスがポップ

アップ表示され、その特定の拡張モジュールの電話ボタンが表

示されます。

（注）

該当する拡張モジュールまたは [なし（None）]を選択します。

[モジュール 1
（Module 1）]

該当する拡張モジュールまたは [なし（None）]を選択します。[モジュール 2
（Module 2）]

Multilevel Precedence and Preemption

このユーザデバイスプロファイルがMLPP優先コールに使用される場合
は、ドロップダウンリストボックスから [MLPPドメイン（MLPP
Domain）]を選択します。

[MLPPドメインの設定（MLPP Domain Configuration）]ウィン
ドウで、MLPPドメインを定義します。アクセスするには、[シ
ステム（System）] > [MLPPドメイン（MLPPDomain）]を選択
します。

（注）

[MLPPドメイン
（MLPP Domain）]
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説明フィールド

このユーザデバイスプロファイルがMLPP優先コールに使用される場合
は、[MLPP通知（MLPP Indication）]設定をデバイスプロファイルに割
り当てます。この設定は、優先トーンを再生可能なデバイスがMLPP優
先コールを発信するときにこの機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストボックスで、次のオプションの中からこのデバイ

スプロファイルに割り当てる設定を選択します。

1 [デフォルト（Default）]：このデバイスプロファイルは、関連するデ
バイスのデバイスプールからそのMLPP通知設定を継承します。

2 [オフ（Off）]：このデバイスは、MLPP優先コールの通知を処理しま
せん。

3 [オン（On）]：このデバイスプロファイルは、MLPP優先コールの通
知を処理します。

次の設定の組み合わせを使ってデバイスプロファイルを設定し

ないでください。[MLPP通知（MLPP Indication）]を [オフ
（Off）]または [デフォルト（Default）]（デフォルトがオフの
場合）に設定し、[MLPPプリエンプション（MLPPPreemption）]
を [強制（Forceful）]に設定。

（注）

[MLPP通知（MLPP
Indication）]

このユーザデバイスプロファイルをMLPP優先コールに使用する場合
は、[MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]設定をデバイスプロ
ファイルに割り当てます。この設定は、進行中のコールをプリエンプショ

ン処理可能なデバイスがMLPP優先コールを発信するときにこの機能を
使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストボックスで、次のオプションの中からこのデバイ

スプロファイルに割り当てる設定を選択します。

1 [デフォルト（Default）]：このデバイスプロファイルは、関連するデ
バイスのデバイスプールからそのMLPPプリエンプション設定を継承
します。

2 [無効（Disabled）]：このデバイスは、高優先コールの実行が必要なと
きに、低優先コールのプリエンプションの実行を許可しません。

3 [強制（Forceful）]：このデバイスは、高優先コールの実行が必要なと
きに、低優先コールのプリエンプションの実行を許可します。

次の設定の組み合わせを使ってデバイスプロファイルを設定し

ないでください。[MLPP通知（MLPP Indication）]を [オフ
（Off）]または [デフォルト（Default）]（デフォルトがオフの
場合）に設定し、[MLPPプリエンプション（MLPPPreemption）]
を [強制（Forceful）]に設定。

（注）

[MLPPプリエンプ
ション（MLPP
Preemption）]

ログアウト（デフォルト）プロファイル情報（Logged Out (Default) Profile Information）
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説明フィールド

[ログインユーザ ID（Login User ID）]ドロップダウンリストボックスか
ら、有効なログインユーザ IDを選択します。

デバイスプロファイルをログアウトプロファイルとして使用

する場合は、電話機に関連付けるログインユーザ IDを指定し
ます。ユーザがこのユーザデバイスプロファイルからログア

ウトすると、電話機が自動的にこのログインユーザ IDにログ
インします。

（注）

ログインユーザ ID
（Login User Id）

ユーザに対する Extension Mobility Cross Cluster の有効化

はじめる前に

Extension Mobility Cross Clusterのデバイスプロファイルの設定, （518ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [エンドユーザ（End User）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のユーザの設定を変更するには、検索条件を入力して [Find]をクリックし、結果のリス
トから既存のユーザを選択します。

•新しいユーザを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ExtensionMobility]ペインで、[クラスタ間のエクステンションモビリティの有効化（EnableExtension
Mobility Cross Cluster）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [Extension Mobility]ペインの [使用可能なプロファイル（Available Profiles）]リストペインからデ
バイスプロファイルを選択します。

ステップ 5 デバイスプロファイルを [制御するプロファイル（Controlled Profiles）]リストペインに移動しま
す。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

エクステンションモビリティへのデバイスの登録, （526ページ）

エクステンションモビリティへのデバイスの登録

すべてのデバイスに対してエンタープライズサブスクリプションを設定していない場合には、エ

クステンションモビリティをデバイスで有効にし、サービスに登録します。
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はじめる前に

ユーザに対する Extension Mobility Cross Clusterの有効化, （526ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 ユーザが Extension Mobility Cross Clusterを使用できる電話を検索します。
ステップ 3 このデバイスでは、[内線番号情報（Extension Information）]ペインの [ExtensionMobilityの有効化

（Enable Extension Mobility）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[関連事項（Related Links）]ドロップダウン

リストの [サービスの登録/登録解除（Subscribe/Unsubscribe Services）]を選択します。
ステップ 5 [移動（Go）]をクリックします。
ステップ 6 ポップアップウィンドウが開いたら、[サービスの選択（Select a Service）]ドロップダウンリス

トの [Extension Mobility]サービスを選択します。
ステップ 7 [Next]をクリックします。
ステップ 8 [登録（Subscribe）]をクリックします。
ステップ 9 ポップアップウィンドウで [保存（Save）]をクリックしてから、ウィンドウを閉じます。
ステップ 10 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 11 表示された場合は、[OK]をクリックします。

Extension Mobility Cross Cluster の証明書の有効化
ホームクラスタおよびリモートクラスタを適切に設定するには、各クラスタの証明書を同じSFTP
サーバと SFTPディレクトリにエクスポートし、参加クラスタのいずれか 1つでそれらを統合す
る必要があります。この手順により、2つのクラスタ間で信頼が確立されていることを確認でき
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

一括プロビジョニングサービ

スの有効化, （528ページ）
ステップ 1   

ホームクラスタおよびリモートクラスタの両方か

ら証明書をエクスポートするには、[Cisco Unified
一括証明書管理の設定および証

明書のエクスポート,（528ペー
ジ）

ステップ 2   

CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で
証明書の一括管理を設定します。
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目的コマンドまたはアクション

すべての参加クラスタが証明書をエクスポートし

ている場合には、証明書を統合します。このオプ

証明書の統合, （529ページ）ステップ 3   

ションは、複数のクラスタが証明書を SFTPサー
バにエクスポートする場合にのみ使用できます。

ホームクラスタとリモート（訪問先）クラスタに

証明書をインポートします。

アップグレード後、これらの証明書が維

持されます。証明書の再インポートや再

統合をする必要はありません。

（注）

クラスタへの証明書のインポー

ト, （530ページ）
ステップ 4   

一括プロビジョニングサービスの有効化

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]を
選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。
ステップ 3 [Cisco Bulk Provisioning Service]チェックボックスをオンにします。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

一括証明書管理の設定および証明書のエクスポート, （528ページ）

一括証明書管理の設定および証明書のエクスポート

ホームクラスタおよびリモートクラスタの両方から証明書をエクスポートするには、[CiscoUnified
CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で証明書の一括管理を設定します。

この手順では、クラスタ内の全ノードの証明書を含む PKCS12ファイルを作成します。
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（注） •すべての参加クラスタは、同じ SFTPサーバと SFTPディレクトリに証明書をエクスポー
トする必要があります。

• Tomcat、Tomcat-ECDSA、TFTP、CAPFの各証明書がいずれかのクラスタノードで再生
成されるたびに、クラスタで証明書をエクスポートする必要があります。

はじめる前に

一括プロビジョニングサービスの有効化, （528ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]から、[セキュリティ（Security）] >
[証明書の一括管理（Bulk Certificate Management）]を選択します。

ステップ 2 ホームクラスタとリモートクラスタの両方で到達可能な TFTPサーバを設定します。フィールド
とその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 [エクスポート（Export）]をクリックします。
ステップ 5 [証明書の一括エクスポート（Bulk Certificate Export）]ウィンドウの [証明書のタイプ（Certificate

Type）]フィールドで、[すべて（All）]を選択します。
ステップ 6 [エクスポート（Export）]をクリックします。
ステップ 7 [閉じる（Close）]をクリックします。

次の作業

証明書の統合, （529ページ）

証明書の統合

すべての参加クラスタが証明書をエクスポートしている場合には、証明書を統合します。このオ

プションは、複数のクラスタが証明書を SFTPサーバにエクスポートする場合にのみ使用できま
す。

単一ファイルにするには、この手順で、SFTPサーバのすべてのPKCS12ファイルを統合します。

統合後に新しい証明書をエクスポートする場合には、新たにエクスポートされた証明書を含め

るため、この手順を再度実行する必要があります。

（注）

はじめる前に

一括証明書管理の設定および証明書のエクスポート, （528ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified OS管理から、[セキュリティ（Security）] > [証明書一括管理（Bulk Certificate
Management）] > [統合（Consolidate）] > [証明書一括統合（Bulk Certificate Consolidate）]を選択し
ます。

ステップ 2 [証明書タイプ（Certificate Type）]フィールドで、[すべて（All）]を選択します。
ステップ 3 [統合（Consolidate）]をクリックします。

次の作業

クラスタへの証明書のインポート, （530ページ）

クラスタへの証明書のインポート

ホームクラスタとリモート（訪問先）クラスタに証明書をインポートします。

アップグレード後、これらの証明書が維持されます。証明書の再インポートや再統合をする必

要はありません。

（注）

証明書をインポートした後、クラスタの電話は自動的に再起動します。注意

はじめる前に

証明書の統合, （529ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified OS管理画面で、[セキュリティ（Security）] > [証明書の一括管理（Bulk Certificate
Management）] > [インポート（Import）] > [証明書の一括インポート（Bulk Certificate Import）]を
選択します。

ステップ 2 [証明書タイプ（Certificate Type）]ドロップダウンリストから、[すべて（All）]を選択します。
ステップ 3 [インポート（Import）]を選択します。
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Extension Mobility Cross Cluster デバイスおよびテンプレートの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特定のユーザに関連するサービスや機能を指定す

るには、共通デバイス設定を設定します。

共通デバイス設定の作成,（531
ページ）

ステップ 1   

共通デバイス設定をこの機能に関連付けるには、

Extension Mobility Cross Clusterテンプレートを作
成します。

Extension Mobility Cross Cluster
テンプレートの設定,（532ペー
ジ）

ステップ 2   

ユーザがデフォルトテンプレートとして作成した

Extension Mobility Cross Clusterテンプレートを設
定します。

デフォルトテンプレートの設

定, （532ページ）
ステップ 3   

システムデータベースに Extension Mobility Cross
Clusterデバイスエントリを挿入します。各デバイ

Extension Mobility Cross Cluster
デバイスの追加,（533ページ）

ステップ 4   

スは、EMCC1、EMCC2などの形式を持つ一意の
名前で識別されます。一括管理ツールは、最後に

使用されたデバイス番号を取得して、デバイス番

号を割り当てます。

共通デバイス設定の作成

特定のユーザに関連するサービスや機能を指定するには、共通デバイス設定を設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存の共通デバイス設定を変更するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックし
て、検索結果の一覧から共通デバイス設定を選択します。

•新しい共通デバイス設定を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

Extension Mobility Cross Clusterテンプレートの設定, （532ページ）

Extension Mobility Cross Cluster テンプレートの設定

共通デバイス設定をこの機能に関連付けるには、ExtensionMobilityCrossClusterテンプレートを作
成します。

はじめる前に

共通デバイス設定の作成, （531ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[一括管理（Bulk Administration）] > [EMCC] > [EMCCテン
プレート（EMCC Template）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [EMCCテンプレートの設定（EMCC Template Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定

します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

デフォルトテンプレートの設定, （532ページ）

デフォルトテンプレートの設定

ユーザがデフォルトテンプレートとして作成した Extension Mobility Cross Clusterテンプレートを
設定します。

はじめる前に

Extension Mobility Cross Clusterテンプレートの設定, （532ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[一括管理（Bulk Administration）] > [EMCC] > [EMCCの挿入/
更新（Insert/Update EMCC）]の順に選択します。

ステップ 2 [EMCCデバイス更新（Update EMCC Devices）]をクリックします。
ステップ 3 [デフォルト EMCCテンプレート（Default EMCC Template）]ドロップダウンリストで、設定した

Extension Mobility Cross Clusterデバイステンプレートを選択します。
ステップ 4 [すぐに実行（Run Immediately）]をクリックします。
ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 ジョブが成功したことを確認します。

a) [一括管理（Bulk Administration）] > [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]を選択します。
b) 実行したジョブのジョブ IDを確認します。

次の作業

Extension Mobility Cross Clusterデバイスの追加, （533ページ）

Extension Mobility Cross Cluster デバイスの追加

システムデータベースに Extension Mobility Cross Clusterデバイスエントリを挿入します。各デバ
イスは、EMCC1、EMCC2などの形式を持つ一意の名前で識別されます。一括管理ツールは、最
後に使用されたデバイス番号を取得して、デバイス番号を割り当てます。

はじめる前に

デフォルトテンプレートの設定, （532ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]から、[一括管理（BulkAdministration）]
> [EMCC] > [EMCCの挿入/更新（Insert/Update EMCC）]の順に選択します。

ステップ 2 [EMCCデバイスの挿入（Insert EMCC Devices）]をクリックします。
ステップ 3 [追加する EMCCデバイスの数（Number of EMCC Devices to be added）]フィールドに、追加する

デバイスの数を入力します。

ステップ 4 [今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし、[送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 5 ウィンドウを更新し、[データベースに存在する EMCCデバイスの数（Number of EMCC Devices

already in database）]の値が、追加したデバイスの数と一致することを確認します。
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Extension Mobility Cross Cluster の位置情報フィルタの設定
国、州、市の値などのデバイスロケーションに合った基準を指定する地理位置情報フィルタを設

定します。地理位置情報はデバイスの場所を特定するために使用され、フィルタは地理位置情報

のどの部分が重要であるかを示します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [位置
情報フィルタ（Geolocation Filter）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [位置情報のフィルタ設定（Geolocation Filter Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定し

ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

Extension Mobility Cross Clusterの機能パラメータの設定, （534ページ）

Extension Mobility Cross Cluster の機能パラメータの設定
地理位置情報フィルタなどの設定した機能パラメータの値を選択します。

はじめる前に

一括証明書管理の設定および証明書のエクスポート, （528ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[高度な機能（Advanced
Features）] > [EMCC] > [EMCC機能の設定（EMCC Feature Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [EMCC機能の設定（EMCC Feature Configuration）]ウィンドウ内の各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクションを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

Extension Mobility Cross Clusterのクラスタ間 SIPトランクの設定, （538ページ）

関連トピック

Extension Mobility Cross Clusterの機能パラメータフィールド, （535ページ）
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Extension Mobility Cross Cluster の機能パラメータフィールド

表 28： Extension Mobility Cross Cluster の機能パラメータフィールド

説明EMCC パラメータ

リモートクラスタから Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）にロ
グインしているデバイスが使用する必要のあるデフォルト TFTPサー
バのコンピュータ名または IPアドレスを選択します。

EMCCログインデバイ
ス用のデフォルトの

TFTPサーバ（Default
TFTP Server for EMCC
Login Device）

リモートクラスタからEMCCにログインしているデバイスが使用する
必要のあるバックアップ TFTPサーバのコンピュータ名または IPアド
レスを選択します。

EMCCログインデバイ
ス用のバックアップ

TFTPサーバ（Backup
TFTP Server for EMCC
Login Device）

期限切れのEMCCデバイスのシステムチェックを行う間隔を分数で指
定します。

期限切れの EMCCデバイスは、リモートクラスタから EMCCにログ
インしていたものの、WAN障害や接続の問題が原因で、電話機が訪問
先クラスタからログアウトしたデバイスです。接続が復旧すると、デ

バイスは、訪問先クラスタにログインし直しました。

このメンテナンスジョブ中に、Cisco Extension Mobilityサービスが
CiscoUnifiedCommunicationsManagerデータベースに期限切れのEMCC
デバイスがないかチェックし、それらを自動的にログアウトさせます。

デフォルト値は 1440分です。有効な値の範囲は 10～ 1440分です。

期限切れの EMCCデバ
イスメンテナンスのデ

フォルトインターバル

（Default Interval for
Expired EMCC Device
Maintenance）

新しいリモートクラスタを追加したときに、そのクラスタ上のすべて

のサービスを自動的に有効にするかどうかを選択します。

有効な値は、[True]または [False]です。[True]を指定した場合は、リ
モートクラスタ上のすべてのサービスが自動的に有効になります。

[False]を指定した場合は、Cisco Unified Communications Manager
Administrationの [リモートクラスタの設定（Remote Cluster
Configuration）]ウィンドウで、リモートクラスタ上のサービスを手動
で有効にします。リモートサービスを有効にする前にEMCC機能のす
べてを設定する時間が取れるように、サービスを手動で有効化できま

す。

デフォルト値は [False]です。

新規リモートクラスタ

の追加時にすべてのリ

モートクラスタサービ

スを有効にする（Enable
All Remote Cluster
Services When Adding A
New Remote Cluster）
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説明EMCC パラメータ

EMCCコールを処理するための PSTNアクセス SIPトランクで使用さ
れるコーリングサーチスペース（CSS）を選択します。

PSTNアクセス SIPトランクは、[クラスタ間サービスプロファイル
（Intercluster Service Profile）]ウィンドウで、PSTNアクセスに対して
設定された SIPトランクです。このトランク経由のコールは、コール
を開始した EMCCログイン電話機と同じ場所に設置されたローカル
PSTN向けで、それにのみルーティングされます。

有効な値は次のとおりです。

• [トランク CSSを使用する（Use Trunk CSS）]（PSTNコールは、
緊急サービス通報を正しくルーティングするのに有用であること

がわかっているローカルルートグループを使用します）

• [電話機の元のデバイスの CSSを使用する（Use phone's original
deviceCSS）]（PSTNコールは、リモート電話機で設定されたコー
ルコーリングサーチスペース、つまり、電話機が EMCCにログ
インしていないときに使用されるCSSを使用してルーティングさ
れます）。

デフォルト値は [トランク CSSを使用する（Use Trunk CSS）]です。

PSTNアクセス SIPトラ
ンク用の CSS（CSS for
PSTNAccess SIP Trunk）

EMCCを使用するために設定した地理位置情報フィルタを選択します。

別のクラスタから Extension Mobility経由でログインした電話機に関連
付けられた地理位置情報内の情報と、選択されたEMCC地理位置情報
フィルタに基づいて、Cisco Unified Communications Managerが電話機
をローミングデバイスプールに配置します。

Cisco Unified Communications Managerは、EMCC地理位置情報フィル
タの適用後に電話機の地理位置情報と最も一致するデバイスプールを

特定することにより、使用するローミングデバイスプールを決定しま

す。

EMCC地理位置情報情報
フィルタ（EMCC
Geolocation Filter）

このパラメータは、通話相手に関連付けられたリージョンに関係なく、

すべてのEMCCコールの最大オーディオビットレートを指定します。

デフォルト値は 8 kbps（G.729）です。

すべての参加EMCCクラスタがEMCCリージョンの最大オー
ディオビットレートに対して同じ値を指定する必要があり

ます。

（注）

EMCCリージョン最大
オーディオビットレー

ト（EMCC Region Max
Audio Bit Rate）
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説明EMCC パラメータ

このパラメータは、通話相手に関連付けられたリージョンの最大ビデ

オコールビットレートに関係なく、すべての EMCCビデオコールの
最大ビデオコールビットレートを指定します。

デフォルト値は 384です。有効な値の範囲は 0～ 8128です。

すべての参加 EMCCクラスタが EMCCリージョンの最大ビ
デオビットレートに対して同じ値を指定する必要がありま

す。

（注）

EMCCリージョン最大ビ
デオコールビットレー

ト（オーディオ含む）

（EMCC Region Max
Video Call Bit Rate
(Includes Audio)）

このパラメータは、任意のリモートクラスタ内の任意のEMCC電話機
とデバイス間のリンク損失タイプを指定します。

EMCCコールでの双方向オーディオを許可するには、すべて
の参加 EMCCクラスタが同じ EMCCリージョンリンク損失
タイプを使用する必要があります。

（注）

選択されたオプションに基づいて、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、設定された EMCCリージョン最大オーディオビットレートを順
守しながら、EMCCコールに最適な音声コーデックを使用しようとし
ます。

有効な値は次のとおりです。

• [高損失（Lossy）]：DSLなどの何らかのパケット損失が発生する
可能性があるリンク。

• [低損失（Low Loss）]：T1などの低パケット損失が発生するリン
ク。

このパラメータを [高損失（Lossy）]に設定した場合は、Cisco Unified
CommunicationsManagerは音声品質に基づいて、[EMCCリージョン最
大オーディオビットレート（EMCC Region Max Audio Bit Rate）]で設
定された制限内で最適なコーデックを選択します。何らかのパケット

損失が発生します。

このパラメータを [低損失（Low Loss）]に設定した場合は、Cisco
Unified Communications Managerは音声品質に基づいて、[EMCCリー
ジョン最大オーディオビットレート（EMCC Region Max Audio Bit
Rate）]で設定された制限内で最適なコーデックを選択します。パケッ
ト損失がほとんど発生しません。

[低損失（LowLoss）]オプションと [高損失（Lossy）]オプション間の
音声コーデック優先順位の違いは、リンク損失タイプが [低損失（Low
Loss）]に設定された場合は G.722が Internet Speech Audio Codec
（iSAC）より優先され、リンク損失タイプが [高損失（Lossy）]に設
定された場合は iSACが G.722より優先される点だけです。

デフォルト値は [低損失（Low Loss）]です。

EMCCリージョンリン
ク損失タイプ（EMCC
Region Link Loss Type）
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説明EMCC パラメータ

Cisco Unified Communications Managerが EMCC RSVP SIPトランク経由
の 2つのクラスタ間のキープアライブメッセージまたは確認応答の送
受信間で待機する秒数を指定します。

EMCC RSVP SIPトランクは、Cisco Extension Mobility Cross Clusterで
[トランクサービスタイプ（TrunkServiceType）]として設定され、[ク
ラスタ間サービスプロファイル（Intercluster Service Profile）]ウィンド
ウで RSVPエージェント用の SIPトランクとして選択された SIPトラ
ンクです。これらのインターバルの 2つがキープアライブメッセージ
または確認応答を受信せずに経過した場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerはリモートクラスタを含む RSVPリソースを解放します。

デフォルト値は 15秒です。有効な値の範囲は 1～ 600秒です。

RSVP SIPトランクキー
プアライブタイマー

（RSVP SIP Trunk
KeepAlive Timer）

CiscoExtensionMobilityサービスがアクティブになっているこのローカ
ルクラスタ内のプライマリノードのデフォルトサーバ名または IPア
ドレスを選択します。リモートクラスタは、このノードにアクセスし

て、このローカルクラスタに関する情報を入手します。

リモートクラスタの更

新用のデフォルトサー

バ（Default Server For
Remote Cluster Update）

CiscoExtensionMobilityサービスがアクティブになっているこのローカ
ルクラスタ内のセカンダリノードのデフォルトサーバ名または IPア
ドレスを選択します。リモートクラスタは、プライマリノードがダウ

ンしたときに、このノードにアクセスして、このローカルクラスタに

関する情報を入手します。

リモートクラスタの更

新用のバックアップ

サーバ（Backup Server
for Remote Cluster
Update）

ローカルノード上のCiscoExtensionMobilityサービスがリモートEMCC
クラスタに関する情報を収集するインターバルを分単位で指定します。

収集される情報には、リモートクラスタ Cisco Unified Communications
Managerのバージョンとサービス情報などの詳細が含まれます。

デフォルト値は 30です。有効な値の範囲は 15～ 10,080分です。

リモートクラスタの更

新インターバル（Remote
Cluster Update Interval）

Extension Mobility Cross Cluster のクラスタ間 SIP トランクの設定
クラスタ間 PSTNアクセスおよびRSVPエージェントサービスの着信/発信トラフィックを処理す
るトランクを設定します。1つのトランクで PSTNアクセスと RSVPエージェントサービスの両
方を処理するよう設定できます。または、サービスごとに 1つずつトランクを設定することもで
きます。Extension Mobility Cross Clusterに必要な SIPトランクは最大 2つです。

はじめる前に

Extension Mobility Cross Clusterの機能パラメータの設定, （534ページ）
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [Trunk Type]ドロップダウンリストから [SIP Trunk]を選択します。
ステップ 4 [トランクのサービスの種類（TrunkServiceType）]ドロップダウンリストから、[ExtensionMobility

Cross Clusters]を選択します。
ステップ 5 [Next]をクリックします。
ステップ 6 [トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ

の設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

Extension Mobility Cross Clusterのクラスタ間サービスプロファイルの設定, （539ページ）

Extension Mobility Cross Cluster のクラスタ間サービスプロファイルの設定
クラスタ間サービスプロファイルを設定して、Extension Mobility Cross Clusterを有効化します。
このプロファイルは、結果レポートより上位の設定および結果レポートを提供するすべての設定

を収集します。

はじめる前に

Extension Mobility Cross Clusterのクラスタ間 SIPトランクの設定, （538ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[詳細機能（Advance Features）] > [EMCC] > [EMCCクラスタ間サー
ビスプロファイル（EMCC Intercluster Service Profile）]を選択します。

ステップ 2 [EMCCクラスタ間サービスプロファイルの設定（EMCC Intercluster Service Profile Configuration）]
ウィンドウで各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、

オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 ポップアップウィンドウに失敗のメッセージが表示されていない場合は、[保存（Save）]をクリッ
クします。

次の作業

リモートクラスタサービスの設定, （540ページ）

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
539

Extension Mobility Cross Cluster の設定タスクフロー



リモートクラスタサービスの設定

Extension Mobility Cross Clusterのリモートクラスタを設定します。この手順により、ホームクラ
スタとリモート（訪問先）クラスタを接続するリンクが確立します。

はじめる前に

Extension Mobility Cross Clusterのクラスタ間サービスプロファイルの設定, （539ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理で、[高度な機能（Advanced Features）] > [クラスタの表示（Cluster View）]
を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、既存のリモートクラスタの一覧を表示します。
ステップ 3 次のいずれかの手順を実行します。

•設定するリモートクラスタが表示されたら、リモートクラスタ名をクリックし、フィール
ドを確認します。

•設定するリモートクラスタが表示されなければ、[新規追加（Add New）]をクリックし、次
のフィールドで設定します。

1 [クラスタ ID（Cluster Id）]フィールドで、IDが他のクラスタのクラスタ IDのエンタープ
ライズパラメータ値と一致することを確認します。

2 [完全修飾名（Fully Qualified Name）]フィールドに、リモートクラスタの IPアドレスま
たはリモートクラスタすべてのノードを解決できるドメイン名を入力します。

3 [保存（Save）]をクリックします。

ExtensionMobility Cross Clusterでは、[TFTP]チェックボックスが常に無効である必
要があります。

（注）

Extension Mobility Cross Cluster の連携動作と制限事項

Extension Mobility Cross Cluster の連携動作

表 29：Extension Mobility Cross Cluster の連携動作

データのやり取り機能

EMCCログインデバイスのデフォルトのオーディオビットレートは最大 8
kbpsに設定されます（G.729）。

[音声（Audio）]
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データのやり取り機能

•ホームクラスタは、訪問先クラスタの場所と領域を認識しません。

•システムは、クラスタの境界を越えて Cisco Unified Communications
Managerの場所と地域を適用できません。

• RSVPエージェントベースのCACは、訪問先クラスタでRSVPのエー
ジェントを使用します。

コールアドミッ

ション制御

（CAC）

EMCCはコール転送をサポートしています。コール自動転送

ユーザ認証は、クラスタ間で行われます。Cisco Extension
Mobilityのログイン
およびログアウト

例としては、RSVPエージェント、TRP、保留音（MoH）、MTP、トランス
コーダと会議ブリッジがあります。

メディアリソースは、訪問先電話に対してローカルです（RSVPエージェ
ント以外）。

訪問先電話機での

メディアリソース

• E911コールは PSTNのローカルゲートウェイにルーティングされま
す。

•市内コールは PSTNのローカルゲートウェイにルーティングされま
す。

•ローカルルートグループへのコール切断は、訪問先クラスタのローカ
ルゲートウェイにルーティングされます。

訪問先電話機に対

する PSTNアクセ
ス

制限事項の例：インターコム設定が静的デバイスに対する構成を指定する

ため、EMCCはインターコム機能をサポートしません。
その他のコール機

能とサービス

• Cross-clusterセキュリティはデフォルトで提供されています。

•セキュアなCiscoUnified IP Phonesと非セキュアな電話セキュリティプ
ロファイルがサポートされています。

セキュリティ
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Extension Mobility Cross Cluster の制限事項

表 30：Extension Mobility Cross Cluster の制限事項

説明制約事項

•インターコムの設定にはスタティックデバイスが必要になるため、
EMCCはインターコム機能をサポートしていません。

•ロケーション CACはサポートされませんが、RSVPベースの CACが
サポートされます。

サポートされない

機能

EMCCを正しく機能させる場合、2つのクラスタに同じ電話（デバイス名）
は設定できません。同じ電話を設定すると、ログインが重複デバイスエラー

（37）で失敗します。そのため、EMCCを導入したクラスタの場合、すべ
ての Unified Communications Managerノードの Auto Registrationを無効にし
て、EMCCからログアウト後に、ホームクラスタに新しいデバイスが作成
されるのを防ぐ必要があります。

EMCCデバイスは
複数のクラスタで

プロビジョニング

できません

Cisco Unified Communications Managerは、60,000のMaxPhones値をサポー
トできます。

次の計算式を使用して、クラスタでサポートされるデバイスの合計数に

EMCCを含めます。

電話 +（2 X EMCCデバイス）= MaxPhones

EMCCログインはホームクラスタで使用されるライセンスの数に
影響を及ぼしません。

（注）

EMCCデバイスの
数

•ユーザがEMCCを使用してログインしている間に、ホームクラスタの
管理者がそのユーザのEMCCを無効にした場合、そのユーザは自動的
にはログアウトされませんが、そのユーザによるその後のEMCCの使
用の試みは許可されません。現在のEMCCセッションはユーザがログ
アウトするまで続行されます。

•訪問先クラスタの [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウに
は、エクステンションモビリティの [ログアウト（Log Out）]ボタン
があります。このボタンは、訪問先クラスタの管理者がEMCC電話か
らログアウトするためにも使用されます。現時点では、EMCC電話は
訪問先の Cisco Unified Communications Managerには登録されていない
ため、この操作は訪問先クラスタでのデータベースクリーンアップに

似ています。EMCC電話は、ホームクラスタのリセットやホームクラ
スタからのログアウトによりその電話が訪問先クラスタに戻るまで、

ホームの Cisco Unified Communications Managerに登録されたままにな
ります。

訪問先デバイスか

らのログアウトの

制限
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説明制約事項

参加クラスタのエクステンションモビリティサービスでは、リモートクラ

スタの定期的な更新が行われます。[リモートクラスタ更新間隔（Remote
Cluster Update Interval）]機能パラメータで更新間隔を制御します。デフォ
ルトの間隔は 30分です。

クラスタAのエクステンションモビリティサービスが、この更新に関する
リモートクラスタ（クラスタ Bなど）からの応答を受信しない場合、クラ
スタ Aの [リモートクラスタ（Remote Cluster）]ウィンドウに「クラスタ
Bのリモート起動サービスが [False]に設定されている」ことが表示されま
す。

この場合、訪問先クラスタはホームクラスタから応答を受信しないため、

ホームクラスタのリモート起動サービスの値が [False]に設定されます。

この間、訪問先電話はEMCCを使用してログインできない場合があります。
訪問先電話に「“ログイン不可（Login is unavailable）”」エラーメッセージ
が表示されます。

この時点で、訪問先電話から EMCCへのログインの試みは失敗する可能性
があり、「“ログイン不可（Login is unavailable）”」エラーメッセージが電
話に表示されます。このエラーは、ホームクラスタがアウトオブサービス

からインサービスに変わったことを、訪問先クラスタが検出できなかった

ために発生します。

リモートクラスタのステータスの変更は、EMCCの [リモートクラスタ更
新間隔（Remote Cluster Update Interval）]機能パラメータの値に基づいてお
り、訪問先のエクステンションモビリティサービスで最後のクエリや更新

が実行されると行われます。

[リモートクラスタサービスの設定（Remote Cluster Service Configuration）]
ウィンドウ（[詳細機能（Advanced Features）] > [EMCC] > [EMCCリモート
クラスタ（EMCC Remote Cluster）]）の [リモートクラスタを今すぐ更新
（Update Remote Cluster Now）]を選択すると、リモート起動サービスの値
を [True]に変更でき、EMCCログインが可能になります。それ以外の場合、
次の定期的な更新サイクルの後、訪問先電話による EMCCログインは正常
に戻ります。

訪問先デバイスの

ログインの制限

Extension Mobility Cross Cluster とさまざまなクラスタバージョンのセキュリティモード

電話コンフィギュレーションファイルは、ホームクラスタと訪問先クラスタの両方のバージョ

ンが 9.x以降で、TFTP暗号化設定フラグが有効になっている場合にのみ、暗号化できます。
（注）

EMCCのログイン中は、訪問先クラスタとホームクラスタの両方のバージョンが 9.x以降の場合
に、電話機が次の表に示すさまざまなモードで動作します。
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表 31：訪問先クラスタとホームクラスタの両方が 9.x 以降のバージョンの場合にサポートされるセキュリティ
モード

EMCC のステー
タス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

セキュア EMCCセキュア混合9.x以降混合9.x以
降

非セキュア
EMCC

非セキュア混合9.x以降混合9.x以
降

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア9.x以降混合9.x以
降

ログインに失敗

する

セキュア混合9.x以降非セキュア9.x以
降

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア9.x以降非セキュア9.x以
降

EMCCのログイン中は、訪問先クラスタのバージョンが 8.xでホームクラスタのバージョンが 9.x
以降の場合に、電話機が次の表に示すさまざまなモードで動作します。

表 32：訪問先クラスタが 8.x でホームクラスタが 9.x 以降のバージョンの場合にサポートされるセキュリティ
モード

EMCC のステー
タス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

未サポートセキュア混合8.x混合9.x以
降

非セキュア
EMCC

非セキュア混合8.x混合9.x以
降

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア8.x混合9.x以
降
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EMCC のステー
タス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

未サポートセキュア混合8.x非セキュア9.x以
降

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア8.x非セキュア9.x以
降

EMCCのログイン中は、訪問先クラスタのバージョンが 9.x以降でホームクラスタのバージョン
が 8.xの場合に、電話機が次の表に示すさまざまなモードで動作します。

表 33：訪問先クラスタが 9.x 以降でホームクラスタが 8.x のバージョンの場合にサポートされるセキュリティ
モード

EMCC のステー
タス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

ログインに失敗

する

セキュア混合9.x以降混合8.x

非セキュア
EMCC

非セキュア混合9.x以降混合8.x

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア9.x以降混合8.x

ログインに失敗

する

セキュア混合9.x以降非セキュア8.x

非セキュア
EMCC

セキュア非セキュア9.x以降非セキュア8.x
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Extension Mobility Cross Cluster のトラブルシューティング

エクステンションモビリティアプリケーションのエラーコード

表 34：エクステンションモビリティアプリケーションのエラーコード

理由（Reason）短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

（Error
Code）

EMCCユーザの場合は、[クラス
タ間サービスプロファイル

（Intercluster Service Profile）]ウィ
ンドウで “EMCC”がアクティブ
になっていないときに、このエ

ラーが発生する可能性がありま

す。

認証エラー再度ログインしてくださ

い（201）（Please try to
login again (201)）

201

ユーザが空白のユーザ IDまたは
PINを入力しました。

ユーザ IDまたは PINが
空です

再度ログインしてくださ

い（202）（Please try to
login again (202)）

202

EMAppは、IMSで指定されたPIN
を持つユーザを認証できなかった

ときにこのエラーを電話機に送信

します。

ディレクトリサーバエ

ラー

ログインできません

（204）（Login is
unavailable (204)）

204

キャッシュまたはデータベースか

らユーザプロファイル情報を受

信できない場合に発生します。

ユーザプロファイルなしログインできません

（205）（Login is
unavailable (204)）

ログアウトできません

（205）（Logout is
unavailable (205)）

205

デバイスタグまたは名前タグが

要求 URI内に存在しない場合に
発生します。これは、実際のデバ

イスでは発生せず、要求がサード

パーティアプリケーションから

送信された場合にのみ発生する可

能性があります。

デバイス名が空白ですログインできません

（207）（Login is
unavailable (207)）

ログアウトできません

（207）（Logout is
unavailable (207)）

207
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理由（Reason）短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

（Error
Code）

訪問先 EMAppが訪問先
EMServiceに接続できません。
（サービスがダウンしているか、

アクティブになっていません）。

訪問先 EMServiceがホーム
EMServiceに接続できません
（WANがダウンしているか、証
明書が信頼されていません）。

EMService接続エラーログインできません

（208）（Login is
unavailable (208)）

ログアウトできません

（208）（Logout is
unavailable (208)）

208

EMAppの初期化中にエラー
（データベース接続障害など）が

発生しました。エラーは、起動時

にデータベースに接続できなかっ

たことで発生する可能性がありま

す。

初期化失敗-管理者に確認ログインできません

（210）（Login is
unavailable (210)）

ログアウトできません

（210）（Logout is
unavailable (210)）

210

訪問先クラスタの [クラスタ間
サービスプロファイル

（Intercluster Service Profile）]ウィ
ンドウで、PSTNがアクティブに
なっていない場合に発生します。

EMCCがアクティブに
なっていない

ログインできません

（211）（Login is
unavailable (211)）

ログアウトできません

（211）（Logout is
unavailable (211)）

211

不正なクラスタ IDをリモートク
ラスタに送信することにより、リ

モートクラスタの更新に失敗し

た場合に発生します。

クラスタ IDが無効ログインできません

（212）（Login is
unavailable (212)）

212

デバイスが EMCCをサポートし
ていない場合に発生します。

デバイスは EMCCをサ
ポートしていません

（Device does not support
EMCC）

ログインできません

（213）（Login is
unavailable (213)）

ログアウトできません

（213）（Logout is
unavailable (213)）

213
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エクステンションモビリティサービスのエラーコード

表 35：エクステンションモビリティアプリケーションのエラーコード

理由（Reason）短い説明電話機のディスプレ

イ

エラー

コード

（Error
Code）

理由は不明ですがEMServiceが失敗
しました。

Unknown Errorログインできません

（0）（Login is
unavailable (0)）

ログアウトできませ

ん（0）（Logout is
unavailable (0)）

[0]

EMServiceが EMAppまたは
EMServiceからの XML要求を解析
できない場合。このエラーは、サー

ドパーティアプリケーションが不正

なクエリログインXMLを送信した
場合に発生します（EM API）。ま
た、ホームクラスタと訪問先クラス

タでバージョンが一致しない場合に

も発生する可能性があります。

解析エラー（Error on
parsing）

ログインできません

（1）（Login is
unavailable (1)）

ログアウトできませ

ん（1）（Logout is
unavailable (1)）

[1]

ユーザが間違ったPINを入力したた
めに、EMCCユーザクレデンシャル
を認証できません。

EMCC認証エラー
（EMCC Authentication
Error）

ログインできません

（2）（Login is
unavailable (2)）

2

無効なアプリケーションユーザ。こ

のエラーは、主に、EM APIが原因
で発生します。

Invalid App Userログインできません

（3）（Login is
unavailable (3)）

ログアウトできませ

ん（3）（Logout is
unavailable (3)）

3

EMサービスは、不明な理由、デー
タベース照会中のエラー、キャッ

シュからの情報取得中のエラーによ

り、ログイン要求またはログアウト

要求を検証できなかった場合に、こ

のエラーを送信します。

Policy Validation errorログインできません

（4）（Login is
unavailable (4)）

ログアウトできませ

ん（4）（Logout is
unavailable (4)）

4

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
548

Extension Mobility Cross Cluster のトラブルシューティング



理由（Reason）短い説明電話機のディスプレ

イ

エラー

コード

（Error
Code）

ユーザが、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウで [エク
ステンションモビリティの有効化

（Enable Extension Mobility）]がオ
フになっているデバイスにログイン

しています。

デバイスのログオンが無

効（Dev. logon disabled）
ログインできません

（5）（Login is
unavailable (5)）

ログアウトできませ

ん（5）（Logout is
unavailable (5)）

5

EMサービスが要求したクエリまた
はストアドプロシージャ（ログイン/
ログアウトまたはデバイス/ユーザ
クエリ）を実行中にデータベースが

例外を返すたびに、EMサービスが
このエラーコードを EMAppに送信
します。

Database Errorログインできません

（6）（Login is
unavailable (6)）

ログアウトできませ

ん（6）（Logout is
unavailable (6)）

[6]

有効なクエリがEMServiceに送信さ
れませんでした（DeviceUserQuery
と UserDeviceQueryが有効なクエリ
です）。このエラーは、EM APIま
たは間違った XML入力が原因で発
生します。

Query type undeterminedログインできません

（8）（Login is
unavailable (8)）

ログアウトできませ

ん（8）（Logout is
unavailable (8)）

8

このエラーは、次の 2つのケースで
発生します。

1 IMSがユーザを認証しようとし
て例外を返した。

2 ユーザに関する情報がキャッシュ

からもデータベースからも取得

できない。

ダイレクトUser Info Errorログインできません

（9）（Login is
unavailable (9)）

ログアウトできませ

ん（9）（Logout is
unavailable (9)）

9

ユーザが別のユーザの代わりにログ

インしようとしています。デフォル

トで、CCMSysUserに管理権限が付
与されます。

User lacks app proxy rightsログインできません

（10）（Login is
unavailable (10)）

ログアウトできませ

ん（10）（Logout is
unavailable (10)）

[10]
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理由（Reason）短い説明電話機のディスプレ

イ

エラー

コード

（Error
Code）

電話機レコードのエントリがデバイ

ステーブルに含まれていません。

デバイスがありません

（Device Does not exist）
ログインできません

（11）（Login is
unavailable (11)）

ログアウトできませ

ん（11）（Logout is
unavailable (11)）

11

デバイスプロファイルがリモート

ユーザに関連付けられていません。

Dev.Profile not found電話機レコードのエ

ントリがデバイス

テーブルに含まれて

いません。

12

別のユーザがすでに電話機にログイ

ンしています。

Another user logged inログインできません

（18）（Login is
unavailable (18)）

18

システムが、ログインしていない

ユーザをログアウトしようとしまし

た。このエラーは、サードパーティ

アプリケーションからログアウト要

求を送信中に発生します（EM
API）。

No user logged inログアウトできませ

ん（19）（Logout is
unavailable (19)）

19

[電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウで、[エクステンション
モビリティの有効化（Enable
ExtensionMobility）]がオフになって
います。

Hoteling flag errorログインできません

（20）（Login is
unavailable (20)）

ログアウトできませ

ん（20）（Logout is
unavailable (20)）

20

現在のユーザステータスがローカル

キャッシュまたはデータベースから

取得されませんでした。

Hoteling Status errorログインできません

（21）（Login is
unavailable (21)）

ログアウトできませ

ん（21）（Logout is
unavailable (21)）

21
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理由（Reason）短い説明電話機のディスプレ

イ

エラー

コード

（Error
Code）

デバイスでEMが有効になっていな
いのに要求が EM API経由で送信さ
れた場合や、電話機で [サービス
（Services）]ボタンが押された場合
に発生します。

デバイスのログオンが無

効（Dev. logon disabled）
ログインできません

（22）（Login is
unavailable (22)）

22

特定のユーザ IDが見つからなかっ
た（リモートクラスタのいずれか

で）場合に発生します。

ユーザが存在しません

（User does not exist）
ログインできません

（23）（Login is
unavailable (23)）

ログアウトできませ

ん（23）（Logout is
unavailable (23)）

23

ユーザは、現在、他の電話機にログ

インしています。

User logged in elsewhereログインできません

（25）（Login is
unavailable (25)）

25

EMServiceが [同時要求の最大数
（Maximum Concurrent Requests）]
サービスパラメータのしきい値レベ

ルに到達している場合に発生しま

す。

Busy, please try againログインできません

（26）（Login is
unavailable (26)）

ログアウトできませ

ん（26）（Logout is
unavailable (26)）

26

[IPアドレスの検証（Validate IP
Address）]サービスパラメータが
[True]に設定されており、ユーザ
が、IPアドレスが信頼されていない
マシンでログインまたはログアウト

しようとしたときに発生します。た

とえば、サードパーティアプリケー

ションやマシンからの EM APIは、
[Ipsの信頼されたリスト（Trusted
List of Ips）]サービスパラメータに
列挙されません。

Untrusted IP Errorログインできません

（28）（Login is
unavailable (28)）

ログアウトできませ

ん（28）（Logout is
unavailable (28)）

36
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理由（Reason）短い説明電話機のディスプレ

イ

エラー

コード

（Error
Code）

Real-Time Information Server Data
Collector（RISDC）キャッシュが作
成または初期化されておらず、

EMServiceがRISDCに接続できませ
ん。

ris down-contact adminログインできません

（29）（Login is
unavailable (29)）

ログアウトできませ

ん（29）（Logout is
unavailable (29)）

29

ログインとログアウトがプロキシ経

由で発生し（“Via”がHTTPヘッダー
で設定されており）、[プロキシを許
可する（Allow Proxy）]サービスパ
ラメータが [False]に設定されている
場合。

Proxy not allowedログインできません

（30）（Login is
unavailable (30)）

ログアウトできませ

ん（30）（Logout is
unavailable (30)）

30

ホームクラスタの [エンドユーザの
設定（EndUser Configuration）]ウィ
ンドウで [クラスタ間のエクステン
ションモビリティの有効化（Enable
Extension Mobility Cross Cluster）]
チェックボックスがオンになってい

ない場合に発生します。

ユーザに対してEMCCが
アクティブになっていな

い（EMCC Not Activated
for the user）

ログインできません

（31）（Login is
unavailable (31)）

ログアウトできませ

ん（31）（Logout is
unavailable (31)）

31

デバイスモデルが EMCC機能を備
えていない場合に発生します。

デバイスは EMCCをサ
ポートしていません

（Device does not support
EMCC）

ログインできません

（32）（Login is
unavailable (32)）

ログアウトできませ

ん（32）（Logout is
unavailable (32)）

32

すべての EMCCダミーデバイスが
他のEMCCログインに使用されてい
る場合に発生します。

空きEMCCダミーデバイ
スなし（No free EMCC
dummy device）

ログインできません

（33）（Login is
unavailable (33)）

ログアウトできませ

ん（33）（Logout is
unavailable (33)）

33
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理由（Reason）短い説明電話機のディスプレ

イ

エラー

コード

（Error
Code）

ホームクラスタにこの訪問先クラス

タのエントリが存在しない場合に発

生します。

訪問先クラスタ情報が

ホームクラスタ内に存在

しない（Visiting Cluster
Information is not present in
Home Cluster）

ログインできません

（35）（Login is
unavailable (35)）

ログアウトできませ

ん（35）（Logout is
unavailable (35)）

35

管理者がリモートクラスタを追加し

なかった場合に発生します。

リモートクラスタなし

（No Remote Cluster）
ログインできません

（36）（Login is
unavailable (36)）

ログアウトできませ

ん（36）（Logout is
unavailable (36)）

36

ホームクラスタと訪問先クラスタの

両方に同じデバイス名が存在する場

合に発生します。

重複するデバイス名

（DuplicateDeviceName）
ログインできません

（37）（Login is
unavailable (37)）

ログアウトできませ

ん（37）（Logout is
unavailable (37)）

37

ホームクラスタで EMCCログイン
が許可されていない場合に発生しま

す（ホームクラスタで [クラスタ間
のエクステンションモビリティの有

効化（Enable ExtensionMobility Cross
Cluster）]チェックボックスがオン
になっていません）。

EMCCが許可されていな
い（EMCCNotAllowed）

ログインできません

（38）（Login is
unavailable (38)）

ログアウトできませ

ん（38）（Logout is
unavailable (38)）

38

リモートクラスタ IDが有効でない
場合に発生します。このエラーは、

リモートクラスタの更新中に発生す

る可能性があります。

無効なクラスタ ID
（Invalid ClusterID）

ログインできません

（42）（Login is
unavailable (42)）

ログアウトできませ

ん（42）（Logout is
unavailable (42)）

54
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理由（Reason）短い説明電話機のディスプレ

イ

エラー

コード

（Error
Code）

EMCCデバイスに関連付けるデバイ
スセキュリティプロファイルは、

そのデバイスセキュリティモード

を非セキュアに設定する必要があり

ます。

デバイスセキュリティ

モードエラー（Device
Security mode error）

ログインできません

（43）（Login is
unavailable (43)）

43

訪問先クラスタのバージョンが 9.x
で混合モードになっており、電話機

がセキュアモードで、ホームクラ

スタのバージョンが 8.xの場合の
EMCCログイン中に発生します。

リモートクラスタバー

ジョンがサポートされて

いない（Remote Cluster
version not supported）

ログインに失敗しま

した（45）（Login is
unsuccessful (45)）

45

訪問先クラスタのセキュリティモー

ドが混合モードになっており、電話

機がセキュアモードで、ホームク

ラスタが非セキュアモードになって

いる場合のEMCCログイン中に発生
します。

リモートクラスタセキュ

リティモードがサポート

されていない（Remote
Cluster security mode not
supported）

ログインに失敗しま

した（46）（Login is
unsuccessful (46)）

46
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第 32 章

保留復帰

この章では、保留されているコールが設定された時間制限を超過した場合にアラートを出す保留

復帰機能の情報を提供します。

• 保留復帰について, 555 ページ

• 保留復帰の前提条件, 556 ページ

• 保留復帰の設定タスクフロー, 556 ページ

• 保留復帰の連携動作と制限事項, 560 ページ

保留復帰について

コールを保留にすると、保留されたコールが設定された時間制限を超えたときに、保留復帰機能

がアラートを発行します。設定された時間制限が期限切れになると、電話機でアラートが生成さ

れ、コールを処理するように通知されます。

以下のアラートを使用できます。

•一度だけ電話機の呼出音が鳴る、または、ビープ音が鳴る

•ステータス行に「“保留復帰（Hold Reversion）”」と表示される

•回線ボタンの横にある LEDが連続的に点滅する

•振動するハンドセットアイコンが表示される

受信されるアラートのタイプは、電話機の機能によって異なります。（注）

復帰されたコールを取得するには、次の操作を実行できます。

•ハンドセットを取り上げる

•電話機のスピーカーボタンを押す
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•ヘッドセットボタンを押す

•復帰されたコールに関連付けられた回線を選択する

• [復帰（Resume）]ソフトキーを押す

詳細については、特定の電話機モデルのユーザガイドを参照してください。

保留復帰の前提条件

• Cisco CallManagerサービスを、クラスタの少なくとも 1つのノードで実行しておく必要があ
ります

• Cisco CTIManagerサービスを、クラスタの少なくとも 1つのノードで実行しておく必要があ
ります

• Cisco Database Layer Monitorサービスを、Cisco CallManagerサービスと同じノードで実行し
ておく必要があります

• Cisco RISData Collectorサービスを、Cisco CallManagerサービスと同じノードで実行しておく
必要があります

• Cisco Tftpサービスを、クラスタの少なくとも 1つのノードで実行しておく必要があります

•英語以外の電話ロケールまたは国独自のトーンを使用する場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerのロケールインストーラをインストールしておく必要があります

保留復帰の設定タスクフロー

電話機の保留復帰を設定するには、次の手順を実行します。この手順は、電話機に電話番号を設

定していること、または自動登録を使用していることを前提としています。

はじめる前に

電話機ユーザに英語以外の言語で保留復帰メッセージを表示する場合、または国に固有のトーン

がユーザに聞こえるようにする場合は、ロケールインストーラがインストールされていることを

確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

保留復帰機能をサポートする電話機を特定す

るには、電話機能リストレポートを実行しま

す。

電話機能一覧の生成, （8ページ）ステップ 1   

電話機のデバイスプールに対して、コールの

フォーカス優先順位を設定します。

保留復帰時のコールフォーカス優先

度の設定, （557ページ）
ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

保留復帰タイマーを設定します。クラスタ全

体のサービスパラメータを使用してタイマを

設定するか、個々の電話回線で設定できます。

次のいずれかの手順を実行します。ステップ 3   

•クラスタの保留復帰タイマーの
デフォルトの設定, （558ペー
ジ） 個々の電話回線での設定は、クラス

タ全体のサービスパラメータの設

定より優先されます。

（注）

•電話の保留復帰タイマーの設定,
（558ページ）

保留復帰時のコールフォーカス優先度の設定

管理者は、着信コールと復帰コールに優先度順位をつけることができます。デフォルトでは、す

べての着信コールが復帰コールより優先的に取り扱われるようになっていますが、コールフォー

カス優先度を設定すると復帰コールの優先度を上げられます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [デバ
イスプール（Device Pool）]を選択し、電話に適用するデバイスプールを開きます。

ステップ 2 [復帰コールフォーカス優先度（RevertedCall Focus Priority）]フィールドで、次のいずれかのオプ
ションを選択し、[保存（Save）]をクリックします。

•デフォルト—着信コールの方が復帰コールよりも優先度が高い

•最高—復帰コールの方が釈伸コールよりも優先度が高い

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 デバイスプールのデバイスをリセットするには、次の手順を実行します。

a) [リセット（Reset）]をクリックします。[デバイスリセット（Device Reset）]ウィンドウが表
示されます。

b) [デバイスリセット（Device Reset）]ウィンドウで [リセット（Reset）]をクリックします。

次の作業

保留復帰タイマー設定を設定するには、次の手順のいずれかを実行します。

•クラスタの保留復帰タイマーのデフォルトの設定, （558ページ）

•電話の保留復帰タイマーの設定, （558ページ）
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クラスタの保留復帰タイマーのデフォルトの設定

クラスタ内のすべての電話機に、保留復帰タイマーのデフォルト設定を適用するクラスタ全体の

サービスパラメータを設定するには、次の手順を実行します。

クラスタ全体のサービスパラメータを設定すると、その設定はクラスタ内のすべての電話機

の保留復帰タイマーのデフォルト設定として適用されます。ただし、個々の電話回線の設定

は、クラスタ全体のデフォルトをオーバーライドできます。

（注）

はじめる前に

保留復帰時のコールフォーカス優先度の設定, （557ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスで、CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 次のクラスタ全体のサービスパラメータの値を設定します。

• [保留復帰時間（HoldReversionDuration）]：CiscoUnifiedCommunicationsManagerが保留中の
電話機に保留復帰アラートを送信するまでの待機時間を 0～ 1200秒（これを含む）で指定
します。0を入力すると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、電話回線で設定されてい
ない限り、保留復帰アラートを送信しません。

• [保留復帰通知間隔（Hold Reversion Interval Notification）]：Cisco Unified Communications
Managerが保留中の電話機に保留復帰アラートのリマインダを定期的に送信するまでの待機
時間を0～1200秒（これを含む）で指定します。0を入力すると、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、タイマーが電話回線で設定されていない限り、保留復帰アラートのリマインダ
を定期的に送信しません。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

個別の電話機に保留復帰タイマーを設定するには、次の手順を実行します。

電話の保留復帰タイマーの設定, （558ページ）

電話の保留復帰タイマーの設定

電話および電話回線の保留復帰タイマーを設定するには、次の手順を実行します。
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クラスタ全体のサービスパラメータを使用しても保留復帰タイマーを設定できます。ただし、

個々の電話回線の設定はクラスタ全体のサービスパラメータ設定を上書きします。

（注）

はじめる前に

保留復帰のクラスタ全体のデフォルトを設定するには、クラスタの保留復帰タイマーのデフォル

トの設定, （558ページ）を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、保留復帰を設定する電話を選択します。
ステップ 3 左側の [関連付け（Association）]ペインで、保留復帰を設定する電話回線をクリックします。
ステップ 4 以下のフィールドに値を設定します。

• [保留復帰の呼び出しの時間（Hold Reversion Ring Duration）]：Cisco Unified Communications
Managerが復帰コールのアラートを通知するまでの待機時間を秒単位で指定するには、0～
1200の数値（包括的）を入力します。0を入力すると、CiscoUnifiedCommunicationsManager
はこの DNに復帰コールのアラートを通知しません。フィールドを空（デフォルト設定）に
すると、Cisco Unified Communications Managerが保留復帰時間のサービスパラメータの設定
を適用します。

• [保留復帰の呼び出し間隔通知（Hold Reversion Ring Interval Notification）]：Cisco Unified
Communications Managerが定期的リマインダのアラートを送信するまでの待機時間を秒単位
で指定するには、0～ 1200の数値（包括的）を入力します。0を入力すると、Cisco Unified
Communications Managerはこの DNに定期的リマインダのアラートを送信しません。フィー
ルドを空（デフォルト設定）にすると、Cisco Unified Communications Managerが保留復帰間
隔通知のサービスパラメータの設定を適用します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次の手順を実行して電話をリセットします。

a) [リセット（Reset）]をクリックします。[リセットデバイス（Reset Device）]ウィンドウが表
示されます。

b) [リセット（Reset）]をクリックします。
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保留復帰の連携動作と制限事項

保留復帰の連携動作

表 36：保留復帰機能の連携動作

インタラクション機能

MOHが通常の保留コール用に設定されている場合は、復帰したコールに対
してMOHがサポートされます。

保留音

保留復帰が呼び出され保留された通話相手が [パーク（Park）]ソフトキーを
押した場合、保留した側は依然として保留復帰アラートを受信しコールを取

得できます。保留した側がコールを取得すると、設定されていれば、MOH
が流れます。

保留された通話相手が、設定された時間制限を保留期間が超える前にパーク

した場合、コールがピックアップまたはリダイレクトされるまでシステムは

すべての保留復帰アラートを抑制します。

コールパーク

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）コールが保留されてから復帰
した場合、MLPPコールはそのプリエンプションステータスを失い、復帰
したコールはルーチンコールとして処理されます。

コールが復帰した後、システムはプリエンプション呼出音を再生しません。

高優先コールが復帰対象コールになった場合、システムは優先トーンを再生

しません。

MLPP

CTIアプリケーションは、保留復帰機能が回線またはシステムに対して有効
になっている場合に、保留復帰機能にアクセスできます。Cisco Unified
Communications Manager Assistantやアテンダントコンソールなどの Cisco提
供のアプリケーションは、CTIインターフェイスを使用した保留復帰機能を
備えています。

保留復帰が呼び出されると、CTIポートは、Cisco Unified IP Phoneで再生さ
れる可聴音ではなく、イベント通知を受信します。CTIポートとルートポ
イントはイベント通知を一度しか受信しませんが、Cisco Unified IP Phoneは
一定の間隔でアラートを受信します。

保留復帰に伴う CTI要件と連携動作に関する情報については、以下の API
ドキュメントを参照してください。

•『Cisco Unified Communications JTAPI Developer Guide』

•『Cisco Unified Communications TAPI Developer Guide』

CTIアプリケー
ション
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インタラクション機能

SCCP電話は5秒の最小保留復帰間隔（HRNI）をサポートするのに対して、
SIP電話でサポートされるのは 10秒です。5秒の最小HRNI用に設定された
SCCP電話では、SIP電話とのコールを処理するときに、保留復帰通知呼出
音が 10秒遅れる可能性があります。

SIP電話と通話し
ている SCCP電話
の保留復帰間隔

保留復帰をサポートしているCiscoUnified IP Phoneが保留復帰をサポートし
ていない電話デバイスと回線を共有している場合は、サポートしているデバ

イス上の回線に対してのみ保留復帰設定が表示されます。

共有回線デバイスがこの機能を無効にすると、その回線を共有している他の

すべてのデバイスで保留復帰が無効になります。

共用回線

電話機に対して指定された呼出音設定が無効になっている場合、その電話機

では保留復帰機能に対して呼出音が鳴ったり、点滅したり、ビープ音が鳴っ

たりしません。

呼出音設定

保留復帰の制限事項

制約事項機能

Cisco Extension Mobility機能と Cisco Web Dialer機能は、保留復帰機能
をサポートしていません。

Cisco Extension Mobility
と Cisco Web Dialer

この機能は、ATA 186、DPA-7610、DPA-7630などの SCCPアナログ電
話タイプをサポートしていません。

ノード上で SCCPを実行している特定のオンネット電話デバイスのみ
が保留復帰機能を呼び出すことができます。

SCCP電話機

電話番号が保留復帰をサポートしていない電話機に関連付けられてい

る場合は、[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィン
ドウにその電話番号に関する機能設定が表示されません。

電話番号

保留復帰をサポートしているCiscoUnified IPPhoneが保留復帰をサポー
トしていない電話デバイスと回線を共有している場合は、サポートし

ているデバイス上の回線に対してのみ保留復帰設定が表示されます。

共有回線デバイスがこの機能を無効にすると、その回線を共有してい

る他のすべてのデバイスで保留復帰が無効になります。

共有回線

保留復帰呼出音では、点滅が一回点滅に変換され、鳴らすが一度鳴ら

すに変換されることを除いて、Cisco Unified Communications Manager
Administrationでそのユーザに対して定義された呼出音設定（無効、点
滅のみ、一度鳴らす、鳴らす、ビープ音のみ）が使用されます。

呼出音設定
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制約事項機能

回線上で復帰するコールの最大数は、システム上のコールの最大数と

同じです。

復帰するコールの最大

数

CTIアプリケーションを使用してこの機能を有効にするには、CTIアプ
リケーションがこの機能とこのリリースでの操作が認められているこ

とを確認します。認められていない場合は、保留復帰機能が既存のCTI
アプリケーションに影響するため、CTIアプリケーションが失敗しま
す。この機能は、デフォルトで無効になっています。CTI要件に関する
情報については、以下の APIドキュメントを参照してください。

•『CiscoUnified TAPIDevelopersGuide for CiscoUnified Communications
Manager』

•『Cisco Unified JTAPI Developers Guide for Cisco Unified
Communications Manager』

CTIアプリケーション

この機能をサポートしていない電話機に関連付けられた DNの保留復
帰設定を構成することはできません。保留復帰機能をサポートしてい

る Cisco Unified IP Phoneの [電話番号の設定（Directory Number
Configuration）]ウィンドウにだけ、保留復帰タイマー設定が表示され
ます。

保留復帰がシステムに対して設定されていても、電話機がその機能を

サポートしていなければ機能はアクティブになりません。

保留復帰をサポートしている Cisco Unified IP Phoneモデルについては
Cisco Unified IP Phoneのアドミニストレーションガイドを、保留復帰
に伴う電話機の制限事項についてはこのバージョンの Cisco Unified
Communications Managerを参照してください。

Cisco Unified IP Phone
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第 33 章

ハントグループのアクセス

• ハントグループの概要, 563 ページ

• ハントグループの前提条件, 564 ページ

• ハントグループの設定タスクフロー, 564 ページ

• ハントグループの連携動作と制限事項, 570 ページ

ハントグループの概要

ハントグループは階層的に編成された回線のグループで、ハントグループリストの最初の番号

が話中の場合は 2番目の番号にダイヤルされます。2番目の番号が話中の場合は次の番号がダイ
ヤルされるという具合に続きます。

電話ユーザは、ハントグループへのログインまたはハントグループからのログアウトに IPフォ
ンの [ハント（Hlog）]ソフトキーまたは [ハントグループ（Hunt Group）]回線ボタンを使用しま
す。電話にはログイン状態が視覚的に表示されるので、ユーザは各自が 1つ以上の回線グループ
にログインしているかどうかを確認できます。

ハントグループ機能には次の機能があります。

•ユーザは IPフォンの [ハント（Hlog）]ソフトキーを使用して電話へのログインと電話から
のログアウトを切り替えます。

•ハントグループにより、発信者が内線番号グループから使用可能な回線を自動的に検出でき
ます。

•ハントグループログオフ機能により、電話ユーザは、電話番号にルーティングされた着信
コールを電話機で受信しないように設定できます。電話に関連付けられている 1つ以上の回
線グループへのコール以外の着信コールの場合、電話のステータスに関係なく電話の呼び出

し音が鳴ります。

電話番号（DN）は、電話に関連付けられている回線グループに属します。（注）
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•システム管理者は、ハントグループに自動でログインした電話へのユーザのログインまたは
ログアウトを実行できます。

•電話ユーザは [ハント（Hlog）]ソフトキーを使用して、電話の電話番号が属するすべての回
線グループから、その電話をログアウトできます。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9.0以降では、ハントグループログオフ機能
により、モバイルデバイスをデスクフォンとして使用できるようになりました。モバイル

クライアントから [ハント（Hlog）]ソフトキーを使用する場合、ハントパイロットに対して
発信されたコールを受信しません。

ハントグループの前提条件

•電話機は Skinny Client Control Protocol（SCCP）または Session Initiation Protocol（SIP）を実行
中である必要があります。

•電話機の呼出音ファイルは TFTPディレクトリ（/usr/local/cm/tftp）に存在する必要がありま
す。

ハントグループの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

[ハント（HLog）]ソフトキーのソフトキーテンプ
レートを設定します。

ハントグループのソフトキーテン

プレートの設定, （565ページ）
ステッ

プ 1   

これはオプションです。ソフトキーテンプレート

を電話で使用可能にするには、この手順または次

共通デバイス設定とソフトキーテ

ンプレートの関連付け,（566ペー
ステッ

プ 2   
の手順を実行する必要があります。共通デバイスジ）を行うには、次のサブタスク

を完了します。 設定を使用して設定オプションを電話に適用する

場合は、次の手順に従ってください。これは、電•共通デバイス設定へのソフト
キーテンプレートの追加, （
567ページ）

話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法で

す。
•電話機と共通デバイス設定の
関連付け, （568ページ）

これはオプションです。ソフトキーテンプレート

と共通デバイス設定を関連付けるための代替手段、

電話機とソフトキーテンプレート

の関連付け, （568ページ）
ステッ

プ 3   
つまり共通デバイス設定との連携のために、次の

手順を使用します。ソフトキーテンプレートを適

用して、共通デバイス設定での割り当てや、他の

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
564

ハントグループの前提条件



目的コマンドまたはアクション

デフォルトのソフトキーの割り当てをオーバーラ

イドする必要がある場合は、次の手順を共通デバ

イス設定とともに使用します。

ハントグループおよびハントリストのログインお

よびログアウトが自動的に行われるように電話を

設定します。

電話でのハントグループ対応設定,
（569ページ）

ステッ

プ 4   

ハントグループのソフトキーテンプレートの設定

[HLog]ソフトキーは電話が次のコール状態のときに電話に表示されます。

•接続されている状態

•オンフック（On Hook）

•オフフック（Off Hook）

[HLog]ソフトキーを設定するには新しいソフトキーテンプレートを作成する必要があります。
標準ソフトキーテンプレートに [HLog]ソフトキーを設定することはできません。

（注）

以下の手順を使用して、[HLog]ソフトキーを使用できるようにします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。
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[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加, （567ページ）

•電話機とソフトキーテンプレートの関連付け, （568ページ）

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを電話機設定に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、

この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。
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別の方法を使用するには、電話機とソフトキーテンプレートの関連付け,（568ページ）を参照し
てください。

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加,（567
ページ）

ステップ 1   

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （568ページ）ステップ 2   

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （568ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

この手順は任意です。この手順を代わりに使用して、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設

定と関連付けることができます。また、この手順は共通デバイス設定とも連動しています。ソフ

トキーテンプレートを適用して、共通デバイス設定での割り当てや、他のデフォルトのソフト

キーの割り当てを上書きする必要がある場合に使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボックスが表示
されます。
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電話でのハントグループ対応設定

ハントグループとハントリストに自動でログインまたはログアウトするよう電話を設定するに

は、この手順を使用します。

はじめる前に

電話の電話番号が 1つ以上のハントグループに属することを確認します。

ハントグループとハントリストの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
Administration Guide』を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

a) 既存の電話機についてのフィールドを変更するには、検索条件を入力し、検索結果の一覧から
電話機を選択します。[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

b) 新しい電話機を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
[新規電話を追加（Add a New Phone）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、次のタスクのいずれかを実行します。
a) ハントグループから電話をログアウトさせるには、[ハントグループにログインする（Logged

Into Hunt Group）]チェックボックスをオフにします。
b) ハントグループに電話をログインさせるには、[ハントグループにログインする（Logged Into

Hunt Group）]チェックボックスをオンにします。
デフォルトでは、[ハントグループにログインする（Logged IntoHuntGroup）]チェッ
クボックスは、すべての電話でオンのままになっています。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

ハントグループのサービスパラメータの設定, （569ページ）

ハントグループのサービスパラメータの設定

[ハントグループログオフ通知（Hunt Group Logoff Notification）]サービスパラメータは、回線グ
ループへの着信コールが電話に到達したものの、その電話がログアウトしている場合に、着信音

をオンまたはオフにするオプションを提供します。この着信音は、ログアウト中のユーザに、自

分の回線がメンバーになっているハントリストに着信コールがあることを知らせますが、回線グ

ループのメンバーの電話は、ログアウトしているため、呼出音が鳴りません。
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[ハントグループログオフ通知（Hunt Group Logoff Notification）]サービスパラメータを設定する
には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサーバ
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（Clusterwide Parameters）]（[デバイス -電話（Device - Phone）]）セ
クションで、次の [ハントグループログオフ通知（Hunt Group Logoff Notification）]サービスパ
ラメータの値を設定します。

回線グループ（ハントグループ）のメンバーがログアウト中の場合に、Cisco IPPhoneが再生する
着信音ファイルの名前を入力します。このサービスパラメータのデフォルト値は [なし（None）]
で、これは着信音がないことを意味します。255文字まで入力できます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ウィンドウが更新され、Cisco Unified Communications Managerは、変更内容でサービスパラメー
タを更新します。

ハントグループの連携動作と制限事項

インタラクション

データのやり取り機能

電話機が回線グループからログアウトして、そ

の電話機の内線番号が共有されていない場合

は、その回線グループ内のその電話番号（DN）
で呼出音が鳴りません。主に回線グループが

DNへのコールを提供している場合は、コール
処理でその DNがスキップされ、その DNが回
線グループに属していないかのように処理され

ます。

非共有回線電話番号
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データのやり取り機能

ハントグループからのログアウト機能はデバイ

スベースであるため、ユーザが電話機からログ

アウトすると、その機能はログアウトされた電

話機にのみ影響を与えます。共有回線電話番号

を含む回線グループへのコールは次のように動

作します。

• DNを共有しているすべての電話機がログ
アウトされた場合は、そのDNで呼出音が
鳴りません。

• DNを共有している 1つ以上の電話機がロ
グアウトされた場合は、そのDNで呼出音
が鳴ります。

•ログアウトされた電話機の可聴呼出音は、
デフォルトでオフになっています。Cisco
Unified Communications Managerは、コー
ルがログアウトしたハントグループメン

バーに到達したときに別の呼出音が鳴るよ

うに設定可能なシステムパラメータを提

供しています。

共有回線電話番号

制約事項

説明制約事項

ユーザが [ハント（HLog）]ソフトキーを押し
てハントグループのログオフ機能を有効にする

と、電話は関連付けられたすべての回線グルー

プからログアウトします。これはハントグルー

プのログオフがデバイスベースの機能であるた

めです。電話に複数のグループに属するDNが
ある場合に [ハント（HLog）]ソフトキーを押
すと、電話は関連付けられたすべての回線グ

ループからログアウトします。

複数の回線グループ
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説明制約事項

• SIPを実行している電話（7906、7911、
7941、7961、7970、および 7971）がハン
トグループにログインしていて [不在転送
（Call Forward All）]がアクティブになっ
ている場合、コールはSIPを実行している
電話に表示されます。

• SIPを実行している 7940と 7960電話がハ
ントグループにログインしていて [不在転
送（CallForwardAll）]がアクティブになっ
ている場合、その電話はスキップされて回

線グループの次の電話が鳴ります。

• SIPを実行している 7940と 7960電話およ
びSIPを実行しているサードパーティの電
話は、[電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウを使用してハントグループに

ログインまたはログアウトできますが、ソ

フトキーのサポートはありません。

• SIPを実行している 7940と 7960電話およ
びSIPを実行しているサードパーティの電
話のステータス行に [ハントグループのロ
グアウト（Logged out of hunt groups）]“ ”は
表示されません。

• SIPを実行している 7940と 7960電話およ
びSIPを実行しているサードパーティの電
話は、電話でトーンが設定されているかど

うかに関係なく [ハントグループのログオ
フの通知（HuntGroupLogoffNotification）]
トーンは再生されません。

7940、7960、およびサードパーティ SIP電話機
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第 34 章

迷惑呼 ID

• 迷惑呼 IDの概要, 573 ページ

• 迷惑呼 IDの前提条件, 574 ページ

• 迷惑呼 IDの設定タスクフロー, 574 ページ

• 迷惑呼 IDの連携動作と制限事項, 582 ページ

• 迷惑呼 IDトラブルシューティング, 584 ページ

迷惑呼 ID の概要
迷惑なコールや危険なコールをトラックするために、迷惑呼 ID（MCID）機能を設定できます。
ユーザは、Cisco Unified Communications Managerがネットワーク上の着信コールの発信元を特定
して登録するようにリクエストすることで、このようなコールをレポートできます。

MCID機能を設定すると、次のアクションが実行されます。

1 ユーザが危険なコールを受信し、[迷惑呼（Malicious call）]を押します（または、SCCPゲー
トウェイに接続されているPOTS電話機を使用している場合は機能コード*39を入力します）。

2 Cisco Unified Communications Managerはユーザに確認トーンとテキストメッセージを送信し
（電話機にディスプレイがある場合）、MCID通知の受信を確認します。

3 CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、迷惑呼として登録されていることが示されているコー
ルに対して、呼詳細レコード（CDR）を更新します。

4 CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、イベント情報を含むアラームおよびローカルの syslog
エントリを生成します。

5 Cisco Unified Communications Managerは、MCID呼び出しを、ファシリティメッセージを介し
て接続されたネットワークに送信します。ファシリティ情報要素（IE）は、MCID呼び出しを
暗号化します。

6 この通知を受信すると、PSTNまたは他の接続されたネットワークは、法的機関にコール情報
を提供するなどのアクションを実行します。
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迷惑呼 ID の前提条件
• MCIDをサポートするゲートウェイおよび接続：

◦ T1（NI2）と E1（ETSI）接続にMGCP PRIバックホールインターフェイスを使用する
PRIゲートウェイ

◦ H.323トランクおよびゲートウェイ

• MCIDをサポートする IPフォン

迷惑呼 ID の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

MCID機能をサポートするデバイスを特定する
ためのレポートを生成します。

電話機能一覧の生成, （8ページ）ステップ 1   

Cisco Unified Communications ManagerがMCID
インジケータで呼詳細レコード（CDR）にフラ
グを設定できるようにします。

迷惑呼 IDサービスパラメータの設
定, （575ページ）

ステップ 2   

システムログにアラーム情報が表示されるよう

にアラームを設定します。

迷惑呼 IDアラームの設定, （576
ページ）

ステップ 3   

MCIDでソフトキーテンプレートを設定しま
す。

Cisco Unified IP Phones 8900および
9900シリーズは、機能ボタンを使用
するMCIDのみをサポートします。

（注）

迷惑呼 IDのソフトキーテンプレー
トの設定, （576ページ）

ステップ 4   

これはオプションです。ソフトキーテンプレー

トを電話で使用可能にするには、この手順また

共通デバイス設定とソフトキーテン

プレートの関連付け,（577ページ）
ステップ 5   

は次の手順を実行する必要があります。共通デを行うには、次のサブタスクを完了

します。 バイス設定を使用して設定オプションを電話に

適用する場合は、この手順に従ってください。•共通デバイス設定へのソフト
キーテンプレートの追加, （
578ページ）

これは、電話機でソフトキーテンプレートを使

用できるようにする際に、最も一般的に使用さ

れている方法です。
•電話機と共通デバイス設定の関
連付け, （579ページ）

これはオプションです。ソフトキーテンプレー

トと共通デバイス設定を関連付けるための代替

電話機とソフトキーテンプレートの

関連付け, （579ページ）
ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

手段、つまり共通デバイス設定との連携のため

に、次の手順を使用します。ソフトキーテンプ

レートを適用して、[共通デバイス設定（Common
DeviceConfiguration）]での割り当てや、他のデ
フォルトのソフトキーの割り当てを上書きする

必要がある場合は、次の手順を [共通デバイス設
定（Common Device Configuration）]と共に使用
します。

MCIDボタンを電話機に追加および設定するに
は、この手順を実行します。

[迷惑呼 ID（Malicious Call
Identification）]ボタンの設定, （580
ページ）を行うには、次のサブタス

クを完了します。

ステップ 7   

•迷惑呼 ID電話ボタンテンプ
レートの設定, （580ページ）

•電話機とボタンテンプレート
の関連付け , （581ページ）

迷惑呼 ID サービスパラメータの設定
Cisco Unified Communications Managerが CDRにMCIDインジケータのフラグを付けられるように
するには、CDRフラグを有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco Unified Communications Managerのサーバ名
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [システム（System）]エリアで、[CDR対応フラグ（CDR Enabled Flag）]フィールドを [True]に
設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

迷惑呼 IDアラームの設定, （576ページ）

迷惑呼 ID アラームの設定
[ローカル Syslog（Local Syslogs）]で、アラームイベントレベルを設定し、MCIDのアラームを
アクティブにする必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityで、[アラーム（Alarm）] > [設定（Configuration）]を選択します。
[アラーム設定（Alarm Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco Unified Communications Managerサーバを選
択し、[Go（移動）]をクリックします。

ステップ 3 [サービスグループ（ServiceGroup）]ドロップダウンリストから、[CMサービス（CMServices）]
を選択します。[アラーム設定（AlarmConfiguration）]ウィンドウが設定フィールドによって更新
されます。

ステップ 4 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 5 [ローカル Syslog（Local Syslogs）]で、[アラームイベントレベル（Alarm Event Level）]ドロップ

ダウンリストから [情報（Informational）]を選択します。
[アラーム設定（Alarm Configuration）]ウィンドウが設定フィールドによって更新されます。

ステップ 6 [ローカル Syslog（Local Syslogs）]で、[アラームを有効にする（Enable Alarm）]チェックボック
スをオンにします。

ステップ 7 すべてのノードについてアラームを有効にする場合は、[すべてのノードに適用（Apply to All
Nodes）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 情報アラームをオンにするには、[更新（Update）]をクリックします。

次の作業

迷惑呼 IDのソフトキーテンプレートの設定, （576ページ）

迷惑呼 ID のソフトキーテンプレートの設定

Skinny Client Control Protocol（SCCP）IP PhoneはMCID機能を呼び出すためにソフトキーを使
用します。

（注）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [コールステートの選択（Select a call state to configure）]フィールドで、[接続済み（Connected）]
を選択します。

[選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]のリストによって、このコールステートで
利用可能なソフトキーの表示が変わります。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（UnselectedSoftkeys）]ドロップダウンリストで、[悪意のあるコー
ルのトレース（MCID）の切り替え]を選択します。

ステップ 8 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。
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•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、

この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、電話機とソフトキーテンプレートの関連付け,（579ページ）を参照し
てください。

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加,（578
ページ）

ステップ 1   

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （579ページ）ステップ 2   

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。
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•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （246ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

はじめる前に

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加, （578ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

この手順は任意です。この手順を代わりに使用して、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設

定と関連付けることができます。また、この手順は共通デバイス設定とも連動しています。ソフ

トキーテンプレートを適用して、共通デバイス設定での割り当てや、他のデフォルトのソフト

キーの割り当てを上書きする必要がある場合に使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。
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[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

[迷惑呼 ID（Malicious Call Identification）] ボタンの設定
このセクションの手順では、迷惑呼 IDボタンを設定する方法を説明します。

手順

目的コマンドまたはアクション

迷惑呼 IDボタン機能を回線または短縮ダ
イヤルキーに割り当てるには、この手順を

実行します。

迷惑呼 ID電話ボタンテンプレートの
設定, （580ページ）.

ステップ 1   

電話機の迷惑呼 IDボタンを設定するに
は、この手順を実行します。

電話機とボタンテンプレートの関連

付け , （581ページ）
ステップ 2   

迷惑呼 ID 電話ボタンテンプレートの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。
[電話ボタンテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
サポートされている電話のテンプレートの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。作成しない場合

は次のステップに進みます。

a) 電話モデルのデフォルトテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
b) [電話ボタンテンプレート情報（PhoneButtonTemplate Information）]フィールドに、テンプレー
トの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加する場合は、次の手順を実行します。
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a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

電話機とボタンテンプレートの関連付け , （581ページ）

電話機とボタンテンプレートの関連付け

はじめる前に

迷惑呼 ID電話ボタンテンプレートの設定, （580ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索/一覧表示（FindandList Phones）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するための [（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボックスが表
示されます。
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迷惑呼 ID の連携動作と制限事項

迷惑呼 ID の連携動作

表 37：迷惑呼 ID の連携動作

データのやり取り機能

ユーザが電話会議に接続されている場合、ユー

ザはMCID機能を使用してコールに迷惑呼とし
てフラグを付けることができます。CiscoUnified
Communications Managerは、MCID通知をユー
ザに送信したり、アラームを生成したり、CDR
を更新したりできます。ただし、Cisco Unified
Communications Managerは、電話会議に関連し
ている可能性のある接続されたネットワークに

は、MCID呼び出しメッセージを送信しません。

会議コール

エクステンションモビリティのユーザは、[迷
惑呼（MCID）]ソフトキーをユーザデバイス
プロファイルの一部として持つことができ、電

話機にログインする際にこの機能を使用できま

す。

エクステンションモビリティ（Extension
Mobility）

CDRを使用して迷惑呼をトラックするには、
CiscoCallManagerサービスパラメータで、[CDR
有効フラグ（CDR Enabled Flag）]を [はい
（True）]に設定する必要があります。コール
中にMCID機能が使用されると、コールのCDR
の [コメント（Comment）]フィールドに
[CallFlag=MALICIOUS]が書き込まれます。

コール詳細レコード
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データのやり取り機能

[ローカル Syslog（Local Syslogs）]内のMCID
機能のアラームを記録するには、Cisco Unified
Serviceabilityでアラームを設定する必要があり
ます。[ローカル Syslog（Local Syslogs）]で、
[情報（Informational）]アラームイベントレベ
ルのアラームを有効にします。

コール中にMCID機能が使用されると、システ
ムはアラーム内のSDLトレースとCiscoUnified
Communications Managerトレースのログを取り
ます。Cisco Unified Serviceabilityを使用して、
[アラームイベントログ（Alarm Event Log）]
を参照できます。トレースには、次の情報が含

まれます。

• Date and time

•イベントのタイプ：情報

•情報:迷惑呼 ID機能は、Cisco Unified
Communications Managerで呼び出されま
す。

•着信側番号

•着信側デバイス名

•着信側の表示名

•発信側番号

•発信側デバイス名

•発信側の表示名

•アプリケーション ID（Application ID）

• [クラスタ ID（Cluster ID）]

•ノード ID（Node ID）

アラームとトレースの詳細については、http://
www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.htmlにある
『Cisco Unified Serviceability Administration
Guide』を参照してください。

アラーム

CiscoATA186アナログ電話ポートは、機能コー
ド（*39）を使用してMCIDをサポートします。

Cisco ATA 186アナログ電話ポート
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迷惑呼 ID の制限事項

表 38：迷惑呼 ID の制限事項

制約事項機能

Cisco Unified Communications Managerは、迷惑
呼 IDの発信機能（MCID-O）のみをサポートし
ます。CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、
迷惑呼 IDの着信機能（MCID-T）はサポートし
ません。Cisco Unified Communications Manager
が迷惑呼 IDのネットワークから通知を受信し
ても、Cisco Unified Communications Managerは
通知を無視します。

迷惑呼 IDの着信（MCID-T）機能

CiscoUnified CommunicationsManagerはMCID-T
機能をサポートしないので、MCIDはクラスタ
間トランクでは機能しません。

クラスタ間トランク

CiscoMGCPFXSゲートウェイはMCIDをサポー
トしません。フックフラッシュを受け入れて

MGCPで機能コードを収集するメカニズムはあ
りません。

Cisco MGCP FXSゲートウェイ

MCIDはQSIG標準規格ではないため、QSIGト
ランクでは機能しません。

QSIGトランク

Cisco VG248 Analog Phone GatewayはMCIDを
サポートしません。

Cisco VG248 Analog Phone Gateway

MCIDは SIPトランクをサポートしません。SIPトランク

システムはMCIDと即時転送機能の同時使用を
サポートしません。

即時転送

迷惑呼 ID トラブルシューティング
迷惑呼 IDをトラックし、トラブルシュートするために、Cisco Unified Communications Manager
SDLトレースとアラームを使用できます。MCIDのトラップ設定とトレースについては、『Cisco
Unified Serviceability AdministrationGuide』を参照してください。MCIDのレポートを作成する方法
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については、『Cisco Unified CDR Analysis and Reporting "アドミニストレーションガイド』を参照
してください。
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第 35 章

コール転送

• コール転送の概要, 587 ページ

• コール転送の設定タスクフロー, 588 ページ

• コール転送の連携動作と制限事項, 601 ページ

コール転送の概要

転送機能を使用すると、接続されているコールを自分の電話機から別の番号へリダイレクトでき

ます。コール転送後にコールは切断され、転送されたコールが新しいコール接続として確立され

ます。

次に各種コール転送について説明します。

•打診転送とブラインド転送：打診転送では、コールに応答した転送先電話のユーザに打診し
た後で、転送元電話のユーザが発信者を転送先アドレスにリダイレクトできます。つまり、

転送元電話のユーザは、転送先電話のユーザがコールに応答するまで、そのコールに接続し

た状態になります。ブラインド転送では、転送元電話のユーザが発信者を接続先回線に接続

してから、転送先がコールに応答します。

ほとんどの電話機では、転送にハードキーまたはソフトキーを使用します。打診転送とブラ

インド転送のいずれでも、個別の設定は不要です。この 2種類の転送の違いは、転送元の
ユーザが [転送（Transfer）]ボタンを 2回目に押す時点です。打診転送では、転送先が応答
した後で転送元のユーザが [転送（Transfer）]ボタンを押しますが、ブラインド転送では、
転送先が応答する前に転送元のユーザが [転送（Transfer）]ボタンを押します。

SCCPが開始したブラインド転送の場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerでは、転送さ
れたユーザに対する呼出音の形でコールの進行状況が示されます。

•オンフック転送：このタイプのコール転送では、ユーザが [転送（Trnsfer）]ソフトキーを押
し、コール転送先の番号をダイヤルし、[転送（Trnsfer）]ソフトキーを再度押すか、または
オンフック状態にすると、転送操作が完了します。[オンフック転送（Transfer On-Hook）]
サービスパラメータを [はい（True）]に設定する必要があります。このサービスパラメー
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タは、ユーザが転送操作の開始後にオンフックにした場合にコール転送が完了するかどうか

を決定します。

オンフック転送オプションは打診転送とブラインド転送の両方で使用されます。

•直接転送：このタイプの転送では、ユーザが確立されている 2つのコール（保留中のコール
または接続状態のコール）を結合して 1つのコールにし、開始者を転送から削除できます。
直接転送では、打診コールが開始されたり、アクティブなコールが保留になったりすること

はありません。ユーザは、確立されている 2つのコールを結合して開始者を削除するときに
は [D転送（DirTrfr）]ソフトキーを使用します。

コール転送の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

転送を使用すると、転送受信者に打診しているかどうか

にかかわらず1つのコールを新しい番号にリダイレクト
打診転送およびブラインド

転送の設定, （588ペー
ジ）

ステップ 1   

できます。転送をソフトキーまたはボタンとして設定す

るには、この手順を実行します。

（オプション）オンフック転送は、コール転送を完了す

るためのオプションです。[転送（Trnsfer）]を押して、
オンフック転送の設定, （
594ページ）

ステップ 2   

コールを転送する番号をダイヤルし、オンフックにして

転送を完了します。サービスパラメータを設定するに

は、この手順を実行します。

（オプション）直接転送を使用すると、2つのコールを
相互に転送できます（通信は継続されません）。DirTrfr

直接転送の設定, （595
ページ）

ステップ 3   

をソフトキーまたはボタンとして設定するには、この手

順を実行します。

打診転送およびブラインド転送の設定

使用している電話がソフトキーをサポートしているか、ボタンをサポートしているかに応じて、

いずれかのタスクフローを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

転送用のソフトキーテンプレートの設定, （589ページ）ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

[転送（Transfer）]ボタンの設定, （592ページ）ステップ 2   

転送用のソフトキーテンプレートの設定

[転送（Trnsfer）]ソフトキーは、コールの打診転送およびブラインド転送に使用します。[転送
（Trnsfer）]ソフトキーには次のコール状態があります。

•接続

•保留

[転送（Trnsfer）]ソフトキーを使用可能にするには、以下の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）
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ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定と転送ソフトキーテンプレートの関連付け, （590ページ）

•電話と転送ソフトキーテンプレートの関連付け, （592ページ）

共通デバイス設定と転送ソフトキーテンプレートの関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを電話機設定に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、

この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、電話と転送ソフトキーテンプレートの関連付け,（592ページ）を参照
してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定に転送ソフトキーテン

プレートを追加するには、次の手順を実行

します。

転送共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加, （591ページ）
ステップ 1   

転送ソフトキーの共通デバイス設定を電話

にリンクするには、次の手順を実行しま

す。

電話機と共通デバイス設定の関連付け,
（592ページ）

ステップ 2   

転送共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （592ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話と転送ソフトキーテンプレートの関連付け

この手順は任意です。この手順を代わりに使用して、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設

定と関連付けることができます。また、この手順は共通デバイス設定とも連動しています。ソフ

トキーテンプレートを適用して、共通デバイス設定での割り当てや、他のデフォルトのソフト

キーの割り当てを上書きする必要がある場合に使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

[転送（Transfer）] ボタンの設定

この項の手順では、[転送（Transfer）]ボタンの設定方法について説明します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
592

コール転送の設定タスクフロー



手順

目的コマンドまたはアクション

[転送（Transfer）]ボタン機能を回線キーま
たは短縮ダイヤルキーに割り当てるには、

次の手順を実行します。

転送用の電話ボタンテンプレートの

設定, （593ページ）
ステップ 1   

電話の [転送（Transfer）]ボタンを設定する
には、次の手順を実行します。

電話と転送ボタンテンプレートの関

連付け, （594ページ）
ステップ 2   

転送用の電話ボタンテンプレートの設定

これはオプションです。回線または短縮ダイヤルキーに機能を割り当てるには、次の手順に従い

ます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。
[電話ボタンテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
サポートされている電話のテンプレートの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。作成しない場合

は次のステップに進みます。

a) 電話モデルのデフォルトテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
b) [電話ボタンテンプレート情報（PhoneButtonTemplate Information）]フィールドに、テンプレー
トの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加する場合は、次の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

電話と転送ボタンテンプレートの関連付け, （594ページ）

電話と転送ボタンテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索/一覧表示（FindandList Phones）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するための [（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボックスが表
示されます。

オンフック転送の設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、パラメータを設定するサーバを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストで、[Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco

CallManager (Active)）]サービスを選択します。
ステップ 4 [クラスタ全体パラメータ（デバイス：電話）（Clusterwide Parameters (Device - Phone)）]の、[オ

ンフック転送有効化（Transfer On-Hook Enabled）]サービスパラメータで [True]を選択します。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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直接転送の設定

使用している電話がソフトキーをサポートしているか、ボタンをサポートしているかに応じて、

いずれかのタスクフローを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

[直接転送（Direct Transfer）]ソフトキーをテン
プレートに追加し、共通デバイス設定または電

直接転送のソフトキーテンプレー

トの設定, （595ページ）
ステップ 1   

話を使用してソフトキーを設定するには、次の

手順を実行します。

電話に [直接転送（Direct Transfer）]ボタンを
追加して設定するには、次の手順を実行しま

す。

[直接転送（Direct Transfer）]ボタ
ンの設定, （599ページ）

ステップ 2   

直接転送のソフトキーテンプレートの設定

直接転送ソフトキーには次のコール状態があります。

•接続されている状態

•保留中

次の手順を使用して、直接転送ソフトキーを使用できるようにします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
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b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定と直接転送ソフトキーテンプレートの関連付け, （596ページ）

•電話と直接転送ソフトキーテンプレートの関連付け, （598ページ）

共通デバイス設定と直接転送ソフトキーテンプレートの関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを電話機設定に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、

この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。
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別の方法を使用するには、次を参照してください。電話と直接転送ソフトキーテンプレートの関

連付け, （598ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定に直接転送ソフトキーテ

ンプレートを追加するには、次の手順を実

行します。

直接転送共通デバイス設定へのソフト

キーテンプレートの追加, （597ペー
ジ）

ステップ 1   

共通デバイス設定に直接転送ソフトキーテ

ンプレートを追加するには、次の手順を実

行します。

電話機と共通デバイス設定の関連付

け, （598ページ）
ステップ 2   

直接転送共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。
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•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （598ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話と直接転送ソフトキーテンプレートの関連付け

この手順は任意です。この手順を代わりに使用して、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設

定と関連付けることができます。また、この手順は共通デバイス設定とも連動しています。ソフ

トキーテンプレートを適用して、共通デバイス設定での割り当てや、他のデフォルトのソフト

キーの割り当てを上書きする必要がある場合に使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。
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[直接転送（Direct Transfer）] ボタンの設定

このセクションの手順では、[直接転送（DirectTransfer）]ボタンの設定方法について説明します。

手順

目的コマンドまたはアクション

[直接転送（Direct Transfer）]ボタン機能を
回線または短縮ダイヤルキーに割り当てる

には、次の手順を実行します。

直接転送の電話ボタンテンプレート

の設定, （599ページ）
ステップ 1   

電話で [直接転送（Direct Transfer）]ボタン
を設定するには、次の手順を実行します。

電話と直接転送ボタンテンプレート

の関連付け, （600ページ）
ステップ 2   

直接転送の電話ボタンテンプレートの設定

これはオプションです。回線または短縮ダイヤルキーに機能を割り当てるには、次の手順に従い

ます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。
[電話ボタンテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
サポートされている電話のテンプレートの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。作成しない場合

は次のステップに進みます。

a) 電話モデルのデフォルトテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
b) [電話ボタンテンプレート情報（PhoneButtonTemplate Information）]フィールドに、テンプレー
トの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加する場合は、次の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 次のいずれかの作業を実行します。
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•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

電話と直接転送ボタンテンプレートの関連付け, （600ページ）

電話と直接転送ボタンテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索/一覧表示（FindandList Phones）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するための [（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボックスが表
示されます。
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コール転送の連携動作と制限事項

コール転送の連携動作

データのやり取り機能

論理パーティション設定
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データのやり取り機能

転送元となるデバイスの地理位置 IDと、転送宛先となるデバイ
スの地理位置 IDの間で、論理パーティションポリシーチェッ
クが実行されます。

論理パーティション処理は、次の状況で実行されます。

•電話ユーザが [転送（Transfer）]ソフトキーを使用してコー
ルを転送する際に、このソフトキーを 2回押してコール転
送機能を起動し、処理する場合。

•他の転送メカニズム（直接転送、オンフック転送、フック
フラッシュ転送、およびCTIアプリケーション開始転送な
ど）により、コール転送機能が呼び出される場合。

•転送元および転送宛先がPSTN参加者を指定している場合。

• Cisco Unified Communications Managerが、転送元および転
送宛先デバイスに関連付けられている地理位置 ID情報を
使用して、論理パーティションポリシーチェックを実行

する場合。

•プライマリコールとセカンダリコールの分割前および結
合前。

論理パーティション設定では拒否コールが次のように処理され

ます。

•「外線転送を制限中（External Transfer Restricted）」メッ
セージが VoIPフォンに送信されます。

•通常の転送：SCCPを実行する電話の場合、プライマリコー
ルは保留中のまま、打診コールはアクティブのままになり

ます。SIPを実行する電話の場合、プライマリコールと打
診コールの両方が保留中のままになるため、障害発生後に

これらのコールを手動で再開する必要があります。

•オンフック、フックフラッシュ、およびアナログ電話開始
転送：原因コード63（「サービスまたはオプションが使用
できません（Service or option not available）」）と “”Cisco
Unified CommunicationsManagerからのリオーダー音を使用
して、プライマリコールとセカンダリコールの両方がク

リアされます。

• [転送失敗回数（Number of Transfer Failures）] perfmonカウ
ンタが増加します。
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データのやり取り機能

優先レベルが同一の2つのセグメント間でのコール転送をスイッ
チが開始すると、これらのセグメントでは、転送時に優先レベ

ルが維持されます。優先レベルが異なるコールセグメント間で

コール転送が実行されると、転送を開始したスイッチは、優先

レベルが高いセグメントで接続をマークします。

CiscoUnified CommunicationsManagerでは、この要件に対応する
ため、コール転送操作に使用されるコールレッグの優先レベル

をアップグレードします。たとえば、[プライオリティ
（Priority）]優先レベルが設定されている参加者 Bに参加者 A
がコールするとします。参加者 Bがその後参加者 Cへの転送を
開始し、ダイヤル時に [フラッシュ（Flash）]優先番号をダイヤ
ルします。転送が完了すると、参加者 Aの優先レベルが [プラ
イオリティ（Priority）]から [フラッシュ（Flash）]にアップグ
レードされます。

MLPPが有効になるとコール転送機能が自動的に有効になりま
す。電話では [転送（Transfer）]ソフトキーがサポートされま
す。

クラスタ間トランク（ICT）や PRIトランクなどのト
ランクデバイスでは、優先レベルのアップグレードは

機能しません。

（注）

Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）

コール転送の制限事項

制約事項機能

転送元デバイスと転送宛先デバイスの両方が VoIP電話の場合、
論理パーティション設定処理は行われません。

地理位置情報または地理位置情報フィルタがどのデバイスにも関

連付けられていない場合、論理パーティション設定処理は行われ

ません。

論理パーティション設定

外線コール転送を制限するには、外線コール転送の制限事項,（
605ページ）を参照してください。

外線コール転送の制限事項

アナウンス中にハントパイロットへのコール転送が開始された

場合、コールはアナウンスが完了するまでリダイレクトされませ

ん。

ハントパイロット
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第 36 章

外線コール転送の制限事項

• 外線コール転送の制限事項の概要, 605 ページ

• 外部コール転送の制限事項の設定タスクフロー, 606 ページ

• 連携動作と制限事項, 612 ページ

外線コール転送の制限事項の概要

外線コール転送の制限事項は、ゲートウェイ、トランク、およびルートパターンを、システムレ

ベルでオンネット（内部）デバイスまたはオフネット（外部）デバイスとして設定するために使

用できる機能です。デバイスをオフネットとして設定すると、外部デバイスへの外線コールの転

送を制限できるため、電話料金の詐欺行為の防止に役立ちます。

[オフネット間転送のブロック（Block OffNet to OffNet Transfer）]サービスパラメータが [はい
（True）]に設定されている場合に、オフネットゲートウェイまたはトランクでコールを転送し
ようとすると、コールを転送できないことを通知するメッセージがユーザの電話に表示されます。

この章では、次の用語を使用します。

説明用語

オンネットとして設定されており、ネットワー

ク内部にあるものと見なされるデバイス。

オンネットデバイス

オフネットであると見なされ、ルーティング時

にネットワーク外部にあるものと見なされるデ

バイス。

オフネットデバイス

ネットワークを基準にしたデバイスの場所（オ

ンネットまたはオフネット）。

ネットワークの場所

転送されるデバイス。システムはこのデバイス

をオンネットまたはオフネットと見なします。

発信側

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
605



説明用語

転送されたコールを受信するデバイス。システ

ムはこのデバイスをオンネットまたはオフネッ

トと見なします。

着信側

オンネットまたはオフネットとして分類するた

めに、ゲートウェイまたはトランクコール分類

設定だけが使用されるコール。ルートパターン

コール分類設定は適用されません。

DNへの着信コール

トランク、ゲートウェイ、およびルートパター

ンのコール分類設定が考慮されるコール。ルー

トパターンの [デバイスの上書きを許可（Allow
Device Override）]設定により、ルートパター
ンコール分類設定の代わりに、トランクまたは

ゲートウェイコール分類設定が使用されるかど

うかが決まります。

発信コール

外部コール転送の制限事項の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

外部コールが別の外部デバイスや番号に

転送されるのをブロックします。

コール転送制限のサービスパラメータの

設定, （607ページ）
ステップ 1   

ゲートウェイ設定またはトランク設定を

使用するか、クラスタ全体のサービスパ

着信コールを設定するには、次の手順を

実行します。

ステップ 2   

ラメータを設定して、オンネット（内部）•クラスタ全体のサービスパラメータ
の設定, （608ページ）

またはオフネット（外部）としてゲート

ウェイとトランクを設定します。
•ゲートウェイでのコール転送制限の
設定, （609ページ）

•トランクでのコール転送制限の設定,
（610ページ）

ルートパターンの設定を指定して、転送

機能を設定します。

発信コールの設定, （611ページ）ステップ 3   
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コール転送制限のサービスパラメータの設定

別の外部デバイスまたは番号への外部コールの転送をブロックするには、以下の手順を実行しま

す。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]ユーザインターフェイスから、[シ
ステム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータの設定（Service ParameterConfiguration）]ウィンドウで、[サーバ（Server）]
ドロップダウンメニューから、設定する Cisco Unified CMサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンメニューから [Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco
CallManager (Active)）]を選択します。

ステップ 4 [オフネット間の転送をブロックする（Block OffNet to OffNet Transfer）]ドロップダウンメニュー
から [True]を選択します。デフォルト値は Falseです。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

クラスタ全体のサービスパラメータの設定, （608ページ）

着信コールの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアク

ション

CiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタですべてのゲー
トウェイまたはトランクを [オフネット（OffNet）]（外部）
または [オンネット（OnNet）]（内部）として設定します。

（オプション）クラス

タ全体のサービスパラ

メータの設定, （608
ページ）

ステッ

プ 1   

[ゲートウェイの設定（GatewayConfiguration）]を使用して、
ゲートウェイを [オンネット（OnNet）]（内部）または [オフ

ゲートウェイでのコール

転送制限の設定, （609
ページ）

ステッ

プ 2   
ネット（OffNet）]（外部）として設定します。この機能を、
クラスタ全体のサービスパラメータ [オフネット間転送のブ
ロック（Block OffNet to OffNet Transfer）]と共に使用する場
合、設定によってコールをゲートウェイ経由で転送できるか

どうかが決まります。

次のデバイスを内部デバイスおよび外部デバイスとしてCisco
Unified Communications Managerに設定できます。
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目的コマンドまたはアク

ション

• H.323ゲートウェイ

• MGCP FXOトランク

• MGCP T1/E1トランク

[トランクの設定（Trunk Configuration）]を使用して、トラン
クを [オンネット（OnNet）]（内部）または [オフネット

トランクでのコール転送

制限の設定, （610ペー
ジ）

ステッ

プ 3   
（OffNet）]（外部）として設定します。この機能を、クラス
タ全体のサービスパラメータ [オフネット間転送のブロック
（Block OffNet to OffNet Transfer）]と共に使用する場合、設
定によってコールをトランク経由で転送できるかどうかが決

まります。

次のデバイスを内部デバイスおよび外部デバイスとしてCisco
Unified Communications Managerに設定できます。

• InterCluster Trunk;クラスタ間トランク

• SIPトランク

クラスタ全体のサービスパラメータの設定

Cisco Unified Communications Managerクラスタで、すべてのゲートウェイまたはトランクを [オフ
ネット（OffNet）]（外部）または [オンネット（OnNet）]（内部）と設定するには、次の 2つの
手順を実行します。

はじめる前に

コール転送制限のサービスパラメータの設定, （607ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]ユーザインターフェイスから、[シ
ステム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータの設定（Service ParameterConfiguration）]ウィンドウで、[サーバ（Server）]
ドロップダウンメニューから、設定する Cisco Unified CMサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンメニューから [Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco
CallManager (Active)）]を選択します。

ステップ 4 [通話の分類（Call Classification）]ドロップダウンメニューから、[オフネット（OffNet）]または
[オンネット（OnNet）]を選択します（デフォルトでは [オフネット（OffNet）]が指定されていま
す）。

次の作業

ゲートウェイでのコール転送制限の設定, （609ページ）

ゲートウェイでのコール転送制限の設定

オフネット、オンネットまたはシステムデフォルトの使用としてゲートウェイを設定するには、

次の手順を実行します。システムはそれぞれオフネットまたはオンネットとしてのゲートウェイ

を通ってネットワークに到達するコールと見なします。

はじめる前に

クラスタ全体のサービスパラメータの設定, （608ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [ゲー
トウェイ（Gateway）]を選択します。
[ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 設定されているゲートウェイを一覧表示するには、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されているゲートウェイが表示されます。

ステップ 3 オフネットまたはオンネットとして設定するゲートウェイを選択します。

ステップ 4 [コールの分類（Call Classification）]フィールドでオフネットまたはオンネットを選択します。ク
ラスタ全体の制限をすべてのゲートウェイで有効にしている場合、各ゲートウェイを [システム
デフォルトの使用（UseSystemDefault）]に設定します（つまり、コールの分類サービスパラメー
タをゲートウェイの設定として使用します）。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
609

外部コール転送の制限事項の設定タスクフロー



次の作業

トランクでのコール転送制限の設定, （610ページ）

トランクでのコール転送制限の設定

トランクを [オフネット（OffNet）]、[オンネット（OnNet）]、または [システムのデフォルトを使
用（Use System Default）]として設定するには、次の手順を実行します。[オフネット（OffNet）]
または [オンネット（OnNet）]として設定されているトランクを通じてネットワークに届くコー
ルは個々に考慮されます。

はじめる前に

ゲートウェイでのコール転送制限の設定, （609ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。
[トランクの検索と一覧表示（Find and List Trunk）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 設定済みのトランクを一覧表示するには、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されたトランクが表示されます。

ステップ 3 [オフネット（OffNet）]または [オンネット（OnNet）]として設定するトランクを選択します。
ステップ 4 [コール分類（CallClassification）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのフィールドを選択

します。

• [オフネット（OffNet）]：このフィールドを選択すると、ゲートウェイは外部ゲートウェイ
として識別されます。[オフネット（OffNet）]として設定されているゲートウェイからコー
ルが届くと、接続先デバイスに外部リングが送信されます。

• [オンネット（OnNet）]：このフィールドを選択すると、ゲートウェイは内部ゲートウェイと
して識別されます。[オンネット（OnNet）]として設定されているゲートウェイからコール
が届くと、接続先デバイスに内部リングが送信されます。

• [システムのデフォルトを使用（Use System Default）]：このフィールドを選択すると、Cisco
Unified Communications Managerのクラスタ全体のサービスパラメータである [コール分類
（Call Classification）]が使用されます。

すべてのトランクでクラスタ全体の制限を有効にした場合は、各トランクを [システム
のデフォルトを使用（Use System Default）]に設定します（つまり、[コール分類（Call
Classification）]サービスパラメータの設定が読み込まれ、その設定がトランクに使用
されます）。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

発信コールの設定, （611ページ）

発信コールの設定

コールをオンネットまたはオフネットとして分類するには、[ルートパターン設定（RoutePattern
Configuration）]ウィンドウの [コール分類（Call Classification）]フィールドをそれぞれオンネッ
トまたはオフネットに管理者が設定します。管理者がルートパターン設定の上書きとトランクま

たはゲートウェイ設定を使用ができるようにするには、[ルートパターン設定（Route Pattern
Configuration）]ウィンドウの [デバイス上書き許可（Allow Device Override）]チェックボックス
をオンにします。

はじめる前に

トランクでのコール転送制限の設定, （610ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択し、[検索
（Find）]をクリックして全てのルートパターンを一覧にします。

ステップ 2 設定したいルートパターンを選択するか、[新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ルートパターン設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウで、ルートパターンの設定と

転送機能を設定するには、次のフィールドを使用します。

a) [コール分類（Call Classification）] —オフネットまたはオンネットのルートパターンを使用し
てコールを分類するためにこのドロップダウンリストを使用します。

b) [外部のダイヤルトーン入力（Provide Outside Dial Tone）] —コールの分類がオフネットに設定
されると、このチェックボックスがチェックされます。

c) [デバイス上書き許可（Allow Device Override）] —このチェックボックスをオンにすると、シ
ステムは、[ルートパターン設定（Route PatternConfiguration）]ウィンドウの [コール分類（Call
Classification）]ではなく、ルートパターンに関連付けられたトランクまたはゲートウェイの
コール分類を使用します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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連携動作と制限事項

外線コール転送の制限事項の連携動作

データのやり取り機能

会議の破棄機能は、会議の参加者がオフネット

とオンネットのどちらに設定されているかを

チェックすることにより、既存のアドホック会

議を破棄する必要があるかどうかを決定しま

す。この機能を設定するには、サービスパラ

メータの [アドホック会議の破棄（Drop Ad Hoc
Conference）]を使用して、オプションの [オン
ネット参加者が会議に残っていない場合（When
No OnNet Parties Remain in the Conference）]を
選択します。参加者が使用しているデバイスま

たはルートパターンをチェックすることによ

り、各参加者のオンネットステータスを判断し

ます。詳細については、アドホック会議,（241
ページ）からリンクしているアドホック会議に

関するトピックを参照してください。

会議の破棄

一括管理は、ゲートウェイテンプレートにゲー

トウェイ設定（オフネットまたはオンネット）

を挿入します。詳細については、『CiscoUnified
Communications Manager Bulk Administration
Guide』を参照してください。

一括管理

ゲートウェイの番号分析に使用されている場合

は、DNAにゲートウェイとルートパターン用
に設定されたコール分類が表示されます。詳細

については、『Cisco Unified Communications
Manager Dialed Number Analyzer Guide』を参照
してください。

Dialed Number Analyzer（DNA）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
612

連携動作と制限事項



制約事項

説明制約事項

Cisco Catalyst 6000 24ポートのような FXSゲー
トウェイには [ゲートウェイの設定（Gateway
Configuration）]ウィンドウの [コールの分類
（Call Classification）]フィールドはありませ
ん。したがって、システムは常にそれらをオン

ネットと見なします。

FXSゲートウェイ

システムは [コールの分類（Call Classification）]
フィールドがないCiscoVG-248ゲートウェイを
サポートしていません。

Cisco VG-248ゲートウェイ

Cisco Unified Communications Managerはすべて
の Cisco Unified IP Phoneと FXSポートをオフ
ネット（外部）として設定できないオンネット

（内部）と見なします。

FXSポート
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第 X 部

プレゼンスおよびプライバシー機能
• 割込み, 617 ページ

• BLFプレゼンス, 633 ページ

• コール表示の制限, 651 ページ

• サイレント, 667 ページ

• プライバシー, 683 ページ

• Private Line Automatic Ringdown, 689 ページ

• セキュアトーン, 697 ページ





第 37 章

割込み

• 割り込みの概要, 617 ページ

• 割り込みの設定タスクフロー, 620 ページ

• 割り込みの連携動作と制限事項, 628 ページ

• 割り込みのトラブルシューティング, 630 ページ

割り込みの概要

割り込みを使用すると、共有回線上のリモートでアクティブなコールにユーザを追加できます。

回線のリモートでアクティブなコールとは、その回線で電話番号を共有する別のデバイスとの間

のアクティブな（接続された）コールのことです。

パーティ参加トーンを設定すると、基本コールが割り込みコールまたは C割り込みコールに変更
されたときに電話機でトーンが再生されます。また、参加者がマルチパーティコールから退出し

たときも別のトーンが再生されます。

電話機は、次の会議モードで割り込みをサポートします。

•割り込まれる電話機でのビルトイン会議ブリッジ：このモードでは、[割り込み（Barge）]ソ
フトキーを使用します。ほとんどの Cisco Unified IP Phoneに、ビルトイン会議ブリッジ機能
があります。

•共有会議ブリッジ：このモードでは、[C割り込み（cBarge）]ソフトキーを使用します。

リモートで使用中のコール状態で [割り込み（Barge）]ソフトキーまたは [C割り込み（cBarge）]
ソフトキーを押すと、ユーザがすべての参加者とのコールに追加され、参加者全員が割り込みビー

プ音を受信します（設定されている場合）。割り込みに失敗した場合は、元のコールがアクティ

ブなままになります。使用可能な会議ブリッジ（ビルトインまたは共有）がない場合、割り込み

要求は拒否され、割り込み発信側のデバイスにメッセージが表示されます。ネットワークまたは

Cisco Unified Communications Managerで障害が発生した場合、割り込みコールは保持されます。

割り込みをサポートする Cisco Unified IP Phoneのリストについては、Cisco Unified Reportingにロ
グインして、[Unified CM Phone機能リスト（Unified CM Phone Feature List）]レポートを実行しま
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す。必ず、機能として [ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]選択してください。詳細は、電話
機能一覧の生成, （8ページ）を参照してください。

ワンボタン割り込みおよびワンボタン C 割り込み

ワンボタン割り込み機能およびワンボタン C割り込み機能を使用すると、ユーザはリモートでア
クティブなコールの共有回線ボタンを押してコールに参加できます。参加者全員が、割り込みビー

プ音を受信します（設定されている場合）。割り込みに失敗した場合は、元のコールがアクティ

ブなままになります。

電話機は、次の 2つの会議モードでワンボタン割り込みとワンボタン C割り込みをサポートしま
す。

•割り込まれる電話機でのビルトイン会議ブリッジ：このモードでは、ワンボタン割り込み機
能を使用します。

•共有会議ブリッジ：このモードでは、ワンボタン C割り込み機能を使用します。

リモートで使用中のコールで共有回線ボタンを押すと、ユーザがすべての参加者とのコールに追

加され、参加者全員が割り込みビープ音を受信します（設定されている場合）。割り込みに失敗

した場合は、元のコールがアクティブなままになります。使用可能な会議ブリッジ（ビルトイン

または共有）がない場合、割り込み要求は拒否され、割り込み発信側のデバイスにメッセージが

表示されます。

組み込み会議

ユーザが [割り込み（Barge）]ソフトキーまたは共有回線ボタンを押すと、組み込み会議ブリッジ
が使用可能な場合にこのブリッジを使用して割り込みコールが設定されます。組み込み会議ブリッ

ジは、割り込みが設定されていると元のコールへのメディアの中断および表示変更が行われない

ため、便利です。

共有会議

ユーザが [C割り込み（cBarge）]ソフトキーまたは共有回線ボタンを押すと、共有会議ブリッジ
が使用可能な場合にこのブリッジを使用して割り込みコールが設定されます。元のコールが分割

され、会議ブリッジに参加します。これにより、短いメディア割り込みが発生します。参加者全

員のコール情報が [割り込み（Barge）]に変わります。“”割り込み先コールが会議コールになり、
割り込み対象デバイスが会議の開催者になります。会議の開催者は、会議にさらに参加者を追加

するか、または参加者を削除できます。いずれかの参加者がコールを解放すると、残り 2人の参
加者に対し短い中断が発生し、これらの参加者はポイントツーポイントコールとして再接続され

ます。これにより、共有会議リソースが解放されます。

組み込み会議と共有会議の相違点

組み込み会議ブリッジと共有会議での割り込みの相違点を次の表に示します。
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共有会議への割り込み組み込み会議への割り込み機能

[いいえ（No）][はい（Yes）]標準ソフトキーテンプレート

に [割り込み（Barge）]/[C割り
込み（cBarge）]ソフトキーが
含まれている。

ワンボタン割り込

み/C割り込み機能が
有効な場合、このソ

フトキーは使用され

ません。

（注）

[はい（Yes）][いいえ（No）]割り込みのセットアップ中にメ

ディアの切断が発生する。

[はい（Yes）][はい（Yes）]設定されている場合、ユーザが

割り込み設定トーンを受信す

る。

[会議（To Conference）][割り込み XXX（To barge
XXX）]

割り込み元の電話にテキストを

表示する。

[会議（To Conference）]他の参加者へ/他の参加者から相手側の電話にテキストを表示

する。

[会議（To Conference）]着信側へ/着信側からその他の電話にテキストが表示

される。

[はい（Yes）][いいえ（No）]ブリッジで、すでに割り込まれ

たコールへの2回目の割り込み
の設定がサポートされている。

2人の参加者のみが残ってお
り、残りの参加者をポイント

ツーポイントのコールとして再

接続するときに、共有会議ブ

リッジ解放のためメディアの中

断が発生します。

元の2人の参加者で、メディア
の中断は発生しません。

割り込み元がコールを解放す

る。

2人の参加者のみが残ってお
り、残りの参加者をポイント

ツーポイントのコールとして再

接続するときに、共有会議ブ

リッジ解放のためメディアの中

断が発生します。

発信側を他の参加者とポイント

ツーポイントコールとして接

続するために、メディアの中断

が発生します。

相手側がコールを解放する。
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共有会議への割り込み組み込み会議への割り込み機能

2人の参加者のみが残ってお
り、残りの参加者をポイント

ツーポイントのコールとして再

接続するときに、共有会議ブ

リッジ解放のためメディアの中

断が発生します。

3人の参加者すべてが解放され
ます。

他の参加者がコールを解放す

る。

発信側および他の参加者は接続

されたままになります。

割り込み元が解放されます。相手側はコールを保留にして、

直接転送、参加、またはコール

パークを実行します。

割り込みの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ソフトキーテンプレートに [割り込み（Barge）]
ソフトキーを追加します。組み込みの会議ブリッ

組み込み会議用のソフトキーテン

プレートの設定, （621ページ）
ステップ 1   

ジの割り込みを設定するには、次の手順に従い

ます。

ソフトキーテンプレートに [会議ブリッジの割り
込み（cBarge）]ソフトキーを追加します。共有

共有会議用ソフトキーテンプレー

トの設定, （622ページ）
ステップ 2   

会議ブリッジの割り込みを設定するには、次の

手順に従います。

これはオプションです。ソフトキーテンプレー

トを電話で使用可能にするには、この手順また

共通デバイス設定とソフトキーテ

ンプレートの関連付け,（624ペー
ステップ 3   

は次の手順を実行する必要があります。共通デジ）を行うには、次のサブタスク

を完了します。 バイス設定を使用して設定オプションを電話に

適用する場合は、この手順に従ってください。•共通デバイス設定へのソフト
キーテンプレートの追加, （
625ページ）

これは、電話機でソフトキーテンプレートを使

用できるようにする際に、最も一般的に使用さ

れている方法です。
•電話機と共通デバイス設定の
関連付け, （625ページ）

これはオプションです。ソフトキーテンプレー

トと共通デバイス設定を関連付けるための代替

電話機とソフトキーテンプレート

の関連付け, （624ページ）
ステップ 4   

手段、つまり共通デバイス設定との連携のため

に、次の手順を使用します。ソフトキーテンプ
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目的コマンドまたはアクション

レートを適用して、共通デバイス設定での割り

当てや、他のデフォルトのソフトキーを上書き

する必要がある場合は、次の手順を共通デバイ

ス設定と共に使用します。

組み込みの会議ブリッジの割り込みを設定しま

す。

組み込み会議の割り込みの設定,
（626ページ）

ステップ 5   

共有会議ブリッジの割り込みを設定します。共有会議の割り込みの設定,（626
ページ）

ステップ 6   

ユーザとデバイスを関連付けます。ユーザとデバイスの関連付け, （
70ページ）

ステップ 7   

組み込み会議用のソフトキーテンプレートの設定

割り込みのためのソフトキーテンプレートを設定し、そのテンプレートに [割り込み（Barge）]
ソフトキーを割り当てます。[割り込み（Barge）]ソフトキーは [リモートで使用中（Remote In
Use）]のコールの状態で設定できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。
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あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加, （625ページ）

•電話機と共通デバイス設定の関連付け, （625ページ）

共有会議用ソフトキーテンプレートの設定

共有会議用ソフトキーテンプレートを設定し、C割り込みソフトキーをそのテンプレートに割り
当てます。[リモート使用中（Remote InUse）]発信状態でC割り込みソフトキーを設定できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
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c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加, （625ページ）

•電話機と共通デバイス設定の関連付け, （625ページ）
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電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 次のいずれかの作業を実行します。

• [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、必要なソ
フトキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

• [ソフトキーテンプレート（SoftkeyTemplate）]ドロップダウンリストで、[割り込み（Barge）]
または [C割り込み（cBarge）]ソフトキーが含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボック
スが表示されます。

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

これはオプションです。ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、

この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、電話機とソフトキーテンプレートの関連付け,（624ページ）を参照し
てください。

手順

ステップ 1 共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加, （451ページ）

ステップ 2 電話機と共通デバイス設定の関連付け, （452ページ）
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共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （625ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
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[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

組み込み会議の割り込みの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
の順に選択し、[組み込みブリッジの有効化（Built In Bridge Enable）]クラスタ全体サービスパラ
メータを [オン（On）]に設定します。

このパラメータが [オフ（Off）]に設定されている場合は、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウの [組み込みブリッジ（Built in Bridge）]フィールドを設定
することにより、各電話機の割り込みを設定してください。

（注）

ステップ 2 クラスタ全体のサービスパラメータの [パーティエントランストーン（Party Entrance Tone）]を
[はい（True）]に設定するか（トーンを使用する場合に必要）、[電話番号の設定（DirectoryNumber
Configuration）]ウィンドウの [パーティエントランストーン（Party Entrance Tone）]フィールド
を設定します。

ステップ 3 [ワンボタン割り込み/C割り込みポリシー（Single Button Barge/CBarge Policy）]を [割り込み
（Barge）]に設定します。

このパラメータが [オフ（Off）]に設定されている場合は、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウの [ワンボタン割り込み（Single Button Barge）]フィールド
を設定することにより、各電話機のワンボタン割り込み機能を設定してください。

（注）

ステップ 4 [呼び出し時の割り込みを許可（AllowBargeWhenRinging）]サービスパラメータを [はい（True）]
に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

共有会議の割り込みの設定

シスコは割り込みを設定しているユーザに対して共有会議の割り込み（C割り込み）を設定しな
いことをお勧めします。各ユーザに対して 1つの割り込みメソッドを選択します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
の順に選択し、[組み込みブリッジの有効化（Built In Bridge Enable）]クラスタ全体サービスパラ
メータを [オン（On）]に設定します。

このパラメータを [Off]に設定する場合、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンド
ウの [組み込みブリッジ（Built in Bridge）]フィールドを設定することで、電話ごとのC
割り込みを設定します。

（注）

ステップ 2 [パーティ参加トーン（Party Entrance Tone）]クラスタ全体サービスパラメータを [True]（トーン
に対する要件）に設定するか、[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの
[パーティ参加トーン（Party Entrance Tone）]フィールドを設定します。

ステップ 3 [ワンボタン割り込み機能/C割り込みポリシー（Single Button Barge/CBarge Policy）]に [C割り込
み（cBarge）]を設定します。

このパラメータを [Off]に設定する場合、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンド
ウの [ワンボタン C割り込み（Single Button cBarge）]フィールドを設定することで、電
話ごとのワンボタン C割り込みを設定します。

（注）

ステップ 4 [呼び出し時の割り込みを許可（AllowBargeWhenRinging）]サービスパラメータを [はい（True）]
に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザとデバイスの関連付け

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]で、[ユーザの管理（UserManagement）]
> [エンドユーザ（End User）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザを次の条件で検索（Find User Where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]をクリックしてユーザのリストを取得します。

ステップ 3 ユーザを一覧から選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]セクションを探します。
ステップ 5 [デバイスの割り当て（Device Association）]をクリックします。

[ユーザデバイス割り当て（User Device Association）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 適切な CTIリモートデバイスを探して選択します。
ステップ 7 関連付けを完了するには、[選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]をクリックします。
ステップ 8 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスで [ユーザの設定に戻る（Back to

User）]を選択し、[検索（Go）]をクリックします。
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[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示され、選択し、割り当てたデ
バイスが、[制御するデバイス（Controlled Devices）]ペインに表示されます。

割り込みの連携動作と制限事項

ここでは、割り込み機能およびプライバシー機能の連携動作と制限事項について説明します。

割り込みの連携動作

データのやり取り機能

[割り込み（Barge）]ソフトキーと [C割り込み
（cBarge）]ソフトキーのどちらかをソフトキー
テンプレートに割り当てることをお勧めしま

す。各デバイスにこれらのソフトキーのどちら

かだけを設定することにより、ユーザの混乱を

防ぎ、潜在的なパフォーマンスの問題を避ける

ことができます。

デバイスに対してワンボタン割り込

み機能またはワンボタン C割り込み
機能を有効にすることはできますが、

両方を有効にすることはできません。

（注）

C割り込み

着信側がコールをパークすると、割り込み発信

者が解放される（組み込みブリッジを使用して

いる場合）か、割り込み発信者と他の通話相手

が接続されたままになります（共有会議を使用

している場合）。

コールパーク

着信側が別のコールを使用してコールに参加す

ると、割り込み発信者が解放される（組み込み

ブリッジを使用している場合）か、割り込み発

信者と他の通話相手が接続されたままになりま

す（共有会議を使用している場合）。

参加

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
628

割り込みの連携動作と制限事項



データのやり取り機能

割り込み、C割り込み、ワンボタン割り込み機
能の発信者は、割り込みとPrivateLineAutomatic
Ringdown（PLAR）用に設定された共有回線経
由でコールに割り込むことができます。割り込

み着信側がコール中にPLAR回線に関連付けら
れた事前に設定された番号を使用している場合

は、発信者がそのコールに割り込むことができ

ます。CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、
割り込みコールを接続する前にPLAR回線に割
り込み呼び出しを送信しないため、PLAR接続
先の状態に関係なく割り込みが発生します。

割り込み、C割り込み、ワンボタン割り込み機
能をPLARと一緒に使用するには、割り込み、
C割り込み、ワンボタン割り込み機能を設定す
る必要があります。加えて、PLAR接続先、つ
まり、PLAR専用に使用される電話番号を設定
する必要があります。

PLAR（Private Line Automatic Ringdown）

割り込みの制限

説明制約事項

割り込み発信側が別の通話相手を会議に参加さ

せることはできません。

追加の発信者

CTIは TAPIと JTAPIアプリケーションが起動
するAPIによって割り込みをサポートしていま
せん。CTIは [割り込み（Barge）]または [C割
り込み（cBarge）]ソフトキーを使用して IP
Phoneから手動で呼び出される割り込みのイベ
ントを生成します。

コンピュータテレフォニーインテグレーショ

ン（CTI）

元のコールには G.711コーデックが必要です。
G.711を使用できない場合、代わりに C割り込
みを使用します。

G.711コーデック

[割り込み（Barge）]ソフトキーを含むソフト
キーテンプレートをソフトキーを使用するすべ

ての IP Phoneに割り当てることができます。た
だし、一部の IP Phoneでは割り込み機能をサ
ポートしていません。

Cisco Unified IP Phone
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説明制約事項

Cisco Unified IP Phone 7960および 7940に暗号
化を設定する場合、暗号化されたコールに参加

している間、それらの暗号化されたデバイスは

割り込みリクエストを受け付けることができま

せん。コールが暗号化されていると、割り込み

の試行は失敗します。電話機では、割り込みが

失敗したことを示すトーンが再生されます。

暗号化（Encryption）

会議の共有回線のユーザ数が割り込みを試行し

ているデバイスの [コール最大数（Maximum
Number ofCalls）]設定と同じか大きい場合、電
話機にメッセージ [エラー：過去の制限（Error:
Past Limit）]が表示されます。

コールの最大数

割り込みのトラブルシューティング

使用可能な会議ブリッジがない

問題

[割り込み（Barge）]ソフトキーを押すと、IP Phoneに「使用可能な会議ブリッジがありません
（No Conference Bridge Available）」というメッセージが表示されます。

考えられる原因

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]フィー
ルドで対象の電話機が正しく設定されていません。

解決法

問題を解決するには、次の手順を実行します。

1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択して [電話の検索
（Find the phone）]をクリックし、問題がある電話機の電話機設定を見つけます。

2 [ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]フィールドを [オン（On）]に設定します。
3 [更新（Update）]をクリックします。
4 電話機をリセットします。

[エラー：過去の制限（Error: Past Limit）]
問題

電話に、メッセージ [エラー：過去の制限（Error: Past Limit）]が表示されます。
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考えられる原因

会議の共有回線のユーザ数が割り込みを試行しているデバイスの [コール最大数（MaximumNumber
of Calls）]フィールドと同じか大きい。

解決法

• [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウに移動して、[クラス
タ全体のパラメータ（機能 -会議）（Clusterwide Parameters (Feature - Conference)）]を探しま
す。必要に応じて、[最大アドホック会議（MaximumAdHocConference）]パラメータの値を
増加させます。

•割り込みを試行しているデバイスの共有回線の [コール最大数（Maximum Number of Calls）]
の値を確認して、必要に応じて値を増加させます。
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第 38 章

BLF プレゼンス

• BLFプレゼンスの概要, 633 ページ

• BLFプレゼンスの前提条件, 634 ページ

• BLFプレゼンスの設定タスクフロー, 634 ページ

• BLFプレゼンスの連携動作と制限事項, 648 ページ

BLF プレゼンスの概要
他のユーザの電話番号上でのリアルアイムステータスまたは Uniform Resource Identifier（URI）
のSession Initiation Protocol（SIP）を、ウォッチャであるユーザがウォッチャのデバイスからモニ
タするには、話中ランプフィールド（BLF）機能を使用します。

ユーザのステータスまたはBLFプレゼンスエンティティ（プレゼンティティとも呼ばれます）を
ウォッチャがモニタできるようにするには、次のオプションを使用します。

• BLFと短縮ダイヤルボタン

•ディレクトリウィンドウの不在着信、発信履歴、または着信履歴のリスト

•共有ディレクトリ（社内ディレクトリなど）

既存エントリのBLFステータスがコールリストとディレクトリに表示されます。BLFと短縮ダイ
ヤルボタンを設定すると、BLFプレゼンスエンティティがウォッチャのデバイス上に短縮ダイヤ
ルとして表示されます。

ウォッチャが Cisco Unified Communications Managerに BLFプレゼンスリクエストを送信すると、
BLFプレゼンスエンティティのステータスを表示できます。管理者がBLFプレゼンス機能を設定
すると、ウォッチャのデバイスにリアルタイムステータスアイコンが現れ、BLFプレゼンスエ
ンティティが電話上にあるか、電話上にないか、ステータス不明か、などが表示されます。

エクステンションモビリティユーザは、エクステンションモビリティサポートを使用すると電

話の BLFプレゼンス機能を利用できます。
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BLFプレゼンスグループの認証により、認証されたウォッチャのみが接続先のBLFプレゼンスス
テータスにアクセスできるようになります。BLFまたは短縮ダイヤルの設定がある場合にウォッ
チャが接続先をモニタできるように管理者が認証するため、BLFプレゼンスグループの認証は
BLFまたは短縮ダイヤルには適用されません。

BLF プレゼンスの前提条件
• BLFプレゼンス機能で使用する電話を設定します。

• BLFプレゼンス機能で使用する SIPトランクを設定します。

BLF プレゼンスの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

同一クラスタに存在するすべてのデバイス

とサービスに適用されるBLFオプションを
BLFのクラスタ全体のエンタープライズ
パラメータを設定し、同期します。BLFの

ステッ

プ 1   
設定します。エンタープライズパラメータクラスタ全体のエンタープライズパラメー

の設定変更は、最も干渉の少ない方法で、タの設定および同期, （636ページ）を参
照してください。 設定されたデバイスと同期できます。たと

えば、影響を受けるデバイスでのリセット

や再起動が不要です。

Unified Communications Manager
Administrationで選択されたサーバ上でさま

BLFのクラスタ全体のサービスパラメー
タを設定します。BLFのクラスタ全体の

ステッ

プ 2   
ざまなサービスを設定するためにプレゼン

スサービスパラメータを設定します。
サービスパラメータの設定,（637ページ）
を参照してください。

BLFプレゼンスグループを、監視者がモニ
タする接続先を制御できるように設定しま

す。

BLFプレゼンスグループを設定します。
BLFプレゼンスグループの設定,（637ペー
ジ）を参照してください。

ステッ

プ 3   

電話番号、SIPトランク、SIPを実行する電
話、SCCPを実行する電話、アプリケーショ

BLFプレゼンスグループをデバイスおよ
びユーザと関連付けるには、次のサブタス

クを実行します。

ステッ

プ 4   
ンユーザ（プレゼンス要求を SIPトランク
経由で送信するアプリケーションユーザの• BLFプレゼンスグループと電話を関

連付けます。BLFプレゼンスグルー
場合）、またはエンドユーザに BLFプレ
ゼンスグループを適用します。

プと電話の関連付け, （640ページ）
を参照してください。

• SIPトランクと BLFプレゼンスグ
ループを関連付けます。SIPトランク
と BLFプレゼンスグループの関連付
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目的コマンドまたはアクション

け, （641ページ）を参照してくださ
い。

• BLFプレゼンスグループとエンド
ユーザを関連付けます。BLFプレゼ
ンスグループとエンドユーザの関連

付け, （642ページ）を参照してくだ
さい。

• BLFプレゼンスグループとアプリ
ケーションユーザを関連付けます。

BLFプレゼンスグループとアプリ
ケーションユーザの関連付け, （643
ページ）を参照してください。

トランクレベルの認証に加えて、SIPトラ
ンクのアプリケーションにアプリケーショ

ンレベルの認証を有効にします。

外部トランクとアプリケーションからの

BLFプレゼンス要求を承認します。外部ト
ランクとアプリケーションからの BLFプ
レゼンス要求の承認, （643ページ）を参
照してください。

ステッ

プ 5   

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースを
SIPトランク、電話、またはエンドユーザ

コーリングサーチスペースを設定します。

プレゼンス要求のコーリングサーチスペー

ステッ

プ 6   
に適用します。SUBSCRIBEコーリングサースの設定, （645ページ）を参照してくだ

さい。 チスペースは、CiscoUnifiedCommunications
Managerがトランクまたは電話から来るプ
レゼンス要求をどのようにルーティングす

るかを決定します。コーリングサーチス

ペースでは、発信側デバイスが電話を終了

しようとする際に検索するパーティション

が決定されます。プレゼンス要求に異なる

コーリングサーチスペースを選択しない場

合、SUBSCRIBEコーリングサーチスペー
スは、デフォルトオプションである [なし
（None）]を選択します。
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目的コマンドまたはアクション

電話機またはユーザデバイスプロファイル

向けに BLFと短縮ダイヤルボタンの電話
ボタンテンプレートを設定します。

テンプレートが BLFと短縮ダイ
ヤルをサポートしない場合、[未
指定の関連付けられた項目

（Unassigned Associated Items）]
ペインに [BLF SDの新規追加
（Add a new BLF SD）]リンクが
表示されます。

（注）

BLF/短縮ダイヤルボタンの電話ボタンテ
ンプレートを設定します。BLF/短縮ダイヤ
ルボタンの電話ボタンテンプレートの設

定, （646ページ）を参照してください。

ステッ

プ 7   

BLFプレゼンス向けに設定したデバイスと
一緒にボタンテンプレートを使用します。

ボタンテンプレートをデバイスに関連付

けます。ボタンテンプレートとデバイス

の関連付け, （647ページ）を参照してく
ださい。

ステッ

プ 8   

BLFプレゼンス向けにユーザデバイスプ
ロファイルを設定します。

ユーザデバイスプロファイルを設定しま

す。ユーザデバイスプロファイルの設定,
（647ページ）を参照してください。

ステッ

プ 9   

BLF のクラスタ全体のエンタープライズパラメータの設定および同期
エンタープライズパラメータは、同一クラスタに存在するすべてのデバイスやサービスに適用さ

れるデフォルトを設定するために使用します。クラスタは、同じデータベースを共有する一連の

Cisco Unified Communications Managerで構成されています。Cisco Unified Communications Manager
の新規インストール時には、エンタープライズパラメータを使用して、デバイスのデフォルトの

初期値が設定されます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [エン
タープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [エンタープライズパラメータの設定（Enterprise ParametersConfiguration）]ウィンドウで各フィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参

照してください。

エンタープライズパラメータについての詳細は、パラメータ名または [エンタープライ
ズパラメータの設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウに表示される疑
問符をクリックします。

ヒント

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 （任意）[設定の適用（Apply Config）]をクリックして、クラスタ全体のパラメータを同期しま

す。
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[設定情報の適用（Apply Configuration Information）]ダイアログボックスが表示されます。
ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

BLFのクラスタ全体のサービスパラメータの設定, （637ページ）

BLF のクラスタ全体のサービスパラメータの設定
BLFに関して [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで使用可能
な 1つまたは複数のサービスを設定できます。

はじめる前に

BLFのクラスタ全体のエンタープライズパラメータの設定および同期, （636ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Serve）]ドロップダウンリストから、パラメータを設定するサーバを選択します。
ステップ 3 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定し

ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

サービスパラメータの詳細については、[サービスパラメータ設定（Service Parameter
Configuration）]ウィンドウに表示されるパラメータ名または疑問符をクリックしてくだ
さい。

ヒント

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
[デフォルトのプレゼンス間グループ登録（Default Inter-PresenceGroup Subscription）]パ
ラメータは BLFおよびスピードダイヤルには適用されません。

（注）

次の作業

BLFプレゼンスグループの設定, （637ページ）

BLF プレゼンスグループの設定
BLFプレゼンスグループを使用して、モニタできる接続先を制御できます。BLFプレゼンスグ
ループを設定するには、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理にグループを作成し、1つ以
上の接続先と監視者を指定します。

新しい BLFプレゼンスグループを追加すると、Cisco Unified Communications Managerは初期権限
フィールドとしてデフォルトクラスタフィールドに新しいグループのすべてのグループ関係を定
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義します。別々のアクセス許可を適用するには、変更する各権限を持つ新しいグループと既存の

グループに新しい権限を設定します。

システムは同じ BLFプレゼンスグループ内で BLFプレゼンス要求を常に許可にします。（注）

プレゼンスエンティティのステータスを表示するには、プレゼンス要求を Cisco Unified
Communications Managerに送信します。システムでは、監視者は、プレゼンスエンティティのス
テータス要求を開始するために、次の要件で承認されている必要があります。

•監視者の BLFプレゼンスグループは、クラスタの内部または外部に関わらず、プレゼンス
エンティティプレゼンスグループのステータスを得るために承認されている必要がありま

す。

• Unified CMは、外部プレゼンスサーバやアプリケーションからの BLFプレゼンス要求を受
信するために承認されている必要があります。

はじめる前に

BLFのクラスタ全体のサービスパラメータの設定, （637ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [BLFプレゼンスグループ（BLF Presence
Group）]の順に選択します。

ステップ 2 [BLFプレゼンスグループの設定（BLF Presence Group Configuration）]ウィンドウの各フィールド
を設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照し

てください。

Cisco CallManagerサービスの [デフォルトインタープレゼンスグループサブスクリプ
ション（Default Inter-Presence Group Subscription）]サービスを使用します。サブスクリ
プションの許可または拒否をする BLFプレゼンスグループのクラスタ全体のアクセス
許可パラメータを設定します。このフィールドは、システムデフォルトの設定、およ

びクラスタにデフォルトフィールドを使用して、BLFプレゼンスグループ関係を設定
できます。

（注）

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
BLFプレゼンスグループに設定する権限は、[BLFプレゼンスグループ関係（BLF
PresenceGroupRelationship）]ペインに表示されます。グループツーグループ関係のシス
テムデフォルト権限フィールドを使用するアクセス許可は表示されません。

（注）

次の作業

次のサブタスクを実行して、BLFプレゼンスグループをデバイスおよびユーザと関連付けます。

• BLFプレゼンスグループと電話の関連付け, （640ページ）

• SIPトランクと BLFプレゼンスグループの関連付け, （641ページ）
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• BLFプレゼンスグループとエンドユーザの関連付け, （642ページ）

• BLFプレゼンスグループとアプリケーションユーザの関連付け, （643ページ）

関連トピック

BLFの BLFプレゼンスグループフィールド, （639ページ）

BLF の BLF プレゼンスグループフィールド

プレゼンス認証は BLFプレゼンスグループで機能します。BLFプレゼンスグループ設定フィー
ルドを次の表に示します。

説明フィールド

設定する BLFプレゼンスグループの名前を入力します。たとえば
Executive_Groupなどです。

[名前（Name）]

設定する BLFプレゼンスグループの説明を入力します。説明

1つ以上の BLFプレゼンスグループを選択し、指定したグループの
許可フィールドを選択したグループに設定します。

[他のプレゼンスグルー
プへの関係を変更

（Modify Relationship to
Other Presence Groups）]

選択されている BLFプレゼンスグループに対し、ドロップダウンリ
ストから次のいずれかのオプションを選択します。

• [システムデフォルトの使用（Use SystemDefault）]：許可フィー
ルドに、クラスタ全体のサービスパラメータフィールド [デフォ
ルトのプレゼンス間グループ登録（Default Inter-Presence Group
Subscription）]（[登録の許可（Allow Subscription）]または [登録
の拒否（ Disallow Subscription）]）を設定します。

• [登録の許可（Allow Subscription）]：指定されたグループのメン
バーが、選択されているグループのメンバーのリアルタイムス

テータスを確認できるようにします。

• [登録の拒否（Disallow Subscription）]：指定されたグループのメ
ンバーが、選択されているグループのメンバーのリアルタイム

ステータスを確認できないようにします。

[保存（Save）]をクリックすると、設定する許可が [BLFプレゼンス
グループ（BLFPresenceGroup）]関係ペインに表示されます。システ
ムのデフォルト許可フィールドを使用するグループはすべて表示され

ません。

[登録許可(Subscription
Permission)]
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デバイスとユーザとの BLF プレゼンスグループの関連付け
次の手順を実行して、電話、SIPトランク、SIPを実行する電話、SCCPを実行する電話、電話番
号、アプリケーションユーザ（プレゼンス要求を SIPトランク経由で送信するアプリケーション
ユーザの場合）、およびエンドユーザに BLFプレゼンスグループを適用します。

同じ BLFプレゼンスグループ内のメンバー間のプレゼンス要求はシステムで許可されます。（注）

BLF プレゼンスグループと電話の関連付け

電話とトランクにプレゼンス要求を送受信する権限がある場合、電話とトランクのBLFプレゼン
スを使用できます。

Cisco Unified CommunicationsManagerはクラスタの内部または外部のCisco Unified Communications
Managerユーザの BLFプレゼンス要求を処理します。BLFプレゼンス要求を電話を介して送信す
る Cisco Unified Communications Managerウォッチャについては、電話と BLFプレゼンスエンティ
ティがコロケーションを行う場合、Cisco Unified Communications Managerは BLFプレゼンスス
テータスで応答します。

はじめる前に

BLFプレゼンスグループの設定, （637ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択して [新規追加（Add New）]を選択します。
[新規電話を追加（Add a New Phone）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、BLFプレゼンスグループを関連付け
る電話のタイプを選択します。

ステップ 3 [Next]をクリックします。
ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとその設

定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）]ドロッ
プダウンリストから、電話のプレゼンス要求に使用する SUBSCRIBEコーリングサー
チスペースを選択します。Cisco Unified Communications Manager Administrationで設定
されたすべてのコーリングサーチスペースが、[SUBSCRIBEコーリングサーチスペー
ス（SUBSCRIBE Calling Search Space）]ドロップダウンリストボックスに表示されま
す。ドロップダウンリストから、エンドユーザに別のコーリングサーチスペースを選

択しない場合、このフィールドの値によってデフォルト値が [None]に設定されます。
この目的で明示的に SUBSCRIBEコーリングサーチスペースを設定するには、すべて
のコーリングサーチスペースを設定する場合と同じようにコーリングサーチスペース

を設定します。

（注）
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ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次のサブタスクを実行して、BLFプレゼンスグループをデバイスおよびユーザと関連付けます。

• SIPトランクと BLFプレゼンスグループの関連付け, （641ページ）

• BLFプレゼンスグループとエンドユーザの関連付け, （642ページ）

• BLFプレゼンスグループとアプリケーションユーザの関連付け, （643ページ）

SIP トランクと BLF プレゼンスグループの関連付け

ダイジェスト認証が SIPトランクで設定されていない場合、トランクが着信サブスクリプション
を受け入れるようにトランクを設定できますが、アプリケーションレベルの認証は開始できませ

ん。また、Unified CMはグループ認証を実行する前に、すべての着信要求を受け入れます。ダイ
ジェスト認証をアプリケーションレベルの認証と共に使用すると、UnifiedCMはBLFプレゼンス
要求を送信しているアプリケーションのクレデンシャルの認証も行います。

クラスタの外部にあるデバイスに対する BLFプレゼンス要求が存在する場合、Cisco Unified
Communications Managerは SIPトランクを介して外部デバイスに照会します。ウォッチャに外部
デバイスをモニタする権限がある場合、SIPトランクは外部デバイスに BLFプレゼンス要求を送
信し、BLFプレゼンスステータスをウォッチャに返します。

SIPトランクで BLFプレゼンスグループ認証を着信プレゼンス要求と共に使用するには、ト
ランクのプレゼンスグループ（たとえば、External_Presence_Serv_Group1）を設定して、適切
な権限をクラスタ内部のその他のグループに設定します。

ヒント

SIPトランクのプレゼンス要求の両方のレベルの認証を設定する場合、SIPトランクの BLFプレ
ゼンスグループが使用されるのは、BLFプレゼンスグループがアプリケーションの着信要求で特
定されない場合のみです。

はじめる前に

BLFプレゼンスグループの設定, （637ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [トラン
ク（Trunk）]を選択して [新規追加（Add New）]を選択します。
[トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから、BLFプレゼンスグループを関連付
ける電話のタイプを選択します。
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[デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリストの値が自動的に入力されます。
ステップ 3 [Next]をクリックします。
ステップ 4 [トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ

の設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

Unified CMシステムによる SIPトランクからの着信 BLFプレゼンス要求の承認を認証
するには、[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定（SIP Trunk Security Profile
Configuration）]ウィンドウの [プレゼンスの SUBSCRIBEの許可（Accept Presence
Subscription）]チェックボックスをオンにします。SIPトランクで着信プレゼンス要求
をブロックするには、このチェックボックスをオフにします。SIPトランクのBLFプレ
ゼンス要求を許可すると、Unified CMはトランクに接続する SIPユーザエージェント
（SIPプロキシサーバまたは外部 BLFプレゼンスサーバ）からの要求を承認します。
UnifiedCMがSIPトランクからのBLFプレゼンス要求を承認するように設定する場合、
ダイジェスト認証をオプションと見なします。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次のサブタスクを実行して、BLFプレゼンスグループをデバイスおよびユーザと関連付けます。

• BLFプレゼンスグループと電話の関連付け, （640ページ）

• BLFプレゼンスグループとエンドユーザの関連付け, （642ページ）

• BLFプレゼンスグループとアプリケーションユーザの関連付け, （643ページ）

BLF プレゼンスグループとエンドユーザの関連付け

管理者は、エクステンションモビリティを設定するためにBLFプレゼンスグループとユーザディ
レクトリおよびコールリストのエンドユーザを関連付けます。

はじめる前に

BLFプレゼンスグループの設定, （637ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]で、[ユーザ管理（UserManagement）]
> [エンドユーザ（End User）]を選択して [新規追加（Add New）]を選択します。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィール
ドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

次のサブタスクを実行して、BLFプレゼンスグループをデバイスおよびユーザと関連付けます。

• BLFプレゼンスグループと電話の関連付け, （640ページ）

• SIPトランクと BLFプレゼンスグループの関連付け, （641ページ）

• BLFプレゼンスグループとアプリケーションユーザの関連付け, （643ページ）

BLF プレゼンスグループとアプリケーションユーザの関連付け

管理者は BLFプレゼンスグループと外部アプリケーションのアプリケーションユーザを関連付
けます。これらの外部アプリケーションは、SIPトランクまたはSIPトランク上で接続されている
プロキシサーバ上のホームであるBLFプレゼンス要求を送信します。たとえば、Webダイヤル、
Meeting Place、会議サーバ、およびプレゼンスサーバです。

はじめる前に

BLFプレゼンスグループの設定, （637ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]で、[ユーザ管理（UserManagement）]
> [アプリケーションユーザ（Application User）]を選択して [新規追加（Add New）]をクリック
します。

[アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 2 [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウのフィールドを設

定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次のサブタスクを実行して、BLFプレゼンスグループをデバイスおよびユーザと関連付けます。

• BLFプレゼンスグループと電話の関連付け, （640ページ）

• SIPトランクと BLFプレゼンスグループの関連付け, （641ページ）

• BLFプレゼンスグループとエンドユーザの関連付け, （642ページ）

外部トランクとアプリケーションからの BLF プレゼンス要求の承認
クラスタ外部からのBLFプレゼンス要求を承認するには、外部トランクまたはアプリケーション
のBLFプレゼンス要求を承認するようにシステムを設定します。クラスタ外部のトランクおよび
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アプリケーションに BLFプレゼンスグループを割り当てて、BLFプレゼンスグループ認証を呼
び出すことができます。

はじめる前に

次のサブタスクを実行して、BLFプレゼンスグループをデバイスおよびユーザと関連付けます。

• BLFプレゼンスグループと電話の関連付け, （640ページ）

• SIPトランクと BLFプレゼンスグループの関連付け, （641ページ）

• BLFプレゼンスグループとエンドユーザの関連付け, （642ページ）

• BLFプレゼンスグループとアプリケーションユーザの関連付け, （643ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [トラン
ク（Trunk）]を選択して [新規追加（Add New）]を選択します。
[トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 SIPトランクから BLFプレゼンス要求を可能にするには、[SIPトランクセキュリティプロファイ
ルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）]ウィンドウの [プレゼンスの SUBSCRIBEの許
可（Accept Presence Subscription）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 トランクレベルの認証に加えてSIPトランクアプリケーションのアプリケーションレベルの認証
を有効にするには、[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定（SIP Trunk Security Profile
Configuration）]ウィンドウで次のチェックボックスをオンにします。

• [ダイジェスト認証を有効化（Enable Digest Authentication）]

•アプリケーションレベル認証を有効化（Enable Application Level Authorization）

[ダイジェスト認証を有効化（EnableDigestAuthentication）]をオンにしないと、[アプリ
ケーションレベル認証を有効化（Enable Application Level Authorization）]をオンにする
ことはできません。

（注）

ステップ 4 トランクにプロファイルを適用します。トランクへの変更が有効になるように、[リセット（Reset）]
をクリックします。

[アプリケーションレベル認証を有効化（Enable Application Level Authorization）]をオン
にする場合、アプリケーションの [アプリケーションユーザの設定（Application User
Configuration）]ウィンドウの [プレゼンスの SUBSCRIBEの許可（Accept Presence
Subscription）]チェックボックスをオンにします。

（注）

次の作業

プレゼンス要求のコーリングサーチスペースの設定, （645ページ）
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プレゼンス要求のコーリングサーチスペースの設定

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search space）]オプションを使用
すると、BLFプレゼンス要求のコール処理コーリングサーチスペースとは別にコーリングサー
チスペースを適用できます。プレゼンス要求用に別のコーリングサーチスペースを選択します。

選択しない場合は、SUBSCRIBEコーリングサーチスペースによってデフォルトオプションの
[なし（None）]が選択されます。エクステンションモビリティコールにはエンドユーザに関連付
けられた SUBSCRIBEコーリングサーチスペースが使用されます。

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースは SIPトランク、電話機、またはエンドユーザに適用し
てください。エクステンションモビリティコールにはエンドユーザに関連付けられたSUBSCRIBE
コーリングサーチスペースが使用されます。

はじめる前に

外部トランクとアプリケーションからの BLFプレゼンス要求の承認, （643ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [コーリングサーチスペースの設定（CallingSearchSpaceconfiguration）]ウィンドウで、[SUBSCRIBE
コーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）]ドロップダウンリストからコー
リングサーチスペースを選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 4 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。
ステップ 5 （任意）[説明（Description）]フィールドに、コーリングサーチスペースを識別するための説明を

入力します。

ステップ 6 [使用可能なパーティション（AvailablePartitions）]リストから、1つまたは複数のパーティション
を選択し、矢印キーをクリックします。

選択したパーティションは [選択済みのパーティション（SelectedPartitions）]リストに表示されま
す。

ステップ 7 （任意）[選択済みのパーティション（Selected Partitions）]リストのパーティションを追加または
削除するには、リストボックスの横にある矢印キーをクリックします。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Manager Administrationで設定されたすべてのコーリングサーチス
ペースが、[トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウまたは [電話機の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウの [SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling
Search Space）]ドロップダウンリストボックスに表示されます。
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次の作業

BLF/短縮ダイヤルボタンの電話ボタンテンプレートの設定, （646ページ）

BLF/短縮ダイヤルボタンの電話ボタンテンプレートの設定
電話機またはユーザのデバイスプロファイルの BLFと短縮ダイヤルボタンを設定できます。電
話機またはデバイスプロファイルにテンプレートを適用（電話機またはデバイスプロファイルの

設定を保存）すると、Cisco Unified Communicationsの [関連情報（Association Information）]ペイ
ンに BLF SDの新規追加へのリンクが表示されます。

テンプレートが BLFと短縮ダイヤルをサポートしていない場合は、[未使用の関連アイテム
（Unassigned Associated Items）]ペインに BLF SDの新規追加へのリンクが表示されます。

（注）

管理者が SIP URIの BLFと短縮ダイヤルボタンを追加または変更する際には、ウォッチャが接続
先のモニタに許可されていることを確認してください。システムが SIPトランクを使用して SIP
URI BLFのターゲットに到達するようにするには、BLFプレゼンスグループが SIPトランクの適
用と関連付けられている必要があります。

BLFと短縮ダイヤルの BLFプレゼンスグループまたはデフォルト内部プレゼンスグループ
サブスクリプションのパラメータを設定する必要はありません。

（注）

はじめる前に

プレゼンス要求のコーリングサーチスペースの設定, （645ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。
[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 3 [ボタンテンプレート名（Button Template Name）]フィールドに、テンプレートの名前を入力しま
す。例、BLF SIP 7970。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（PhoneButtonTemplate）]ドロップダウンリストから、電話ボタンのテ
ンプレートを選択します。

ステップ 5 選択されたボタンテンプレートのレイアウトから新しいボタンテンプレートを作成するには、[コ
ピー（Copy）]をクリックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

ボタンテンプレートとデバイスの関連付け, （647ページ）

ボタンテンプレートとデバイスの関連付け

電話機またはユーザデバイスプロファイルに対して BLFおよび短縮ダイヤルボタンを設定しま
す。BLF値は、クラスタ上にある必要はありません。電話機に表示される話中ランプフィールド
（BLF）ステータスアイコンについては、ご使用の電話機をサポートする Cisco Unified IP Phone
のドキュメンテーションを参照してください。ご使用の電話機がBLFプレゼンスをサポートする
かどうかを判断するには、ご使用の電話機とこのバージョンのCiscoUnifiedCommunicationsManager
をサポートする Cisco Unified IP Phoneのドキュメンテーションを参照してください。

はじめる前に

BLF/短縮ダイヤルボタンの電話ボタンテンプレートの設定, （646ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
ス設定（Device Settings）] > [デバイスプロファイル（Device Profile）]を選択します。

ステップ 2 設定済みの電話ボタンテンプレートを検索するには、検索パラメータを入力し、[検索（Find）]
をクリックします。

すべての検索条件に一致するレコードが表示されます。

ステップ 3 レコードのいずれかをクリックします。

[デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]で、設定済み電話ボタンテンプレートを選
択します。

ステップ 5 （オプション）設定されたデバイスの値を変更します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ユーザデバイスプロファイルの設定, （647ページ）

ユーザデバイスプロファイルの設定

詳細については、BLFプレゼンスの連携動作, （648ページ）の「“BLF Presence with Extension
Mobility（エクステンションモビリティによる BLFプレゼンス）”」の項を参照してください。

はじめる前に

ボタンテンプレートとデバイスの関連付け, （647ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
ス設定（Device Settings）] > [デバイスプロファイル（Device Profile）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定し
ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

電話機またはデバイスプロファイルに適用した電話ボタンテンプレートが BLFおよび
スピードダイヤルをサポートしていない場合、このリンクは [割り当て情報（Association
Information）] ぺインに表示されず、[割り当てられていない関連項目（Unassigned
Associated Items）]ペインに表示されます。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

BLF プレゼンスの連携動作と制限事項

BLF プレゼンスの連携動作

データのやり取り機能

H.323電話の状態が [RING IN]の場合、BLFステータスは [ビジー（Busy）]
として報告されます。SCCPまたはSIPのいずれかを実行しており、状態が
[RING IN]の電話のプレゼンスエンティティの場合、BLFステータスは [ア
イドル（Idle）]として報告されます。

H.323電話デバイス
がプレゼンスエン

ティティとして動

作する場合のH.323
電話の DNのプレ
ゼンス BLF

イーサネットケーブルが電話から抜かれているなどの何らかの理由でH.323
電話がCiscoUnifiedCommunicationsManagerに接続されていない場合、BLF
ステータスは常に [アイドル（Idle）]として報告されます。SCCPまたは
SIPのいずれかを実行しており、Cisco Unified Communications Managerに接
続していない電話のプレゼンスエンティティの場合、BLFステータスが [不
明（Unknown）]として報告されます。

H.323電話デバイス
がプレゼンスエン

ティティとして動

作する場合のH.323
電話の DNのプレ
ゼンス BLF
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データのやり取り機能

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]でユーザデバイスプロファイルの [BLF]ボタンと [短縮ダ
イヤル（SpeedDial）]ボタンを設定している場合、Cisco Extension Mobility
をサポートしている電話にログインすると、この電話の [BLF]ボタンと [短
縮ダイヤル（SpeedDial）]ボタンに BLFプレゼンスステータスが表示され
ます。

エクステンションモビリティユーザがログアウトすると、Cisco Extension
Mobilityをサポートしている電話に、設定したログアウトプロファイルの
[BLF]ボタンと [短縮ダイヤル（SpeedDial）]ボタンに BLFプレゼンスス
テータスが表示されます。

エクステンション

モビリティでの

BLFプレゼンス

BLF プレゼンスの制限事項

説明制約事項

Cisco Unified CommunicationsManager Assistantでは SIPプレゼンスはサ
ポートされていません。

SIPプレゼンス

Cisco Unified Communications Managerは、ハントパイロットに関連付
けられている電話番号への BLFプレゼンス要求を拒否します。

BLFプレゼンス要求

Cisco Unified IP Phone 7940と Cisco Unified IP Phone 7960では、コール
リスト BLF機能はサポートされていません。

コールのリスト機能の
BLF

BLFと短縮ダイヤルの設定時、ウォッチャに対し接続先のモニタが許
可されていることを管理者が確認するため、BLFプレゼンスグループ
の認証は BLFと短縮ダイヤルには適用されません。SIPを実行してい
る電話では、BLFプレゼンスグループの認証は、コールリストに表示
される短縮ダイヤルおよび BLFとして設定されている SIP URIまたは
電話番号にも適用されません。

BLFと短縮ダイヤル

複数回線に接続している Cisco Unified IP Phoneは、不在履歴と発信履
歴の回線電話番号に関連付けられているキャッシュされた情報を使用

して、BLFプレゼンス認証を判別します。このコール情報がない場合、
電話はプライマリ回線をBLFプレゼンス認証のサブスクライバとして
使用します。複数回線が接続する Cisco Unified IP Phoneの [BLF]ボタ
ンと [短縮ダイヤル（SpeedDial）]ボタンの場合、使用可能な最初の回
線がサブスクライバとして使用されます。

BLFプレゼンス認証
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説明制約事項

SIPを実行している Cisco Unified IP Phone 7960および 7940に設定され
ている電話番号をユーザがモニタするときには、プレゼンスエンティ

ティがオフフックである（ただしコール接続状態ではない）場合、

ウォッチャデバイスに「not on the phone」のステータスアイコンが表
示されます。これらの電話はオフフックステータスを検出しません。

その他のすべての電話タイプでは、プレゼンスエンティティでオフ

フック状態の場合、ウォッチャデバイスに「on the phone」ステータス
アイコンが表示されます。

Cisco Unified IP Phone

BLFプレゼンス要求と応答は、SIPトランク、または SIPトランクに
関連付けられているルートにルーティングされる必要があります。

MGCPおよび H323トランクデバイスにルーティングされる BLFプレ
ゼンス要求は拒否されます。

SIPトランク（SIP
Trunks）

SIPを実行しているBLFプレゼンス対応電話では、電話番号またはSIP
URIを [BLF]ボタンまたは [短縮ダイヤル（SpeedDial）]ボタンに設定
できます。SCCPを実行している BLFプレゼンス対応電話では、電話
番号だけを [BLF]ボタンおよび [短縮ダイヤル（SpeedDial）]ボタンに
設定できます。

SIPを実行しているBLF
プレゼンス対応電話

SIPを実行している電話では、BLFプレゼンスグループの認証は、コー
ルリストに表示される短縮ダイヤルおよびBLFとして設定されている
SIP URIまたは電話番号にも適用されません。

SIPを実行している電話
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第 39 章

コール表示の制限

• コール表示制限の概要, 651 ページ

• コール表示制限の設定タスクフロー, 651 ページ

• コール表示制限の連携動作, 663 ページ

• コール表示制限機能の制限事項, 666 ページ

コール表示制限の概要

Cisco Unified Communications Managerには、発信側ユーザと接続側ユーザの両方の番号と名前の
情報の表示を許可または制限する柔軟な設定オプションがあります。接続側の番号と名前は、そ

れぞれ個別に制限できます。

接続側の番号と名前の制限は、SIPトランクレベルまたはコール単位で設定できます。SIPトラン
クレベルでの設定は、コール単位の設定をオーバーライドします。

たとえばホテル環境では、客室とフロントデスクの間で行われたコールの情報を表示する必要が

ある場合があります。一方、客室間のコールについては、いずれの電話に表示されるコール情報

も制限できます。

コール表示制限の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

コール表示制限機能をサポートするエンドポイン

トを特定するためにレポートを生成します。

電話機能一覧の生成, （8ペー
ジ）

ステップ 1   

パーティションを設定して、電話番号（DN）の論
理グループと、到達可能性の特徴が類似したルー

コール表示制限のパーティショ

ンの設定, （652ページ）
ステップ 2   

トパターンを作成します。たとえば、ホテル環境
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目的コマンドまたはアクション

では、ルーム同士でダイヤルするためのパーティ

ションや、公衆電話交換網（PSTN）にダイヤルす
るためのパーティションを設定できます。

コーリングサーチスペースを設定し、発信側デバ

イスがコールを終了しようとする際に検索できる

コール表示制限のコーリング

サーチスペースの設定, （654
ページ）.

ステップ 3   

パーティションを指定します。ルームやフロント

デスク、ホテルのその他の内線番号、PSTN、およ
びルームのパーク範囲（コールパークの場合）に

対してコーリングサーチスペースを作成します。

接続側の回線 IDをダイヤル番号としてのみ表示す
るサービスパラメータを設定します。

接続先番号表示制限のサービス

パラメータの設定, （655ペー
ジ）.

ステップ 4   

異なるレベルの表示制限のトランスレーションパ

ターンを設定します。

トランスレーションパターン

の設定, （656ページ）.
ステップ 5   

エンドポイントと、コール表示制限に使用するパー

ティションおよびコーリングサーチスペースを関

連付けます。

電話機のコール表示制限の設

定, （659ページ）
ステップ 6   

PSTNゲートウェイと、コール表示制限に使用する
パーティションおよびコーリングサーチスペース

を関連付けます。

コール表示制限のPSTNゲート
ウェイの設定, （660ページ）

ステップ 7   

この手順を使用して、SIPトランクレベルで接続
側の番号と名前の制限を設定できます。SIPトラン

これはオプションです。SIPト
ランクでのコール表示制限の設

定, （661ページ）

ステップ 8   

クレベルの設定は、コール単位の設定を上書きし

ます。

コール表示制限のパーティションの設定

パーティションを設定して、電話番号（DN）の論理グループと、到達可能性の特徴が類似した
ルートパターンを作成します。パーティションを作成することで、ルートプランが組織、場所、

コールタイプに基づいた論理サブセットに分割されることになり、コールルーティングが容易に

なります。複数のパーティションを設定できます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。
ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有の

パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用で
きます。パーティション名に関するガイドラインについては、「関連項目」の項を参照してくだ

さい。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。
説明には、任意の言語で最大50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用できません。
説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自動
でパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。
ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける

スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デバ
イスのタイムゾーンと [スケジュール（Time Schedule）]が比較され、パーティションが着信
コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ドロッ
プダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケジュール
（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用できるかどうか
が判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

コール表示制限のコーリングサーチスペースの設定, （654ページ）

パーティション名のガイドライン

コーリングサーチスペースのパーティションのリストは最大 1024文字に制限されています。つ
まり、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。次の
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表を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリングサーチスペースに追加できる

パーティションの最大数を決定します。

表 39：パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402文字

2563文字

2044文字

1725文字

。。。。

9210文字

6415文字

コール表示制限のコーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチスペースを設定し、発信側デバイスがコールを終了しようとする際に検索でき

るパーティションを指定します。ルームやフロントデスク、ホテルのその他の内線番号、PSTN、
およびルームのパーク範囲（コールパークの場合）に対してコーリングサーチスペースを作成

します。

はじめる前に

コール表示制限のパーティションの設定, （652ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長50文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダー
スコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します
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説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。

•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパーティ
ションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使
用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

接続先番号表示制限のサービスパラメータの設定, （655ページ）

接続先番号表示制限のサービスパラメータの設定

接続先番号表示制限は、接続先の回線 IDの表示をダイヤルした番号のみに制限します。このオプ
ションにより、顧客のプライバシーに関する問題と、電話機のユーザに不要な接続先番号が表示

されるという問題が解消されます。

はじめる前に

コール表示制限のコーリングサーチスペースの設定, （654ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 Cisco CallManagerサービスが実行されているサーバを選択し、Cisco CallManagerサービスを選択
します。

ステップ 3 [元の着信番号を常に表示（AlwaysDisplayOriginalDialedNumber）]サービスのパラメータを [True]
に設定してこの機能を有効にします。

デフォルト値は [False]です。

ステップ 4 （任意） [トランスレーション時の元の着信番号の名前の表示（Name Display for Original Dialed
Number When Translated）]サービスのパラメータを設定します。
デフォルトのフィールドには、トランスレーション前の元の着信番号の呼び出し表示が示されて

います。このパラメータを変更して、トランスレーション後の着信番号の呼び出し表示を示すこ

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
655

コール表示制限の設定タスクフロー



とができます。このパラメータは、[元の番号を常に表示（Always Display Original Number）]サー
ビスのパラメータが [False]に設定されている場合は、適用されません。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

トランスレーションパターンの設定, （656ページ）

トランスレーションパターンの設定

Cisco Unified Communications Managerは、コールをルーティングする前に、トランスレーション
パターンを使用して着信番号を操作します。場合によっては、システムが着信番号を使用しない

ことがあります。また、公衆電話交換網（PSTN）が着信番号を認識しない場合もあります。コー
ル表示制限機能では、さまざまなトランスレーションパターンを通じてコールがルーティングさ

れた後に、コールが実際のデバイスに接続されます。

はじめる前に

接続先番号表示制限のサービスパラメータの設定, （655ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [トランスレーションパターン（Translation Pattern）]を選択します。
[トランスレーションパターンの設定（TranslationPatternConfiguration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [トランスレーションパターンの設定（TranslationPatternConfiguration）]ウィンドウ内の各フィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、以下の「関連項目」の

項を参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

電話機のコール表示制限の設定, （659ページ）

関連トピック

コール表示制限のトランスレーションパターンのフィールド, （657ページ）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
656

コール表示制限の設定タスクフロー



コール表示制限のトランスレーションパターンのフィールド

説明フィールド

数字とワイルドカードを含む、トランスレーション

パターンを入力します。スペースは使用しないでく

ださい。たとえば、NANPの場合、一般的なローカ
ルアクセスには 9.@、一般的なプライベートネッ
トワークの番号計画には 8XXXを入力します。

有効な文字には、大文字の A、B、C、Dと、国際
的なエスケープ文字 +を表す \+などがあります。

[トランスレーションパターン（Translation
Pattern）]

トランスレーションパターンの説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できま
すが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、ア
ンパサンド（&）、山カッコ（<>）は使用できませ
ん。

説明

ドロップダウンリストから、このトランスレーショ

ンパターンに関連付けるパーティションを選択し

ます。

パーティション

ドロップダウンリストから、このトランスレーショ

ンパターンに関連付けるコーリングサーチスペー

スを選択します。

[コーリングサーチスペース（CallingSearch
Space）]

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：発信側回線 IDの表
現を変更しない場合は、このオプションを選択

します。

• [許可（Allowed）]：発信側電話番号を表示す
る場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
CommunicationsManagerで発信側電話番号の表
示をブロックする場合は、このオプションを選

択します。

[発呼者回線 IDの表示（Calling Line ID
Presentation）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：発信者名の表現を変
更しない場合は、このオプションを選択しま

す。

• [許可（Allowed）]：発信側の名前を表示する
場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
CommunicationsManagerで発信者名の表示をブ
ロックする場合は、このオプションを選択しま

す。

[発呼者名の表示（Calling Name
Presentation）]

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：接続側回線 IDの表
現を変更しない場合は、このオプションを選択

します。

• [許可（Allowed）]：接続側電話番号を表示す
る場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
CommunicationsManagerで接続側電話番号の表
示をブロックする場合は、このオプションを選

択します。

[接続側回線 IDの表示（Connected Line ID
Presentation）]

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：接続先名の表現を変
更しない場合は、このオプションを選択しま

す。

• [許可（Allowed）]：接続側の名前を表示する
場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
CommunicationsManagerで接続側名の表示をブ
ロックする場合は、このオプションを選択しま

す。

[接続先名の表示（Connected Name
Presentation）]
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電話機のコール表示制限の設定

この手順を使用して、コール表示制限に使用するコーリングサーチスペースやパーティションを

電話機に関連付けます。

はじめる前に

トランスレーションパターンの設定, （656ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

a) 既存の電話機についてのフィールドを変更するには、検索条件を入力し、検索結果の一覧から
電話機を選択します。[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

b) 新しい電話機を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
[新規電話を追加（Add a New Phone）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、着信番号の
ルーティング方法を決定する際に、システムが使用するコーリングサーチスペースを選択しま

す。

ステップ 4 [表示インジケータを無視（内線コールのみ）（Ignore presentation indicators (internal calls only)）]
チェックボックスをオンにして、内線コールの表示制限を無視します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話機がデータベースに追加されます。

ステップ 6 追加した電話機を電話番号に関連づけるには、[デバイス（Devic）] > [電話（Phone）]を選択し、
追加した電話機を検索するための検索パラメータを入力します。

ステップ 7 [電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウで、電話機の名前をクリックします。
[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [関連付け（Association）]ペインから、電話機の名前をクリックして電話番号を追加または変更し
ます。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの [電話番号（Directory Number）]
テキストボックスで、電話番号の値を追加または変更し、[ルートパーティション（RoutePartition）]
ドロップダウンリストの値を選択します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

電話設定の例

電話機 A（Room-1）をパーティション P_Roomとデバイス/回線コーリングサーチスペース
CSS_FromRoomで設定
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{ P_Phones, CSS_FromRoom} : 221/Room-1

電話機 B（Room-2）をパーティション P_Roomとデバイス/回線コーリングサーチスペース
CSS_FromRoomで設定

{ P_Phones, CSS_FromRoom} : 222/Room-2

電話機C（FrontDesk-1）をパーティションP_FrontDeskとデバイス/回線コーリングサーチスペー
ス

CSS_FromFrontDeskを使用し、[表示インジケータを無視（Ignore Presentation Indicators）]チェッ
クボックスをオンにして設定

{ P_FrontDesk, CSS_FromFrontDesk, IgnorePresentationIndicators set} : 100/Reception

電話機D（FrontDesk-2）をパーティションP_FrontDeskとデバイス/回線コーリングサーチスペー
ス

CSS_FromFrontDeskを使用し、[表示インジケータを無視（Ignore Presentation Indicators）]チェッ
クボックスをオンにして設定

{ P_FrontDesk, CSS_FromFrontDesk, IgnorePresentationIndicators set} : 200/Reception

電話機 E（Club）をパーティション P_Clubとデバイス/回線コーリングサーチスペース
CSS_FromClubで設定

{ P_Club, CSS_FromClub) : 300/Club

次の作業

コール表示制限の PSTNゲートウェイの設定, （660ページ）

コール表示制限の PSTN ゲートウェイの設定
PSTNゲートウェイと、コール表示制限に使用するパーティションおよびコーリングサーチスペー
スを関連付けます。

はじめる前に

電話機のコール表示制限の設定, （659ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [ゲー
トウェイ（Gateway）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力し、結果のリストから PSTNゲートウェイを選択します。
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[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、PSTNからの
着信コールのルーティング方法を決定する際に、システムが使用するコーリングサーチスペース

を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]と [リセット（Reset）]をクリックして設定の変更を適用します。
ステップ 5 （オプション）使用可能なトランクまたはゲートウェイを関連づけるには、[Cisco Unified CMの

管理（Cisco Unified CommunicationsManager Administration）]で、[SIPルートパターン（SIP Route
Pattern）]を選択し、[SIPトランク/ルートリスト（SIP Trunk/Route List）]ドロップダウンボック
スから SIPトランクまたはルートを選択します。

ゲートウェイ設定の例

ルートパターン P_PSTNとコーリングサーチスペース CSS_FromPSTNを使用して PSTNゲート
ウェイ Eを設定します。

{CSS_FromPSTN}, RoutePattern {P_PSTN}

次の作業

（オプション） SIPトランクでのコール表示制限の設定, （661ページ）

SIP トランクでのコール表示制限の設定
SIPトランクレベルで接続側の番号と名前の制限を設定できます。SIPトランクレベルの設定は、
コール単位の設定を上書きします。

はじめる前に

（オプション）コール表示制限の PSTNゲートウェイの設定, （660ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [トラン
ク（Trunk）]を選択します。
[トランクの検索と一覧表示（Find and List Trunks）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 更新するトランクの名前を選択します。

ステップ 4 [SIPトランク設定（SIPTrunkConfiguration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。フィール
ドとその設定オプションの詳細については、以下の「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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関連トピック

コール表示制限の SIPトランクのフィールド, （662ページ）

コール表示制限の SIP トランクのフィールド

説明フィールド

[着信コール（Inbound Calls）]

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：発信側回線 IDの表
現を変更しない場合は、このオプションを選択

します。

• [許可（Allowed）]：発信側電話番号を表示す
る場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
CommunicationsManagerで発信側電話番号の表
示をブロックする場合は、このオプションを選

択します。

[発呼者回線 IDの表示（Calling Line ID
Presentation）]

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：発信者名の表現を変
更しない場合は、このオプションを選択しま

す。

• [許可（Allowed）]：発信側の名前を表示する
場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
CommunicationsManagerで発信者名の表示をブ
ロックする場合は、このオプションを選択しま

す。

[発呼者名の表示（Calling Name
Presentation）]

ドロップダウンリストから、このトランスレーショ

ンパターンに関連付けるコーリングサーチスペー

スを選択します。

[コーリングサーチスペース（CallingSearch
Space）]

[アウトバウンドコール（Outbound Calls）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：接続側回線 IDの表
現を変更しない場合は、このオプションを選択

します。

• [許可（Allowed）]：接続側電話番号を表示す
る場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
CommunicationsManagerで接続側電話番号の表
示をブロックする場合は、このオプションを選

択します。

[接続側回線 IDの表示（Connected Line ID
Presentation）]

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：接続先名の表現を変
更しない場合は、このオプションを選択しま

す。

• [許可（Allowed）]：接続側の名前を表示する
場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
CommunicationsManagerで接続側名の表示をブ
ロックする場合は、このオプションを選択しま

す。

[接続先名の表示（Connected Name
Presentation）]

コール表示制限の連携動作

ここでは、コール表示制限機能と Cisco Unified Communications Managerアプリケーションおよび
コール処理機能との連携動作について説明します。
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データのやり取り機能

コールパークとコール表示制限機能を使用する

場合には、コール表示制限機能を保持するた

め、個々のコールパーク番号に対して関連トラ

ンスレーションパターンを設定する必要があり

ます。1つのトランスレーションパターンで
コールパーク番号の範囲をカバーするように設

定することはできません。

次のようなシナリオを例として考えます。

1 システム管理者は、77xのコールパーク範
囲を作成し、P_ParkRangeという名前のパー
ティションに配置します。（P_ParkRange
パーティションを客室の電話のコーリング

サーチスペース [CSS_FromRoom]に含める
ことで、P_ParkRangeパーティションが客室
の電話に認識されます）。

2 管理者はコールパーク電話番号ごとに個別

のトランスレーションパターンを設定し、

表示フィールドを [制限あり（Restricted）]
に設定します。（このシナリオでは、管理

者は770、771、772...779のトランスレーショ
ンパターンを作成します）。

コール表示制限機能が正しく機能

するためには、管理者が番号範囲

（77xまたは 77[0-9]など）に対し
て 1つのトランスレーションパ
ターンを設定するのではなく、番

号ごとに個別のトランスレーショ

ンパターンを設定する必要があり

ます。

（注）

3 Room-1が Room-2にコールを発信します。

4 Room-2がコールに応答すると、Room-1が
コールをパークします。

5 Room-1がコールを取得すると、Room-2に
はRoom-1のコール情報は表示されません。

コールパークとダイレクトコールパーク, （
457ページ）

コールパーク
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データのやり取り機能

コール表示制限を使用すると、会議参加者のリ

ストの表示情報が制限されます。

アドホック会議, （241ページ）

会議リスト

コール表示制限機能を、会議やボイスメールな

どの機能と共に使用すると、電話のコール情報

表示にそのステータスが反映されます。たとえ

ば、会議機能が呼び出されると、コール情報表

示に [会議（To Conference）]が表示されます。
[メッセージ（Messages）]ボタンを選択してボ
イスメールにアクセスすると、コール情報表示

に [ボイスメール（To Voicemail）]が表示され
ます。

会議とボイスメール

コール表示制限機能をエクステンションモビリ

ティと共に使用するには、[Cisco Unified CMの
管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]の [電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウと、[Cisco Unified
CMの管理（Cisco Unified Communications
Manager Administration）]の [デバイスプロファ
イルの設定（Device Profile Configuration）]ウィ
ンドウで、[プレゼンテーションインジケータ
を無視（内線コールのみ）（Ignore Presentation
Indicators (internal calls only)）]パラメータを有
効にします。

エクステンションモビリティでコール表示制限

機能を有効にする場合、コール情報の表示また

は制限は、デバイスにログインしているユーザ

に関連付けられている回線プロファイルに応じ

て異なります。（ユーザに関連付けられてい

る）ユーザデバイスプロファイルに入力され

た設定は、（エクステンションモビリティが有

効な電話の）電話設定に入力された設定を上書

きします。

エクステンションモビリティ（Extension
Mobility）
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データのやり取り機能

接続番号表示制限は、このシステムから発信さ

れるすべてのコールに適用されます。この値を

[はい（True）]に設定すると、このフィールド
は既存の Cisco Unified Communications Manager
のアプリケーション、機能、およびコール処理

と連携します。この値は、システムの内部また

は外部で終了するすべてのコールに適用されま

す。接続番号表示が更新され、不在転送または

話中転送の転送先にコールがルーティングされ

るか、コール転送またはCTIアプリケーション
でリダイレクトされる場合、変更された番号ま

たはリダイレクトされた番号が表示されるよう

になりました。

コール自動転送

コール表示制限機能の制限事項

トランスレーションパターン：トランスレーションパターンではエントリの重複は許可されてい

ません。
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第 40 章

サイレント

この章では、サイレント機能の詳細について説明します。

• サイレントの概要, 667 ページ

• サイレントの設定のタスクフロー, 668 ページ

• 連携動作と制限事項, 678 ページ

• 取り込み中設定のトラブルシューティング, 681 ページ

サイレントの概要

サイレント（DND）は、次のオプションを提供します。

• [コール拒否（Call Reject）]：このオプションは、着信コールが拒否されるように指定しま
す。[DND着信呼警告（DND Incoming Call Alert）]パラメータの設定に応じて、電話はビー
プを再生するか、コールの点滅通知を表示します。

• [呼出音オフ（Ringer Off）]：このオプションは、呼出音をオフにしますが、ユーザがコール
を受け付けられるように、着信コール情報をデバイスに表示します。

DNDを有効にすると、通常の優先順位の新しい着信コールすべては、デバイスの DND設定を受
け入れます。Cisco Emergency Responder（CER）のコールや、Multilevel Precedence and Preemption
（MLPP）のコールなど、優先順位の高いコールの場合、デバイスの呼出音が鳴ります。さらに、
DNDを有効にすると、自動応答機能は無効になります。

ユーザは、次の方法により電話でサイレントを有効化できます。

•ソフトキー

•機能ボタン

• Cisco Unified Communicationsセルフケアポータル
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Cisco Unified Communications Managerから電話ごとに、この機能を有効または無効にすること
もできます。

（注）

電話機の動作

サイレントを有効にすると、CiscoUnified IPPhoneに「サイレントが有効になっています（DoNot
Disturb is active）」“”というメッセージが表示されます。一部のCisco Unified IP Phoneには、DND
ステータスアイコンが表示されます。個々の電話モデルがサイレントを使用する方法の詳細につ

いては、特定の電話モデルに関するユーザガイドを参照してください。

DNDを有効にすると、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]の [着信呼警告（Incoming Call Alert）]で指定されているとおりに、電話への着
信コール通知をユーザは受信しますが、優先順位の高いコール（CiscoEmergencyResponderのコー
ルやMLPPのコールなど）の場合を除いて電話が鳴ることはありません。また、電話が鳴ってい
るときに DNDを有効にすると、電話は呼出音を停止します。

ステータス通知

サイレントは、SIPデバイスとCisco Skinny Call Control Protocol（SCCP）デバイスの両方でサポー
トされています。

SIP電話は、SIP PUBLISHメソッドを使用して、DNDステータスの変更を Cisco Unified
CommunicationsManagerに通知します。CiscoUnified CommunicationsManagerは、Remote-ccREFER
要求を使用して、DNDステータスの変更を SIP電話に通知します。

SCCP電話は、SCCPメッセージングを使用して、DNDステータスの変更を Cisco Unified
Communications Managerに通知します。

サイレントの設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

どの電話がサイレント設定をサポートしてい

るかを確認するには、[CiscoUnifiedReporting]
から電話機能レポート一覧を実行します。

電話機能一覧の生成, （8ページ）ステップ 1   

SIPを実行する Cisco Unified IP
Phone 7940および 7960は、サイレ
ント機能の下位互換性を実装して

おり、SIPプロファイルで設定でき
ます。

（注）

話中ランプフィールドのステータスのサー

ビスパラメータを設定します。

話中ランプフィールドステータスの

設定, （669ページ）
ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

これはオプションです。共通の電話プロファ

イルに対するサイレント設定ネットワーク内

共通の電話プロファイルでのサイレ

ントの設定, （670ページ）
ステップ 3   

にある電話機のグループに対してサイレント

設定を適用するには、プロファイルで設定し

ます。

電話にサイレント設定を適用します。電話へのサイレント設定の適用, （
671ページ）.

ステップ 4   

電話機にサイレント機能ボタンまたはソフト

キーを追加します。

ソフトキーまたは機能ボタンのどち

らを使用しているかによって、次の

タスクのいずれかを実行します。

ステップ 5   

•サイレント機能ボタンの設定,
（672ページ）

• [サイレント（Do Not Disturb）]
ソフトキーの設定, （674ペー
ジ）

話中ランプフィールドステータスの設定

[BLFステータスが DNDを示す（BLF Status Depects DND）]サービスパラメータを設定すること
により、話中ランプフィールド（BLF）ステータスでサイレント（DND）を示す方法を設定しま
す。BLFステータスを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 設定するサーバの [Cisco CallManager]サービスを選択します。
ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム -プレゼンス）（Clusterwide Parameters（System -

Presence））]ペインで、[BLFステータスが DNDを示す（BLF Status Depects DND）]サービスパ
ラメータに次のいずれかの値を指定します。

•はい（True）：デバイスでサイレントが有効になっている場合、そのデバイスまたはライン
アピアランスの BLFステータスインジケータにサイレント状態が反映されます。

•いいえ（False）：デバイスでサイレントが有効になっている場合、そのデバイスまたはライ
ンアピアランスの BLFステータスインジケータに実際のデバイス状態が反映されます。
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次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

共通の電話プロファイルでのサイレントの設定, （670ページ）

電話へのサイレント設定の適用, （671ページ）

共通の電話プロファイルでのサイレントの設定

共通の電話プロファイルを使用すると、サイレントを設定し、そのプロファイルを使用するネッ

トワーク内の電話のグループにこれらの設定を適用できます。

はじめる前に

話中ランプフィールドステータスの設定, （669ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（CommonPhone Profile）]を選択します。

ステップ 2 [DNDオプション（DND Option）]ドロップダウンリストボックスから、サイレント機能による
着信コールの処理方法を選択します。

• [コール拒否（Call Reject）]：着信コール情報がユーザに表示されません。[DND着信呼警告
（DND Incoming Call Alert）]パラメータの設定に応じて、電話はビープを再生するか、コー
ルの点滅通知を表示します。

• [呼出音オフ（Ringer Off）]：このオプションは、呼出音をオフにしますが、着信コール情報
がデバイスに表示されるため、ユーザはコールを受け付けることができます。

携帯電話とデュアルモード電話の場合、[コール拒否（Call Reject）]オプションのみを
選択できます。

（注）

ステップ 3 [着信アラーム（IncomingCallAlert）]ドロップダウンリストボックスから、[サイレント（DoNot
Disturb）]がオンになっている場合の電話ユーザへの着信コールの警告方法を選択します。

• [無効（Disable）]：コールのビープ通知とフラッシュ通知は障がい者向けです。DNDの [呼
出音オフ（RingerOff）]オプションを設定すると、着信コール情報は引き続き表示されます。
ただし、[DNDコール拒否（DNDCallReject）]オプションの場合、コールアラートが表示さ
れず、デバイスに情報が送信されません。

• [フラッシュのみ（Flash Only）]：電話は着信コールをフラッシュします。

• [ビープ音のみ（Beep Only）]：電話に着信コールのフラッシュアラートが表示されます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

電話へのサイレント設定の適用, （671ページ）

電話へのサイレント設定の適用

この手順は、Cisco Unified IP Phoneでサイレント設定を適用する方法について説明します。[Cisco
Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で [電話機の設定（Phone Configuration）]
ウィンドウから、DND設定を適用できます。または、共通の電話プロファイルに DND設定を適
用して、そのプロファイルを電話機に適用できます。

はじめる前に

共通の電話プロファイルを使用している場合、共通の電話プロファイルでのサイレントの設定,
（670ページ）を実行してください。

それ以外の場合は、を実行してください。話中ランプフィールドステータスの設定, （669ペー
ジ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、サイレント設定を適用する電話機を選択します。
ステップ 3 共通の電話プロファイルからサイレント設定を適用するには、[共通の電話プロファイル（Common

Phone Profile）]ドロップダウンリストボックスから、サイレント設定を適用したプロファイルを
選択します。

ステップ 4 電話機でサイレント設定を有効にする場合は、[サイレント（Do Not Disturb）]チェックボックス
をオンにします。

ステップ 5 [DNDオプション（DNDOption）]ドロップダウンリストボックスで、DND機能を使用した着信
コールの処理方法を次のオプションから選択します。

• [コール拒否（CallReject）]：着信コール情報がユーザに表示されません。設定に応じて、電
話機からビープ音が鳴るか、フラッシュ通知が表示されます。

• [呼出音オフ（Ringer Off）]：ユーザがコールに応答できるよう着信コール情報がデバイスに
表示されますが、呼出音は鳴りません。

• [共通プロファイル設定を使用（UseCommonProfile Setting）]：このデバイスに指定された共
通の電話プロファイルのサイレント設定が使用されます。

SCCPを実行している7940/7960電話の場合、選択できるのは [呼出音オフ（RingerOff）]
オプションだけです。携帯デバイスとデュアルモード電話の場合、[コール拒否（Call
Reject）]オプションのみを選択できます。携帯デバイスまたはデュアルモード電話で
[DNDコール拒否（DNDCallReject）]をアクティブにすると、デバイスにコール情報が
表示されません。

（注）

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
671

サイレントの設定のタスクフロー



ステップ 6 [DND着信コールアラート（DND Incoming Call Alert）]ドロップダウンリストボックスで、DND
がオンの場合に電話機で着信コールを表示する方法を次のオプションから選択します。

• [なし（None）]：共通の電話プロファイルの DND着信コールアラートの設定がこのデバイ
スで使用されます。

• [無効（Disable）]：DND呼出音オフオプションでは、ビープ音およびフラッシュ通知の両方
が無効ですが、着信コール情報は表示されます。コール拒否オプションでは、ビープ音およ

びフラッシュ通知が無効になり、着信コール情報はデバイスに送られません。

• [ビープ音のみ（Beep only）]：着信コールの際、ビープ音のみ再生されます。

• [フラッシュのみ（Flash only）]：着信コールの際、フラッシュアラートが表示されます。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

サイレント機能ボタンの設定, （672ページ）

[サイレント（Do Not Disturb）]ソフトキーの設定, （674ページ）

サイレント機能ボタンの設定

Cisco Unified IP Phoneにサイレント機能ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

サイレントボタンを含む電話ボタン

テンプレートを作成します。

サイレントの電話ボタンテンプレートの

設定, （672ページ）
ステップ 1   

サイレントボタンテンプレートを電

話に関連付けます。

電話機とボタンテンプレートの関連付

け, （288ページ）
ステップ 2   

サイレントの電話ボタンテンプレートの設定

[サイレント（Do Not Disturb）]ボタンが含まれている電話ボタンテンプレートを設定するには、
次の手順に従います。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。
[電話ボタンテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
サポートされている電話のテンプレートの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。作成しない場合

は次のステップに進みます。

a) 電話モデルのデフォルトテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
b) [電話ボタンテンプレート情報（PhoneButtonTemplate Information）]フィールドに、テンプレー
トの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加する場合は、次の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

電話機とボタンテンプレートの関連付け, （288ページ）

電話機とボタンテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
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[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索/一覧表示（FindandList Phones）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するための [（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボックスが表
示されます。

[サイレント（Do Not Disturb）] ソフトキーの設定
これはオプションです。電話機でソフトキーを使用する場合、次のタスクを実行して、電話にサ

イレントソフトキーを追加します。

手順

目的コマンドまたはアクション

[サイレント（DoNot Disturb）]ソフトキー
を含むソフトキーテンプレートを作成しま

す。

サイレントのソフトキーテンプレートの

設定, （674ページ）
ステップ 1   

[共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]にソフトキーを関連付け

次のいずれかの手順を実行します。ステップ 2   

•共通デバイス設定とソフトキーテ
ンプレートの関連付け, （676ペー
ジ）

て、電話グループにその設定を関連付ける

か、電話機にソフトキーテンプレートを直

接関連付けることができます。
•電話とソフトキーテンプレートの
関連付け, （677ページ）

サイレントのソフトキーテンプレートの設定

[サイレント（Do Not Disturb）]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートを設定するには、次の
手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。それ以外の場合

は次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、以下のステップを実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除できま

せん。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。
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次の作業

次のいずれかの手順を実行して、ソフトキーテンプレートを電話に追加します。

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け, （676ページ）

電話とソフトキーテンプレートの関連付け, （677ページ）

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

[サイレント（Do Not Disturb）]（DND）ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付け
るときに、DNDソフトキーを共通デバイス設定にて使用する Cisco Unified IP Phoneのグループに
追加できます。

はじめる前に

サイレントのソフトキーテンプレートの設定, （674ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定に DNDソフトキーテ
ンプレートを関連付けます。

共通デバイス設定へのソフトキーテン

プレートの追加, （676ページ）
ステップ 1   

電話に共通デバイス設定を関連付けるこ

とで、電話に DNDソフトキーを追加し
ます。

電話機と共通デバイス設定の関連付け,
（677ページ）

ステップ 2   

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。
[共通デバイス設定の検索と一覧表示（Find and List Common Device Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、以下の手

順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、以下の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存の共通デバイス設定を選択します。
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[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 次のいずれかの作業を実行します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

次の作業

電話機と共通デバイス設定の関連付け, （677ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

はじめる前に

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け, （676ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話とソフトキーテンプレートの関連付け

[サイレント（Do Not Disturb）]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートを設定していて、その
ソフトキーテンプレートを電話に関連付けるには、次の手順を実行します。

はじめる前に

サイレントのソフトキーテンプレートの設定, （674ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。

[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

連携動作と制限事項

このセクションは、サイレントの連携動作と制限事項に関する情報を提供します。

インタラクション

次の表に、サイレント（DND）機能の連携動作を示します。特に指定されていない限り、連係動
作はサイレント呼び出し音オフおよびサイレントコール拒否オプションの両方に適用されます。

サイレントとの連携動作機能

Cisco Unified IP Phoneでは、サイレント（DND）機能がアクティブであ
ることを示すメッセージがユーザに新しいボイスメッセージが届いてい

ることを示すメッセージよりも優先されます。ただし、不在転送機能が

アクティブであることを通知するメッセージが DNDよりも優先されま
す。

すべてのコールの転

送

ローカルにパークされたコールでは、パークの復帰がサイレントよりも

優先されます。電話Aのサイレントがオンでコールがパークされた場合、
電話 Aへのパークの復帰が発生し、電話 Aの呼び出し音が鳴ります。

リモートにパークされたコールでは、サイレントがパークの復帰よりも

優先されます。

•電話 Aがサイレント着信音オフを有効化し、電話 A-primeと回線を
共有する場合、電話 A-primeがコールをパークすると、電話 Aの
パークの復帰はサイレント設定に従い、呼び出し音は鳴りません。

•電話Aがサイレントコール拒否を有効化した場合、パークの復帰は
電話 Aに表示されません。

パークの復帰
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サイレントとの連携動作機能

ローカルで発行されたピックアップ要求の場合、ピックアップがサイレ

ントよりも優先されます。電話 Aのサイレントがオンで、任意のタイプ
のピックアップを開始した場合、ピックアップコールは通常どおり表示

され、電話 Aの呼び出し音が鳴ります。

リモートで発行されたピックアップ要求の場合、サイレントが次のよう

にピックアップよりも優先されます。

•電話Aがサイレント着信音オフモードで電話A-primeと回線を共有
する場合、電話 A-primeがピックアップを開始すると、電話 Aへの
ピックアップコールはサイレント設定に従い、電話Aの呼び出し音
は鳴りません。

•電話 Aがサイレントコール拒否モードの場合、ピックアップコー
ルは電話 Aに表示されません。

ピック

保留復帰とインターコムはサイレントよりも優先され、コールは通常ど

おり表示されます。

保留復帰とインター

コム

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）（SCCPを実行している電
話）および Cisco Emergency Responderコールはサイレントよりも優先さ
れます。MLPPおよび Cisco Emergency Responderコールは通常どおり表
示され、電話呼出音が鳴ります。

MLPPと CER

発信側では折り返しがサイレントよりも優先されます。有効化デバイス

がサイレントモードの場合、折り返し通知（音声と表示の両方）は引き

続きユーザに表示されます。

着信側では、次のようにサイレントが折り返しよりも優先されます。

•着信側がサイレント着信音オフの場合、着信側がオフフックおよび
オンフックになった後で、[折り返し使用可能（CallbackAvailable）]
画面が送信されます。

•着信側がサイレントコール拒否で使用可能な場合、有効化デバイス
が同じクラスタ内にあれば、新しい画面が有効化デバイスに送信さ

れ、「<DirectoryNumber>は応答可能になりましたが、サイレント -
コール拒否状態です（<DirectoryNumber> has become available but is
onDND-R）」と表示されます。折り返し使用可能通知は着信側がサ
イレントコール拒否を無効化した後にのみ送信されます。

折り返し

サイレント着信音オフオプションの場合、デバイスに視覚的な通知のみ

が表示されます。

サイレントコール拒否オプションの場合、デバイスに通知は表示されま

せん。

ピックアップ通知
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サイレントとの連携動作機能

ハントリスト内のデバイスでサイレント着信音オフが有効化されている

場合でも、コールは引き続きユーザに表示されます。ただし、DND着信
呼警告の設定は引き続き適用される場合があります。

ハントリスト内のデバイスでサイレントコール拒否が有効化されている

場合、そのハントリストへの任意のコールは次のメンバーへ移り、この

デバイスには送信されません。

ハントリスト

エクステンションモビリティの場合、デバイスプロファイル設定にDND
着信呼警告とサイレントステータスが含まれます。ユーザがログインし

てサイレントを有効にすると、DND着信呼警告とサイレントステータス
の設定が保存され、ユーザが再度ログインするとこれらの設定が使用さ

れます。

エクステンションモビリティにログインしているユーザがDND
着信呼警告またはサイレントステータスの設定を変更しても、

このアクションは実際のデバイス設定に影響しません。

（注）

エクステンションモ

ビリティ

制約事項

使用中の電話機やデバイスの種類によっては、DNDの使用にいくつかの制限事項が適用されま
す。

• SCCPを実行している次の電話機のモデルやデバイスは、DNDの [呼出音オフ（RingerOff）]
オプションのみサポートしています。

◦ Cisco Unified IP Phone 7940

◦ Cisco Unified IP Phone 7960

◦ Cisco IP Communicator

SIPを実行する Cisco Unified IP Phone 7940および 7960は、独自のサイレント
機能を実装して使用しており、これには後方互換性があります。

（注）

•次の電話機のモデルやデバイスは、DNDの [コール拒否（Call Reject）]オプションのみサ
ポートしています。

◦モバイルデバイス（デュアルモード）

◦リモート宛先プロファイル

◦ Cisco Unified Mobile Communicator
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取り込み中設定のトラブルシューティング

ここでは、Cisco Unified IP Phone（SCCPおよび SIP）向けのトラブルシューティング情報を提供
します。

SIP電話の場合、次の情報を使用してトラブルシューティングを行います。

•デバッグ：sip-dnd、sip-messages、dnd-settings

•表示：config、dnd-settings

•スニファトレース

SCCP電話の場合、次の情報を使用してトラブルシューティングを行います。

•デバッグ：jvm all info

•スニファトレース

トラブルシューティングのエラー

次の表に、サイレントのエラーをトラブルシューティングする方法について説明します。

アクション（Actions）症状

•この電話のソフトキーまたはボタンテンプレートがDND
に含まれていることを確認します。

•スニファトレースをキャプチャし、電話に正しいソフト
キーまたはボタンテンプレートが設定されていることを

確認します。

•電話ファームウェアのバージョンが 8.3(1)以降であるこ
とを確認します。

DNDソフトキーが表示されませ
ん。

または

DND機能ボタンが表示されませ
ん。

• BLF DNDがエンタープライズパラメータで有効に設定
されていることを確認します。

•スニファトレースをキャプチャし、電話に正しい通知
メッセージが設定されていることを確認します。

•電話ファームウェアのバージョンが 8.3(1)以降であるこ
とを確認します。

BLF短縮ダイヤルには DNDス
テータスは表示されません。
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第 41 章

プライバシー

• プライバシーの概要, 683 ページ

• プライバシーの設定タスクフロー, 684 ページ

• プライバシーの制限, 688 ページ

プライバシーの概要

プライバシー機能により、1つの回線（DN）を共有する電話のユーザがコールステータスを確認
し、コールに割り込むことができるかどうかを決定できます。プライバシー機能は、電話別また

はすべての電話に対して有効化または無効化できます。デフォルトでは、クラスタ内のすべての

電話でプライバシーが有効になります。

プライバシーが設定されたデバイスが Cisco Unified Communications Managerに登録されると、プ
ライバシーが設定されている電話の機能ボタンにラベルが表示され、アイコンによってステータ

スが表示されます。ボタンにランプがついている場合、ランプが点灯します。

電話が着信コールを受信すると、ユーザは [プライバシー（Privacy）]機能ボタンを押してその
コールをプライベートにします。これにより、コール情報が共有回線に表示されなくなります。

[プライバシー（Privacy）]機能ボタンにより [オン（On）]と [オフ（Off）]が切り替わります。

ご使用の Cisco Unified IP Phoneでプライバシー機能がサポートされているかどうかを確認するに
は、ご使用の電話モデルのユーザマニュアルを参照してください。

Privacy On Hold
PrivacyOnHold機能により、同じ回線（DN）を共有する電話を使用するユーザの、コールステー
タスの確認および保留中のコールの取得機能を有効化または無効化できます。

Privacy On Hold機能は、特定の電話またはすべての電話に対して有効化または無効化できます。
Privacy On Hold機能が有効な場合、すべてのプライベートコールでこの機能が自動的にアクティ
ブになります。デフォルトでは、クラスタ内のすべての電話で Privacy On Hold機能が無効になり
ます。
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Privacy On Hold機能をアクティブにするには、プライベートコールの間に [保留（Hold）]ソフト
キーまたは [保留（Hold）]ボタンを押します。コールに戻るには、[復帰（Resume）]ソフトキー
を押します。コールを保留にしている電話には保留中のコールのステータスインジケータが表示

され、共有回線には保留中のプライベートコールのステータスインジケータが表示されます。

プライバシーの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

プライバシー機能をサポートするデバ

イスを特定するためにレポートを生成

します。

電話機能一覧の生成, （8ページ）ステップ 1   

クラスタ内のすべての電話のプライバ

シーをデフォルトで有効にします。

クラスタ全体のプライバシーの有効化,
（684ページ）

ステップ 2   

特定のデバイスのプライバシーを有効

にします。

デバイスのプライバシーの有効化, （
685ページ）

ステップ 3   

デバイスのプライバシー電話ボタンテ

ンプレートを設定します。

プライバシー電話ボタンテンプレート

の設定, （685ページ）
ステップ 4   

ユーザに電話ボタンテンプレートを関

連付けます。

電話とプライバシー電話ボタンテンプ

レートの関連付け, （686ページ）
ステップ 5   

共有ラインアピアランスを設定しま

す。

共有ラインアピアランスの設定,（687
ページ）

ステップ 6   

Privacy on Holdを設定します。（オプション）Privacy onHoldの設定,
（687ページ）

ステップ 7   

クラスタ全体のプライバシーの有効化

クラスタ全体のプライバシーをデフォルトで有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
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[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサーバ
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [プライバシー設定（Privacy Setting）]ドロップダウンリストから [はい（True）]を選択します。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

デバイスのプライバシーの有効化

はじめる前に

電話機のモデルがプライバシーをサポートすることを確認します。詳細については、電話機能一

覧の生成, （8ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 検索情報を指定し、[検索（Find）]をクリックします。
電話機の検索結果が表示されます。

ステップ 3 電話機を選択します。

ステップ 4 [プライバシー（Privacy）]ドロップダウンリストから [デフォルト（Default）]を選択します。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

プライバシー電話ボタンテンプレートの設定, （685ページ）

プライバシー電話ボタンテンプレートの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。
[電話ボタンテンプレートの検索と一覧表示（Find and List Phone Button Templates）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
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サポートされている電話のテンプレートの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成するには、以下のステップを実行します。作成しない場合

は次のステップに進みます。

a) 電話モデルのデフォルトテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
b) [電話ボタンテンプレート情報（PhoneButtonTemplate Information）]フィールドに、テンプレー
トの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加する場合は、次の手順を実行します。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

次の作業

電話とプライバシー電話ボタンテンプレートの関連付け, （686ページ）

電話とプライバシー電話ボタンテンプレートの関連付け

はじめる前に

プライバシー電話ボタンテンプレートの設定, （685ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話の検索/一覧表示（FindandList Phones）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されている電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。
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[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するための [（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボックスが表
示されます。

共有ラインアピアランスの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を検索するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
検索基準に一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 共有ラインアピアランスを設定する電話機を選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウの左側の [割り当て情報（Association Information）]

領域で、[新規 DNを追加（Add a new DN）]リンクをクリックします。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [電話番号（Directory Number）]を入力して、電話番号が属する [ルートパーティション（Route
Partition）]を選択します。

ステップ 6 [電話番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウの残りのフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 共有ラインアピアランスを作成するすべての電話機でステップ3,（687ページ）からステップ6,
（687ページ）を繰り返します。

共有ラインアピアランスの一部であるすべての電話機に、同じ電話番号およびルート

パーティションが割り当てられていることを確認します。

（注）

Privacy on Hold の設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
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[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサーバ
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [保留中のコールにプライバシー設定を強制適用する（Enforce Privacy Setting on Held Calls）]サー

ビスパラメータを [True]に設定します。
ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

プライバシーの制限

説明制約事項

• CTIは TAPIや JTAPIアプリケーションが
起動する APIを介したプライバシーはサ
ポートしていません。[プライバシー
（Privacy）]機能ボタンを使用して IPフォ
ンでプライバシーが有効または無効になっ

たときに、CTIはイベントを生成します。

• CTIは TAPIや JTAPIアプリケーションが
起動する APIを介した保留中のプライバ
シーはサポートしていません。プライバ

シーが有効になっているコールが保留中に

なり、IPフォンで [プライバシー
（Privacy）]機能ボタンを使用して保留中
のコールのプライバシーが有効または無効

になったときに、CTIはイベントを生成し
ます。

[CTI]
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第 42 章

Private Line Automatic Ringdown

• Private Line Automatic Ringdownの概要, 689 ページ

• SCCP電話での Private Line Automatic Ringdownの設定タスクフロー, 689 ページ

• SIP電話での Private Line Automatic Ringdownの設定タスクフロー, 693 ページ

• Private Line Automatic Ringdownのトラブルシューティング, 695 ページ

Private Line Automatic Ringdown の概要
Private Line Automatic Ringdown（PLAR）機能は、ユーザがオフフック状態（または [新規コール
（NewCall）]ソフトキーまたは回線キーが押された場合）になると、すぐに電話機が事前に設定
された番号にダイヤルするように電話機を設定します。ユーザは PLARを設定された電話回線で
他の番号をダイヤルすることはできません。

PLARは、割り込み、C割り込み、ワンボタン割り込み機能のような機能にも対応しています。
PLARとそのような機能を使用する場合、機能のドキュメンテーションで説明されているように
機能を設定し、PLARの接続先を設定する必要があります。これは、PLAR専用で使用される電話
番号です。

SCCP 電話での Private Line Automatic Ringdown の設定タスクフロー
SCCP電話で Private Line Automatic Ringdown（PLAR）を設定するには、次の作業を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

PLARの接続先のパーティションを作成し
ます。このパーティションに割り当てるこ

パーティションの作成,（690ページ）ステップ 1   

とができる唯一の電話番号は、PLARの接
続先です。
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目的コマンドまたはアクション

このパーティションを一意の CSS、および
PLARの接続先デバイスを含む CSSに割り
当てます。

コーリングサーチスペースへのパー

ティションの割り当て,（690ページ）
ステップ 2   

PLARの接続先電話番号に NULLパーティ
ションと CSSを割り当てます。

Private Line Automatic Ringdown接続先
へのパーティションの割り当て,（691
ページ）

ステップ 3   

NULLのトランスレーションパターンを作
成し、それを PLARの接続先電話番号に割
り当てます。

SCCP電話での Private Line Automatic
Ringdownのトランスレーションパ
ターンの設定, （692ページ）

ステップ 4   

パーティションの作成

Private Line Automatic Ringdown（PLAR）の接続先の新しいパーティションを作成します。この機
能を有効にするため、PLARに設定し、このパーティションに割り当てられるのは、ヌルのトラ
ンスレーションパターンのみです。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、パーティション名と説明をカンマで区切って入力します。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

コーリングサーチスペースへのパーティションの割り当て

SCCP電話の Private Line Automatic Ringdown（PLAR）については、次の 2つのコーリングサーチ
スペース（CSS）を設定する必要があります。

•最初の CSSには、ヌルのトランスレーションパターンの新しいパーティションと接続先の
電話にルーティングするパーティションを含める必要があります。

• 2番目のCSSには、ヌルのトランスレーションパターンの新しいパーティションのみ含める
必要があります。
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はじめる前に

パーティションの作成, （690ページ）のタスクを完了します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コール制御（Call Control）] >
[コントロールのクラス（Class ofControl）] > [コーリングサーチスペース（CallingSearchSpace）]
を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、PLAR接続先デバイスのコーリングサーチスペースを選択しま
す。

ステップ 3 矢印を使用して、ヌルのトランスレーションパターン向けに作成された新しいパーティションと

接続先デバイスにルーティングするパーティションの両方を [選択されたパーティション（Selected
Partitions）]リストボックスに移動します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 6 コーリングサーチスペースの名前と説明を入力します。

ステップ 7 矢印を使用して、新しいパーティションを [選択されたパーティション（SelectedPartitions）]リス
トボックスに移動します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

Private Line Automatic Ringdown 接続先へのパーティションの割り当て
SCCP電話で Private Line Automatic Ringdown（PLAR）を設定するには、ヌルのパーティションを
PLAR接続先として使用する電話番号に割り当てる必要があります。

PLAR接続先の電話番号にはそれぞれ一意のパーティションが必要です。ヌルのパーティショ
ンには PLAR接続先として作成した電話番号以外の電話番号を追加しないでください。

（注）
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理で、[コールルーティング（CallRouting）] > [電話番号（DirectoryNumber）]
を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、PLAR接続先として使用する電話番号を選択します。
ステップ 3 [ルートパーティション（RoutePartition）]フィールドで、PLAR接続先用に作成したパーティショ

ンを選択します。

ステップ 4 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストボックスで、ヌルの
パーティションおよび宛先デバイスの両方を含む CSSを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

SCCP電話での Private Line Automatic Ringdownのトランスレーションパターンの設定, （692ペー
ジ）

SCCP 電話での Private Line Automatic Ringdown のトランスレーションパターンの設
定

SCCP電話で Private Line Automatic Ringdown（PLAR）を設定するには、ヌルのトランスレーショ
ンパターンを設定し、そのトランスレーションパターンにPLAR接続先番号を割り当てる必要が
あります。

はじめる前に

Private Line Automatic Ringdown接続先へのパーティションの割り当て, （691ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing） > [トランスレーションパターン（Translation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいトランスレーションパターンを作成します。
ステップ 3 [トランスレーションパターン（Translation Pattern）]フィールドを空にしておきます。
ステップ 4 [パーティション（Partition）]ドロップダウンリストボックスから、ヌルのトランスレーション

パターン用に作成した新しいパーティションを選択します。

ステップ 5 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストボックスから、新し
いパーティションと PLAR接続先デバイスのパーティションの両方を含むコーリングサーチス
ペースを選択します。

ステップ 6 [着信側トランスフォーメーションマスク（Called Party Transformation Mask）]フィールドで、
PLAR接続先電話番号を入力します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

SIP 電話での Private Line Automatic Ringdown の設定タスクフロー
SIP電話の Private Line Automatic Ringdown（PLAR）を設定するには、これらのタスクを実行しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

PLAR向けの SIPダイヤルルール
を作成します。

Private Line Automatic Ringdownの SIPダイヤ
ルルールの作成, （693ページ）

ステップ 1   

電話機にPLARのダイヤルルール
を割り当てます。

SIP電話への Private Line Automatic Ringdown
ダイヤルルールの割り当て, （694ページ）

ステップ 2   

Private Line Automatic Ringdown の SIP ダイヤルルールの作成
SIP電話の Private Line Automatic Ringdown（PLAR）を設定するには、PLARの接続先番号の SIP
ダイヤルルールを設定する必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [SIPダイヤルルール（SIP Dial Rules）]
を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [ダイヤルパターン（Dial Pattern）]ドロップダウンリストボックスから、[7940_7960_その他

（7940_7960_OTHER）]を選択します。
ステップ 4 [Next]をクリックします。
ステップ 5 ダイヤルルールの名前と説明を入力します。

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [パターン（Pattern）]フィールドに、PLARの接続先番号に一致するパターンを入力して、[PLAR

を追加（Add PLAR）]をクリックします。
ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

SIP電話への Private Line Automatic Ringdownダイヤルルールの割り当て, （694ページ）

SIP 電話への Private Line Automatic Ringdown ダイヤルルールの割り当て
PLAR対応SIPダイヤルルールを電話機に割り当てることにより、SIP電話機でPrivateLineAutomatic
Ringdown（PLAR）を設定できます。

はじめる前に

Private Line Automatic Ringdownの SIPダイヤルルールの作成, （693ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、PLARを設定する電話機を選択します。
ステップ 3 [SIPダイヤルルール（SIPDial Rules）]ドロップダウンリストから、PLAR用に作成したダイヤル

ルールを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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Private Line Automatic Ringdown のトラブルシューティング

SCCP 電話での Private Line Automatic Ringdown トラブルシューティング

ソリューション症状

PLARのトランスレーションパターンに割り当てられている CSSに
PLAR接続先のパーティションが含まれていることを確認します。

電話がオフフックにな

り、ユーザにはファスト

ビジー（リオーダー）音

が聞こえる。

電話に割り当てられたCSSにヌルのPLARトランスレーションパター
ンのパーティションが含まれていることを確認します。

電話がオフフックにな

り、ダイヤルトーンが

聞こえる。

SIP 電話での Private Line Automatic Ringdown トラブルシューティング

ソリューション症状

SIP電話の CSSが PLAR接続先に到達できることを確認します。電話がオフフックにな

り、ユーザにはファスト

ビジー（リオーダー）音

が聞こえる。

SIPダイヤルルールが電話で作成され、その電話に割り当てられてい
ることを確認します。

電話がオフフックにな

り、ダイヤルトーンが

聞こえる。
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第 43 章

セキュアトーン

• セキュアトーンの概要, 697 ページ

• セキュアトーンの前提条件, 698 ページ

• セキュアトーン設定のタスクフロー, 699 ページ

• セキュアトーンの連携動作と制限事項, 702 ページ

セキュアトーンの概要

セキュアトーン機能では、暗号化されているコールの場合にセキュア通知トーンを再生するよう

に電話を設定できます。このトーンは、コールが保護されており、機密情報が交換可能であるこ

とを示します。2秒間のトーンでは、長いビープ音が 3回鳴ります。コールが保護されている場
合、着信側が応答するとすぐに保護対象の電話でトーンの再生が始まります。

コールが保護されていない場合、システムは、保護対象の電話で非セキュア通知トーンを再生し

ます。非セキュア通知トーンでは、短いビープ音が 6回鳴ります。

保護対象の電話機の発信者にのみ、セキュア通知トーンと非セキュア通知トーンが聞こえま

す。保護されていない電話機の発信者には、これらのトーンは聞こえません。

（注）

セキュア通知トーンと非セキュア通知トーンに対応しているコールのタイプを次に示します。

•クラスタ間の IP-to-IPコール

•クラスタ間の保護されたコール

•保護されたMGCP E1 PRIゲートウェイ経由の IPと時分割多重化（TDM）コール

ビデオ電話では、システムにより保護されたデバイスでセキュア通知トーンと非セキュア通知トー

ンが再生されます。
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ビデオコールの場合、ユーザには、最初にコールの音声部分に対するセキュア通知トーンが

聞こえ、次に非セキュアメディア全体に対する非セキュア通知トーンが聞こえます。

（注）

Cisco Unified IP Phoneに表示されるロックアイコンは、メディアが暗号化されていることを示し
ますが、その電話が保護対象デバイスとして設定されていることを意味するわけではありません。

ただし、保護された発信にはロックアイコンが表示されている必要があります。

保護対象デバイスのゲートウェイ

Cisco Unified Communications Managerでは、サポートされている Cisco Unified IP PhoneとMGCP
E1 PRIゲートウェイだけを保護対象デバイスとして設定できます。

Cisco Unified Communications Managerは、システムがコールの保護ステータスを判別すると、セ
キュア通知トーンと非セキュア通知トーンを再生するようにMGCP Cisco IOSゲートウェイに指
示することもできます。

保護対象デバイスでは次の機能が提供されます。

• SCCPまたは SIPを実行する電話機を保護対象デバイスとして設定できます。

•保護対象デバイスは接続先が暗号化されていてもいなくても、保護されていないデバイスに
発信できます。このような場合、コールは保護されていないものとして指定され、システム

はコールに関係している電話機で非セキュア通知トーンを再生します。

•保護されている電話機が保護されている他の電話機に発信し、メディアが暗号化されていな
い場合、システムはコールに関係している電話機で非セキュア通知トーンを再生します。

セキュアトーンの前提条件

• SRTP暗号化のMGCPゲートウェイを設定する必要があります。以下のコマンドでゲートウェ
イを設定します。mgcp package-capability srtp-package。

• MGCPゲートウェイでは、[高度な IPサービス（Advanced IP Services）]または [高度な企業
サービス（Advanced Enterprise Services）]イメージ（たとえば
c3745-adventerprisek9-mz.124-6.T.bin）を指定する必要があります。
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セキュアトーン設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

セキュアトーン機能をサポートするデバイ

スを特定するためにレポートを生成します。

電話機能一覧の生成, （8ページ）ステップ 1   

電話機を保護デバイスとして設定します。電話機の保護デバイスとしての設

定, （699ページ）
ステップ 2   

保護されたデバイスの複数のコールとコー

ルウェイティングを設定します。

セキュアトーンの電話番号の設定,
（700ページ）

ステップ 3   

サービスパラメータを設定します。セキュアトーンサービスパラメー

タの設定, （701ページ）
ステップ 4   

この設定により、 Cisco Unified IP Phoneエ
ンドポイントと、MGCPゲートウェイに接

（オプション）MGCP E1 PRIゲー
トウェイの設定, （701ページ）

ステップ 5   

続している保護対象 PBX電話機との間で
コールの保護ステータスを渡すことができ

ます。

電話機の保護デバイスとしての設定

はじめる前に

電話機能一覧の生成, （8ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 セキュアトーンパラメータを設定する電話をクリックします。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 3 ウィンドウの [デバイス情報（Device Information）]部分の [ソフトキーテンプレート（Softkey

Template）]ドロップダウンリストから、[標準保護電話（Standard Protected Phone）]を選択しま
す。

保護された電話機用の補足サービスソフトキーのないソフトキーテンプレートを使用

する必要があります。

（注）
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ステップ 4 [複数ライン同時通話機能（Join Across Lines）]オプションをオフに設定します。
ステップ 5 [保護デバイス（Protected Device）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 6 [デバイスのセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]ドロップダウンリスト（ウィン

ドウの [プロトコル指定情報（Protocol Specific Information）]部分内）から、[電話セキュリティプ
ロファイル設定（Phone Security Profile Configuration）]ウィンドウで設定済みのセキュア電話プロ
ファイルを選択します（[システム（System）] > [セキュリティプロファイル（Security Profile）]
> [電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]）。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

次のいずれかの手順を実行します。

•セキュアトーンの電話番号の設定, （700ページ）

• MGCP E1 PRIゲートウェイの設定, （701ページ）

セキュアトーンの電話番号の設定

はじめる前に

電話機の保護デバイスとしての設定, （699ページ）

手順

ステップ 1 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[関連付け（Association）]セクションに移動
します。

ステップ 2 [新規 DNを追加（Add a new DN）]を選択します。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [電話番号（Directory Number）]フィールドで、電話番号を指定します。
ステップ 4 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの [Multiple Call/CallWaiting Settings

on Device [device name]（デバイス [デバイス名]での複数コール/コール待機設定）]領域で、[コー
ルの最大数（Maximum Number of Calls）]オプションと [話中トリガー（Busy Trigger）] オプショ
ンを 1に設定します。

ステップ 5 [電話番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウの残りのフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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セキュアトーンサービスパラメータの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスからサーバを選択します。
ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco CallManager]を選択します。
ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -セキュアトーン）（Clusterwide Parameters（Feature - Secure

Tone））]エリアで、[セキュア/非セキュアコールのステータスを示すトーンの再生（Play Tone
to Indicate Secure/Non-Secure Call Status）]を [True]に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

MGCP E1 PRI ゲートウェイの設定
Cisco Unified IP Phoneエンドポイントと、MGCPゲートウェイに接続している保護対象 PBX電話
機との間でコールの保護ステータスを渡す場合は、次の手順を実行します。

はじめる前に

電話機の保護デバイスとしての設定, （699ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [ゲート
ウェイ（Gateway）]を選択します。

ステップ 2 適切な検索条件を指定し、[検索（Find）]をクリックします。
ステップ 3 MGCPゲートウェイを選択します。

[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [グローバル ISDNスイッチタイプ（Global ISDN Switch Type）]を [ユーロ（Euro）]に設定しま
す。

ステップ 5 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィール
ドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 7 ウィンドウのサブユニット 0の右側に表示されている [エンドポイント（Endpoint）]アイコンを

クリックします。[保護されたファシリティ IEの有効化（Enable Protected Facility IE）]チェック
ボックスが表示されます。このチェックボックスをオンにします。
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セキュアトーンの連携動作と制限事項

セキュアトーンの連携動作

データのやり取り機能

ユーザが保護されている電話でこれらの機能を

呼び出すと、コールの最新のステータスを示す

ためにセキュア通知トーンまたは非セキュア通

知トーンが再生されます。

コール転送、電話会議、およびコールウェイ

ティング

これらの機能は、保護されているコールでサ

ポートされています。

保留と再開および不在転送

セキュアトーンの制限事項

説明制約事項

Cisco Extension Mobilityおよび複数ライン同時
通話機能（JoinAcross Lines）サービスは、保護
対象の電話では無効です。

Cisco Extension Mobilityおよび複数ライン同時
通話機能（Join Across Lines）サービス

共有回線の設定は、保護対象の電話機では使用

できません。

共有回線の設定

Cisco Unified IP PhoneとMGCP E1 PRIゲート
ウェイの間のメディアが暗号化されていない

と、コールはドロップされます。

非暗号化メディア
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第 XI 部

カスタム機能
• クライアント識別コードと強制承認コード, 705 ページ

• カスタム電話呼出音, 713 ページ

• Music On Hold（保留音）, 719 ページ

• セルフケアポータル, 765 ページ

• 緊急コールハンドラ, 769 ページ

• エンタープライズグループ, 785 ページ





第 44 章

クライアント識別コードと強制承認コード

• クライアント識別コードと強制承認コードの概要, 705 ページ

• クライアント識別コードと強制承認コードの前提条件, 705 ページ

• クライアント識別コードと強制承認コードの設定タスクフロー, 706 ページ

• クライアント識別コードと Forced Authorization Code（FAC;強制承認コード）の連携動作と
制限事項, 710 ページ

クライアント識別コードと強制承認コードの概要

クライアント識別コード（CMC）と強制承認コード（FAC）により、コールアクセスとアカウン
ティングを効果的に管理できます。CMCはクライアントのコールアカウンティングおよび請求
を支援し、FACは特定のユーザが発信できるコールのタイプを規定します。

CMCを使用する場合、ユーザはコードを入力する必要があります。この操作により、コールが特
定のクライアント識別に関連していることが指定されます。コールアカウンティングおよび請求

を目的として、クライアント識別コードを顧客、学生、またはその他のグループに割り当てるこ

とができます。FACを使用する場合、コールが確立する前に、特定のアクセスレベルで割り当て
られた有効な認証コードをユーザが入力する必要があります。

クライアント識別コードと強制承認コードの前提条件

• SCCPと SIPを実行する Cisco Unified IP Phoneは、CMCと FACをサポートしています。

• CMCとFACのトーンは、SCCPまたはSIPを実行しているCiscoUnified IP Phone、TAPI/JTAPI
ポート、およびMGCP FXSポートでのみ再生されます。
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クライアント識別コードと強制承認コードの設定タスクフロー

CMCと FACは、別々または一緒に実装できます。たとえば、特定のクラスのコール（市外通話
など）の発信をユーザに許可するとともに、特定のクライアントにコールのクラスを割り当てる

とします。CMCトーンとFACトーンは、ユーザには同じ音に聞こえます。そのため、両方のコー
ドを設定する場合、この機能では、最初のトーンの後で FACを入力し、2番目のトーンの後で
CMCを入力するようユーザに指示します。

手順

目的コマンドまたはアクション

使用する予定の CMCリストが完成し
たら、そのコードをデータベースに追

クライアント識別コードの設定, （706ペー
ジ）を行うには、次のサブタスクを完了しま

す。

ステッ

プ 1   
加して、ルートパターンで CMC機能
を有効にします。•クライアント識別コードの追加, （707

ページ）

•クライアント識別コードの有効化,（707
ページ）

使用する予定の FACリストと認可レベ
ルが決定したら、そのコードをデータ

強制承認コードの設定,（708ページ）を行う
には、次のサブタスクを完了します。

ステッ

プ 2   
ベースに追加して、ルートパターンで

FAC機能を有効にします。
•強制承認コードの追加, （708ページ）

•強制承認コードの有効化,（709ページ）

クライアント識別コードの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

使用する一意のクライアント識別コードを決定し、

システムに追加します。CMCの数は、システムの起
クライアント識別コードの追

加, （707ページ）
ステップ 1   

動に要する時間の長さに直接影響するので、CMCの
数を 60,000までに制限してください。この最大数を
超える CMCを設定する場合は、遅延が非常に大き
くなることに注意してください。
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目的コマンドまたはアクション

ルートパターンを介してクライアント識別コードを

有効にします。

クライアント識別コードの有

効化, （707ページ）
ステップ 2   

クライアント識別コードの追加

使用する一意のクライアント識別コードを決定し、システムに追加します。CMCの数は、システ
ムの起動に要する時間の長さに直接影響するので、CMCの数を60,000までに制限してください。
この最大数を超えるCMCを設定する場合は、遅延が非常に大きくなることに注意してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [クライアント識別コード（Client Matter Codes）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [クライアント識別コード（ClientMatterCode）]フィールドで、通話の発信時にユーザが入力する

一意のコードを 16桁以内で入力します。
ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、クライアント識別コードを特定する場合のクライアント名を

入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

クライアント識別コードの有効化, （707ページ）

クライアント識別コードの有効化

ルートパターンを介してクライアント識別コードを有効にします。

はじめる前に

クライアント識別コードの追加, （707ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。
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•既存のルートパターンを更新するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックし
て、結果リストからルートパターンを選択します。

•新しいルートパターンを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウで、[クライアント識別コード
の要求（Require Client Matter Code）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

強制承認コードの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

使用する一意の強制承認コードを定義し、システ

ムに追加します。通話を正常にルーティングする

強制承認コードの追加, （708
ページ）

ステップ 1   

ためには、ユーザ認可レベルが通話のルートパ

ターンに指定されている認可レベル以上である必

要があります。

ルートパターンを介して強制承認コードを有効に

します。

強制承認コードの有効化, （
709ページ）

ステップ 2   

強制承認コードの追加

使用する一意の強制承認コードを定義し、システムに追加します。通話を正常にルーティングす

るためには、ユーザ認可レベルが通話のルートパターンに指定されている認可レベル以上である

必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [強制承認コード（Forced Authorization Codes）]を選択します。

ステップ 2 [承認コード名（Authorization Code Name）]フィールドに、一意の名前を 50文字以内で入力しま
す。

この名前は、認証コードを特定のユーザまたはユーザグループに結び付けます。

ステップ 3 [承認コード（Authorization Code）]フィールドに、一意の承認コードを 16桁以内で入力します。
ユーザは、FAC有効ルートパターンを介してコールを発信するときに、このコードを入力しま
す。
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ステップ 4 [承認レベル（Authorization Level）]フィールドに、3桁の承認レベルを 0～ 255の範囲で入力し
ます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

強制承認コードの有効化, （709ページ）

強制承認コードの有効化

ルートパターンを介して強制承認コードを有効にします。

はじめる前に

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]の順に選択しま
す。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のルートパターンを更新するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし、
結果のリストからルートパターンを選択します。

•新しいルートパターンを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウで、[強制承認コードが必要
（Require Forced Authorization Code）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [認可レベル（AuthorizationLevel）]フィールドに、0～255の間で認可レベルの値を入力します。
ルーティングを成功させるには、ユーザのFACレベルをコールの設定レベルと等しいか、または
それよりも大きくする必要があります。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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クライアント識別コードと Forced Authorization Code（FAC; 強制承認
コード）の連携動作と制限事項

クライアント識別コードと強制承認コードの連携動作

表 40：クライアント識別コードと強制承認コードの連携動作

データのやり取り機能

CDRAnalysis andReporting（CAR）を使用すれば、クライアント識別コード
（CMC）、強制承認コード（FAC）、承認レベルに関するコール詳細を提
示するレポートを実行できます。

CDR分析とレポー
ト（CAR）

ほとんどの場合、システムは、ユーザがコール中にコードを入力する必要

があるCTI、JTAPI、TAPIアプリケーションに警告できます。ユーザがコー
ルを発信したり、アドホック会議を作成したり、CMC対応または FAC対
応ルートパターン経由で打診転送を実行したりする場合は、トーンの受信

後にコードを入力する必要があります。

ユーザが CMC対応または FAC対応ルートパターン経由でコールをリダイ
レクトまたはブラインド転送した場合は、トーンが流れないため、アプリ

ケーションでコードを Cisco Unified Communications Managerに送信する必
要があります。システムが適切なコードを受信すると、コールが意図した

通話相手に接続されます。システムが適切なコードを受信しなかった場合、

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、コードが見つからないことを示す
エラーをアプリケーションに送信します。

CTI、JTAPI、およ
びTAPIアプリケー
ション
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データのやり取り機能

Web Dialerは、次の方法で CMCと FACをサポートします。

•ユーザは、WD HTMLページまたは SOAP要求のダイヤルテキスト
ボックスに接続先番号を入力してから、電話機に手動で CMCまたは
FACを入力できます。

•ユーザは、WD HTMLページまたは SOAP要求のダイヤルテキスト
ボックスに、接続先番号に続けて、FACまたはCMCを入力できます。

たとえば、接続先番号が 5555、FACが 111、CMCが 222の場合は、
5555111#（FAC）、5555222#（CMC）、または5555111222#（CMCとFAC）
をダイヤルすることにより、コールを発信できます。

（注） • WebDialerは、接続先番号の検証を行いません。電話機が必
要な検証を処理します。

•ユーザがコードを入力しない場合、または誤ったコードを入
力した場合、コールは失敗します。

•ユーザが特殊文字を含むDNを使ってWebAppからコールを
発信した場合は、特殊文字を削除するとコールが正常に動作

します。SOAP UIにはこのルールは該当しません。

Cisco Web Dialer

スピードダイヤルを使用して、FAC、CMC、ダイヤル中のポーズ、追加の
桁（ユーザの内線番号、会議へのアクセスコード、ボイスメールのパスワー

ドなど）が必要な接続先に到達できます。ユーザが設定されたスピードダ

イヤルを押すと、電話機が接続先番号へのコールを確立して、指定された

FAC、CMC、ダイヤル中のポーズが挿入された追加の桁を送信します。

スピードダイヤル

と短縮スピードダ

イヤル

クライアント識別コードと強制承認コードの制限事項

表 41：クライアント識別コードと強制承認コードの制限事項

説明制約事項

H.323アナログゲートウェイではトーンを再生できないため、この種類の
ゲートウェイでは CMCや FACはサポートされていません。

アナログゲート

ウェイ
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説明制約事項

コードを入力するユーザがいないため、CMCや FACが有効になっている
ルートパターンに転送されるコールは失敗します。ユーザが [不在
（CFwdALL）]ソフトキーを押して CMCや FACがルートパターン上で有
効になっている番号を入力すると、コール転送は失敗します。

呼処理の中断を最小限に抑えるには、コール転送を設定する前に番号をテ

ストします。これを行うには、転送したい番号をダイヤルしてみます。コー

ドの入力を求められたら、その番号ではコール転送は設定できません。転

送されたコールが意図した接続先に届かないことから生じる苦情の数を削

減するために、ユーザにこの方法を勧めてください。

コール転送

SIPトランク、H.323ゲートウェイ、MGCPゲートウェイから発信されてい
るコールが、CMCまたは FACが必須のルートパターンに遭遇し、発信者
に Cisco Unified Mobilityが設定されていない場合、コールは失敗します。

Cisco Unified
Mobility

Cisco Mobilityの CMCおよび FAC機能では、Dial via Office（DVO）コール
バック番号としての代替番号はサポートされていません。DVOコールバッ
ク番号は、[モビリティアイデンティティ（Mobility Identity）]ウィンドウ
で登録されている番号である必要があります。

Dial via Officeコー
ルバック番号

CMCおよび FACは、フェールオーバーコールとは連動しません。フェールオーバー

コール

電話番号をダイヤル後、聴覚障がいのあるユーザが認証コードやクライア

ント識別コードを入力するまでに 1～ 2秒間待機する必要があります。
聴覚障がいのある

ユーザ

シスコでは、CMCや FACをローカライズしていません。CMCおよび FAC
機能は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerでサポートされているすべて
のロケールで同じデフォルトのトーンを使用します。

Cisco Mobilityでは、CMCと FACはローカライズされていま
す。

（注）

ローカリゼーショ

ン

CiscoUnifiedCommunicationsManagerではユーザにいつコードの入力を求め
ればよいかを判断できないため、CMCおよび FAC機能はオーバーラップ
送信をサポートしません。[ルートパターン設定（Route Pattern
Configuration）]ウィンドウで [強制承認コードが必須（Require Forced
Authorization Code）]や [クライアント識別コードが必須（Require Client
MatterCode）]のチェックボックスをオンにすると、自動的に [オーバーラッ
プ送信を許可（AllowOverlapSending）]のチェックボックスはオフになり、
逆もまた同様です。

オーバーラップ送

信

CMCや FACで短縮ダイヤルボタンの設定をすることはできません。シス
テムに入力を求められた場合、コードを入力する必要があります。

スピードダイヤル

ボタン
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第 45 章

カスタム電話呼出音

この章では、ユーザの Cisco Unified IP Phone用にカスタマイズされた呼出音のタイプを設定し
アップロードする方法について説明します。

• カスタム電話呼出音の概要, 713 ページ

• カスタム電話呼出音の前提条件, 714 ページ

• カスタム電話呼出音の設定タスクフロー, 714 ページ

カスタム電話呼出音の概要

カスタム電話呼出音機能では、カスタム電話呼出音を作成し、カスタマイズしたファイルをCisco
Unified Communications Manager TFTPサーバにアップロードできます。このサーバでは、Cisco
Unified IP Phoneがこれらのファイルにアクセスできます。

Cisco Unified IP Phoneには、Chirp1と Chirp2という 2つのデフォルト呼び出し音タイプが付属し
ており、これらはハードウェアに内蔵されています。また、CiscoUnifiedCommunicationsManager
では次のファイルを電話にアップロードできます。

PCMファイル

Cisco Unified Communications Managerには、一連の追加の電話呼び出し音がデフォルトで付
属しており、これらはパルス符号変調（PCM）オーディオファイルとしてソフトウェアに
実装されています。各 PCMファイルでは 1つの呼び出し音タイプが指定されます。

Ringlist.xmlファイル

Ringlist.xmlファイルには、電話で使用可能な呼び出し音オプションのリストが記述されて
います。

カスタム着信音やコールバックトーンなどのカスタマイズした PCMオーディオファイルと、変
更した Ringlist.xmlファイルを Cisco Unified Communications Managerの TFTPディレクトリにアッ
プロードできます。
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カスタム電話呼出音の前提条件

カスタム電話呼出音には次の前提条件が適用されます。

•カスタム電話呼出音をアップロードするには、Cisco TFTPサービスを実行しておく必要があ
ります。

• Cisco Unified IP Phoneとの互換性を保つには、アップロードする PCMファイルが一連のファ
イル要件を満たす必要があります。詳細については、トピックPCMファイル形式の要件, （
716ページ）を参照してください。

• Ringlist.xmlファイルは、一連の書式ガイドラインを満たす必要があります。詳細について
は、トピックRinglist.xmlファイル形式の要件, （716ページ）を参照してください。

カスタム電話呼出音の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

カスタマイズされた PCMおよび
Ringlist.xmlファイルを作成します。

カスタム電話呼出音のアップロード

の準備, （715ページ）
ステップ 1   

カスタマイズされたファイルを Cisco
Unified Communications Manager TFTPサー
バにアップロードします。

TFTPサーバへのカスタム電話呼出音
のアップロード, （715ページ）

ステップ 2   

アップロードが完了したら、Cisco TFTP
サービスを再起動します。

TFTPサービスの再起動, （716ペー
ジ）

ステップ 3   
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カスタム電話呼出音のアップロードの準備

手順

ステップ 1 変更するPCMファイルに加えて、既存のRinglist.xmlファイルをダウンロードするには、file get

tftp <tftp path> CLIコマンドを使用します。
ステップ 2 アップロードする各呼出音タイプの PCMファイルを作成します。PCMファイルの Cisco Unified

CommunicationsManagerとの互換性に関するガイドラインについては、PCMファイル形式の要件,
（716ページ）を参照してください。

ステップ 3 新しい電話の呼出音で Ringlist.xmlファイルを更新するには、ASCIIエディタを使用します。
Ringlist.xmlファイルの形式要件の詳細については、Ringlist.xmlファイル形式の要件, （716ペー
ジ）を参照してください。

次の作業

TFTPサーバへのカスタム電話呼出音のアップロード, （715ページ）

TFTP サーバへのカスタム電話呼出音のアップロード

はじめる前に

カスタム電話呼出音のアップロードの準備, （715ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]で、 [ソフトウェアのアップグレード
（Software Upgrades）] > [TFTP] > [ファイル管理（File Management）]を選択します。

ステップ 2 [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。
ステップ 3 [検索（Browse）]をクリックして、Ringlist.xmlファイルと、アップロードする PCMファイルを

選択します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。

次の作業

TFTPサービスの再起動, （716ページ）
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TFTP サービスの再起動

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityにログインして、[ツール（Tools）] > [コントロールセンタ -機能サー
ビス（Control Center - Feature Services）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスから、Cisco TFTPサービスが実行されている
サーバを選択します。

ステップ 3 Cisco TFTPサービスに対応するラジオボタンをクリックします。
ステップ 4 [再起動（Restart）]をクリックします。

PCM ファイル形式の要件
電話の呼出音の PCMファイルは、Cisco Unified IP Phoneで正常に再生するには一連の要件を満た
している必要があります。PCMファイルを作成または変更する際は、次のファイル形式要件をサ
ポートしている任意の標準音声編集パッケージをご利用ください。

• Raw PCM

•サンプリング回数：8,000回/秒。

• 1サンプルあたり 8ビット。

• μ-law圧縮

•呼出音の最大サイズ：16080サンプル

•呼び出し音のサンプル数が 240で割り切れること

•呼出音がゼロ交差で開始および終了すること

Ringlist.xml ファイル形式の要件
Ringlist.xmlファイルは、電話呼出音タイプのリストを保持した XMLオブジェクトを定義してい
ます。呼出音タイプごとに、呼出音タイプに使用されるPCMファイルへのポインタ、およびCisco
Unified IP Phoneの [呼出音タイプ（Ring Type）]メニューに表示されるテキストを記述します。

CiscoIPPhoneRinglistXMLオブジェクトは、次の簡単なタグセットを使用して情報を記述します。

<CiscoIPPhoneRinglist> <Ring>
<DisplayName/>
<FileName/>

</Ring>
</CiscoIPPhoneRinglist>

定義名については、次の規則があります。
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• DisplayNameには、関連付けられたPCMファイルのカスタム呼出音の名前を定義します。こ
の名前は、Cisco Unified IP Phoneの [呼出音タイプ（Ring Type）]メニューに表示されます。

• FileNameには、DisplayNameに関連付けるカスタム呼出音の PCMファイルの名前を指定し
ます。

DisplayNameフィールドと FileNameフィールドは、25文字以下にする必要があります。ヒント

次に、2つの電話呼出音タイプを定義した Ringlist.xmlファイルの例を示します。

<CiscoIPPhoneRinglist> <Ring>
<DisplayName>Analog Synth 1</DisplayName>
<FileName>Analog1.raw</FileName>

</Ring>
<Ring>

<DisplayName>Analog Synth 2</DisplayName>
<FileName>Analog2.raw</FileName>

</Ring>
</CiscoIPPhoneRinglist>

それぞれの電話呼出音タイプについて、必須の DisplayNameと FileNameを記述する必要があ
ります。Ringlist.xmlファイルには、呼出音タイプを 50個まで記述できます。

ヒント
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第 46 章

Music On Hold（保留音）

• 保留音の概要, 719 ページ

• 外部マルチキャストMOHからユニキャストMOHへのインターワーキング, 724 ページ

• 保留音の前提条件, 725 ページ

• 保留音設定のタスクフロー, 725 ページ

• 保留音の連携動作と制限事項, 759 ページ

• 保留音のトラブルシューティング, 763 ページ

保留音の概要

オンネットとオフネットのユーザを保留にするときに、ストリーミングソースから音楽を流すに

は、統合されている保留音（MoH）機能を使用します。このソースは、保留にしたオンネットま
たはオフネットデバイスに音楽を流します。オンネットデバイスには、自動音声応答（IVR）ま
たは着呼分配機能により保留、打診転送保留、パーク転送保留にされるステーションデバイスお

よびアプリケーションが含まれます。オフネットユーザには、Media Gateway Control Protocol
（MGCP）ゲートウェイまたはSkinnyCall Control Protocol（SCCP）ゲートウェイ、Cisco IOSH.323
ゲートウェイ、および Cisco IOS Media Gateway Control Protocolゲートウェイ経由で接続するユー
ザが含まれます。Cisco IOS H.323またはMGCPゲートウェイの Foreign Exchange Station（FXS）
ポート経由で Cisco IPネットワークに接続している Cisco IP POTSフォンに対して、および Cisco
MGCPまたは SCCPゲートウェイに対しても、保留音機能が使用可能になります。

Cisco Unified Communications Managerを起動し、メディアリソースマネージャを作成します。保
留音サーバが、その保留音リソースでメディアリソースマネージャに登録します。保留音サーバ

は、保留音オーディオソースを提供し、複数のストリームに保留音オーディオソースを接続する

ソフトウェアアプリケーションです。

エンドデバイスまたは機能がコールを保留にすると、Cisco Unified Communications Managerは、
その保留にされたデバイスを保留音リソースに接続します。保留にされたデバイスが復帰すると、

そのデバイスは保留音リソースから切り離され、通常のアクティビティを再開します。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
719



発信者固有の保留音

SIPトランク経由で電話に着信する SIPコールの場合、Cisco Unified Communications Managerはさ
まざまなMOHオーディオソースを使用できます。

外部アプリケーション（Cisco Unified Customer Voice Portal（CVP）コンタクトセンターソリュー
ションなど）は、発信者 ID、着信番号、または公衆電話交換網（PSTN）からコールが着信する
場合は IVR連携動作に基づいて、最も適切なMOHオーディオソースを判別します。

詳細については、Cisco Unified Customer Voice Portalのドキュメント（http://www.cisco.com/c/en/us/
support/customer-collaboration/unified-customer-voice-portal/tsd-products-support-series-home.html）を参
照してください。

IP Voice Media Streaming Application のキャパシティの増加と MOH オーディオソース
の拡張

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationは Cisco Unified Communications Managerのインストール
時に自動でインストールされます。このアプリケーションをアクティブ化して、保留音（MoH）
機能を有効にします。

このリリースでは、MOHサーバで保留音サービスが実行中に、固有の同時MOHオーディオソー
スをサポートするために、Cisco Unified Communications Managerのキャパシティが 51から 501に
増やされました。MOHオーディオソースには 1から 501までの番号が振られ、固定MOHオー
ディオソースの番号は 51のままです。

Cisco Unified Communications Managerは VMware上での実行時に USBをサポートしないため、固
定MoHデバイスは USB MoHデバイス経由で接続するオーディオソースを使用できません。
VMwareでは固定MoHUSBデバイスの使用はサポートされません。一方、CiscoUnified Survivable
Remote Site Telephony（SRST）マルチキャストMoHを利用する導入向けには、外部のサウンドデ
バイスをプロビジョニングします。

初期グリーティングとしてのカスタムアナウンス、または音楽を聞く発信者に対して定期的に再

生されるアナウンスのいずれかまたは両方を使用するために、各MOHオーディオソースを設定
できます。Cisco Unified Communications Managerには 1つまたは複数のMOHオーディオソース
で使用可能なカスタムアナウンスが 500個用意されています。これらのアナウンスはクラスタ内
の Cisco Unified Communications Managerサーバ間での配信はされません。これらのカスタムアナ
ウンスファイルはMoHおよびアナウンスサービスを提供する各サーバにアップロードする必要
があります。また、MOHオーディオソースの各カスタム音楽ファイルも各サーバにアップロー
ドする必要があります。

サービス付きメディアデバイスのパフォーマンスへの影響

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationは、アナンシエータ（ANN）、ソフトウェア会議ブリッ
ジ、保留音（MOH）、ソフトウェアメディアターミネーションポイントの 4つのメディアデバ
イス向けのサービスとして実行します。Cisco Unified Communications Managerのサーバ上で呼処
理と共存するようにこのサービスを有効にします。このサービスを有効にする際、呼処理への影

響を避けるために必ず限定的な容量でこれらのメディアデバイスを設定します。メディアデバイ
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スのデフォルト設定はこの共存操作に基づいて定義されます。1つ以上のメディアデバイスの使
用を減らし、その他の設定を増加させることでこれらの設定を調整できます。

たとえば、ソフトウェアのメディアターミネーションポイントデバイスを使用していない場合、

SWMTP用の [実行フラグ（Run Flag）]設定を [False]にし、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）] > [Cisco IP Voice Media Streaming Appサービス（Cisco IP Voice
Media Streaming App service）] > [MTPパラメータ（MTP Parameters）]の順に選択します。そし
て、[MTPコールカウント（MTP Call Count）]設定を [メディアリソース（Media Resource）] >
[MOHサーバ（MOH Server）] > [最大半二重ストリーム（Maximum Half Duplex Streams）]設定に
追加します。コールのトラフィックによって、デフォルト設定を変更できます。ただし、サーバ

パフォーマンスのアクティビティで CPU、メモリ、I/O待機をモニタします。ユーザ数 7500人の
OVA設定を使用しているような、容量の大きなクラスタでは、コールカウントのデフォルトのメ
ディアデバイス設定を 25 %増やすことができます。

保留音のようにメディアデバイスの使用率が高くなることが予期される場合や、コールの数が多

くてより多くのメディア接続数が必要とされる場合のインストールでは、呼処理が有効になって

いない 1つ以上の Cisco Unified Communications Managerサーバで Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスを有効にします。このサービスを有効にすると、メディアデバイスの使用に
よって呼処理などのその他のサービスが受ける影響が限定的なものになります。次に、メディア

デバイスのコールの最大数の構成時の設定を増加させることができます。

Cisco Unified Communications Managerサービスと共存するように Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationを有効にした場合、呼処理のパフォーマンスに影響を与える可能性があります。保留
音やアナンシエータの容量設定をデフォルトの設定から増やす場合は、CiscoUnifiedCommunications
Managerを有効にせずにサーバで Cisco IP Voice Media Streaming Applicationを有効化することが推
奨されています。

アクティブな発信者が保留中になっているときやマルチキャストMOHのオーディオストリーム
が設定されているときは、CPUのパフォーマンスはMOHに影響されます。

表 42：一般的なパフォーマンス結果

CPU パフォーマンス設定に関する注意事項

25～ 45%（7500ユーザの OVA設定）専用のMOHサーバ、保留中のコール 1000、グ
リーティングと定期アナウンスのMOH音源
500。

25～ 45%（7500ユーザの OVA設定）専用MOHサーバとアナンシエータサーバでの
ネイティブのコールキューイング、キューに

入ったコール1000、グリーティングと定期アナ
ウンスのMOH音源500。アナンシエータでは、
最大300のグリーティングアナウンスを同時に
再生できます。

15～ 35%（7500ユーザの OVA設定）専用のMOHサーバ、保留中のコール 500、グ
リーティングと定期アナウンスのMOH音源
500。
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表 43：推奨される推定の上限数

推奨される上限数設定（Configuration）

MOH：保留中の発信者 500、MOH音源 100、
アナンシエータの発信者 48～ 64。

Cisco IP VoiceMedia StreamingApplicationが 2500
OVA上で Cisco Unified Communications Manager
と共存する場合（中程度の呼処理）。

MOH：保留中の発信者 750、MOH音源 250、
アナンシエータの発信者 250。

Cisco IP VoiceMedia StreamingApplicationが 2500
OVA上の専用サーバである場合。

MOH：保留中の発信者 500、MOH音源 250、
アナンシエータの発信者 128。

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationが
7500/10KOVA上でCiscoUnified Communications
Managerと共存する場合（中程度の呼処理）。

MOH：保留中の発信者 1000、MOH音源 500、
アナンシエータの発信者 300～ 700（MOHの
コーデックは 1つ）。

MOHコーデックが 2つの場合、アナ
ンシエータの発信者を 300に減らし
ます。

（注）

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationが
7500/10K OVA上の専用サーバである場合。

この推奨の上限数はMOHや ANNデバイス固有のものです。これらのデバイスをソフトウェ
アのメディアターミネーションポイント（MTP）や話中転送（CFB）デバイスと組み合わせ
る場合、ストリームを提供するためには上限を減らします。

（注）

キャパシティプランニングに関する設定の制限事項

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationとセルフプロビジョニング IVRサービスは、メディア
カーネルドライバを使用して Real-Time Transfer Protocol（RTP）ストリームを作成および制御し
ます。このメディアカーネルドライバのキャパシティは6000ストリームです。これらのストリー
ムにより、メディアデバイスと IVRはリソースを予約できます。

この予約は、次のキャパシティ計算に基づきます。

容量（Capacity）メディアデバイス

（[コールカウント（Call Count）]サービスパラメータ）* 3

3はエンドポイントの受信（RX）コールと送信（TX）コール、およ
び 1（.wavファイル）の合計を示します。

アナンシエータ
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容量（Capacity）メディアデバイス

（[コールカウント（Call Count）]サービスパラメータ）* 2

2は RXおよび TXエンドポイントの合計ストリーム数を示します。

ソフトウェア会議ブリッ

ジ

（[コールカウント（Call Count）]サービスパラメータ）* 2

2は RXおよび TXエンドポイントの合計ストリーム数を示します。

ソフトウェアメディア

ターミネーションポイン

ト

（（最大半二重ストリーム数）* 3）+（501 * 2 * [有効なMOHコー
デックの数]）

ここで、

•（最大半二重ストリーム数）は、MOHデバイス設定管理Web
ページの設定値です。

• 3は、RX、TX、およびグリーティングアナウンスの .wavファ
イルの合計ストリーム数を示します。

• 501は、保留音（MOH）ソースの最大数を示します。

• 2は、ミュージック .wavストリームと発生する可能性のあるマ
ルチキャスト TXストリームを示します。

• [有効なMOHコーデックの数]は、Cisco IPVoiceMedia Streaming
Applicationのサービスパラメータで有効なMOHコーデックの
数に基づいています。

Music On Hold（保留音）

(500 * 2)

500は発信者、2は RXおよび TXストリームからの合計ストリーム
数を示します。

セルフプロビジョニング

IVRサービス

したがって、MOHが最大 1000人の発信者をサポートできるようにする場合の式は、1000 * 3
+ 501 * 2 * 1 = 4002ドライバストリーム（有効なコーデックの数は 1）、および 1000 *
3 +501 * 2 * 2 = 5004（有効なコーデックの数は 2）となります。残りのデバイスの数を減
らし、セルフプロビジョニング IVRサービスを無効にして、合計予約数を 6000に制限します。
これにより、MOHデバイスが予約を実行できるようになります。また、Cisco IP Voice Media
Streaming Applicationと同じサーバでセルフプロビジョニング IVRサービスをアクティブにでき
ない場合があります。

メディアデバイスの設定がメディアデバイスドライバのキャパシティを超える場合、デバイス

ドライバに登録されているメディアデバイスが、必要なストリームリソースを最初に予約できる

ようになります。後で登録されるメディアデバイスに対しては、必要なストリームリソースより

も少ない数に制限されます。メディアデバイスを後から登録すると、一部のアラームメッセージ

がログに記録され、制限されるメディアデバイスのコール数が自動的に削減されます。
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キャパシティが 6000ストリームのメディアカーネルドライバでは、複数の同時メディアデ
バイス接続がサポートされていない可能性があります。

（注）

外部マルチキャスト MOH からユニキャスト MOH へのインターワーキ
ング

このリリースでは、Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（SRST）ルータをオーディオ
ソースとして設定できます。このルータは、マルチキャスト受信が可能なデバイスに対してマル

チキャストMOHオーディオを提供します。この方法では、Cisco Unified Communications Manager
がマルチキャストMOHオーディオを送信している場合と同様にデバイスが機能します。ただし、
ユニキャスト受信だけが可能なデバイスでは、外部MOHソース（Cisco Unified SRSTルータな
ど）から送信されるMOHオーディオは聞こえません。ユニキャスト受信のみが可能なデバイス
の例としては、公衆電話交換網（PSTN）電話機、セッションボーダーコントローラ（SBC）の
接続先、および Session Initiation Protocol（SIP）トランクなどがあります。

Cisco Unified Communications Managerのこのリリースでは、この機能が拡張され、外部オーディ
オソースからのマルチキャストMOHオーディオを受信し、ユニキャストMOHオーディオとし
て送信できるようになりました。Cisco Unified Communications Managerはこの機能を使用して、
ユニキャストMOHの受信のみが可能なデバイスに対し、マルチキャストMOHオーディオをユニ
キャストMOHとして再生します。外部MOHオーディオソースの例としては、CiscoUnifiedSRST
ルータや、マルチキャストMOHオーディオを送信できるソフトウェアなどがあります。

管理者は [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]の [保留音オーディオソー
スの設定（Music On Hold Audio Source Configuration）]ウィンドウでこの機能に関するフィールド
を設定できます。

（注） •この機能は、マルチキャスト受信可能なデバイスに対して外部オーディオソースを使用
してマルチキャストMOHオーディオを再生できる既存の機能には影響しません。

•ユニキャストメディア接続の場合、外部マルチキャストソースを使用したMOHオーディ
オソースを設定していても、Cisco Unified Communications Manager MOHサーバは初回ア
ナウンスと定期的なアナウンスを再生します。

コーデック固有の着信オーディオストリームに関する設定のヒント

必要なオーディオフィードをストリーミングするため、MOHサーバに対し、外部マルチキャス
トオーディオソース（Cisco Unified SRSTルータなど）を設定します。

Cisco Unified SRSTルータなどの外部マルチキャストオーディオソースを設定するには、[MOH
オーディオソースの設定（MOH Audio Source Configuration）]ウィンドウで [ソースの IPv4マル
チキャストアドレス（Source IPv4Multicast Address）]フィールドと [ソースのポート番号（Source
Port Number）]フィールドを設定します。
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• CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、[MOHオーディオソースの設定（MOHAudio Source
Configuration）]ウィンドウで設定した外部マルチキャスト IPアドレスとポートで、マルチ
キャストG.711μ-lawストリームをリッスンします。MOHサーバはG.711μ-lawまたはA-law、
あるいはL16 256KワイドバンドMOHコーデック間の変換を実行できます。外部マルチキャ
スト RTPストリームは、G.711 μ-lawまたは A-law、あるいは L16 256KワイドバンドMOH
コーデックのソースとして、MOHに G.711 μ-lawコーデックを使用します。G.711 A-lawお
よびワイドバンドコールの場合、Cisco Unified Communications Manager MOHサーバは、着
信 G.711 μ-lawストリームを発信 G.711 A-lawまたはワイドバンドストリームに変換してか
ら、デバイスに送信します。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、[MOHオーディオソースの設定（MOHAudio Source
Configuration）]ウィンドウで設定した外部マルチキャスト IPアドレスおよびポートの値に
4を加算したアドレスで、マルチキャストG.729 μ-lawストリームをリッスンします。たとえ
ば、239.1.1.1:16384を使用してMOHオーディオソースを設定した場合、Cisco Unified
Communications Managerは 239.1.1.1:16384で G.711 μ-lawストリームをリッスンし、
239.1.1.1:16388（ポート値に 4を加算した値）で G.729をリッスンします。MOHサーバは、
G.729コーデックの変換は実行できません。MOH G.729コーデックを使用する発信者には、
G.729またはG.729aコーデックを使用する外部マルチキャストRTPストリームが必要です。

保留音の前提条件

•コールが保留中になったときに、MOHサーバが提供する保留音（MOH）ストリームを使用
するように設定された Cisco Unified Communications Managerシステム。

•マルチキャストを設定する前に、MOHサーバと音声送信元を設定することを確認します。
固定の音声送信元を使用する場合、マルチキャストを設定する前に設定します。

保留音設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

保留音サービスを有効にします。保留音を有効にします。保留音の有効化,（727
ページ）を参照してください。

ステッ

プ 1   

ディスクまたは外部オーディオソー

スに保存されている保留音データ

保留音サーバを設定します。保留音サーバの設

定, （728ページ）を参照してください。
ステッ

プ 2   
ソースファイルから、保留音をスト

リーミングします。

MOHオーディオを設定します。保留音オーディ
オソースの設定, （733ページ）を参照し、次
のサブタスクを実行します。

ステッ

プ 3   
•保留音オーディオファイルを
アップロードし、これを保留音
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目的コマンドまたはアクション

のオーディオソースとして使用

できるようにします。

• MOHオーディオファイルをアップロード
します。保留音オーディオファイルのアッ

プロード,（733ページ）を参照してくださ
い。

•保留音ファイルを、保留音サー
バで使用できる適切な形式に変

換します。• MOHファイルを変換します。保留音ファ
イルの変換,（734ページ）を参照してくだ
さい。

•ストリーミングソースからスト
リーミングした音楽を使用し

て、オンネットとオフネットの• MOHオーディオソースを設定します。保
留音オーディオソースの設定, （735ペー
ジ）を参照してください。

ユーザを保留（エンドユーザ

ホールドまたはネットワーク保

留）にします。

ファイルストリームソースに加え

て、固定MOHオーディオソースを
設定します。

（オプション）固定MOHオーディオソースを
設定します。固定保留音オーディオソースの設

定, （741ページ）を参照してください。

ステッ

プ 4   

メディアサーバの論理グループを定

義します。

メディアリソースグループを設定します。メ

ディアリソースグループの設定,（744ページ）
を参照してください。

ステッ

プ 5   

優先されるメディアリソースグルー

プのリストを指定します。

メディアリソースグループリストを設定しま

す。メディアリソースグループリストの設定,
（745ページ）を参照してください。

ステッ

プ 6   

システムに保存されている保留音の

オーディオファイルのリストを表示

します。

MOHオーディオファイルを表示します。保留
音オーディオファイルの表示, （747ページ）
を参照してください。

ステッ

プ 7   

[クラスタセキュリティモード
（Cluster SecurityMode）]エンタープ

MOHのセキュリティを有効にします。保留音
のセキュリティの有効化,（747ページ）を参照
してください。

ステッ

プ 8   
ライズパラメータを使用して、保留

音デバイスのセキュリティを有効に

します。

Cisco Unified CommunicationsManager
クラスタまたはシステムでセキュリ

（オプション） SRTP経由で安全なMOHを有
効にします。SRTPでのセキュアな保留音の有
効化, （749ページ）を参照してください。

ステッ

プ 9   
ティを有効にすると、MOHサーバは
Cisco Unified CommunicationsManager
に SRTP対応デバイスとして登録さ
れます。

マルチキャストできるように、さま

ざまな Cisco Unified Communications
次のサブタスクを実行してマルチキャストを設

定します。

ステッ

プ 10   
Managerサービスを設定します。ユ
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目的コマンドまたはアクション

ニキャストおよびマルチキャスト

オーディオソースの詳細について

• MOHサーバのキャパシティを計画します。
保留音サーバのキャパシティプランニン

グ, （752ページ）を参照してください。 は、ユニキャストおよびマルチキャ

ストオーディオソース, （750ペー
ジ）を参照してください。

•保留音サービスパラメータを確認します。
保留音サービスパラメータの確認, （753
ページ）を参照してください。

•マルチキャスト保留音オーディオソース
または固定MOHオーディオソースを設定
します。マルチキャスト保留音オーディオ

ソース/固定MOHオーディオソースの設
定, （754ページ）を参照してください。

•マルチキャスト保留音サーバを設定しま
す。マルチキャスト保留音サーバの設定,
（754ページ）を参照してください。

•マルチキャスト対応のメディアリソース
グループを設定します。マルチキャスト対

応メディアリソースグループの設定, （
756ページ）を参照してください。

• H.323クラスタ間トランクでのマルチキャ
スト保留音を設定します。H.323クラスタ
間トランクでのマルチキャスト保留音の設

定, （757ページ）を参照してください。

必要に応じて、保留音サーバをリセッ

トまたは再起動して、変更を有効に

します。

（オプション）保留音サーバをリセットまたは

再起動します。保留音サーバのリセットまたは

再起動, （757ページ）を参照してください。

ステッ

プ 11   

選択した保留音サーバに設定を適用

します。

（オプション）保留音サーバを同期します。保

留音サーバの同期,（758ページ）を参照してく
ださい。

ステッ

プ 12   

保留音の有効化

Cisco Unified Communications Managerをインストールすると、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationが自動的にインストールされます。ただし、保留音機能を使用する場合はこの機能を
有効にする必要があります。
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インストール時に、Cisco Unified Communications Managerによって保留音のデフォルトのオー
ディオソースがインストールされて設定されます。保留音機能はデフォルトのオーディオソー

スを使用して続行できます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityで [アプリケーション（Application）] > [Serviceability Webページ
（Serviceability Webpage）]を選択し、有効なユーザ名とパスワードを入力します。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [サービスアクティベーション（Service Activation）]を選択します。
[サービスアクティベーション（Service Activation）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。
ステップ 4 [CMサービス（CM Services）]セクションで、[Cisco IP Voice Media Streaming App]チェックボッ

クスをオンにします。

保留音サービスが有効になります。

次の作業

保留音サーバの設定, （728ページ）

保留音サーバの設定

はじめる前に

•保留音の有効化, （727ページ）.

• 1つまたは複数の保留音（MOH）サーバが使用可能であることを確認します。

Cisco Unified CommunicationsManagerMOHサーバは、Cisco IP VoiceMedia Streaming Application
サービスが有効になると自動的に追加されます。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [保留音サーバ（Music On Hold Server）]を選択します。
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[保留音サーバの検索/一覧表示（Find and List Music On Hold Servers）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 2つのドロップダウンリストボックスを選択して保留音サーバを検索します。
ステップ 3 更新する保留音サーバを選択します。

[保留音（MOH）サーバの設定（Music On Hold (MOH) Server Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 [保留音（MOH）サーバの設定（MusicOnHold (MOH)ServerConfiguration）]ウィンドウの各フィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセクション

を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
データベースで保留音サーバが更新されます。サーバが更新されると、CiscoUnifiedCommunications
Managerによってメディアターミネーションポイント、会議ブリッジ、アナンシエータ、および
保留音デバイスがデータベースに追加されます。

次の作業

保留音オーディオを設定します。次の手順を実行します。

•保留音オーディオファイルのアップロード, （733ページ）

•保留音ファイルの変換, （734ページ）

•保留音オーディオソースの設定, （735ページ）

関連トピック

保留音の保留音サーバフィールド, （729ページ）

保留音の保留音サーバフィールド

説明フィールド

[デバイス情報（Device Information）]

デバイスの登録情報を表示します。登録

IPv4アドレスを表示します。IPv4アドレス（IPv4 Address）

IPv6アドレスを表示します。IPv6アドレス（IPv6 Address）

デバイスが信頼済みの場合、緑色のチェックマークが表示され

ます。

[デバイスは信頼済み（Device is
trusted）]

既存のホストサーバの IPアドレスが表示されます。[ホストサーバ（Host Server）]
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説明フィールド

MOHサーバの一意の名前を入力します。名前には最大 15文字
を含めることができます。名前には、文字、数字、スペース、

ダッシュ、ドット（ピリオド）およびアンダースコアを使用で

きます。

[保留音サーバ名（MusicOnHold
Server Name）]

MOHサーバについての説明を入力します。説明には、最大 50
文字まで使用できます。このフィールドには、アンパサンド

（&）、二重引用符（"）、角カッコ（[]）、山カッコ（<>）、
パーセント記号（%）は使用できません。

説明

保留音サーバのデバイスプールをドロップダウン矢印から選択

し、表示されるリストからデバイスプールを選択します。

[デバイスプール（Device
Pool）]

一元化された呼処理システムでコールアドミッション制御

（CAC）を実装するには、ロケーションを使用します。CACで
は、ロケーション間リンク上の音声コールとビデオコールで使

用可能な帯域幅の量を制限することで、音声品質とビデオの可

用性を調整できます。ロケーションは、このロケーションとの

間のコールに使用可能な帯域幅の合計を指定します。

ドロップダウンリストから、このMOHサーバの適切なロケー
ションを選択します。

[Hub_None]ロケーションフィールドは、このMOHサーバが
使用している帯域幅を、ロケーション機能が追跡しないことを

示します。[Phantom]ロケーションフィールドは、H.323また
は SIPプロトコルを使用するクラスタ間トランクでの正常な
CACを有効にするロケーションを示します。

新しいロケーションを設定するには、[システム（System）] >
[ロケーション（Location）]メニューオプションを使用します。

参照先

この保留音サーバがサポートするユニキャスト保留音ストリー

ムの最大数を入力します（必須フィールド）。この値は、任意

の時点でのこの保留音サーバからストリーミングされるユニ

キャスト保留音の対象となるデバイスの最大数を指定します。

有効な値の範囲は 0～ 1000です。

Maximum Half Duplex Streams

この保留音サーバがサポートするマルチキャスト保留音スト

リームの最大数を入力します（必須フィールド）。この値は、

任意の時点でこの保留音サーバからストリーミングされるマル

チキャスト保留音の対象となるデバイスの最大数を指定しま

す。有効な値の範囲は 1～ 999999です。

[最大マルチキャスト接続
（Maximum Multi-cast
Connections）]
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説明フィールド

固定オーディオソースデバイスのデバイス名を入力します。

サーバに特別なサウンドデバイスがインストールされている場

合に、このデバイスはサーバごとにオーバーライドするために

使用されます。

[固定オーディオソースデバイ
ス（FixedAudio SourceDevice）]

Cisco Unified Communications Managerによってこのメディアエ
ンドポイントとともにトラステッドリレーポイント（TRP）デ
バイスを挿入するかどうかを、ドロップダウンリストから選択

します。次の値のいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：このデバイスでの TRPの使用を無効にし
ます。

• [オン（On）]：このデバイスでの TRPの使用を有効にし
ます。

トラステッドリレーポイント（TRP）デバイスはトラステッド
リレーポイントとしてラベル付けされているメディア転送プロ

トコル（MTP）またはトランスコーダデバイスを指定します。

複数のリソースがエンドポイントに必要な場合（たとえばトラ

ンスコーダや RSVPAgent）、Cisco Unified Communications
Managerは関連付けられたエンドポイントデバイスに最も近い
TRPを選択します。

TRPとMTPの両方がエンドポイントに必要な場合は、TRPが
必須のMTPとして使用されます。

TRPとRSVPAgentの両方がエンドポイントに必要な場合、Cisco
Unified Communications Managerは、TRPとしても使用可能な
RSVPAgentを最初に検索します。

TRPとトランスコーダの両方がエンドポイントに必要な場合、
Cisco Unified Communications Managerはまず、TRPとしても指
定可能なトランスコーダを検索します。

[信頼されたリレーポイントを使
用（Use Trusted Relay Point）]

保留音サーバの実行フラグを選択するには、この必須フィール

ドを使用します。ドロップダウン矢印をクリックして [はい
（Yes）]または [いいえ（No）]を選択します。[いいえ（No）]
を選択すると、保留音サーバが無効になります。

[実行フラグ（Run Flag）]

マルチキャストオーディオソース情報
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説明フィールド

このチェックボックスをオンまたはオフにすることで、この保

留音サーバのオーディオソースのマルチキャストを有効化また

は無効化します。

このMOHサーバがマルチキャストメディアリソー
スグループに属する場合、このMOHサーバのマル
チキャストを有効化するか、（このMOHサーバを削
除するか、リストされたグループそれぞれのマルチ

キャストフィールドを変更することにより）指定さ

れたメディアリソースグループを更新するかを尋ね

るメッセージが表示されます。

（注）

[このMOHサーバのマルチキャ
ストオーディオソースを有効

にする（Enable Multicast Audio
Sources on this MOH Server）]

マルチキャストのサポートが必要な場合、このフィールドに

ベースマルチキャスト IPアドレスを入力します。有効なマル
チキャストの IPアドレスの範囲は、224.0.1.0～ 239.255.255.255
です。

224.0.1.0～ 238.255.255.255の IPアドレスは、パブ
リックマルチキャストアプリケーションのための IP
マルチキャストアドレスの予約済みの範囲に含まれ

ています。これらのアドレスを使用すると、インター

ネット上の既存のマルチキャストアプリケーション

と干渉するおそれがあります。プライベートネット

ワーク上で管理者により制御されるアプリケーション

に予約された範囲の IPアドレス（239.0.0.0～
239.255.255.255）を使用することを強くお勧めしま
す。

（注）

[ベースマルチキャスト IPアド
レス（Base Multicast IP
Address）]

マルチキャストのサポートが必要な場合、このフィールドに

ベースマルチキャストポート番号を入力します。マルチキャ

ストの有効なポート番号には、16384から 32766の範囲の偶数
の番号が含まれます。

[ベースマルチキャストポート
番号（Base Multicast Port
Number）]

ポート番号でマルチキャストをインクリメントするには、[ポー
ト番号（Port Number）]をクリックします。

IPアドレスでマルチキャストをインクリメントするには、[IP
アドレス（IP Address）]をクリックします。

ファイアウォールが設定されている場合にマルチキャ

ストを使用するには、IPアドレスをインクリメント
する方法を優先的に使用します。これにより各マル

チキャストオーディオソースの IPアドレスが一意に
なり、ネットワークの飽和状態を回避できます。

（注）

[マルチキャストのインクリメン
ト（Increment Multicast on）]

選択したマルチキャストオーディオソース
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説明フィールド

このフィールドは、特定のマルチキャストオーディオソース

と関連付けられた保留音オーディオストリーム番号を指定しま

す。マルチキャストを許可するように定義されたオーディオ

ソースのみ表示されます。

番号

このフィールドは、マルチキャストを許可するように定義され

たオーディオソースの名前を指定します。

[オーディオソース名（Audio
Source Name）]

各マルチキャストオーディオソースに対して、マルチキャス

トパケットが通過するルータホップの最大数を入力します。

有効な値の範囲は 1～ 127です。

値が大きいと、ネットワークが飽和状態になるおそ

れがあります。このフィールドは、パケット存続時

間と呼ばれることもあります。

（注）

[最大ホップ（Max Hops）]

保留音オーディオソースの設定

保留音オーディオファイルのアップロード

オーディオファイルをアップロードすると、そのオーディオファイルを保留音のオーディオソー

スとして使用できるようになります。[メディアリソース（Media Resources）] > [保留音のオー
ディオソース（Music On Hold Audio Source）]メニューオプションを使用して新しいオーディオ
ソースを追加すると、新しく追加されたオーディオファイルを [MOHオーディオソースファイ
ル（MOH Audio Source File）]ドロップダウンリストで使用できるようになります。

保留音のオーディオソースファイルを各MOHサーバにアップロードする必要があります。（注）

はじめる前に

保留音サーバの設定, （728ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]にログインし、[メディアリソース
（Media Resources）] > [MOHオーディオファイルの管理（MOH Audio File Management）]の順に
選択します。

[保留音のオーディオファイルの管理（Music On Hold Audio FileManagement）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。
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[ファイルのアップロード（Upload File）]ポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 3 オーディオファイルを指定するファイルへのパスを知っている場合、そのパスを[ファイル（File）]
フィールドに入力します。パスとファイル名を知らない場合には、[ファイル（File）]フィールド
右側の [参照（Browse）]をクリックしてオーディオファイルを検索します。オーディオファイ
ルを見つけた後、使用するオーディオファイルをクリックしてから、[開く（Open）]をクリック
します。

選択したオーディオファイルへのパスが、[ファイルのアップロード（Upload File）]ポップアッ
プウィンドウの [ファイル（File）]フィールドに表示されます。

ステップ 4 指定したオーディオファイルをアップロードするには、[アップロード（Upload）]をクリックし
ます。

オーディオファイルがアップロードされた後、[アップロード結果（Upload Result）]ウィンドウ
にアップロードの結果が表示されます。

アップロードする手順を実行すると、ファイルは Cisco Unified Communications Manager
サーバにアップロードされ、オーディオ変換が実行されて、MoHのための指定コーデッ
クのオーディオファイルが作成されます。元のファイルサイズによっては、処理が完

了するまで数分かかることがあります。

（注）

MOHサーバにオーディオソースファイルをアップロードする場合、ファイルは 1つの
MOHサーバのみにアップロードされます。各サーバの [Cisco Unified CMの管理（Cisco
UnifiedCommunicationsManagerAdministration）]を使用して、クラスタ内の各MOHサー
バにオーディオソースファイルをアップロードする必要があります。MOHオーディオ
ソースファイルは、クラスタ内の他のMOHサーバには自動で反映されません。

（注）

ステップ 5 （オプション） [閉じる（Close）]をクリックして、[アップロード結果（Upload Result）]ウィン
ドウを閉じます。

次の作業

•保留音ファイルの変換, （734ページ）

•保留音オーディオソースの設定, （735ページ）

保留音ファイルの変換

音声ソースファイルをインポートすると、Cisco Unified Communications Managerがファイルを処
理し、保留音サーバでの使用に適した形式にファイルを変換します。

次に音声ソースファイルの有効な入力形式の例を挙げます。

• 16ビット PCM .wavファイル

•ステレオまたはモノラル

• 48 kHz、44.1 kHz、32 kHz、16 kHz、8 kHzのサンプルレート
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はじめる前に

保留音オーディオファイルのアップロード, （733ページ）

次の作業

•保留音オーディオソースの設定, （735ページ）

保留音オーディオソースの設定

保留音オーディオソースを追加または更新したり、既存のオーディオソースをオーディオスト

リーム番号に関連付けたり、新しいカスタムオーディオソースをアップロードしたりするには、

次の手順を実行します。

新しいバージョンのオーディオソースファイルが使用可能な場合は、新しいバージョンを使

用するために更新手順を実行します。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [保留音オーディオソース（Music On Hold Audio Source）]を選択します。
[保留音オーディオソースの検索/一覧表示（Find and List Music On Hold Audio Sources）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力して既存のオーディオソースを更新します。データベースのすべてのレコードを

一覧表示するには、ダイアログボックスが空であることを確認します。[検索（Find）]をクリッ
クします。

ステップ 3 新しい保留音オーディオソースを追加するには [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 4 [保留音オーディオソースの設定（Music On Hold Audio Source Configuration）]ウィンドウの各

フィールドを設定します。
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（注） •オーディオストリーム番号については、まだプロビジョニングされていない使用可
能なMOHソース番号のリストから選択します。[MOH固定オーディオソース（MOH
Fixed Audio Source）]メニューでオーディオソース番号 51をプロビジョニングで
きます。

• [MOHオーディオソースファイル（MOHAudio Source File）]ドロップダウンリス
トに、アップロードされ、MOHオーディオストリーム番号への割り当てに使用で
きるすべてのMOHソースファイルが表示されます。

• MOHオーディオソース名は、このMOHオーディオソース番号の説明を提供する
ために使用できます。

•初期アナウンスの使用は任意であり、ドロップダウンリストには使用可能なアナウ
ンスが表示されます。[アナウンス（Announcements）]メニューを使用して、新し
いカスタムグリーティングアナウンスを追加したり、アナウンスに関連付けられ

た .wavオーディオファイルを変更したりできます。

•ネイティブコールキューイング機能でMOHオーディオソースを使用する必要が
ある場合は、ハントメンバーへのルーティングの前に再生されるように初期アナウ

ンスを設定できます。アナンシエータを使用することにより、ネイティブコール

キューイング機能で [ハントメンバーへのルーティングの前に再生（Played before
routing to Hunt Member）]オプションを使用します。初期アナウンスを設定するた
めに [コールがキューに入れられると再生（Play when call is queued）]オプションを
選択する場合、またはネイティブコールキューイングでMOHオーディオソース
を使用しない場合は、発信者がキューに入れられるか保留状態にされると、MOH
デバイスによってキューに入れられた発信者または保留状態にされた発信者に対し

て初期アナウンスが再生されます。

•発信者がMOHオーディオソースファイルを聴いている間に定期的に再生される
アナウンスを選択するには、[定期的アナウンス（PeriodicAnnouncement）]オプショ
ンを使用します。

•複数の言語のアナウンスをプロビジョニングしている場合は、[ロケールアナウン
ス（Locale Announcement）]設定を使用してアナウンスに使用する言語を選択しま
す。MOHオーディオソースは、1つの言語（ロケール）のみをサポートします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ウィンドウ下部のリストボックスには、新しい保留音オーディオソースが表示されます。[MOH
オーディオソースファイルのステータス（MOHAudio Source File Status）]ペインには、追加され
たソースのMOHオーディオ変換ステータスが表示されます。

保留音のオーディオソースフィールド

説明フィールド

保留音のオーディオソース情報
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説明フィールド

このMOHオーディオソースのストリーム番号を選択する
には、このフィールドを使用します。ドロップダウン矢印

をクリックし、リストから値を選択します。既存のMOH
オーディオソースの場合、値はMOHオーディオソース
のタイトルで表示されます。

[MOHオーディオストリーム番号
（MOH Audio Stream Number）]

このMOHオーディオソースのファイルを選択するには、
このフィールドを使用します。ドロップダウン矢印をク

リックし、リストから値を選択します。

[MOHオーディオソースファイル
（MOH Audio Source File）]

MOHオーディオソースの一意の名前を、このフィールド
に入力します。この名前には、文字、数字、スペース、

ダッシュ、ドット（ピリオド）およびアンダースコアを含

む、最大 50の有効な文字を使用できます。

[MOHオーディオソース名（MOH
Audio Source Name）]

選択したMOHオーディオソースのマルチキャストを許可
するには、このチェックボックスをオンにします。

[マルチキャストを許可（Allow
Multicasting）]

このペインには、選択したMOHオーディオソースのファ
イルに関する次の情報が表示されます。

• [InputFileName]

• [ErrorCode]

• [ErrorText]

• [DurationSeconds]

• [DiskSpaceKB]

• [LowDateTime]

• [HighDateTime]

• [OutputFileList]

• [MOHオーディオ変換の完了日（MOH Audio
Translation completion date）]

[OutputFileList]には ULAW、ALAW、G.729お
よびワイドバンドWAVファイルと、ステータ
スオプションについての情報が含まれます。

（注）

[MOHオーディオソースファイル
ステータス（MOH Audio Source File
Status）]

アナウンスの設定
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説明フィールド

ドロップダウンリストから最初のアナウンスを選択しま

す。

最初のアナウンスを持たないMOHを選択する
には、[選択なし（Not Selected）]オプションを
選択します。

（注）

[詳細表示（ViewDetails）]リンクをクリックすると、次の
ような最初のアナウンス情報を参照できます。

• [アナウンス ID（Announcement Identifier）]

•説明

• [デフォルトのアナウンス（Default Announcement）]

（注） •オーディオソースの [マルチキャストを許
可（AllowMulti-casting）]“ ”のチェックがオ
フで、[再生される最初のアナウンス（Initial
Announcement Played）]“ ”が [キューされた
コールのみ（Only for queued calls）]に設定
されている場合のみ、MOHサーバによって
再生されます。

• [マルチキャストを許可（Allow
Multi-casting）]“ ”のチェックがオンになっ
ているか、[再生される最初のアナウンス
（Initial Announcement Played）]“ ”が [常時
（Always）]に設定されている場合、ANN
によって再生されます。

[最初のアナウンス（Initial
Announcement）]

次のうち1つを選択して、最初のアナウンスを再生するタ
イミングを決定します。

• [ハントメンバーへのルーティング前にアナウンスを
再生（Play announcement before routing to Hunt
Member）]

• [コールがキューに入る場合アナウンスを再生（Play
announcement if call is queued）]

[再生される最初のアナウンス（Initial
Announcement Played）]
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説明フィールド

定期アナウンスをドロップダウンリストから選択します。

定期アナウンスを持たないMOHを選択するに
は、[選択なし（Not Selected）]オプションを選
択します。

（注）

[詳細表示（ViewDetails）]リンクをクリックすると、次の
ような定期アナウンスの情報を参照できます。

• [アナウンス ID（Announcement Identifier）]

•説明

• [デフォルトのアナウンス（Default Announcement）]

MOHサーバは、他の設定に関係なく常に定期ア
ナウンスを再生します。

（注）

[定期アナウンス（Periodic
Announcement）]

定期アナウンスの間隔を指定する値（秒単位）を入力しま

す。有効な値は 10～ 300です。デフォルト値は 30です。
[定期アナウンスの間隔（Periodic
Announcement Interval）]

[アナウンスのロケール（LocaleAnnouncement）]は、イン
ストールされたロケールインストールパッケージによっ

て異なります。

（注） • MOHが再生する音声ガイダンスは、[アナ
ウンスのロケール（LocaleAnnouncement）]
の設定を使用します。

• ANNが再生する音声ガイダンスは、発信者
のユーザロケールを使用します。

[アナウンスのロケール（Locale
Announcement）]

MOHオーディオソース
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説明フィールド

このリストボックスには、追加するMOHオーディオソー
スが表示されます。MOHオーディオソースを設定するに
は、そのMOHオーディオソースのオーディオストリー
ム番号を選択します。

オーディオソース IDは、保留音サーバ内のオーディオ
ソースを示す IDです。このオーディオソースには、ディ
スク上のファイルか、ソースストリーム保留音サーバが

ストリーミングデータを取得する固定デバイスのどちら

かを含めることができます。MOHサーバは、最大で51の
オーディオソース IDをサポートできます。オーディオ
ソース IDが示す各オーディオソースは、必要に応じてユ
ニキャストおよびマルチキャストモードでストリームで

きます。

[<なし>（<None>）]を選択すると、MOHオー
ディオソースにはシステムのデフォルトである

MOHオーディオソースサービスパラメータ
（[デフォルトのネットワーク保留MOHオーディ
オソース ID（Default Network Hold MOH Audio
Source ID）]）が使用されます。

（注）

（MOHオーディオソースのリスト）
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説明フィールド

ドロップダウンリストに表示されていないMOHオーディ
オソースファイルをアップロードするには、[ファイルの
アップロード（Upload file）]をクリックします。[ファイ
ルのアップロード（UploadFile）]ウィンドウで、オーディ
オソースファイルのパスを入力するか、[参照（Browse）]
をクリックしてファイルを指定します。オーディオソー

スファイルを指定した後、[ファイルのアップロード
（Upload File）]ボタンをクリックしてアップロードを完
了します。オーディオファイルがアップロードされた後、

[アップロード結果（Upload Result）]ウィンドウにアップ
ロードの結果が表示されます。[閉じる（Close）]をクリッ
クして、このウィンドウを閉じます。

ファイルをアップロードする際、ファイルは

Cisco Unified Communications Managerサーバに
アップロードされ、オーディオ変換が実行され

て、MOHのための指定コーデックのオーディオ
ファイルが作成されます。元のファイルサイズ

によっては、処理が完了するまで数分かかるこ

とがあります。

（注）

MOHサーバにオーディオソースファイルをアッ
プロードする場合、ファイルは1つのMOHサー
バのみにアップロードされます。各サーバの

CiscoUnifiedCMの管理を使用して、クラスタ内
の各MOHサーバにオーディオソースファイル
をアップロードする必要があります。MOHオー
ディオソースファイルは、クラスタ内の他の

MOHサーバには自動で反映されません。

（注）

ファイルのアップロード（Upload
File）

固定保留音オーディオソースの設定

保留音サーバは、ファイルストリームソースに加えて、1つの固定デバイスストリームソース
をサポートします。このソースは、[固定MOHオーディオソースの設定（FixedMOHAudioSource
Configuration）]ウィンドウで設定する固定オーディオソースのことです。この固定オーディオ
ソースは、ローカルコンピュータのオーディオドライバを使用する固定デバイスから送信されま

す。

クラスタごとに、1つの固定オーディオソースを定義できます。各MOHサーバのクラスタごと
に設定される固定オーディオソースを設定する必要があります。設定を実行するには、固定オー

ディオソースを提供するクラスタの各MOHサーバの USBポートに Cisco USB MOHサウンドア
ダプタ（別途発注が必要）を接続します。
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仮想サーバでは、固定保留音デバイスは USB経由で接続されたオーディオソースを指定でき
ません。これは、Cisco Unified Communications Managerが VMware上で実行されている場合に
は USBをサポートしないためです。ただし、内部保留音は VMware上でサポートされます。

（注）

はじめる前に

保留音オーディオを設定します。次の手順を実行します。

•保留音オーディオファイルのアップロード, （733ページ）

•保留音ファイルの変換, （734ページ）

•保留音オーディオソースの設定, （735ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [オーディオソース（Audio Source）]の順に選択します。
[固定MOHオーディオソースの設定（Fixed MOHAudio Source Configuration）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 [固定MOHオーディオソースの設定（Fixed MOH Audio Source Configuration）]ウィンドウの各
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、関連項目のセク

ションを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

メディアリソースグループの設定, （744ページ）

関連トピック

保留音の固定保留音オーディオソースフィールド, （742ページ）

保留音の固定保留音オーディオソースフィールド

説明フィールド

固定MOHオーディオソース情報（Fixed MOH Audio Source Information）

このフィールドには、この固定MOHオーディオソースのスト
リーム番号が表示されます。

ソース ID（Source ID）
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説明フィールド

固定MOHオーディオソースの一意の名前をこのフィールドに
入力します。名前は最大 50文字です。有効な文字は、英字、数
字、スペース、ダッシュ、ドット（ピリオド）、およびアンダー

スコアです。

仮想サーバでは、固定保留音デバイスはUniversalSerial
Bus（USB）経由で接続されたオーディオソースを指
定できません。これは、Cisco Unified Communications
Managerが VMware上で実行されている場合には USB
をサポートしないためです。内部保留音はVMware上
でサポートされます。

（注）

[名前（Name）]

この固定MOHオーディオソースがマルチキャスティングを許
可するように指定する場合に、このチェックボックスをオンに

します。

マルチキャストを許可（Allow
Multi-casting）

この固定MOHオーディオソースを有効にするには、このチェッ
クボックスをオンにします。

有効（チェックした場合、名

前は必須）（Enable (If checked,
Name is required)）

保留コールおよびハントパイロットコールのアナウンスの設定（AnnouncementSettings forHeld
and Hunt Pilot Calls）

ドロップダウンリストボックスから最初のアナウンスを選択し

ます。

最初のアナウンスなしのMOHを選択するには、デフォ
ルトオプションの [未選択（Not Selected）]を選択し
ます。

（注）

以下の最初のアナウンス情報を表示するには、[詳細の表示（View
Details）]を選択します。

• [アナウンス ID（Announcement Identifier）]

•説明

• [デフォルトのアナウンス（Default Announcement）]

最初のアナウンスを完全に無効にするには、[最初のア
ナウンス（Initial Announcement）]を [未選択（Not
Selected）]に設定し、[再生された最初のアナウンス
（Initial Announcement Played）]を [キューに入ってい
るコールに対してのみ（Only for Queued Calls）]に設
定します。

（注）

[最初のアナウンス（Initial
Announcement）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択

します。

• [ハントメンバへのルーティング前にアナウンスを再生（Play
announcement before routing to Hunt Member）]

• [コールがキューに入る場合アナウンスを再生（Play
announcement if call is queued）]

キュー有効ハントパイロット

コールの最初のアナウンス

（Initial Announcement for
queuing-enabled Hunt Pilot
calls）

ドロップダウンリストから [定期アナウンス（Periodic
Announcement）]を選択します。

定期アナウンスなしのMOHを選択するには、デフォ
ルトオプションの [未選択（Not Selected）]を選択し
ます。

（注）

[詳細表示（View Details）]リンクをクリックすると、次のよう
な定期アナウンスの情報を参照できます。

• [アナウンス ID（Announcement Identifier）]

•説明

• [デフォルトのアナウンス（Default Announcement）]

[定期アナウンス（Periodic
Announcement）]

定期アナウンスの間隔を指定する値（秒単位）を入力します。

有効な値は 10～ 300です。デフォルト値は 30です。
[定期アナウンスの間隔
（Periodic Announcement
Interval）]

[アナウンスのロケール（LocaleAnnouncement）]は、インストー
ルされたロケールインストールパッケージによって異なりま

す。

[アナウンスのロケール
（Locale Announcement）]

メディアリソースグループの設定

メディアリソースグループは、メディアサーバの論理グループです。必要に応じて、メディア

リソースグループを地理的な場所またはサイトに関連付けることができます。またメディアリ

ソースグループを作成して、サーバの使用状況、またはユニキャストやマルチキャストのサービ

スタイプを制御することもできます。

はじめる前に

保留音オーディオを設定します。次の手順を実行します。

•保留音オーディオファイルのアップロード, （733ページ）

•保留音ファイルの変換, （734ページ）
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•保留音オーディオソースの設定, （735ページ）

（オプション）固定保留音オーディオソースの設定, （741ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]を選択します。

ステップ 2 新しいメディアリソースグループを設定する必要がある場合、[新規追加（Add New）]をクリッ
クします。

[メディアリソースグループの設定 (Media Resource Group Configuration)]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 既存のメディアリソースグループを設定する必要がある場合、検索パラメータを入力してメディ

アリソースグループを検索します。

すべての条件に一致した記録が [メディアリソースグループの設定 (Media Resource Group
Configuration)]ウィンドウに表示されます。

ステップ 4 [メディアリソースグループの設定（Media Resource Group Configuration）]ウィンドウで、次の
フィールドを設定します。

• [名前（Name）]：メディアリソースグループの名前を入力します。

• [使用可能なメディアリソース（Available Media Resources）]：このリストから、1つまたは
複数のメディアリソースを選択します。

• [選択されたメディアリソース（Selected Media Resources）]：方向キーを使用して、マルチ
キャスト用の 1つまたは複数のメディアリソースを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
するとこのメディアリソースグループは、メディアリソースグループリスト（MRGL）のメン
バーとして設定されます。MRGLは、電話機などのデバイスに関連付けられます。

次の作業

メディアリソースグループリストの設定, （745ページ）

メディアリソースグループリストの設定

メディアリソースグループリストは、優先されるメディアリソースグループの一覧を表示しま

す。アプリケーションは、メディアリソースグループリストに定義されている優先順位に従っ

て、使用可能なメディアリソースの中から、必要なメディアリソースを選択できます。

•保留中のパーティは、Cisco Unified Communications Managerが保留音のリソースを割り当て
るために使用するメディアリソースグループリストを定義します。

•優先順位を付けたメディアリソースグループリストの選択には、次の 2つのレベルがあり
ます。
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◦レベル 2のメディアリソースグループリスト：デバイスを基本とする、より高い優先
度を提供します。このメディアリソースグループリストが定義されている場合、Cisco
Unified CommunicationsManagerはデバイスレベルでメディアリソースグループリスト
を使用します。

◦レベル 1のメディアリソースグループリスト：オプションのデバイスプールパラメー
タの、より低い優先度を提供します。Cisco Unified Communications Managerは、そのデ
バイスのデバイスレベルでメディアリソースグループリストが定義されていない場合

にのみ、デバイスプールレベルのメディアリソースグループリストを使用します。

•メディアリソースグループリストが定義されている場合、Cisco Unified Communications
Managerはシステムのデフォルトリソースを使用します。システムのデフォルトリソース
は、既存のメディアリソースグループに割り当てられていないリソースから構成されてい

ます。システムのデフォルトリソースがユニキャストであることを確認します。

はじめる前に

メディアリソースグループの設定, （744ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]を選択します。

ステップ 2 新しいメディアリソースグループリストを設定する必要がある場合、[新規追加（AddNew）]を
クリックします。

[メディアリソースグループリストの設定（Media Resource Group List Configuration）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 3 既存のメディアリソースグループリストを設定する必要がある場合、検索パラメータを入力し

てメディアリソースグループリストを検索します。

すべての条件に一致するレコードが表示されます。

ステップ 4 [メディアリソースグループリストの設定（Media Resource Group List Configuration）]ウィンドウ
で、次のフィールドを設定します。

• [名前（Name）]：メディアリソースグループリストの名前を入力します。

• [使用可能なメディアリソースグループ（Available Media Resource Groups）]：このリストか
ら、1つまたは複数のメディアリソースグループを選択します。

• [選択されたメディアリソースグループ（Selected Media Resource Groups）]：方向キーを使
用して、1つまたは複数のメディアリソースグループを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

保留音オーディオファイルの表示, （747ページ）
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保留音オーディオファイルの表示

システムに保存されている保留音（MOH）オーディオファイルを表示するには、次の手順を実行
します。

はじめる前に

メディアリソースグループリストの設定, （745ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [MOHオーディオファイルの管理（MOHAudio File Management）]を選択します。
[保留音オーディオファイルの管理（Music On Hold Audio File Management）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 各レコードの次の情報を確認します。

•チェックボックス：オーディオファイルを削除できる場合は、[ファイル名（File Name）]
列の前にチェックボックスが表示されます。

• [ファイル名（File Name）]：この列には、オーディオファイル名が表示されます。

• [長さ（Length）]：この列には、オーディオファイルの長さが分と秒の単位で表示されます。

• [ファイルステータス（FileStatus）]：この列には、オーディオファイルの次のいずれかのス
テータスが表示されます。

◦ [変換完了（Translation Complete）]：このステータスは、ファイルが正常にアップロー
ドされ、保留音オーディオソースのオーディオファイルとして使用可能になると表示

されます。

◦ [使用中（In Use）]：このステータスは、このオーディオファイルをMOHオーディオ
ソースファイルとして使用する保留音オーディオソースを追加すると表示されます。

ステータスが [使用中（In Use）]のファイルは削除できませ
ん。

（注）

次の作業

保留音のセキュリティの有効化, （747ページ）

保留音のセキュリティの有効化

クラスタ内のMOHサーバのセキュリティモードを有効化できます。[クラスタセキュリティモー
ド（Cluster Security Mode）]エンタープライズパラメータの値を選択して、保留音デバイスのセ
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キュリティが自動的に有効になるようにします。このパラメータには、次の値のいずれかを入力

します。

• 0：非セキュアを意味します。つまり、クラスタではセキュリティのない状態で電話を登録
できます。

• 1：混在を意味します。つまり、クラスタではセキュアなデバイスと非セキュアなデバイス
の両方を登録できます。

[クラスタセキュリティモード（Cluster Security Mode）]エンタープライズパラメータは、編
集不可のパラメータです。クラスタセキュリティモードを変更するには、証明書信頼リスト

（CTL）クライアントプラグインを実行する必要があります。次に、Cisco Unified
Communications Managerを再起動して、パラメータの変更を有効にする必要があります。

（注）

はじめる前に

保留音オーディオファイルの表示, （747ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [セキュリティパラメータ（Security Parameters）]セクションで、[クラスタセキュリティモード
（Cluster Security Mode）]オプションを「1」に設定します。

次の作業

（オプション） SRTPでのセキュアな保留音の有効化, （749ページ）

次のサブタスクを実行して、マルチキャストを設定します。

•保留音サーバのキャパシティプランニング, （752ページ）

•保留音サービスパラメータの確認, （753ページ）

•マルチキャスト保留音オーディオソース/固定MOHオーディオソースの設定,（754ページ）

•マルチキャスト保留音サーバの設定, （754ページ）

•マルチキャスト対応メディアリソースグループの設定, （756ページ）

• H.323クラスタ間トランクでのマルチキャスト保留音の設定, （757ページ）
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SRTP でのセキュアな保留音の有効化
Cisco Unified Communications Managerでは、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスが
拡張され、SecureReal-TimeProtocol（SRTP）をサポートするようになりました。そのため、Cisco
Unified Communications Managerクラスタまたはセキュリティシステムが有効な場合、MOHサー
バは、SRTP対応デバイスとしてCisco Unified CommunicationsManagerに登録されます。また、受
信デバイスも SRTPに対応している場合、音楽メディアは受信デバイスにストリーミングされる
前に暗号化されます。

セキュアモードでは、保留音の [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCommunicationsManager
Administration）] デバイスページに、信頼できるデバイスであることを示す緑色のチェック
ボックスと共に [デバイスは信頼できます（Device is trusted）]というメッセージが表示されま
す。

（注）

はじめる前に

保留音のセキュリティの有効化, （747ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [エン
タープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]ウィンドウで、[クラスタのセキュリティ
モード（Cluster Security Mode）]パラメータを [混合モード（Mixed Mode）]に設定します。

デバイス間のメディアストリーミングは、SRTPを介して実行されます。コールがセ
キュアな場合、Cisco Unified IP Phoneにセキュアなロックのアイコンが表示されます。
これは、コールがシグナリングおよびメディアの両方で保護されていることを示しま

す。

（注）

このパラメータは、クラスタのセキュリティモードを示します。値 0は非セキュア（電話機が非
セキュアモードで登録されていること）を示し、1は混合（クラスタがセキュアデバイスと非セ
キュアデバイスの両方の登録を許可していること）を示します。このパラメータは読み取り専用

であるため、クラスタのセキュリティモードを変更するには、CTLクライアントプラグインを実
行する必要があります。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックして、CiscoUnified CommunicationsManagerを再起動し、パラメータの
変更を有効にします。

次の作業

次のサブタスクを実行して、マルチキャストを設定します。

•保留音サーバのキャパシティプランニング, （752ページ）

•保留音サービスパラメータの確認, （753ページ）
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•マルチキャスト保留音オーディオソース/固定MOHオーディオソースの設定,（754ページ）

•マルチキャスト保留音サーバの設定, （754ページ）

•マルチキャスト対応メディアリソースグループの設定, （756ページ）

• H.323クラスタ間トランクでのマルチキャスト保留音の設定, （757ページ）

ユニキャストおよびマルチキャストオーディオソース

ユニキャスト保留音が、システムのデフォルトオプションです。ただし、必要に応じてマルチ

キャストを設定する必要があります。マルチキャストとユニキャストの両方の設定において、保

留された通話相手に対するオーディオソースの動作は同じです。各オーディオソースは一度使用

され、ストリームは内部で分割されて保留された通話相手に送信されます。この状況でのマルチ

キャストとユニキャストの唯一の違いは、データがネットワーク上でどのように送信されるかだ

けです。

表 44：ユニキャストおよびマルチキャストオーディオソースの違い

マルチキャストオーディオソースユニキャストオーディオソース

MOHサーバからマルチキャストグループの IP
アドレスに送信されるストリームで構成されま

す。MoHオーディオストリームを要求するエ
ンドポイントは、必要に応じてマルチキャスト

MoHに参加できます。

MOHサーバからMoHオーディオストリーム
を要求するエンドポイントに直接送信されるス

トリームで構成されます。

マルチキャストMoHストリームは、MOHサー
バとマルチキャストグループ IPアドレス間の、
ポイントツーマルチポイント片通話 RTPスト
リームです。

ユニキャストMoHストリームは、サーバとエ
ンドポイントデバイス間のポイントツーポイン

ト片通話 RTPストリームです。

複数のユーザに対して、MoHを提供するために
同じオーディオソースストリームを使用する

ことができます。

ユニキャストMoHは、ユーザまたは接続ごと
に別々のソースストリームを使用します。ユー

ザまたはネットワークイベントを介して保留に

なるエンドポイントデバイスが増えるにつれ

て、MoHストリームの本数も増加します。

マルチキャストユーザの場合、このアナウンス

は流されません。

MOHオーディオソースには、最初のアナウン
ス（グリーティング）で設定することができ、

ユニキャストの保留された通話相手に対して送

信されます。ユニキャストMoHユーザの場合、
このアナウンスは最初から流されます。

マルチキャストMoHでは、システムリソース
と帯域幅を節約できます。

追加のMoHストリームが生成されると、ネッ
トワークのスループットと帯域幅に対してマイ

ナスの影響を与える可能性があります。
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マルチキャストオーディオソースユニキャストオーディオソース

ネットワークがマルチキャスト対応になってい

ない状況や、エンドポイントデバイスがマルチ

キャストを処理できない状況では、問題が生じ

る可能性があります。

マルチキャストが有効ではないか、デバイスが

マルチキャストに対応していないネットワーク

では非常に有用です。

管理デバイス、IPアドレスおよびポートを含み
ます。

管理デバイスのみを含みます。

マルチキャストを許可するには、管理者は少な

くとも1つのオーディオソースを定義する必要
があります。マルチキャストの保留音サーバを

定義するには、まずマルチキャストを許可する

ようにサーバを定義します。

保留音サーバを定義するための要件はありませ

ん。

機能するためには、メディアリソースグルー

プとメディアリソースグループリストの両方

が、マルチキャスト保留音サーバを含むように

定義されている必要があります。メディアリ

ソースグループには、マルチキャスト用に設定

された保留音サーバを含める必要があります。

これらのサーバは、（MOH）[multicast]とラベ
ル付けされます。また、マルチキャストのメ

ディアリソースグループを定義する場合は、

[MoHオーディオにマルチキャストを使用する
（Use Multicast for MOH Audio）]チェックボッ
クスをオンにします。

機能するために、MOHオーディオソース、
MOHサーバまたはメディアリソースグループ
リストを設定する必要はありません。

SIPサービスパラメータのマルチキャストMoH方向属性により、CiscoUnifiedCommunications
Managerがマルチキャスト保留音（MoH）INVITEメッセージ中の Session Description Protocol
（SDP）の方向属性を、[sendOnly]に設定するか [recvOnly]に設定するかが決まります。

導入において、Cisco Unified IP Phone 7940と 7960に対して SIP電話機がリリース 8.4以前を使
用するか、Cisco Unified IP Phone 7906、7911、7941、7961、7970および 7971に対して SIP電
話機がリリース 8.1(x)以前を使用する場合、このパラメータを [sendOnly]に設定します。それ
以外の場合は、このパラメータをデフォルト値 [recvOnly]のままにします。

（注）
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マルチキャストの設定

保留音サーバのキャパシティプランニング

導入および設定されるハードウェアのキャパシティを計画し、予想されるネットワークの通話量

を確実にサポートできるようにすることが非常に重要です。MOHリソースのハードウェアキャ
パシティを知り、このキャパシティに対してマルチキャストMOHおよびユニキャストMOHの実
装を考慮する必要があります。ネットワークの通話量がこの制限を超えないようにします。MOH
セッションがこの制限に達すると、負荷が増加してMOH品質が低下し、MOHの動作が不規則に
なり、MOH機能が失われる可能性があります。

はじめる前に

•保留音のセキュリティの有効化, （747ページ）

•（オプション） SRTPでのセキュアな保留音の有効化, （749ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [保留音サーバ（Music on Hold Server）]の順に選択します。

ステップ 2 [保留音サーバの検索と一覧表示（Find and List Music On Hold Servers）] ウィンドウで、検索パラ
メータを入力して、[検索（Find）]をクリックします。
すべての条件に一致するレコードが表示されます。

ステップ 3 キャパシティを計画するMOHサーバのチェックボックスをオンにします。
[保留音（MOH）サーバの設定（Music On Hold (MOH) Server Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 [保留音（MOH）サーバの設定（Music On Hold (MOH) Server Configuration）]ウィンドウで、次の
フィールドを設定します。

• [最大半二重ストリーム（Maximum Half Duplex Streams）]：このパラメータによって、ユニ
キャストMOHに配置できるデバイス数が決定します。デフォルトでは250に設定されます。
このパラメータは、次の公式から得られる値に設定します。
(Server and deployment capacity) – ([Number of multicast MOH sources] * [Number of
enabled MOH codecs])

このパラメータの値は、プラットフォームおよび導入タイプ（混在またはスタンドアロン）

に従って設定する必要があります。

MOHストリームの最大推奨数（Cisco MCS 7815および 7825シリーズでは 250の
MOHストリーム、CiscoMCS 7835および 7845シリーズでは 500のMOHストリー
ム）について、各マルチキャストオーディオソースを 2つのMOHストリームと
してカウントします。たとえば、Cisco MCS 7835および 7845シリーズでは、3つ
のマルチキャストMOHオーディオソースと 4つのコーデックが有効な場合、476
未満のユニキャストMOHストリームが同時に生成されます（2 * 3 * 4 + 476 =
500）。

（注）
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• [最大マルチキャスト接続（MaximumMulti-castConnections）]：このパラメータによって、マ
ルチキャストMOHに配置できるデバイス数が決定します。デフォルトでは 30,000に設定さ
れます。このパラメータは、必要に応じて、すべてのデバイスをマルチキャストMOHに配
置できるような値に設定します。MOHサーバが生成できるマルチキャストストリームは有
限ですが（最大 204個）、多数の保留デバイスを各マルチキャストストリームに加えること
ができます。このパラメータは、同時にマルチキャストMOHに配置される可能性のあるデ
バイスの数、またはそれよりも大きい数に設定する必要があります。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
変更は、デバイスへのストリーミングがアイドル状態のときに実行されます。

次の作業

保留音サービスパラメータの確認, （753ページ）

保留音サービスパラメータの確認

保留音サーバとそのサービスパラメータを確認するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

保留音サーバのキャパシティプランニング, （752ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。
サーバを選択すると、[サービス（Service）]フィールドが表示されます。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストからサービスを選択します。
サーバパラメータとサービスパラメータが [サービスパラメータ設定（Service Parameter
Configuration）]ウィンドウに表示されます。

ステップ 4 サーバパラメータとサービスパラメータを確認します。

クラスタ全体のグループに含まれるパラメータを除くすべてのパラメータは、現在の

サーバにのみ適用されます。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

マルチキャスト保留音オーディオソース/固定MOHオーディオソースの設定, （754ページ）
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マルチキャスト保留音オーディオソース/固定 MOH オーディオソースの設定

マルチキャストを使用可能にするには、MOHオーディオソースまたは固定MOHオーディオソー
スでのマルチキャストを許可するように Cisco Unified Communications Managerサービスを設定し
ます。

はじめる前に

保留音サービスパラメータの確認, （753ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [保留音オーディオソース（Music On Hold Audio Source）]を選択します。

ステップ 2 検索パラメータを入力して保留音オーディオソースを検索します。

すべての条件に一致するレコードが表示されます。

ステップ 3 [保留音オーディオソースの設定（Music On Hold Audio Source Configuration）]ウィンドウで、[マ
ルチキャストを許可する（Allow Multi-casting）]チェックボックスをオンにしてマルチキャスト
を許可します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

マルチキャスト保留音サーバの設定, （754ページ）

マルチキャスト保留音サーバの設定

オーディオソースでマルチキャスト保留音（MOH）を許可したら、マルチキャスト保留音のMOH
サーバを有効にする必要があります。

マルチキャストMOHを使用する場合、マルチキャストMOHストリームをリッスンするデバイス
が同じ IPネットワーク内にないときは、IPネットワークでマルチキャストルーティングを有効
にする必要があります。マルチキャストルーティングを有効にする場合は、間違って送信された

マルチキャストパケット（特にWANリンク経由で）によってネットワークの一部でフラッディ
ングが発生する問題を回避するために注意が必要です。マルチキャストMOHパケットが不要な
インターフェイスではマルチキャストを無効にし、[最大ホップ数（Max Hops）]パラメータを使
用してください。

メディアリソースグループおよびメディアリソースグループリストを使用してメディアリ

ソースアクセス制御を実装する場合やマルチキャストMOHサーバをメディアリソースグルー
プに割り当てる場合にマルチキャストMOHを使用するには、そのメディアリソースグルー
プに関してマルチキャストMOHを有効にする必要もあります。

（注）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
754

保留音設定のタスクフロー



はじめる前に

マルチキャスト保留音オーディオソース/固定MOHオーディオソースの設定, （754ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [保留音サーバ（Music On Hold Server）]の順に選択します。

ステップ 2 検索パラメータを入力して保留音サーバを検索します。

すべての条件に一致するレコードが表示されます。

ステップ 3 [保留音（MOH）サーバの設定（Music On Hold (MOH) Server Configuration）]ウィンドウで、[こ
のMOHサーバでマルチキャストオーディオソースを有効にする（EnableMulti-cast Audio Sources
on this MOH Server）]チェックボックスをオンにします。
[基本マルチキャスト IPアドレス（BaseMulti-cast IP Address）]、[基本マルチキャストポート番号
（BaseMulti-cast Port Number）]、および [マルチキャストを増やす条件（IncrementMulti-cast On）]
の各フィールドは自動的に入力されます。これらの値は必要に応じて変更できます。

ステップ 4 （任意）[保留音（MOH）サーバの設定（Music On Hold (MOH) Server Configuration）]ウィンドウ
の次のフィールドを設定します。

•基本マルチキャスト IPアドレス（Base Multi-cast IP Address）：224.0.1.0〜 239.255.255.255
の範囲のマルチキャスト IPアドレスを入力します。

224.0.1.0～ 238.255.255.255の IPアドレスは、パブリックマルチキャストアプリ
ケーションのための IPマルチキャストアドレスの予約済みの範囲に含まれていま
す。それらのアドレスを使用すると、インターネット上の既存のマルチキャスト

アプリケーションと干渉するおそれがあります。プライベートネットワーク上で

管理者により制御されるアプリケーションに予約された範囲のIPアドレス（239.0.0.0
～ 239.255.255.255）を使用してください。

（注）

•基本マルチキャストポート番号（BaseMulti-cast Port Number）：偶数を含む、16384〜 32766
の範囲のマルチキャストポート番号を入力します。

ポート番号ではなく IPアドレスに関してマルチキャストを増やします。これによ
り、各マルチキャストオーディオソースが固有の IPアドレスを持つようになり、
ファイアウォールの状況によってネットワークが飽和ことを防止するために役立ち

ます。

（注）

•マルチキャストを増やす条件（Increment Multi-cast On）：ポート番号に関してマルチキャス
トを増やす場合は [ポート番号（Port Number）]をクリックし、IPアドレスに関してマルチ
キャストを増やす場合は [IPアドレス（IP Address）]をクリックします。

マルチキャストを許可するように設定したすべてのMOHオーディオソースは、[保留
音（MOH）サーバの設定（Music On Hold (MOH) Server Configuration）]ウィンドウの
[選択済みのマルチキャストオーディオソース（Selected Multicast Audio Sources）]セク
ションに表示されます。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

マルチキャスト対応メディアリソースグループの設定, （756ページ）

マルチキャスト対応メディアリソースグループの設定

マルチキャスト保留音（MOH）は、マルチキャスト対応MOHサーバをマルチキャスト対応メディ
アリソースグループに割り当てた場合にのみ動作します。このメディアリソースグループがメ

ディアリソースグループリストのメンバーになるように設定します。その後、メディアリソー

スグループリストを電話などのリソースに関連付けることができます。

はじめる前に

•マルチキャスト対応MOHサーバを、マルチキャストMOHが動作するマルチキャスト対応
メディアリソースグループに割り当てます。

•マルチキャスト保留音サーバの設定, （754ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で [メディアリソース（Media
Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]を選択します。

ステップ 2 メディアリソースグループを見つけるための検索パラメータを入力します。

すべての条件に一致するレコードが表示されます。

ステップ 3 [メディアリソースグループの設定（Media Resource Group Configuration）]ウィンドウで、次の
フィールドを設定します。

• [名前（Name）]：メディアリソースグループの名前を入力します。

• [使用可能なメディアリソース（Available Media Resources）]：このリストから 1つまたは複
数のメディアリソースを選択します。

• [選択されたメディアリソース（Selected Media Resources）]：方向キーを使用して、マルチ
キャスティングに使用する 1つまたは複数のメディアリソースを選択します。

ステップ 4 少なくとも 1つのマルチキャストリソースが使用できる場合、[MOH音声にマルチキャストを使
用する（Use Multi-cast for MOH Audio）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
保存すると、このメディアリソースグループは、メディアリソースグループリスト（MRGL）
のメンバーになるように設定されます。MRGLは、電話機などのデバイスに関連付けられます。

次の作業

H.323クラスタ間トランクでのマルチキャスト保留音の設定, （757ページ）
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H.323 クラスタ間トランクでのマルチキャスト保留音の設定

H.323クラスタ間トランク上のマルチキャストMOH機能を使用することで、MOHを H.323クラ
スタ間トランク（ICT）上でマルチキャストできます。

マルチキャストMOHを設定する場合は、次のガイドラインを考慮してください。

•この機能は、Terminal Capability Set（TCS）およびOLCメッセージの新規フィールドがCisco
Unified CommunicationsManager間にあるいずれかのミドルボックスを通過しない場合、機能
しません。

•この機能を使用する場合、マルチキャストMOHのフィールドを追加設定する必要はなく、
シングルトランスミッタマルチキャストをサポートするCiscoUnifiedCommunicationsManager
間にのみ適用されます。

•この機能は、デフォルトでアクティブになっています。機能を無効にするには、[H.245OLC
メッセージでマルチキャストMOHを送信（SendMulticastMOH inH.245OLCMessage）]サー
ビスパラメータの値を [False]に設定します。この値を設定することで、この機能によって
生じる可能性がある相互運用性の問題を解決できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータの設定（ServiceParameterConfiguration）]ウィンドウで、サーバとCallManager
サービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（サービス）（ClusterwideParameters (Service)）]セクションで、[H.245
OLCメッセージでマルチキャストMOHを送信（SendMulticastMOH inH.245OLCMessage）]サー
ビスパラメータの値を [True]に設定します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

保留音サーバのリセットまたは再起動

既存の保留音サーバをリセットまたは再起動するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

次のサブタスクを実行して、マルチキャストを設定します。

•保留音サーバのキャパシティプランニング, （752ページ）

•保留音サービスパラメータの確認, （753ページ）

•マルチキャスト保留音オーディオソース/固定MOHオーディオソースの設定,（754ページ）

•マルチキャスト保留音サーバの設定, （754ページ）
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•マルチキャスト対応メディアリソースグループの設定, （756ページ）

• H.323クラスタ間トランクでのマルチキャスト保留音の設定, （757ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [保留音サーバ（Music On Hold Server）]の順に選択します。

ステップ 2 リセットする保留音サーバのチェックボックスをオンにして、[リセット（Reset）]をクリックし
ます。

ポップアップウィンドウに、情報メッセージが表示されます。

ステップ 3 [再起動（Restart）]をクリックして保留音サーバを再起動するか、[リセット（Reset）]をクリッ
クして保留音サーバをリセットします。

次の作業

（オプション）保留音サーバの同期, （758ページ）

保留音サーバの同期

保留音サーバと最新の設定変更を同期するには、次の手順を実行します。この手順を実行すると、

優れた設定が、可能な限り悪影響のない方法で適用されます。たとえば、影響を受けるいくつか

のデバイスでのリセットや再起動が必要なくなる場合があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [保留音サーバ（Music On Hold Server）]の順に選択します。

ステップ 2 保留音サーバを見つけるための検索パラメータを入力して、[検索（Find）]をクリックします。
すべての条件に一致するレコードの検索結果がシステムに表示されます。

ステップ 3 同期させる保留音サーバの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内のすべての

MOHサーバを選択するには、一致するレコードのタイトルバーのチェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 4 [選択項目への設定の適用（Apply Config to Selected）]をクリックします。
ステップ 5 [OK]をクリックします。
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保留音の連携動作と制限事項

保留音の連携動作

データのやり取り機能

H.323クラスタ間トランク上のマルチキャスト
MOH機能を使用することで、MOHをH.323ク
ラスタ間トランク（ICT）上でマルチキャスト
できます。コールがクラスタ間トランク上で接

続され、片方が [保留（Hold）]キーを押すと、
MOHがクラスタ間トランク上でストリームさ
れます。マルチキャストMOHをオンにし、保
留する側とトランクがマルチキャストMOHサー
バを使用するように設定してある場合、MOH
はマルチキャストでストリームされます。この

トランク上で保留中のコールの数に関わりな

く、1つのマルチキャストMOHストリームの
みがトランク上でストリームされます。

H.323クラスタ間トランク上のマルチキャスト
保留音

MOHサーバは、ソフトウェア会議ブリッジと
メディアターミネーションポイントにより実

装されている Cisco Unified Communications
Managerのリストとフェールオーバーをサポー
トします。フェールオーバーの際、システムは

可能な場合、Cisco Unified Communications
Managerをバックアップするために接続を維持
します。

保留音セッションがアクティブな間に保留音

サーバに障害が発生すると、保留された側には

この時点から音楽が聞こえなくなります。ただ

し、この状況は通常のコール機能には影響しま

せん。

保留音のフェールオーバーとフォールバック
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データのやり取り機能

保留音を使用すると、ユーザはコールを保留に

して、ストリーミングソースから提供される音

楽を再生できます。保留音を使用すると、次の

2種類の保留が可能です。

•ユーザ保留：ユーザが保留ボタンまたは
[保留（Hold）]ソフトキーを押した場合、
この種類の保留が起動されます。

•ネットワーク保留：ユーザが転送、電話会
議、またはコールパーク機能を有効化し

た場合、この種類の保留が自動的に起動さ

れます。ダイレクトコールパークは転送

機能なので、ダイレクトコールパークに

はこの種類の保留が適用されます。ただ

し、ダイレクトコールパークは、オーディ

オソースとして、Cisco Call Managerサー
ビスパラメータである、デフォルトのネッ

トワーク保留MOHオーディオソースを使
用します。

コールパークとダイレクトコールパーク

例としては、RSVPエージェント、TRP、保留
音（MOH）、MTP、トランスコーダ、および
会議ブリッジがあります。

メディアリソースは、訪問先電話に対してロー

カルです（RSVPエージェント以外）。

Extension Mobility Cross Cluster：訪問先電話の
メディアリソース

MOHが通常の保留コールに設定されている場
合、Cisco Unified Communications Managerは復
帰したコール上でのMOHをサポートします。

保留復帰

保留音の制限事項

説明制約事項

コンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）とメディ
アターミネーションポイント（MTP）デバイスは、マルチキャス
ト保留音機能をサポートしません。CTIまたはMTPデバイスを、
CTIデバイスのメディアリソースグループリスト内のマルチキャ
ストMoHデバイスで設定する場合、コール制御の問題が起こるこ
とがあります。CTIとMTPのデバイスは、ストリーミングメディ
アのマルチキャストをサポートしません。

マルチキャスト保留音のサ

ポート
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説明制約事項

マルチキャスト保留音は、IPv4のみをサポートします。保留音の
コンポーネントである Cisco IP Voice Media Streaming Application
は、ユニキャスト保留音の IPv4および IPv6のオーディオメディ
ア接続をサポートします。マルチキャスト保留音は、IPv4のみを
サポートします。IPv6の IPアドレッシングモードのみを持つデバ
イスは、マルチキャストをサポートできません。

インターネットプロトコル

のサポート

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、メディアリソースグルー
プ内の保留音サーバに対する固定デバイス（ハードウェア）オー

ディオソースの配信をサポートしません。

固定デバイスのオーディオ

ソースの配信

G.729aコーデックは人の声を対象としているため、音楽の保留音
に使用すると適切な音質が得られないことがあります。

G.729aコーデックの不適格
音質

CiscoUnified CommunicationsManagerクラスタまたはシステムは、
Cisco Unified Computing System（UCS）サーバまたはその他のシス
コ認定サードパーティサーバの構成上での仮想展開のみをサポー

トします。MoHを外部ソースから提供するノードの場合、保留音
機能を外部ソース（USBオーディオドングル）と共に使用するこ
とはできません。

Cisco Unified Communications
Managerシステムのサポート

管理者は、マルチキャストをサポートするリソースがある場合は、

保留音サーバをユニキャストまたはマルチキャストとして指定で

きます。

マルチキャストサポート

コールがQSIGのトンネル有効SIPトランクで受信されるか転送さ
れる場合、発信者に固有のMoHはサポートされません。

発信者に固有のMoHのサ
ポート

保留音機能はMP3形式をサポートしません。MP3形式のサポート

マルチキャストMoHはH.323と SIPプロトコルとの相互運用性を
サポートしません。

H.323と SIPプロトコルとの
相互運用性

マルチキャストMoHオーディオストリームは暗号化されておら
ず、SRTPをサポートしません。

SRTPのサポート

MTPはマルチキャストストリームをサポートしません。マルチキャストストリーム

Cisco Unified Communications Managerは、マルチキャスト保留音
RTPストリームの暗号化をサポートしません。MOHオーディオの
安全性を高めたい場合、マルチキャストオーディオソースを設定

するべきではありません。

マルチキャスト保留音 RTP
ストリームの暗号化
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説明制約事項

VMware上で起動している場合、Cisco Unified Communications
ManagerはUSBをサポートしないため、USB経由で接続される保
留音の固定デバイスはオーディオソースとして指定できません。

ただし、VMwareは内部保留音をサポートします。

保留音の固定デバイス

保留音セッションがアクティブな間は、保留音サーバに障害が生

じても Cisco Unified Communications Managerは何のアクションも
取りません。

MOHサーバの障害

マルチキャストMoHを使用しているサイトでコールレッグ中に
MTPリソースが呼び出されると、Cisco Unified Communications
ManagerはマルチキャストMoHの代わりにユニキャストMoHに
フォールバックされます。

マルチキャストMOH

ユーザ識別子とネットワークMOHオーディオソース識別子をプ
ロビジョニングしない場合や、 1つまたは両方の値が無効である
場合、SIPヘッダー内の発信者に固有のMoH情報は無視されま
す。コールは保留トーンに復帰し、無効なMOHオーディオソー
スのアラームが発生します。

プロビジョニング

•ユーザとネットワークMOHオーディオソース識別子の両方
がヘッダーに存在する場合、無効な値はすべてデフォルト値

（0）に置換されます。

•両方の値がゼロであるか、唯一の値がゼロの場合、着信
INVITE内のヘッダーは無視されます。

ヘッダーの値

• SIPヘッダーでMOHオーディオソース識別子を 1つだけ指
定する場合（MOHオーディオソース識別子の値の前か後に
カンマがある場合も含む）、ユーザおよびネットワークMoH
の両方に対して同じMoH IDが使用されます。SIPトランク
は、SIPヘッダーにユーザおよびネットワークMOHオーディ
オソース識別子の両方を入力し、コール制御が両方の値を必

ず受信するようにします。

•ヘッダー内で 3つ以上のMOHオーディオソース識別子の値
がカンマで区切られている場合、最初の 2つの値が使用され
ます。後続の値は無視されます。

MOHオーディオソース名

複数の Cisco Unified Communications Managerが関連する場合、管
理者は発信者に固有のMoH設定の一貫性を維持する責任を負いま
す。

発信者に固有のMoH設定の
一貫性に関する管理者
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説明制約事項

コールセンターへの元のコール発信者は、コール全体を通じて変

更できません。

元のコール発信者

保留音情報は、SIPトランク間でのみ共有されます。MoH情報

保留音のトラブルシューティング

保留音が電話機で再生されない

問題

電話機のユーザに保留音が聞こえません。

考えられる原因

•音楽にはMoHと共に G.729aコーデックが使用されますが、十分な音声品質が提供されない
ことがあります。

• MTPリソースは、マルチキャストMoHを使用するサイトでのコールレッグで呼び出されま
す。

解決法

•保留音が再生されるデバイスの IPアドレッシングモードを確認します。デバイスの IPアド
レッシングモードが [IPv6のみ（IPv6 Only）]に設定されており、保留音がユニキャスト保
留音に設定されている場合は、デュアルスタックMTPが設定され、メディアトランスレー
ションに対して使用可能になっていることを確認します。

• MTPリソースがマルチキャストMoHを使用するサイトでのコールレッグで呼び出される場
合、発信者には保留音は聞こえません。このような状況を避けるため、マルチキャストMoH
ではなくユニキャストのMoHまたは保留トーンを設定します。
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第 47 章

セルフケアポータル

• セルフケアポータルの概要, 765 ページ

• セルフケアポータルのタスクフロー, 766 ページ

セルフケアポータルの概要

Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルから、電話の機能や設定をカスタマイズし、制
御できます。

管理者は、セルフケアポータルへのアクセスを制御します。また、ユーザがセルフケアポータ

ルにアクセスできるように、情報を提供する必要があります。

ユーザをCiscoUnified Communicationsセルフケアポータルにアクセス可能にする前に、ユーザを
標準の Cisco Unified Communications Managerエンドユーザグループに追加する必要があります。

次の情報をユーザに提供する必要があります。

•アプリケーションにアクセスするには、次のいずれかの URLを使用します。

◦ http://<server_name:portnumber>/ucmuser/（server_nameはWebサーバがインストールさ
れているホスト、portnumberはホストのポート番号です）。

◦ http://<ip address>/ucmuser/または http://<ip address>/ccmuser/（ip addressはWebサーバが
インストールされているホストです）。

•アプリケーションにアクセスするためのユーザ IDとデフォルトパスワード。

•ユーザがポータルを使用して実行できるタスクの概要。

これらの設定値は、ユーザを Cisco Unified Communications Managerのエンドユーザグループに追
加するときに入力する値と同じです。
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セルフケアポータルのタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ユーザがセルフケアポータルにアクセスできる

ようにするには、この手順を使用します。

セルフケアポータルへのアクセ

ス権の付与, （766ページ）
ステップ 1   

セルフケアポータルのデフォルトのサーバを選

択し、どの機能および設定がセルフケアポータ

セルフケアポータルの表示の設定,
（766ページ）

ステップ 2   

ル表示で有効になっているかを選択するには、

次の手順を使用します。

セルフケアポータルへのアクセス権の付与

ユーザがセルフケアポータルにアクセスできるようにするには、この手順に従います。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [エンドユー
ザ（End User）]を選択します。

ステップ 2 セルフケアポータルへのアクセスを提供するユーザを検索し、ユーザ IDのリンクをクリックし
ます。

ステップ 3 [エンドユーザ（End User）]セクションで、ユーザにパスワードと PINが設定されていることを
確認します。

通常、これらのクレデンシャルは、新しいユーザが追加されるときに入力されます。

ステップ 4 [権限情報（Permission Information）]セクションで [アクセスコントロールグループに追加（Add
to Access Control Group）]をクリックします。

ステップ 5 リストから [標準CCIMエンドユーザ（StandardCCMEndUsers）]を選択し、[グループ（Groups）]
ボックスに追加します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

セルフケアポータルの表示の設定

ユーザが有効または無効にするセルフケアポータルパラメータは、セルフケアポータルサーバの

セルフケアポータルページすべてに適用されます。
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手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理（CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration）]
で、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]を選択しま
す。

ステップ 2 [セルフケアポータル（Self Care Portal）]エリアで、ドロップダウンリストから使用可能なサーバ
のいずれかを選択して、[セルフケアポータルデフォルトサーバ（Self Care Portal Default Server）]
を設定します。

このパラメータは、組み込みのセルフケアのオプションページを表示するのに使用する Cisco
Unified CMサーバの Jabberを決定します。[なし（None）]を選択すると、Jabberはパブリッシャ
をデフォルトとします。

ステップ 3 ポータルでユーザがアクセスできるパラメータをイネーブルまたはディセーブルにします。

パラメータの詳細については、オンラインヘルプのエンタープライズパラメータセクションを

参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。
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第 48 章

緊急コールハンドラ

• 緊急コールハンドラの概要, 769 ページ

• 緊急コールハンドラの前提条件, 770 ページ

• 緊急コールハンドラタスクフロー, 770 ページ

• 緊急コールハンドラの連携動作, 779 ページ

• 緊急コールハンドラのトラブルシューティング, 782 ページ

緊急コールハンドラの概要

緊急コールハンドラにより、当該地域の条例および規制に準拠してテレフォニーネットワークで

緊急コールを管理できます。

緊急コールを発信するには次の条件を満たしている必要があります。

•発信者のロケーションに基づいて緊急コールを当該地域の公安応答局（PSAP）にルーティン
グする必要がある。

•発信者のロケーション情報を緊急オペレータの端末に表示する必要がある。ロケーション情
報は自動ロケーション情報（ALI）データベースから取得できます。

発信者のロケーションは、緊急ロケーション識別番号（Emergency Location Identification Number
（ELIN））により判別されます。ELINは、緊急コールが切断された場合や、PSAPが発信者と再
度通話する必要がある場合に、緊急コール発信者に再接続するために使用できるダイヤルイン

（DID）番号です。緊急コールは、この番号に関連付けられているロケーション情報に基づいて
PSAPにルーティングされます。

オフィスシステムなどのマルチラインの電話システムの場合、電話機を ELINグループに分類す
ることで、複数の電話機を ELINと関連付けることができます。緊急コールハンドラの ELINグ
ループは、ロケーションを示します。この ELINグループの ELINを、ALIデータベース内のロ
ケーションにマップする必要があります。
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各ロケーションには、同時緊急コールに対応するために必要な数の ELINが作成されている必要
があります。たとえば、5つの同時通報をサポートするには、ELINグループ内に 5つの ELINが
必要です。

緊急コールハンドラでは、クラスタあたり最大 100個の ELINグループがサポートされていま
す。

（注）

ELINグループを使用できる電話のタイプは次のとおりです。

• SIPおよび SCCP IPフォン

• CTIポート

• MGCPおよび SCCPアナログ電話

• H.323フォン

緊急コールハンドラの前提条件

緊急コールハンドラをネットワークに導入する前に、ALI送信プロセスをテストすることを推奨
します。サービスプロバイダーと協力して、PSAPで ALIデータを使用してご使用のネットワー
クに正常にコールバックできることをテストします。

ローカルPSAPからのELIN番号を予約します。法令や規則は場所や企業によって異なるため、こ
の機能を導入する前に、セキュリティに関するニーズと法的なニーズを調査します。

緊急コールハンドラタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified CommunicationsManager の緊急コール
ハンドラ機能を有効にします。緊急コールハンドラ

緊急コールハンドラの有効化,
（772ページ）

ステッ

プ 1   
は、基本的な緊急コール機能を提供し、スタティッ

ク設定による電話場所割り当てを使用して、限られ

た場所をサポートします。指定場所の数を増やした

り、ダイナミックに場所割り当てをしたりといった

高度な緊急コール機能が必要な場合は、Cisco
Emergency Responderをご検討ください。

特定のサイトまたは場所に対し、緊急場所（ELIN）
グループを設定します。

緊急ロケーショングループの設

定, （773ページ）
ステッ

プ 2   
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目的コマンドまたはアクション

緊急ロケーション（ELIN）グループを使用するよ
うにデバイスプールを設定します。

緊急ロケーショングループへの

デバイスプールの追加, （773
ページ）

ステッ

プ 3   

特定の緊急ロケーション（ELIN）グループを使用
するように、特定のデバイスを設定します。このデ

（オプション）緊急ロケーショ

ングループへのデバイスの追加,
（774ページ）

ステッ

プ 4   
バイスに関連付けられたデバイスプール（ELIN）
グループを使用する場合には、このセクションを無

視できます。

デバイスレベルで作成された設定は、デ

バイスプールレベルで作成されたいかな

る設定も上書きします。

（注）

ルートパターンまたはトランスレーションパター

ンの緊急ロケーション（ELIN）サービスを有効に
します。

ルートパターンとトランスレー

ションパターンの有効化, （775
ページ）

ステッ

プ 5   

緊急コールハンドラの設定により ELINを
変換する可能性があるため、発信元変換マ

スクはゲートウェイまたはトランクに設定

されません。

注意

ルートパターンまたはトランスレーショ

ンパターンいずれかの有効化が必須です

が、両方の有効化も可能です。

（注）

このセクションでは、ELINグループの情報を更新
し、新しい ELINグループに電話を追加する際に使

（オプション）ELINグループの
情報と電話の一括管理タスクを

ステッ

プ 6   
用できる一括管理タスクについて説明します。詳細実行するには、次の手順を使用

します。 については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
Administration Guide, Release 11.0(1)』を参照してく
ださい。

•緊急ロケーショングループ
情報のインポート, （776
ページ）

•緊急ロケーショングループ
情報のエクスポート, （777
ページ）

•新しい緊急ロケーショング
ループによる電話の更新,（
778ページ）
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緊急コールハンドラの有効化

Cisco Unified Communications Manager の緊急コールハンドラ機能を有効にします。緊急コールハ
ンドラは、基本的な緊急コール機能を提供し、スタティック設定による電話場所割り当てを使用

して、限られた場所をサポートします。指定場所の数を増やしたり、ダイナミックに場所割り当

てをしたりといった高度な緊急コール機能が必要な場合は、Cisco Emergency Responderをご検討
ください。

Cisco Emergency Responderなどの外部緊急コールソリューションをすでに使用している場合
は、この機能を有効にしないでください。

この機能を有効にする場合は、必ず外部のこの機能を無効にしてください。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [緊急コールハンドラ（EmergencyCallHandler）] > [緊急ロケーション設定（Emergency
Location Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [緊急ロケーション設定（Emergency Location Configuration）]ウィンドウから、以下のことを行い
ます。

•緊急コールハンドラ機能を有効にするには、 [緊急ロケーション（ELIN）サポートの有効化
（Enable Emergency Location (ELIN) Support）]チェックボックスをオンにします。デフォル
ト設定は「無効」です。これを有効にすると、この機能に関連する設定が [関連設定（Related
Settings）]ペインに表示されます。この機能を動作させるには、これらの設定を行う必要が
あります。これらの関連設定を行う方法の詳細については、次のタスクを参照してくださ

い。

•緊急コールハンドラ機能を無効にするには、 [緊急ロケーション（ELIN）サポートの有効化
（Enable Emergency Location (ELIN) Support）]チェックボックスをオフにします。

この機能を無効にすると、設定されているすべての関連する設定が削除されます。

設定されているすべての設定については、[関連設定（Related Settings）]ペインを
参照してください。

（注）

この機能を無効にすることを希望し、ELINグループに関連付けられているデバイ
スが500を超える場合、機能を無効にする前に、関連付けを500未満になるまで手
動で削除する必要があります。

（注）

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

緊急ロケーショングループの設定, （773ページ）
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緊急ロケーショングループの設定

特定のサイトまたは場所に対し、緊急場所（ELIN）グループを設定します。

はじめる前に

緊急コールハンドラの有効化, （772ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [緊急コールハンドラ（EmergencyCallHandler）] > [緊急ロケーション（ELIN）グルー
プ（Emergency Location (ELIN) Group）]を選択します。

ステップ 2 [緊急ロケーション（ELIN）グループの設定（Emergency Location (ELIN) Group Configuration）]
ウィンドウで、[名前（Name）]フィールドにグループの名前を入力します。

ステップ 3 [番号（Number）]フィールドに、公安応答局（PSAP）に登録された DID番号のプールを入力し
ます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

緊急ロケーショングループへのデバイスプールの追加, （773ページ）

緊急ロケーショングループへのデバイスプールの追加

緊急ロケーション（ELIN）グループを使用するようにデバイスプールを設定します。

はじめる前に

緊急ロケーショングループの設定, （773ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [デバイ
スプール（Device Pool）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスプールの検索と表示（Find and List Device Pools）]ウィンドウで、既存のデバイスプー
ルを追加する場合、[検索（Find）]をクリックし、リストからデバイスプールを選択します。新
しいデバイスプールを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）]ウィンドウで、[緊急ロケーション（ELIN）
グループ（Emergency Location (ELIN) Group）]ドロップダウンリストから、デバイスプールを追

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
773

緊急コールハンドラタスクフロー



加する ELINグループを選択します。新しいデバイスプールを追加する場合、そのほかの必須
フィールドを入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

緊急ロケーショングループへのデバイスの追加, （774ページ）

緊急ロケーショングループへのデバイスの追加

特定の緊急ロケーション（ELIN）グループを使用するように、特定のデバイスを設定します。こ
のデバイスに関連付けられたデバイスプール（ELIN）グループを使用する場合には、このセク
ションを無視できます。

デバイスレベルで作成された設定は、デバイスプールレベルで作成されたいかなる設定も上

書きします。

（注）

ELINグループに追加するデバイスは、そのデバイスが配置されている特定の場所を表すELIN
グループに追加する必要があります。

（注）

はじめる前に

緊急ロケーショングループへのデバイスプールの追加, （773ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

IPフォン以外のタイプの電話機を使用している場合は、そのタイプの電話機の関連設定
ページに移動します。

（注）

ステップ 2 [電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウで、既存のデバイスを追加する場合
は、[検索（Find）]をクリックし、設定するデバイスをリストから選択します。新しいデバイス
を追加する場合は、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 新しい電話機を追加する場合は、[電話機のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから追
加する電話機のタイプを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [電話機の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウで、デバイスを追加するELINグループを [緊急
ロケーション（ELIN）グループ（Emergency Location (ELIN) Group）]ドロップダウンリストから
選択します。新しいデバイスを追加する場合は、その他の必要なフィールドにも入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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次の作業

ルートパターンとトランスレーションパターンの有効化, （775ページ）

ルートパターンとトランスレーションパターンの有効化

ルートパターンまたはトランスレーションパターンの緊急ロケーション（ELIN）サービスを有
効にします。

ルートパターンまたはトランスレーションパターンいずれかの有効化が必須ですが、両方の

有効化も可能です。

（注）

はじめる前に

緊急ロケーショングループへのデバイスの追加, （774ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、次のいずれかのウィンドウを
選択してください。

•ルートパターンを有効にするには、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

•トランスレーションパターンを有効にするには、[コールルーティング（Call Routing）] >
[トランスレーションパターン（Translation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 [ルートパターンの検索と一覧（Find and List Route Patterns）]または [トランスレーションパ
ターンの検索と一覧（Find and List Translation Patterns）]のウィンドウで、[検索（Find）]をク
リックし、リストからルートパターンまたはトランスレーションパターンを選択します。

ステップ 3 [ルートパターン設定（Route Pattern Configuration）]または [トランスレーションパターン設定
（Translation Pattern）]ウィンドウで、[緊急サービス番号（Is an Emergency Services Number）]
のチェックボックスをオンにします。

緊急コールハンドラを使用し、Cisco EmergencyResponderなどその他外部の緊急コール
のソリューションを使用しない場合のみ、このチェックボックスをチェックします。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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緊急ロケーショングループと電話の一括管理

緊急ロケーショングループと電話の一括管理のタスクフロー

このセクションでは、ELINグループ情報を更新、または新しい ELINグループを追加するのに使
用できる一括管理タスクについて説明します。一括管理の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Bulk Administration Guide, Release 11.0(1)』を参照してください。

次の手順を実行する前に、緊急コールハンドラ機能が有効であることを確認します。緊急コー

ルハンドラの有効化, （772ページ）を参照してください。
（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

一括管理ツールを使用して緊急ロケーショ

ン（ELIN）グループ情報をインポートしま
す。

緊急ロケーショングループ情報のイ

ンポート, （776ページ）
ステップ 1   

一括管理ツールを使用して緊急ロケーショ

ン（ELIN）グループ情報をエクスポートし
ます。

緊急ロケーショングループ情報のエ

クスポート, （777ページ）
ステップ 2   

複数の電話を検索して、一覧表示し、新し

い緊急ロケーション（ELIN）グループを設
定します。

新しい緊急ロケーショングループに

よる電話の更新, （778ページ）
ステップ 3   

緊急ロケーショングループ情報のインポート

一括管理ツールを使用して緊急ロケーション（ELIN）グループ情報をインポートします。
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手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]から、[一括管理（BulkAdministration）]
> [インポート/エクスポート（Import/Export）] > [インポート（Import）]の順に選択します。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストから、インポートする .tarファイルの名前を選
択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [インポートの設定（Import Configuration）]セクションに、.tarファイルのすべてのコンポーネン
トが一覧表示されます。ユーザがインポートするオプションのELINグループ関連のチェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 4 ジョブをすぐに実行するか、後で実行するかを、対応するラジオボタンをクリックして選択しま

す。

ステップ 5 選択したデータをインポートするためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックし
ます。[ステータス（Status）]セクションのメッセージは、ジョブが正常に送信されたことを通知
します。

ステップ 6 このジョブをスケジュール設定したり、アクティブにしたりするには、[一括管理（Bulk
Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用し
ます。

緊急ロケーショングループ情報のエクスポート

一括管理ツールを使用して緊急ロケーション（ELIN）グループ情報をエクスポートします。

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CMAdministration）]で、[一括管理（BulkAdministration）]
> [エクスポート/インポート（Import/Export）] > [エクスポート（Export）]を選択します。

ステップ 2 [データのエクスポート（Export Data）]ウィンドウの [ジョブ情報（Job Information）]ペインで、
[Tarファイル名（Tar File Name）]フィールドに拡張子を除いた .tarファイル名を入力します。
BPSは、このファイル名を使用して設定の詳細情報をエクスポートします。

同時にエクスポートされるすべてのファイルは、まとめてバンドルされ（.tar）、サー
バからダウンロードできます。

（注）

ステップ 3 ELINグループ情報をエクスポートするには、[エクスポートするアイテムの選択（Select Items to
Export）]ペインで [ELINグループ（Elin Group）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 （任意）次の手順を実行します。

• ELINグループが設定されたデバイスプールをエクスポートするには、[デバイスプール
（Device Pools）]チェックボックスをオンにします。
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• ELINグループが設定された電話機をエクスポートするには、[電話機（Phone）]チェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 5 [ジョブの説明（JobDescripton）]フィールドに、そのジョブに関して優先する説明を入力します。
「Export Configuration」がデフォルトの説明です。

ステップ 6 対応するラジオボタンをクリックすることにより、ジョブを今すぐ実行するか後で実行するかを

選択できます。

ステップ 7 選択したデータをエクスポートするジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックします。
[ステータス（Status）]ペインのメッセージにより、ジョブが正常に送信されたことが通知されま
す。

ステップ 8 このジョブをスケジュール設定したりアクティブにしたりするには、メインメニューの [一括管
理（Bulk Administration）]の [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

新しい緊急ロケーショングループによる電話の更新

複数の電話を検索して、一覧表示し、新しい緊急ロケーション（ELIN）グループを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の更新
（Update Phone）] > [クエリ（Query）]の順に選択します。

ステップ 2 [更新する電話の検索および一覧表示（Find and List Phones To Update）]ウィンドウで、検索のパ
ラメータを設定し、[検索（Find）]をクリックします。

すべての電話を更新するには、クエリを指定せずに、[検索（Find）]をクリックしま
す。

（注）

ステップ 3 [更新する電話の検索および一覧表示（Find and List Phones To Update）]ウィンドウに選択した電
話の詳細が表示されます。[Next]をクリックします。

ステップ 4 [電話の更新（Update Phones）]ウィンドウで、[緊急ロケーション（ELIN）グループ（Emergency
Location (ELIN)Group）]のチェックボックスをオンにして、ドロップダウンリストから新規ELIN
グループを選択します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
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緊急コールハンドラの連携動作

インタラクション

データのやり取り機能

PSAPコールバックからのコールにより、接続
先デバイスのサイレント（DND）設定が上書き
されます。

DND通話拒否が有効になっている場合、トラ
ンスレーションパターンを使用して緊急番号が

ダイヤルされると、ELINがそのアウトバウン
ド緊急コールに関連付けられます。コールが切

断され、ELINが PSAPコールバックを使用し
て呼び出された場合は、その電話機の DND設
定に関係なく、コールが電話機にルーティング

されます。

サイレントコール拒否（Do Not Disturb Call
Reject）

PSAPコールバックからのコールにより、接続
先デバイスの不在転送（CFA）設定が上書きさ
れます。

電話機で CFAが有効になっており、トランス
フォーメーションパターンを使用して緊急番号

がダイヤルされると、ELINがそのアウトバウ
ンド緊急コールに関連付けられます。コールが

切断され、ELINが PSAPコールバックを使用
して呼び出された場合は、その電話機の CFA
設定に関係なく、コールが電話機にルーティン

グされます。

すべてのコールの転送

PSAPコールバックは、シングルナンバーリー
チ（SNR）設定を無視します。

電話機で SNRが有効になっており、リモート
接続先が携帯電話の番号を指している場合。ト

ランスレーションパターンを使用して緊急番号

がダイヤルされると、ELINがそのアウトバウ
ンド緊急コールに関連付けられます。コールが

切断され、ELIN番号が PSAPコールバックを
使用して呼び出されると、コールはリモート接

続先ではなく電話機にルーティングされます。

シングルナンバーリーチ（Single Number
Reach）
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データのやり取り機能

PSAPコールバックコールで Extension Mobility
（EM）ステータスが考慮されます。

EMプロファイルクレデンシャルを使用してロ
グインし、トランスフォーメーションパターン

を使用して緊急番号をダイヤルすると、ELIN
がそのアウトバウンド緊急コールに関連付けら

れます。コールが切断され、ユーザがログイン

している ELINが PSAPコールバックを使用し
て呼び出されると、コールはコールを開始した

デバイスにルーティングされます。

これは、ユーザがまだログインして

いるデバイスです。

（注）

エクステンションモビリティ（Extension
Mobility）

PSAPコールバックの実行前にユーザが EMか
らログアウトすると、PSAPコールバックが失
敗します。

EMプロファイルクレデンシャルを使用してロ
グインし、トランスフォーメーションパターン

を使用して緊急番号をダイヤルすると、ELIN
がそのアウトバウンド緊急コールに関連付けら

れます。コールが切断され PSAPコールバック
を使用して呼び出された場合、ユーザがそれ以

降にログアウトしていると、コールは開始され

たデバイスにルーティングされず失敗します。

ユーザが別のデバイスでログインした PSAP
コールバック。

ユーザが電話機 Aで EMプロファイルクレデ
ンシャルを使用してログインし、トランス

フォーメーションパターンを使用して緊急番号

をダイヤルすると、ELINがそのアウトバウン
ド緊急コールに関連付けられます。コールが切

断された場合は、ユーザが電話機Aからログア
ウトする必要があります。その後で、ユーザが

同じプロファイルを使用して別の電話機（電話

機B）にログインし、ELINがPSAPコールバッ
クを使用して呼び出されると、コールは通常の

優先順位の電話機Bにルーティングされます。
これは、CFA設定が無視され、DND設定が無
視されないことを意味します。
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データのやり取り機能

複数のログインを使用した PSAPコールバック
コール。

ユーザが電話機 Aで EMプロファイルクレデ
ンシャルを使用してログインし、トランス

フォーメーションパターンを使用して緊急番号

をダイヤルすると、ELIN番号がそのアウトバ
ウンド緊急コールに関連付けられます。コール

が切断され、ユーザが電話機Aにログインした
まま同じプロファイルを使用して別の電話機

（電話機B）にログインし、ELINがPSAPコー
ルバックを使用して呼び出されると、コールは

コールを開始したデバイスである電話機Aにの
みルーティングされます。

ローミングデバイスは、アウトバウンド緊急

コールにローミングデバイスプールのELINグ
ループを使用します。

デバイスモビリティが有効になっているデバイ

スをそのホームの場所からローミングの場所に

移動し、ローミングデバイスプールに関連付

けられるように IPサブネットを変更します。
トランスレーションパターンを使用して緊急番

号がダイヤルされると、ELINがそのアウトバ
ウンド緊急コールに関連付けられます。ELIN
は、ローミングデバイスプールに関連付けら

れた ELINグループに属しています。

デバイスモビリティ

PSAPコールバックは、回線が複数のデバイス
で共有されている場合でも、緊急コールを発信

したデバイスでのみ鳴動します。

電話機 Aと電話機 Bが電話番号（DN）を共有
します。トランスレーションパターンを使用し

て緊急番号がダイヤルされると、ELINがその
アウトバウンド緊急コールに関連付けられま

す。コールが切断され、ELINが PSAPコール
バックを使用して呼び出されると、コールは

コールを開始したデバイスである電話機Aにの
みルーティングされます。

共用回線
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緊急コールハンドラのトラブルシューティング

緊急コールハンドラのトラブルシューティングシナリオ

このセクションでは、次の分野にある緊急コールハンドラのトラブルシューティングシナリオに

ついて説明します。

•設定シナリオ

•発信コールのシナリオ

•着信コールのシナリオ

設定シナリオ

緊急コールがビジー信号を受信し、ルーティングされない

問題：

緊急コールがビジー信号を受信し、ルーティングされません。

ソリューション：

緊急コールをダイヤルしているユーザにリオーダー音が流れている場合は、以下のチェックを実

行してください。

•緊急コールのトランスレーションまたはルートパターンが使用されているかどうかを確認し
ます。これには、CSS上のデバイスまたは電話のチェックが必要な場合があります。

•緊急コールのトランスレーションまたはルートパターンの [緊急サービス番号です（Is an
Emergency Services Number）]チェックボックスがオンになっており、それがゲートウェイ
に正しくルーティングされていることを確認します。

緊急コールをダイヤルしているユーザが正しいゲートウェイまたは Public Service Answering Point
（PSAP）に到達していない場合は、電話またはデバイスの設定またはデバイスプール設定が正し
い Emergency Location（ELIN）グループを使用して設定されていることを確認します。

リオーダー音が流れている最中に緊急場所の番号が外部からダイヤルされる

問題：

リオーダー音が流れている最中に緊急場所（ELIN）の番号が外部からダイヤルされます。

原因：

このケースでは、ELINが発信者の場所を特定するために使用される DIDとして設定されていま
す。これは、どの電話機でも、他のどの目的にも使用すべきではありません。

ソリューション：
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ELINの設定情報を確認し、DIDとして設定されている ELINを設定解除してください。

発信コールのシナリオ

発信緊急コールに発信者番号が緊急ロケーション番号として含まれていない

問題：

発信緊急コールに、発信者番号が緊急ロケーション（ELIN）番号として含まれていません。

原因：

この ELINのトランスレーションパターンまたはルートパターンが正しく設定されていませんで
した。

ソリューション：

この ELINのトランスレーションパターンまたはルートパターンが正しく設定されているかどう
かを確認し、該当するトランスレーションパターンまたはルートパターンの設定ページで、[緊
急サービス番号である（Is an Emergency Services number）]チェックボックスがオンになっている
ことを確認します。

発信緊急コールに変更された緊急場所の番号が含まれる

問題：

発信緊急コールに変更された緊急場所の番号（ELIN）が含まれています。

原因：

発信トランクまたはルートリストに ELINでは必要のない余分な変換が含まれています。

ソリューション：

コールに適用された変換を確認し、発信トランクまたはルートリストに ELINに必要な変換のみ
が存在していることを確認します。

着信コールのシナリオ

着信 PSAP コールバックコールが失敗する

問題：

着信 PSAPコールバックコールが失敗します。

原因：

元の緊急コールを発信したデバイスが正しく登録されていません。

ソリューション：

元の緊急コールを発信したデバイスがまだ登録されているかどうか、すべてのエクステンション

モビリティが機能しているかどうかを確認してください。
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着信 PSAP 折り返しコールが予測どおりにルーティングされない

問題：

着信 PSAP折り返しコールが予測どおりにルーティングされません。

原因：

緊急ロケーション（ELIN）番号が元の発信者番号と一致しません。

ソリューション：

ELINに対応する元の発信者を正常に逆マッピングするには、これら2つの番号が一致する必要が
あります。すでに着信ゲートウェイまたはトランクで変換があり、有意な数字が設定されている

場合、最終的に変換された着信側が ELIN番号に一致することを確認します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
784

緊急コールハンドラのトラブルシューティング



第 49 章

エンタープライズグループ

• エンタープライズグループ, 785 ページ

• エンタープライズグループ導入モデル, 786 ページ

• エンタープライズグループの設定タスクフロー, 788 ページ

• エンタープライズグループの制限事項, 794 ページ

エンタープライズグループ

Cisco JabberユーザはMicrosoft Active Directoryのエンタープライズグループおよびセキュリティ
グループを検索して、自分の連絡先リストに追加できます。連絡先リストに既に追加されている

グループが更新された場合は、連絡先リストが自動的に更新されます。CiscoUnifiedCommunications
Managerのデータベースは、指定された間隔でMicrosoft Active Directoryグループと同期されま
す。Cisco Unified Communications Managerとグループが同期される間隔は、[LDAPディレクトリ
の設定（LDAP Directory Configuration）]ウィンドウの [LDAPディレクトリ同期スケジュール
（LDAP Directory Synchronization Schedule）]パラメータで決定します。

現在、エンタープライズグループ機能はMicrosoftActiveDirectoryサーバでのみサポートされてい
ます。ActiveDirectoryライトウェイトディレクトリサービス（ADLDS）またはその他の社内ディ
レクトリではサポートされません。

エンタープライズグループ機能が有効な状態で、Cisco Jabberユーザがグループを連絡先リストに
追加する場合、Cisco Jabberクライアントは IM and Presenceサービスノードにグループ要求を送
信します。IM and Presenceサービスノードは各グループメンバーに関する次の情報を提供しま
す。

• [表示名（Display Name）]

•ユーザ ID（User ID）

•役職（Title）

•電話番号（Phone number）

•メール ID（Mail ID）
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IM and Presenceサービスノードに割り当てられているグループメンバーのみを、連絡先リス
トに追加できます。他のグループメンバは廃棄されます。

（注）

エンタープライズグループ機能を無効にすると、Cisco Jabberユーザは、Microsoft Active Directory
グループを検索したり、自分の連絡先リストに追加済みのグループを表示したりできません。ユー

ザがログイン中にエンタープライズグループ機能を無効にすると、そのユーザがログアウトする

までグループは表示されます。ユーザが再度ログインすると、グループは表示されません。

許可されるエントリの最大数

連絡先リストで許可されるエントリの最大数は、連絡先リストのエントリ数と連絡先リストに追

加されているグループのエントリ数の合計です。

連絡先リストの最大エントリ=（連絡先リストのエントリ数）+（グループのエントリ数）

エンタープライズグループ機能を有効にすると、Cisco Jabberユーザは、連絡先リストのエントリ
数が許可される最大数に達していない場合、連絡先リストにグループを追加できます。機能が無

効な状態でエントリ数が許可される最大数を超えた場合、機能が有効になるまでエントリ数は制

限されません。この機能を有効にした後もユーザがログインしたままの場合、エラーメッセージ

は表示されません。ユーザがログアウトした後に再度ログインすると、超過しているエントリを

クリアするように求めるエラーメッセージが表示されます。

セキュリティグループ

エンタープライズグループに加え、Cisco Jabberユーザは、セキュリティグループを検索し、連
絡先リストに追加できます。この機能を設定するには、管理者がカスタマイズした LDAPフィル
タを設定し、設定された LDAPディレクトリの同期に適用する必要があります。

関連トピック

ユーザグループの表示, （790ページ）

エンタープライズグループ導入モデル

エンタープライズグループ機能は、次の 2つの導入オプションを提供します。

Cisco Intercluster Sync Agentサービス経由でデータを同期する前に、クラスタ 1とクラスタ 2
に、UserGroupレコード、UserGroupMemberレコード、UserGroupWatcherListレコードの一意
のセットが含まれていることを確認します。両方のクラスタにレコードの一意のセットが含ま

れている場合、同期後には両方のクラスタにすべてのレコードのスーパーセットが含められ

ています。

重要
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エンタープライズグループ導入モデル 1

この導入モデルでは、クラスタ 1とクラスタ 2がMicrosoft Active Directoryからの異なるユーザと
グループのサブセットを同期します。Cisco Intercluster Sync Agentサービスは、データをクラスタ
2からクラスタ 1に複製して、ユーザとグループの完全なデータベースを作成します。

図 1：エンタープライズグループ導入モデル 1

エンタープライズグループ導入モデル 2

この導入モデルでは、クラスタ 1がMicrosoft Active Directoryからのすべてのユーザとグループを
同期します。クラスタ 2は、Microsoft Active Directoryからのユーザのみを同期します。Cisco
Intercluster Sync Agentサービスは、グループ情報をクラスタ 1からクラスタ 2に複製します。
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この導入モデルを使用する場合は、1つのクラスタ内のグループデータだけが同期されている
ことを確認します。そうでない場合は、エンタープライズグループ機能が想定どおりに機能

しません。

[Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）] >
[プレゼンス（Presence）] > [クラスタ間設定（Inter-Clustering）]ウィンドウで設定を確認でき
ます。

クラスタ間ピアテーブルで [エンタープライズグループ LDAP設定（Enterprise Groups LDAP
Configuration）]パラメータのステータスを確認します。[矛盾は見つかりませんでした（No
conflict found）]は、ピア間に設定ミスがないことを意味します。矛盾が見つかった場合は、
[エンタープライズグループの矛盾（Enterprise GroupConflicts）]リンクをクリックして、表示
された [詳細（details）]ボタンをクリックします。これにより、レポートウィンドウが開い
て、詳細なレポートが表示されます。

注意

図 2：エンタープライズグループ導入モデル 2

エンタープライズグループの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco JabberユーザがMicrosoft Active Directoryの
グループを検索して自分の連絡先リストに追加で

きるようにするには、次のタスクを実行します。

エンタープライズグループの

有効化, （789ページ）
ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）CiscoUnified CommunicationsManagerデー
タベースと同期しているMicrosoft Active Directory
ユーザグループを表示します。

ユーザグループの表示, （790
ページ）

ステップ 2   

（任意）Cisco Jabberユーザがセキュリティグルー
プを検索して自分の連絡先リストに追加できるよ

うにするには、次のタスクフローを完了します。

セキュリティグループの有効

化, （791ページ）
ステップ 3   

エンタープライズグループの有効化

[エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameter Configuration）]ウィンドウにある [Cisco
IM and Presenceでのディレクトリグループの操作（Directory Group Operations on Cisco IM and
Presence）]エンタープライズパラメータを使用することによって、エンタープライズグループ機
能を有効化または無効化できます。エンタープライズグループ機能を有効にするには、次の手順

を実行します。

はじめる前に

Cisco DirSyncサービスが有効になっていることを確認します。サービスの有効化の方法について
は、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]の順に選択します。
[エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 2 [ユーザ管理パラメータ（User Management Parameters）]セクションにある [Cisco IM and Presence
でのディレクトリグループの操作（Directory GroupOperations on Cisco IM and Presence）]のドロッ
プダウンリストから、[有効化（Enabled）]を選択します。

ステップ 3 （オプション）[エンタープライズグループの同期モード（Syncing Mode for Enterprise Groups）]
ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

• [なし（None）]：このオプションを選択した場合、Cisco Intercluster Sync Agentサービスは、
IM and Presenceサービスクラスタ間でエンタープライズグループおよびグループメンバー
シップレコードを同期しません。

• [差分同期（Differential Sync）]：これはデフォルトオプションです。このオプションを選択
した場合、リモート IM and Presenceサービスクラスタのすべてのエンタープライズグルー
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プおよびグループメンバーシップレコードを同期した後、後続の同期では前回の同期以降

に更新されたレコードだけを同期します。

• [完全同期（Full Sync）]：このオプションを選択した場合、リモート IMおよび Presenceサー
ビスクラスタのすべてのエンタープライズグループおよびグループメンバーシップレコー

ドを同期した後、後続の同期では毎回すべてのレコードを同期します。

Cisco Intercluster Sync Agentサービスが 24時間以上実行されていない場合、エンタープ
ライズグループおよびグループメンバーシップレコード全体の同期が確実に実行され

るために、[完全同期（Full Sync）]オプションを選択することを推奨します。Cisco
Intercluster SyncAgentが約 30分間実行されて、すべてのレコードが同期された後は、後
続の同期について [差分同期（Differential Sync）]オプションを選択します。パラメータ
値を [完全同期（FullSync）]に長時間設定したままにすると、CPU使用率が非常に高く
なる可能性があるため、[完全同期（Full Sync）]オプションは業務時間外に使用するこ
とを推奨します。

（注）

ステップ 4 （オプション）Microsoft Active Directoryグループが Cisco Unified Communications Managerと同期
される時間間隔を設定するには、[LDAPディレクトリの設定（LDAP Directory Configuration）]
ウィンドウの [LDAPディレクトリ同期スケジュール（LDAP Directory Synchronization Schedule）]
パラメータを設定します。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 （オプション）[プレゼンス情報に使用できる最大エンタープライズグループサイズ（Maximum
Enterprise Group Size to allow Presence Information）]フィールドに、各グループに含められる最大
ユーザ数の値を入力します。1～ 200ユーザの範囲で指定できます。デフォルト値は 100ユーザ
です。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザグループの表示

次の手順を使用して、CiscoUnifiedCommunicationsManagerデータベースに同期するActiveDirectory
ユーザグループを表示できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] >
[ユーザグループ（User Group）]の順に選択します。
[ユーザグループの検索/一覧表示（Find and List User Group）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
検索基準に一致するユーザグループのリストが表示されます。

ステップ 3 ユーザグループに属するユーザのリストを表示するには、必要なユーザグループをクリックしま

す。

[ユーザグループの設定（User Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
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検索基準に一致するユーザのリストが表示されます。

リスト内のユーザをクリックすると、[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンド
ウが表示されます。

セキュリティグループの有効化

Cisco Jabberユーザが自分の連絡先リストにセキュリティグループを追加できるようにするには、
次のオプションのタスクを完了して、LDAPディレクトリの同期にセキュリティグループを追加
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ディレクトリグループとセキュリティグルー

プの両方をフィルタリングする LDAPフィル
タを作成します。

セキュリティグループフィルタの

作成, （791ページ）
ステップ 1   

設定した LDAPディレクトリの同期に新しい
LDAPフィルタを追加します。

LDAPディレクトリからのセキュ
リティグループの同期,（792ペー
ジ）

ステップ 2   

既存のサービスプロファイルを更新して、そ

のサービスプロファイルに関連付けられてい

セキュリティグループのための

Cisco Jabberの設定, （793ページ）
ステップ 3   

るCisco Jabberユーザがセキュリティグループ
を検索および追加できるようにアクセスを提供

します。

セキュリティグループフィルタの作成

セキュリティグループをフィルタリングする LDAPフィルタを作成します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [LDAP]
> [LDAPフィルタ（LDAP Filter）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [フィルタ名（Filter Name）]ボックスに一意の名前を入力します。たとえば、syncSecurityGroups

です。

ステップ 4 [フィルタ（Filter）]ボックスに (&(objectClass=group)(CN=*))と入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

LDAPディレクトリからのセキュリティグループの同期, （792ページ）

LDAP ディレクトリからのセキュリティグループの同期

セキュリティグループフィルタを LDAPディレクトリの同期に追加し、新しい同期を実行しま
す。

この手順は、 LDAPディレクトリの同期をすでに設定していることを前提とします。新しい
LDAPディレクトリ同期を設定する方法の詳細については、『System Configuration Guide for
Cisco Unified Communications Manager』の「Import Users from LDAP Directory」の章を参照して
ください。

（注）

はじめる前に

セキュリティグループフィルタの作成, （791ページ）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1) に関する機能構成ガイド
792

エンタープライズグループの設定タスクフロー



手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [LDAP（LADP）] > [LDAPディレクトリ
（LDAP Directory）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、同期されるセキュリティグループから LDAPディレクトリを選
択します。

ステップ 3 [グループの LDAPカスタムフィルタ（LDAP Custom Filter for Groups）]ドロップダウンリスト
ボックスから、作成したセキュリティグループフィルタを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 5 [完全同期を今すぐ実施（Perform Full SyncNow）]をクリックして、すぐに同期します。これを行

わない場合には、セキュリティグループはスケジュールされた LDAP同期が次に発生した際に同
期されます。

次の作業

セキュリティグループのための Cisco Jabberの設定, （793ページ）

セキュリティグループのための Cisco Jabber の設定

既存のサービスプロファイルを更新し、そのサービスプロファイルに関連付けられている Cisco
Jabberユーザが LDAPディレクトリからその連絡先リストにセキュリティグループを追加できる
ようにします。

新しいサービスプロファイルを設定し、それらを Cisco Jabberユーザに割り当てる方法の詳細
については、『SystemConfigurationGuide forCiscoUnifiedCommunicationsManager』の「Configure
Service Profiles」の章を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 [サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドに
入力します。フィールドとその設定を含むヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、Jabberユーザが使用するサービスプロファイルを選択します。
ステップ 3 [ディレクトリプロファイル（Directory Profile）]で、[Jabberにセキュリティグループの検索と追

加を許可（Allow Jabber to Search and Add Security Groups）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

このサービスプロファイルに関連付けられている Cisco Jabberユーザは、セキュリティグループ
を検索して追加できるようになります。

ステップ 5 Cisco Jabberユーザが使用するすべてのサービスプロファイルでこの手順を繰り返します。
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エンタープライズグループの制限事項

表 45：エンタープライズグループの制限事項

説明制限事項

複数レベルのグループ分けは、グループ同期に

対して許可されません。

複数レベルのグループ分け

ユーザグループとユーザが同じ検索ベース内に

存在する場合、グループ専用同期は許容されま

せん。代わりに、ユーザグループとユーザが同

期されます。

グループ専用同期

Microsoft Active Directoryサーバから Unified
Communications Managerデータベースに最大
15000のユーザグループを同期できます。各
ユーザグループには 1～ 200人のユーザを含め
ることができます。[Cisco Unified CM IM and
Presence Administration] > [システム（System）]
> [サービスパラメータ（Service Parameters）]
ウィンドウで、正確な数量を設定できます。

ユーザグループの最大数

ユーザグループを組織単位間で移動する場合

は、元の単位に対して完全同期を実行してか

ら、新しい単位に対して完全同期を実行する必

要があります。

ユーザグループの移行

ローカルグループはサポートされません。

Microsoft ActiveDirectoryから同期されたグルー
プのみがサポートされます。

ローカルグループ

IM and Presence Serviceノードに割り当てられて
いないグループメンバーは、プレゼンスバブ

ルが灰色表示されて連絡先リストに表示されま

す。ただし、これらのメンバーは、連絡先リス

トで許可されるユーザの最大数を計算する際に

考慮されます。

IM and Presence Serviceノードに割り当てられて
いないグループメンバー

Microsoft Office Communications Serverからの移
行中は、ユーザが IM and Presence Serviceノー
ドに完全に移行されるまで、グループエンター

プライズ機能がサポートされません。

Microsoft Office Communications Serverからの移
行
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説明制限事項

同期の進行中に、[LDAPディレクトリの設定
（LDAPDirectoryConfiguration）]ウィンドウで
同期オプションを変更しても、既存の同期は影

響を受けません。たとえば、同期の進行中に同

期オプションを [ユーザとグループ（Users and
Groups）]から [ユーザのみ（UsersOnly）]に変
更しても、ユーザとグループの同期はそのまま

継続されます。

LDAP同期

エッジ経由のグループ検索機能は、このリリー

スで提供されますが、完全にテストされている

わけではありません。そのため、エッジ経由の

グループ検索のフルサポートは保証できませ

ん。フルサポートは今後のリリースで提供され

る予定です。

エッジ経由のグループ検索機能

Microsoft ActiveDirectoryでグループ名またはグ
ループメンバー名を更新すると、定期 Cisco
Intercluster Sync Agentサービス同期の後でしか
Cisco Jabber連絡先リストが更新されません。
通常、Cisco Intercluster SyncAgentサービスの同
期は 30分ごとに実行されます。

Cisco Intercluster SyncAgentサービスの定期同期
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説明制限事項

ユーザとユーザグループが同じ同期アグリーメ

ントの一部として Cisco Unified Communications
Managerデータベースに同期されている場合は、
同期後に、CiscoUnifiedCommunicationsManager
データベースで、想定されているようにユーザ

とグループの関連付けが更新されます。ただ

し、ユーザとユーザグループが別々の同期アグ

リーメントの一部として同期されている場合

は、最初の同期後、ユーザとグループはデータ

ベースで関連付けされないことがあります。

データベース内のユーザとグループの関連付け

は、同期アグリーメントが処理される順序に

よって異なります。ユーザがグループより前に

同期された場合は、データベース内でグループ

を関連付けに使用できない可能性があります。

その場合は、グループとの同期アグリーメント

がユーザとの同期アグリーメントより前にスケ

ジュールされるようにします。このように調整

しない場合は、グループがデータベースに同期

された後、次の手動同期または定期同期後に

ユーザがグループに関連付けられます。

LDAP設定内の別々の同期アグリーメント経由
のユーザとユーザグループの同期
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